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前書き

• Quest® NetVault® Backup について

• 本ガイ ド について

• 対象ユーザー

• 参考資料

Quest® NetVault® Backup について
Quest NetVault Backup （NetVault Backup） は、 バッ ク ア ッ プ ・ サービス ・ プロバイダおよびテナン ト 向けに最

先端のク ロスプ ラ ッ ト フ ォームのデータ保護機能を提供し ます。 非常に使いやす く 、 すぐに導入できる製品であ
り、 拡張に伴う煩雑な作業も必要あり ません。

NetVault Backup では、 単一の直観的なユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスから物理および仮想の両方の環境でデータ

およびアプ リ ケーシ ョ ンを保護し、 大容量のペタバイ ト 単位のデータ を含む多数のサーバーを保護できます。 ま
た、 NetVault Backup は、 異機種混在環境もサポー ト するため、 幅広いオペレーテ ィ ング ・ システム、 アプ リ

ケーシ ョ ン ・ データベース、 プロセ ッサ ・ アーキテ クチャ、 およびネ ッ ト ワーク ・ ス ト レージ ・ デバイスのデー
タ を保護できます。 NetVault Backup は安全な環境 （VPN） で動作し、 データ を保護し ます。 このよ う なク ロス

プ ラ ッ ト フ ォームの多様性によ り、 日々成長と変化を続ける IT イ ン フ ラス ト ラ クチャの状況に合わせて、

NetVault Backup を容易にカス タ マイズできます。

MSP 向け NetVault Backup によ り、 テナン ト は自社内のデータ を保護する上で余儀な く される負担から解消さ

れる こ とにな り ます。 組織はイ ン フ ラス ト ラ クチャの設定や維持に関する負担を減ら し、 事業の運営によ り専念
する こ とができるよ う にな り ます。 MSP では、 低コス ト で高品質のバッ クア ッ プ ・ サービスを提供する こ とが

できます。 し たがって、 テナン ト はこ う し たサービスを安全に使用し、 機敏性と コス ト 効率性の両面を向上させ
る こ とができます。 

主な利点
• シンプルで、 すぐに利用できるシステムによ り タ イム ・ ト ゥ ・ バリ ューを短縮できる

• 各種のバッ クア ッ プ ・ コ ンポーネン ト およびテナン ト を容易に管理できる

• ハー ド ウ ェ アの管理など、 IT リ ソースの使用を効率化

• 物理と仮想両方の環境を保護できるため、 コス ト を削減できる

• 異機種混在のサーバー ・ サポー ト で多種多様な IT 環境に幅広 く 対応

• 広範なアプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト

• ス ト レージの効率性を大幅に向上させるデ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プおよび重複排除

• ソース側の重複排除および WAN 向けに最適化されたレプ リ ケーシ ョ ンを実現するための Quest DR 
Series システムとのシームレスな統合

• 包括的なネ ッ ト ワーク接続型ス ト レージ （NAS） の保護によ り、 重要なデータ を保護

• 豊富な機能によ り仮想環境を保護
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• ベア ・ メ タル ・ リ カバリ によ って、 障害が発生し たサーバーのリ カバリ時間を大幅に短縮

• バッ クア ッ プ ・ データ転送を最適化し、 障害点を削減するデバイスの動的共有

• ハイパフ ォーマンスなマルチス ト リー ミ ングによる高速フ ァ イル ・ システム ・ バッ クア ッ プ

機能概要
• アプ リ ケーシ ョ ン保護 ： Oracle、 SQL Server、 Exchange、 SharePoint、 MySQL、 PostgreSQL、

Domino、 DB2、 Informix、 SAP、 および Sybase などのビジネスに重要なアプ リ ケーシ ョ ンの可用性をア

プ リ ケーシ ョ ンのプ ラグイ ンによ って確保する こ とができます。 これらのプ ラグイ ンは、 統合にかかる
時間を節約できるよ う にネイテ ィ ブ ・ ソ リ ューシ ョ ンを補完し ます。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブおよびリ カ
バリ ・ ジ ョ ブを実行するために、 スク リ プ ト を作成する必要はあ り ません。

• テナン ト 管理 ： 顧客がデータ保護サービスを提供できるよ う にする会社または組織がマネージ ド ・ サー
ビス ・ プロバイダ （MSP） です。 MSP のメ ンバーである顧客は、 テナン ト と し て知られています。 MSP
はサービスの利用を促進し、 複数のテナン ト を招いてサービス と し てのバッ クア ッ プを提供し ます。

• NAS 保護 ： Dell、 EMC、 HITACHI、 IBM、 NetApp、 Sun のデバイスを含む、 NAS アプ ラ イアンス上に保

管されている情報に対し て、 高度なデータ保護を実現し ます。 ネ ッ ト ワーク ・ データ管理プロ ト コル
（NDMP） を使用し てデータ をバッ クア ッ プする こ と で、 LAN を介し た ト ラ フ ィ ッ ク を削減し、 パフ ォー

マンスを最大化できます。 NetVault Backup は、 さ まざまなス ト レージ ・ ト ポロジおよび構成をサポー ト

し てお り、 ローカル接続 SCSI デバイス、 SAN 接続デバイス、 またはネ ッ ト ワーク上に存在するス ト

レージ ・ デバイスなどに、 直接バッ クア ッ プできます。

• 企業全体の管理 ： Web ベースのイ ン ターフ ェ イスを使用し て、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ操作の設定、

管理、 および監視を行います。 ウ ィ ザー ドの手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成、 ポ リ シーの
割り当て、 ス ト レージ ・ デバイスの設定、 レポー ト の生成などの一般的な タ スク を実行できます。

• デ ィ スクおよびテープへのバッ クア ッ プ ： NAS デバイスやサー ドパーテ ィ 製の重複排除アプラ イアンス

を含む、 幅広いス ト レージ ・ ターゲッ ト へのデ ィ スク ・ ベースおよびテープ ・ ベースのバッ クア ッ プを
活用し ます。 また、 NetVault Backup では、 オフサイ ト ・ ス ト レージおよびデ ィ ザス タ ・ リ カバリの目的

のために、 ス ト レージ ・ ターゲッ ト 間でデータ を移動できます。

• データ重複排除 ： 強力な重複排除テ ク ノ ロジによ りデータ ・ ス ト レージのフ ッ ト プ リ ン ト を削減し ます。
NetVault Backup は、 Quest DR Series システムの重複排除アプラ イアンスおよび Rapid Data Access
（RDA） ク ラ イアン ト 側の重複排除テ ク ノ ロジ と シームレスに統合されているため、 ユーザーはアプラ イ

アンスの強力な重複排除、 圧縮、 およびレプ リ ケーシ ョ ンの機能を フル活用できます。 また、 NetVault 
Backup では、 ソ フ ト ウ ェ ア定義の Quest QoreStor™ ス ト レージ ・ デバイスに対応 （Linux のみ） し てお

り、 RDA ク ラ イアン ト 側の重複排除機能も提供し ています。 また、 NetVault Backup は、 EMC Data 
Domain バッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ プラ ッ ト フ ォームの他、 その重複排除用の DD Boost テ ク ノ ロジ

もサポー ト し ています。

• 仮想化のサポー ト ： 高度なデータ保護を、 VMware 環境および Hyper-V 環境にまで拡大し ます。 NetVault 
Backup では、 専門の技術者でな く ても、 ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ クで、 仮想環境の整合性のある、 信

頼性の高いバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行できます。

• ハイパフ ォーマンスなマルチス ト リー ミ ング ： 同時に複数のワーク ロー ド をバッ クア ッ プする こ と で、
時間を節約し、 管理を容易にし ます。

• 強力なセキュ リ テ ィ ： CAST-128、 CAST-256、 および AES-256 アルゴ リズムをサポー ト する暗号化プラ

グイ ンを使用する こ と で、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウや重複排除のパフ ォーマンスを犠牲にする こ と な
く 規制要件に適合し ます。 柔軟なジ ョ ブ ・ レベルの暗号化によ り、 暗号化対象のデータ を容易に選択で
きます。

• 単純明快なラ イセンス ： ラ イセンスは、 サーバーで管理されるス ト レージ容量によ り異なるため、
NetVault Backup を使用するためのラ イセンスは容量ベースのラ イセンスを使用する必要があ り ます。 こ

のオプシ ョ ンによ り、 組織のニーズに最適なモデルを非常に柔軟に選択できます。 容量単位で NetVault 
Backup のラ イセンスを取得する こ とができ、 ク ラ イアン ト またはアプ リ ケーシ ョ ン ・ プ ラグイ ンの配備

数に制限はあり ません。 Quest は、 NetVault Backup 向けに 2 つの容量ベースのラ イセンス ・ エデ ィ シ ョ

ンを提供し ています。 一方は成長を続ける企業に適し、 他方は包括的な保護を要する大規模の企業のマ
ネージ ド ・ サービス ・ プロバイダに適し ています。
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本ガイ ド について
このガイ ドは、 データ を保護するための NetVault Backup の設定、 使用方法を説明し ています。 NetVault 
Backup のすべての特徴と機能に関する総合的な情報を提供し ています。

対象ユーザー
本ガイ ドは、 MSP 管理者、 テナン ト ・ ユーザーおよび組織のバッ クア ッ プ戦略を設計および実施する責任を担

う その他の技術者を対象と し ています。 NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト を実行するオペレーテ ィ

ング ・ システムについての知識がある こ と を前提と し ています。

参考資料
• Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーおよ

びク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup 
Plug-in for FileSystem のイ ンス ト ール、 設定および使用方法について説明し ています。

• Quest NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド ： 本ガイ ドは、 以下のプ ラグイ ン

の設定および使用方法を説明し ています。

▪ NetVault Backup Plug-in for Consolidation

▪ NetVault Backup Plug-in for Data Copy

▪ NetVault Backup Plug-in for Databases

▪ NetVault Backup Plug-in for Raw Devices

• Quest NetVault SmartDisk イ ンス ト レーシ ョ ン / ア ッ プグレー ド ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault 
SmartDisk ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault SmartDisk ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault SmartDisk イ ン

ス タ ンスの管理について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド ： このガイ ド には、 NetVault Backup でサポー ト されているプ ラ ッ

ト フ ォーム、 OS バージ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ンが記載されています。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。

重要 ： 
• NetVault Backup では、 NetVault Backup サーバーに存在する PostgreSQL データベースにシステ

ム ・ データが保管されます。 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担当者からの指示がない限り、

PostgreSQL ツールを使用し て、 NetVault データベースを直接変更し ないで く ださい。 データベー

スの変更が間違っている と、 回復できないデータ破損が発生する可能性があ り ます。 NetVault デー

タベースを変更する前に、 必ずデータベースのバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成し て く だ さい。
NetVault データベースのバッ クア ッ プについての詳細は、 『Quest NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ

ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup では、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの config デ ィ レ ク ト リ に存

在する 「.cfg」 フ ァ イルにシステム設定が保管されます。 これらのフ ァ イルの設定を変更する場合

は、 必ず、 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担当者の指導の下で実行し ます。 これらのフ ァ イルに誤っ

た変更が行われる と、 エラーやその他の予期し ない動作が発生する可能性があ り ます。 設定フ ァ イ
ルを変更する前に、 必ずフ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成し て く だ さい。
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NetVault Backup の展開について
NetVault Backup 設定では、 1 つのマシンが NetVault Backup サーバーと し て設定され、 保護対象のそれ以外の

各種マシンが NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て設定されます。 Active Directory を NetVault Backup サーバー

と統合し、 Active Directory サービスが常に利用できる状態にし てお く 必要があ り ます。 Microsoft Active 
Directory （AD） を NetVault Backup と統合させる こ と で、 NetVault Backup でのロールベースのアクセス制御が

可能にな り ます。 NetVault Backup サーバーを ド メ イ ン内に配置し てお く 必要があ り ます。

NetVault Backup 配備の概要を次の図に示し ます。

重要 ： 最初に Active Directory を配備し てから、 NetVault Backup サーバーをそのド メ イ ンの一部と し て配

備し ます。
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図 1. MSP 環境での NetVault Backup 導入の概要

NetVault Backup のコ ンポーネン ト につ

いて
NetVault Backup は、 次のコ ンポーネン ト から構成されます。

• NetVault Backup サーバー

• NetVault Backup ク ラ イアン ト

• NetVault Backup プ ラグイ ン

• NetVault Backup WebUI

NetVault Backup サーバー
NetVault Backup サーバーには、 テナン ト のデータ を保護するための主要サービスが用意されています。 

サーバーは、 隔離された環境でテナン ト に対し て、 スケジュール管理、 ジ ョ ブ管理、 デバイス管理、 メ デ ィ ア管
理、 ユーザー管理、 通知管理、 およびログ管理などのサービスを提供し ます。 各種物理および仮想ス ト レージ ・
デバイスを、 サーバーにローカルに接続する こ とができます。 MSP は、 これらすべてのサービスを隔離された

環境で提供し ます。

マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダは、 Windows Pure 64 bit NetVault Backup サーバーでサポー ト されていま

す。
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NetVault Backup ク ラ イアン ト
NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 NetVault Backup ソ リ ューシ ョ ンを使用し て保護するマシン上にイ ンス ト ー

ルされます。 これらのマシン と し ては、 フ ァ イル ・ サーバー、 データベース ・ サーバー、 メ ール ・ サーバー、 ア
プ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 およびワークステーシ ョ ンが挙げられます。 

NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 ク ラ イアン ト のすべてのデータ保護操作を管理する NetVault Backup サー

バーに割り当てられます。 単一のサーバーと、 その関連する ク ラ イアン ト が、 NetVault Backup ド メ イ ンを形成

し ています。 MSP 環境では、 テナン ト の NetVault Backup ク ラ イアン ト は安全なチャネル （VPN） を使用し て

NetVault Backup サーバーおよびデバイス との通信を行います。

NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 AIX、 FreeBSD、 HP-UX、 Linux、 Mac OS X、 Solaris、 および Windows の各

オペレーテ ィ ング ・ システムで動作できます。 

NetVault Backup プ ラグイ ン
NetVault Backup プ ラグイ ンは、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上に保管されている各種アプ リ ケーシ ョ

ンやデータ を保護するために用いられます。 NetVault Backup プ ラグイ ンは、 ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン と ア ド オ

ン ・ プ ラグイ ンの 2 種類に分類できます。

ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン
ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンは、 NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アに同梱されてお り、 NetVault Backup サーバーおよ

びク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール時に、 各マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。 

NetVault Backup は、 以下のタ イプのビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンを提供し ています。

• NetVault Backup Plug-in for FileSystem （Plug-in for FileSystem） ： Plug-in for FileSystem によ り、 重

要なフ ァ イル ・ システム ・ データ を保護し、 最低限の操作でボ リ ューム全体、 個別のパーテ ィ シ ョ ン、
または個別のデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルを素早 く 高信頼に リ ス ト アできます。

• NetVault Backup Plug-in for Consolidation （Plug-in for Consolidation） ： Plug-in for Consolidation で

は、 フル ・ バッ クア ッ プ と それに関連付けられた増分バッ クア ッ プを統合し て、 複合セーブセ ッ ト を作
成できます。 こ う し たコ ン ソ リデー ト されたセーブセ ッ ト は、 後続の増分バッ クア ッ プのベース と し て
使用できます。 Plug-in for Consolidation は、 ク ラ イアン ト のデータ をバッ クア ッ プするのではな く 、 既

存のセーブセ ッ ト を 1 つにま とめた複合セーブセ ッ ト を作成し ます。

• NetVault Backup Plug-in for Data Copy （Plug-in for Data Copy） ： Plug-in for Data Copy では、 オフサ

イ ト ・ ス ト レージおよびデ ィ ザス タ ・ リ カバリのために、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成

できます。 Plug-in for Data Copy は、 ク ラ イアン ト のデータ をバッ クア ッ プするのではな く 、 既存のバッ

クア ッ プのコ ピーを作成し ます。

重要 ： 統合バッ クア ッ プのパフ ォーマンスを改善するには、 マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダ
（MSP） 管理者が各テナン ト に固有のク ラ イアン ト ・ マシンを提供する こ と を推奨し ます。 MSP 管

理者は、 このク ラ イアン ト ・ マシンに重要なデータが配置されていないこ と を確認する必要があ り
ます。 テナン ト 管理者は、 このク ラ イアン ト ・ マシンを登録し て、 統合された増分ジ ョ ブ操作を実
行できます。 統合された増分操作以外に、 この専用ク ラ イアン ト ・ マシンで他のバッ クア ッ プまた
はリ ス ト ア操作を実行する こ とはできません。

重要 ： データ ・ コ ピーのパフ ォーマンスを改善するには、 マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダ
（MSP） 管理者が各テナン ト に固有のク ラ イアン ト ・ マシンを提供する こ と を推奨し ます。 MSP 管

理者は、 このク ラ イアン ト ・ マシンに重要なデータが配置されていないこ と を確認する必要があ り
ます。 テナン ト 管理者は、 このク ラ イアン ト ・ マシンを登録し て、 データ ・ コ ピー操作を実行でき
ます。 データ ・ コ ピー操作以外に、 この専用ク ラ イアン ト ・ マシンで他のバッ クア ッ プまたはリ ス
ト ア操作を実行する こ とはできません。
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• NetVault Backup Plug-in for Databases （Plug-in for Databases） ： Plug-in for Databases では、

NetVault データベースに保管されているシステム ・ データ （設定フ ァ イル、 システム設定、 バッ クア ッ

プ ・ イ ンデッ クス、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ ア情報、 ジ ョ ブのスケジュール、 ラ イセンス ・ キーなど） を
保護し ます。 このバッ クア ッ プを使用し て、 障害発生後に NetVault Backup サーバーの機能を復元できま

す。

• NetVault Backup Plug-in for Raw Devices （Plug-in for Raw Devices） ： The Plug-in for Raw Devices
では、 物理デ ィ スクに保管されているデータ を保護し ます。 このプ ラグイ ンによ り、 複雑なスク リ プ ト
を作成し な く ても、 Master Boot Record （MBR）、 システム ・ パーテ ィ シ ョ ン、 および個別のユーザー ・

パーテ ィ シ ョ ンをポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク操作で復元できます。

• NetVault Backup Plug-in for Rapid Data Access （Plug-in for RDA） ： Plug-in for RDA では、 重複排除

アプ ラ イアンスの Quest DR Series システムやソ フ ト ウ ェ ア定義の Quest QoreStor ス ト レージ ・ デバイ

ス （Linux のみ） など、 他の製品で提供し ている ク ラ イアン ト 側およびイ ン ラ イ ン式の重複排除機能を使

用できます。

ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンについての詳細は、 『Quest Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 および 『Quest 
NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ア ド オン ・ プ ラグイ ン
ア ド オン ・ プ ラグイ ンは、 別売りの製品と し てご購入いただけるプ ラグイ ンです。 特定のアプ リ ケーシ ョ ンやア
プ ラ イアンスを保護するために、 NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト のマシンにイ ンス ト ールし ます。

NetVault Backup は、 以下のタ イプの ・ ア ド オン ・ プ ラグイ ンを提供し ています。

• Plug-ins for applications ： このプ ラグイ ンは、 Oracle、 SQL Server、 Exchange、 SharePoint、 MySQL、

PostgreSQL、 Domino、 DB2、 Informix、 SAP、 および Sybase などのビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ

ンのデータ保護手段を提供し ています。

• Plug-ins for NDMP-based NAS appliances ： このプラグイ ンは、 NDMP プロ ト コルをサポー ト する機器

に対し て、 このプロ ト コル ・ ベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト アを有効にし ます。 NetVault Backup は、

NetApp 機器の高度なデータ保護を提供するために NetApp SnapMirror、 SnapVault、 および Snapshot テ

ク ノ ロジを統合する特別なプ ラグイ ン も提供し ています。

• Plug-ins for virtual environments ： このプ ラグイ ンは、 VMware および Hype-V 環境内の仮想マシンの

データ保護手段を提供し ています。

• Plug-ins for backup encryption ： これらのプラグイ ンは、 規制当局のバッ クア ッ プ ・ セキュ リ テ ィ 要件

を満たすために、 CAST-128、 AES-256、 および CAST-256 アルゴ リズムをサポー ト し ています。

• Plug-ins for device integration ： このプラグイ ンは、 NetVault Backup 環境で使用する特別なテープ ・ ラ

イブ ラ リの設定を有効にし ます。

• Plug-ins for bare metal recovery ： このプ ラグイ ンによ り、 オペレーテ ィ ング ・ システム、 アプ リ ケー

シ ョ ン、 システム設定、 パーテ ィ シ ョ ン情報、 サポー ト 対象の Windows オペレーテ ィ ング ・ システム上

のデータ を含めたシステム全体を復元できます。

NetVault Backup では、 分散データのデータ保護を有効にする各種プ ラグイ ンのク ラス タ対応版も用意し ていま

す。

・ ア ド オン ・ プラグイ ンについての詳細は、 各プラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

NetVault Backup WebUI
NetVault Backup には、 NetVault Backup システムを設定、 管理、 および監視するために、 NetVault Backup 
WebUI と呼ばれる Web ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスが用意されています。 NetVault Backup WebUI を

使って、 以下のよ う な各種作業を行えます。

• パフ ォーマンス、 セキュ リ テ ィ 、 およびその他のオプシ ョ ンの設定

• テナン ト およびテナン ト ・ ユーザーの管理
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• ク ラ イアン ト の管理

• ス ト レージ ・ デバイスおよびス ト レージ ・ メ デ ィ アの管理

• バッ クア ッ プ と リ ス ト アの実行

• ジ ョ ブ、 デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ 、 およびログの監視

• 通知の設定

• レポー ト の生成と表示

任意の標準ブ ラウザを使って、 NetVault Backup WebUI にアクセスできます。 WebUI を使って任意のシステム

から、 サポー ト されている Web ブ ラウザを実行し て HTTP または HTTPS 経由でサーバーに接続する こ と で、

NetVault Backup サーバーを リ モー ト 管理する こ とができます。 

NetVault Backup サービスの開始 / 停止
NetVault Backup サービスは、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンで自動的に開始されるよ う に設定されてい

ます。 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ または CLI を使って、 NetVault Backup サービスを手動で開始または停止できま

す。

NetVault Backup サービスを手動で開始または停止するには ：

1 Txtconfig を使用する場合 ：

a ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウまたはコマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで、 「txtconfig」 と入力し、

Enter キーまたは Return キーを押し ます。

b ［マシン］ ページで、 p を押し て、 メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［サービス］ ページのオプシ ョ ン

番号を押し ます。

c NetVault Backup サービスの現在の状態に応じ て、 オプシ ョ ン番号を押し てサービスを停止または

開始し ます。 s を押し て、 q を押し ます。

2 CLI を使用する場合 ：

a Linux ベースの ・ ク ラ イアン ト の場合、 以下のコマン ド を入力し ます。

サービスを開始するには、 次のよ う に入力し ます。 $NV_HOME/etc/startup.sh start
サービスを停止するには、 次のよ う に入力し ます。 $NV_HOME/etc/startup.sh stop

b Windows ベース ・ システム ：

サービスを開始するには次を入力し ます。 net start “NetVault Process Manager” 
サービスを停止するには次を入力し ます。 net stop “NetVault Process Manager”

メ モ ： マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダ （MSP） 環境では、 NetVault Backup はコマン ド ラ イ ン イ ン

ターフ ェ イス （CLI） をサポー ト し ません。

メ モ ： これらのユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 Windows ベースのシステムの場合は管理者権限を持つ

ユーザーと し て、 Linux および UNIX ベースの ・ ク ラ イアン ト の場合は root 権限を持つユーザーと し てロ

グイ ンする必要があり ます。
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HTTP または HTTPS を使用し た Web
サービスの有効化
デフ ォル ト では、 Web サービスは HTTPS を使用し て有効化し ます。 Web サービスの設定を変更し て、 ポー ト

またはプロ ト コルを変更できます。 また、 これらの設定によ って、 HTTPS 通信のセキュ リ テ ィ 認証フ ァ イルや

プ ラ イベー ト ・ キー ・ フ ァ イルを指定する こ と もできます。

次のイ ン ターフ ェ イスを介し て、 Web サービスの設定を変更できます。 NetVault Backup WebUI （［設定変更］

ページを使用）、 または Txtconfig。

NetVault Backup の Web サービスを設定するには ：

1 以下のいずれかの方法を使用し て、 Web サービスの設定にアクセス し ます。 

▪ NetVault Backup WebUI ： 

a NetVault WebUI を開始し て、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。 

b ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 

c ［NetVault サーバー設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ Txtconfig ： 

a ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウまたはコマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで、 「txtconfig」 と

入力し、 Enter キーまたは Return キーを押し ます。 

b ［マシン］ ページで、 p を押し て、 メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［Web サービス］ ページの

オプシ ョ ン番号を押し ます。

2 以下の設定を行います。

メ モ ： NetVault Backup は、 Web サービス接続受信用のデフ ォル ト の HTTPS の待ち受けポー ト と し て

ポー ト 8443 を使用し ます。 サーバーのイ ンス ト ール時にデフ ォル ト ・ ポー ト （8443） がその他のアプ リ

ケーシ ョ ンによ って使用されている場合、 NetVault Backup はポー ト 範囲 50486 ～ 65535 の中で最初に使

用可能なポー ト を割り当てます。 
 
この手順を使用するには、 Windows ベースのシステムに管理者権限を持つユーザーと し て、 または Linux
および UNIX ベースのシステムに root ユーザーと し てログイ ンする必要があ り ます。

表 1. Web サービスの設定

設定 説明

HTTP 設定 HTTP 経由で Web サービスにアクセスするには、 以下の設定を行います。

• HTTP を使用し た Web サービスの有効化 ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク

スを選択し ます。 
Txtconfig を使用し ている場合、 この設定のオプシ ョ ン番号を押し

て、 値を ［オン］ に変更し ます。 
• Web サービス接続を受信するための HTTP の待ち受けポー ト ： デ

フ ォル ト の HTTP ポー ト は 80 です。 
このポー ト が他のサーバーやアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用されて
いる場合は、 別のポー ト を設定し ます。
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3 設定を保存するには、 以下の手順に従います。

▪ NetVault WebUI ： 設定を適用し て WebUI ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ

ク し ます。

▪ Txtconfig ： s キーを押し て設定を保存し てから q キーを押し て Txtconfig を終了し ます。

HTTPS 設定 HTTPS 経由で Web サービスにアクセスするには、 以下の設定を行います。

• HTTPS を使用し た Web サービスの有効化 ： このプロ ト コルはデ

フ ォル ト で選択されています。 
HTTPS プロ ト コルを使用する こ と をお勧めし ます。 このプロ ト コ

ルは、 ク ラ イアン ト とサーバー間で暗号化された通信を実現し ま
す。 これによ り、 ブ ラウザと NetVault Web サービスの間でやり取

り される NetVault Backup パスワー ド などの機密データ を保護でき

ます。

• Web サービス接続を受信するための HTTPS の待ち受けポー ト ： デ

フ ォル ト では、 NetVault Backup では HTTPS 用にポー ト 8443 が使

用されます。 このポー ト が他のサーバーやアプ リ ケーシ ョ ンによ っ
て使用されている場合は、 別のポー ト を設定し ます。

• WebService セキュ リ テ ィ 認証フ ァ イル ： HTTPS を使用するには、

SSL 証明書の指定が必要です。 
NetVault Backup は自己署名証明書 （server.crt） を提供し ます。 こ

れは、 NetVault Backup のイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの etc デ ィ

レ ク ト リ内にあ り ます。 この証明書は、 大半のブ ラウザで警告を生
成し ます。

警告な し でブ ラウザに証明書を受け付けさせるには、 信頼された認
証局が署名し た有効な証明書フ ァ イルを指定する必要があ り ます。 

• ［受信 Web サービス接続で無効にする暗号］ ： Web サービス設定を

変更し て受信用 Web サービス接続設定の暗号を無効にし、 1 つまた

は複数の暗号を許可されないよ う にする こ とができます。 これら
は、 ［NetVault サーバー設定］ ページから設定する こ とができます。

デフ ォル ト では、 このフ ィ ールド は空白で、 あらゆる暗号が許可さ
れています。

• ［受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト コル］ ： Web サービス

設定を変更し て受信用 Web サービス接続設定のプロ ト コルを無効

にし、 1 つまたは複数のプロ ト コルを許可されないよ う にする こ と

ができます。 これらは、 ［NetVault サーバー設定］ ページから設定

する こ とができます。 デフ ォル ト では、 このフ ィ ールドは空白で、
あらゆるプロ ト コルが許可されています。

• WebService プ ラ イベー ト ・ キー ・ フ ァ イル ： HTTPS 通信に使用

する秘密鍵フ ァ イルを指定し ます。 
デフ ォル ト のキー ・ フ ァ イルは、 server.key です。 このフ ァ イル

は、 NetVault Backup のイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ内の etc デ ィ

レ ク ト リ にあ り ます。

表 1. Web サービスの設定

設定 説明
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マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダにつ
いて
Managed Service Provider （MSP） は、 複数のク ラ イアン ト 組織 （テナン ト ） にバッ クア ッ プをサービス と し て

提供し ます。 直感的なイ ン ターフ ェ イスを使用し て、 オンデマン ド のバッ クア ッ プ ・ サービスを提供し ます。
NetVault Backup では、 マルチテナン ト 環境を提供し ています。 複数のク ラ イアン ト （テナン ト ） を同じ イ ンス

タ ンスで容易に管理する こ とができます。 テナン ト は MSP に登録し て自社のデータ を保護および管理し ます。

この環境では、 NetVault Backup サーバーの作業はすべて MSP が行います。 テナン ト およびテナン ト ・ ユー

ザーは、 それぞれの組織と そのグループに属するデータのみを表示する こ とができます。 また、 テナン ト は自社
の関連する ク ラ イアン ト に必要なバッ クア ッ プ ・ タ スク を実行する こ と もできます。 ユーザーの役割の場合は、
表示を許可されている情報にのみアクセスできます。

NetVault Backup では、 NetVault Backup サーバーを MSP のサイ ト にイ ンス ト ールし て管理できます。 バッ ク

ア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ ス ト レージは、 バッ クア ッ プ ・ データ を転送するため、 MSP によ って管理、 提供されま

す。 テナン ト のバッ クア ッ プ と復元の操作は、 テナン ト ・ ユーザーに割り当てられた各種の役割によ って管理さ
れます。 NetVault Backup サーバーは、 割り当てられた役割に基づいて、 異なるテナン ト およびテナン ト ・ ユー

ザー間のデータ抽象化を維持し ます。

ユーザーと役割について
NetVault Backup のマルチテナン ト 環境では、 1 つのサービス ・ プロバイダ （MSP） と複数テナン ト が存在し ま

す。 各役割には、 明確な役割分担、 関連するアク テ ィ ビテ ィ 、 テナン ト 間のアクセス制限があ り ます。 この環境
で利用できる各ユーザーを示し ます。

• MSP 管理者 ： MSP 管理者は NetVault Backup システムを所有し、 複数のテナン ト による使用を管理し ま

す。

• テナン ト 管理者 ： 各ク ラ イアン ト 組織には、 1 人のテナン ト 管理者がいて、 MSP の Active Directory 内の

テナン ト ・ ユーザー ・ グループに属し ています。 テナン ト 管理者はテナン ト 固有の展開は設定できます
が、 別のテナン ト のユーザーや管理者の情報にアクセス し た り変更し た りする こ とはできません。

• テナン ト ・ ユーザー ： テナン ト ・ ユーザーには管理者権限がないため、 アクセス権のあるデータのみが
表示されます。 ユーザーは、 複数のロールに属する こ とができます。 これらのユーザーは、 バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブの作成、 送信、 監視、 および復元を行う こ とができます。 

MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 テナン ト ・ ユーザーなどすべてのユーザーを、 MSP 組織の AD ド メ インに作成

する必要があり ます。 NetVault Backup サーバーには複数の MSP 管理者を持たせるこ とができます。 NetVault 
Backup サーバーの作業はすべて MSP 管理者によって行われます。 各テナン ト には、 テナン ト 管理者用のグルー

プ と テナン ト ・ ユーザー用のグループの 2 つの固有のグループを持たせる必要があり ます。 テナン ト 管理者グ

ループのすべてのユーザーは、 NetVault Backup サーバーでテナン ト 管理者のタスク を実行する必要があり ます。

テナン ト の登録
NetVault Backup を使用する と、 MSP 管理者はテナン ト の登録を行う こ とができます。 すべてのテナン ト ・ ユー

ザーが Active Directory 内の該当グループに属し ている必要があり ます。

テナン ト の登録を完了し、 テナン ト の AD グループをテナン ト に関連付けたら、 デフ ォル ト （自動） のク ラ イア

ン ト を関連付けるために新しいデフ ォル ト ・ ク ラ イアン ト ・ グループを作成し てテナン ト に割り当てます。 テナ
ン ト の AD グループに属するすべてのユーザーは、 テナン ト のアカウン ト に関連付けられ、 テナン ト のユーザー

が NetVault Backup 内でアクセスできる リ ソースを定義し ます。

テナン ト 登録の詳細については、 「テナン ト の追加」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： MSP 環境ではユーザーの認証は AD で行われるため、 NetVault Backup サーバーを MSP の AD ド メ

イ ンの一部にし てお く 必要があり ます。
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NetVault Backup へのログイ ン

NetVault Backup にログイ ンする ：

1 ブ ラウザ ・ ウ ィ ン ド ウを開きます。 ア ド レス ・ バーに以下の項目を入力し ます。

https://< マシン名 >:8443
Enter キーを押し ます。

2 ログイ ン ・ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ユーザー名とパスワー ド を入力し ます。

3 ［ログイ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

ログイ ンする と、 ブ ラウザ ・ ウ ィ ン ド ウに ［サーバー ・ モニ タ］ ページが表示されます。

NetVault Backup WebUI の概要
NetVault Backup WebUI は、 ［ヘ ッ ダー］ パネル、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル、 および ［操作］ パネルから構成さ

れています。

メ モ ： NetVault Backup を実行するには、 Windows ベースのシステムの場合は管理者権限を持つユーザー

と し て、 ログイ ンする必要があり ます。

メ モ ： NetVault Backup には、 2 種類の事前定義されたユーザー ・ アカウン ト があ り ます。

• admin ： NetVault Backup の管理者アカウン ト です。

• default ： NetVault Backup 内で各種の内部的な操作を実行するために使用する標準のユー

ザー ・ アカウン ト です。 WebUI を使用し て NetVault Backup にアクセスする こ とはできませ

ん。

NetVault Backup を イ ンス ト ールし たら、 admin のユーザー ・ アカウン ト を使って、 NetVault 
Backup にログイ ンできます。 デフ ォル ト では、 これらのユーザー ・ アカウン ト にはパスワー ドが

割り当てられていません。 ただ し、 最初のログイ ン後、 admin ユーザーのパスワー ド設定が必要に

な り ます。 NetVault Backup ユーザー ・ アカウン ト についての詳細は、 「ユーザー ・ アカウン ト とグ

ループ ・ アカウン ト の管理」 を参照し て く だ さい。
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図 2. NetVault Backup WebUI ホーム ・ ページ （MSP 管理者用）

図 3. NetVault Backup WebUI ホーム ・ ページ （テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザー用）

WebUI のパネルの簡単な説明を以下の表に示し ます。
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表 2. NetVault Backup WebUI のパネル

パネル 説明

［ヘ ッ ダー］
パネル

このパネルには、 以下の項目が含まれています。

• ［ビデオ］ アイ コ ン ： 現在ロー ド されているページの動画チュー ト リ アルにアクセスで
きます。 新規のブ ラウザ ・ ウ ィ ン ド ウまたはタ ブにリ ン ク先が開きます。

• 言語 ： 使用可能な言語のリ ス ト が表示されます。 こ こで、 NetVault Backup WebUI の表

示と入力の言語を選択できます。

このオプシ ョ ンでは、 NetVault Backup のロケール設定は変更されません。 NetVault 
Backup のロケールを変更する方法についての詳細は、 「言語と ロケール設定の変更」 を

参照し て く だ さい。

• ［設定］ アイ コ ン ： ［アプ リ ケーシ ョ ン設定］、 ［NetVault キャ ッ シュのク リ ア］、 および

［NetVault UI 設定のク リ ア］ を変更するオプシ ョ ンのリ ス ト が表示されます。 

アプ リ ケーシ ョ ン設定

NetVault Backup WebUI のアプ リ ケーシ ョ ン設定 （ナビゲーシ ョ ン、 カ ラー ・ パレ ッ

ト 、 アクシ ョ ンの表示方法、 時間形式、 デフ ォル ト のテーブル ・ ページサイズ） を変更
するには、 以下の手順に従います。

a NetVault Backup WebUI の ［ヘ ッ ダー］ パネルで、 ［設定］ アイ コ ンを ク リ ッ ク

し、 ［アプ リ ケーシ ョ ン設定］ を選択し ます。 ページの右側に、 ［アプ リ ケー
シ ョ ン設定］ ド ロワが表示されます。 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▫ ナビゲーシ ョ ン ： NetVault Backup WebUI のナビゲーシ ョ ン ・ バーの自

動非表示設定を削除するには、 ［ナビゲーシ ョ ン ・ ド ロワを自動的に非表
示にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ます。 デフ ォル ト では、 ナ
ビゲーシ ョ ン ・ バーは自動非表示に設定されています。

▫ カ ラー ・ パレ ッ ト ： NetVault Backup WebUI のカ ラー ・ テーマをダーク ・

テーマに変更するには、 ［ダーク ・ テーマ］ を選択し ます。 デフ ォル ト で
は、 NetVault Backup WebUI はラ イ ト ・ テーマで表示されています。

▫ アクシ ョ ンの表示方法 ： アクシ ョ ンのオプシ ョ ンをページ ・ レベルおよ
びテーブル ・ レベルのコ ンテキス ト ・ メ ニューと し て表示するには、 ［コ
ンテキス ト ・ メ ニュー］ を選択し ます。 デフ ォル ト では、 アクシ ョ ンの
オプシ ョ ンは、 NetVault Backup WebUI ページの下部にボタ ン と し て表

示されます。 

［コ ンテキス ト ・ メ ニュー］ オプシ ョ ンを選択し た場合、 ページの下部に
あるページベースのアクシ ョ ン ・ ボタ ンは、 ページの上部 （ページ ・ タ
イ ト ルの後） の省略記号アイ コ ンで表示される コ ンテキス ト ・ メ ニュー
に置き換えられます。 また、 テーブルベースのアクシ ョ ンは、 テーブル
の ［アクシ ョ ン］ 列に表示されます。 水平省略記号アイ コ ンを ク リ ッ ク
し、 必要なアクシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 NetVault 
Backup WebUI の一部のページに適用されます。

▫ 時間形式 ： 時刻形式を変更するには、 アプ リ ケーシ ョ ン設定で 12 時間形

式または 24 時間形式を選択し ます。 デフ ォル ト では、 アプ リ ケーシ ョ ン

はサーバー設定から 24 時間形式を設定し ます。 時間形式を変更するに

は、 次の方法を使用し ます。

- 12 時間 （AM/PM） ： NetVault WebUI の 12 時間 （AM/PM） 形式を

設定し ます。 

- 24 時間 ： NetVault WebUI の 24 時間形式を設定し ます。

NetVault Backup では、 時刻形式の設定変更が NetVault Backup WebUI の

すべてのセクシ ョ ンに適用されます （レポー ト ・ ベースの機能を除 く ）。
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▫ デフ ォル ト のテーブル ・ ページサイズ ： NetVault Backup WebUI のテー

ブルのデフ ォル ト ・ ページ ・ サイズを変更するには、 ［デフ ォル ト のテー
ブル ・ ページサイズ］ ド ロ ッ プダウンを ク リ ッ ク し ます。 テーブルの設
定ですでに各テーブルのページ ・ サイズを設定し ている場合は、 この設
定がアプ リ ケーシ ョ ン設定よ り優先されます。 デフ ォル ト では、 ペー
ジ ・ サイズはサーバー設定で ［自動］ に設定されます。 NetVault Backup 
WebUI のページ ・ サイズは次のオプシ ョ ンに変更できます。 または、 手

動でページのサイズを入力する こ と もできます。 

- 25 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 25 に設定し ます。

- 50 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 50 に設定し ます。

- 100 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 100 に設定し ます。

- 500 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 500 に設定し ます。

- 1000 ： テーブルに表示するレ コー ド 数を 1000 に設定し ます。

b ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

好みの設定を選択し、 それをブ ラウザ ・ セ ッ シ ョ ンをまたいで永続化する こ と
ができます。 ナビゲーシ ョ ン ・ パネルのサーバー設定のデフ ォル ト 値、 NetVault 
Backup WebUI の UI テーマ、 アクシ ョ ンの表示方法、 時間形式、 およびデフ ォ

ル ト のテーブル ・ ページサイズの設定値を追加する方法については、 「NetVault 
Backup WebUI のデフ ォル ト 設定の構成」 を参照し て く だ さい。

NetVault UI 設定のク リ ア

ブ ラウザ内に保存されている NetVault Backup ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスの設定情報

（アプ リ ケーシ ョ ン、 ページ、 テーブル設定など） を削除するには、 以下の手順に従い
ます。

a NetVault Backup WebUI の ［ヘ ッ ダー］ パネルで、 ［設定］ アイ コ ンを ク リ ッ ク

し、 ［NetVault UI 設定のク リ ア］ を ク リ ッ ク し ます。

b 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

• ［情報］ アイ コ ン ： ［バージ ョ ン情報］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを表示し ます。

• ユーザー ： ［ユーザー］ アイ コ ン とユーザー名が表示されます。 NetVault Backup を終了

するには、 この領域の上にマウスのポイ ン タ を移動し て ［サイ ンアウ ト ］ を ク リ ッ ク し
ます。

［ナビゲー
シ ョ ン］ パネ
ル

このパネルには、 NetVault Backup の各種側面を設定、 管理、 監視するためのリ ン クが用意さ

れています。 ナビゲーシ ョ ン ・ リ ン クは、 以下のセクシ ョ ンに分類されています。

• モニ タ リ ング

• ジ ョ ブ

• レポー ト

• Configuration
• ヘルプ

このパネルについての詳細は、 「［ナビゲーシ ョ ン］ パネル」 を参照し て く だ さい。

［操作］ パネ
ル

すべての NetVault Backup の操作を実行するための主な場所です。 ［操作］ パネルには、 ［ナビ

ゲーシ ョ ン］ パネルで選択し た項目に応じ て、 さ まざまな WebUI ページが表示されます。

表 2. NetVault Backup WebUI のパネル

パネル 説明
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［ナビゲーシ ョ ン］ パネル
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを表示するには、 ［ヘ ッ ダー］ パネルのアイ コ ン の上にポイ ン タ を移動し ます。 ［ナ

ビゲーシ ョ ン］ パネルが表示されます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを表示せずに、 ［オペレーシ ョ ン］ パネルの領
域を広げるには、 ポイ ン タ をアイ コ ンから離し ます。 NetVault Backup WebUI で、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを

自動的に非表示またはロ ッ クするオプシ ョ ンを設定できます。

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルをロ ッ クするには ：

1 NetVault Backup WebUI の ［ヘ ッ ダー］ パネルで、 ［設定］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［アプ リ ケーシ ョ ン設

定］ を選択し ます。 ページの右側に、 ［アプ リ ケーシ ョ ン設定］ ド ロワが表示されます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［ナビゲーシ ョ ン ・ ド ロワを自動的に非表示にする］ オプシ ョ ンの選
択を解除し ます。 デフ ォル ト では、 ポイ ン タ を ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのアイ コ ンから離すと、 ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルが自動的に非表示されます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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図 4. NetVault Backup WebUI ナビゲーシ ョ ン ・ パネル （MSP 管理者、 テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユー

ザー用）

ナビゲーシ ョ ン ・ パネルで利用できる リ ン クの簡単な説明を以下の表に示し ます。
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表 3. ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル

セクシ ョ ン 項目 説明

モニ タ リ ング サーバー ・ モニ タ ［サーバー ・ モニ タ］ ページを表示し ます。 
このページでは、 NetVault Backup サーバーの全体的な状態を表

示できます。 ［アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト ］ には、 ジ ョ ブのデータ
転送速度やアク テ ィ ブなジ ョ ブの数が表示されます。 また、 選択
し た期間内に発生し たイベン ト を参照する こ と もできます。

詳細は、 「NetVault Backup サーバーの監視」 を参照し て く ださ

い。

ダ ッ シュボー ド ［ダ ッ シュボー ド］ ページを開きます。

このページでは、 NetVault Backup の全体的な統計情報を表示で

きます。 詳細は、 「NetVault Backup ダ ッ シュボー ドの管理」 を参

照し て く だ さい。

ジ ョ ブ ・ カ レンダー ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ ページを表示し ます。

カ レンダー上でジ ョ ブを月ご と、 週ご と、 日ご とに表示できます。
スケジュールが重複し ないよ う にするため、 ジ ョ ブを カ レンダー
形式で表示する と便利です。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ カ レンダーの表
示」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブ ・ ステータ ス ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを表示し ます。 
このページでは、 ジ ョ ブの進行状況やステータ スを監視する こ と
ができます。 このページを使用し て、 ジ ョ ブを管理し た り、 さ ま
ざまなジ ョ ブ関連のタ スク （ジ ョ ブのキャ ンセル、 停止、 再開、
ジ ョ ブ ・ ログの表示、 またはジ ョ ブ ・ スケジュールの削除など）
を実行し た りする こ と もできます。 詳細は、 「ジ ョ ブの管理」 を参
照し て く だ さい。

デバイス ・ アク テ ィ ビ
テ ィ

［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページを表示し ます。 
このページで、 使用中のデバイスのデータ ・ フ ローとデータ転送
レー ト を監視できます。 詳細は、 「デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ の監
視」 を参照し て く だ さい。

ログ参照 ［ログ参照］ ページを表示し ます。 
このページでは、 現在のログ ・ メ ッ セージを参照する こ とができ
ます。 このページを使用し て、 さ まざまなログ関連のタ スク （ロ
グ ・ メ ッ セージのダウンロー ド、 エクスポー ト 、 または削除など）
を実行する こ と もできます。 詳細は、 「ログの監視」 を参照し て く
だ さい。

イベン ト 表示 ［イベン ト 表示］ ページを表示し ます。 
このページでは、 NetVault Backup のイベン ト ・ ログを表示でき

ます。 詳細は、 「イベン ト ・ ログの表示」 を参照し て く だ さい。

展開タ スク ・ ステータ ス ［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページを開きます。

このページでは、 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール ・ タ スクの進行状況や
ステータ スを監視する こ とができます。 このページには、 現在の
タ スクや完了し た タ スクのサマ リが棒グラ フの形式で表示されま
す。 また、 個々のマシンの進行状況情報も表示されます。 詳細は、
「展開タ スクの監視」 を参照し て く だ さい。
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ジ ョ ブ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作
成

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し ます。 
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成と スケジュール設定についての詳細
は、 「バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成」 を参照し て く だ さい。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し ます。 
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成と実行についての詳細は、 「リ ス ト ア ・
ジ ョ ブの作成」 を参照し て く だ さい。 
このページを使用し て、 イ ンデッ クス管理タ スク を実行する こ と
もできます。 詳細は、 「オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クス
の管理」 を参照し て く だ さい。

セ ッ ト 管理 ［セ ッ ト 管理］ ページを表示し ます。 
このページでは、 既存のセ ッ ト を表示、 変更または削除する こ と
ができます。 詳細は、 「セ ッ ト の管理」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブ定義管理 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページを表示し ます。 
このページでは、 ジ ョ ブ定義を表示、 変更または削除する こ とが
できます。 詳細は、 「ジ ョ ブ定義管理」 を参照し て く だ さい。

ポリ シー管理 ［ポリ シー管理］ ページを表示し ます。 
このページでは、 ポ リ シーベース ・ バッ クア ッ プを作成および管
理する こ とができます。 詳細は、 「n ポリ シーの管理」 を参照し て

く だ さい。

ス ト レージの調査 ［ス ト レージの調査］ ページを開きます。 
このページでは、 デ ィ スクおよびテープ ・ ベースのス ト レージ ・
メ デ ィ アを調査、 管理する こ とができます。 このページを使用し
て、 さ まざまな メ デ ィ ア関連のタ スク （メ デ ィ アのラベル付け、
メ デ ィ アのスキャ ン、 メ デ ィ アのブ ラ ンキング、 またはテープの
書き込み保護など） を実行できます。 詳細は、 「ス ト レージ ・ メ
デ ィ アの管理」 を参照し て く だ さい。

レポー ト レポー ト の表示 ［レポー ト 表示］ ページを表示し ます。 
このページを使用し て、 事前定義されたレポー ト にアクセスでき
ます。 これらのレポー ト の詳細については、 「利用可能なレポー
ト 」 を参照し て く だ さい。 レポー ト の表示、 レポー ト 表示のカス
タ マイズ、 メ ールによるレポー ト の送信、 レポー ト の PDF フ ァ イ

ルへのエクスポー ト を実行できます。 詳細は、 「NetVault Backup
でのレポーテ ィ ング」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブ履歴 ［ジ ョ ブ履歴］ ページを開きます。 
このページでは、 完了し たジ ョ ブを参照する こ とができます。 こ
のページを使用し て、 ジ ョ ブ定義の表示または変更を行う こ と も
できます。 詳細は、 「ジ ョ ブ履歴の表示」 を参照し て く だ さい。

設定 ガイ ド付き設定 NetVault 設定ウ ィ ザー ド を開始し ます。 
このウ ィ ザー ドは、 バッ クア ッ プ ・ システムの設定方法を案内し
ています。 ウ ィ ザー ド を使用し て、 ク ラ イアン ト およびプ ラグイ
ン ・ パッ ケージのイ ンス ト ール、 ク ラ イアン ト の追加、 デバイス
の設定、 ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール、 およびバッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブの作成を行う こ とができます。 
詳細は、 「設定ウ ィ ザー ド の使用」 を参照し て く だ さい。

ク ラ イアン ト 管理 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを開きます。 
このページでは、 ク ラ イアン ト 、 ク ラ イアン ト ・ グループ、 およ
び仮想ク ラ イアン ト を追加、 管理する こ とができます。 詳細は、
「ク ラ イアン ト の設定」 および 「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用」
を参照し て く だ さい。

表 3. ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル

セクシ ョ ン 項目 説明
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NetVault Backup の終了
NetVault Backup を終了するには、 NetVault Backup WebUI の右上隅のユーザー領域にマウスのポイ ン タ を移動

し て、 ［サイ ンアウ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

MSP 環境でのワーク フ ロー
MSP 環境でのユーザー認証は AD で行われるため、 Active Directory （AD） サービスが利用可能な状態であ り、

NetVault Backup サーバーのホス ト 上に設定されている こ と を確認し て く だ さい。 

デバイス管理 ［デバイス管理］ ページを開きます。 
このページでは、 デ ィ スクベースおよびテープベースのス ト レー
ジ ・ デバイスを追加、 管理する こ とができます。 詳細は、 「ス ト
レージ ・ デバイスの管理」 を参照し て く だ さい。

ユーザーとグループ ［ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト 管理］ ページを開きます。

このページでは、 ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト の作成と
管理、 ユーザー通知プロ フ ァ イルの作成、 およびユーザー ・ パス
ワー ド ・ ポ リ シーの設定を行う こ とができます。 環境で Active 
Directory （AD） を使用する場合は、 このページを使用し て AD
ユーザーを NetVault Backup に統合し、 ユーザー ・ グループを管

理する こ と もできます。 詳細は、 「ユーザー ・ アカウン ト とグルー
プ ・ アカウン ト の管理」 を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索 ［カ タ ログ検索の設定］ ページを開きます。

このページでは、 Windows オペレーテ ィ ング ・ システムで実行し

ている NetVault Backup サーバーのカ タ ログ検索サービスの設定

および管理を行います。 詳細は、 「カ タ ログ検索の管理」 を参照し
て く だ さい。

設定変更 サーバーと ク ラ イアン ト の設定ページを開きます。 
これらのページでは、 NetVault Backup システムを カス タ マイズ

し た り、 NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン

のデフ ォル ト 設定を変更し た りする こ とができます。 詳細は、
「NetVault Backup のデフ ォル ト の設定」 を参照し て く だ さい。

ヘルプ ド キュ メ ンテーシ ョ ン 製品ド キュ メ ン ト にアクセスできます。 新規のブ ラウザ ・ ウ ィ ン
ド ウまたはタ ブに リ ン ク先が開きます。

ビデオ と チュー ト リ アル 動画チュー ト リ アル ・ ページにアクセスできます。 新規のブ ラウ
ザ ・ ウ ィ ン ド ウまたはタ ブに リ ン ク先が開きます。

サポー ト 診断 ［サポー ト 診断］ ページが開きます。

このページを使用し、 NetVault Backup 環境の詳細情報をローカ

ル ・ マシンにダウンロー ド し た り、 または SR 番号に対応する診

断データ をア ッ プロー ド し て、 それを Quest テ クニカル ・ サポー

ト に直接送信し さ らに詳し く 分析し た りする こ とができます。 詳
細は、 「診断データの管理」 を参照し て く だ さい。

表 3. ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル

セクシ ョ ン 項目 説明
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前提条件
• NetVault Backup サーバーを AD ド メ イ ンに追加する

• MSP 管理者を少な く と も 1 つの AD 管理者ユーザー ・ グループのメ ンバーにし て く だ さい。

• 各テナン ト 用に、 少な く と も 2 つの固有のユーザー ・ グループを AD に関連付けて く ださい （テナン ト 管

理グループ と テナン ト ・ ユーザー ・ グループ）。 テナン ト 管理者を これらの両方のユーザー ・ グループの
メ ンバーにし て く だ さい。

• ユーザーの役割に基づいて、 AD でユーザーの各プラ イマ リ ・ ユーザー ・ グループを設定し て く だ さい。 

た と えば、 テナン ト 管理者のユーザー ・ グループの場合、 このグループのすべてのユーザーにテナン ト
管理者の役割があり ます。 し たがって、 これがテナン ト 管理者のプ ラ イマ リ ・ グループにな り ます。 2 番

目のユーザー ・ グループはテナン ト ・ ユーザーで構成され、 テナン ト 管理者も このグループのメ ンバー
にな り ます。

MSP 管理者のワーク フ ロー
1 システムへの NetVault Backup のイ ンス ト ールが完了し たら、 NetVault Backup システムに ド メ イ ン管理

ユーザー （MSP 管理者） と し てログイ ン し てから ログアウ ト し ます。

2 ローカル管理者と し てログイ ン し、 MSP 管理者に管理者権限を割り当てます。 「ユーザーとグループの権

限およびプ リ セ ッ ト について」 を参照し て く だ さい。 次にログアウ ト し ます。

3 すべてのメ デ ィ ア ・ アクセスおよびデフ ォル ト のク ラ イアン ト ・ グループを MSP 管理者に割り当てま

す。 「ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ンバーシ ッ プの設定」 を参照し て く だ さい。

4 MSP 管理者と し てログイ ン し、 テナン ト ・ ユーザーグループを NetVault Backup サーバーに追加し ます。

「AD グループの管理」 を参照し て く だ さい。

5 MSP 管理者と し て ［グループ］ タ ブを選択し、 適切な権限をテナン ト ・ ユーザーグループに割り当てま

す。 また、 適切な メ デ ィ ア割当量およびジ ョ ブ割当量も各ユーザーグループに割り当てます。 「ユーザー
権限」 および 「への権限と割当量の設定」 を参照し て く だ さい。

6 MSP 管理者と し て、 NetVault Backup サーバーに必要なデバイスまたはメ デ ィ アを作成し ます。 「ス ト

レージ ・ デバイスの設定」 を参照し て く だ さい。

メ デ ィ ア ・ グループを作成し、 テナン ト ・ ユーザーグループに関連付けます。 これによ り、 テナン ト ・
ユーザーへのメ デ ィ ア ・ アクセスが可能にな り ます。 このメ デ ィ ア ・ グループを複数のユーザーグルー
プに割り当てて、 複数のテナン ト に割り当てる こ とができます。 ただ し、 テナン ト がアクセスできるの
は、 関連付けられている メ デ ィ ア ・ グループに属する メ デ ィ アにな り ます。 「ク ラ イアン ト および メ デ ィ
ア ・ グループ ・ メ ンバーシ ッ プの設定」 を参照し て く だ さい。

7 有効な情報をすべて使用し て新しいテナン ト を登録し ます。 「テナン ト の追加」 を参照し て く だ さい。

8 テナン ト を正常に作成し たら、 新しいデフ ォル ト のク ラ イアン ト ・ グループを作成し、 デフ ォル ト （自
動） のク ラ イアン ト を関連付けるためにテナン ト に割り当てます。

9 テナン ト 管理者ユーザー ・ グループのユーザーが NetVault Backup サーバーにログイ ンする と、 NetVault 
Backup サーバーはこのユーザーに自動的にテナン ト 管理者のアクセス権を割り当てます。 

10 テナン ト 管理者はク ラ イアン ト を追加し て、 ク ラ イアン ト ・ グループを作成し、 このク ラ イアン ト ・ グ
ループをテナン ト ・ ユーザーグループに割り当ててテナン ト ・ ユーザーにク ラ イアン ト のアクセス権を
与える必要があり ます。 「ク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）」 を参照し て く だ さい。

11 これでテナン ト ・ ユーザーは NetVault Backup サーバーにログイ ン し て必要なアク テ ィ ビテ ィ を行えるよ

う にな り ます。
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設定ウ ィ ザー ドの使用
NetVault Backup WebUI は、 バッ クア ッ プ ・ システムの設定方法を案内する設定ウ ィ ザー ド を提供し ています。

ウ ィ ザー ド を使用し て、 ク ラ イアン ト およびプ ラグイ ン ・ パッ ケージのイ ンス ト ール、 ク ラ イアン ト の追加、 デ
バイスの設定、 ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール、 およびバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成を行う こ とができます。
設定ウ ィ ザー ドは、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ガイ ド付き設定］ リ ン クからアクセスできます。

設定ウ ィ ザー ド を使用するには ：

1 NetVault Backup WebUI を起動し て NetVault Backup にログイ ン し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 実行する作業の種類を選択し ます。

図 5. NetVault 設定ウ ィ ザー ド

メ モ ： 設定ウ ィ ザー ド へのアクセスは MSP 管理者に限定されています。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル

の ［ガイ ド付き設定］ リ ン クからアクセスできます。

表 4. ガイ ド付き設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ー
ルおよびク ラ イアン ト の展
開 （Windows のみ）

リ モー ト ・ マシンでのク ラ イアン ト およびプ ラグイ ン ・ パッ ケージを イ ン
ス ト ールおよびア ッ プグレー ド し、 新しいマシンを ク ラ イアン ト と し て
NetVault Backup サーバーに追加し ます。 詳細は、 「プ ッ シュ ・ イ ンス ト ー

ルの実行」 を参照し て く だ さい。

ラ イセンスのイ ンス ト ール 製品のラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールし ます。 詳細は、 「製品ラ イセン
ス ・ キーのイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。
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4 指示に従って設定手順を完了し ます。

5 タ スクが正常に完了する と、 メ ッ セージが表示されます。

6 続行するには、 ［操作］ パネルのボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を
ク リ ッ ク し て設定ウ ィ ザー ド を終了し、 他のページを開きます。

NetVault Backup サーバーの監視
［サーバー ・ モニ タ］ ページから NetVault Backup サーバーの全体的なステータ スを監視できます。 このページ

を使用し て、 ク ラ イアン ト 、 デバイス、 定期ジ ョ ブ、 およびポ リ シー ・ ジ ョ ブのステータ スを確認できます。
［アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト ］ には、 ジ ョ ブのデータ転送速度やアク テ ィ ブなジ ョ ブの数が表示されます。 また、
選択し た期間内に発生し たイベン ト を参照する こ と もできます。

NetVault Backup サーバーを監視するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［サーバー ・ モニ タ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［サーバー ・ モニ タ］ ページでは （「図 2、 NetVault Backup WebUI ホーム ・ ページ （MSP 管理者用）」 を

参照）、 以下の詳細情報を参照できます。

ス ト レージ ・ デバイス追加 ス ト レージ ・ デバイスを NetVault Backup サーバーに追加し ます。 利用で

きるデバイス ・ タ イプは以下のとお り です。

• シングル仮想デ ィ スク ・ デバイス ： 仮想単体ド ラ イブを追加し ま
す。 詳細は、 「仮想単体ド ラ イブ」 を参照し て く だ さい。

• 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ ： 仮想テープ ・ ラ

イブ ラ リ （VTL） を追加し ます。 . 詳細は、 「仮想テープ ・ ラ イブ ラ

リ」 を参照し て く だ さい。

• 共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ ： 共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ
（SVTL） を追加し ます。 . 詳細は、 「共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ」

を参照し て く だ さい。

• シングル物理テープ ・ デバイス ： 単体テープ ・ ド ラ イブを追加し ま
す。 詳細は、 「物理テープ ・ デバイス」 を参照し て く だ さい。

• テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ ： テープ ・ ラ イブ ラ リ

を追加し ます。 詳細は、 「物理テープ ・ デバイス」 を参照し て く だ
さい。

• NetVault SmartDisk ： Quest NetVault SmartDisk を追加し ます。 詳

細は、 「NetVault SmartDisk」 を参照し て く だ さい。

• Quest RDA デバイス ： Quest DR Series システムまたは QoreStor
を追加し ます。 詳細は、 「Quest DR Series システム」 または

「Quest QoreStor」 を参照し て く だ さい。

• Data Domain Boost デバイス ： EMC Data Domain システムを追加

し ます。 詳細は、 「EMC Data Domain システム」 を参照し て く だ さ

い。

• Snapshot Array Manager ： Snapshot Array Manager を追加し ま

す。 詳細は、 「Snapshot Array Manager」 を参照し て く だ さい。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成およびスケジュール設定する場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成」 を参照し て
く だ さい。

メ モ ： ［サーバー ・ モニ タ］ ページは、 WebUI へのログオン時に自動的にロー ド されます。

表 4. ガイ ド付き設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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3 ページを開 く には、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの対応する リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 

表 5. ［サーバー ・ モニ タ］ ページ

項目 説明

ク ラ イアン ト ・ ステータ ス オン ラ イ ン ・ ク ラ イアン ト 数と合計ク ラ イアン ト 数が表示されます。 カウ
ン ト にマウスのポイ ン タ を移動し て、 合計ク ラ イアン ト 数と オフ ラ イ ンの
ク ラ イアン ト 数を表示し ます。

また、 この領域を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを表示する こ
と もできます。

ス ト レージ ・ デバイス オン ラ イ ン ・ デバイス数と合計デバイス数が表示されます （MSP 管理者の

み）。 デバイス数にマウスのポイ ン タ を移動し て、 合計カウン ト 数、 オフ ラ
イ ン ・ デバイス数、 およびオン ラ イ ン ・ デバイスの数と タ イプを表示し ま
す。

また、 この領域を ク リ ッ ク し て、 ［デバイス管理］ ページを開 く こ と もでき
ます。

総データ保存量 各種ク ラ イアン ト からバッ クア ッ プ されたデータ量の合計が表示されます。
消費されたス ト レージ量の合計が MSP 管理者に表示されます。 ただ し、

テナン ト 管理者と テナン ト ・ ユーザーには、 そのテナン ト が消費し た統合
ス ト レージ量が表示されます。

 MSP 管理者の場合、 この領域を ク リ ッ ク し て、 ［ス ト レージの調査］ ペー

ジを表示できます。

アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト このチャー ト には、 アク テ ィ ブなジ ョ ブのデータ転送速度やアク テ ィ ブな
ジ ョ ブの数が表示されます。 また、 選択し た期間内に発生し たイベン ト を
参照する こ と もできます。 
以下の設定を使用し て ［アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト ］ を変更できます。

• 期間 ： アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト の期間を変更できます。 10 分、 1
時間、 8 時間、 12 時間、 および 24 時間のいずれかを選択できます。

デフ ォル ト では、 期間は 1 時間に設定されています。

• イベン ト ・ タ イプ ： ページに表示される イベン ト ・ タ イプを変更で
きます。 ［エラーのみ］、 ［キー ・ イベン ト ］、 ［すべてのイベン ト ］
のいずれかを選択できます。

デフ ォル ト で、 イベン ト ・ タ イプは ［エラーのみ］ に設定されてい
ます。

ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・
チャー ト

この領域には、 現在のジ ョ ブ、 ポ リ シー ・ ジ ョ ブ、 ポ リ シー ・ ジ ョ ブ、 お
よび定期ジ ョ ブのサマ リが棒グラ フの形式で表示されます。

• 現在アク テ ィ ビテ ィ ： 棒はそれぞれ、 アク テ ィ ブ、 待機中、 保留
中、 およびスケジュール済みのジ ョ ブの数を表し ています。

• ポリ シー ： 棒はそれぞれ、 正常完了し た、 警告付きで完了し た、 お
よび失敗し たポ リ シー ・ ジ ョ ブの数を表し ています。

• 定期ジ ョ ブ ： 棒はそれぞれ、 正常完了し た、 警告付きで完了し た、
および失敗し た定期ジ ョ ブの数を表し ています。

横棒を ク リ ッ ク し て ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを表示し て、 そのカテ
ゴ リのジ ョ ブ詳細を参照する こ とができます。 た と えば、 ［現在アク テ ィ ビ
テ ィ ］ 領域で ［アク テ ィ ブ］ バーを ク リ ッ クする と、 進行中のジ ョ ブが表
示されます。 同様に、 ［定期ジ ョ ブ］ 領域で ［エラー］ バーを ク リ ッ クする
と、 失敗し た定期ジ ョ ブが表示されます。
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NetVault Backup WebUI でのレ コー ドの

ソー ト
NetVault Backup Web アプ リ ケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソー ト がサポー ト されます。 ただ し、 最初に

ソー ト し た列が、 その他の列のソー ト よ り優先されます。 た と えば、 「開始時刻」 をプ ラ イマ リ ・ ソー ト と し て
テーブルを ソー ト する場合、 「ID/ イ ンス タ ンス / フ ェーズ」 列でソー ト ・ オプシ ョ ンを選択し ても、 リ ス ト の順

序には影響し ません。

1 つの列でソー ト するには、 列見出し を ク リ ッ ク し ます。 ソー ト 方向を変更するには、 列見出し を再度ク リ ッ ク

し ます。 テーブルを ソー ト するために使用するその他の列で、 この手順を繰り返し ます。

列名の横にある矢印は、 ソー ト 順 （上向きの場合は昇順、 下向きの場合は降順） を表し ています。 青い矢印は、
プ ラ イマ リ列のソー ト 順を示すために使用されています。

ソー ト を解除するには、 矢印が表示されな く なるまで、 該当する列の列見出し を ク リ ッ ク し ます。 

列で以下の処理を選択するには、 列メ ニューを ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup WebUI でのテーブルの

カス タ マイズ
テーブルの右下隅に表示されるアイ コ ンの簡単な説明を以下の表に示し ます。 これらのアイ コ ンを使用し て、
テーブルのレ コー ド を カス タ マイズする こ とができます。

オプシ ョ ン 説明

並び替え （昇順） 列を昇順でソー ト し ます。

並び替え （降順） 列を降順でソー ト し ます。

列 必要な列の表示 / 非表示を選択または選択解除し ます。
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フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン
ページの右側にある ［フ ィ ルタ］ ド ロワに、 次のテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンが表示されます。 1 つ以上の

フ ィ ルタ を使用し て、 指定し た条件に一致するレ コー ド を表示できます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイル
ド カー ド （? または *） を含める こ と もできます。

表 6. テーブルのカス タ マイズ

アイ コ ン 説明

このアイ コ ンは、 テーブルの上と テーブルの右下隅に表示されます。 このアイ コ ンを使用し て、
テーブルのレ コー ド を フ ィ ルタ リ ングし ます。 このアイ コ ンを ク リ ッ クする と、 次の 2 つのオ

プシ ョ ンが表示されます。

• フ ィ ルタの編集 ： このオプシ ョ ンを ク リ ッ クする と、 テーブルに表示されるレ コー ド の
フ ィ ルタ を設定できます。 

▪ ページの右側に、 ［フ ィ ルタ］ ド ロワが表示されます。 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを
設定し、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。 各テーブルのフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについ
て詳し く は、 「フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

▪ フ ィ ルタ設定を ク リ アするには、 ［ク リ ア］ を ク リ ッ ク し ます。 

▪ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを編集または設定せずに ［フ ィ ルタ］ ド ロワを閉じ るに
は、 ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し ます。

• フ ィ ルタのリ セ ッ ト ： このオプシ ョ ンを ク リ ッ クする と、 テーブル内のレ コー ド のユー
ザー定義フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを削除できます。 このオプシ ョ ンは、 フ ィ ルタがテーブ
ルに適用されていない場合は表示されません。

デフ ォル ト では、 フ ィ ルタは適用されず、 すべてのレ コー ドがテーブルに表示されます。 フ ィ
ルタ を設定する と、 適用されたフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンがテーブルの上に表示され、 フ ィ ルタ ・
アイ コ ン と テーブルの境界線の色が変更されます。 た と えば、 フ ィ ルタは、 表示条件 ： 現在ア
ク テ ィ ビテ ィ 、 実行ステータ ス ： 待機中、 スケジュール済み、 のよ う に表示されます。

このアイ コ ンの上にポイ ン タ を移動する と、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテー
ブルに適用されている フ ィ ルタが表示されます。

テーブルのデータ を CSV 形式のフ ァ イルにエクスポー ト するには、 このアイ コ ンを ク リ ッ ク し

ます。 

［テーブルの設定］ を表示するには、 このアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

• ページサイズの設定 ： ク リ ッ ク し て、 テーブルで表示するページあた りのレ コー ド 数を
設定し ます。 ［テーブル ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［ページ
あた りの指定数］ フ ィ ールド に必要な数を指定し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 デ

フ ォル ト では、 テーブル ・ オプシ ョ ンは ［サイズに基づいて自動適合］ に設定されてい
ます。

• デフ ォル ト の復元 ： ク リ ッ ク し て、 テーブルのユーザー定義設定を削除し ます。 確認用
のダイアログが表示されます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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表 7. ジ ョ ブ ・ ステータ ス ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

表示条件 カテゴ リ に基づいてジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択

し ます。

• 現在アク テ ィ ビテ ィ

• 定期ジ ョ ブ

• ポリ シー ・ ジ ョ ブ

• ポリ シー ・ ジ ョ ブ （ポ リ シー名別）

デフ ォル ト では、 ［現在アク テ ィ ビテ ィ ］ オプシ ョ ンが選択されています。

実行ステータ ス 実行ステータ スでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 た と えば、 ［表示条件］ フ ィ ールド
の ［現在アク テ ィ ビテ ィ ］ オプシ ョ ンでは、 次の実行ステータ スが表示されます。

• アク テ ィ ブ

• 待機中

• 保留中

• スケジュール済み

デフ ォル ト では、 すべての実行ステータ スが選択されています。 実行ステータ ス
を ク リ アするには、 対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

開始時間 開始 ： 特定の開始日時を指定し てジ ョ ブを表示するには、 次の手順を実行し ます。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てジ ョ ブを表示するには、 次の手順を実行し ます。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

デフ ォル ト では、 ジ ョ ブは ［開始時間］ でフ ィ ルタ されます。 この設定のデフ ォ
ル ト 値は 7 日間です。

デフ ォル ト の日数を変更するには、 スケジュール ・ マネージャの設定を変更し ま
す。 詳細は、 「スケジュール ・ マネージャのデフ ォル ト の設定」 を参照し て く だ さ
い。

メ モ ： ［開始時間］ フ ィ ルタは現在のセ ッ シ ョ ンに対し てのみ適用されます。 こ
の設定では、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページのジ ョ ブ ・ ステータ ス ・ レ コー ドが非
表示にされるだけです。 レ コー ドはスケジューラ ・ データベースから削除されま
せん。

ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ジ ョ ブ名が指定し た文字列に一致するジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し てバッ クア ッ
プ、 リ ス ト ア、 またはレポー ト を選択できます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ID ジ ョ ブ ID 番号でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

イ ンス タ ンス イ ンス タ ンス ID 番号でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始イ ンス タ ンス ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 イ ンス

タ ンス ID 番号を入力し ます。

終了 ： 特定の終了イ ンス タ ンス ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 イ ンス

タ ンス ID 番号を入力し ます。
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フ ェーズ フ ェーズ ID 番号 （1 または 2） でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始フ ェーズ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 フ ェーズ

ID 番号を入力し ます。

終了 ： 特定の終了フ ェーズ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 フ ェーズ

ID 番号を入力し ます。

次のラ ン タ イム ［次のラ ン タ イム］ 列のテキス ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

現在のステータ ス ・ テキス
ト

［現在のステータ ス］ 列のテキス ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

最後の終了ステータ ス ・ テ
キス ト

［最後の終了ステータ ス］ 列のテキス ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

終了ステータ ス このオプシ ョ ンは、 ［表示条件］ オプシ ョ ンで ［通常のジ ョ ブ］、 ［ポ リ シー ・ ジ ョ
ブ］、 および ［ポリ シー ・ ジ ョ ブ （ポ リ シー名別）］ を選択する と表示されます。

終了ステータ ス （正常、 警告、 エラー） でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 デフ ォル
ト では、 すべてのステータ スが選択されています。 ステータ スを ク リ アするには、
対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ポリ シーの選択 このオプシ ョ ンは、 ［表示条件］ オプシ ョ ンで ［ポ リ シー ・ ジ ョ ブ （ポ リ シー名
別）］ を選択する と表示されます。

ポリ シー名でポリ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ポ リ シー名を選択し て、 ポ
リ シーのジ ョ ブを フ ィ ルタ し ます。

表 8. ログ参照フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

レベルの表示 重要度レベルに基づいて メ ッ セージを フ ィ ルタ できます。 重要度レベルを指定す
る と、 そのレベル以上のメ ッ セージが表示されます。

以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

• すべて

• バッ クグラウン ド

• 情報

• ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ

• 警告

• エラー

• 重大

デフ ォル ト では、 ［レベルの表示］ は ［ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ］ に設定されていま
す。

表 7. ジ ョ ブ ・ ステータ ス ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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日付 開始 ： 特定の開始日時を指定し てログを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行し ま
す。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てログを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行し ま
す。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

メ モ ： 最初のログ ・ メ ッ セージから表示する場合は、 ［開始］ オプシ ョ ンのみを選
択し ます。 最後のログ ・ メ ッ セージまで表示する場合は、 ［終了］ オプシ ョ ンのみ
を選択し ます。

ジ ョ ブ ID ジ ョ ブ ID 番号でログを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ID 番号を入力し ます。

イ ンス タ ンス イ ンス タ ンス ID 番号でログを フ ィ ルタ できます。 イ ンス タ ンス ID 番号を入力し

ます。

ク ラス 特定のク ラスのログを フ ィ ルタ できます。 次のログ ・ ク ラスがあ り ます。

• システム

• スケジュール

• ジ ョ ブ

• メ デ ィ ア

• デバイス

• データベース

• プ ラグイ ン

• UI
デフ ォル ト では、 すべてのログ ・ ク ラスが選択されています。 ク ラスを ク リ アす
るには、 対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト のログを フ ィ ルタ できます。 ク ラ イアン ト 名を選択し ます。

メ ッ セージ ・ テキス ト 特定の文字列が含まれるログを フ ィ ルタ できます。 フ ィ ルタ文字列を入力し ます。

表 9. イベン ト 表示フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

日付 開始 ： 特定の開始日時を指定し てイベン ト を フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てイベン ト を フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

メ モ ： 最初のイベン ト から表示する場合は、 ［開始］ オプシ ョ ンのみを選択し ま
す。 最後のイベン ト まで表示する場合は、 ［終了］ オプシ ョ ンのみを選択し ます。

表 8. ログ参照フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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ク ラス 特定のク ラスのイベン ト を フ ィ ルタ できます。 イベン ト は、 以下のカテゴ リ また
はク ラスに編成管理されています。

• Audit
• NetVault Time
• ［デバイス］

• Job
• Licensing
• Log Daemon
• Machines
• メ デ ィ ア

• Media Database
• Policy
• Scheduler Database
• Stats Collection 
• Appliance

デフ ォル ト では、 すべてのイベン ト ・ ク ラスが選択されています。 ク ラスを ク リ
アするには、 対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

イベン ト 名 名前でイベン ト を フ ィ ルタ できます。

メ ッ セージ ・ テキス ト 特定の文字列が含まれる イベン ト ・ メ ッ セージを フ ィ ルタ できます。 フ ィ ルタ文
字列を入力し ます。

表 10. ジ ョ ブ定義管理フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ジ ョ ブ名が指定し た文字列に一致するジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ID ジ ョ ブ ID 番号でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

Policy ポリ シー名でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し てバッ クア ッ
プまたはリ ス ト アを選択できます。

プ ラグイ ン 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン ・
セ ッ ト

プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

スケジュール ・ セ ッ ト スケジュール ・ セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ソース ・ セ ッ ト ソース ・ セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ターゲッ ト ・ セ ッ ト ターゲッ ト ・ セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

Advanced Options Set 詳細設定セ ッ ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

次回実行時間テキス ト ［次回実行時間］ 列のテキス ト でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

表 9. イベン ト 表示フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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表 11. ポリ シーの管理フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ポリ シー名 ポリ シー名が指定し た文字列に一致するポ リ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ポリ シー ・ ステータ ス ポリ シー ・ ステータ スに基づいてポ リ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 次のポ
リ シー ・ ステータ スが表示されます。

• 完了

• 警告

• 失敗

デフ ォル ト では、 すべてのステータ スが選択されています。 ポ リ シー ・ ステータ
スを ク リ アするには、 対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ポリ シーの状態 ポリ シーの状態に基づいてポ リ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 次のポ リ シー
の状態が表示されます。

• 休眠

• アク テ ィ ブ

• 休止中

• 休止

デフ ォル ト では、 すべての状態が選択されています。 ポ リ シーの状態を ク リ アす
るには、 対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

表 12. ジ ョ ブ履歴のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ジ ョ ブ名が指定し た文字列に一致するジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ID ジ ョ ブ ID 番号でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始ジ ョ ブ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 ジ ョ ブ ID 番

号を入力し ます。

終了 ： 特定の終了ジ ョ ブ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 ジ ョ ブ ID 番

号を入力し ます。

フ ェーズ フ ェーズ ID 番号 （1 または 2） でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始フ ェーズ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 フ ェーズ

ID 番号を入力し ます。

終了 ： 特定の終了フ ェーズ ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 フ ェーズ

ID 番号を入力し ます。

イ ンス タ ンス イ ンス タ ンス ID 番号でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始イ ンス タ ンス ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 イ ンス

タ ンス ID 番号を入力し ます。

終了 ： 特定の終了イ ンス タ ンス ID を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 イ ンス

タ ンス ID 番号を入力し ます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

Policy ポリ シーに含まれるジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し てバッ クア ッ
プ、 リ ス ト ア、 またはレポー ト を選択できます。
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ステータ ス 実行ステータ ス （成功、 失敗、 中断、 その他） でジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

終了時刻 特定の時刻に完了し たジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

表 13. ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

バッ クア ッ プ時刻 指定し た期間内に作成されたセーブセ ッ ト を フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始日時を指定し てセーブセ ッ ト を フ ィ ルタするには、 次の手順を
実行し ます。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てセーブセ ッ ト を フ ィ ルタするには、 次の手順を
実行し ます。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト に対し て作成されたセーブセ ッ ト を フ ィ ルタ できます。 ク ラ
イアン ト を選択し て、 対応するセーブセ ッ ト を表示し ます。

プ ラグイ ン 特定のプ ラグイ ンを使用し て作成されたセーブセ ッ ト を フ ィ ルタ できます。 プ ラ
グイ ンを選択し て、 対応するセーブセ ッ ト を表示し ます。

Job 特定のジ ョ ブに対し て作成されたセーブセ ッ ト を フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブを選択し て、 対応するセーブセ ッ ト を表示し ます。

表 12. ジ ョ ブ履歴のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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表 14. カ タ ログ検索の結果のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

バッ クア ッ プ済み 指定し た期間内にバッ クア ッ プ されたセーブセ ッ ト からのカ タ ログ検索レ コー ド
を フ ィ ルタ できます。

開始 ： バッ クア ッ プの開始日時を指定し てレ コー ド を表示するには、 次の手順を
実行し ます。

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始
日を選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開
始時刻を選択し ます。

終了 ： バッ クア ッ プの終了日時を指定し てレ コー ド を表示するには、 次の手順を
実行し ます。

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了
日を選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終
了時刻を選択し ます。

ク ラ イアン ト 特定のク ラ イアン ト に対し て作成されたレ コー ド を フ ィ ルタ できます。 
Plug-in for VMware からの特定の仮想マシンのレ コー ド を フ ィ ルタするには、 目的

の VM 名を選択し ます。

ク ラ イアン ト のレ コー ド を非表示にするには、 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選
択を解除し ます。

プ ラグイ ン 特定のプ ラグイ ンのレ コー ド を フ ィ ルタ できます。 プ ラグイ ンのレ コー ド を非表
示にするには、 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。

ジ ョ ブ ジ ョ ブ ID 番号でレ コー ド を フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ID のレ コー ド を非表示に

するには、 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
はじめに

48



3

ク ラ イアン ト の設定

• NetVault Backup ク ラ イアン ト について

• WebUI からのソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール （プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール）

• ク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）

• ク ラ イアン ト の管理

• ク ラ イアン ト ・ グループの管理

NetVault Backup ク ラ イアン ト について
NetVault Backup ク ラ イアン ト とは、 NetVault Backup ソ リ ューシ ョ ンを使用し て保護する対象と なるマシンで

す。 

これらのマシンには少な く と も、 NetVault Backup のク ラ イアン ト ・ モジュールとサーバーへの TCP/IP 接続が

必要です。 NetVault Backup SmartClient ラ イセンスを ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールする と、 物理および仮想ス ト

レージ ・ デバイスを ク ラ イアン ト にローカル接続できます。

バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア操作でク ラ イアン ト を使用するには、 まず NetVault Backup サーバーへのク ラ イア

ン ト の追加が必要です。 単一のサーバーと、 その関連する ク ラ イアン ト が、 NetVault Backup ド メ イ ンを形成し

ています。

NetVault Backup ク ラ イアン ト のロールベース ・

アクセス
表 15. NetVault でのク ラ イアン ト の権限

ク ラ イアン ト ・ アクシ ョ ン MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ク ラ イアン ト の管理 - ク ラ イアン ト の

追加

X X

ク ラ イアン ト の管理 - 仮想ク ラ イアン

ト の追加

X X

ク ラ イアン ト の削除 X X

ク ラ イアン ト の管理 - ク ラ イアン ト ・

グループの管理

X X

ク ラ イアン ト の管理 - 管理 X X

ク ラ イアン ト の追加 - 削除 X X

ク ラ イアン ト の追加 - フ ァ イアウォー

ル ・ テス ト

X X

ク ラ イアン ト の追加 - マシンの検索 X X
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WebUI からのソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ー

ル （プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール）
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールについて

• 前提条件

• パッ ケージ ・ ス ト アの管理

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールの実行

• 展開タ スクの監視

• 展開タ スクの管理

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールについて
プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式では、 1 つまたは複数のソ フ ト ウ ェ ア ・ パッ ケージを リ モー ト ・ マシンにイ ンス

ト ールできます。 この方法を使用する と、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アおよび NetVault 
Backup のプ ラグイ ンのイ ンス ト ール、 またはア ッ プグレー ド を、 Windows ベース と Linux ベースのマシン も含

めた複数のマシンに対し て行う こ とができます。 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールは、 Windows から Windows、

Windows から Linux、 Linux から Linux、 および Linux から Windows へのシナ リ オで使用できます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールのタ スクは、 NetVault Backup WebUI から実行できます。 タ スクが開始する と、 展開

エージ ェ ン ト がリ モー ト ・ マシンにイ ンス ト ールされます。 エージ ェ ン ト は、 共有場所から イ ンス ト ール ・ パッ
ケージを コ ピーし、 マシンに対し てサイ レン ト ・ イ ンス ト ールを実行し ます。 また、 エージ ェ ン ト はステータ
ス ・ メ ッ セージをサーバーに送信し ます。 タ スク ・ ステータ スは WebUI から参照できます。 パッ ケージが正常

にマシンにイ ンス ト ールされる と、 WebUI で自動的に新しいク ラ イアン ト が NetVault Backup サーバーに追加さ

れます。

仮想ク ラ イアン ト の追加 - アクセスの

確認

X X

仮想ク ラ イアン ト の追加 - 現在の実ク

ラ イアン ト

X X

ク ラ イアン ト ・ グループの管理 - 編集 X X

ク ラ イアン ト ・ グループの管理 - 削除 X X

ク ラ イアン ト ・ グループの管理 - 新規

グループ

X X

管理 - 設定 X X

管理 - 診断 ト レースの設定 X X

管理 - ラ イセンスのイ ンス ト ール X X

管理 - アクセスの確認 X X X

管理 - フ ァ イアウォール ・ テス ト X X X

管理 - ク ラ イアン ト の削除 X X

メ モ ： WebUI からのソ フ ト ウェ アのイ ンス ト ールは、 許可されたク ラ イアン ト 上に対し て MSP 管理者に

よ ってのみ行う こ とができます。

表 15. NetVault でのク ラ イアン ト の権限

ク ラ イアン ト ・ アクシ ョ ン MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー
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デフ ォル ト では、 NetVault Backup は最大 50 個のプ ッ シュ ・ イ ンス ト ール ・ プロセスを同時に実行できます。

デフ ォル ト 設定を変更し て、 同時プロセス数を増やすこ とができます。 詳細は、 「展開マネージャのデフ ォル ト
の設定」 を参照し て く だ さい。

前提条件
プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 共有場所へのパッ ケージのコ ピー ： ク ラ イアン ト と プ ラグイ ン ・ パッ ケージを共有場所にコ ピーし ます。
現在、 CIFS 共有のみがパッ ケージ ・ ス ト ア と し てサポー ト されています。 NetVault Backup サーバーと、

パッ ケージを イ ンス ト ールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパスである必要があ り ま
す。

必ず、 イ ンス ト ール ・ パッ ケージの元の名前を使用し ます。 名前変更されたパッ ケージをプ ッ シュ ・ イ
ンス ト ールに選択する こ とはできません。

• NetVault Backup でのパッ ケージ ・ ス ト アの設定 ： イ ンス ト ール ・ パッ ケージを コ ピーし たら、 NetVault 
Backup で共有場所の詳細を設定できます。 詳細は、 「パッ ケージ ・ ス ト アの設定」 を参照し て く ださい。

• 複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用する NetVault Backup サーバーでの優先ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス

の設定 ： 複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用する NetVault Backup サーバーで、 ［優先し て使用する

ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス］ を設定し て、 リ モー ト ・ ク ラ イアン ト がステータ ス ・ メ ッ セージを正しいア
ド レスに送信できるよ う にし ます。 この設定についての詳細は、 「複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用
するマシンのネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス設定」 を参照し て く だ さい。

リ モー ト ・ ク ラ イアン ト が正しいア ド レスのサーバーに接続できないと、 サーバーのタ スク ・ ステータ
スは更新されません。 そのよ う な場合、 ク ラ イアン ト がサーバーに追加されず、 タ スクの状態が ［稼働
中］ のままになるか、 警告付きで完了し ます。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールに必要なポー ト を ト ラ フ ィ ッ クが通過できるよ う にフ ァ イアウォールの設定を
確認 ： ク ラ イアン ト およびプ ラグイ ン ・ パッ ケージを リ モー ト の Windows マシンにプ ッ シュするには、

ポー ト 135 経由で RPC を使用し て、 NetVault Backup サーバーで リ モー ト ・ マシン との初期 WMI セ ッ

シ ョ ンを確立し ます。 後続のすべての WMI ト ラ フ ィ ッ クでは、 49152 ～ 65535 の範囲の動的ポー ト が使

用されます。

ク ラ イアン ト およびプ ラグイ ンのパッ ケージを リ モー ト の Linux マシンにプ ッ シュするには、 ポー ト 22
経由で NetVault Backup サーバーで リ モー ト ・ マシン との SSH 接続を確立し ます。

サーバーと リ モー ト ・ ク ラ イアン ト 間にフ ァ イアウォールがある場合、 WMI RPC ト ラ フ ィ ッ クがフ ァ イ

アウォールを通過できるよ う に、 これらのポー ト が開いている こ と を確認し ます。 また、 NetVault 
Backup サーバーで設定されている HTTP または HTTPS 待ち受けポー ト の着信ルールの作成を確認し ま

す。

NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ールを Linux マシンにプ ッ シュする場合は、 次の追加の前提条件が必

要です。

• 適切なアクセス権の付与 ： ユーザーには root レベルのアクセスが必要です。 リ モー ト の Linux マシン上

の sudoers フ ァ イルに NOPASSWD のフ ラグを設定し て く だ さい。 この前提条件を満たすため、 次のい

ずれかのエン ト リ を sudoers フ ァ イルに追加し ます。

<username> ALL=NOPASSWD: ALL 
または

<username> ALL=(ALL) NOPASSWD: <users home directory [/home/username or
/home/domainname/username]>/nvpushinstall/nvclientinstaller
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• パスワー ド認証の確認 ： sshd_config フ ァ イルの PasswordAuthentication エン ト リ を yes に設定

し ます。

▪ デフ ォル ト の暗号化設定を使用し ていない場合は、 aes 128-ctr のサポー ト が必要です。 この場合、

/etc/ssh/sshd_config フ ァ イル内のリ ス ト の末尾に aes128-ctr を追加し、 その後にコ ンマ

を付けて く だ さい。

• libstdc++ のイ ンス ト ール ： NetVault Backup ク ラ イアン ト のハイブ リ ッ ド ・ イ ンス ト ール ・ パッ ケージ

を 64 ビ ッ ト の Linux マシンにプ ッ シュする場合は、 最初に libstdc++ の 32 ビ ッ ト ・ バージ ョ ンを イ ンス

ト ールし てお く 必要があり ます。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール時に、 samaccountname または DL 形式のド メ イ ン ・ サフ ィ ッ クス （例 ：

domain.com または domain.local） を指定し ます。

パッ ケージ ・ ス ト アの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• パッ ケージ ・ ス ト アの設定

• パッ ケージ ・ ス ト アの変更

• パッ ケージ ・ ス ト アの削除

パッ ケージ ・ ス ト アの設定
パッ ケージ ・ ス ト アは、 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールのための NetVault Backup ク ラ イアン ト およびプラグイ ン ・ バ

イナリ ・ フ ァ イルを保管するために使用される共有場所です。 現在、 CIFS 共有のみがパッ ケージ ・ ス ト ア と し

てサポー ト されています。 CIFS 共有のパスおよびユーザー認証情報を指定し て、 NetVault Backup でパッ ケー

ジ ・ ス ト アを設定できます。

パッ ケージ ・ ス ト アを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。

3 ［ス ト アの管理］ を ク リ ッ ク し て、 以下の詳細を指定し ます。

オプシ ョ ン 説明

ス ト ア名 パッ ケージ ・ ス ト アの表示名を指定し ます。

ス ト ア名は一度設定する と、 その後変更ができないこ とに注意し て く だ さ
い。

タ イプ CIFS を選択し ます。
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4 ［追加］ を ク リ ッ ク し てス ト アを追加し、 ［終了］ を ク リ ッ ク し ます。

パッ ケージ ・ ス ト アの変更
既存のパッ ケージ ・ ス ト アの UNC パスまたはユーザー認証情報を更新できます。

パッ ケージ ・ ス ト アを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。

3 ［ス ト アの管理］ を ク リ ッ ク し、 パッ ケージ ・ ス ト ア ・ リ ス ト で適切なパッ ケージ ・ ス ト アを選択し ま
す。

4 パッ ケージの詳細セクシ ョ ンで、 変更するオプシ ョ ンの新しい値を入力し ます。 

オプシ ョ ンについての詳細は、 「パッ ケージ ・ ス ト アの設定」 を参照し て く だ さい。

5 ［更新］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パッ ケージ ・ ス ト アの削除
パッ ケージ ・ ス ト アが必要な く なった場合は、 ［ス ト アの管理］ ページから削除できます。

パッ ケージ ・ ス ト アを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。

場所 CIFS （Common Internet File System） 共有の UNC （Uniform Naming 
Convention） パスを指定し ます。 
Windows ベースのサーバーのパスを指定する形式は次のとお り です。

\\<server>\<share name>
Linux ベースのサーバーのパスを指定する形式は次のとお り です。

//<server>/<share name>
NetVault Backup サーバーと、 パッ ケージを イ ンス ト ールするすべての

ターゲッ ト ・ マシンがアクセスできるパスになっている こ と を確認し ます。

メ モ ： Windows ベースのサーバーで、 サーバー IP ア ド レスを使用し て、

ローカル ・ パッ ケージ ・ ス ト アが設定されている場合 （例 ：
\\10.11.12.3\PkgStore）、 パッ ケージ ・ ス ト アの追加または更新時に

ユーザー認証情報は検証されません。 無効な認証情報を指定し ても、 エ
ラーが報告されません。 ただ し、 認証に失敗する と、 展開タ スクが失敗し、
ス ト アからパッ ケージを取得できません。 そのため、 Quest では、 ローカ

ル ・ ス ト アへのパスを設定する場合はサーバー名を使用する こ と をお勧め
し ます （例 ： \\WinServer1\PkgStore）。

ユーザー名 CIFS 共有へのアクセスに使用できるユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

メ モ ： パッ ケージ ・ ス ト アを編集する と、 そのパッ ケージ ・ ス ト アを使用する既存の展開タ スクに影響し
ます。

オプシ ョ ン 説明
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3 ［ス ト アの管理］ を ク リ ッ ク し、 パッ ケージ ・ ス ト ア ・ リ ス ト で適切なパッ ケージ ・ ス ト アを選択し ま
す。

4 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールの実行
NetVault Backup ク ラ イアン ト およびプ ラグイ ンを複数のマシンに展開するには、 WebUI から展開タ スク を作成

し て、 パッ ケージを指定のマシンにプ ッ シュ し ます。 この方法は、 新規イ ンス ト ールと ア ッ プグレー ド ・ イ ンス
ト ールの両方に使用できます。 パッ ケージが正常にマシンにイ ンス ト ールされる と、 新規のク ラ イアン ト が自動
的に NetVault Backup サーバーに追加されます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。 

3 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 展開する イ ンス ト ール ・ パッ ケージが含まれている リポジ ト リ を選択
し ます。

4 使用する イ ンス ト ール ・ パッ ケージを選択し ます。

▪ NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ パッ ケージを選択するには、 ［NetVault コア ・ パッ ケージの追

加］ を ク リ ッ ク し ます。 

［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 使用するパッ ケージに対応するチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

▪ NetVault Backup プ ラグイ ンのパッ ケージを追加するには、 ［NetVault プ ラグイ ン ・ パッ ケージの

追加］ を ク リ ッ ク し ます。 

［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 使用する 「.npk」 バイナ リ ・ フ ァ イルに

対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 必ず、 ターゲ ッ ト ・ マシンにイ ンス ト ールされているオペレーテ ィ ング ・ システムに
対応するパッ ケージを選択し て く だ さい。 一度に配備できるオペレーテ ィ ング ・ システムは
1 タ イプのみです （すべての Windows ターゲッ ト ・ マシン、 またはすべての Linux ター

ゲッ ト ・ マシンなど）。
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5 ［NetVault ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ を ク リ ッ ク し、 展開

ターゲッ ト を追加する方法を選択し ます。

方法 説明

FQDN または IP 展開ターゲッ ト を手動で追加するには、 この方法を選択し ます。

［マシンの詳細］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。

• ［FQDN/IP ア ド レス］ ： ク ラ イアン ト の FQDN または IP ア ド レスを

指定し ます。

• ［ユーザー名］ ： マシンへのログイ ンに使用するユーザー ・ アカウン
ト を指定し ます。 
ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があ り ます。

<AD domain>\<user name>
– または –
<NETBIOS name>\<user name>
– または –
<Local user name>

• ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

また、 このユーザー名のパスワー ド を NetVault Backup に記憶する場合は、

オプシ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択し ます。

メ モ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存し たユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。
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［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ［ユーザー名］ オプシ ョ ンを設定する場合、 以下の点に注意し て く
だ さい。

• リ モー ト ・ マシンが Active Directory ド メ イ ンのメ ンバーである場

合、 マシンのローカルの Administrators グループのド メ イ ン ・ アカ

ウン ト を使用し ます。

• リ モー ト の Windows マシンがワークグループに属し ている場合、

ビル ト イ ンの Administrator アカウン ト を使用し ます。 
• リ モー ト のマシンが Linux ベースの場合は、 sudo 権限を持つ ド メ イ

ン ・ アカウン ト のみがプ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを実行できます。

ビル ト イ ンの Administrator が無効になっている場合は、 以下の手順でアカ

ウン ト を有効にし、 そのアカウン ト に資格情報を設定する こ とができます。

1 管理権限でコマン ド ・ プロンプ ト を開始し ます。

2 ビル ト イ ン Administrator アカウン ト を有効にするには、 次のコマ

ン ド を入力し ます。

net user administrator /active:yes 
Enter キーを押し ます。

3 ローカル ・ セキュ リ テ ィ ・ ポ リ シー ・ エデ ィ タ を開 く には、
secpol.msc を実行し ます。

4 ［セキュ リ テ ィ の設定］ > ［ローカル ・ ポ リ シー］ > ［セキュ リ

テ ィ ・ オプシ ョ ン］ に移動し ます。

5 ［ユーザー ・ アカウン ト 制御 ： ビル ト イ ン Administrator アカウン

ト のための管理者承認モー ド を使用する］ 設定が無効になっている
こ と を確認し ます。

6 ビル ト イ ン Administrator アカウン ト のパスワー ド を設定し、 マシ

ンを再起動し ます。

リ モー ト の Windows マシンがワークグループに属し ている場合、 管理権限

を持つローカルのアカウン ト を使用する こ と もできます。 ただ し、 ローカ
ルの管理者アカウン ト を使用するには、 ［ユーザー ・ アカウン ト 制御 ： 管理
者承認モー ド ですべての管理者を実行する］ 設定を無効にする必要があ り
ます。 セキュ リ テ ィ 上の理由によ り、 この設定を無効にする こ とはお勧め
できません。 ビル ト イ ン Administrator アカウン ト を使用する方法をお勧め

し ます。

方法 説明
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6 利用可能なパラ メ ータ を設定し ます。

Active Directory から Active Directory ド メ イ ンからマシンを選択するには、 この方法を選択し ま

す。

［AD の詳細］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。 
• ［AD サーバー ・ ア ド レス］ ： Active Directory サーバーのホス ト 名ま

たは IP ア ド レスを入力し ます。

• ［ユーザー名］ ： すべてのターゲッ ト Windows マシンのローカルの

Administrators グループのド メ イ ン ・ アカウン ト を指定し ます。 
Linux マシンにプ ッ シュする場合は、 すべての Linux ベースのター

ゲッ ト ・ マシンで、 ド メ イ ン ・ アカウン ト に sudo 権限を設定し て

お く 必要があ り ます。

ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があ り ます。

<AD domain>\<user name>
– または –
<NETBIOS name>\<user name>
– または –

<user name>@<AD domain>
• ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

また、 このユーザー名のパスワー ド を NetVault Backup に記憶する場合は、

オプシ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択し ます。

メ モ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存し たユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。

［接続］ を ク リ ッ ク し ます。

Active Directory オブジ ェ ク ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト ・ マシンを選択し

て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルから フ ァ イルから ターゲッ ト ・ リ ス ト を イ ンポー ト するには、 この方法を選択
し ます。

［フ ァ イルからのマシンの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［フ ァ イルの選
択］ を ク リ ッ ク し ます。 参照ウ ィ ン ド ウでフ ァ イルを選択し たら、 ［OK］

を ク リ ッ ク し てフ ァ イルをア ッ プロー ド し ます。

フ ァ イル形式についての詳細は、 「展開ターゲッ ト を指定する フ ァ イル形
式」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： ［イ ンス ト ール設定］、 ［ク ラ イアン ト 設定］、 および ［フ ァ イアウォールの設定］ は、 初め
てマシンを ク ラ イアン ト と し て追加する場合にみ有効にな り ます。 すでにサーバーに追加されてい
るマシンの場合、 これらの設定は使用されません。

方法 説明
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7 ク ラ イアン ト 詳細を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 いずれかのク ラ イアン ト にア ッ プグレー ド ・ イ ンス ト ールを実行する場合、 ［既存の NetVault ク ラ イア

ン ト ・ イ ンス ト ールのア ッ プグレー ド を許可］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

オプシ ョ ン 説明

イ ンス ト ール設定 ［イ ンス ト ール設定］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。

• マシン名 ： マシンの NetVault Backup 名を入力し ます。 
NetVault Backup マシン名には、 最大 63 文字を使用できます。 マシ

ン名が 63 文字を超える場合、 NetVault Backup サービスの開始に失

敗する こ とがあ り ます。 NetVault Backup マシン名には、 大文字

（A–Z）、 小文字 （a–z）、 数字 （0–9）、 ハイ フ ン （-）、 アンダースコ

ア （_）、 およびピ リ オ ド （.） を含められます。 NetVault Backup 名

についての詳細は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

フ ィ ールド を空白のままにする と、 NetVault Backup はホス ト 名を

使用し ます。

Active Directory ド メ イ ンから複数のク ラ イアン ト が選択される と、

ラベルが ［マシン名のプレ フ ィ ッ クス］ に変わり ます。 指定し たマ
シン名はベース名と し て使用され、 ク ラ イアン ト 名の割り当て時に
NetVault Backup によ って 「_n」 がベース名に追加されます。 た と

えば、 マシン名が WinClient の場合、 ク ラ イアン ト に WinClient_1、

WinClient_2、 ...WinClient_n とい う名前が割り当てられます。

フ ィ ールド を空白のままにする と、 NetVault Backup はホス ト 名を

使用し ます。

• マシンのパスワー ド ： NetVault Backup マシンのパスワー ド を入力

し ます。 
マシン ・ パスワー ド には、 最大 100 文字を使用する こ とができま

す。 以下の文字を使用する こ とはできません。

\ およびスペース

• イ ンス ト ール ・ フ ォルダ ： イ ンス ト ール ・ パスを指定し ます。

• イ ンス ト ール言語 ： ご自分の NetVault Backup イ ンス ト ールに対応

する言語を選択し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト 設定 ［ク ラ イアン ト 設定］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。

• ク ラ イアン ト 詳細 ： ク ラ イアン ト の説明を入力し ます。

ク ラ イアン ト の詳細を設定し てお く と、 ク ラ イアン ト の場所やマシ
ンの役割をすぐに確認できます。

• ク ラ イアン ト ・ グループ ： 1 つ以上のク ラ イアン ト ・ グループにク

ラ イアン ト を追加するには、 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し
ます。

すべてのク ラ イアン ト を含めるよ う に設定されている ク ラ イアン
ト ・ グループがデフ ォル ト で選択されています。 これらの選択は変
更できません。 

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イアウォールの設定 ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォール外のネ ッ ト ワーク上に存在し ている場合
は、 ［フ ァ イアウォールの設定］ タ ブの ［ク ラ イアン ト はフ ァ イアウォール
の外側に存在］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 TCP/IP ポー ト を指定し ま

す。 これらの設定についての詳細は、 「フ ァ イアウォール設定」 を参照し て
く だ さい。
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9 タ スク を実行する前に、 以下の操作を実行し ます。

▪ ［検証］ を ク リ ッ ク し て、 ク ラ イアン ト への接続を確認し ます。 エラーが報告されたら、 ［編集］
を ク リ ッ ク し、 該当のイ ンス ト ール ・ パラ メ ータ を変更し ます。

▪ ユーザー定義のタ スク名を割り当てる場合、 ［タ スク名］ ボッ クスに名前を入力し ます。

10 タ スク を実行するには、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから タ スクの進行状況やステータ スを監視できます。 詳細は、 「展開
タ スクの監視」 を参照し て く だ さい。

展開ターゲ ッ ト を指定する フ ァ イル形式

入力フ ァ イルでは、 以下のフ ィ ールド を指定できます。

メ モ ： イ ンス ト ーラによ って、 システム一時デ ィ レ ク ト リ にログ ・ フ ァ イルが生成されます （システム ・
アカウン ト の TEMP 環境変数によ って、 このデ ィ レ ク ト リの場所が決ま り ます。 このパスは通常、

%windir%\Temp に設定されています）。 
ログ ・ フ ァ イル名は netvault_{GUID}_install.log です。 こ こで、 {GUID} はイ ンス ト ール事象ご と

に固有です （例 ： netvault_274bffb2-a3c1-457e-7f5e-221bf60a7689_install.log）。

メ モ ： 入力フ ァ イルを作成する際、 以下の点に注意し て く だ さい。

• 入力フ ァ イルのフ ァ イル名の拡張子には 「.txt」 または 「.csv」 を使用し ます。

• 最初の行で、 フ ィ ールド名を指定し ます。 フ ィ ールド を区切るには、 セ ミ コ ロン （「;」） を使用し ま

す。

• 後続の行では、 フ ィ ールドの値を指定し ます。 1 行に 1 つのマシンのフ ィ ールド値を指定し ます。

フ ィ ールド値を区切るには、 セ ミ コ ロン （「;」） を使用し ます。

表 16. 入力フ ァ イルの有効なフ ィ ールド

フ ィ ールド 説明

target ターゲッ ト ・ マシンの FQDN または IP ア ド レスを指定し ます （NetVault 
Backup サーバーは、 このア ド レスのマシンに接続できる必要があ り ます）。

targettype マシン ・ タ イプを指定し ます。 現在、 固定文字列 「machine」 のみを使用で

きます。

targetusername マシンへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。

ユーザー名は以下の形式で指定し ます。

• ド メ イ ン ・ アカウン ト ：

<Domain>\<user_name>
• リ モー ト ・ マシンに対し てローカルなユーザー ・ アカウン ト ：

<user_name> 
targetuserpassword ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

nvlanguage NetVault Backup のイ ンス ト ール言語を指定し ます。 この設定は、 新しいク

ラ イアン ト のイ ンス ト ールでのみ使用されます。

nvmachname マシンの NetVault Backup 名を指定し ます。 
NetVault Backup マシン名には、 最大 63 文字を使用できます。 マシン名が

63 文字を超える場合、 NetVault Backup サービスの開始に失敗する こ とがあ

り ます。 NetVault Backup マシン名には、 大文字 （A–Z）、 小文字 （a–z）、 数

字 （0–9）、 ハイ フ ン （-）、 アンダースコ ア （_）、 およびピ リ オ ド （.） を含め

られます。 NetVault Backup 名についての詳細は、 『Quest NetVault Backup
イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 必ず、 各ク ラ イアン ト に一意の名前を割り当てます。 重複する名前を
指定する と、 ク ラ イアン ト の追加中に既存のク ラ イアン ト 詳細が上書き され
ます。
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入力フ ァ イルの例

target;targettype;targetusername;targetuserpassword;nvlanguage;nvmachname;nvmachpas
sword;nvinstallfolder;nvclientgroup;nvdesc;outsidefirewall;deviceslistenports;devic
esconnectports;msgchannellistenports;msgchannelconnectports;ndmplistenports;ndmpcon
nectports;intermachineconnectports
10.11.12.3;machine;testdomain\administrator;UserPwd;English;Client-A;nvpassword1;C:
\Software; ClientGroup-2,default;NetVault Backup Client-A;true;5000-5300;5000-
5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300
10.11.12.4;machine;testpc1\administrator;MyPassword;English;Client-B;nvpassword2;C:
\Software;default;NetVault Backup Client-B;true;5000-5300;5000-5300;5000-5300;5000-
5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300
10.10.25.225;machine;testpc2\administrator;MyPassword;English;Client-C;nvpassword3;
C:\Software;default;NetVault Backup Client-C;false;;;;;;;

nvmachpassword NetVault Backup マシンのパスワー ド を指定し ます。 
パスワー ド には、 最大 100 文字を使用する こ とができます。 以下の文字を使

用する こ とはできません。

\ およびスペース

NetVault Backup パスワー ド は、 ク ラ イアン ト の追加やク ラ イアン ト へのア

クセスに使用されます。

nvinstallfolder NetVault Backup のイ ンス ト ール先フ ォルダを指定し ます。 この設定は、 新

しいク ラ イアン ト のイ ンス ト ールでのみ使用されます。

nvclientgroup ク ラ イアン ト を追加する ク ラ イアン ト ・ グループを指定し ます。 カ ンマ
（「,」） を区切り文字とする こ と で、 複数のグループを指定する こ とができま

す。

nvdesc ク ラ イアン ト の説明を入力し ます。

outsidefirewall ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォールの外側にある場合、 このオプシ ョ ンを
「true」 に設定し、 フ ァ イアウォール経由での通信に使用するポー ト を指定し

ます。 フ ァ イアウォール ・ ポー ト の設定についての詳細は、 「フ ァ イア
ウォール設定」 を参照し て く だ さい。

deviceslistenports デバイス要求を待ち受けるためのポー ト 。

devicesconnectports プ ラグイ ンが、 リ モー ト ・ ス ト レージ ・ デバイスに接続するために使用する
ポー ト 。

msgchannellistenports データ転送時に メ ッ セージを受信するためのポー ト 。

msgchannelconnectports データ転送時に メ ッ セージを送信するためのポー ト 。

ndmplistenports NDMP ムーバと し て動作する NetVault Backup デバイスの待ち受け用ポー

ト 。

ndmpconnectports NDMP メ ッ セージ送信用ポー ト （NDMP コ ン ト ロール ・ チャネル）。

intermachineconnectports NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加する と き、 および追加後のク ラ イアン

ト の可用性を確認する と き、 初期通信 （ブロー ド キャス ト ・ チャネル） の確
立に使用するポー ト 。 

表 16. 入力フ ァ イルの有効なフ ィ ールド

フ ィ ールド 説明
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展開タ スクの監視
［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから展開タ スクのステータ スや進行状況を監視できます。 このページには、
現在のタ スクや完了し た タ スクのサマ リが棒グラ フの形式で表示されます。 また、 個々のマシンの進行状況情報
も表示されます。

展開タ スク ・ ステータ スを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タ スク ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ タ スク名 ： タ スクに割り当てられた名前。

▪ 開始時間 ： 開始時間。

▪ ［合計］ ： ク ラ イアン ト の合計数。

▪ 成功 ： パッ ケージのイ ンス ト ールが正常に完了し たク ラ イアン ト の数。

▪ 削除 ： パッ ケージのイ ンス ト ールが警告付きで完了し たク ラ イアン ト の数。

▪ エラー ： パッ ケージのイ ンス ト ールに失敗し たク ラ イアン ト の数。

▪ 更新済み ： ステータ スの更新日時。

▪ ［ステータ ス］ ： タ スクの総合的なステータ ス。

3 特定のタ スクのステータ スの詳細を表示するには、 タ スク ・ テーブルで タ スク を選択し て、 ［タ スク ・
ターゲッ ト ・ ステータ スの表示］ を ク リ ッ ク し ます。

［ターゲッ ト ・ ステータ ス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ タ スク ・ ステータ ス ・ チャー ト ： この領域には、 現在のターゲッ ト や完了し た ターゲッ ト の棒グ
ラ フが表示されます。

▫ 現在のタ スク ・ ターゲッ ト ： 棒はそれぞれ、 実行中、 延期された、 または保留中のイ ンス
ト ール / ア ッ プグレー ド ・ タ スクの数を表し ています。

▫ 完了し た タ スク ・ ターゲッ ト ： 棒はそれぞれ、 正常に完了し た、 警告付きで完了し た、 ま
たは失敗し たイ ンス ト ール / ア ッ プグレー ド ・ タ スクの数を表し ています。 

▪ ［タ スクの詳細］ テーブル ： テーブルには以下の情報が表示されます。

▫ タ スク ID ： タ スク ID 番号。

▫ ターゲッ ト ： ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の名前

▫ ［ステータ ス］ ： タ スクのステータ ス

4 タ スク ・ ログを表示するには、 タ スク ・ テーブルで タ スク を選択し て、 ［タ スク ・ ログの表示］ を ク リ ッ
ク し ます。

（［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページが表示されている場合、 タ スク ・ テーブルで タ スク を選択し、 ［タ ス
ク ・ ログの表示］ を ク リ ッ ク し ます）。

［展開タ スク ・ ログ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ 重要度 ： 重要度レベル

▪ ［日付］ ： ログの生成日時

▪ タ スク ID ： タ スク ID 番号。

メ モ ： NetVault Backup Web アプ リ ケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソー ト がサポー ト されま

す。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編
集を行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup 
WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
ク ラ イアン ト の設定

61



▪ ターゲッ ト ： ログが生成されたク ラ イアン ト の名前。

▪ ［メ ッ セージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッ セージまたは詳細。

5 タ スク ・ ステータ ス ・ ページに戻るには、 ［戻る］ を ク リ ッ ク し ます。

6 展開タ スク をキャ ンセルまたは再試行するには、 タ スク ・ テーブルで タ スク を選択し、 ［操作］ パネルで
対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

展開タ スクの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 失敗し た展開タ スクの再試行

• 展開タ スクのキャ ンセル

• 展開タ スクのク ローニング

失敗し た展開タ スクの再試行
展開タ スクが失敗し たか、 警告を伴って完了し た場合は、 タ スク を再度実行できます。 タ スクは、 以前に失敗し
た ターゲッ ト ・ マシン上でのみ実行されます。

展開タ スク を再試行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タ スク ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 タ スク ・ テーブルで、 失敗し た タ スク または警告付きで完了し た タ スク を選択し、 ［タ スクの再試行］ を
ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

展開タ スクのキャ ンセル
［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページで、 進行中の展開をキャ ンセルできます。

展開タ スク をキャ ンセルするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タ スク ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 タ スク ・ テーブルで、 タ スク を選択し て、 ［中断］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

展開タ スクのク ローニング
ク ローン方式を使用し て、 既存のタ スクか展開タ スク を作成できます。 タ スクがク ローン された後に、 そのタ ス
クのイ ンス ト ール ・ パッ ケージ、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト 、 およびその他のイ ンス ト ール設定を変更できま
す。 

メ モ ： リ モー ト ・ マシンで展開エージ ェ ン ト が開始された後にタ スクが中断された場合、 エージ ェ ン ト は
終了し ません。 エージ ェ ン ト は、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール ・ タ スク を実行し ます。 ただ し、 ターゲッ
ト が新しいク ラ イアン ト の場合、 サーバーには追加されません。
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既存のタ スクから展開タ スク を作成するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タ スク ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 タ スク ・ テーブルで、 タ スク を選択し て、 ［ク ローン］ を ク リ ッ ク し ます。

3 セクシ ョ ン 「プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールの実行」 のステ ッ プ 3 ～ステ ッ プ 10 を実行し ます。

ク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• NetVault Backup サーバーへのク ラ イアン ト の追加

• 複数のク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）

• フ ァ イアウォール設定

• ク ラ イアン ト の検索

• フ ァ イアウォール経由の通信の確認

• 利用可能なク ラ イアン ト のリ ス ト からのク ラ イアン ト の削除

NetVault Backup サーバーへのク ラ イアン ト の追

加
バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア操作でク ラ イアン ト を使用するには、 まず NetVault Backup サーバーへのク ラ イア

ン ト の追加が必要です。 設定ウ ィ ザー ド を使って、 NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加、 設定できます。

MSP 管理者によ って追加されたク ラ イアン ト ・ マシンをバッ クア ッ プするには、 まずそのマシンをデフ ォル ト

のク ラ イアン ト ・ グループに追加し ます。

ク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 追加］ を ク リ ッ ク し
ます。

2 ク ラ イアン ト がパスワー ド保護されている場合、 ク ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ド を入力し ま

す。 また、 ク ラ イアン ト の root または管理者パスワー ド を指定する こ と もできます。

ク ラ イアン ト に NetVault Backup パスワー ドが設定されていない場合は、 ク ラ イアン ト の root または

Administrator パスワー ド を指定し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト 上でセキュ リ テ ィ が無効になっている場合、 このページは表示されません。 詳細は、 「セ
キュ リ テ ィ の設定」 を参照し て く だ さい。

3 ク ラ イアン ト の詳細を説明し たテキス ト を入力し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： NetVault Backup サーバーがサポー ト する ク ラ イアン ト のバージ ョ ンは、 サーバーと同じバージ ョ

ンか、 それよ り古いバージ ョ ンのみです。 NetVault Backup ク ラ イアン ト のソ フ ト ウ ェ ア ・ バージ ョ ンを

NetVault Backup サーバーのソ フ ト ウ ェ アよ り も新しいバージ ョ ンにはできません。

メ モ ： ク ラ イアン ト ・ リ ス ト はテナン ト 管理者には表示されません。 テナン ト 管理者は、 ［マシン
検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 ク ラ イアン ト の検索と追加を行う 必要があ り ます。
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4 ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォール外のネ ッ ト ワーク上に存在し ている場合は、 ［ク ラ イアン ト はフ ァ イア
ウォールの外側に存在］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 フ ァ イアウォールの設定を行います。 詳細は、
「フ ァ イアウォール設定」 を参照し て く だ さい。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ク ラ イアン ト がサーバーに正常に追加される と、 メ ッ セージが表示されます。

ク ラ イアン ト ・ マシンは、 ［ク ラ イアン ト の管理］ ページに表示されます。 マシンに関する以下の情報を参照で
きます。

▪ ［ステータ ス］ ： ク ラ イアン ト が現在オン ラ イ ンかオフ ラ イ ンかを示す ［ステータ ス］ アイ コ ンを
表示し ます。 

▪ ク ラ イアン ト ： ク ラ イアン ト に割り当てられている NetVault Backup 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： ク ラ イアン ト の詳細が表示されます。

▪ ト レース ・ ステータ ス :  チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンまたはオフにし て、 関連する NetVault Backup
ク ラ イアン ト ・ マシンで診断情報を取得する ト レースを有効または無効にし ます。 詳細は、 「 ト
レースの有効化」 および 「 ト レースの無効化」 を参照し て く だ さい。

ク ラ イアン ト ・ ステータ ス ・ アイ コ ンの簡単な説明を以下の表に示し ます。

複数のク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）
ク ラ イアン ト を Windows ベース NetVault Backup のサーバーに追加する場合、 MSP 管理者のみが以下の手順を

使用し て複数の MSP ク ラ イアン ト を同時に追加できます。

複数のク ラ イアン ト を Windows ベース NetVault Backup サーバーに追加するには、 次の手順を実

行し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ オプシ ョ ンを選択し ます。

2 ［すでに NetVault がイ ンス ト ールされている リ モー ト ・ マシンを このサーバーにク ラ イアン ト と し て追

加し ます］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト と し て追加するマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ を ク リ ッ ク し、 配備ターゲッ ト の追
加方法を選択し ます。

表 17. ク ラ イアン ト ・ ステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

ク ラ イアン ト はオン ラ イ ンです。 NetVault Backup サーバーにク ラ イアン ト を追加で

きます。

ク ラ イアン ト はオン ラ イ ンですが、 パスワー ド 保護されています。 ク ラ イアン ト を追
加するには、 NetVault Backup パスワー ドが必要です。

ク ラ イアン ト はオフ ラ イ ンです。 オン ラ イ ンになったら、 ク ラ イアン ト の追加を試せ
ます。 

メ モ ： NetVault Backup サーバーでサポー ト できる ク ラ イアン ト のバージ ョ ンは、 サーバーと同じバー

ジ ョ ンか、 それよ り古いバージ ョ ンのみです。 NetVault Backup ク ラ イアン ト のソ フ ト ウ ェ ア ・ バージ ョ

ンを NetVault Backup サーバーのソ フ ト ウ ェ アよ り も新しいバージ ョ ンにはできません。
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4 利用可能なパラ メ ータ を設定し ます。

方法 説明

FQDN または IP 展開ターゲッ ト を手動で追加するには、 この方法を選択し ます。

［マシンの詳細］ タ ブで、 ク ラ イアン ト の FQDN または IP ア ド レスを指定

し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

Active Directory から Active Directory ド メ イ ンからマシンを選択するには、 この方法を選択し ま

す。

［AD の詳細］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。 
• ［AD サーバー ・ ア ド レス］ ： Active Directory サーバーのホス ト 名ま

たは IP ア ド レスを入力し ます。

• ［ユーザー名］ ： すべてのターゲッ ト ・ マシンのローカルの
Administrators グループのド メ イ ン ・ アカウン ト を指定し ます。 
ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があ り ます。

<AD domain>\<user name>
– または –
<NETBIOS name>\<user name>
– または –
<user name>@<AD domain>

• ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

また、 このユーザー名のパスワー ド を NetVault Backup に記憶する場合は、

オプシ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択し ます。

メ モ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存し たユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。

［接続］ を ク リ ッ ク し ます。

Active Directory オブジ ェ ク ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト ・ マシンを選択し

て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルから フ ァ イルから ターゲッ ト ・ リ ス ト を イ ンポー ト するには、 この方法を選択
し ます。

［フ ァ イルからのマシンの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［フ ァ イルの選
択］ を ク リ ッ ク し ます。 参照ウ ィ ン ド ウでフ ァ イルを選択し たら、 ［OK］

を ク リ ッ ク し てフ ァ イルをア ッ プロー ド し ます。

フ ァ イル形式についての詳細は、 「展開ターゲッ ト を指定する フ ァ イル形
式」 を参照し て く だ さい。
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5 ク ラ イアン ト 詳細を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 タ スク を実行する前に、 以下の操作を実行し ます。

▪ ［検証］ を ク リ ッ ク し て、 ク ラ イアン ト への接続を確認し ます。 エラーが報告されたら、 ［編集］
を ク リ ッ ク し、 該当のイ ンス ト ール ・ パラ メ ータ を変更し ます。

▪ ユーザー定義のタ スク名を割り当てる場合、 ［タ スク名］ ボッ クスに名前を入力し ます。

7 タ スク を実行するには、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから タ スクの進行状況やステータ スを監視できます。 詳細は、 「展開
タ スクの監視」 を参照し て く だ さい。

オプシ ョ ン 説明

イ ンス ト ール設定 ［イ ンス ト ール設定］ タ ブで、 NetVault Backup パスワー ド を指定し ます。

ク ラ イアン ト に NetVault Backup パスワー ドが設定されていない場合は、

マシンの管理者パスワー ド を指定し ます。 
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト 設定 ［ク ラ イアン ト 設定］ タ ブで、 以下の詳細を指定し ます。

• ク ラ イアン ト 詳細 ： ク ラ イアン ト の説明を入力し ます。

ク ラ イアン ト の詳細を設定し てお く と、 ク ラ イアン ト の場所やマシ
ンの役割をすぐに確認できます。

• ク ラ イアン ト ・ グループ ： 1 つ以上のク ラ イアン ト ・ グループにク

ラ イアン ト を追加するには、 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し
ます。

すべてのク ラ イアン ト を含めるよ う に設定されている ク ラ イアン
ト ・ グループがデフ ォル ト で選択されています。 これらの選択は変
更できません。 

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イアウォールの設定 ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォール外のネ ッ ト ワーク上に存在し ている場合
は、 ［フ ァ イアウォールの設定］ タ ブの ［ク ラ イアン ト はフ ァ イアウォール
の外側に存在］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 TCP/IP ポー ト を指定し ま

す。 これらの設定についての詳細は、 「フ ァ イアウォール設定」 を参照し て
く だ さい。
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フ ァ イアウォール設定
フ ァ イアウォールの外側にある NetVault Backup ク ラ イアン ト と通信するには、 フ ァ イアウォールの設定が必要

です。 MSP 管理者およびテナン ト 管理者は、 これらの設定を使用し て、 フ ァ イアウォールを経由するデータ転

送チャネル、 メ ッ セージ ・ チャネル、 およびブロー ド キャス ト ・ チャネルの確立に使用する TCP/IP ポー ト を指

定できます。

MSP 管理者およびテナン ト 管理者は、 ク ラ イアン ト の配備時や追加時にフ ァ イアウォールの設定を行った り、

［設定変更］ ページから これらの設定値を更新し た りする こ とができます。 また、 MSP 管理者およびテナン ト 管

理者は、 NetVault Backup WebUI を使用し て、 新しいク ラ イアン ト や既存のク ラ イアン ト のフ ァ イアウォールの

設定も行う こ とができます。

フ ァ イアウォール設定の簡単な説明を以下の表に示し ます。

メ モ ： NetVault Backup では、 NAT （ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス変換） /IP マスカ レー ド を使用する フ ァ イア

ウォールはサポー ト し ていません。

一般的なフ ァ イアウォールのポー ト がすべてのテナン ト 管理者で使用されていなければな り ません。 すべ
てのク ラ イアン ト ・ マシンに対し て同じ設定を行う必要があり ます。

表 18. フ ァ イアウォール設定

オプシ ョ ン 説明

デバイス待ち受けポー ト デバイス要求を待ち受けるためのポー ト 。 
ローカル接続されたデバイスがある NetVault Backup マシン （NetVault 
Backup サーバー、 SmartClient ラ イセンスを持つ NetVault Backup ク ラ イア

ン ト など） に設定し ます。

要件 ： ド ラ イブあた り 2 ポー ト 。

デバイス接続ポー ト プ ラグイ ンが、 リ モー ト ・ ス ト レージ ・ デバイスに接続するために使用する
ポー ト 。 
リ モー ト のデバイスに接続する ク ラ イアン ト に設定し ます。

要件 ： ド ラ イブあた り 2 ポー ト 。

NetVault Backup メ ッ セージ ・

チャネルの待ち受けポー ト

データ転送時に メ ッ セージを受信するためのポー ト 。 
NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト の両方に設定し ます。NetVault 
Backup では、 サーバーと ク ラ イアン ト 間のメ ッ セージ ・ チャネル用に双方

向接続が必要です。

要件 ： ク ラ イアン ト あた り 3 ポー ト 。

1 台のク ラ イアン ト 上で 2 つ以上のプ ラグイ ンを同時に実行するには、 プ ラ

グイ ンご とに 2 ポー ト と、 ク ラ イアン ト ご とに追加の 1 ポー ト を設定し ま

す。 た と えば、 同時に 2 つのプラグイ ンを実行するには、 1 台のク ラ イアン

ト に 5 ポー ト （2×2 ＋ 1 ＝ 5） を設定し ます。

NetVault Backup メ ッ セージ ・

チャネルの接続ポー ト

データ転送時に メ ッ セージを送信するためのポー ト 。 
NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト の両方に設定し ます。NetVault 
Backup では、 サーバーと ク ラ イアン ト 間のメ ッ セージ ・ チャネル用に双方

向接続が必要です。

要件 ： ク ラ イアン ト あた り 3 ポー ト 。

1 台のク ラ イアン ト 上で 2 つ以上のプ ラグイ ンを同時に実行するには、 プ ラ

グイ ンご とに 2 ポー ト と、 ク ラ イアン ト ご とに追加の 1 ポー ト を設定し ま

す。 た と えば、 同時に 2 つのプラグイ ンを実行するには、 1 台のク ラ イアン

ト に 5 ポー ト （2×2 ＋ 1 ＝ 5） を設定し ます。
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データ ・ チャネル、 メ ッ セージ ・ チャネル、 およびブロー ド キャス ト ・ チャネルのポー ト またはポー ト 範囲を指
定するために、 以下のフ ォーマ ッ ト を使用できます。

• カ ンマ区切りのリ ス ト （例 ： 20000, 20050）

• ダ ッ シュ区切り でポー ト 範囲指定 （例 ： 20000-20100）

• カ ンマ区切り とポー ト 範囲指定の組み合わせ （例 ： 20000-20100, 20200）

詳細は、 以下のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• フ ァ イアウォール ・ フ ィ ルタ リ ング ・ ルール

• フ ァ イアウォールの設定の例

フ ァ イアウォール ・ フ ィ ルタ リ ング ・ ルール
サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンでフ ァ イアウォール ・ ルールを作成する場合、 NetVault Backup からの ト

ラ フ ィ ッ ク を送受信するために、 以下のポー ト を開 く 必要があ り ます。

NDMP コ ン ト ロール ・ チャネル

の接続ポー ト

NDMP メ ッ セージ送信用ポー ト （NDMP コ ン ト ロール ・ チャネル）。 
NDMP フ ァ イ ラーと NetVault Backup サーバーがフ ァ イアウォールによ って

分離されている場合、 （プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている） NetVault 
Backup サーバーに設定し ます。 
デフ ォル ト では、 NetVault Backup は 10000 番ポー ト を使用し ます。 この値

は必要に応じ て変更できます。 

NDMP データ ・ チャネルの待ち

受けポー ト

NDMP ムーバと し て動作する NetVault Backup デバイスの待ち受け用ポー

ト 。

デバイスが接続されている NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト に

設定し ます。 これらのポー ト は、 フ ァ イアウォールによ って NDMP フ ァ イ

ラーと ス ト レージ ・ デバイスが 2 つのネ ッ ト ワークに分離されている場合、

両者間のデータ転送に使用し ます。 

マシン間の通信接続ポー ト 設定 NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加する と き、 および追加後のク ラ イアン

ト の可用性を確認する と き、 初期通信 （ブロー ド キャス ト ・ チャネル） の確
立に使用するポー ト 。 
要件 ： ク ラ イアン ト あた り 2 ポー ト 。

メ モ ： すべての NetVault Backup マシン上で、 データ、 メ ッ セージ、 およびブロー ド キャス ト ・ チャネル

に同じポー ト 範囲を設定する必要があり ます。

重要 ： 
• NetVault Backup では、 ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス変換 （NAT） /IP マスカ レー ド環境でフ ァ イア

ウォールはサポー ト されません。

• NetVault Backup は、 TCP/UDP メ ッ セージングにポー ト 番号 20031 を使用し ます。 このポー ト が

フ ァ イアウォールで開かれている こ と を確認し ます。

重要 ： MSP 管理者は、 サーバーから ク ラ イアン ト へのフ ァ イアウォール ・ ルールを作成する こ とができま

す。 テナン ト 管理者はク ラ イアン ト からサーバーへのフ ァ イアウォール ・ ルールを作成する こ とができま
す。

表 18. フ ァ イアウォール設定

オプシ ョ ン 説明
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フ ァ イアウォールの設定の例
この例では、 以下の設定の NetVault Backup システムのネ ッ ト ワーク ・ ポー ト 要件について説明し ます。 

• ド ラ イブ数 ： 6

• 1 つのプラグイ ンを持つク ラ イアン ト 数 ： 10

• 2 つのプラグイ ンを持つク ラ イアン ト 数 ： 2

表 19. フ ァ イアウォール ・ フ ィ ルタ リ ング ・ ルール

開始 終了 TCP/UDP 転送元ポー ト 転送先ポー ト

サーバー ク ラ イア
ン ト

TCP NetVault Backup サーバーで指定され

ている、 マシン間接続設定用の接続
ポー ト

20031

ク ラ イア
ン ト

サーバー TCP NetVault Backup ク ラ イアン ト で指定

されている、 マシン間接続設定用の
接続ポー ト

20031

サーバー ク ラ イア
ン ト

TCP NetVault Backup サーバーで指定され

ている、 メ ッ セージ ・ チャネル用接
続ポー ト

NetVault Backup ク ラ イアン ト で指

定されている、 メ ッ セージ ・ チャネ
ル用待ち受けポー ト

ク ラ イア
ン ト

サーバー TCP NetVault Backup ク ラ イアン ト で指定

されている、 メ ッ セージ ・ チャネル
用待ち受けポー ト

NetVault Backup サーバーで指定さ

れている、 メ ッ セージ ・ チャネル用
接続ポー ト

サーバー ク ラ イア
ン ト

UDP 20031 20031

ク ラ イア
ン ト

サーバー UDP 20031 20031

サーバー ク ラ イア
ン ト

TCP NetVault Backup サーバーおよびク ラ

イアン ト で指定されている、 デバイ
ス用待ち受けポー ト

NetVault Backup ク ラ イアン ト で指

定されている、 デバイス用接続ポー
ト

ク ラ イア
ン ト

サーバー TCP NetVault Backup ク ラ イアン ト で指定

されている、 デバイス用接続ポー ト

NetVault Backup サーバーおよびク

ラ イアン ト で指定されている、 デバ
イス用待ち受けポー ト

表 20. 例 ： ポー ト 要件の計算

NetVault Backup
マシン

ポー ト ・ タ イプ 要件
合計ポー
ト 数

ポー ト 範囲の例

サーバー （ローカ
ル接続されたス ト
レージ ・ デバイス
あり）

マシン間接続設定用の接続
ポー ト

ク ラ イアン ト あた り最低 2
ポー ト

24 50300-50323

NetVault Backup メ ッ セー

ジ ・ チャネルの接続ポー ト

ク ラ イアン ト あた り最低 3
ポー ト

40 50200-50239

デバイス待ち受けポー ト ド ラ イブあた り最低 2 ポー

ト

12 50100-50111
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このシステムのフ ァ イアウォール ・ フ ィ ルタ リ ング ・ ルールを以下の表に示し ます。

ク ラ イアン ト の検索
別のサブネ ッ ト 上に存在 し ている ク ラ イ ア ン ト は、 利用可能な ク ラ イ ア ン ト の リ ス ト には表示 さ れません。
［マシ ン検索］ オプ シ ョ ン を使用 し て、 そのよ う な ク ラ イ ア ン ト を検索 し て追加で き ます。

自動検出されなかったク ラ イアン ト を検索し て追加するには ：

1 ク ラ イアン ト 追加ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［マシン検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 検索］ ページで、 ク ラ イアン ト の完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） または IP ア ド レスを入力

し、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 マシンが見つかったら、 セクシ ョ ン 「NetVault Backup サーバーへのク ラ イアン ト の追加」 のステ ッ プ

2 ～ステ ッ プ 5 を実行し ます。 

ク ラ イアン ト マシン間接続設定用の接続
ポー ト

ク ラ イアン ト あた り最低 2
ポー ト

（ポー ト はサーバー側で指
定されるため、 これらの
ポー ト は同じにできます）

24 50300-50323

NetVault Backup メ ッ セー

ジ ・ チャネルの待ち受けポー
ト

ク ラ イアン ト あた り最低 3
ポー ト

40 50500-50539

デバイス接続ポー ト ド ラ イブあた り最低 2 ポー

ト

12 50400-50411

表 21. 例 ： フ ァ イアウォール ・ フ ィ ルタ リ ング ・ ルール

開始 終了 TCP/UDP 転送元ポー ト 転送先ポー ト

サーバー ク ラ イアン ト TCP 50300-50323 20031

ク ラ イアン ト サーバー TCP 50300-50323 20031

サーバー ク ラ イアン ト TCP 50200-50237 50500-50537

ク ラ イアン ト サーバー TCP 50500-50537 50200-50237

サーバー ク ラ イアン ト UDP 20031 20031

ク ラ イアン ト サーバー UDP 20031 20031

サーバー ク ラ イアン ト TCP 50100-50111 50400-50411

ク ラ イアン ト サーバー TCP 50400-50411 50100-50111

メ モ ： ネ ッ ト ワーク上に指定し たク ラ イアン ト が見つからなかった場合は、 NetVault Backup がエラーを

表示し ます。 このエラーは以下のよ う な理由で発生し ます。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アがマシンにイ ンス ト ールされていない。

• NetVault Backup サービスがマシンで稼働し ていない。

• DNS ルッ クア ッ プ ・ テーブルまたはマシンのホス ト ・ テーブルにアクセスできない。

表 20. 例 ： ポー ト 要件の計算

NetVault Backup
マシン

ポー ト ・ タ イプ 要件
合計ポー
ト 数

ポー ト 範囲の例
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フ ァ イアウォール経由の通信の確認
フ ァ イアウォールの外部に存在する ク ラ イアン ト を追加する場合は、 フ ァ イアウォール ・ テス ト を実行し て、
サーバーと ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォール経由で通信できるかど う かを確認できます。 また、 このテス ト を実
行し て、 既存ク ラ イアン ト の接続を確認する こ と もできます。 

サーバーと ク ラ イアン ト がフ ァ イアウォール経由で通信できるかど うかを確認するには ：

1 新しいク ラ イアン ト の接続を確認するには、 ク ラ イアン ト 追加ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［フ ァ イアウォー
ル ・ テス ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

既存のク ラ イアン ト の接続を確認するには、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを開きます。 ク ラ イアン ト を選
択し て、 ［Firewall Test］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［Check Connection］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を指定し ます。

3 ［テス ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 このコマン ドはサーバーと ク ラ イアン ト 間で TCP、 UDP、 および メ ッ セー

ジング接続性が利用可能かど うかをチ ェ ッ ク し て、 結果をダイアログ ・ ボ ッ クスに表示し ます。

利用可能なク ラ イアン ト のリ ス ト からのク ラ イア
ン ト の削除
使用可能なク ラ イアン ト のリ ス ト にすでに使用されていないマシンが含まれる場合は、 次の手順を使用し て リ ス
ト から削除できます。 マシンを削除する前に、 テナン ト 側がそのマシンを必要と し ないこ と を必ず確認し て く だ
さい。

表 22. 接続チ ェ ッ ク

オプシ ョ ン 説明

NetVault ク ラ イアン ト 名 新しいク ラ イアン ト の場合、 マシンの NetVault Backup 名を入力し ます。 
既存のク ラ イアン ト の場合、 読み取り専用プロパテ ィ と し て名前が表示さ
れます。

NetVault ク ラ イアン ト ・

ア ド レス

新しいク ラ イアン ト の場合、 マシンの IP ア ド レスを入力し ます。

既存のク ラ イアン ト の場合、 読み取り専用プロパテ ィ と し て IP ア ド レスが

表示されます。 

UDP ポー ト NetVault Backup のデフ ォル ト の UDP ポー ト 。 20031 に設定されていま

す。 別のポー ト を使用するよ う に NetVault Backup を設定し た場合は、 こ

の値を変更し ます。

TCP ポー ト NetVault Backup のデフ ォル ト の UDP ポー ト 。 20031 に設定されていま

す。 別のポー ト を使用するよ う に NetVault Backup を設定し た場合は、 こ

の値を変更し ます。

タ イムアウ ト タ イムアウ ト 間隔のデフ ォル ト 設定は 「15」 秒です。

重要 ： フ ァ イアウォール ・ テス ト ・ オプシ ョ ンは、 指定し たサーバーまたはク ラ イアン ト ・ マシン上の統
計マネージャ ・ プロセスへの接続性をチ ェ ッ ク し ます。 ク ラ イアン ト 上でこのプロセスが動作し ていない
場合、 テス ト は失敗し ます。 ただ し、 引き続きバッ クア ッ プのためにク ラ イアン ト にアクセスできる場合
があり ます。 どのよ う な場合でも、 これは異常な状況で修正する必要があ り ます。

メ モ ： 利用可能なク ラ イアン ト ・ マシンのリ ス ト は MSP 管理者にのみ表示されます。
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利用可能なク ラ イアン ト のリ ス ト から廃止ク ラ イアン ト を削除するには ：

1 ク ラ イアン ト 追加ウ ィ ザー ド を開始し ます。 

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ テーブルで、 廃止ク ラ イアン ト を選択し て ［削除］ を ク リ ッ ク し ま

す。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

4 NetVault Backup が削除または停止されている場合は、 次のメ ッ セージが表示されます。

Client <client name> is not responding.Unable to remove this client.

このエラーが表示された場合は、 ［エラー］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［強制削除］ を ク リ ッ ク し てク ラ イ
アン ト を削除し ます。

ク ラ イアン ト の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ク ラ イアン ト 詳細の表示

• ク ラ イアン ト の詳細の設定

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• 製品ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

• ク ラ イアン ト ・ アクセスの確認

• プ ラグイ ンの削除

• サーバーからのク ラ イアン ト の削除

ク ラ イアン ト 詳細の表示
［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは既存のク ラ イアン ト をすべて参照できます。 ページには、 ク ラ イアン ト 名、 説
明、 ステータ ス、 および製品バージ ョ ンが表示されます。 ク ラ イアン ト の詳細情報を表示するには、 ク ラ イアン
ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

ク ラ イアン ト 詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 サーバーに追加されているすべての NetVault Backup ク ラ イアン ト を

参照できます。 ページには、 仮想ク ラ イアン ト も表示されます。

図 6. ［ク ラ イアン ト 管理］ ページ
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ページにはマシンに関する以下の情報が表示されます。

▪ ［ステータ ス］ ： ク ラ イアン ト のタ イプ と ク ラ イアン ト が現在オン ラ イ ンかオフ ラ イ ンかを示すス
テータ ス ・ アイ コ ンが表示されます。 

▪ ク ラ イアン ト ： ク ラ イアン ト に割り当てられている NetVault Backup 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： ク ラ イアン ト の詳細が表示されます。

ク ラ イアン ト ・ アイ コ ンの簡単な説明を以下の表に示し ます。

3 デフ ォル ト では、 テーブルはク ラ イアン ト 名でソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 特定のフ ィ ールド値またはテキス ト を含むフ ィ ールド ・ エン ト リ を迅速に見つけるために、 テーブルの
右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ クスに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内のデー
タがフ ィ ルタ されます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を含める こ と もで

きます。

5 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ テーブルで表示する ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ま

す。

6 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。 

▪ ク ラ イアン ト ・ サマ リ ： ク ラ イアン ト ・ サマ リ領域には以下の情報が表示されます。 NetVault 
Backup マシン名、 ク ラ イアン ト の説明、 NetVault Backup のバージ ョ ン、 マシン ID、 マシンの

ネ ッ ト ワーク名、 IP ア ド レス、 リ リース情報、 および OS に関する情報。

▪ サーバー ・ ラ イセンス表示 ： サーバー ・ ラ イセンスの機能を表示するには、 このリ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。 ク ラ イアン ト 、 SmartClient、 およびさ まざまな タ イプのデバイスのラ イセンス機能を

参照できます。

▪ ラ イセンス ・ キーの詳細 ： サーバーまたはク ラ イアン ト 、 およびマシンにイ ンス ト ールされてい
る ラ イセンス されたプ ラグイ ンのラ イセンス ・ キーの情報を表示するには、 このリ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。

▪ イ ンス ト ール済みのプ ラグイ ン ： ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルには、 選択し たク ラ
イアン ト にイ ンス ト ールされているプ ラグイ ンが表示されます。 表示される情報は、 プ ラグイ ン
名、 バージ ョ ン番号、 およびイ ンス ト ール日などです。

7 ク ラ イアン ト 関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

表 23. ク ラ イアン ト ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

ク ラ イアン ト が起動し ていて、 動作し ています。

ク ラ イアン ト はオン ラ イ ンです。 このク ラ イアン ト は追加処理中か、 追加後にそのク
ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ドが変更されている こ と を表し ます。

ク ラ イアン ト は使用できません。 システムがオフ ラ イ ンか、 または NetVault Backup
サービスが実行されていません。

ク ラ イアン ト のク ラス タ を構成する仮想ク ラ イアン ト を表し ます。 仮想ク ラ イアン ト
についての詳細は、 「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用」 を参照し て く だ さい。
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ク ラ イアン ト の詳細の設定
次の手順を使用し て、 ク ラ イアン ト の詳細を設定できます。 ク ラ イアン ト の詳細を設定し てお く と、 ク ラ イアン
ト の場所やマシンの役割をすぐに確認できます。 

ク ラ イアン ト の詳細を設定または変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［ク ラ イアン ト ・ サマ リ］ 領域で、 ク ラ イアン ト の詳細を参照できます。

ク ラ イアン ト の詳細を設定または変更するには、 ［編集］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 ［詳細の編集］ ダ
イアログ ・ ボ ッ クスで、 ク ラ イアン ト の詳細を説明し たテキス ト を入力し ます。

4 詳細を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンのイ ンス ト ール
NetVault Backup では、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンにイ ンス ト ールし てアプ リ ケーシ ョ ン固有のデー

タ を保護できるア ド オン ・ プ ラグイ ンが用意されています。 設定ウ ィ ザー ド を使用すれば、 複数のマシンにプ ラ
グイ ンを同時にイ ンス ト ールできます。 代わり に ［ク ラ イアン ト 管理］ ページから単一のク ラ イアン ト にプ ラグ
イ ンを イ ンス ト ールする こ と もできます。 

以下のセクシ ョ ンでは、 NetVault Backup プ ラグイ ンのイ ンス ト ールに使用できる各種手順について説明し ます。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールの方法を使用し たプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• ［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールに対するロールベースのアクセス

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールの方法を使用し たプ ラグイ ンのイ ンス
ト ール

Windows ベースのマシンでは、 MSP 管理者のみがプ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式を使用し て、 プ ラグイ ンを複数

のマシンに同時にイ ンス ト ールできます。 NetVault Backup WebUI から プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを実行する こ と

ができます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 共有場所へのパッ ケージのコ ピー ： ク ラ イアン ト と プ ラグイ ン ・ パッ ケージを共有場所にコ ピーし ます。
現在、 CIFS 共有のみがパッ ケージ ・ ス ト ア と し てサポー ト されています。 NetVault Backup サーバーと、

パッ ケージを イ ンス ト ールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパスである必要があ り ま
す。

必ず、 イ ンス ト ール ・ パッ ケージの元の名前を使用し ます。 名前変更されたパッ ケージをプ ッ シュ ・ イ
ンス ト ールに選択する こ とはできません。

表 24. プ ラグイ ンのイ ンス ト ールに対するロールベースのアクセス

プ ラグイ ンのイ ンス ト ール MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを使用し た
イ ンス ト ール

X

ク ラ イアン ト 管理ページからのイ ン
ス ト ール

X X
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• NetVault Backup でのパッ ケージ ・ ス ト アの設定 ： イ ンス ト ール ・ パッ ケージを コ ピーし たら、 NetVault 
Backup で共有場所の詳細を設定できます。 詳細は、 「パッ ケージ ・ ス ト アの設定」 を参照し て く ださい。

Windows ベースのク ラ イアン ト に 1 つ以上のプ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。 

3 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 展開する イ ンス ト ール ・ パッ ケージが含まれている リポジ ト リ を選択
し ます。

4 プ ラグイ ン ・ パッ ケージを追加するには、 ［NetVault プ ラグイ ン ・ パッ ケージの追加］ を ク リ ッ ク し ま

す。 

［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 使用する 「.npk」 バイナ リ ・ フ ァ イルに対応す

るチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［NetVault ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ を ク リ ッ ク し、 ［既存の

NetVault ク ラ イアン ト から］ を選択し ます。

6 ［NetVault マシンの詳細］ タ ブで、 追加する ク ラ イアン ト を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 マシンを追加するには、 ステ ッ プ 5 ～ステ ッ プ 6 を繰り返し ます。

8 タ スク を実行するには、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから タ スクの進行状況やステータ スを監視できます。 詳細は、 「展開
タ スクの監視」 を参照し て く だ さい。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール
［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 単一のク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページから プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ テーブルで、 プラグイ ンを イ ンス ト ールする ク ラ イアン ト を選択し、

［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イ ンス ト ールされているプ ラグイ ンのテーブルの右下にある、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン

（ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 参照ウ ィ ン ド ウでプ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・

フ ァ イルの場所 （イ ンス ト ール用 CD または Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し て保存し たデ ィ

レ ク ト リ など） に移動し ます。

5 プ ラグイ ン用のプ ラ ッ ト フ ォーム固有のバイナリ ・ フ ァ イルを選択し、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を
ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを開始し ます。 

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

メ モ ： ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールされているオペレーテ ィ ング ・ システム、 または
任意のプ ラ ッ ト フ ォームに適し たプ ラグイ ンを選択し て く だ さい。 一度にイ ンス ト ールできるオペ
レーテ ィ ング ・ システムのタ イプは 1 つだけです。 例 ： すべての Windows ク ラ イアン ト またはす

べての Linux ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールし ます。
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製品ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール
NetVault Backup 製品の評価ラ イセンスの有効期間は 30 日です。 評価期間が過ぎた後も製品を使用する場合は、

NetVault Backup サーバーおよびイ ンス ト ールされているプ ラグイ ン用の製品ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ール

する必要があり ます。 

サーバーは、 NetVault Backup サーバーのエデ ィ シ ョ ン、 および購入し た追加オプシ ョ ンに基づいてラ イセンス

が付与されます。 ク ラ イアン ト には、 マシンにラ イセンス ・ プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする場合にのみ、 製品ラ
イセンス ・ キーが必要です。 ラ イセンス ・ キーの入手方法についての詳細は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト

レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

設定ウ ィ ザー ド を使用し て、 ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールできます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ または ［設定変
更］ ページから ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールする こ と もできます。 以下のセクシ ョ ンでは、 これらの手順に
ついて説明し ます。 

• 設定ウ ィ ザー ド を使用し たラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

• ［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

• ［設定変更］ ページからのラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

製品ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ールに対するロールベースの
アクセス

設定ウ ィ ザー ド を使用し たラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

設定ウ ィ ザー ド を使用し てラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ テーブルで、 ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールする ク ラ イアン ト を選

択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［ラ イセンス ・ キー文字列の入力 :］ ボ ッ クスに、 ラ イセンス ・ キーを入力するか、 またはコ ピーし て貼

り付けます。 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

キーが正常に適用される と、 メ ッ セージが表示されます。

メ モ ： NetVault Backup の恒久ラ イセンス ・ キーは、 NetVault Backup マシンのマシン ID と関連付けられ

ています。 ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール時には、 そのラ イセンスに対応する正しいサーバーまたはク
ラ イアン ト ・ マシンを選択する必要があり ます。

表 25. 製品ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ールに対するロールベースのアクセス

製品ラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ー
ル

MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

設定ウ ィ ザー ド X

ク ラ イアン ト 管理ページ X X

設定変更ページ X X
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［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのラ イセンス ・ キーのイ ンス
ト ール

［ク ラ イアン ト 管理］ ページから ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イアン

ト ］ テーブルで、 ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールする ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 ラ イセンス ・ キーを入力するか、 またはコ ピー
し て貼り付けて、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

キーが正常にイ ンス ト ールされる と、 このページに メ ッ セージが表示されます。 ［閉じ る］ ボタ ンを ク
リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

［設定変更］ ページからのラ イセンス ・ キーのイ ンス ト ール

［設定変更］ ページから ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し て、 ［設定］ ページで ［サーバー設定］ を ク リ ッ
ク し ます。 

2 ［NetVault サーバー設定］ ページで、 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 ラ イセンス ・ キーを入力するか、 またはコ ピー
し て貼り付けて、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

キーが正常にイ ンス ト ールされる と、 このページに メ ッ セージが表示されます。 ［閉じ る］ ボタ ンを ク
リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ク ラ イアン ト ・ アクセスの確認
［アクセス確認］ オプシ ョ ンを使用し て、 ク ラ イアン ト のアクセス性のステータ スを判別できます。 

ク ラ イアン ト へのアクセスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［アクセス確認］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup サーバーはク ラ イアン ト への接続を試み、 ク ラ イアン ト の現在のアクセス可能性ステー

タ スを示す メ ッ セージを返し ます。 ［閉じ る］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

プ ラグイ ンの削除
ラ イセンス されたプ ラグイ ンが不要になった場合は、 サーバーまたはク ラ イアン ト ・ マシンから削除できます。 

NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト から プ ラグイ ンを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イ ンス ト ールされているプ ラグイ ンのテーブルから、 プ ラグイ ンを選択し、 ［プ ラグイ ンのアン イ ンス

ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。
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4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

サーバーからのク ラ イアン ト の削除
ク ラ イアン ト がも う使用されていない場合は、 NetVault Backup サーバーから削除できます。 

NetVault Backup サーバーから ク ラ イアン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［ク ラ イアン ト の削除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

ク ラ イアン ト ・ グループの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ク ラ イアン ト ・ グループの管理について

• ク ラ イアン ト ・ グループの作成

• 既存のク ラ イアン ト ・ グループの表示

• ク ラ イアン ト ・ グループの変更

• ク ラ イアン ト ・ グループの削除

ク ラ イアン ト ・ グループの管理について
NetVault Backup では、 複数のク ラ イアン ト を 1 つまたは複数の論理エンテ ィ テ ィ にグループ化できます。 

NetVault BackupMSP 管理者およびテナン ト 管理者は、 ク ラ イアン ト ・ グループを使用し てク ラ イアン ト への

ユーザー ・ アクセスを制御できます。 は、 ク ラ イアン ト ・ グループを使用し て、 特定のク ラ イアン ト にアクセス
権を付与できます。 し たがって、 ク ラ イアン ト を追加する と、 自動的にデフ ォル ト ・ グループに追加されます。

NetVault Backup では、 事前定義されたデフ ォル ト とい う 名前の固有のク ラ イアン ト ・ グループが用意されてい

ます。 このク ラ イアン ト ・ グループはローカルの管理者によ って MSP 管理者に手動で割り当てられます。

NetVault Backup サーバーはデフ ォル ト でこのグループに属し ています。 MSP 管理者は、 新規ク ラ イアン ト がこ

のク ラ イアン ト ・ グループにアクセスできるよ う に登録、 割り当て、 設定を行う こ とができます。 テナン ト 登録
中に、 デフ ォル ト および固有のク ラ イアン ト ・ グループが作成され、 テナン ト 管理者によ って登録されたすべて
のク ラ イアン ト がこのク ラ イアン ト ・ グループのメ ンバーにな り ます。

ク ラ イアン ト ・ グループの作成
NetVault Backup ク ラ イアン ト を 1 つまたは複数の論理エンテ ィ テ ィ にグループ化できます。 ク ラ イアン ト ・ グ

ループには、 すべてまたは特定のク ラ イアン ト を含める こ とができます。 新しいク ラ イアン ト は自動的に、 すべ
てのク ラ イアン ト を含むよ う に設定されたク ラ イアン ト ・ グループのメ ンバーにな り ます。

メ モ ： テナン ト ・ ユーザーにク ラ イアン ト ・ グループの作成は許可されていません。
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ク ラ イアン ト ・ グループを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［ク ラ イアン ト 管理］ ページ
で ［ク ラ イアン ト ・ グループの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト  グループの管理］ ページで、 ［新規グループ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ク ラ イアン ト  グルー

プ］ ページで、 以下の情報を指定し ます。

▪ ［グループ名］ に、 ク ラ イアン ト ・ グループの名前を入力し ます。

▪ ［グループの説明］ に、 ク ラ イアン ト ・ グループの説明を入力し ます。

▪ グループにすべてのク ラ イアン ト を追加する場合は、 ［すべてのク ラ イアン ト ］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク
スを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し た場合、 新しいク ラ イアン ト は自動的にグ
ループに追加されます。

特定のク ラ イアン ト を追加するには、 ［利用可能なク ラ イアン ト ］ テーブルで ターゲッ ト ・ ク ラ イ
アン ト を選択し、 アイテムの左側にある ［追加］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 このボタ ンを

ク リ ッ クする と、 選択し たク ラ イアン ト が ［選択済みク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

▪ グループから ク ラ イアン ト を削除するには、 ［選択済みク ラ イアン ト ］ テーブルで ターゲッ ト ・ ク
ラ イアン ト を選択し、 アイテムの左側にある ［削除］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 このボタ
ンを ク リ ッ クする と、 選択し たク ラ イアン ト が ［利用可能ク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

3 グループを追加するには、 ［グループの作成］ を ク リ ッ ク し ます。

既存のク ラ イアン ト ・ グループの表示
［ク ラ イアン ト ・ グループ管理］ ページで、 既存のク ラ イアン ト ・ グループに関する情報を参照できます。 この
ページには、 グループ名、 ク ラ イアン ト 数、 および メ ンバー ・ ク ラ イアン ト のリ ス ト が表示されます。

既存のク ラ イアン ト ・ グループを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［ク ラ イアン ト 管理］ ページ
で ［ク ラ イアン ト ・ グループの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト ・ グループ管理］ ページで、 既存のク ラ イアン ト ・ グループを参照できます。

テーブルには、 ク ラ イアン ト ・ グループに関する以下の情報が表示されます。

▪ グループ名 ： ク ラ イアン ト ・ グループの名前が表示されます。 

▪ ク ラ イアン ト 数 ： グループ内のク ラ イアン ト 数が表示されます。

▪ 詳細 ： ク ラ イアン ト ・ グループの詳細が表示されます。

3 ク ラ イアン ト ・ グループの名前を ク リ ッ クする と、 グループに含まれる ク ラ イアン ト のリ ス ト を表示で
きます （ク ラ イアン ト のリ ス ト は、 ［すべてのク ラ イアン ト ］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されていないグ
ループの場合のみ表示されます）。

4 ク ラ イアン ト ・ グループ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

ク ラ イアン ト ・ グループの変更
既存のク ラ イアン ト ・ グループのグループ名、 グループの説明、 またはグループ ・ メ ンバーを変更できます。

メ モ ： テナン ト ・ ユーザーにク ラ イアン ト ・ グループの表示は許可されていません。

メ モ ： テナン ト ・ ユーザーにク ラ イアン ト ・ グループの変更は許可されていません。
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ク ラ イアン ト ・ グループを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［ク ラ イアン ト 管理］ ページ
で ［ク ラ イアン ト ・ グループの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト  グループ管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト ・ グループを選択し て、 ［編集］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 必要な設定を変更し ます。 詳細は、 「ク ラ イアン ト ・ グループの作成」 を参照し て く だ さい。

4 設定を保存するには、 ［グループの作成］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト ・ グループの削除
ク ラ イアン ト ・ グループが不要になった場合は、 サーバーから削除できます。 グループを削除する前に、 そのグ
ループ内のすべてのク ラ イアン ト ・ マシンを削除し て く だ さい。

ク ラ イアン ト ・ グループを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［ク ラ イアン ト 管理］ ページ
で ［ク ラ イアン ト ・ グループの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト  グループ管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト ・ グループを選択し て、 ［削除］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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4

カ タ ログ検索の管理

• カ タ ログ検索について

• カ タ ログ検索の設定

• カ タ ログ検索の変更

• カ タ ログ検索の無効化

• カ タ ログ検索の削除

カ タ ログ検索について
Windows オペレーテ ィ ング ・ システム上で実行されている NetVault Backup サーバー ・ バージ ョ ン 12.0 以降で

は、 NetVault Backup サーバーでカ タ ログ検索がサポー ト されてお り、 また、 Windows で実行されている

NetVault Backup サーバー ・ バージ ョ ン 12.2 以降では、 同じバージ ョ ンの NetVault Backup サーバーおよび

NetVault Backup Windows ク ラ イアン ト でのカ タ ログ検索がサポー ト されています。 NetVault Backup のカ タ ロ

グ検索サービスは、 NetVault Backup によ ってバッ クア ッ プ された項目のメ タデータ （名前、 変更日、 タ イプな

ど） の高速な検索機能を提供し ます。 カ タ ログ検索は、 文字列データ型に基づいて タグ （フ ァ イル名） の検索機
能を提供し ます。

カ タ ログ検索の結果では、 次の情報が提供されます。

• 検索クエ リ に一致するレ コー ドのリ ス ト 。

• 結果のページング ： 大規模な結果セ ッ ト では、 結果が複数ページで取得されます。

• 結果の折り たたみ ： フ ァ イルが異なるバッ クア ッ プで複数回バッ クア ッ プ されている場合、 そのフ ァ イ
ルの 1 つの一致のみが、 ド リルダウン し てそのフ ァ イルを保持し ている特定のバッ クア ッ プを検索する

オプシ ョ ン と と もに表示されます。

• フ ァ セ ッ ト と検索の絞り込み ： 特定のフ ァ セ ッ ト に一致する検索結果の数が表示されます。 この情報は、
検索結果にフ ィ ルタ を適用する こ と で使用できます。 例 ： 特定のプ ラグイ ンまたはマシンからの結果の
数。

次のプ ラグイ ンがカ タ ログ検索をサポー ト し ています。

• NetVault Backup Plug-in for FileSystem

• NetVault Backup Plug-in for VMware

• NetVault Backup Plug-in for Hyper-V

• NetVault Backup Plug-in for SnapMirror to Tape

メ モ ： NetVault Backup サーバーでカ タ ログ検索のイ ンス ト ールおよび設定ができるのは MSP 管理者のみ

です。 
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
カ タ ログ検索の管理

81



前提条件
NetVault Backup の設定を開始する前に、 以下の条件が満た されている こ と を確認し ます。

• カ タ ログ検索用の予約 RAM サイズ （Windows） は、 物理 RAM の 50% を超えないよ う にし て く だ さい。

搭載メ モ リが少ないシステム （例 ： 8 GB 以下） の場合、 Quest では予約 RAM サイズを 2 GB 以下に設定

する こ と をお勧めし ます。

• カ タ ログ検索のポー ト の要件 ： 9200 ～ 9300。

• Windows ク ラ イアン ト にカ タ ログ検索を イ ンス ト ールするには、 MSP 管理者は Windows ク ラ イアン ト

が MSP ク ラ イアン ト ・ グループに属し ている こ と を確認する必要があり ます。

• Elasticsearch バージ ョ ン 6.2 は、 NetVault Backup サーバーでサポー ト される多 く のプラ ッ ト フ ォームと

互換性があり ます。 詳細は、 https://www.elastic.co/support/matrix を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索の設定
セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索を強化するには、 Windows オペレーテ ィ ング ・ システム上で実行されている

NetVault Backup サーバー上にカ タ ログ検索サービスを イ ンス ト ールし て設定する必要があ り ます。

カ タ ログ検索を イ ンス ト ールし て設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カ タ ログ検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［カ タ ログ検索の設定］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

メ モ ： カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で必要と なるシステム ・ レベルの JAVA_HOME 環境変数が設定

されます。 そのため、 他の Java アプ リ ケーシ ョ ンが動作し な く なる場合があ り ます。 NetVault サーバー

は専用サーバーである と想定されています。

表 26. カ タ ログ検索の設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ホス ト 情報 カ タ ログ ・ ホス ト Linux の場合 ： カ タ ログ検索サーバーを イ ンス ト ールする

NetVault Backup サーバーの名前が表示されます。

Windows の場合 ： カ タ ログ検索を イ ンス ト ールする NetVault 
Backup サーバーと ク ラ イアン ト の名前を表示し ます。 ただ

し、 NetVault Backup サーバーと ク ラ イアン ト は同じバー

ジ ョ ンである必要があ り ます。

カ タ ログ検索パスワー
ド

カ タ ログ検索データベースのパスワー ド を入力し ます。 以下
の文字を使用する こ とはできません。

& < > | ^ スペース

カ タ ログ検索のイ ンス ト ール中、 このフ ィ ールド を空白のま
まにする と、 「admin」 がパスワー ド と し てデフ ォル ト で使用

されます。

カ タ ログ検索パスワー
ドの確認

確認のためにパスワー ド を再入力し ます。
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データベース ・ デ ィ レ
ク ト リ

［参照］ を ク リ ッ ク し て、 カ タ ログ検索のデータベース ・
デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

• ページの右側に、 ［データベース ・ デ ィ レ ク ト リ］ ド
ロワが表示されます。

• 親ノ ー ド を開き、 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを参照し て、
カ タ ログ検索データベースを格納するデ ィ レ ク ト リ を
選択し ます。

• 選択し たデ ィ レ ク ト リ ・ パスがテキス ト ・ ボ ッ クスに
表示されます。

• ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 
メ モ ： データベース ・ デ ィ レ ク ト リのパスを手動で入力する
には、 すべてのデ ィ レ ク ト リ およびサブデ ィ レ ク ト リがすで
に作成されていて、 使用可能である必要があ り ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト と ロ
グ ・ デ ィ レ ク ト リ に同
じパスを使用

デフ ォル ト では、 チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されていて、
［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ と ［ログ ・ デ ィ レ ク ト
リ］ は無効になっているため、 ［データベース ・ デ ィ レ ク ト
リ］ のパスがコ ピーされ、 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト
リ］ と ［ログ ・ デ ィ レ ク ト リ］ には同じパスが設定されま
す。

［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ と ［ログ ・ デ ィ レ ク ト
リ］ フ ィ ールド を有効にし て編集するには、 このチ ェ ッ ク ・
ボッ クスをオフにし ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・
デ ィ レ ク ト リ

［参照］ を ク リ ッ ク し て、 カ タ ログ検索データベースのバッ
クア ッ プを格納する場所を選択し ます。

• ページの右側に、 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］
ド ロワが表示されます。

• 親ノ ー ド を開き、 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを参照し て、
カ タ ログ検索データベースのバッ クア ッ プを格納する
デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

• 選択し たデ ィ レ ク ト リ ・ パスがテキス ト ・ ボ ッ クスに
表示されます。

• ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リのパスを手動で入力
するには、 すべてのデ ィ レ ク ト リ およびサブデ ィ レ ク ト リが
すでに作成されていて、 使用可能である必要があ り ます。 

ログ ・ デ ィ レ ク ト リ ［参照］ を ク リ ッ ク し て、 カ タ ログ検索のログを格納する場
所を選択し ます。

• ページの右側に、 ［ログ ・ デ ィ レ ク ト リ］ ド ロワが表
示されます。

• 親ノ ー ド を開き、 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを参照し て、
カ タ ログ検索のログを格納するデ ィ レ ク ト リ を選択し
ます。

• 選択し たデ ィ レ ク ト リ ・ パスがテキス ト ・ ボ ッ クスに
表示されます。

• ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ログ ・ デ ィ レ ク ト リのパスを手動で入力するには、 す
べてのデ ィ レ ク ト リ およびサブデ ィ レ ク ト リがすでに作成さ
れていて、 使用可能である必要があ り ます。

表 26. カ タ ログ検索の設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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サーバー ・ スナ ッ プ
シ ョ ッ ト ・ パス

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リの共有デ ィ レ ク ト リ ・ パス
を指定し ます。 サーバー ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ パスの形式
は、 <\\ ク ラ イアン ト の IP ア ド レス >\ 共有スナ ッ プシ ョ ッ

ト ・ デ ィ レ ク ト リ > です。 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ

が共有されている こ と を確認し て、 Windows ク ラ イアン ト で

NetVault データベース ・ カ タ ログのバッ クア ッ プおよびリ ス

ト ア操作に使用できるよ う にし ます。

このフ ィ ールド は、 カ タ ログ ・ ホス ト がリ モー ト Windows
ク ラ イアン ト と し て選択されている場合にのみ使用でき、 表
示されます。

カ タ ログ検索が Windows ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールされ

たら、 ク ラ イアン ト ・ ホス ト の認証情報を設定し ます。

ク ラ イアン ト ・ ホス ト 資格情報を設定するには ：

1 ク ラ イアン ト ・ ホス ト の共有サーバー ・ スナ ッ プ
シ ョ ッ ト ・ パスにアクセスするための接続の詳細を設
定するには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次の詳細を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

• ［ド メ イ ン］ ： 共有フ ォルダが存在するシステムの
Windows ド メ イ ン名を入力し ます。

• ［ユーザー名］ ： ド メ イ ン管理者のユーザー名を入力し
ます。 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ プは、 リ ス
ト ア時にフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リの権限をすべて
取得できるよ う に、 ド メ イ ン管理者のアカウン ト を使
用し て実行する必要があ り ます。 管理者グループに属
するユーザーには、 ド メ イ ン管理者の権限はあ り ませ
ん。

メ モ ： バッ クア ッ プ用に非ド メ イ ン管理者アカウン ト を設定
する場合は、 リ ス ト ア後に手動でフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト
リ権限を設定する必要があ り ます。

• ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を
指定し ます。

HTTP ポー ト カ タ ログ検索の HTTP ポー ト を指定し ます。

NetVault Backup サーバーが通信する カ タ ログ検索用のポー

ト 番号を 9200 ～ 9299 の範囲で指定できます。 NetVault 
Backup サーバーのイ ンス ト ール後にポー ト を設定し、 カ タ

ログ検索サービスを再開する こ と もできます。

設定 予約 RAM サイズ

（GB）

これは、 カ タ ログ検索サービスが開始する前に事前に割り当
てを試行する RAM の量です。 RAM を利用できない場合、

サービスは開始されません。

デフ ォル ト では、 この値は 1 GB に設定されています。 必要

な RAM サイズを入力または選択し ます。 システムに大容量

の RAM が搭載されている場合は、 よ り大きな値を設定する

こ と をお勧めし ます （項目のバッ クア ッ プ頻度と RAM の可

用性に基づいて 2 ～ 16 GB。 この値は、 「前提条件」 セク

シ ョ ンに記載されている制限を受けます）。

表 26. カ タ ログ検索の設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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同時にアク テ ィ ブにな
る カ タ ログ ・ ワーカー
の最大数

デフ ォル ト の設定では、 5 個のカ タ ログ ・ ワーカーをサー

バーで並行実行できます。 
いつでも並行実行できる カ タ ログ ・ ワーカーの数を変更する
には、 新たな値を入力または選択し ます。 
最小値 ： 1
最大値 ： 20

既存のバッ クア ッ プお
よびスキャ ン し たバッ
クア ッ プを カ タ ログに
追加する 

カ タ ログ検索に既存のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブおよびスキャ ン
し たバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを含めるには、 このチ ェ ッ ク ・
ボッ クスを選択し ます。 デフ ォル ト では、 このチ ェ ッ ク ・
ボ ッ クスは選択解除されています。

オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ
クスを使用するバッ ク
ア ッ プを含める 

カ タ ログ検索でオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを使用するバッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブを含めるには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択し ます。 デフ ォル ト では、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択
解除されています。 
このオプシ ョ ンは、 ［既存のバッ クア ッ プおよびスキャ ン し
たバッ クア ッ プを カ タ ログに追加する］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合にのみ選択できます。

オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ
クスのロー ド待機時間
（分）

これは、 既存のバッ クア ッ プのオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスが
ロー ド されるのを カ タ ログ検索サービスが待機する時間で
す。 この待機時間内に メ デ ィ ア ・ マネージャがオフ ラ イ ン ・
イ ンデッ クスをロー ド し ない場合、 この既存のバッ クア ッ プ
のカ タ ログ化は一時的にスキッ プ されます。 スキッ プ された
既存のバッ クア ッ プは最終的にカ タ ログ化されますが、 その
タ イ ミ ングはカ タ ログ化に使用できる他の既存のバッ クア ッ
プの数に応じ て決定されます。

カ タ ログのイ ンデッ クス作成中にオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス
のロー ド を待機する時間 （分単位） を入力または選択し ま
す。 デフ ォル ト で、 最小値は 10 分に設定されています。

起動時のオフ ラ イ ン ・
イ ンデ ッ クスのロー ド
待機時間 （分）

これは、 前回の NetVault Backup の起動時から カ タ ログ検索

サービスがメ デ ィ ア ・ マネージャにオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ ク
スをロー ド する こ と を要求するまでの最小時間です。 この前
回の NetVault Backup の起動時からの遅延は、 メ デ ィ ア ・ マ

ネージャがデバイス ・ スキャ ンを完了し て使用可能なデバイ
スを判定するために必要にな り ます。 オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ
クス要求を受け取った と きにデバイスが使用できない場合や
スキャ ンが完了し ていないためにその可用性を判定できない
場合、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス
のロー ド を試行せずに要求を失敗させます。

期間を入力または選択し ます （分単位）。 デフ ォル ト で、 最
小値は 10 分に設定されています。

カ タ ログに追加される
バッ クア ッ プの保存期
間を制限する

カ タ ログ検索で既存のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを制限するに
は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 
デフ ォル ト では、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択解除されて
います。 
このオプシ ョ ンは、 ［既存のバッ クア ッ プおよびスキャ ン し
たバッ クア ッ プを カ タ ログに追加する］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合にのみ選択できます。

特定の日付以降に完了
し たバッ クア ッ プを追
加する

カ タ ログ検索で特定の日付以降に完了し たバッ クア ッ プ ・
ジ ョ ブを含めるには、 日付を入力するか、 ボ ッ クスの横にあ
るボタ ンを ク リ ッ ク し て、 日付を選択し ます。

表 26. カ タ ログ検索の設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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3 ［イ ンス ト ールおよび設定］ を ク リ ッ ク し ます。

カ タ ログ検索データベースのデ ィ レ ク ト
リ を移動する
カ タ ログ検索データベースのデ ィ レ ク ト リ を移動するには、 以下のセクシ ョ ンに記載されている手順に従いま
す。

• Windows ベース ・ マシンでの NetVault カ タ ログ ・ データベース ・ デ ィ レ ク ト リの変更

• NetVault カ タ ログ ・ サーバーの別の Windows ベースのク ラ イアン ト ・ マシンへの移行

Windows ベース ・ マシンでの NetVault カ タ ログ ・

データベース ・ デ ィ レ ク ト リの変更

Windows ベースの NetVault Backup サーバーのカ タ ログ ・ データベース ・ デ ィ レ ク ト リ を変更する

には ：

1 カ タ ログ検索を無効にし ます。 カ タ ログ検索の無効化を参照し て く だ さい。

2 Windows サービス管理コ ン ソールで NetVault Backup カ タ ログ検索サービスを停止し ます。

3 db デ ィ レ ク ト リ を手動で新しい場所に移動し ます。 netvault-pgsql サービスを実行するユーザーに新し

いデータベース ・ デ ィ レ ク ト リの所有権がある こ と を確認し ます。

4 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの config デ ィ レ ク ト リ内にある catalog.cfg フ ァ イルを開

いて編集し ます。 

[Node1] セクシ ョ ンで、 次を変更し て新しい場所を指定し ます。

path.repo, path.repo.new, path.data, path.data.new, path.logs, path.logs.new
5 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの catalog\elasticsearch\config デ ィ レ ク ト リ にある

elasticsearch.yml フ ァ イルを開いて編集し ます。 

次を変更し て新しい場所を指定し ます。

path.repo, path.data, path.logs
6 Windows サービス管理コ ン ソールから NetVault カ タ ログ検索サービスを起動し ます。

7 カ タ ログ検索を有効にするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カ タ ログ検索］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［カ タ ログ検索の設定］ ページで、 ［有効にする］ を ク リ ッ ク し ます。

カ タ ログ検索のイ ンデッ クス作成が正常に有効になる と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ

セージが表示されます。

メ モ ： カ タ ログ検索を設定し た後は、 デ ィ レ ク ト リ （データベース ・ デ ィ レ ク ト リ、 スナ ッ プ
シ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ、 およびログ ・ デ ィ レ ク ト リ） を変更する こ とはできません。 デ ィ レ ク ト
リ を変更する必要がある場合は、 カ タ ログ検索をアン イ ンス ト ールし た後、 別のデ ィ レ ク ト リ を使
用し て再イ ンス ト ールする こ とができます。 ただ し、 既存のバッ クア ッ プを再カ タ ログ化する必要
があり ます。 これには長い時間がかかる こ とがあ り ます。

メ モ ： データベースは、 システムのローカルのド ラ イブでのみサポー ト されています。
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NetVault カ タ ログ ・ サーバーの別の Windows
ベースのク ラ イアン ト ・ マシンへの移行

NetVault カ タ ログ検索を Windows ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト に移行するには、 次の

手順を実行し ます。

1 カ タ ログ検索を含む既存の NetVault Backup データベースのバッ クア ッ プを作成し ます。

2 カ タ ログ検索のアン イ ンス ト ールを実行する前に、 NetVault Backup サーバーでのカ タ ログ検索を無効に

し ます。 詳細は、 「カ タ ログ検索の無効化」 を参照し て く だ さい。

3 既存のカ タ ログ検索を NetVault Backup サーバーからアン イ ンス ト ールし ます。 詳細は、 「カ タ ログ検索

の削除」 を参照し て く だ さい。

4 Windows ク ラ イアン ト ・ マシンにカ タ ログ検索を イ ンス ト ールし て設定し ます。 詳細は、 「カ タ ログ検索

の設定」 を参照し て く だ さい。

5 NetVault Backup サーバー上で NetVault Backup データベースを リ ス ト ア し ます。 

カ タ ログ検索のイ ンデッ クス作成が正常に有効になる と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示さ

れます。

カ タ ログ検索の変更
カ タ ログ検索の設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カ タ ログ検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［カ タ ログ検索の設定］ ページでは、 以下のフ ィ ールド を変更する こ とができます。 

▪ カ タ ログ検索パスワー ド

▪ カ タ ログ検索パスワー ドの確認

▪ 予約 RAM サイズ

▪ 同時にアク テ ィ ブになる カ タ ログ ・ ワーカーの最大数

▪ 既存のバッ クア ッ プおよびスキャ ン し たバッ クア ッ プを カ タ ログに追加する 

▪ オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを使用するバッ クア ッ プを含める 

▪ オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスのロー ド待機時間 

▪ 起動時のオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスのロー ド待機時間 

▪ カ タ ログに追加されるバッ クア ッ プの保存期間を制限する

▪ 特定の日付以降に完了し たバッ クア ッ プを追加する

3 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

カ タ ログ検索が正常に設定される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。
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カ タ ログ検索の無効化
カ タ ログ検索を イ ンス ト ールし て設定し た後は、 イ ンデッ クス作成を無効にする こ とができます。 

カ タ ログ検索のイ ンデ ッ クス作成を無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カ タ ログ検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［カ タ ログ検索の設定］ ページで、 ［無効化］ を ク リ ッ ク し ます。

カ タ ログ検索のイ ンデッ クス作成が正常に無効化される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージ

が表示されます。

カ タ ログ検索は、 イ ンス ト ールし て設定する と自動的に有効にな り ます。

カ タ ログ検索の削除
カ タ ログ検索サービスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カ タ ログ検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［カ タ ログ検索の設定］ ページで、 ［アン イ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログで ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 カ タ ログ検索の設定を削除し ます。

カ タ ログ検索のステータ スを無効にする
ステータ スでは、 処理中のシステムの使用状況やカ タ ログ化された格納データについて、 カ タ ログ検索サーバー
に関する要約を確認できます。 使用し ているス ト レージ、 CPU の使用率、 フ ァ イル数、 カ タ ログ化されたセー

ブセ ッ ト 、 最後にカ タ ログ化された日付と時刻などを表示できます。 ステータ スは、 カ タ ログ検索を イ ンス ト ー
ルし て有効にし ている場合にのみ表示されます。 イ ンス ト ールし ていない、 あるいは有効にし ていない場合は何
も表示されません。

表 27.  カ タ ログ検索のステータ ス

ステータ ス 説明

ス ト レージの使用状況 カ タ ログ検索がイ ンス ト ールされている場所の、 カ タ
ログ検索に使用し ているス ト レージおよびデ ィ スク空
き領域を表示し ます。 ス ト レージの使用率がパーセン
テージで表示され、 現在のカ タ ログ検索データベース
のス ト アサイズが KB、 MB、 GB または TB で表示さ

れます。

NetVault Backup のカ タ ログ検索で使用されるス ト

レージを表示するには、 ［詳細の表示］ を ク リ ッ ク し
ます。

グラ フには、 月単位のス ト レージ使用量 （KB、 MB、

GB、 または TB） が表示されます。 月単位のデータ ・

ポイ ン ト がこのグラ フにプロ ッ ト され、 これらのデー
タ ・ ポイ ン ト にカーソルを合わせる と、 使用済みス ト
レージの値が KB、 MB、 GB、 または TB で表示されま

す。

CPU 使用率 カ タ ログ検索プロセス中、 すべてのタ スクによ って消
費される CPU の使用率の合計です。 CPU の使用量が

計算され、 パーセンテージで表示されます。
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ド キュ メ ン ト 数 カ タ ログ検索データベースに格納されている ド キュ メ
ン ト と フ ァ イルの合計数を表示し ます。

NetVault Backup のカ タ ログ検索のド キュ メ ン ト 数を

表示するには、 ［詳細の表示］ を ク リ ッ ク し ます。

グラ フに月ご とのド キュ メ ン ト 数が表示されます。 月
単位のデータ ・ ポイ ン ト がこのグラ フにプロ ッ ト さ
れ、 これらのデータ ・ ポイ ン ト にカーソルを合わせる
と、 ド キュ メ ン ト 数が表示されます。

カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト NetVault データベースで使用できるセーブセ ッ ト の総

数に対し てカ タ ログ化されたセーブセ ッ ト の数を表示
し ます。

例 ： 使用できるセーブセ ッ ト が 1000 あっても カ タ ロ

グ化されたセーブセ ッ ト は 900 のみの場合、 この

フ ィ ールド には 900/1000 と表示されます。

最後にカ タ ログ化されたバッ クア ッ プ 最新のカ タ ログ ・ バッ クア ッ プの日時が表示されま
す。 カ タ ログ化されたデータがない場合、 この情報は
表示されません。

表 27.  （続 く ） カ タ ログ検索のステータ ス

ステータ ス 説明
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5

ス ト レージ ・ デバイスの設定

• ス ト レージ ・ デバイスについて

• SAN の考慮事項

• Quest DR Series システム

• Quest QoreStor

• NetVault SmartDisk

• EMC Data Domain システム

• Snapshot Array Manager

• 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ

• 仮想単体ド ラ イブ

• 共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ

• 物理テープ ・ デバイス

ス ト レージ ・ デバイスについて
NetVault Backup は、 バッ クア ッ プ保管用のさ まざまなデバイスをサポー ト し ています。 サポー ト されるデバイ

スには、 デ ィ スク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイス、 重複排除アプ ラ イアンス、 物理テープ ・ ラ イブ ラ リ、 オー
ト ローダー、 テープ ・ ド ラ イブ、 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL）、 および共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ

（SVTL） が含まれます。

ス ト レージ ・ システムは、 NetVault Backup サーバー、 ク ラ イアン ト 、 または NetVault Backup ド メ イ ン内の

NAS フ ァ イ ラーに接続できます。 物理ス ト レージ ・ デバイスは単一または共有使用に設定でき、 SCSI、 iSCSI、
IP、 SAS、 またはフ ァ イバ ・ チャネル SAN イ ン ターフ ェ イスで接続する こ とができます。

バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア操作でス ト レージ ・ デバイスを使用するには、 まず NetVault Backup ド メ イ ンにデ

バイスを追加する必要があり ます。 NetVault Backup ク ラ イアン ト に接続されたデバイスは、 ク ラ イアン ト を

NetVault Backup サーバーに接続し た後にのみ認識されます。 同様に、 フ ァ イ ラーに接続されたデバイスは、

NetVault Backup Plug-in for NDMP （Plug-in for NDMP） を使って、 フ ァ イ ラーをサーバーに追加し た後にのみ認

識されます。 MSP 管理者は、 ス ト レージ ・ デバイスにテナン ト 固有のメ デ ィ ア ・ グループを作成し ます。 これ

らのメ デ ィ ア ・ グループは、 それぞれのテナン ト ・ ユーザー ・ グループまたは同じ組織の複数のテナン ト ・ ユー
ザー ・ グループに割り当てられます。 詳し く は次を参照し て く だ さい。

• テナン ト 固有のメ デ ィ ア ・ グループの割り当てについては、 「ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・
メ ンバーシ ッ プの設定」 を参照し て く だ さい。 

• テナン ト ・ ユーザー ・ グループの追加については、 「AD グループの管理」 を参照し て く だ さい。

テナン ト がアクセスできるのは、 テナン ト に割り当てられている メ デ ィ ア ・ グループのみです。

メ モ ： テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザーは、 NetVault Backup サーバーへの新しいス ト レージ ・

デバイスの追加や接続は許可されていません。 ただ し、 テナン ト 管理者は Snapshot Array Manager を追加

できます。 追加後は、 テナン ト ・ ユーザーがスナ ッ プシ ョ ッ ト を有効にし ているバッ クア ッ プにアクセス
できるよ う にな り ます。
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ロールベースのス ト レージ ・ デバイスの設定

SAN の考慮事項
SAN 環境には以下の要件が適用されます。

• SAN 環境では、 固定バイ ン ド （SCSI マ ッ ピング、 永続予約、 または永続名と もい う） を使用する必要が

あり ます。 

NetVault Backup は、 SAN 環境における変更によ って論理ア ド レスが変更される と、 ラ イブラ リ と通信で

きな く な り ます。 固定バイ ン ド では、 固定論理ア ド レスをデバイスに割り当てます。 デバイスは、 SAN
に追加されるか、 または SAN から削除されるため、 変わる こ とはあ り ません。 

フ ァ イバ ・ チャネルの HBA （Host Bust Adapters） 用には、 論理 SCSI ア ド レスにフ ァ イバ ・ チャネルの

デバイス ・ ア ド レス （WWN （World Wide Name） や WWID （World Wide Identifier）） またはループ ID
をマ ッ プする こ とができます。 この設定によ り、 SAN での変更によ って NetVault Backup の動作が影響

を受ける こ とのないよ う にし ます。

表 28. ロールベースのス ト レージ ・ デバイスの設定

ス ト レージ設定 MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

デバイスの管理 X X

デバイスの管理 - リ ス ト ・ ビ ュー X X

デバイスの管理 - ツ リー ・ ビ ュー X

デバイスの管理 - アクシ ョ ン （ラ イ

ブ ラ リの再起動、 ラ イブ ラ リの管
理）

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - シン

グル仮想デ ィ スク ・ デバイス

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 仮想

テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・

チ ェ ンジャ

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 共有

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - シン

グル物理テープ ・ デバイス

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - テー

プ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ン

ジャ

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 
NetVault SmartDisk

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 
Quest RDA デバイス

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - Data 
Domain Boost デバイス

X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 
Snapshot Array Manager

X X

ス ト レージ ・ デバイスの追加 - 以前

に生成された仮想デバイスの再追加

X
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• サーバーと フ ァ イバ ・ デバイスが別のスイ ッ チに接続されている場合や、 ゾーニングを実行し ている場
合も、 固定バイ ン ド を使用する必要があり ます。 

NetVault Backup では、 テープ ・ ラ イブ ラ リ またはデバイスへのマルチパスをサポー ト し ていません。 整

合性のある接続パスにするには、 使用する論理または物理チャネルを 1 つだけ設定する必要があ り ます。 

さ らに、 テープ ・ ラ イブ ラ リ またはド ラ イブを同じ スイ ッ チ上で使用し た り、 デ ィ スク ・ デバイスが接
続されている同じ ゾーンで使用し た り し ないよ う注意する必要があ り ます。 SAN 環境内に両方のデバイ

ス ・ タ イプからのパケ ッ ト が同時に存在する と、 問題が発生する こ とがあ り ます。 これらのデバイスに
は、 個別の HBA を使用する必要があり ます。

• Apple は、 FC Host Adapter と XserveRAID でマルチパスをサポー ト し ています。 多 く の場合、 マルチパ

スはイ ンス ト ール後のデフ ォル ト 設定と なっています。 ただ し、 NetVault Backup ではマルチパスはサ

ポー ト されていません。 そのため、 接続を論理的または物理的に分離し て、 整合性のある接続パスにす
る必要があり ます。

Quest DR Series システム
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• Quest DR Series システムについて

• Quest DR Series システムの前提条件

• Quest DR Series システムの追加

Quest DR Series システムについて
Quest DR Series はデ ィ スク ・ ベースのデータ保護機器で、 イ ン ラ イ ンの重複排除と圧縮を最適化し、 またク ラ

イアン ト 側の重複排除処理と重複排除レプ リ ケーシ ョ ンによ り ネ ッ ト ワーク帯域幅の要件を減ら し ます。 

これらの機器は斬新な重複排除および圧縮技術を採用し、 データ を最高 15:1 のレベルまで減らすこ とができま

す。 その結果、 同じ フ ッ ト プ リ ン ト でよ り多 く のバッ クア ッ プ ・ データ をよ り長期間保持する こ とができます。 

Quest DR Series システムは Plug-in for Rapid Data Access （RDA） を使用し て、 データ ・ ス ト レージの動作と

NetVault Backup を統合し ます。 このプ ラグイ ンは、 NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト

ウ ェ アのイ ンス ト ール時に NetVault Backup マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。

Quest DR Series システムについての詳細は、 『Quest DR Series システム管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Quest DR Series システムの前提条件
NetVault Backup サーバーに Quest DR Series システムを追加する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認

し ます。

• DR アプラ イアンスは DR OS バージ ョ ン 4.0 以降で実行されている必要があ り ます。

• 必須のス ト レージ ・ オプシ ョ ンの設定 ： Quest DR Series システムで、 コ ンテナのス ト レージ ・ オプシ ョ

ンを設定し ます。 ス ト レージ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest DR Series システム管理者ガイ ド』

を参照し て く だ さい。

メ モ ： Quest DR Series システムは、 Wide Area Network （WAN） でのバッ クア ッ プをサポー ト し ていませ

ん。
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• 最適化レプ リ ケーシ ョ ン用ポー ト の設定 ： フ ァ イアウォールをまたいで最適化されたレプ リ ケーシ ョ ン
操作を実施するには、 Quest DR Series システムで、 RDA レプ リ ケーシ ョ ン操作をサポー ト するよ う に

以下の固定 TCP ポー ト を設定し ます。

▪ ポー ト 9920

▪ ポー ト 11000

▪ ポー ト 10011

Quest DR Series システムの追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア用に Quest DR Series システムを使用するには、 まず NetVault Backup サーバーに

デバイスを追加する必要があり ます。 設定ウ ィ ザー ド を使って、 このデバイスを追加、 設定する こ とができま
す。

• Quest DR Series アプ ラ イアンスの追加

• コ ンテナのメ デ ィ ア と し ての追加

Quest DR Series アプ ラ イアンスの追加

Quest DR Series システムを NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Quest RDA デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ

ク し ます。

図 7. ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページ
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3 ［Quest RDA デバイスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

図 8. ［Quest RDA デバイスの追加］ ページ

4 ［RDA デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し てデバイスを追加し ます。

コ ンテナのメ デ ィ ア と し ての追加
• ［デバイス管理］ ページからのコ ンテナの追加

• Quest DR デバイスのページでコ ンテナを追加する

［デバイス管理］ ページからのコ ンテナの追加

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 DR デバイスに対応するプ ラス ・ アイ コ

ンを ク リ ッ ク し ます。

2 ［QuestDR デバイス］ ページで、 ［コ ンテナ］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し ます。

3 該当するデバイスに対し、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て、 ［メ デ ィ ア と し

て追加］ を選択し ます。

4 ［メ デ ィ アの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます :

表 29. Quest DR Series システムの追加

オプシ ョ ン 説明

ホス ト 名 Quest DR Series システムの、 完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） または IP ア

ド レスを入力し ます。 
サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗し ます。

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 
Quest DR Series システムでは、 ユーザー ・ アカウン ト は 1 つしか存在せ

ず、 そのアカウン ト のユーザー ID は backup_user です。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

表 30. コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加する

オプシ ョ ン 説明

ス ト レージ ・ グループ名 ス ト レージ ・ グループの名前を選択し ます。

コ ンテナ ス ト レージ ・ コ ンテナ名を選択し ます。 

ブロ ッ クサイズ デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイズは 512KiB です。 Quest DR Series システム

では、 ブロ ッ ク ・ サイズは変更できません。
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5 ［メ デ ィ ア と し て追加］ を ク リ ッ ク し ます。

Quest DR デバイスのページでコ ンテナを追加する

コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加するには、 「コ ンテナのメ デ ィ ア と し ての追加」 を参照し て く だ さい。

Quest QoreStor
Quest QoreStor はソ フ ト ウ ェ ア定義のス ト レージです。 重複排除、 圧縮、 および複製のサポー ト を提供し ます。

その結果、 同じ フ ッ ト プ リ ン ト でよ り多 く のバッ クア ッ プ ・ データ をよ り長期間保持する こ とができます。

QoreStor は Plug-in for RDA を使用し て、 データ ・ ス ト レージの動作を NetVault Backup と統合し ます。 このプ

ラグイ ンは、 NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール時に NetVault 
Backup マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。

QoreStor は RDAv 2 および RDAv 3 プロ ト コルに対応し ている一方、 NetVault Backup は QoreStor との通信には

RDAv 2 プロ ト コルを使用し ます。 また、 QoreStor は NetVault Backup に対し て安全な接続を使用し、 NetVault 
Backup と QoreStor 間を移動するデータ を確実に保護し ます。

QoreStor を追加し て使用する前に、 適切なソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールが必要にな り ます。 詳細は、 『Quest 
QoreStor イ ンス ト ール ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 256 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナ

を追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・

ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができ

ます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault Backup サーバーに同じ名前で追加されて

いる場合は、 ［強制追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ
ンは、 障害復旧で NetVault Backup サーバーの再構築を行っている場合に

役立ちます。

メ モ ： Quest DR Series システムでは、 以下の 3 つの重複排除モー ド をサポー ト し ています。

• パススルー ： このモー ド を選択する と、 Quest DR Series システムで重複排除処理が実行されます。

パススルー ・ モー ド では、 NetVault Backup ク ラ イアン ト 側に 200 MB 以上の空き メ モ リ を必要と

し ます。

• 最適化 ： このモー ド を選択する と、 NetVault Backup ク ラ イアン ト で重複排除処理が実行されます。

最適化モー ド では、 NetVault Backup ク ラ イアン ト 側に 4 GB 以上の空き メ モ リ を必要と し ます。

• 自動 ： このモー ド を選択する と、 NetVault Backup はパススルーおよび最適化の条件に基づいて重

複排除モー ド （パススルーまたは最適化） を決定し ます。

重要 ： QoreStor は、 Linux ベースのプラ ッ ト フ ォームでのみサポー ト されています。

表 30. コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加する

オプシ ョ ン 説明
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QoreStor の追加
QoreStor ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする と、 ソ フ ト ウ ェ ア定義のス ト レージ ・ ターゲッ ト を作成できます。

設定ウ ィ ザー ド を使って、 このデバイスを追加、 設定する こ とができます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

— または —

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Quest RDA デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ

ク し ます。

3 ［Quest RDA デバイスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

4 ［RDA デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

QoreStor のメ デ ィ ア と し てコ ンテナを追加する
• デバイス管理ページで QoreStor のコ ンテナを追加する

• Quest QoreStor ページから コ ンテナを追加する

デバイス管理ページで QoreStor のコ ンテナを追加する

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 QoreStor デバイスに対応するプ ラス ・ ア

イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 ［Quest QoreStor］ ページで、 ［コ ンテナ］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し ます。

3 該当するデバイスに対し、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て、 ［メ デ ィ ア と し

て追加］ を選択し ます。

4 ［メ デ ィ アの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます :

表 31. Quest RDA デバイスの追加

オプシ ョ ン 説明

ホス ト 名 QoreStor サーバーの完全修飾ド メ イ ン名または IP ア ド レスを入力し ます。

ユーザー名 QoreStor サーバーへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し

ます。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

表 32. QoreStor のメ デ ィ ア と し てコ ンテナを追加する

オプシ ョ ン 説明

ス ト レージ ・ グループ名 ス ト レージ ・ グループの名前を選択し ます。

コ ンテナ ス ト レージ ・ コ ンテナ名を選択し ます。 

ブロ ッ クサイズ デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイズは 512KiB です。 Quest QoreStor システム

では、 ブロ ッ ク ・ サイズの変更はできません。
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5 ［メ デ ィ ア と し て追加］ を ク リ ッ ク し ます。

Quest QoreStor ページから コ ンテナを追加する

コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加するには、 「QoreStor のメ デ ィ ア と し てコ ンテナを追加する」 を参照し て く だ さ

い。

NetVault SmartDisk
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• NetVault SmartDisk について

• NetVault SmartDisk の追加

• セーブセ ッ ト およびバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを NetVault SmartDisk から QoreStor へ移行する

NetVault SmartDisk について
NetVault SmartDisk は、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージを提供し、 オプシ ョ ンでデータの重複排除機能も用意さ

れています。 

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は 64 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナの

追加先と なるすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 デー

タ ・ ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、
メ デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多
過ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができ

ます。

メ モ ： QoreStor のス ト リーム制限値を変更する前に、 ターゲッ ト ・ デバイ

スの処理能力を考慮する必要があ り ます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault Backup サーバーに同じ名前で追加されて

いる場合は、 ［強制追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ
ンは、 障害復旧で NetVault Backup サーバーの再構築を行っている場合に

役立ちます。

メ モ ： Quest QoreStorSeries システムでは、 以下の 3 種類の重複排除モー ド をサポー ト し ています。

• パススルー ： このモー ド を選択する と、 Quest QoreStor システムで重複排除処理が実行されます。

パススルー ・ モー ド では、 NetVault Backup ク ラ イアン ト 側に 200 MB 以上の空き メ モ リ を必要と

し ます。

• 最適化 ： このモー ド を選択する と、 NetVault Backup ク ラ イアン ト で重複排除処理が実行されます。

最適化モー ド では、 NetVault Backup ク ラ イアン ト 側に 4 GB 以上の空き メ モ リ を必要と し ます。

• 自動 ： このモー ド を選択する と、 NetVault Backup はパススルーおよび最適化の条件に基づいて重

複排除モー ド （パススルーまたは最適化） を決定し ます。

表 32. QoreStor のメ デ ィ ア と し てコ ンテナを追加する

オプシ ョ ン 説明
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NetVault SmartDisk は、 バイ ト レベルの可変ブロ ッ クに基づ く ソ フ ト ウ ェ ア重複排除機能を使用し て、 同じ ス ト

レージ領域に最大 12 倍のデータ を圧縮し て格納し、 ス ト レージ ・ フ ッ ト プ リ ン ト を 92% 削減し ます。 NetVault 
SmartDisk は、 NetVault Backup とは別個にイ ンス ト ールされされます。 

NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスは、 1 つまたは複数のス ト レージ ・ プールと、 バッ クア ッ プおよび重複排除の

操作を実行するプロセス ・ セ ッ ト で構成されています。 ス ト レージ ・ プールは 1 つ以上のフ ァ イル ・ システム ・

ボリ ュームで構成され、 フ ァ イル ・ システム ・ パスを追加する こ と で簡単に拡張する こ とができます。 イ ンス タ
ンスは異機種混在プ ラ ッ ト フ ォームからのデータ ・ ス ト リームを受信できます。

重複排除が有効 （デフ ォル ト ・ モー ド） な NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスを専用の NetVault SmartDisk サー

バーまたは NetVault Backup ク ラ イアン ト にイ ンス ト ールする こ とができます （重複排除が有効な場合は、

NetVault SmartDisk を NetVault Backup サーバーにイ ンス ト ールする こ とはできません）。 重複排除が無効な場

合は、 NetVault Backup サーバーをホス ト ・ マシン と し て選択する こ と もできます。 

NetVault SmartDisk のイ ンス ト ールと設定についての詳細は、 『Quest NetVault SmartDisk イ ンス ト レーシ ョ ン ・

ガイ ド』 および 『Quest NetVault SmartDisk ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

NetVault SmartDisk の追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア用に NetVault SmartDisk を使用するには、 まず NetVault Backup サーバーにデバイ

スを追加する必要があり ます。 設定ウ ィ ザー ド を使って、 このデバイスを追加、 設定する こ とができます。 

NetVault SmartDisk を NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［NetVault SmartDisk］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ

ク し ます。

3 ［NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

図 9. ［NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの追加］ ページ
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表 33. NetVault SmartDisk の追加

4 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てデバイスを追加し ます。

5 デバイスが正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

セーブセ ッ ト およびバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを
NetVault SmartDisk から QoreStor へ移行する
移行機能を使用し て、 セーブセ ッ ト およびバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを NetVault SmartDisk デバイスから QoreStor
に移行し ます。 一連の移行で、 保存されているスケジュール済みのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがすべて ターゲッ ト の
NetVault SmartDisk デバイスから ターゲッ ト の QoreStor デバイスにリ ダイ レ ク ト されます。 このプロセスは、

既存のバッ クア ッ プからデータが移行される前に行われます。

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト ワーク名 /IP ア ド レ

ス

NetVault SmartDisk を イ ンス ト ールするホス ト の、 完全修飾ド メ イ ン名

（FQDN） または IP ア ド レスを入力し ます。 この情報は、 NetVault Backup
サーバー上にデバイスを配備する場合でも入力する必要があ り ます。 
サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ ポー ト この設定のデフ ォル ト 値は、 0 です。 デバイスがデフ ォル ト のポー ト で待

ち受けている場合、 値を変更し ないよ う 注意する必要があ り ます。 
デフ ォル ト ・ ポー ト 以外のポー ト で待ち受けるデバイスの場合は、
percolator.cfg フ ァ イルの 「Network Settings:Remote Listen Port」 で設

定されているポー ト 番号を入力し ます。 NetVault SmartDisk のデフ ォル ト

以外のポー ト の設定についての詳細は、 『Quest NetVault SmartDisk ア ド ミ

ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault Backup サーバーに同じ名前で追加されて

いる場合は、 ［強制追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ
ンは、 障害復旧で NetVault Backup サーバーの再構築を行っている場合に

役立ちます。

WebDAV 資格情報の設定 データへの不正アクセスを防止するため、 NetVault SmartDisk のサーバー

要求に対し て WebDAV 認証を設定する こ とができます。 NetVault 
SmartDisk では、 WebDAV によるダイジ ェ ス ト ・ アクセス認証を使用し ま

す。 NetVault SmartDisk サーバーの認証の設定についての詳細は、 『Quest 
NetVault SmartDisk ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださ

い。

NetVault SmartDisk 上で WebDAV 認証が有効になっている場合、 この

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て以下の情報を指定し ます。

• ［ユーザー名］ ： NetVault SmartDisk サーバーに設定されているユー

ザー ・ アカウン ト を指定し ます。

• ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

• ［パスワー ドの確認］ ： 確認のためにパスワー ド を再入力し ます。

メ モ ： NetVault SmartDisk サーバーで WebDAV 認証を有効にし ても、

NetVault Backup サーバーで認証の詳細を設定し ないと、 そのデバイスを

使用し たバッ クア ッ プ と リ ス ト ア操作は適切なエラー ・ メ ッ セージを報告
せずに失敗し ます。 また、 そのデバイスに対するスキャ ン操作も失敗し ま
す。

メ モ ： NetVault Backup には、 NetVault SmartDisk デバイスに対し て有効に

された WebDAV 認証を無効にする方法は用意されていません。 WebDAV
認証を無効にするには、 NetVault SmartDisk デバイスを NetVault Backup
サーバーから削除し てから、 も う 一度追加する必要があ り ます。
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重要
• QoreStor は、 Linux ベースのプラ ッ ト フ ォームでのみサポー ト されています。

• 特定の NetVault Backup サーバーおよび NetVault SmartDisk に関連付けられているすべてのセーブセ ッ

ト が新しいターゲッ ト に移行されます。 特定のセーブセ ッ ト を選択する こ とはできません。

• 移行によ りバッ クア ッ プ と セーブセ ッ ト のデータは QoreStor デバイスに移動し ますが、 NetVault Backup
は NetVault SmartDisk のデータ を削除し ません。 また、 移行完了後に、 NetVault Backup を使用し て

NetVault SmartDisk のデータ を削除する こ とはできません。 データは手動で削除する必要があ り ます。

• すべて期限切れにする機能は、 移行プロセス中、 自動的に無効にな り ます。 ただ し、 新しいターゲッ ト
では無効になっていません。

• 移行に失敗し た場合、 または手動で移行を停止し た場合、 すでに移行されたセーブセ ッ ト は自動的に新
しいターゲッ ト をポイ ン ト し ます。 移行を再開する と、 移行されなかったセーブセ ッ ト のみが処理され
ます。 また、 対応するバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ も自動的に更新され、 新しいターゲッ ト をポイ ン ト し ます。
該当セーブセ ッ ト の移行が中断された場合でも、 元のターゲッ ト には戻り ません。

特定のセーブセ ッ ト の移行ができなかった場合は、 最初のパスの完了後に移行を再度、 実行する こ とが
できます。 移行の失敗の原因によ り、 残りのセーブセ ッ ト が次のパスで移行を完了する場合があ り ます。

• 別のターゲッ ト を選択するために移行プロセスを中断し た場合は、 新しいターゲッ ト に リ ダイ レ ク ト さ
れたバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが新しいターゲッ ト をポイ ン ト するよ う 手動で更新を行う必要があ り ます。

• NetVault Backup では、 同時並行で実施できる移行の数に制限はあ り ませんが、 Quest では各移行は別々

に処理する こ と を推奨し ています。

• ターゲッ ト に十分な領域がある場合は、 別々の NetVault SmartDisk デバイスからの複数のセーブセ ッ ト

を同じ QoreStor デバイスに移行する こ とができます。 空き領域がない場合は、 移行に失敗し ます。

• 同じ セーブセ ッ ト を別の QoreStor デバイスに移行する こ とができますが、 セーブセ ッ ト は最後に選択し

た QoreStor デバイスをポイ ン ト する こ とにな り ます。

• 移行プロセス中、 Quest では、 移行し ているる NetVault SmartDisk デバイスを ターゲッ ト とするバッ ク

ア ッ プ ・ ジ ョ ブの開始は避ける こ と を強 く 推奨し ています。

• ス ト レージ ・ グループは最大 5 つまで、 すべてのス ト レージ ・ グループに対し てコ ンテナは最大 16 個ま

で作成できます。

QoreStor では、 マルチテナン ト はサポー ト し ていません。

• NetVault Backup では、 RDA デバイスのひとつのタ イプから別のタ イプへのセカ ンダ リ ・ コ ピーの移行は

サポー ト し ていません。

フ ェーズ 2 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの複製方法を使用し、 同様に NetVault SmartDisk デバイスを ターゲ ッ

ト とするセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成する と、 移行完了後にジ ョ ブが失敗する可能性があ り ます。 両方の
ジ ョ ブが NetVault SmartDisk デバイスを ターゲッ ト にし た場合に発生し ます。 移行中に、 プ ラ イマ リ ・

ジ ョ ブが QoreStor デバイスなどの新しいターゲッ ト に移行され、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが正常に完了し

ます。 セカ ンダ リ ・ ジ ョ ブではターゲッ ト と し て NetVault SmartDisk デバイスを認識し たままであるた

め、 これが失敗の原因と な り ます。

• 異なる RDA デバイス ・ タ イプでセカ ンダ リ ・ コ ピー機能を使用する こ とはできますが、 RDA デバイス

と NetVault SmartDisk デバイスでは使用できません。 RDA デバイスを ターゲッ ト と し て使用する新しい

セカ ンダ リ ・ コ ピーを作成する必要があり ます。
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セーブセ ッ ト とバッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブの移行
1 必ず、 Linux ベースの QoreStor デバイスを NetVault Backup サーバーに追加し ておいて く だ さい。

詳細は、 「Quest DR Series システム」 または 「Quest QoreStor」 を参照し て く だ さい。

2 NetVault SmartDisk デバイス と QoreStor デバイスがオン ラ イ ンになっている こ と と、 同じ NetVault 
Backup サーバーに割り当てられている こ と を確認し て く だ さい。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［デバイス管理］ ページで、 NetVault SmartDisk デバイス と QoreStor デバイスのステータ スを確

認し ます。

図 10. デバイスがオン ラ イ ンの状態

3 該当するバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト がオン ラ イ ンの NetVault SmartDisk デバイスをポイ ン ト し ている

こ と を確認し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

c ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 リポジ ト リ ・ テーブルで該当するデバイスを選択し、
［リ ポジ ト リ調査］ を ク リ ッ ク し ます。

d ［デ ィ スク ・ ス ト レージ ・ リ ポジ ト リの調査］ ページで、 ［セーブセ ッ ト ・ テーブル］ に記載され
ている情報を確認し ます。

e ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

f NetVault SmartDisk から QoreStor デバイスに移行するセーブセ ッ ト ご とに、 これらの手順を繰り

返し ます。

4 移行プロセスを開始する準備ができたら、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ま
す。

5 NetVault SmartDisk デバイスのデバイス管理の アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

6 ［RAS デバイス管理］ ページで、 ［移行の開始］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［ターゲッ ト ・ デバイスの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 NetVault SmartDisk のセーブセ ッ ト の移行先

にする QoreStor デバイスを選択し ます。

8 既存のターゲッ ト ・ セ ッ ト を選択するか、 保存またはスケジュールされたバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのター
ゲッ ト 先と なる新規のターゲッ ト ・ セ ッ ト を作成し て、 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。

9 移行の進捗状況を監視するには、 ［ログの確認］ を ク リ ッ ク し ます。

［ログ参照］ ページにすべての NetVault Backup ログが表示されます。 NetVault SmartDisk のみを表示するには、

テキス ト ・ ボ ッ クスに NVSD と入力し ます。 プロセスは移行されたセーブセ ッ ト の割合で表示されます。
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EMC Data Domain システム
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• EMC Data Domain システムについて

• Data Domain システムの前提条件

• Data Domain システムの追加

• DD Boost コマン ド

EMC Data Domain システムについて
EMC Data Domain システムは、 ス ト レージ要件を 10 ～ 30 倍も減らすイ ン ラ イ ン重複排除機能を持つ、 デ ィ ス

ク ・ ベースのス ト レージを提供し ています。 

NetVault Backup は、 EMC DD Boost ソ フ ト ウ ェ アを使った Data Domain システムのシームレスな統合手段を提

供し てお り、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウを最小限に抑えて最適化されたデ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プを実行
し ながら、 ス ト レージ / ネ ッ ト ワーク帯域幅の要件を減らすこ とができます。

DD Boost のコ ンポーネン ト

DD Boost ソ フ ト ウ ェ アには、 2 つのコ ンポーネン ト が含まれています。

• DD Boost ラ イブラ リ ： このコ ンポーネン ト は NetVault Backup サーバー上で動作し、 Data Domain シス

テム上で動作する DD Boost サーバーと通信するためのイ ン ターフ ェ イスを提供し ています。

• DD Boost サーバー ： このコ ンポーネン ト は Data Domain システム上で動作し ます。

DD Boost の機能

DD Boost は、 以下の機能を提供し ています。

• 分散セグ メ ン ト 処理 ： DD Boost は、 バッ クア ッ プ ・ ク ラ イアン ト またはバッ クア ッ プ ・ サーバーの重複

排除処理の一部の負荷を軽減し、 このク ラ イアン ト またはサーバーは一意のデータ ・ セグ メ ン ト のみを
Data Domain システムに送信する こ とができます。 

分散セグ メ ン ト 処理には、 次のよ う な利点があり ます。

▪ ス ト レージ ・ システムの総合的なバッ クア ッ プ ・ スループ ッ ト を高め、 ネ ッ ト ワーク経由で転送
されるデータ量を減ら し ます。 

▪ バッ クア ッ プ ・ サーバーのプロセ ッサ使用率を低下させます。 これは、 ネ ッ ト ワーク経由のデー
タ送信は、 分散重複排除処理よ り も CPU を多 く 消費するためです。

この機能を利用し ない場合、 DD Boost ラ イブラ リはすべてのデータ （一意または冗長な） を Data 
Domain システムに送信し て、 重複排除処理を行います。

• 高度な負荷分散と リ ン ク ・ フ ェ イルオーバー ： この機能によ り、 複数の Ethernet リ ン ク を単一のグルー

プにま とめ、 バッ クア ッ プ ・ アプ リ ケーシ ョ ンに単一のイ ン ターフ ェ イスを登録する こ とができます。
Data Domain システムは、 複数イ ン ターフ ェ イス上のバッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの負荷を自動的に

分散し、 グループ内のいずれかのイ ン ターフ ェ イスが停止し た場合には、 利用可能な他のイ ン ターフ ェ
イスにジ ョ ブを割り当てます。

メ モ ： NetVault Backup Starter Edition は DD Boost をサポー ト し ていません。
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• フ ァ イルのレプ リ ケーシ ョ ン ： フ ァ イル ・ レベルのレプ リ ケーシ ョ ンによ り、 複数の DD Boost 対応

Data Domain システム間で重複排除されたデータ を直接転送し、 これによ り、 WAN の必要帯域幅を最大

99 パーセン ト 減らすこ とができます。 Data Domain システムは、 バッ クア ッ プ ・ サーバー上のリ ソース

を何も使用せずに、 複製コ ピーを作成および転送し ます。

レプ リ ケーシ ョ ンには、 オプシ ョ ンの DD Boost Replicator ラ イセンスが必要です。 このラ イセンスは、

関連するすべての Data Domain システムにイ ンス ト ールする必要があり ます。

ソース と ターゲッ ト の Data Domain システムで稼働し ている Data Domain OS のバージ ョ ンが異なる場

合にレプ リ ケーシ ョ ンを成功させるには、 ターゲッ ト ・ システム側で上位バージ ョ ンの OS を稼働する必

要があり ます。

Data Domain システムの前提条件
NetVault Backup サーバーに Data Domain システムを追加する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認し ま

す。

• Data Domain システムに DD Boost ラ イセンスを イ ンス ト ールする ： バッ クア ッ プ / リ ス ト アに Data 
Domain システムを使用するには、 必要な DD Boost ラ イセンスを イ ンス ト ールし て、 Data Domain シス

テムで DD Boost を有効にする必要があり ます。

• DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を作成する ： バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア目的でデバイスにログオンす

るために使用する、 Data Domain システムに DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を作成し ます。

• 必要な DD Boost 機能の設定 ： Data Domain システムで、 使用する機能を設定し ます。 DD Boost 機能の

有効化と設定についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 の 「DD Boost」 セクシ ョ ンを参照し て

く だ さい。

• 必要なフ ァ イアウォール ・ ポー ト を開 く ： DD Boost バッ クア ッ プおよびレプ リ ケーシ ョ ンを フ ァ イア

ウォールをまたいで実行するには、 Data Domain システムの以下のポー ト を開 く 必要があ り ます。

▪ TCP 2049 （NFS）

▪ TCP 2051 （レプ リ ケーシ ョ ン）

▪ TCP 111 （NFS portmapper）

▪ TCP xxx （NFS マウン ト 用に適切なポー ト を選択）

• Windows に Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッ ケージを イ ンス ト ールする ： Windows ベー

スの NetVault Backup サーバーに、 Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッ ケージを イ ンス ト ール

し ます。 この要件は、 サポー ト し ているすべての Windows プラ ッ ト フ ォームに適用されます。 Windows
上にこのパッ ケージを イ ンス ト ールし ないと、 DD Boost ラ イブラ リのロー ドは失敗し ます。

• ネ ッ ト ワーク ・ タ イムアウ ト の設定 ： バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの完了までには、 多 く の場合長時

間を要し ます。 DD Boost ラ イブラ リは一時的なネ ッ ト ワーク中断から復帰する こ とができますが、 デー

タ保護アプ リ ケーシ ョ ンに設定されている タ イムアウ ト 値が小さすぎる と、 データ保護アプ リ ケーシ ョ
ン ・ システムのオペレーテ ィ ング ・ システムが早期にジ ョ ブを中断し て し ま う 可能性があ り ます。 これ
を防止するために、 タ イムアウ ト は、 30 分 （1800 秒） 以上に設定する こ と をお勧めし ます。
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Data Domain システムの追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア用に Data Domain システムを使用するには、 まず NetVault Backup サーバーにデバ

イスを追加する必要があり ます。 設定ウ ィ ザー ド を使って、 このデバイスを追加、 設定する こ とができます。

Data Domain システムを NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Data Domain Boost デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］

を ク リ ッ ク し ます。

3 ［EMC DDBoost ス ト レージの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

図 11. ［EMC DDBoost ス ト レージの追加］ ページ

表 34. Data Domain システムの追加

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト ワーク名 /IP ア ド レ

ス

Data Domain システムの、 完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） または IP ア ド レ

スを入力し ます。 
サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗し ます。

ユーザー名 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア目的でデバイスにログオンするために使用す
る、 DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 デバイスを NetVault 
Backup サーバーに追加する前に、 Data Domain システム上にユーザー ・

アカウン ト の作成が必要です。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

コ ンテナ コ ンテナ名を入力し ます。 指定し たコ ンテナが Data Domain システム上に

存在し ない場合、 サーバーにデバイスを追加する と きに NetVault Backup
によ って自動的に作成されます。 1 つの Data Domain システム上に複数の

コ ンテナを構成できます。

NetVault Backup に追加された各 Data Domain システムが、 コ ンテナを表

し ています。

ブロ ッ ク ・ サイズ データ転送のブロ ッ ク ・ サイズを入力または選択し ます。 ブロ ッ ク ・ サイ
ズは KiB 単位で指定し ます。 デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイズは 128KiB で

す。
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4 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てデバイスを追加し ます。

5 デバイスが正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

DD Boost コマン ド
このセクシ ョ ンは、 Data Domain システムで DD Boost 機能を管理するために使用できる、 DD Boost コマン ド

について簡単に説明し ています。 これらのコ マン ドの説明についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 の

「DD Boost」 セクシ ョ ンを参照し て く ださい。 GUI ベースの Enterprise Manager を使った DD Boost の設定方法

についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 を参照し て く ださい。

DD Boost ア クセス

• DD Boost アクセス ・ リ ス ト にク ラ イアン ト を追加する

ddboost access add clients < ク ラ イアン ト ・ リ ス ト >
• DD Boost アクセス ・ リ ス ト から ク ラ イアン ト を削除する

ddboost access del clients < ク ラ イアン ト ・ リ ス ト >
• DD Boost アクセス ・ リ ス ト を出荷時のデフ ォル ト に リ セ ッ ト する

ddboost access reset
• DD Boost を有効にする

ddboost enable

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 32 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナを

追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・ ス

ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定する こ とができ

ます。 
複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault Backup サーバーに同じ名前で追加されて

いる場合は、 ［強制追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ
ンは、 障害復旧で NetVault Backup サーバーの再構築を行っている場合に

役立ちます。

メ モ ： Data Domain システムを追加する と、 NetVault Backup によ って、 デバイス上に複数のメ タデータ ・

フ ァ イルが作成されます。 Data Domain システムを追加し た各 NetVault Backup サーバーは、 それぞれ独

自のメ タデータ ・ フ ァ イル ・ セ ッ ト を作成し ます。 
NetVault Backup では、 stats.stnz フ ァ イルに Data Domain システムのデータ転送統計情報を出力し ます。

このフ ァ イルは nvstatsmngr プロセスによ って使用されるため、 定期的に更新されるよ う にし てお く 必要

があり ます。 ただ し、 あま り頻繁に更新する と、 システムのパフ ォーマンスが大幅に低下する可能性があ
り ます。 デフ ォル ト では、 NetVault Backup は 5 秒ご と、 または 10 ブロ ッ クのデータが転送されるたびに

フ ァ イルを更新し ます。 このデフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページで変更できます。 詳細は、 「Foreign 
RAS デバイスの転送更新の設定」 を参照し て く ださい。

表 34. Data Domain システムの追加

オプシ ョ ン 説明
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• DD Boost を無効にする

ddboost disable
• DD Boost アクセス ・ リ ス ト を表示する

ddboost access show
• DD Boost ステータ スを表示する （有効または無効）

ddboost status
• アク テ ィ ブなク ラ イアン ト 数および接続数を表示する

ddboost show connections
このコマン ドは、 アク テ ィ ブなク ラ イアン ト 数、 DD Boost が使用し ている接続数、 および特定のグルー

プが使用し ている接続数を表示し ます。 また、 利用可能なイ ン ターフ ェ イスの概要も提供し ています。

• Data Domain システムからすべてのス ト レージ ・ ユニ ッ ト およびその内容を削除する

ddboost destroy
このコマン ドは、 ス ト レージ ・ ユニ ッ ト からすべてのデータ を削除し ます。 対応する カ タ ログ ・ エン ト
リは手動で削除する必要があり ます。

DD Boost ユーザー

• DD Boost ユーザーを設定する

ddboost set user-name < ユーザー名 >
• 現在のユーザーを表示する

ddboost show user-name
• DD Boost ユーザーを リ セ ッ ト する

ddboost reset user-name

分散セグ メ ン ト 処理
• 分散セグ メ ン ト 処理を有効または無効にする

ddboost option set distributed-segment-processing {enabled | disabled}
• 分散セグ メ ン ト 処理オプシ ョ ンのステータ スを表示する （有効または無効）

ddboost option show distributed-segment-processing
• 分散セグ メ ン ト 処理をデフ ォル ト のオプシ ョ ン （有効） に リ セ ッ ト する

ddboost option reset distributed-segment processing

フ ァ イルのレプ リ ケーシ ョ ン
• フ ァ イルのレプ リ ケーシ ョ ンを有効にする

ddboost file-replication option set {encryption {enabled | disabled}| 
low-bw-optim {enabled | disabled}
以下の点に注意し ます。

▪ フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ンを有効にするには、 このオプシ ョ ンを ソースおよびターゲッ ト Data 
Domain システムの両方に設定する必要があ り ます。 このオプシ ョ ンは管理者のみが設定する こ と

ができます。
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▪ 暗号化を使用するには、 ソース / ターゲッ ト システムの両方で encryption オプシ ョ ンを有効にす

る必要があり ます。

▪ 低帯域幅の最適化オプシ ョ ン （low-bw-optim） は、 合計帯域幅が 6Mbps 未満のネ ッ ト ワークに対

し てのみ使用する こ と をお勧めし ます。 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で無効になっています。 最
大限のフ ァ イルシステム書き込みパフ ォーマンスを維持するには、 このオプシ ョ ンを無効にする
必要があり ます。

• 暗号化または低帯域幅最適化オプシ ョ ンのステータ ス （有効または無効） を表示する

ddboost file-replication option show [low-bw-optim]| [encryption]
• フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ンの低帯域幅最適化または暗号化オプシ ョ ンを リ セ ッ ト する

ddboost file-replication option reset {low-bw-optim | encryption}
• フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ン統計情報を表示する

ddboost file-replication show stats
• フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ン統計情報を リ セ ッ ト する

ddboost file-replication reset stats
• DD Boost フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ン転送のステータ スを表示する

ddboost file-replication show active
• ソースおよびターゲッ ト ・ システム間のデータ転送履歴を表示する

ddboost file-replication show history [duration duration{day | hr}] 
[interval hr]
このコマン ドは、 圧縮前および圧縮後のデータ量、 ネ ッ ト ワーク転送データ、 低帯域幅最適化係数、 お
よびエラー数を表示し ます。

イ ン ターフ ェ イス ・ グループ （ifgroup）

• イ ン ターフ ェ イスを追加する

ddboost ifgroup add interface <IP ア ド レス >
• グループから イ ン ターフ ェ イスを削除する

ddboost ifgroup del <IP ア ド レス >
このコマン ド を実行する前に、 削除する イ ン ターフ ェ イスがバッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ ジ ョ ブで使用され

ていないこ と を確認し て く だ さい。

• 高度な負荷分散と リ ン ク ・ フ ェ イルオーバーを有効化する

ddboost ifgroup enable
• 高度な負荷分散と リ ン ク ・ フ ェ イルオーバーを無効化する

ddboost ifgroup disable
• 高度な負荷分散と リ ン ク ・ フ ェ イルオーバーを削除し て ifgroup を無効化する

ddboost ifgroup reset
このコマン ドは、 ddboost ifgroup disable コマン ドの実行後に複数の ddboost ifgroup del 
interface ipaddr コマン ド を実行する場合と同じ です。

• ifgroup に追加されたイ ン ターフ ェ イスを表示する

ifgroup show config
• リ ン クの合計ステータ スを表示する

ifgroup status
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ス ト レージ ・ ユニ ッ ト
• ス ト レージ ・ ユニ ッ ト を作成する

ddboost storage-unit create < ス ト レージ ・ ユニ ッ ト 名 >
• ス ト レージ ・ ユニ ッ ト を削除する

ddboost storage-unit delete < ス ト レージ ・ ユニ ッ ト 名 >
対応する カ タ ログ ・ エン ト リは手動で削除する必要があ り ます。

• すべてのス ト レージ ・ ユニ ッ ト 名または指定し たス ト レージ ・ ユニ ッ ト 内のすべてのフ ァ イル名を表示
する

ddboost storage-unit show [compression] [storage-unitname]
すべてのス ト レージ ・ ユニ ッ ト のオ リ ジナルのバイ ト ・ サイズ、 グローバル圧縮、 およびローカル圧縮
を表示するには、 compression オプシ ョ ンを使用し ます。

統計情報
• エラー数も含めた読み取り - 書き込み統計情報の表示

ddboost show stats [interval seconds] [count count]
• ネ ッ ト ワーク接続が失われた場合、 すべての統計情報を リ セ ッ ト またはすべてのジ ョ ブ接続を ク リ ア

ddboost reset stats
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Snapshot Array Manager
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• サポー ト されるス ト レージ ・ アレ イ ・ マネージャ

• 前提条件

• Snapshot Array Manager の追加

サポー ト されるス ト レージ ・ アレ イ ・ マネージャ
• Dell Enterprise Manager

• Huawei OceanStor Device Manager

前提条件
Snapshot Array Manager を追加する前に、 次の条件が満たされている こ と を確認し、 考慮し て く だ さい。

• NetVault Backup では、 Plug-in for FileSystem を使用し たスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プがサ

ポー ト されます。

• Dell Compellent ス ト レージ ・ セン ター ・ バージ ョ ン 7.1.12.2 以降。 （NetVault Backup バージ ョ ン 12.0 以

降）

• Huawei OceanStor Device Manager バージ ョ ン V300R006C00 パッ チ ・ バージ ョ ン SPC100 以降。

（NetVault Backup バージ ョ ン 12.2 以降）

• Dell Compellent ス ト レージ ・ アレ イおよび Huawei OceanStor Device Manager では、 Windows Server 
2008R2、 2012、 2012R2、 および 2016 の各 Windows プ ラ ッ ト フ ォームをサポー ト し ています。

Snapshot Array Manager の追加
アレ イ ・ マネージャは、 ス ト レージ ・ セン ターを監視および管理するための集中管理コ ン ソールを提供し ます。
スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア用にス ト レージ ・ アレ イ を使用するには、 サポー ト さ
れているデバイス ・ マネージャ を Windows オペレーテ ィ ング ・ システム上で実行されている NetVault Backup
サーバーに追加する必要があり ます。

設定ウ ィ ザー ド を使って、 Enterprise Manager を追加および設定する こ とができます。

Snapshot Array Manager を NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Snapshot Array Manager］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［Snapshot Array Manager の追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。
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4 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てデバイスを追加し ます。

5 Enterprise Manager が正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

仮想テープ ・ ラ イブラ リ
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ について

• 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの検討事項

• 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの作成と追加

• 前に作成し た VTL の再追加

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ について
VTL （Virtual Tape Library、 仮想テープ ・ ラ イブラ リ） は、 デ ィ スク上のテープ ・ ラ イブラ リ をエ ミ ュ レー ト し

ます。 VTL は、 NetVault Backup にラ イセンス可能なオプシ ョ ン と し て含まれています。 

VTL を使用する と、 デ ィ スクへのバッ クア ッ プを迅速に実行する柔軟性が備わり、 ピーク と なる時間帯を外し て

バッ クア ッ プをオフサイ ト でス ト レージする物理デバイスにコ ピーまたは移行する こ とができます。 メ デ ィ ア ・
マネージャでは、 仮想テープ と物理テープを区別し ません。 し たがって、 リ タ イア期間やローテーシ ョ ン ・ ス
キームなどを含め、 同じ プロセスを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを設定する こ とができます。

VTL はデ ィ スク上ではデ ィ レ ク ト リ と し て表示されます。 各 VTL には、 drives、 slots、 および media の 3 つの

デ ィ レ ク ト リがあり ます。 これらのデ ィ レ ク ト リ には、 い く つかのサブデ ィ レ ク ト リが含まれています。 仮想ド
ラ イブは、 drives サブデ ィ レ ク ト リ内にフ ァ イルと し て存在し ています。 これらのフ ァ イルにはメ デ ィ ア ・

フ ァ イルへのリ ン クが含まれます。 仮想テープは、 media デ ィ レ ク ト リ内に メ デ ィ ア ・ フ ァ イルと し て存在し て

います。 仮想テープがスロ ッ ト と ド ラ イブ間で移動する と、 メ デ ィ ア ・ フ ァ イル自体は media デ ィ レ ク ト リ内

に残り、 ド ラ イブ ・ フ ァ イルと スロ ッ ト ・ フ ァ イルが変更されメ デ ィ アの移動をエ ミ ュ レー ト し ます。

表 35. Snapshot Array Manager の追加

オプシ ョ ン 説明

デバイスの表示名 Enterprise Manager の表示名を指定し ます。

Array Manager のタ イプ ド ロ ッ プ ・ ダウン ・ リ ス ト から、 サポー ト されているス ト レージ ・ アレ
イ ・ マネージャ を選択し ます。

ネ ッ ト ワーク名 /IP ア ド レ

ス

Enterprise Manager の完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） または IP ア ド レスを

入力し ます。

サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 Enterprise Manager の追加は失

敗し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ ポー ト すべてのク ラ イアン ト から通信を受信するために、 サポー ト されているデ
バイスのポー ト 番号を設定し ます。 サポー ト されているデバイス ・ マネー
ジャのデフ ォル ト のポー ト 番号は次のとお り です。

• Dell Enterprise Manager ： 3033
• Huawei OceanStor Device Manager ： 8088

Enterprise Manager で Web サーバーのポー ト を変更し た場合は、 ポー ト 番

号を指定し ます。

ユーザー名 Enterprise Manager へのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定

し ます。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。
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VTL は同時に多 く の NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ バッ クア ッ プを処理する こ とができます。 物理ラ イブ ラ リ

と同様、 VTL に含まれる ド ラ イブ数によ って同時に実行できる操作数が変わり ます。 スロ ッ ト 数は設定された ド

ラ イブ数と同じ、 またはそれ以上である必要があり ます。 オペレーテ ィ ング ・ システムによ って最大フ ァ イル ・
サイズの限度が異な り、 最大 VTL メ デ ィ ア ・ サイズに影響し てきます。

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの検討事項
VTL の作成や追加を行う前に、 以下の情報を確認する必要があ り ます。

• NetVault Backup では VTL を作成する前に、 デ ィ スク空き容量をチ ェ ッ ク し て ターゲッ ト ・ デ ィ スクに新

規 VTL 用の十分な空き容量がある こ と を確認し ます。 

通常のフ ァ イル ・ システムでは、 デ ィ スク空き容量チ ェ ッ ク機能を使用し て VTL 作成中のエラーを回避

する こ とができます。 サー ドパーテ ィ の重複排除アプ ラ イアンスまたは圧縮フ ァ イル ・ システムに VTL
を作成する場合は、 この機能を無効化する必要があ り ます。 詳細は、 「デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ン
のデフ ォル ト の設定」 を参照し て く だ さい。

• デ ィ スク容量チ ェ ッ ク中は、 以下のよ う にし てデ ィ スクに必要な空き容量が計算されます。

スロ ッ ト 数 × メ デ ィ ア容量＋ <x>
こ こで <x> は、 以下の要件を考慮し た追加のデ ィ スク空き容量です。

▪ VTL のデ ィ レ ク ト リ構造の作成に必要なデ ィ スク空き容量。 この要件は、 フ ァ イル ・ システムに

よ って異な り ます。

▪ システム上で実行中のその他のアプ リ ケーシ ョ ンに必要なデ ィ スク空き容量。

デフ ォル ト で、 追加のデ ィ スク空き容量の要件は 「20」 MB に設定されています。 このスケジュールの変

更についての詳細は、 「デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ンのデフ ォル ト の設定」 を参照し て く だ さい。

• ターゲッ ト ・ デ ィ スクに、 指定し た VTL に対応できる十分な領域がない場合は、 デバイス ・ エ ミ ュ レー

シ ョ ン ・ プロセスは終了し、 メ ッ セージが表示されます。

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの作成と追加
設定ウ ィ ザー ド を使用し て、 NetVault Backup サーバーまたは SmartClient に仮想テープ ・ ラ イブラ リ を作成で

きます。 VTL の作成時には、 仮想テープ ・ ド ラ イブやスロ ッ ト の数を選択し、 仮想テープのサイズを指定する こ

とができます。 デバイスの作成後、 サーバーに自動的に追加されます。

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ を作成、 追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ］ オプシ ョ ン

を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

メ モ ： VTL は、 フ ァ イル ・ システム （NTFS、 UFS、 ext3 など） およびデ ィ スク ・ システム （IDE、 SCSI、
iSCSI など） には依存し ませんが、 リムーバブル ・ ド ラ イブに常駐する フ ァ イル ・ システムはサポー ト し

ていません。
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図 12. ［仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの追加］ ページ

表 36. 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リの追加

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てデバイスを作成、 追加し ます。

6 デバイスが正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

前に作成し た VTL の再追加
設定ウ ィ ザー ド を使用し て、 以前に作成し た仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ を見つけ、 そのデバイスをサーバーに追加
できます。 この方法を使用し て、 サーバーから削除されたデバイスを追加できます。

前に作成し た VTL を再追加するには ：

1 デバイス設定ウ ィ ザー ド を開始し ます。 

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで、 ［仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ］ オプシ ョ ン

と ［以前生成された仮想デバイスを再追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

オプシ ョ ン 説明

新規デバイスを作成する
デ ィ スク上の位置を選択

VTL を作成する場所を指定し ます。 
そのパスが、 選択し たマシン上ですでに作成されている こ と を確認し ます。
NetVault Backup では、 このパスに含まれていないデ ィ レ ク ト リは作成し

ません。

デバイス名を選択 デバイスの一意の名前を指定し ます。

デバイスの表示名 デバイスの表示名を指定し ます。

5 文字のメ デ ィ ア ・ バー

コー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを
選択

NetVault Backup サーバーは、 自動的にバーコー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを生

成し、 それを VTL メ デ ィ アに割り当てます。 これを変更する場合は、 デバ

イスに対する一意のコー ド を入力し ます。

メ デ ィ ア容量指定 仮想テープのサイズを入力または選択し ます。 メ デ ィ ア ・ サイズは GiB 単

位で指定し ます。 各スロ ッ ト には指定サイズのメ デ ィ アが含まれます。 デ
フ ォル ト 値は、 32GiB です。

ド ラ イブ数の選択 VTL のド ラ イブ数を入力または選択し ます。 最大 100 ド ラ イブを作成する

こ とができます。 デフ ォル ト 値は、 2 ド ラ イブです。

スロ ッ ト 数の選択 メ デ ィ アを保持する合計スロ ッ ト 数を入力または選択し ます。 最大 999 の

スロ ッ ト を指定する こ とができます。 デフ ォル ト 値は、 16 スロ ッ ト です。

メ モ ： VTL 作成にかかる時間は、 VTL に指定された メ デ ィ ア容量およびスロ ッ ト 数によ って異な り

ます。 必要な時間は VTL サイズに比例し ます。
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3 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 デバイスが作成されたマシンを選択し ます。 ［次へ］ を ク リ ッ ク

し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 検出された VTL を表示し ます。

4 ［デバイス］ リ ス ト で、 追加するデバイスを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスが正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

仮想単体ド ラ イブ
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 仮想単体ド ラ イブについて

• 仮想単体ド ラ イブの作成と追加

仮想単体ド ラ イブについて
仮想単体ド ラ イブは、 デ ィ スク上のテープ ・ ド ラ イブをエ ミ ュ レー ト し ます。 仮想単体ド ラ イブは、 NetVault 
Backup にラ イセンス可能なオプシ ョ ン と し て含まれています。 

仮想単体ド ラ イブを使用する と、 デ ィ スクへのバッ クア ッ プを迅速に実行する柔軟性が備わり、 ピーク と なる時
間帯を外し てバッ クア ッ プをオフサイ ト でス ト レージする物理デバイスにコ ピーまたは移行する こ とができま
す。 メ デ ィ ア ・ マネージャでは、 仮想テープ と物理テープを区別し ません。 し たがって、 リ タ イア期間やロー
テーシ ョ ン ・ スキームなどを含め、 同じ プロセスを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを設定する こ とができま
す。 仮想単体ド ラ イブはデ ィ スク上ではデ ィ レ ク ト リ と し て表示されます。 仮想テープは、 デ ィ レ ク ト リ内に メ
デ ィ ア ・ フ ァ イルと し て存在し ています。 

仮想単体ド ラ イブの作成と追加
設定ウ ィ ザー ド を使用し て、 NetVault Backup サーバーまたは SmartClient に仮想単体を作成できます。 デバイ

スの作成時、 仮想テープのサイズを指定できます。 デバイスの作成後、 サーバーに自動的に追加されます。

仮想単体ド ラ イブを作成、 追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［シングル仮想デ ィ スク ・ デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次
へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［シングル仮想デ ィ スク ・ デバイス］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。
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図 13. ［シングル仮想デ ィ スク ・ デバイス］ ページ

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てデバイスを作成、 追加し ます。

6 デバイスが正常に追加、 初期化される と、 メ ッ セージが表示されます。

共有仮想テープ ・ ラ イブラ リ
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ について

• SVTL の検討事項

• SVTL の前提条件

• SVTL の作成と追加

• 前に作成し た SVTL の再追加

共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ について
NetVault Backup 共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （SVTL） では、 VTL を複数の NetVault Backup マシン と共有し て

LAN を使用せずにバッ クア ッ プする こ とができ、 これによ って VTL 実装が拡張されます。 

SVTL は、 以下のプ ラ ッ ト フ ォームでサポー ト されています。 

• Windows

• Linux （x86 および x86-64）

• Solaris （SPARC および x86-64）

表 37. 仮想単体ド ラ イブの追加

オプシ ョ ン 説明

新規デバイスを作成する
デ ィ スク上の位置を選択

デバイスを作成する場所を指定し ます。 
そのパスが、 選択し たマシン上ですでに作成されている こ と を確認し ます。
NetVault Backup では、 このパスに含まれていないデ ィ レ ク ト リは作成し

ません。

デバイス名を選択 デバイスの一意の名前を指定し ます。

5 文字のメ デ ィ ア ・ バー

コー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを
選択

NetVault Backup サーバーは、 自動的にバーコー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを生

成し、 それを仮想テープに割り当てます。 これを変更する場合は、 デバイ
スに対する一意のコー ド を入力し ます。

メ デ ィ ア容量指定 仮想テープのサイズを入力または選択し ます。 メ デ ィ ア ・ サイズは GiB 単

位で指定し ます。 デ ィ スク上に仮想メ デ ィ アを作成するための十分な容量
がある こ と を確認し ます。 デフ ォル ト 値は、 32GiB です。 
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イ ン ターフ ェ イスは、 フ ァ イバ ・ チャネル、 iSCSI、 または SCSI を使用する こ とができます。 Linux および

Solaris プ ラ ッ ト フ ォームでは、 SCSI_FCP プロ ト コルもサポー ト されています。 デ ィ スクは任意のサイズにす

る こ とができます。 ただ し、 オペレーテ ィ ング ・ システムによる制約が適用されます。 SVTL サイズは実行時に

CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て変更する こ とができます。

図 14. SVTL

SVTL の検討事項
SVTL を設定する前に、 以下の点に注意する必要があ り ます。

• SVTL のサイズは、 デ ィ スク ・ サイズによ って異な り ます。 し たがって、 SVTL のサイズ要件に合う デ ィ

スク を選択する必要があり ます。

• デ ィ スクが、 SVTL にアクセスするすべてのク ラ イアン ト に物理的に接続されている こ と を確認し ます。

SVTL の仮想ド ラ イブ数は、 SVTL にアクセスするマシン数に応じ て異な り ます。 ただし、 現在デ ィ スク

に接続されているマシン数によ って制限はされません。 将来の使用に備えて、 追加デバイスを設定する
こ とができます。

• 仮想アーム ・ チ ェ ンジャ を制御するマシンを選択し ます。 SVTL ド ラ イブは複数のク ラ イアン ト 間で共有

または分散できますが、 仮想アーム ・ チ ェ ンジャ を制御する ク ラ イアン ト は 1 つのみです。

SVTL の前提条件
SVTL を作成する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 一般的な要件

• Linux ベースのシステムでの Raw I/O の設定

• Red Hat Linux への Raw I/O の設定

• Red Hat Enterprise Linux 5 以降への Raw I/O の設定

• SUSE Linux への Raw I/O の設定
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一般的な要件
• SVTL を共有するすべての NetVault Backup ク ラ イアン ト にデ ィ スク ・ アレ イ を接続し ます。 イ ン ター

フ ェ イスには、 フ ァ イバ ・ チャネル、 iSCSI、 または SCSI を使用する こ とができます。 Linux および

Solaris プ ラ ッ ト フ ォームでは、 SCSI_FCP プロ ト コルもサポー ト されています。

• SVTL と し て、 パーテ ィ シ ョ ンまたはボ リ ュームがマウン ト されていない未フ ォーマ ッ ト のデ ィ スク を使

用し ます。 ハー ド ・ デ ィ スク上のパーテ ィ シ ョ ンは SVTL と し て機能し ません。 追加要件には、 以下の

ものが含まれます。

▪ デ ィ スクは複数のイ ン ターフ ェ イスを使用できる必要があ り ます。

▪ Windows の場合、 取り出し不可のデ ィ スクはすべて SVTL と し て機能する こ とができます。

▪ NetVault Backup では、 マルチパス、 パワーパス、 またはソ フ ト ウ ェ アの RAID テ ク ノ ロジはサ

ポー ト されていません。

• Windows の場合は、 デ ィ スク または LUN 上の既存のボリ ュームを削除し てから、 そのデ ィ スクまたは

LUN を使用し て SVTL を作成し ます。

• Windows 2008、 Windows 7、 および Windows Vista の場合は、 「デ ィ スクの管理」 管理ユーテ ィ リ テ ィ を

使用し てデ ィ スク をオン ラ イ ンにし ます。 デ ィ スクの初期化を促すプロンプ ト が表示されたら、 「いい
え」 を選択し ます。 これらの手順を実行し ないと、 NetVault Backup ではデ ィ スク上に SVTL を作成でき

ません。

• Linux の場合は、 Raw I/O を実行する前に、 Raw デバイス ・ ノ ー ドのプールを 1 つのブロ ッ ク ・ デバイス

にバイ ン ド し ます。 また、 デバイス接続情報をブロ ッ クする Raw のセン ト ラル ・ リ ポジ ト リ と し て機能

する Raw デバイス ・ コ ン ト ローラがあ り ます。

バイ ン ドは、 通常、 raw とい う Linux デ ィ ス ト リ ビ ュータが提供するユーテ ィ リ テ ィ を使用し て実行され

ます。

• SVTL をホス ト するかド ラ イブを共有する Solaris システムの /kernel/drv/sd.conf フ ァ イルで、 該当する

デ ィ スク またはボリ ュームの SCSI ID と LUN の値を指定し ます。 この要件は、 SAN 上のデ ィ スク または

RAID ボ リ ュームを使用する場合にのみ適用されます。 次の形式で値を指定し ます。 

name="sd" class="scsi" target=6 lun=5;
• Solaris システムの場合は、 ハー ド ・ デ ィ スクに 「Backup」 とい う名前の単一の大きなパーテ ィ シ ョ ンを

作成し ます。 該当する コマン ド を利用し て、 単一パーテ ィ シ ョ ンを含める こ とができるよ う にターゲッ
ト のハー ド ・ デ ィ スク を設定し ます。

• 仮想アーム ・ チ ェ ンジャ を制御する ク ラ イアン ト を決定し ます。

Linux ベースのシステムでの Raw I/O の設定

Linux ベースのシステムに Raw I/O を設定するには、 以下が必要です。

• 1 つ以上の空き IDE または SCSI デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ン

• /dev/rawctl または /dev/raw とい う Raw デバイス ・ コ ン ト ローラ。 コ ン ト ローラが存在し ない場合は、

以下のコマン ド を入力し てシンボリ ッ ク ・ リ ン ク を作成し ます。

ln -s /dev/your_raw_dev_ctrl /dev/rawctl
以下の例は、 Linux に Raw I/O を設定する方法を示し たものです。

1 プロンプ ト に以下のコマン ド を入力し て、 devices.txt フ ァ イルの情報を表示し ます。 このフ ァ イルは、

/usr/src/linux/Documentation デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

ls /dev/rawctl
– または –

ls /dev/raw/raw1
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2 root と し てログイ ン し、 以下のコマン ド を入力し てデバイスを作成し ます。

mknod /dev/rawctl c 162 0
3 以下の権限を設定し ます。

crw-rw
/dev/raw/raw1 および /dev/raw/raw2 が必要な場合は、 devices.txt フ ァ イルに一覧された適切な数字を使用し

て同じ手順に従い、 同じ権限を設定し ます。

Red Hat Linux への Raw I/O の設定

以下の例は、 Red Hat Linux に Raw I/O を設定する方法を示し たものです。 使用する Raw パーテ ィ シ ョ ンは

/dev/sda です。

1 次の例に示すよ う に、 このパーテ ィ シ ョ ンの 4096 バイ ト のページ数を計算し ます。

fdisk /dev/sda
Disk /dev/sda: 255 heads, 63 sectors, 1106 cylinders
Units = cylinders of 16065 * 512 bytes
num_pages = floor( ((1106-524+1)*16065*512)/4096 )
num_pages = 11170736

2 未使用の Raw デバイス ・ ノ ー ド を このパーテ ィ シ ョ ンに接続し ます。 バイ ン ドは、 マシンを再起動する

たびに実行する必要があり ます。 このコマン ド を実行するには、 root と し てログイ ンする必要があり ま

す。

raw /dev/raw/raw1 /dev/sda
3 固定バイ ン ドのために、 /etc/sysconfig/rawdevices フ ァ イルを開いて以下の行を追加し ます。

dev/raw/raw1 /dev/sda
システムを再起動するか、 または次のコマン ド を入力し ます。

/etc/rc.d/init.d/rawdevices start
4 Raw デバイス ・ コ ン ト ローラ とデ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンに適切な読み取り権限を設定し ます。 Raw デ

バイスに適切な読み取り および書き込み権限を設定し ます。

Red Hat Enterprise Linux 5 以降への Raw I/O の設定

Raw デバイス ・ イ ン ターフ ェ イスは Red Hat Enterprise Linux 5 では廃止されています。 現在、 Raw デバイス ・

マ ッ ピングは、 udev ルールを使用し て実行されています。 Raw デバイスを正し く マ ッ ピングするには、 適切な

エン ト リ を以下の形式で /etc/udev/rules.d/60-raw.rules フ ァ イルに追加し ます。

• デバイス名の場合 ：

ACTION=="add", KERNEL=="< デバイス名 >", RUN+="/bin/raw /dev/raw/rawX %N"
• メ ジャーまたはマイナー番号の場合 ：

ACTION=="add", ENV{MAJOR}=="A", ENV{MINOR}=="B", RUN+="/bin/raw /dev/raw/rawX 
%M %m"

こ こで、 < デバイス名 > は、 バイ ン ド するデバイスの名前です （例 ： /dev/sda1）。 A と B は、 バイ ン ド するデバ

イスのメ ジャーまたはマイナー番号です。 X は、 システムが使用する raw デバイス番号です。

大きな既存の /etc/sysconfig/rawdevices フ ァ イルがある場合は、 以下のスク リ プ ト で変換し ます。

#!/bin/sh
grep -v "^ *#" /etc/sysconfig/rawdevices | grep -v "^$" |
while read dev major minor;
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do
if [-z “$minor”]; then
echo “ACTION==\”add\”, KERNEL==\”${major##/dev/}\”,
RUN+=\\”/bin/raw $dev%N\"“
else
echo “ACTION==\”add\”, ENV{MAJOR}==\”$major\”,
ENV{MINOR}==\”$minor\”, RUN+=\\”/
bin/raw $dev%M%m\”$dev%M%m\””
fi
done

SUSE Linux への Raw I/O の設定

SUSE Linux では、 Raw デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンを /etc/raw フ ァ イルで管理し ます。 このプレーン ・ テキス

ト ・ フ ァ イルには、 指定可能な設定のコ メ ン ト と例が記述されています。 Raw デバイスを作成し たら、

/etc/init.d/raw スク リ プ ト によ って起動する こ とによ り、 その Raw デバイスをバイ ン ド し ます。 chkconfig(8)
ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 再起動後に Raw デバイスがバイ ン ド されるよ う にし ます。

SVTL の作成と追加
設定ウ ィ ザー ド を使って、 SVTL を作成、 追加する こ とができます。 SVTL の作成時には、 任意の数の仮想テー

プ ・ ド ラ イブやスロ ッ ト を選択し、 メ デ ィ ア容量を指定する こ とができます。 デバイスの作成後、 ド ラ イブを異
なる ク ラ イアン ト に割り当てるか、 または複数のク ラ イアン ト 内で ド ラ イブを共有できます。

SVTL を作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

3 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［共有仮想テープ ラ イブラ リの追加］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。 

オプシ ョ ン 説明

ラ イブ ラ リ ・ デバイス 対象と なる ド ラ イブを選択し ます。 リ ス ト には、 オペレーテ ィ ング ・ シス
テムに応じ て、 以下の項目が含まれます。

• Windows ： PhysicalDrive1、 PhysicalDrive2 など

• Linux ： /dev/raw/raw1、 /dev/raw/raw2 など

• Solaris ： /dev/rdsk/c0t0d0s0、 /dev/rdsk/c1t1d0s0 など

デバイスの説明 デ ィ スク ・ タ イプを表示し ます。

デバイス ・ サイズ デ ィ スク ・ サイズを表示し ます。

デバイス ・ ブロ ッ ク ・ サイ
ズ

ブロ ッ ク ・ サイズを表示し ます。

以前に SVTL と し てフ ォー

マ ッ ト されま し たか ? 
選択し たデ ィ スクが以前に SVTL と し てフ ォーマ ッ ト されたかど うかを示

し ます。

バーコー ド ・ プ リ フ ィ ッ ク
ス

NetVault Backup サーバーは自動的にバーコー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを生成

し、 それをデバイスが使用する メ デ ィ アに割り当てます。 これを変更する
場合は、 デバイスに対する一意のコー ド を入力し ます。
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5 SVTL のデ ィ スク容量要件を判断するには、 ［必要なサイズの計算］ を ク リ ッ ク し ます。 必要なデ ィ ス

ク ・ サイズが実際のデ ィ スク ・ サイズを超えている場合は、 メ デ ィ ア ・ アイテムと メ デ ィ アの容量を減
ら し ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 SVTL を作成するために、 NetVault Backup は指定されたデ ィ スク を フ ォーマ ッ ト し ます。 この手順を完

了するには、 以下の情報を指定し ます。 

▪ ［パスワー ド］ ： サーバーの NetVault Backup パスワー ド を入力し ます。

▪ ［確認フ レーズ］ ： テキス ト 「FORMAT SVTL」 を入力し ます。

［フ ォーマ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し てデ ィ スク を フ ォーマ ッ ト し、 SVTL を作成し ます。

8 SVTL が作成され、 テープ ・ ド ラ イブが自動的に検出され、 適切なス ト レージ ・ ベイに割り当てられる

と、 メ ッ セージが表示されます。

すべてのド ラ イブをステ ッ プ 3 で選択し たク ラ イアン ト で制御する場合は、 このデフ ォル ト 設定を使用

する こ とができます。 この場合は、 ［ラ イブ ラ リ追加］ を ク リ ッ ク し ます。 情報メ ッ セージが表示されま
す。 メ ッ セージを閉じ て、 設定ウ ィ ザー ド を終了し ます。

9 ド ラ イブを別のク ラ イアン ト に割り当てる、 または複数のク ラ イアン ト で ド ラ イブを共有するには、 ［ド
ラ イブを手動で追加］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手順に従います。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ラ イブが接続されている ク ラ イアン ト を選択し ます。 デバイスが
複数のク ラ イアン ト に接続されている場合は、 いずれかのク ラ イアン ト を選択し ます。 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 接続されているデバイスのリ ス ト を表示
し ます。

b ［ベイのド ラ イブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

c デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合 （た と えば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選

択］ テーブルにはすべてのホス ト ・ ク ラ イアン ト が記載されます。 複数のク ラ イアン ト で ド ラ イ
ブを共有するには、 ［マシンを選択］ テーブルで他のク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

d ド ラ イブが選択し たク ラ イアン ト に正常に割り当てられる と、 メ ッ セージが表示されます。

ラ イブ ラ リ に他のド ラ イブを手動で割り当てるには、 ［デバイスを さ らに追加］ を ク リ ッ ク し、 ス
テ ッ プ a からステ ッ プ c を繰り返し ます。

他の任意のド ラ イブを追加し ない場合は、 設定ウ ィ ザー ド を終了し ます。

ド ラ イブ数 SVTL のド ラ イブ数を入力または選択し ます。 ド ラ イブ数は現在デ ィ スク

に接続されている NetVault Backup ク ラ イアン ト 数よ り多 く する こ とがで

きます。 将来、 追加ド ラ イブを使用し てよ り多 く のク ラ イアン ト に接続す
る こ とができます。

メ デ ィ ア ・ アイテムの数 メ デ ィ アを保持する合計スロ ッ ト 数を入力または選択し ます。

メ デ ィ アの容量 メ デ ィ ア ・ サイズを入力または選択し ます。 メ デ ィ ア ・ サイズは MiB 単位

で指定し ます。 
SVTL の作成時、 NetVault Backup は、 数メ ガバイ ト の領域を使用し て、

デ ィ スク上の SVTL に関する情報を保存し ます。 メ デ ィ ア容量を設定する

際には、 この点を考慮する必要があ り ます。

メ モ ： 任意のベイ をスキッ プ し て次のベイ を設定するには、 ［ベイ を空のままにし ます］ を ク リ ッ
ク し ます。

オプシ ョ ン 説明
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前に作成し た SVTL の再追加
設定ウ ィ ザー ド を使用し て、 以前に作成し た SVTL を見つけ、 そのデバイスをサーバーに追加できます。 この方

法を使用し て、 サーバーから削除されたデバイスを追加できます。

前に作成し た SVTL を再追加するには ：

1 デバイス設定ウ ィ ザー ド を開始し ます。 

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで、 ［共有仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ］ オプシ ョ ン と ［以前生成され
た仮想デバイスを再追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

3 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 デバイスが作成されたマシンを選択し ます。 ［次へ］ を ク リ ッ ク

し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 検出された SVTL のリ ス ト を表示し ます。

4 ［デバイス］ リ ス ト で、 追加するデバイスを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 SVTL が追加され、 テープ ・ ド ラ イブが自動的に検出されて適切なス ト レージ ・ ベイに割り当てられる

と、 メ ッ セージが表示されます。

すべてのド ラ イブをステ ッ プ 3 で選択し たク ラ イアン ト で制御する場合は、 このデフ ォル ト 設定を使用

する こ とができます。 この場合は、 ［ラ イブ ラ リ追加］ を ク リ ッ ク し ます。 情報メ ッ セージが表示されま
す。 メ ッ セージを閉じ て、 設定ウ ィ ザー ド を終了し ます。

6 ド ラ イブを別のク ラ イアン ト に割り当てる、 または複数のク ラ イアン ト で ド ラ イブを共有するには、 ［ド
ラ イブを手動で追加］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手順に従います。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ラ イブが接続されている ク ラ イアン ト を選択し ます。 デバイスが
複数のク ラ イアン ト に接続されている場合は、 いずれかのク ラ イアン ト を選択し ます。 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 接続されているデバイスのリ ス ト を表示
し ます。

b ［ベイのド ラ イブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

c デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合 （た と えば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選

択］ テーブルにはすべてのホス ト ・ ク ラ イアン ト が記載されます。 複数のク ラ イアン ト で ド ラ イ
ブを共有するには、 ［マシンを選択］ テーブルで他のク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

d ド ラ イブが選択し たク ラ イアン ト に正常に割り当てられる と、 メ ッ セージが表示されます。

ラ イブ ラ リ に他のド ラ イブを手動で割り当てるには、 ［デバイスを さ らに追加］ を ク リ ッ ク し、 ス
テ ッ プ a からステ ッ プ c を繰り返し ます。

他の任意のド ラ イブを追加し ない場合は、 設定ウ ィ ザー ド を終了し ます。

物理テープ ・ デバイス
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 単体テープ ・ ド ラ イブの追加

• テープ ・ ラ イブ ラ リの追加

メ モ ： 任意のベイ をスキッ プ し て次のベイ を設定するには、 ［ベイ を空のままにし ます］ を ク リ ッ
ク し ます。
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単体テープ ・ ド ラ イブの追加
設定ウ ィ ザー ド を使って、 単体テープ ・ ド ラ イブを追加、 設定する こ とができます。 複数のホス ト に接続されて
いる場合、 ウ ィ ザー ド を使用し て共有アクセス用にデバイスを設定できます。

単体テープ ・ ド ラ イブを NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［シングル物理テープ ・ デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

3 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト ・ デバイスに物理的に接続し ている ク ラ イアン

ト を選択し ます。 デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合は、 いずれかのク ラ イアン ト を
選択し ます。 

［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 接続されているデバイスのリ ス ト を表
示し ます。

4 ［ド ラ イブの選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し ます。

［デバイスの表示名］ ボ ッ クスで、 テープ ・ ラ イブ ラ リの表示名を指定し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合 （た と えば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選択］ テー

ブルにはすべてのホス ト ・ ク ラ イアン ト が記載されます。 複数のク ラ イアン ト で ド ラ イブを共有するに
は、 ［マシンを選択］ テーブルでク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブが単一のク ラ イアン ト に接続されている場合、 このページは表示されません。

6 デバイスが正常に追加、 初期化される と、 このページに メ ッ セージが表示されます。

テープ ・ ラ イブ ラ リの追加
設定ウ ィ ザー ド を使って、 物理テープ ・ ラ イブ ラ リ を追加、 設定する こ とができます。 複数のホス ト に接続され
ている場合、 ウ ィ ザー ド を使用し て共有アクセス用にデバイスを設定できます。

テープ ・ ラ イブ ラ リ を NetVault Backup サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイスの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ］ オプシ ョ ンを選

択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： Windows ベースのマシンの場合は、 デバイスを NetVault Backup サーバーに接続する前に、 リムー

バブル ・ ス ト レージ ・ サービスを無効にする必要があ り ます。 このサービスの無効化についての詳細は、
『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

メ モ ： Windows ベースのマシンの場合は、 デバイスを NetVault Backup サーバーに接続する前に、 リムー

バブル ・ ス ト レージ ・ サービスを無効にする必要があ り ます。 このサービスの無効化についての詳細は、
『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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3 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト ・ デバイスに物理的に接続し ている ク ラ イアン

ト を選択し ます。 デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合、 ラ イブ ラ リ ・ コ ン ト ローラ と
し て指定する ク ラ イアン ト を選択し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 接続されているデバイスのリ ス ト を表
示し ます。

4 ［ラ イブ ラ リ選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し ます。

［テープ ・ ラ イブ ラ リ表示名］ ボ ッ クスで、 テープ ・ ラ イブ ラ リの表示名を指定し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 

5 テープ ・ ド ラ イブが検出され、 適切なス ト レージ ・ ベイに割り当てられる と、 メ ッ セージが表示されま
す。

このデフ ォル ト 設定を使用する場合、 さ らなる作業は不要です。 設定ウ ィ ザー ド を終了し ても構いませ
ん。

6 ラ イブ ラ リ を自動設定し ない場合は、 ［ド ラ イブを手動で追加］ を ク リ ッ ク し ます。 また、 この方法を使
用し て、 別のク ラ イアン ト に ド ラ イブを割り当てた り、 複数のク ラ イアン ト と ド ラ イブを共有し た りす
る こ と もできます。

ラ イブ ラ リ内のド ラ イブ ・ ベイご とに制御ク ラ イアン ト および ド ラ イブを手動で選択するには、 以下の
手順を完了し ます。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ラ イブが接続されている ク ラ イアン ト を選択し ます。 デバイスが
複数のク ラ イアン ト に接続されている場合は、 いずれかのク ラ イアン ト を選択し ます。 

利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［デバイスをスキャ ンする］ ： 接続されているデバイスのク ラ イアン ト を再度スキャ ンする
には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［デバイスをスキャ ン し ない］ ： 以前のスキャ ン結果を使用するには、 このオプシ ョ ンを選
択し ます。

▫ ［フ ィ ルタのみをスキャ ンする］ ： 特定のフ ァ イ ラーに接続されたデバイスをスキャ ンする
には、 このオプシ ョ ンを選択し、 利用可能なフ ァ イ ラーを選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 Plug-in for NDMP をサーバーにイ ンス ト ールし、 そのプ ラグイ ンに

フ ァ イ ラーを追加し た場合にのみ表示されます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ベイのド ラ イブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブが、 SAN と NDMP の両方に接続されたデバイス と し て利用可能な場合、 ド ラ イブを 1
つのタ イプ と し て追加する と、 利用可能な ド ラ イブのリ ス ト から も う 一方のタ イプが削除されま
す。

c デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合 （た と えば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選

択］ テーブルにはすべてのホス ト ・ ク ラ イアン ト が記載されます。 複数のク ラ イアン ト で ド ラ イ
ブを共有するには、 ［マシンを選択］ テーブルでク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し
ます。

ド ラ イブが単一のク ラ イアン ト に接続されている場合、 このページは表示されません。

メ モ ： NetVault Backup では、 ラ イブ ラ リ ・ チ ェ ンジャは常に単一のマシンによ り制御されます。

ド ラ イブは複数のク ラ イアン ト 間で共有する こ とができます。

メ モ ： 任意のベイ をスキッ プ し て次のベイ を設定するには、 ［ベイ を空のままにし ます］ を ク リ ッ
ク し ます。 
残りのベイ を空のままにし て、 必要な ド ラ イバでラ イブ ラ リ追加を実行するには、 ［残りのベイ を
空のままにし ます］ を ク リ ッ ク し ます。 
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d ド ラ イブが選択し たク ラ イアン ト に正常に割り当てられる と、 メ ッ セージが表示されます。 

ラ イブ ラ リ に他のド ラ イブを割り当てるには、 ［デバイスを さ らに追加］ を ク リ ッ ク し、 必要なす
べてのド ラ イブの設定が完了するまでステ ッ プ a からステ ッ プ c を繰り返し ます。

他の任意のド ラ イブを追加し ない場合は、 設定ウ ィ ザー ド を終了し ます。

メ モ ：  ラ イブラ リ初期化時のイ ンベン ト リのスキャ ンは、 バーコー ド を使用し ないテープよ り もバーコー

ド付きテープの方が高速です。 そのため、 すべてのタ イプのデータおよびク リーニング ・ テープにはバー
コー ドの使用をお勧めし ます。
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6

データのバッ クア ッ プ

• データのバッ クア ッ プについて

• セカ ンダ リ ・ コ ピー

• スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プのリ タ イア

• NetVault Backup セ ッ ト について

• バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成

• スケジュール ・ セ ッ ト の作成

• ターゲッ ト ・ セ ッ ト の作成

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのソース ・ セ ッ ト の作成

• バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト の作成

• セ ッ ト の管理

データのバッ クア ッ プについて
バッ クア ッ プは、 データ消失時に元のデータ を リ ス ト ア し復旧するために使用できるデータのコ ピーです。 

NetVault Backup では、 一連のプ ラグイ ンを選択できます。 これらのプ ラグイ ンは、 ネイテ ィ ブ ・ アプ リ ケー

シ ョ ン ・ プログラ ミ ング ・ イ ン ターフ ェ イス （API） と統合されているため、 アプ リ ケーシ ョ ン整合性のある

バッ クア ッ プおよびリ カバリ を実現できます。 アプ リ ケーシ ョ ン ・ タ イプに応じ て、 これらのプ ラグイ ンは選択
し たデータ をバッ クア ッ プするための、 さ まざまな手段やオプシ ョ ンを提供し ています。 

一般的に、 NetVault Backup は以下の機能をサポー ト し ています。

• フル ・ バッ クア ッ プ と選択的バッ クア ッ プ

• プ ラ イマ リ およびセカ ンダ リ ・ バッ クア ッ プ

• 標準および複製排除バッ クア ッ プ

• 暗号化および非暗号化バッ クア ッ プ

• 繰り返しおよび非繰り返しバッ クア ッ プ

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ定義
データ をバッ クア ッ プするには、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成、 実行し ます。 NetVault Backup WebUI には、 こ

の作業を行う ために役立つ設定ウ ィ ザー ドが用意されています。 このウ ィ ザー ド は、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル
の ［ガイ ド付き設定］ または ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ リ ン クから実行する こ とができます。
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バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ定義は、 以下のコ ンポーネン ト で構成されています。

• 選択リ ス ト

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン

• スケジュール ・ オプシ ョ ン

• ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ン （Plug-in for Consolidation、 Plug-in for Data Copy、 およびセカ ンダ リ ・

コ ピー ・ ジ ョ ブでのみ利用可能）

• ターゲッ ト ・ デバイスおよび メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン

• 詳細バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン

これらのコ ンポーネン ト は、 NetVault Backup セ ッ ト に保管されます。 NetVault Backup セ ッ ト についての詳細

は、 「NetVault Backup セ ッ ト について」 を参照し て く だ さい。

各バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブには、 ジ ョ ブ ID 番号と ジ ョ ブ名があり ます。 ジ ョ ブ ID 番号は自動生成された番号で

す。 ジ ョ ブ名はユーザーが定義する文字列です。 ジ ョ ブ名を使用する と、 ジ ョ ブの進捗のモニ タ リ ング、 ジ ョ
ブ ・ ログの表示、 およびデータ を リ ス ト アするためのバッ クア ッ プの選択の際に、 簡単にジ ョ ブを特定する こ と
ができます。 バッ クア ッ プは、 メ デ ィ ア上にセーブセ ッ ト と し て格納されます。

バッ クア ッ プ ・ イ ンデ ッ クス
NetVault Backup は、 各バッ クア ッ プに対し てバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを生成し、 そのイ ンデッ クスをバッ

クア ッ プ ・ メ デ ィ ア と NetVault データベースに書き込みます。 

バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスには、 データのリ ス ト アに必要なヘ ッ ダーが含まれています。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブに含められる イ ンデッ クス ・ フ ァ イル ・ サイズまたはアイテム数に最大値の制限はあ り ません。

NetVault データベースに保存されるバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスはオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クス と呼ばれます。 オ

ン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスによ り、 メ デ ィ アをロー ド する こ と な く 迅速にセーブセ ッ ト のコ ンテンツをスキャ ンす
る こ とができます。 

セカ ンダ リ ・ コ ピー
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブでは、 フ ェーズ 2 ジ ョ ブを実行し てセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成する こ とができます。 セカ

ンダ リ ・ コ ピーは、 オフサイ ト ・ ス ト レージやデ ィ ザス タ ・ リ カバリ などに利用できます。 NetVault Backup に

はセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成する 2 つの方法が用意されています。 それは複製とデータ ・ コ ピーです。

複製
複製方式では、 元のバッ クア ッ プにリ ン ク し ている正確なコ ピーを作成し ます。 この方式では、 バッ クア ッ プが
セグ メ ン ト に分割されて、 それらのセグ メ ン ト がス ト レージ ・ デバイスにコ ピーされます。 リ ス ト ア時に、 プ ラ
イマ リ ・ バッ クア ッ プおよびセカ ンダ リ ・ コ ピーのセグ メ ン ト は交換できます。 リ ス ト ア時に暗号化されていな
いセグ メ ン ト と暗号化されたセグ メ ン ト を混在させる こ とはできないため、 複製時に暗号化の有効または無効を
指定する こ とはできません。 複製方式では、 元のセーブセ ッ ト が暗号化されている場合、 暗号化されたコ ピーが
作成されます。 元のセーブセ ッ ト が暗号化されていない場合、 暗号化されていないコ ピーが作成されます。
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データ ・ コ ピー
データ ・ コ ピー方式では、 バッ クア ッ プがセグ メ ン ト に分割されて、 それらのセグ メ ン ト がバッ クア ッ プ ・ デバ
イスにコ ピーされます。 リ ス ト ア時には、 プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プまたはセカ ンダ リ ・ コ ピーのどち らかを使
用し てデータが復元されます。 プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プ と セカ ンダ リ ・ コ ピーのセグ メ ン ト は交換不可能で
す。 そのため、 プ ラ イマ リ ・ コ ピーが暗号化されていな く てもデータ ・ コ ピーで暗号化を使用できます。 これ
は、 プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プで重複排除オプシ ョ ンを使用する場合に役立ちます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ クア ッ プ
NetVault Backup プ ラグイ ンは、 サポー ト されている Windows プ ラ ッ ト フ ォーム上で、 ハー ド ウ ェ アまたはソ フ

ト ウ ェ ア VSS プロバイダを使用し て、 ボリ ュームの整合性のある特定時点のコ ピーを作成し、 これらのスナ ッ

プシ ョ ッ ト を使用し てバッ クア ッ プを実行し ます。 プ ラグイ ンは、 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する こ と も
できます。 このスナ ッ プシ ョ ッ ト は、 データのリ カバリ に使用する こ とができます。

現在、 NetVault Backup Plug-in for FileSystem は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プをサポー ト し てい

ます。

VSS ベースのバッ クア ッ プを実行するためにプ ラグイ ンを設定する方法は複数あ り ます。 プラグイ ンを設定し

て、 次の操作を行う こ とができます。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成および使用し て、 デ ィ スク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバ
イスへの整合性のあるバッ クア ッ プを実行する。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成および使用し て、 デ ィ スク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバ
イスへの整合性のあるバッ クア ッ プを実行し、 サポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イ上にスナ ッ プ
シ ョ ッ ト をバッ クア ッ プ と し て保持する。

永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し て使用するには、 バッ クア ッ プするデータがサポー ト されているデ ィ スク ・
アレ イ上に存在し ている必要があり ます。 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト をサポー ト する OS のバージ ョ ン、 プラグ

イ ンのバージ ョ ン、 およびデ ィ スク ・ アレ イについての詳細は、 『Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照

し て く だ さい。

バッ クア ッ プのリ タ イア
バッ クア ッ プは無期限に保持する こ と もできますし、 指定された期間が経過し たら リ タ イア させる こ と もできま
す。 NetVault Backup は、 バッ クア ッ プに対し て世代ベースおよび時間ベースのリ タ イア方式をサポー ト し てい

ます。 バッ クア ッ プのリ タ イア時に、 そのイ ンデッ クスは NetVault データベースから削除されます。

バッ クア ッ プのリ タ イア方式
バッ クア ッ プに対し て世代ベースおよび時間ベースのリ タ イア方式を指定できます。

• 世代ベースのバッ クア ッ プ ・ リ タ イア ： この方法では、 フル ・ バッ クア ッ プの最大世代数、 つま り同一
データ ・ セ ッ ト で保持する フル ・ バッ クア ッ プの最大数を指定し ます。 世代ベースのリ タ イアを設定で
きるのは、 フル ・ バッ クア ッ プだけです。 フル ・ バッ クア ッ プの数が、 指定し た世代数を超える と、 最
も古いフル ・ バッ クア ッ プがリ タ イア されます。

• 時間ベースのバッ クア ッ プ ・ リ タ イア ： この方法では、 バッ クア ッ プの保持期間を時間で指定し ます。
バッ クア ッ プのリ タ イア期間は、 日数、 週数、 または年数で指定できます。 バッ クア ッ プがリ タ イア さ
れるのは、 リ タ イア期間に達し た と きです。 時間ベースのリ タ イア期間は、 すべてのバッ クア ッ プ ・ タ
イプ （フル、 増分、 および差分バッ クア ッ プ） に設定可能です。 

メ モ ： データ ・ コ ピー方式では、 プ ラ イマ リ ・ コ ピーが暗号化されている場合、 暗号化されたセーブセ ッ
ト が自動的に作成されます。
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依存関係にあるバッ ク ア ッ プのリ タ イア ・ ルール
バッ クア ッ プに依存関係にあるバッ クア ッ プが含まれる場合は、 次のルールを使用し てバッ クア ッ プ ・ シ リーズ
を削除できます。

• 最後のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： デフ ォル ト では、
バッ クア ッ プ ・ シ リーズのリ タ イアはこのシ リーズのすべてのバッ クア ッ プがリ タ イアする準備が整う
まで延期されます。 増分シ リーズまたは差分シ リーズからのバッ クア ッ プは、 シ リーズの最後の依存関
係にあるバッ クア ッ プがリ タ イア される と、 リ タ イア されます。

• 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： NetVault Backup を

使用し て、 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにバッ クア ッ プ ・ シ リーズを リ タ イアするための
リ タ イアの動作を変更できます。 このルールが適用される と、 増分シ リーズまたは差分シ リーズからの
バッ クア ッ プは、 シ リーズの最初のバッ クア ッ プがリ タ イア される と、 リ タ イア されます。

次の方法で、 このルールを適用するよ う に選択できます。

▪ ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ 設定を使用し て、 すべてのバッ クア ッ プのデフ ォル ト の動作を変更し
ます。

▪ セーブセ ッ ト のリ タ イア設定を使用し て、 選択し たバッ クア ッ プのデフ ォル ト の動作をオーバー
ラ イ ド し ます。

次の例は、 さ まざまなバッ クア ッ プ ・ シ リーズのリ タ イア動作を示し ています。

• 例 1 ： 増分バッ クア ッ プ ・ シ リーズ

• 例 2 ： 差分バッ クア ッ プ ・ シ リーズ

• 例 3 ： 混合バッ クア ッ プ （フル、 増分、 および差分バッ クア ッ プ）

例 1 ： 増分バッ ク ア ッ プ ・ シ リーズ

この例では、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 月曜日から土曜日まで増分バッ クア ッ プが実行されま
す。 保存期間は 7 日間に設定されています。

増分バッ クア ッ プは、 任意のタ イプ （フル、 増分、 または差分） の最新のバッ クア ッ プに依存し ます。 そのた
め、 これらのバッ クア ッ プは単一のバッ クア ッ プ ・ シ リーズを作成し ます。

フル・バッ クア ッ プ <- 増分バッ クア ッ プ 1 <- 増分バッ クア ッ プ 2 <- 増分バッ クア ッ プ 3 <- 増分バッ クア ッ プ 4 
<- 増分バッ クア ッ プ 5 <- 増分バッ クア ッ プ 6 

適用されている リ タ イア ・ ルールに応じ て、 バッ クア ッ プは次のよ う に リ タ イア されます。

• 最後のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 このシ リーズのすべてのバッ クア ッ プが 15 日目にリ タ イア されます。

• 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 このシ リーズのすべてのバッ クア ッ プが 8 日目に リ タ イア されます。

例 2 ： 差分バッ ク ア ッ プ ・ シ リーズ

この例では、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 月曜日から土曜日まで差分バッ クア ッ プが実行されま
す。 保存期間は 7 日間に設定されています。

メ モ ： デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス （NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 およ

び Data Domain システムなど） に保管されているバッ クア ッ プがリ タ イア し た場合、 そのバッ クア ッ プは

デバイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とは
できません。

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目 7 日目

フル ・ バッ ク
ア ッ プ

増分バッ ク
ア ッ プ 1

増分バッ ク
ア ッ プ 2

増分バッ ク
ア ッ プ 3

増分バッ ク
ア ッ プ 4

増分バッ ク
ア ッ プ 5

増分バッ ク
ア ッ プ 6
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差分バッ クア ッ プは、 最新のフル ・ バッ クア ッ プに依存し ます。 そのため、 これらのバッ クア ッ プは 6 つの個別

のバッ クア ッ プ ・ シ リーズを作成し ます。

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 1

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 2

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 3

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 4

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 5

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 6

適用されている リ タ イア ・ ルールに応じ て、 バッ クア ッ プは次のよ う に リ タ イア されます。

• 最後のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 この例のバッ クア ッ プは次のよ う に リ タ イア されます。

• 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 この例のすべてのバッ クア ッ プが 8 日目に リ タ イア されます。

例 3 ： 混合バッ ク ア ッ プ （フル、 増分、 および差分バッ ク ア ッ プ）

この例では、 フル ・ バッ クア ッ プが日曜日に実行され、 増分バッ クア ッ プが月曜日、 火曜日、 および木曜日に実
行され、 差分バッ クア ッ プが水曜日と土曜日に実行されます。 保存期間は 7 日間に設定されています。

差分バッ クア ッ プは最新のフル ・ バッ クア ッ プに依存し ますが、 増分バッ クア ッ プは任意のタ イプ （フル、 差
分、 または増分） の最新のバッ クア ッ プに依存し ます。 そのため、 これらのバッ クア ッ プは 3 つの個別のバッ ク

ア ッ プ ・ シ リーズを作成し ます。

フル ・ バッ クア ッ プ <- 増分バッ クア ッ プ 1 <- 増分バッ クア ッ プ 2

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 1 <- 増分バッ クア ッ プ 3 <- 増分バッ クア ッ プ 4

フル ・ バッ クア ッ プ <- 差分バッ クア ッ プ 2

適用されている リ タ イア ・ ルールに応じ て、 これらのバッ クア ッ プは次のよ う に リ タ イア されます。

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目 7 日目

フル ・ バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

差分バッ ク
ア ッ プ

8 日目 9 日目 10 日目 11 日目 12 日目 13 日目 14 日目 15 日目

な し な し 差分バッ ク
ア ッ プ 1

差分バッ ク
ア ッ プ 2

差分バッ ク
ア ッ プ 3

差分バッ ク
ア ッ プ 4

差分バッ ク
ア ッ プ 5

フル ・ バッ
クア ッ プ と
差分バッ ク
ア ッ プ 6

1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目 7 日目

フル ・ バッ ク
ア ッ プ

増分バッ ク
ア ッ プ 1

増分バッ ク
ア ッ プ 2

差分バッ ク
ア ッ プ 1

増分バッ ク
ア ッ プ 3

増分バッ ク
ア ッ プ 4

差分バッ ク
ア ッ プ 2
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• 最後のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 この例のバッ クア ッ プは次のよ う に リ タ イア されます。

• 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア された と きにすべてのバッ クア ッ プを リ タ イアする ： このルールを適用
し ている場合は、 この例のすべてのバッ クア ッ プが 8 日目に リ タ イア されます。

NetVault Backup セ ッ ト について
NetVault Backup セ ッ ト は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成に使用されます。 

セ ッ ト を使用する と、 データの選択内容、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ オプシ ョ ン、 スケジュール ・ オプシ ョ
ン、 デバイスおよび メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン、 および他の詳細なバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン と リ ス ト ア ・ オプシ ョ
ンを保管できます。 セ ッ ト では、 データ ・ アイテムを手動で選択し た り、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン と リ ス ト
ア ・ オプシ ョ ンをジ ョ ブご とに設定し た りする手間が省け、 同じデータ選択とオプシ ョ ンを複数のジ ョ ブに迅速
かつ簡単に適用できます。

た と えば、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト にデータ選択項目を保存し、 このセ ッ ト を フル、 増分、 差分
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成に使用する と、 同じデータ ・ セ ッ ト をすべてのジ ョ ブに使用できます。 また、 スケ
ジュール ・ セ ッ ト の曜日、 日付、 または時刻を変更し て、 自動的に複数のジ ョ ブのジ ョ ブ ・ スケジュールを変更
する こ とや、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト を変更する こ とによ り、 バッ クア ッ プ用の新規デバイスを指定する こ とができ
ます。

セ ッ ト の種類
NetVault Backup で使用できるセ ッ ト の種類を以下の表に示し ます。

8 日目 9 日目 10 日目 11 日目 12 日目 13 日目 14 日目 15 日目

な し な し な し 増分バッ ク
ア ッ プ 1 と

増分バッ ク
ア ッ プ 2

な し な し 差分バッ ク
ア ッ プ 1、

増分バッ ク
ア ッ プ 3、

および増分
バッ クア ッ
プ 4

フル ・ バッ
クア ッ プ と
差分バッ ク
ア ッ プ 2

表 38. セ ッ ト の種類

セ ッ ト の種類 説明

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・
セ ッ ト

このセ ッ ト は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのデータ選択を指定するために使用さ
れます。 選択できるデータ ・ アイテムは、 使用し ているプ ラグイ ンによ って
異な り ます。

これらのセ ッ ト についての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ
ド を参照し て く だ さい。

プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ
ト

このセ ッ ト は、 バッ クア ッ プ方法、 バッ クア ッ プの種類、 その他のバッ ク
ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを指定するために使用し ます。 
ジ ョ ブで使用可能なバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 使用し ているプ ラグイ ン
によ って異な り ます。 これらのセ ッ ト についての詳細は、 該当するプ ラグイ
ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。
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スケジュール ・ セ ッ ト このセ ッ ト は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのスケジュール ・ オプ
シ ョ ンを指定するために使用されます。 これらのオプシ ョ ンでは、 ジ ョ ブの
実行時期と、 ジ ョ ブの実行間隔を定義し ます。

NetVault Backup には、 以下の事前定義されたスケジュール ・ セ ッ ト が含ま

れています。

• 即時

• 毎日 10 PM
• 毎週金曜日 10 PM 
• 平日夜 10 PM

ソース ・ セ ッ ト このセ ッ ト は、 ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを指定するために使用し ま
す。 
以下のジ ョ ブに対し ては、 ソース ・ セ ッ ト が必要です。 

• Plug-in for Consolidation ジ ョ ブ

• Plug-in for Data Copy ジ ョ ブ

• セカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブ 
• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

NetVault Backup には、 以下の事前定義されたソース ・ セ ッ ト が含まれます。

• 任意のデバイス

ターゲッ ト ・ セ ッ ト このセ ッ ト は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのターゲッ ト ・ デバイスおよび メ デ ィ
ア ・ オプシ ョ ンを指定するために使用されます。

NetVault Backup には、 以下の事前定義された ターゲッ ト ・ セ ッ ト が含まれ

ています。

• デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン

• ローカルのみ

• 古い メ デ ィ アを再利用

• ス タ ン ド アロン

バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト このセ ッ ト を使用し て、 バッ クア ッ プ ・ リ タ イア設定、 セカ ンダ リ ・ コ ピー
のジ ョ ブ定義、 ユーザー定義イベン ト 、 その他の詳細オプシ ョ ンを指定し ま
す。 
NetVault Backup には、 以下の事前定義された詳細設定セ ッ ト が含まれてい

ます。

• デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの詳細設定

• 永久保存 （アーカ イブ）

• 暗号化

リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ
ト

このセ ッ ト は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデータ選択を指定するために使用されま
す。 
選択できるデータ ・ アイテムは、 使用し ているプ ラグイ ンによ って異な り ま
す。 詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さ
い。

リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト このセ ッ ト を使用し て、 リ ス ト アのタ イプ、 ユーザー定義イベン ト 、 その他
の詳細リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを指定し ます。

NetVault Backup は、 以下の事前定義された リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト を提供

し ています。

• 選択し たバッ クア ッ プから リ ス ト ア

表 38. セ ッ ト の種類

セ ッ ト の種類 説明
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
データのバッ クア ッ プ

130



バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略
データのバッ クア ッ プの主な目的は、 データ消失による損害から迅速に リ カバリ し て、 通常の運用を再開させる
こ と です。 そのためには、 データの可用性を最大化し、 データの消失と ダウン タ イムを最低限に抑えながら、 コ
ス ト 、 リ ソース、 および他の要因と ビジネス要件とのバラ ンスを保てる、 優れたバッ クア ッ プ戦略が必要にな り
ます。

良好なバッ クア ッ プ計画を作成するには、 ハー ド ウ ェ ア障害、 データ損傷、 人為的な ミ ス、 またはデータ セン
ターの消失などの、 可能性がある障害を検討し て、 そのよ う な状況から回復するための、 適切なバッ クア ッ プ手
段と機能を採用する必要があり ます。

一般的にバッ クア ッ プ計画には、 使用するバッ クア ッ プ手段、 バッ クア ッ プの実行時期と間隔、 バッ クア ッ プの
保管方法、 バッ クア ッ プの保持期間、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アの再利用方法を定義する必要があ り ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成
MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 およびテナン ト ・ ユーザーは、 許可されたク ラ イアン ト のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブを作成し て送信する こ とができます。 このウ ィ ザー ド には、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ガイ ド 付き設定］
または ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ リ ン クからアクセスできます。

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

図 15. ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページ

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を入力し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別
しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
データのバッ クア ッ プ

131



3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作
成］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プするアイテムを選択し ます。 

選択できるデータ ・ アイテムは、 使用し ているプ ラグイ ンによ って異な り ます。 バッ クア ッ プ用データ
の選択についての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 または
［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 使用するオプシ ョ ンを設定し ます。 

ジ ョ ブで使用可能なバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 使用し ているプ ラグイ ンによ って異な り ます。 これ
らのオプシ ョ ンについての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

5 ［スケジュール］ リ ス ト で、 既存のスケジュール ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク
し て、 スケジュール ・ タ イプ と スケジュール方式を設定し ます。 詳細は、 「スケジュール ・ セ ッ ト の作
成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「即時」 が選択されています。 ジ ョ ブを即時実行する場合は、 こ
のセ ッ ト を使用し ます。

6 Plug-in for Consolidation および Plug-in for Data Copy ジ ョ ブを作成する場合は、 ［ソース ・ ス ト レージ］

リ ス ト が表示されます。

［ソース ・ ス ト レージ］ リ ス ト で、 既存のソース ・ セ ッ ト を選択するか、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、
ジ ョ ブのソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのソース ・ セ ッ
ト の作成」 を参照し て く だ さい。 

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「任意のデバイス」 が選択されています。

7 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ リ ス ト で、 既存のターゲッ ト ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を
ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブのターゲッ ト ・ デバイス と メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「ター
ゲッ ト ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では、 事前定義されたセ ッ ト 「デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選
択されています。

8 ［詳細設定］ リ ス ト で、 既存の詳細設定セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 使用
するオプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選択
されています。

9 次のいずれかの方法を選択し て、 ジ ョ ブを保存またはスケジュールし ます。

▪ ジ ョ ブをスケジュールする ： ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し

ます。 

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照
表示する こ とができます。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示」 および 「ログ ・ メ ッ セージ
の参照」 を参照し て く だ さい。

▪ ジ ョ ブをスケジューリ ングせずに定義を保存 ： スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、
［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 

このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 詳
細は、 「ジ ョ ブ定義管理」 を参照し て く だ さい。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ
にこのジ ョ ブは表示されません。 

メ モ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成する際には、 セ ッ ト 情報をプレビ ューする こ とによ り セ ッ ト に
関し てよ く 理解する こ とができます。 セ ッ ト ・ サマ リ をプレビ ューするには、 ［バッ クア ッ プ ・
ジ ョ ブ作成］ ページのフ ィ ールド上にポイ ン タ を移動し ます。

メ モ ： スケジュール ・ タ イプ 「 ト リ ガ」 を使用するジ ョ ブは、 スク リ プ ト を実行する場合にのみス
ケジュールできます。
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スケジュール ・ セ ッ ト の作成
スケジュール ・ セ ッ ト は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのスケジュール ・ オプシ ョ ンを指定するために
使用し ます。 これらのオプシ ョ ンでは、 ジ ョ ブの実行時期と、 ジ ョ ブの実行間隔を定義し ます。 スケジュール ・
セ ッ ト は、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページ と ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成できます。 

スケジュール ・ セ ッ ト を作成するには ：

1 ジ ョ ブ設定ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 ［スケジュール ・ セ ッ ト の作成］ ページで、 次のオプシ ョ ンを設定し ます。

図 16. ［スケジュール ・ セ ッ ト の作成］ ページ

表 39. スケジュール ・ タ イプ

スケジュール ・ タ イプ 説明

即時 ジ ョ ブを即時実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

1 回のみ ジ ョ ブを指定日に 1 回実行するには、 このオプシ ョ ンを選択し て、 次の各

オプシ ョ ンを設定し ます。

• 開始時刻 ： ジ ョ ブの開始時刻を入力または選択し ます。

• 開始 ： スケジュールが有効になる日付を入力または選択し ます。

• スケジュール方法 ： スケジュール方法と必要なオプシ ョ ンを設定し
ます。 利用可能な方法を以下に示し ます。 ［特定日］、 ［特定曜日］、
［特定日付］、 および ［指定日］ です。 詳細は、 「スケジュール方法
と繰り返さ ないジ ョ ブ用のオプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。
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繰り返し 定期的に実行される繰り返しのジ ョ ブ ・ スケジュールを作成する場合は、
このオプシ ョ ンを選択し て、 次の各オプシ ョ ンを設定し ます。

• 開始時刻 ： ジ ョ ブの開始時刻を入力または選択し ます。

• 開始 ： スケジュールが有効になる日付を入力または選択し ます。

• スケジュール方法 ： スケジュール方法と必要なオプシ ョ ンを設定し
ます。 利用可能な方法を以下に示し ます。 ［毎日］、 ［特定曜日］、
［特定日付］、 および ［毎］ です。 詳細は、 「スケジュール方法と繰
り返すジ ョ ブ用のオプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 繰り返し ジ ョ ブの場合、 ジ ョ ブの実行時に自動的に最初のイ ンス タ
ンスがスケジュールされます。 現在のイ ンス タ ンスが有効になる と次のイ
ンス タ ンスがスケジュールされ、 この手順が後続のイ ンス タ ンスで繰り返
されます。

［繰り返し］ スケジュール ・ タ イプを使用し てセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブ
を実行する こ とはできません。

ト リ ガ 外部スク リ プ ト からジ ョ ブをスケジュールする場合に、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 
このオプシ ョ ンのも っ と も一般的な使用方法は、 サー ドパーテ ィ 製スケ
ジューラやオー ト メ ーシ ョ ン ・ イ ン ターフ ェ イスなど、 NetVault Backup
スケジューラ とは独立し てジ ョ ブを実行する こ と です。

ト リ ガ ・ ジ ョ ブをスケジュールするためには、 以下の手順に従います。

• 外部スク リ プ ト ・ フ ァ イルを作成し て、 スク リ プ ト に以下のコマン
ド を指定し ます。

nvtrigger < ト リ ガ名 >
ト リ ガ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテ
ン語系の文字を含める こ とはできません。 Linux OS の場合、 名前は

最大で 64 文字です。 Windows OS の場合は長さ制限はあり ません

が、 20 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。 Windows OS で、 次

の文字はサポー ト されていません ：

" / \ : ; | * ? < >^
nvtrigger ユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ

レ ク ト リの bin デ ィ レ ク ト リ に保存されています。 path 変数でこの

パスが設定されていない場合は、 完全なフ ァ イル ・ パスを指定し ま
す。 または、 スク リ プ ト 内に適切なデ ィ レ ク ト リ に変更する コマン
ド を指定し ます。

スク リ プ ト はコマン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスから実行する こ
とができます。

• スケジュール ・ セ ッ ト を作成する際には、 ［ ト リ ガ］ オプシ ョ ンを
選択し ます。 ［ ト リ ガ名］ ボッ クスには、 外部スク リ プ ト ・ フ ァ イ
ルの nvtrigger コマン ド で指定し たのと同じ ト リ ガ名を入力し ます。

メ モ ： ［ ト リ ガ］ スケジュール ・ タ イプを使用し てセカ ンダ リ ・ コ ピー ・
ジ ョ ブを実行する こ とはできません。

表 39. スケジュール ・ タ イプ

スケジュール ・ タ イプ 説明
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3 ［ジ ョ ブ ・ オプシ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。 

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 スケジュール ・ セ ッ ト を保存し ます。

表 40. スケジュール ・ セ ッ ト のジ ョ ブ再試行および優先度の設定

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブのリ ト ラ イ この設定は、 ジ ョ ブ失敗後の、 ジ ョ ブの自動再スケジュールに用いられま
す。 
ジ ョ ブのリ ト ラ イ ・ スケジュールを設定するには、 以下の手順に従います。

• ［ジ ョ ブ ・ リ ト ラ イ］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 値ボ ッ クスに
1 ～ 10 の値を入力または選択し ます。 1 ジ ョ ブに対し て最大 10 回

のリ ト ラ イ回数を設定する こ とができ ます。

• ［リ ト ラ イ間隔］ ボッ クスで、 2 回の試行間の間隔を入力または選択

し ます。 デフ ォル ト で、 ジ ョ ブは失敗後即座に実行されるよ う にス
ケジュールされています。 

メ モ ： 各再試行で同じ ジ ョ ブ ID 番号が使用されますが、 イ ンス タ ンス ID
番号は 1 増分されます。

ジ ョ ブ優先順位 スケジュール ・ マネージャがデフ ォル ト の優先順位を各ジ ョ ブ ・ タ イプ
（バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 およびレポー ト ） に割り当てます。 これらのデ
フ ォル ト 設定は、 バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 およびレポー ト のすべての
ジ ョ ブにグローバルに適用されます。 この優先順位設定は、 2 つ以上の

ジ ョ ブが同時に実行するよ う にスケジュールされている と きの、 リ ソース
割当の優先順位付けに用いられます。 
デフ ォル ト では、 スケジュール ・ マネージャによ って次の優先度レベルが
割り当てられます。 

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ： 30
• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ： 20
• レポー ト ・ ジ ョ ブ ： 50

個別のジ ョ ブのグローバルな優先順位設定に優先する設定を行う には、 ス
ケジュール ・ セ ッ ト 内に ［ジ ョ ブ優先順位］ オプシ ョ ンを設定し ます。

個別のジ ョ ブのデフ ォル ト の優先順位設定を上書きするには ：

• ［ジ ョ ブ優先順位］ に、 1 ～ 100 の値を入力または選択し ます。 「1」

は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表し ています。 優先度レベ

ル 0 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・ タ スク と し て実行されます。

すべてのジ ョ ブの優先度レベル設定をグローバルに変更する方法について
の詳細は、 「デフ ォル ト のジ ョ ブ優先順位の設定」 を参照し て く だ さい。
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スケジュール方法と繰り返さ ないジ ョ ブ用のオプシ ョ ン
スケジュール ・ タ イプ 「1 回のみ」 は、 以下の方法とオプシ ョ ンを提供し ています。

スケジュール方法と繰り返すジ ョ ブ用のオプシ ョ ン
スケジュール ・ タ イプ 「繰り返し」 は、 以下の方法とオプシ ョ ンを提供し ています。

ターゲッ ト ・ セ ッ ト の作成
ターゲッ ト ・ セ ッ ト は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのターゲッ ト ・ デバイスおよび メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを指定する
ために使用し ます。 ターゲッ ト ・ セ ッ ト は、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成できます。 テナン ト
管理者と テナン ト ・ ユーザーは、 使用可能な リ ス ト からのみ ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ を選択する こ とができま
す。

表 41. 繰り返さ ないジ ョ ブ用のスケジュール方法

オプシ ョ ン 説明

特定日 スケジュールが有効になった後、 特定日にジ ョ ブを実行し ます。

特定曜日 ジ ョ ブを特定の曜日に実行し ます。 

オプシ ョ ン ：

• 日 ： ジ ョ ブを実行する日を選択し ます。

• 週 ： ジ ョ ブを実行する週を選択し ます。 月の最後の週にジ ョ ブを実行
するには、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択し ます。

特定日付 ジ ョ ブを特定の日付に実行し ます。 
オプシ ョ ン ：

• ジ ョ ブを実行する日を選択し ます。 月の末日にジ ョ ブを実行するに
は、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択し ます。

指定日 指定日にジ ョ ブを実行し ます。

表 42. スケジュール方法と繰り返すジ ョ ブ用のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

毎日 ジ ョ ブを毎日指定時刻に実行し ます。

特定曜日 ジ ョ ブを特定の曜日に実行し ます。 
オプシ ョ ン ：

• 日 ： ジ ョ ブを実行する日を選択し ます。

• 週 ： ジ ョ ブを実行する週を選択し ます。 月の最後の週にジ ョ ブを実行
するには、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択し ます。

特定日付 ジ ョ ブを特定の日付に実行し ます。 
オプシ ョ ン ：

• ジ ョ ブを実行する日を選択し ます。 月の末日にジ ョ ブを実行するに
は、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択し ます。

毎 <n> 間隔でジ ョ ブを実行する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 時間間

隔は、 時間数、 日数、 週数、 または月数で指定できます。

オプシ ョ ン ：

• 実行間隔 ： ジ ョ ブを実行する間隔を入力または選択し、 ［時間］、
［日］、 ［週］、 または ［月］ を選択し ます。
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ターゲ ッ ト ・ セ ッ ト を作成するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ リ ス ト の隣り にある ［新規
作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド  - ターゲッ ト ・ セ ッ ト 作成］ ページで対応するボタ ンを ク リ ッ ク し、

次のセクシ ョ ンで説明するオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ デバイスの選択

▪ メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンの指定

▪ メ デ ィ ア共有オプシ ョ ンの設定

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト を保存し ます。

デバイスの選択

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブのデバイスを選択するには ：

1 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド  - ターゲッ ト ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］

を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。 

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

表 43. ターゲッ ト ・ セ ッ ト の ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

任意のデバイス このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 デバイスを指定し ない
場合、 NetVault Backup は適切な任意のデバイスをジ ョ ブで使用し ます。 

デバイス指定 ジ ョ ブに特定のデバイスを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
関連するボ ッ クスで、 使用し ないデバイスのチ ェ ッ ク ・ マーク を解除し ま
す。 ラ イブ ラ リ を除外する と、 関連する ド ラ イブが自動的に除外されます。

次のボタ ンを使用し てデバイスを選択または選択解除する こ と もできます。

• すべて選択解除 ： すべてのデバイスの選択を解除し ます。

• 選択の切り替え ： 選択し たデバイスを選択解除し、 未選択のデバイ
スを選択し ます。

ローカル ・ ド ラ イブのみ ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト にローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ ：  デ ィ スク ・ ベース ・ デバイス （RAS デバイス） は、 ネ ッ ト ワークに接続されたデバイスま

たはローカル以外のデバイス とみな されます。 ローカル ・ デバイスはデ ィ スク ・ ベース ・ デバイス
（RAS） よ り も優先され、 ローカルの VTL デバイスまたは SCSI デバイスは、 ローカルの NDMP
フ ァ イ ラー接続デバイスよ り も優先されます。

［任意のデバイス］ オプシ ョ ンを選択する と、 NetVault Backup によ って、 適合するローカル ・ デバ

イス （NetVault Backup ク ラ イアン ト に対し てローカル） の検索が試行されます。 他のいずれかの

デバイスを使用するには、 そのデバイスのメ デ ィ ア要求に高い値の重み付けを設定する こ とができ
ます。 メ デ ィ ア要求重み付けについての詳細は、 「メ デ ィ ア要求の重み付けの設定」 を参照し て く
だ さい。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
データのバッ クア ッ プ

137



メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンの指定

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブ用メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド  - ターゲッ ト ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ を

ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。 

図 17. MSP 管理者用の ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

図 18. テナン ト 管理者およびユーザー用の ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
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表 44. ターゲッ ト ・ セ ッ ト の ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］

オプシ ョ ン 説明

メ デ ィ ア指定条件 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

• グループに属さ ない任意のメ デ ィ ア ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト
で選択されています。 どのメ デ ィ ア ・ グループにも属さ ない メ デ ィ
ア ・ アイテムを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し たままにし
ます。

• 任意のメ デ ィ ア ： グループの関連付けに関係な く 任意の適切な メ
デ ィ ア ・ アイテムを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 

• 固有メ デ ィ ア ID ： 特定のメ デ ィ ア ・ アイテムを使用する場合は、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト で、 ター
ゲ ッ ト ・ メ デ ィ アのラベルを選択し ます。

• メ デ ィ ア ・ グループ ： 特定のメ デ ィ ア ・ グループに所属する メ デ ィ
ア ・ アイテムを使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 メ
デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト で、 ターゲッ ト ・ メ デ ィ アのグループ ・
ラベルを ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベルは、 大文字
と小文字が区別されません。

メ デ ィ アのラベル付け バッ クア ッ プ中にブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテムに自動的にラベルを付け
るには、 ［自動的に BLANK メ デ ィ アにラベル］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択

し ます。 
デフ ォル ト で NetVault Backup は、 システム生成のラベルをブラ ン ク ・ メ

デ ィ アに割り当てます。 このラベルは NetVault Backup サーバー名、 現在

の日付、 およびシー ド番号で構成されます。 
メ デ ィ ア ・ バーコー ド をデフ ォル ト のラベルと し て使用するよ う に、
NetVault Backup を設定できます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般

設定」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 以前にデータが含まれていた痕跡がある メ デ ィ アが予期せずブラ ン
クになっている場合、 そのよ う な メ デ ィ アは、 自動ラベ リ ングが発生し な
いよ う に疑わしい メ デ ィ ア と し てマーク されます。 NetVault Backup では、

ユーザー指定かシステム生成かにかかわらず、 同じ ラベルの使用は許可さ
れておらず、 特定のラベルは必ず 1 つのメ デ ィ アのみに関連付けられます。

メ デ ィ アが予期せずにブ ラ ン ク と なった場合、 通知イベン ト が発生し ます。

再利用 以下から利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

• 実行し ない ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 再
利用のマークが設定された メ デ ィ アがバッ クア ッ プに使用されない
よ う に、 このオプシ ョ ンは選択し たままにし て く だ さい。

• 任意 ： グループの関連付けに関係な く 任意の適切な再利用可能メ
デ ィ アを使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア と同じグループ ・ ラベルを使用 ： ターゲッ
ト ・ メ デ ィ ア と同じ メ デ ィ ア ・ グループに所属する メ デ ィ アを再利
用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、
［メ デ ィ ア指定条件］ オプシ ョ ンのグループ ・ ラベルを選択し た場
合にのみ設定できます。

メ モ ： メ デ ィ アに保管されている最後のセーブセ ッ ト がリ タ イア された場
合、 メ デ ィ アは自動的に再利用のマークが付けられます。 メ デ ィ アに手動
で再利用のマーク を付ける方法についての詳細は、 「テープを再利用と し て
マーク」 を参照し て く だ さい。
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2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

メ デ ィ ア共有オプシ ョ ンの設定

メ デ ィ ア共有オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド  - ターゲッ ト ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［メ デ ィ ア共有］ を ク リ ッ ク

し て、 以下の設定を行います。 

メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト NetVault Backup がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アを待機する時間を入力または

選択し ます。 このタ イムアウ ト 値は、 分単位で指定し ます。 指定し た期間
内に必要な メ デ ィ ア ・ アイテムが利用できなかった場合、 ジ ョ ブは自動的
に中止されます。

デフ ォル ト 値は、 0 です。 デフ ォル ト の設定では、 メ デ ィ アが指定される

か、 ジ ョ ブが手動で中止されるまで、 ジ ョ ブは無期限に待機し ます。 
設定可能な最大のタ イムアウ ト 期間は 1440 分 （24 時間） です。 この設定

によ り、 NetVault Backup で日次ジ ョ ブの次のイ ンス タ ンスが実行される

前に、 現在のイ ンス タ ンスが中止されます。 
メ モ ： メ デ ィ ア要求のタ イムアウ ト 間隔を、 5 分未満にする こ とはできま

せん。 5 の倍数ではない値を指定し た場合、 間隔は最寄りの 「5 の倍数」

分に自動的に設定されます。 た と えば、 8 分と指定し た場合、 タ イムアウ

ト 値は 10 分に設定されます。 23 分と指定し た場合は、 25 分に設定されま

す。 

メ モ ： デ ィ スク ・ ベース ・ デバイスへのバッ クア ッ プは、 ス ト リーム指向の方法です。 メ デ ィ アの
コ ンセプ ト は、 デ ィ スク ・ ベース ・ デバイスには適用されません。 メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン、 ［メ
デ ィ ア指定条件］、 ［ラベル］、 ［再利用］ は、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスに適用され
ません。

メ デ ィ ア ・ グループにテープ ・ メ デ ィ ア と NetVault SmartDisk デバイスが含まれている場合、

NetVault Backup では、 そのグループの物理テープ ・ メ デ ィ アまたは仮想テープ ・ メ デ ィ アが常に

使用されます。 バッ クア ッ プを NetVault SmartDisk デバイスに書き込むには、 デバイスの明示的な

選択が必要です。 

表 44. ターゲッ ト ・ セ ッ ト の ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］

オプシ ョ ン 説明
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2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのソース ・ セ ッ ト
の作成
ソース ・ セ ッ ト は、 ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを指定するために使用し ます。 ソース ・ セ ッ ト は、 Plug-in 
for Consolidation ジ ョ ブ、 Plug-in for Data Copy ジ ョ ブ、 セカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブで必須です。 ソース ・

セ ッ ト は ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成できます。

ソース ・ セ ッ ト を作成するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［ソース ・ ス ト レージ］ リ ス ト の隣り にある ［新規作
成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド  - ソース ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ を ク

リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

表 45. ターゲッ ト ・ セ ッ ト の ［メ デ ィ ア共有］ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

バッ クア ッ プを必ずター
ゲッ ト ・ メ デ ィ アの先頭に
書き込み

バッ クア ッ プをテープの先頭に書き込むには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
選択し ます。 セーブセ ッ ト が物理テープの最初にある場合、 データ を迅速
にリ ス ト アする こ とができます。 
このオプシ ョ ンを使用し たバッ クア ッ プが行えるのは、 新しい メ デ ィ アま
たはブ ラ ン ク ・ メ デ ィ アのみです。 
メ モ ： マルチ ・ ス ト リーム ・ バッ クア ッ プを実行する と きは、 ［バッ クア ッ
プを必ずターゲッ ト ・ メ デ ィ アの先頭に書き込み］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
選択し ないで く だ さい。 マルチ ・ ス ト リーム ・ バッ クア ッ プでこのチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスをオンにする と、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメ デ ィ ア
がターゲッ ト と な り、 そのメ デ ィ ア ・ アイテムで最初のバッ クア ッ プ と し
て存在する こ とにな り ます。 バッ クア ッ プで 5 つのス ト リームが生成され

る場合は、 5 つのブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテムまたは新しい メ デ ィ ア ・

アイテムの取得がジ ョ ブによ って試されます。

メ デ ィ アをバッ クア ッ プ以
降の書き込みから保護

バッ クア ッ プ完了後、 メ デ ィ アを書き込み保護するには、 このオプシ ョ ン
を選択し ます。

メ モ ： 既存のテープを 「読み取り専用」 と し てマークする方法についての
詳細は、 「テープを読み取り専用と し てマーク」 を参照し て く だ さい。

最低空き容量 <x> ギガバ

イ ト のメ デ ィ アのみ使用

ターゲッ ト ・ メ デ ィ アに必要な最低空き容量を指定する場合は、 その値を
入力または選択し ます。 値は GB 単位で指定する必要があ り ます。 

メ モ ： ［メ デ ィ ア共有］ オプシ ョ ンは、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスに適用されませ
ん。

表 46. ソース ・ セ ッ ト の ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

任意のデバイス このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 デバイス ・ タ イプを指
定し ない場合、 NetVault Backup は適切な任意のデバイスをジ ョ ブで使用

し ます。 
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3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト を保存し ます。

バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト の作成
詳細設定セ ッ ト を使用し て、 バッ クア ッ プ ・ リ タ イア設定、 セカ ンダ リ ・ コ ピーのジ ョ ブ定義、 ユーザー定義イ
ベン ト 、 その他の詳細オプシ ョ ンを指定し ます。 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト は、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］
ページから作成できます。

バッ ク ア ッ プ詳細設定セ ッ ト を作成するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［詳細設定］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ
ク し ます。

2 ［詳細設定］ ページで対応するボタ ンを ク リ ッ ク し、 次のセクシ ョ ンで説明するオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ オプシ ョ ンの設定

▪ 詳細設定の指定

▪ セカ ンダ リ ・ コ ピーの作成

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ用プレ ・ スク リ プ ト およびポス ト ・ スク リ プ ト のオプシ ョ ンの設定

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベン ト の設定

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［詳細設定セ ッ ト 名］ に、 セ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 詳細設定セ ッ ト を保存し ます。

バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ オプシ ョ ンの設定

バッ ク ア ッ プ ・ リ タ イア ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［バッ クア ッ プ寿命］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

デバイス指定 ジ ョ ブに特定のデバイスを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
関連するボ ッ クスで、 使用し ないデバイスのチ ェ ッ ク ・ マーク を解除し ま
す。 ラ イブ ラ リ を削除する と、 関連する ド ラ イブが自動的に削除されます。

ローカル ・ ド ラ イブのみ ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト にローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ ： NetVault SmartDisk は、 ネ ッ ト ワーク接続デバイスまたは非ローカ

ル ・ デバイス とみな されます。

表 46. ソース ・ セ ッ ト の ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
データのバッ クア ッ プ

142



図 19. ［バッ クア ッ プ寿命］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

表 47. バッ クア ッ プ寿命のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

アーカ イブ アーカ イブを作成する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 
アーカ イブは増分または差分バッ クア ッ プのベース と し て使用できません。
データのアーカ イブ時は、 常にフル ・ バッ クア ッ プ ・ タ イプを選択する必
要があり ます。 増分または差分バッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し た場合、 リ
ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗し ます。 

バッ クア ッ プ このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 バッ クア ッ プを作成す
る場合、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

バッ クア ッ プ寿命 このオプシ ョ ンは、 バッ クア ッ プの保持期間を指定し ます。

バッ クア ッ プは無期限に保持する こ と もできますし、 指定された期間が経
過し たら リ タ イア させる こ と もできます。 NetVault Backup は、 バッ ク

ア ッ プに対し て世代ベースおよび時間ベースのリ タ イア方式をサポー ト し
ています。 バッ クア ッ プ ・ リ タ イア方式についての詳細は、 「バッ クア ッ プ
のリ タ イア」 を参照し て く だ さい。 
リ タ イア ・ オプシ ョ ンは、 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で指定できます。
または、 ［有効期限の変更］ を使用し て、 既存のセーブセ ッ ト の有効期限や
世代数を設定または変更する こ と もできます。 ［有効期限の変更］ について
の詳細は、 「セーブセ ッ ト 有効期限のオプシ ョ ン設定」 を参照し て く だ さ
い。

［バッ クア ッ プ寿命］ オプシ ョ ンを設定するには、 以下の手順に従います。

• バッ クア ッ プ寿命 — フル ・ バッ クア ッ プ回数に基づ く ： 世代ベー

スのリ タ イアを設定するには、 ［フル ・ バッ クア ッ プ回数の超過後
に破棄］ オプシ ョ ンを選択し ます。 関連する リ ス ト で、 保持する フ
ル ・ バッ クア ッ プの最大数を入力または選択し ます。

• バッ クア ッ プ寿命 — 時間に基づ く ： 時間ベースのリ タ イアを設定

するには、 ［期間指定］ オプシ ョ ンを選択し ます。 期間を入力また
は選択し、 関連する リ ス ト で、 ［日］、 ［週］、 ［月］、 ［年］ のいずれ
かのオプシ ョ ンを選択し ます。 
デフ ォル ト では、 ［バッ クア ッ プ寿命］ オプシ ョ ンは ［次の期間を
経過し たら廃棄］ に設定されてお り、 リ タ イア期間は 3 か月に設定

されています。
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• 強制終了 ： デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プに依存関係のあるバッ ク
ア ッ プが含まれる場合、 そのリ タ イアはすべての依存関係のある
バッ クア ッ プがリ タ イアする準備が整う まで延期されます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 そのリ タ イア ・ スケジュー
ルに従ってバッ クア ッ プを リ タ イアする こ とができます。 この動作
を強制する と、 依存関係のある増分および差分バッ クア ッ プが早期
にリ タ イアする場合があ り ます。

このルールをすべてのバッ クア ッ プにグローバルに適用するため
に、 メ デ ィ ア ・ マネージャの設定を変更できます。 詳細は、 「依存
関係にあるバッ クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定」 を参照し て く
だ さい。 ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force 
Always］ に設定されている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの状

態に関係な く 、 ［強制終了］ オプシ ョ ンが使用されます。

• バッ クア ッ プを無期限に保持する ： バッ クア ッ プを無期限に保持す
るには、 ［フル ・ バッ クア ッ プ回数に基づいて破棄し ない］ および
［時間に基づいて破棄し ない］ オプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ ： ［フル ・ バッ クア ッ プ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ン と ［次の期
間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを両方と も フル ・ バッ クア ッ プに設定す
る と、 バッ クア ッ プは、 両方の条件が満た された と きに限り リ タ イア され
ます。 た と えば、 ［フル ・ バッ クア ッ プ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ンを
フル ・ バッ クア ッ プ 4 回に、 ［次の期間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを

30 日に設定する と、 フル ・ バッ クア ッ プが 5 回行われて、 なおかつ 30 日

が経過し てからバッ クア ッ プはリ タ イア されます。

メ モ ： 時間ベースのリ タ イアを設定する場合、 ジ ョ ブの保存または実行時
間に対し て時間コ ンポーネン ト （HH:MM） が自動的に設定されます。

メ モ ： 時間ベースのリ タ イアでは、 時間コ ンポーネン ト （HH:MM） は実際

のリ タ イア時間を表し てはいません。 バッ クア ッ プのリ タ イア期限を表し
ています。 実際のリ タ イア時間は、 メ デ ィ ア ・ マネージャがメ デ ィ ア ・
データベースをスキャ ン し て、 リ タ イアする必要があるバッ クア ッ プを特
定するまでの間隔によ り決ま り ます。 デフ ォル ト のスキャ ン間隔は 60 分

です。 そのため、 リ タ イア時間が 10:20 に設定されている場合、 実際のリ

タ イア時間は 11:00 と な り ます。 デフ ォル ト 設定は、 mediamgr.cfg フ ァ

イルで変更できます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデ
フ ォル ト 間隔の設定」 を参照し て く だ さい。

表 47. バッ クア ッ プ寿命のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス
期間指定

オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスによ り、 メ デ ィ アをロー ド する
こ と な く 迅速にセーブセ ッ ト のコ ンテンツをスキャ ンする こ とができます。
ただ し、 これらのイ ンデッ クスによ り、 NetVault データベース全体のサイ

ズは拡大する こ とがあ り ます。 データベースのサイズを管理するには、 オ
ン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを削除できます。

次のよ う にさ まざまな方法を使用し て、 オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを削除
できます。

• ［オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス期間指定］ オプシ ョ ンをバッ クア ッ プ
詳細設定セ ッ ト で設定する と、 指定期間後にオン ラ イ ン ・ イ ンデッ
クスは自動的に削除されます。 この方法については、 このセクシ ョ
ンで説明し ます。

• ［イ ンデッ クス ・ オフ ラ イ ン前の非アク テ ィ ブ日数］ 設定を使用し
て、 指定し た期間非アク テ ィ ブであった場合にオン ラ イ ン ・ イ ン
デッ クスを削除するグローバル ・ ポ リ シーを設定できます。 詳細
は、 「バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定」
を参照し て く だ さい。

• ［バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページで 1 つまたは複数の

バッ クア ッ プのオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを手動で削除できます。
詳細は、 「オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの手動削除」 を参照し て く だ
さい。

イ ンデッ クス保持期間をバッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で指定するには、 ［オ
フ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス期間指定］ オプシ ョ ンを選択し ます。 イ ンデッ ク
スを保持する期間を入力または選択し、 関連する リ ス ト で ［日］、 ［週］、
［月］、 または ［年］ オプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ ： デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス （NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 およ

び Data Domain システムなど） に保管されているバッ クア ッ プがリ タ イア し た場合、 そのバッ クア ッ プは

デバイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とは
できません。

表 47. バッ クア ッ プ寿命のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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詳細設定の指定

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブ用詳細設定を指定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［詳細設定］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

表 48. バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ詳細設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

暗号化の有効化 NetVault Backup には、 2 つの暗号化プ ラグイ ンが用意されています。

• NetVault Backup Plug-in for Standard Encryption （Plug-in for 
Standard Encryption） 

• NetVault Backup Plug-in for Advanced Encryption （Plug-in for 
Advanced Encryption） 

これらのプ ラグイ ンは、 規制当局のバッ クア ッ プ ・ セキュ リ テ ィ 要件を満
たすために、 CAST-128、 AES-256、 および CAST-256 アルゴ リズムをサ

ポー ト し ています。 これらのプ ラグイ ンについての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Plug-in for Standard Encryption ユーザーズ ・ ガイ ド』 また

は 『Quest NetVault Backup Plug-in for Advanecd Encryption ユーザーズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 
ク ラ イアン ト に Plug-in for Standard Encryption または Plug-in for 
Advanced Encryption を イ ンス ト ールする と、 以下のよ う な作業を行えま

す。

• プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている ク ラ イアン ト から実行される
すべてのバッ クア ッ プを暗号化するよ う にプ ラグイ ンを設定し ま
す。 この設定についての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザー
ズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。 

• ジ ョ ブ ・ レベルの暗号化オプシ ョ ンを使用し て、 ク ラ イアン ト の
個々のバッ クア ッ プを暗号化し ます。 セカ ンダ リ ・ コ ピーについて
のみ暗号化を選択する こ と もできます。 

ジ ョ ブ ・ レベルの暗号化オプシ ョ ンは、 以下のよ う な場合に便利です。

• サーバーまたはク ラ イアン ト にイ ンス ト ールされているプ ラグイ ン
が、 暗号化プ ラグイ ン と互換性がない場合。

• サーバーまたはク ラ イアン ト の特定のバッ クア ッ プのみ暗号化が必
要な場合。

• プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プの暗号化は不要で、 オフサイ ト で保護す
るセカ ンダ リ ・ バッ クア ッ プの暗号化が必要である場合。

• プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プが重複排除機能をサポー ト し ているス ト
レージ ・ デバイスを対象と し ている場合。

プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プでジ ョ ブ ・ レベルの暗号化を実行するには、 ［暗
号化の有効化］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 セカ ンダ リ ・ コ ピーで
ジ ョ ブ ・ レベルの暗号化を使用する方法についての詳細は、 「セカ ンダ リ ・
コ ピーのみ暗号化」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 暗号化バッ クア ッ プは、 元のク ラ イアン ト または別のク ラ イアン ト
にリ ス ト アできます。 どち らの場合でも、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト 上に
プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り、 またバッ クア ッ プ実行時と同
じ よ う に設定する必要があ り ます （同じ暗号鍵文字列と暗号アルゴ リズム
を使用）。
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重複排除機能を有効化 デフ ォル ト では、 重複排除機能が有効になっています。 ターゲッ ト ・ デバ
イスがデータの重複排除をサポー ト し ていない場合は、 このチ ェ ッ ク ・
ボ ッ クスの選択を解除し ます。

重複排除をサポー ト し ているデバイスへのバッ クア ッ プの実行時に、 以下
のジ ョ ブに対し てはこのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除する こ と をお勧
めし ます。 

• 暗号化オプシ ョ ンを使用するバッ クア ッ プ。 暗号化されたバッ ク
ア ッ プの場合はう ま く 重複排除できないため、 重複排除すべきでは
あり ません。

• Plug-in for Consolidation を使って統合する増分バッ クア ッ プ。 この

オプシ ョ ンを選択し ないこ と で、 統合プロセス時に重複排除された
増分バッ クア ッ プを元に戻すとい う 不要なオーバーヘ ッ ドが発生す
るのを防ぐ こ とができます。 コ ン ソ リデー ト ・ フル ・ バッ クア ッ プ
時に重複排除処理を有効にする こ とができます。

メ モ ： Quest DR Series システムの重複排除を完全に無効にする こ とはで

きません。 Quest DR Series システムには、 重複排除を ク ラ イアン ト で実

行するのか、 または Quest DR Series システム上で実行するのかを制御す

る、 重複排除の設定モー ドが用意されています。 ク ラ イアン ト 側の重複排
除は、 ［重複排除］ モー ド に ［パススルー］ を設定する こ と でオフにする こ
とができます。 この設定についての詳細は、 『Quest DR Series システム管

理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

メ モ ： Quest DR Series システムに保管されているバッ クア ッ プがバッ ク

ア ッ プ ・ コ ン ソ リデー ト ・ ジ ョ ブの対象と し て選択された場合、 重複排除
データ を元に戻すオーバーヘ ッ ド がパフ ォーマンスに影響を与える可能性
があり ます。

バッ クア ッ プ後の検証 メ デ ィ アに書き込まれたス ト リーム長を検証し、 バッ クア ッ プ中にブロ ッ
クが破棄されていないこ と を確認する場合に、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
選択し ます。 
バッ クア ッ プの検証は、 実際のバッ クア ッ プ完了後、 フ ェーズ 2 ジ ョ ブ と

し て実行されます。 破棄されたブロ ッ クが検出された場合、 検証フ ェーズ
でエラーが報告され、 処理が失敗し ます。 検証フ ェーズが失敗し た場合、
再びバッ クア ッ プを実行する必要があ り ます。 
メ モ ： フ ェーズ 2 のバッ クア ッ プ検証ジ ョ ブでは、 データの整合性は検証

されません。 バッ クア ッ プが実際に メ デ ィ アに書き込まれたかど うかのみ
を検証し ます。

デフ ォル ト の設定では、 検証ジ ョ ブは NetVault Backup サーバーで実行さ

れます。 検証フ ェーズを実行するよ う に別のク ラ イアン ト を設定する方法
についての詳細は、 「検証プ ラグイ ンのデフ ォル ト の設定」 を参照し て く だ
さい。

ネ ッ ト ワーク圧縮の使用 ネ ッ ト ワーク経由のデータ伝送時にネ ッ ト ワーク圧縮を使用する場合、 こ
のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 
データはまずバッ クア ッ プ ・ ク ラ イアン ト 上で圧縮され、 その後ネ ッ ト
ワークに転送されます。 ターゲッ ト ・ デバイスが接続されているマシンで
は、 データが解凍された後に、 メ デ ィ アに書き込まれます。 
ネ ッ ト ワーク圧縮は次のタ イプのジ ョ ブでは機能し ません。

• NetVault SmartDisk にバッ クア ッ プ

• NDMP ベースの NAS フ ァ イ ラーに接続されたデバイスへのバッ ク

ア ッ プ

• NetVault Backup Plug-in for NDMP、 NetVault Backup Plug-in for 
NetWare、 および NetVault Bare Metal Recovery 製品を使ったバッ

クア ッ プ

表 48. バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ詳細設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

セカ ンダ リ ・ コ ピーの作成

セカ ンダ リ ・ コ ピーを作成するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［セカ ンダ リ ・ コ ピー］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セカ ンダ リ ・ コ ピーの作成］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、 以下の項目を設定し ます。

セーブセ ッ ト 項目を リ ス ト
ア検索カ タ ログに追加し な
い

選択し たセーブセ ッ ト のバッ クア ッ プを カ タ ログ化から除外するには、 こ
のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

セーブセ ッ ト のカ タ ログ化ステータ ス （［はい］ または ［いいえ］） を調べ
るには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［カ タ

ログ化］ 列を確認し ます。

表 48. バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ詳細設定オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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図 20. ［セカ ンダ リ ・ コ ピー］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

表 49. セカ ンダ リ ・ コ ピーのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

コ ピー ・ オプシ ョ ン選択 セカ ンダ リ ・ コ ピーの作成に使用する方法を選択し ます。 利用可能な方法
を以下に示し ます。

• 複製

• データ ・ コ ピー

これらの方法についての詳細は、 「セカ ンダ リ ・ コ ピー」 を参照し て く だ さ
い。

メ モ ： NetVault Backup Server 10.0.5 以降では、 Plug-in for Data Copy でイ

ンデッ クス ・ バージ ョ ン 4 を作成し ます。 これは、 以前の NetVault 
Backup と互換性があ り ません。 NetVault Backup 10.0.1 またはそれ以前の

バージ ョ ンを実行する ク ラ イアン ト は、 このイ ンデッ クス ・ フ ァ イルを読
み込めません。 NetVault Backup Server 10.0.5 以降で生成されたデータ ・

コ ピー ・ セーブセ ッ ト を リ ス ト アするには、 ク ラ イアン ト で NetVault 
Backup 10.0.5 以降の実行が必要です。
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コ ピー ・ ジ ョ ブ実行先 デフ ォル ト では、 セカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブは NetVault Backup サー

バーで実行されます。 特定のク ラ イアン ト 上でジ ョ ブを実行させるには、
ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を ク リ ッ ク し ます。 
このオプシ ョ ンは、 ローカルに接続された物理または仮想テープ ・ デバイ
スのある ク ラ イアン ト でバッ クア ッ プを実行する場合に使用する こ とがで
きます。 

重要 ： ［［パフ ォーマンスを向上させるため、 データ ・ コ ピー操作を実行す
るには、 テナン ト が MSP に提供される ク ラ イアン ト ・ マシンを選択する

こ と を推奨し ます。

スケジュール ・ セ ッ ト 使用 既存のスケジュール ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ
ク し て、 スケジュール ・ タ イプ と スケジュール方式を設定し ます。 詳細は、
「スケジュール ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： ［繰り返し］ と ［ ト リ ガ］ のスケジュール ・ タ イプを使用し てセカ
ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブを実行する こ とはできません。 セカ ンダ リ ・ コ
ピー ・ ジ ョ ブを実行できるのは、 フ ェーズ 1 ジ ョ ブが正常に完了し た後の

みです。 ［繰り返し］ と ［ ト リ ガ］ のスケジュール ・ タ イプによ り、 ソー
ス ・ セーブセ ッ ト が使用可能になる前に開始するよ う にセカ ンダ リ ・ コ
ピー ・ ジ ョ ブが設定される とい う 状況になる こ とがあ り ます。

ターゲッ ト ・ セ ッ ト 使用 既存のターゲッ ト ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク
し て、 ジ ョ ブのターゲッ ト ・ デバイス と メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを設定し ま
す。 詳細は、 「ターゲッ ト ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 複製バッ クア ッ プ とデータ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プを実行する と き
は、 元のセーブセ ッ ト または同じバッ クア ッ プのコ ピーを含む メ デ ィ ア ・
アイテムを使用できません。 NetVault Backup ではこれらのメ デ ィ ア ・ ア

イテムが除外されるため、 コ ピーと元のバッ クア ッ プが同じ メ デ ィ ア ・ ア
イテムに存在する こ とはあ り ません。 メ デ ィ アのコ ンセプ ト は、 デ ィ ス
ク ・ ベース ・ デバイスには適用されません。 元のセーブセ ッ ト をデ ィ スク
ベース ・ デバイスに保存する場合、 複製ジ ョ ブまたはデータ ・ コ ピー ・
ジ ョ ブをそのバッ クア ッ プに実行する と き、 NetVault Backup ではそのデ

バイスが除外されません。

メ モ ： すべてのセカ ンダ リ ・ コ ピーについて、 同じ ド ラ イブを選択する こ
と をお勧めし ます。 た と えば、 4 ド ラ イブのラ イブ ラ リがある場合は、 ド

ラ イブ 1 および 2 をプラ イマ リ ・ バッ クア ッ プ用に選択し、 ド ラ イブ 3 お

よび 4 をテープ ・ デバイスを ターゲッ ト にし たセカ ンダ リ ・ コ ピー用に選

択し ます。 このよ う に ド ラ イブを選択する こ と で、 複数の複製ジ ョ ブを同
時に実行し た場合にデッ ド ロ ッ ク を回避する こ とができます。

ソース ・ セ ッ ト 使用 既存のソース ・ セ ッ ト を選択するか、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブ
のソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・
ジ ョ ブのソース ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

表 49. セカ ンダ リ ・ コ ピーのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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3 必須のその他のオプシ ョ ンを設定し ます。

表 50. セカ ンダ リ ・ コ ピーのその他のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

データ ・ コ ピーの最大ス ト
リーム数

データ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブで生成できる最大同時ス ト リーム数を入力または
選択し ます。 デフ ォル ト では、 単一のデータ ・ ス ト リームが生成されて、
データ ・ アイテムが順番にコ ピーされます。 

メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト NetVault Backup がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アを待機する時間を入力または

選択し ます。 このタ イムアウ ト 値は、 分単位で指定し ます。 デフ ォル ト 値
は、 10 分間です。

指定し た期間内に必要な メ デ ィ ア ・ アイテムが利用できなかった場合、
ジ ョ ブは自動的に中止されます。

この値をゼロ （0） に設定する と、 メ デ ィ アが指定されるか、 ジ ョ ブが手動

で中止されるまで、 セカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブは無期限に待機し ます。

設定可能な最大のタ イムアウ ト 期間は 1440 分 （24 時間） です。 この設定

によ り、 NetVault Backup で日次ジ ョ ブの次のイ ンス タ ンスが実行される

前に、 現在のイ ンス タ ンスが中止されます。

メ モ ： （Plug-in for Data Copy を使用し て作成し た） フ ェーズ 1 のデータ ・

コ ピー ・ ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求タ イムアウ ト は、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト の
［メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト ］ 設定ではな く 、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・
セ ッ ト の ［メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト ］ 設定で制御されます。 フ ェーズ 2
（セカ ンダ リ ・ コ ピー） データ ・ コ ピーおよび複製ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求タ
イムアウ ト は、 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で指定された ［メ デ ィ ア要求
タ イムアウ ト ］ によ って管理されます。

セカ ンダ リ ・ コ ピーのみ暗
号化

セカ ンダ リ ・ コ ピーでジ ョ ブ ・ レベルの暗号化を実行するには、 ［暗号化の
有効化］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 
このオプシ ョ ンは、 ［データ ・ コ ピー］ を選択し た場合にのみ利用できま
す。 このオプシ ョ ンを使用するには、 ク ラ イアン ト への Plug-in for 
Standard Encryption または Plug-in for Advanced Encryption のイ ンス ト ー

ルが必要です。

以下の点に注意し ます。

• プ ラ イマ リ ・ コ ピーが暗号化されている場合、 データ ・ コ ピー方式
では、 ［セカ ンダ リ ・ コ ピーのみ暗号化］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選
択されているかど うかに関係な く 、 暗号化されたセーブセ ッ ト が自
動的に作成されます。 し たがって、 このオプシ ョ ンが役立つのは、
暗号化されていないプ ラ イマ リ ・ コ ピーを暗号化し てセカ ンダ リ ・
コ ピーを作成する と きだけです。

• データ ・ コ ピーで ［セカ ンダ リ ・ コ ピーのみ暗号化］ チ ェ ッ ク ・
ボ ッ クスを選択し た場合、 暗号化されたプ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プ
は再暗号化されません。 

• 暗号化されたデータ ・ コ ピーからデータ を リ ス ト アするには、 プ ラ
イマ リ ・ コ ピーの暗号化キーを使用する必要があ り ます。

プ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プでジ ョ ブ ・ レベルの暗号化を使用する方法につ
いての詳細は、 「暗号化の有効化」 を参照し て く だ さい。 
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移動 （オ リ ジナル ・ バッ ク
ア ッ プの破棄）

コ ピーを作成する代わり にバッ クア ッ プを移動するには、 このチ ェ ッ ク ・
ボッ クスを選択し ます。 データ を コ ピーした後で、 NetVault Backup がオ

リ ジナルのバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを削除し ます。

メ モ ： Plug-in for FileSystem バッ クア ッ プのコ ピーを作成する際には、 関

連付けられた増分または差分バッ クア ッ プのないフル ・ バッ クア ッ プにつ
いてのみ ［移動］ オプシ ョ ンを選択できます。 増分または差分バッ クア ッ
プに関係がある フル ・ バッ クア ッ プに対し てこのオプシ ョ ンを選択する と、
NetVault Backup がセカ ンダ リ ・ コ ピーを正常に作成し ますが、 プ ラ イマ

リ またはオ リ ジナル ・ バッ クア ッ プのイ ンデッ クスは削除されません。 そ
のよ う なバッ クア ッ プについては、 コ ピーの作成後に、 手動でプ ラ イマ リ
またはオ リ ジナルのバッ クア ッ プを リ タ イアする必要があ り ます。

ス ト リームに メ デ ィ ア共有
を許可

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されていません。 このオプ
シ ョ ンは、 ［バッ クア ッ プの複製］ と併用できます。

マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プの複製を作製する と きは、 このオプシ ョ
ンを使用し て、 複数のデータ ・ ス ト リームを順次データ ・ ス ト リームに変
換できます。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ない場合は、 各ス ト リーム
が別々に書き込まれます。

デ ィ スクベースのデバイスを使用し て複製バッ クア ッ プを リ ス ト アする場
合は、 マルチス ト リームが適し ています。 その場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスを選択する必要はあ り ません。

テープ ・ デバイスの場合に ［ス ト リームに メ デ ィ ア共有を許可］ チ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスを選択し ないと、 各データ ・ ス ト リームは、 別々のメ デ ィ ア
を ターゲッ ト にし ます。 ス ト リームの書き込みに使用されたテープは、 利
用可能な メ デ ィ アから除外されます。 テープに十分な容量が残っていない
と、 ジ ョ ブが失敗し ます。 複製バッ クア ッ プのリ ス ト アにテープ ・ デバイ
スを使用する場合に、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 使用する メ
デ ィ アを最小限にする こ とができます。

表 50. セカ ンダ リ ・ コ ピーのその他のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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この機能をサポー ト するデ
バイス間で最適レプ リ ケー
シ ョ ンを使用

最適レプ リ ケーシ ョ ン機能によ り、 データ ・ コ ピーまたは複製操作時に、
同じ タ イプのあるデバイスから別のデバイスに、 重複排除されたデータ を
直接転送する こ とができます。 これによ り セカ ンダ リ ・ コ ピーを効率的に
作成する こ とができます。 また、 以下の利点があ り ます。

• 重複排除形式でデータ を コ ピーし ます。 これによ り、 ネ ッ ト ワーク
経由で転送されるデータ量が大幅に軽減されます。

• NetVault Backup サーバーのリ ソースを使用せずに、 レプ リ ケー

シ ョ ン元から レプ リ ケーシ ョ ン先に直接データ を コ ピー可能です。

以下のス ト レージ ・ デバイスが、 最適レプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し てい
ます。

• Quest DR Series システム ： 最適化し たレプ リ ケーシ ョ ンを実施す

るには、 ソースおよびターゲッ ト の Quest DR Series システムの両

方で、 同じ リ リース ・ バージ ョ ンの DR OS が稼働し ている必要が

あり ます。 異なる リ リースの OS が稼働し ているシステム間でのレ

プ リ ケーシ ョ ンはサポー ト されていません。 
た と えば、 DR OS 3.x が稼働し ている ソース ・ システムからデータ

をレプ リ ケー ト するには、 ターゲッ ト ・ システムでも同じ リ リース
の OS が稼働し ている必要があ り ます。 ターゲッ ト ・ システムで

DR OS リ リース 2.0.x または 3.0.x が稼働し ている場合、 レプ リ

ケーシ ョ ンは失敗し ます。

メ モ ： Quest DR Series システム上で最適化されたレプ リ ケーシ ョ ン と

バッ クア ッ プを同時に実行する と、 バッ クア ッ プのスループ ッ ト が低下し
ます。

• QuestQoreStor サーバー

• NetVault SmartDisk デバイス ： レプ リ ケーシ ョ ンの最適化を実行

するには、 NetVault SmartDisk 2.0 以降が必要です。 
レプ リ ケーシ ョ ン元およびレプ リ ケーシ ョ ン先の NetVault 
SmartDisk サーバーに設定されているログイ ン認証情報が一致し な

いと、 レプ リ ケーシ ョ ンに失敗し ます。 レプ リ ケーシ ョ ンを成功さ
せるには、 次のいずれかを実行し ます。

- 両方の NetVault SmartDisk サーバーで WebDAV 認証を無効にし ま

す。

- ソース ・ サーバーのみ WebDAV 認証を有効にし ます。

- 両方のサーバー上で同じ ログイ ン認証情報を設定し ます。

メ モ ： NetVault SmartDisk から他のデバイス ・ タ イプ （例 ： VTL、 Quest 
DR Series システム、 または Data Domain システム） にバッ クア ッ プを コ

ピーする際には、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除する必要があ り ま
す。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ないと、 データ ・ コ ピーまたは
複製ジ ョ ブは、 失敗するか応答し な く な り ます。

• DD Boost 対応 Data Domain システム ： 2 つの DD Boost 対応 Data 
Domain システム間でのセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プで、 DD 
Boost が提供する管理フ ァ イル ・ レベルの複製機能を使用し ます。

フ ァ イル ・ レベルのレプ リ ケーシ ョ ンには、 DD Boost Replicator ラ

イセンスが必要です。 このラ イセンスは、 レプ リ ケーシ ョ ン元およ
びレプ リ ケーシ ョ ン先の両方の Data Domain システムにイ ンス ト ー

ルする必要があ り ます。 
メ モ ： ソース と ターゲッ ト の Data Domain システムで稼働し ている Data 
Domain OS のバージ ョ ンが異なる場合にレプ リ ケーシ ョ ンを成功させるに

は、 ターゲッ ト ・ システム側で上位バージ ョ ンの OS を稼働する必要があ

り ます。

表 50. セカ ンダ リ ・ コ ピーのその他のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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4 複製セーブセ ッ ト またはデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト のリ タ イア期間を設定するには、 次のオプシ ョ
ンを設定し ます。 

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ用プレ ・ スク リ プ ト および
ポス ト ・ スク リ プ ト のオプシ ョ ンの設定
プレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト ・ オプシ ョ ンを使って、 ジ ョ ブの開始前またはジ ョ ブの完了後に、 ユー
ザーが定義し たスク リ プ ト を実行する こ とができます。 これらのスク リ プ ト は、 ジ ョ ブ開始前のデータベースの
マウン ト 解除やシャ ッ ト ・ ダウン、 またはジ ョ ブ完了後のデータベースのマウン ト または起動などの、 タ スクの
実行に使用する こ とができます。

プレ ・ スク リ プ ト またはポス ト ・ スク リ プ ト を設定する前に、 以下の情報を確認し て く だ さい。

• スク リ プ ト は、 た と えば Windows の .bat や Linux の .sh など、 任意の実行フ ァ イルである必要があ り ま

す。

• スク リ プ ト ・ フ ァ イルはターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト に存在する必要があ り ます。 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下の、 scripts デ ィ レ ク ト リ内に配置される必要があ り ます。

ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア取得
前にソース ・ メ デ ィ アを選
択

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 NetVault Backup は、 データ ・ コ

ピーおよび複製バッ クア ッ プ用にターゲッ ト ・ メ デ ィ アの取得を試行する
前にソース ・ メ デ ィ アを取得し よ う と し ます。

表 51. セカ ンダ リ ・ コ ピーのリ タ イア ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

オ リ ジナルの寿命を使用 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 オ リ ジナルのセーブ
セ ッ ト のリ タ イア期間を使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し たまま
にし ます。

次の期間を経過し たら廃棄 複製セーブセ ッ ト またはデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト に異なる リ タ イア
期間を設定するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 
バッ クア ッ プを保持する期間を入力または選択し、 関連する リ ス ト で
［日］、 ［週］、 ［月］、 または ［年］ オプシ ョ ンを選択し ます。 コ ピーについ
ては、 時間ベースのリ タ イア期間だけを設定できます。

強制終了 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは、 ［次の期間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを選
択する と表示されます。

デフ ォル ト では、 セカ ンダ リ ・ コ ピーに依存関係にあるバッ クア ッ プが含
まれる場合、 そのリ タ イアはすべての依存関係にあるバッ クア ッ プがリ タ
イアする準備が整う まで延期されます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 そのリ タ イア ・ スケジュールに
従ってセカ ンダ リ ・ コ ピーを リ タ イアする こ とができます。 この動作を強
制する と、 依存関係のある増分および差分バッ クア ッ プが早期に リ タ イア
する場合があり ます。

このルールをすべてのバッ クア ッ プにグローバルに適用するために、 メ
デ ィ ア ・ マネージャの設定を変更できます。 詳細は、 「依存関係にあるバッ
クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定」 を参照し て く だ さい。 ［破棄のタ イ ミ
ングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に設定されている場合は、 こ

のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの状態に関係な く 、 ［強制終了］ オプシ ョ ンが使用さ
れます。 

重要 ： 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト のデータ ・ コ ピーまたは複製では、 バッ クア ッ プ と イ ンデッ クスのみの
コ ピーが実行され、 データの冗長コ ピーは作成されません。

表 50. セカ ンダ リ ・ コ ピーのその他のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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• プレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト にはラ ン タ イム ・ パラ メ ータ を含める こ とができます。 これら
のパラ メ ータは、 環境変数 NV_USER_ARG に保存されます。 スク リ プ ト では、 他の NetVault Backup 環

境変数も使用する こ とができます。 利用できる環境変数のリ ス ト については、 「NetVault Backup の環境

変数」 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup には、 ポス ト ・ スク リ プ ト と し て使用できる、 2 種類の事前定義スク リ プ ト ・ フ ァ イル

が用意されています。

▪ psmail ： このスク リ プ ト を使用し て、 指定し た メ ール ・ ア ド レスにジ ョ ブ完了ステータ スを送信

し ます。

▪ psmail_logs ： このスク リ プ ト を使用し て、 指定し た メ ール ・ ア ド レスにジ ョ ブ完了ステータ ス と

ジ ョ ブのログを送信し ます。

Linux および UNIX の場合、 事前定義されたスク リ プ ト のフ ァ イル名に拡張子はあ り ません。 Windows の

場合、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名の拡張子は 「.bat」 です。 

これらのスク リ プ ト を実行するには、 ［ポス ト スク リ プ ト ］ ボ ッ クスで以下の設定値を指定し ます。

▪ Linux および UNIX ： psmail または psmail_logs
▪ Windows ： psmail.bat または psmail_logs.bat

プレ ・ スク リ プ ト およびポス ト ・ スク リ プ ト を指定するには ：

1 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の ［詳細設定］ ページで、 ［プレ & ポス ト スク リ プ ト ］ を ク リ ッ ク し て、 以下

の設定を行います。

表 52. バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ用プレ ・ スク リ プ ト およびポス ト ・ スク リ プ ト のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

プレスク リ プ ト ジ ョ ブの開始前にユーザー定義のスク リ プ ト を実行する こ とができます。
このスク リ プ ト を使って、 データベースのマウン ト 解除やシャ ッ ト ダウン
など、 バッ クア ッ プの前処理を実施する こ とができます。 
プレ ・ スク リ プ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［プレスク リ プ ト ］ ボ ッ クスに、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名を指定し
ます。 

• ［ユーザー ・ パラ メ ータ］ ボッ クスに、 ラ ン タ イム ・ パラ メ ータの
値を指定し ます。 値は有効でなければならず、 スク リ プ ト 内の使用
方法に準拠し ている必要があ り ます。 NetVault Backup は、 この

ユーザー ・ パラ メ ータについて有効性チ ェ ッ ク を行いません。

ポス ト スク リ プ ト ジ ョ ブの完了後にユーザー定義のスク リ プ ト を実行する こ とができます。
このスク リ プ ト を使って、 ジ ョ ブ完了後のデータベースのマウン ト や開始
など、 バッ クア ッ プの後処理を実施する こ とができます。 
ポス ト ・ スク リ プ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［ポス ト スク リ プ ト ］ ボッ クスで、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名を指定
し ます。

• ［ユーザー ・ パラ メ ータ］ ボッ クスに、 ラ ン タ イム ・ パラ メ ータの
値を指定し ます。 値は有効でなければならず、 スク リ プ ト 内の使用
方法に準拠し ている必要があ り ます。 NetVault Backup は、 この

ユーザー ・ パラ メ ータについて有効性チ ェ ッ ク を行いません。
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2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

総合的な実行およびジ ョ ブ ・ ステータ スに対するスク リ プ ト の効果を、 以下の表に示し ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベ
ン ト の設定
NetVault Backup では、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成時に、 ジ ョ ブが正常に完了し た と き、 警告を伴って完了し

た と き、 または失敗し た と きに発生するユーザー定義のイベン ト を設定できます。 個々のジ ョ ブの完了ステータ
スについて通知を受ける と きにこれらのオプシ ョ ンを使用できます。

ユーザー定義イベン ト は、 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で設定できます。 ユーザー定義イベン ト を作成し た後
は、 任意のジ ョ ブまたはバッ クア ッ プ ・ ポリ シーに対し てそのイベン ト を発生させる こ とができます。 NetVault 
Backup によ り、 ユーザー定義のイベン ト は、 Jobs — User defined イベン ト ・ ク ラスに追加されます。 その

後、 イベン ト 発生時に通知を受け取るため、 イベン ト ご とに 1 つまたは複数の通知方法を設定できます。

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト を発生させるには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［イベン ト ］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

表 54. バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト ・ タ イプ

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イベン ト 発生時に通知を受信するには、 そのイベン ト の通知方法を設定し ます。

表 53. スク リ プ ト 実行およびバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ステータ ス

処理 結果

プレスク リ プ ト 成功 成功 成功 失敗 失敗

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ 成功 成功 失敗 実行されませ
ん

実行されませ
ん

ポス ト スク リ プ ト 成功 失敗 成功 成功 失敗

総合的なジ ョ ブ ・ ス
テータ ス

ジ ョ ブは正常
に終了し ま
す。

ジ ョ ブは終了
し ま し たが、
ポス ト ・ スク
リ プ ト ・ エ
ラーがあ り ま
す。

ジ ョ ブは失敗
し ま し たが、
ポス ト ・ スク
リ プ ト は実行
されま し た。
エラーが報告
されます。

ジ ョ ブは失敗
し、 プレ ・ ス
ク リ プ ト ・ エ
ラーが報告さ
れま し た。

ジ ョ ブは失敗
し、 プレ ・ ス
ク リ プ ト およ
びポス ト ・ ス
ク リ プ ト ・ エ
ラーが報告さ
れま し た。

メ モ ： NetVault Backup には、 システム内の有意な事象に対応し て発生する事前定義のイベン ト がい く つ

か用意されています。 詳細は、 「NetVault Backup のイベン ト について」 および 「イベン ト ・ タ イプ」 を参

照し て く だ さい。 
また、 個々のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ、 レポー ト ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッ セージに
対し てユーザー定義のイベン ト を発生させる こ と もできます。 NetVault Backup 内で事前定義またはユー

ザー定義のイベン ト が発生し た と きには、 さ まざまな通知方法を使用し て通知を受け取る こ とができます。

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブ成功 ジ ョ ブの正常完了時に発生させる イベン ト を入力または選択し ます。

ジ ョ ブに警告発生 ジ ョ ブが警告付きで完了し た場合に発生させる イベン ト を入力または選択
し ます。

ジ ョ ブ失敗 ジ ョ ブの失敗時に発生させる イベン ト を入力または選択し ます。
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セ ッ ト の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• セ ッ ト の変更

• セ ッ ト のコ ピー

• セ ッ ト の削除

セ ッ ト の変更
既存のセ ッ ト に保存されているデータ選択またはさ まざまなジ ョ ブ ・ オプシ ョ ンを変更できます。 変更の保存時
に、 セ ッ ト を上書きするか、 または、 新しいセ ッ ト に選択内容を保存するかを選択できます。

セ ッ ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セ ッ ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セ ッ ト ・ タ イプ］ リ ス ト で、 変更するセ ッ ト の種類を選択し ます。

3 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

4 利用可能なセ ッ ト のリ ス ト から、 適用可能なセ ッ ト を選択し て、 ［編集］ を ク リ ッ ク し ます。

5 データ選択またはジ ョ ブ ・ オプシ ョ ンを変更し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 ［セ ッ ト の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て既存の
セ ッ ト を上書き し ます。 または、 新しい名前を入力し た後、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 新しいセ ッ ト に選
択内容を保存し ます。

セ ッ ト のコ ピー
ク ローン方式を使用し て、 既存のセ ッ ト からセ ッ ト を作成できます。 セ ッ ト を ク ローン し た後、 セ ッ ト 内に保存
されているデータの選択内容またはさ まざまなオプシ ョ ンを変更できます。

NetVault Backup では、 ジ ョ ブの作成または変更時に、 セ ッ ト を ク ローンできます。 また、 ［セ ッ ト 管理］ ページ

の ［編集］ オプシ ョ ンを使用し て、 このタ スク を実行する こ と もできます。

セ ッ ト を コ ピーするには ：

1 適用可能な方式を使用し て、 コ ピーするセ ッ ト にアクセス し ます。

▪ ジ ョ ブの作成時にセ ッ ト を ク ローンするには ： ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ または ［リ ス ト ア ・
ジ ョ ブ作成］ ページにアクセス し、 作成するセ ッ ト のタ イプに該当する ［新規作成］ ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

▪ ジ ョ ブの編集時にセ ッ ト を ク ローンするには ： ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの編集］ または ［リ ス ト
ア ・ ジ ョ ブの編集］ ページにアクセス し、 作成するセ ッ ト のタ イプに該当する ［新規作成］ ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

▪ ［セ ッ ト 管理］ ページでセ ッ ト を ク ローンするには ： ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セ ッ ト 管理］
を ク リ ッ ク し ます。 ［セ ッ ト ・ タ イプ］ リ ス ト で、 変更するセ ッ ト の種類を選択し ます。 利用可能
なセ ッ ト のリ ス ト から、 セ ッ ト を選択し て、 ［編集］ を ク リ ッ ク し ます。

2 表示されたページで、 ［既存セ ッ ト を ク ローン］ を ク リ ッ ク し ます。 

メ モ ： セ ッ ト を編集する と、 そのセ ッ ト を使用する既存のジ ョ ブが影響されます。
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3 ［ロー ド する設定を選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 コ ピーするセ ッ ト を選択し、 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク
し ます。

4 必要に応じ て、 データの選択内容またはジ ョ ブ ・ オプシ ョ ンを変更し ます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 ［セ ッ ト の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 名前を入力し て、 ［保存］ を ク
リ ッ ク し、 選択内容を新しいセ ッ ト にコ ピーし ます。

セ ッ ト の削除
セ ッ ト が不要になった場合は、 NetVault データベースから削除できます。 セ ッ ト がアク テ ィ ブなジ ョ ブやスケ

ジュールされたジ ョ ブによ って使用されている場合、 そのセ ッ ト は削除できません。

セ ッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セ ッ ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セ ッ ト の種類］ リ ス ト で、 削除するセ ッ ト の種類を選択し ます。

3 利用可能なセ ッ ト のリ ス ト から、 適用可能なセ ッ ト を選択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

削除対象と し て複数のセ ッ ト を選択できます。 連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク

リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： セ ッ ト を削除する と、 そのセ ッ ト を使用する既存のジ ョ ブが影響されます。
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7

 n ポリ シーの管理 

• ポリ シーについて

• ポリ シーの作成

• 既存のバッ クア ッ プ ・ ポリ シーの表示

• ポリ シー ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ ・ ステータ スの表示

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの変更

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの休止

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの削除

ポリ シーについて
ポリ シーを使って、 1 つまたは複数の類似ク ラ イアン ト を対象にし た、 1 つまたは複数のジ ョ ブを実行する こ と

ができます。 

ポリ シーを使って、 以下のよ う なバッ クア ッ プ戦略を管理する こ とができます。 

• フ ァ イル ・ サーバーの毎日の増分バッ クア ッ プおよび毎週のフル ・ バッ クア ッ プ

• 複数の Windows ワークステーシ ョ ンのフル ・ バッ クア ッ プ

• 複数データベースのフルおよび増分バッ クア ッ プ

以下のプ ラグイ ンは、 ポリ シーベースのバッ クア ッ プをサポー ト し ています。

• NetVault Backup Plug-in for FileSystem

• NetVault Backup Plug-in for Consolidation

• NetVault Backup Plug-in for Data Copy

• NetVault Backup Plug-in for Databases （NetVault データベースをバッ クア ッ プするためのプラグイ ン）

• NetVault Backup Plug-in for SQL Server

• NetVault Backup Plug-in for Oracle

• NetVault Backup Plug-in for MySQL

• NetVault Backup Plug-in for PostgreSQL

• NetVault Backup Plug-in for VMware

• NetVault Backup Plug-in for Hyper-V

• NetVault Backup Plug-in for Exchange

MSP 管理者およびテナン ト 管理者は、 ［ポ リ シー管理］ ページでバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを作成、 実行し、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでポリ シー ・ ジ ョ ブを監視する こ とができます。 MSP 管理者およびテナン ト 管理

者は、 互いのポリ シーを表示する こ とはできません。
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ポリ シーを管理するためのロールベースのアクセ
ス
表 55. ポ リ シー管理 - ロールベースのアクセス

ポリ シー ・ アクシ ョ ン MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ポリ シー管理 X X

ポリ シー管理 - 追加 X X

ポリ シー管理 - 休止 X X

ポリ シー管理 - 削除 X X

ポリ シー管理 - ステータ スの表示 X X

ポリ シー管理 - ジ ョ ブの編集 X X

ポリ シー管理 - ク ラ イアン ト の編集 X X

ポリ シー管理 - イベン ト の編集 X X
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ポリ シーの作成
ポリ シーを使って、 1 つまたは複数の類似ク ラ イアン ト を対象にし た、 1 つまたは複数のジ ョ ブを実行する こ と

ができます。 ポリ シー ・ ベースのバッ クア ッ プは ［ポリ シー管理］ ページから作成し て実行できます。

ポ リ シーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し た後、 ［追加］ を ク リ ッ ク し て、 ［ポ リ シー
の編集］ ページを開きます。

2 ［ポリ シー名］ に、 ポリ シーの名前を入力し ます。

3 ポリ シー ・ ジ ョ ブを追加するには、 ［ジ ョ ブの追加］ を ク リ ッ ク し ます。 

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成］ ページで、 以下の設定を行います。

［保存］ を ク リ ッ ク し てジ ョ ブ定義を保存し ます。

表 56. ポ リ シー ・ ジ ョ ブ定義

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブ名 ジ ョ ブ名を入力し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する
際に識別しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。 
ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系
の文字を含める こ とはできません。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、
すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

セレ クシ ョ ン 既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規
作成］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プするアイテムを選択し ます。 
セレ クシ ョ ン ・ ツ リーはプ ラグイ ンに固有です。 バッ クア ッ プするデータ
のタ イプによ って異な り ます。 バッ クア ッ プ用データの選択についての詳
細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン 既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作
成］ を ク リ ッ ク し て、 使用するオプシ ョ ンを設定し ます。 
バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンはプ ラグイ ンに固有です。 オプシ ョ ンは、 バッ
クア ッ プするデータのタ イプによ って異な り ます。 これらのオプシ ョ ンに
ついての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く
だ さい。

スケジュール 既存のスケジュール ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ
ク し て、 スケジュール ・ タ イプ と スケジュール方式を設定し ます。 詳細は、
「スケジュール ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「即時」 が選択されています。 ジ ョ
ブを即時実行する場合は、 このセ ッ ト を使用し ます。

ソース ・ ス ト レージ 既存のソース ・ セ ッ ト を選択するか、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブ
のソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・
ジ ョ ブのソース ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

このオプシ ョ ンは、 Plug-in for Consolidation および Plug-in for Data Copy
ジ ョ ブでのみ使用可能です。

ターゲッ ト ・ ス ト レージ 既存のターゲッ ト ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク
し て、 ジ ョ ブのターゲッ ト ・ デバイス と メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを設定し ま
す。 詳細は、 「ターゲッ ト ・ セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では、 事前定義されたセ ッ ト 「デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・
ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選択されています。

詳細設定 既存のバッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を
ク リ ッ ク し て、 使用するオプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ
詳細設定セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「デフ ォル ト の詳細設定」 が選択さ
れています。 
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4 ［ポリ シーの編集］ ページの表には、 以下の情報が表示されます。

▪ アク テ ィ ブ ： デフ ォル ト では、 チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されています。 ポ リ シー ・ ジ ョ ブは、
保存され、 ポリ シーに送信されます。 ポリ シー ・ ジ ョ ブをスケジューリ ングせずに保存するには、
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ます。

▪ ジ ョ ブ名 ： ジ ョ ブの名前。

▪ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 。

▪ プ ラグイ ン ： ジ ョ ブの実行に使用し ているプ ラグイ ン名。

▪ 次回実行時間 ： 次のイ ンス タ ンスの実行予定日時。 スケジュールされていないポ リ シー ・ ジ ョ ブ
の場合は、 ［実行し ない］。 このフ ィ ールド では、 ポ リ シーが保存された後でのみ情報が表示され
ます。

5 さ らにジ ョ ブを追加するには、 ステ ッ プ 3 を繰り返し ます。

6 ［ク ラ イアン ト 追加］ を ク リ ッ ク し ます。

7 1 つ以上のク ラ イアン ト / ク ラ イアン ト ・ グループにポ リ シーを適用するには、 以下の操作を実行し ま

す。

8 ポリ シーの警告および失敗のイベン ト を設定せずにポ リ シー定義を保存する場合は ［ポ リ シーの保存］
を ク リ ッ ク し、 それ以外の場合は ［イベン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

9 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーの作成時に、 1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが警告

を伴って完了し たか、 または失敗し た場合に発生するユーザー定義のイベン ト を設定できます。 

ポリ シーの完了ステータ スについて通知する場合に、 これらのオプシ ョ ンを使用できます。

ポリ シーのユーザー定義イベン ト を上げるには、 以下の設定を行います。 ユーザー定義イベン ト を作成
し た後は、 任意のポリ シーについてそのイベン ト を上げる こ とができます。 NetVault Backup は、 これら

のイベン ト を イベン ト ・ ク ラス Policy — User defined に追加し ます。

表 57. バッ クア ッ プ ・ ポ リ シー用ク ラ イアン ト およびク ラ イアン ト ・ グループの選択

オプシ ョ ン 説明

ク ラ イアン ト の追加または
ク ラ イアン ト ・ グループの
追加

［使用可能］ テーブルで、 追加する ク ラ イアン ト およびク ラ イアン ト ・ グ
ループを選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連

続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ま

す。

選択し た項目が、 ［選択済み］ テーブルに移動されます。

メ モ ： ク ラ イアン ト が現在オン ラ イ ンかオフ ラ イ ンかを示すク ラ イアン
ト ・ ステータ ス ・ アイ コ ンが表示されます。 選択し たク ラ イアン ト がオン
ラ イ ンの場合のみ、 ポ リ シー ・ ジ ョ ブが成功し ます。 ク ラ イアン ト ・ ス
テータ ス ・ アイ コ ンについて詳し く は、 表 16 を参照し て く だ さい。

ク ラ イアン ト の削除または
ク ラ イアン ト ・ グループの
削除

［選択済み］ テーブルで、 削除する ク ラ イアン ト およびク ラ イアン ト ・ グ
ループを選択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

選択し た項目が、 ［選択済み］ テーブルに移動されます。

メ モ ： NetVault Backup には、 システム内の有意な事象に対応し て発生する事前定義のイベン ト が

い く つか用意されています。 詳細は、 「NetVault Backup のイベン ト について」 および 「イベン ト ・

タ イプ」 を参照し て く だ さい。 

また、 個々のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ、 レポー ト ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッ
セージに対し てユーザー定義のイベン ト を発生させる こ と もできます。 NetVault Backup 内で事前

定義またはユーザー定義のイベン ト が発生し た と きには、 さ まざまな通知方法を使用し て通知を受
け取る こ とができます。
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イベン ト 発生時に通知を受信するには、 そのイベン ト の通知方法を設定し ます。

10 ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し てポリ シー定義を保存し ます。

既存のバッ クア ッ プ ・ ポリ シーの表示
［ポリ シー管理］ ページで、 既存のポリ シーに関する情報を参照できます。 ページには、 ステータ ス、 ポ リ シー
名、 アク テ ィ ブなジ ョ ブの数、 状態、 合計ク ラ イアン ト 数、 スケジュール済みジ ョ ブ、 ジ ョ ブ ・ ステータ ス、 お
よび合計ジ ョ ブ数が表示されます。 

既存のバッ ク ア ッ プ ・ ポ リ シーを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ポリ シー管理］ ページに ［使用可能なポリ シー］ テーブルが表示されます。

▪ ［ステータ ス］ ： ポリ シーのステータ スは、 以下のアイ コ ンで表示されます。 アイ コ ンを ク リ ッ ク
する と、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページが表示され、 対応するポ リ シーのすべてのジ ョ ブのジ ョ
ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブルが示されます。 

▪ ［ポリ シー名］ ： バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの名前が表示されます。

▪ ［アク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブ数］ ： ポリ シーの現在アク テ ィ ブなジ ョ ブの数が表示されます。 ポ リ シーの
すべてのアク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ名と ジ ョ ブ ID をプレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト

の上に移動し ます。

▪ ［状態］ ： ポリ シーの状態が表示されます。 ポ リ シーの状態は、 アク テ ィ ブ、 休眠、 休止中、 また
は休止です。

▪ ［合計ク ラ イアン ト 数］ ： ポリ シー内のク ラ イアン ト の合計数が表示されます。 ク ラ イアン ト 名を
プレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト の上に移動し ます。

▪ ［スケジュール済みジ ョ ブ］ ： ポリ シー内のスケジュール済みジ ョ ブの合計数が表示されます。 ポ
リ シーのすべてのスケジュール済みジ ョ ブのジ ョ ブ名と ジ ョ ブ ID をプレビ ューするには、 ポイ ン

タ を カウン ト の上に移動し ます。

▪ ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ： ポリ シー ・ ジ ョ ブの最後の終了ステータ スは、 以下のアイ コ ンで表示さ
れます。 対応するアイ コ ンを ク リ ッ クする と、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページが表示され、 「完
了」、 「警告付きで完了」、 または 「失敗」 し たすべてのポ リ シー ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビ
テ ィ ・ テーブルが示されます。

表 58. バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーのユーザー定義イベン ト

オプシ ョ ン 説明

ポリ シーで警告が発生し た
ら イベン ト を上げる 

1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが警告付きで完了し た場合に発生させ

る イベン ト を入力または選択し ます。

ポリ シーでエラーが発生し
たら イベン ト を上げる

1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが失敗し た場合に発生させる イベン ト

を入力または選択し ます。

表 59. ポ リ シー ・ ステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

対応するポリ シーが正常に完了し ま し た。 すべてのジ ョ ブが正常に終了し たこ と を示し ま
す。

対応するポリ シーが警告と と もに完了し ま し た。 1 つまたは複数のジ ョ ブの完了時に警告

が表示されたこ と を示し ます。

対応するポリ シーが失敗し ま し た。 1 つまたは複数のジ ョ ブが失敗し たこ と を示し ます。
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▪ ［合計ジ ョ ブ数］ ： ポリ シー内のジ ョ ブの合計数が表示されます。 ポ リ シーのすべてのジ ョ ブの
ジ ョ ブ名と ジ ョ ブ ID をプレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト の上に移動し ます。

3 デフ ォル ト では、 テーブルはポリ シー名でソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ポリ シー管理］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し
く は、 表 11 を参照し て く ださい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用されて

いる フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右
下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

5 ポリ シー関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

ポリ シー ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ ・ ステータ ス
の表示
［ポリ シー管理］ ページですべてのポリ シー ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ ・ ステータ スを参照できます。 

ポ リ シー内のポ リ シー ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ ・ ア ク テ ィ ビテ ィ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［利用可能なポリ シー］ テーブルで、 ポリ シー ・ ジ ョ ブのステータ スを表示するポ リ シーを選択し、 ［ス
テータ スの表示］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページに ［すべてのポリ シー ・ ジ ョ ブ］ のジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブルが
表示されます。

表 60. ポ リ シー ・ ジ ョ ブのステータ ス ・ アイ コ ン と カウン ト

アイ コ ン 説明

対応するポリ シー ・ ジ ョ ブが正常に完了し ま し た。 アイ コ ンの下のカウン ト は、 健全なポ
リ シー ・ ジ ョ ブの数を表し ます。 ポリ シーのすべての 「完了」 し たジ ョ ブのジ ョ ブ名と
ジ ョ ブ ID をプレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト の上に移動し ます。

対応するポリ シー ・ ジ ョ ブが警告と と もに完了し ま し た。 アイ コ ンの下のカウン ト は、 完
了し た警告付きポリ シー ・ ジ ョ ブの数を表し ます。 ポ リ シーのすべての 「警告付きで完
了」 し たジ ョ ブのジ ョ ブ名と ジ ョ ブ ID をプレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト の上

に移動し ます。

対応するポリ シー ・ ジ ョ ブが失敗し ま し た。 アイ コ ンの下のカウン ト は、 失敗ポ リ シー ・
ジ ョ ブの数を表し ます。 ポリ シーのすべての 「失敗」 し たジ ョ ブのジ ョ ブ名と ジ ョ ブ ID
をプレビ ューするには、 ポイ ン タ を カウン ト の上に移動し ます。
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バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの変更
既存のバッ クア ッ プ ・ ポリ シーのジ ョ ブ定義、 ク ラ イアン ト またはク ラ イアン ト ・ グループの選択、 またはイベ
ン ト 設定を変更できます。 

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのジ ョ ブの変更

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのク ラ イアン ト の変更

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのイベン ト の変更

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのジ ョ ブの変更

ポ リ シーのジ ョ ブを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［利用可能なポリ シー］ テーブルで、 変更するポ リ シーを選択し て、 ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。
［ポリ シーの編集］ ページが表示されます。

［ポリ シーの編集］ ページの表には、 以下の情報が表示されます。 アク テ ィ ブ、 ジ ョ ブ名、 セレ クシ ョ
ン ・ セ ッ ト 、 プ ラグイ ン、 および次回実行時間。

3 ジ ョ ブの追加や削除、 またはジ ョ ブ定義の編集を行う には、 以下の手順に従います。

▪ ジ ョ ブの追加 ： ［ポリ シー編集］ ページで ［ジ ョ ブの追加］ を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブ定義を作成し
ます。 ジ ョ ブ ・ コ ンポーネン ト についての詳細は、 「ポ リ シー ・ ジ ョ ブ定義」 を参照し て く だ さ
い。

［保存］ を ク リ ッ ク し てジ ョ ブ定義を保存し ます。

▪ ジ ョ ブの編集 ： ［ジ ョ ブ］ テーブルで、 変更するジ ョ ブを選択し て、 ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク
し ます。 

［ポリ シー ・ ジ ョ ブの編集］ ページで、 必要なジ ョ ブ ・ コ ンポーネン ト を変更し ます。 詳細は、
「ポリ シー ・ ジ ョ ブ定義」 を参照し て く だ さい。

［保存］ を ク リ ッ ク し てジ ョ ブ定義を保存し ます。

▪ ジ ョ ブの削除 ： ［ジ ョ ブ］ テーブルで、 削除するジ ョ ブを選択し て、 ［ジ ョ ブの削除］ を ク リ ッ ク
し ます。 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ク ラ イアン ト やイベン ト を変更せずにポリ シー定義を保存するには ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し、
それ以外の場合は ［ク ラ イアン ト の編集］ または ［イベン ト の編集］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのク ラ イアン ト の変更

ポ リ シーのク ラ イアン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［利用可能なポリ シー］ テーブルで、 変更するポ リ シーを選択し て、 ［ク ラ イアン ト の編集］ を ク リ ッ ク
し ます。 

ポリ シーのク ラ イアン ト またはク ラ イアン ト ・ グループの変更についての詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ ポ リ
シー用ク ラ イアン ト およびク ラ イアン ト ・ グループの選択」 を参照し て く だ さい。 イベン ト やジ ョ ブを
変更せずにポリ シー定義を保存するには ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し、 それ以外の場合は ［イベン
ト の編集］ または ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 ポリ シー失敗またはポリ シー警告に対するユーザー定義イベン ト の変更についての詳細は、 「バッ クア ッ
プ ・ ポリ シーのユーザー定義イベン ト 」 を参照し て く だ さい。

4 ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し てポリ シー定義を保存し ます。

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーのイベン ト の変更

ポ リ シーのイベン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［利用可能なポリ シー］ テーブルで、 変更するポ リ シーを選択し て、 ［イベン ト の編集］ を ク リ ッ ク し ま
す。 

ポリ シー失敗またはポリ シー警告に対するユーザー定義イベン ト の変更についての詳細は、 「バッ クア ッ
プ ・ ポリ シーのユーザー定義イベン ト 」 を参照し て く だ さい。

3 ク ラ イアン ト やジ ョ ブを変更せずにポリ シー定義を保存するには ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し、 そ
れ以外の場合は ［ク ラ イアン ト の編集］ または ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し てポリ シー定義を保存し ます。

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの休止
アク テ ィ ブなバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを休止状態にする と、 ポ リ シーが一時的に無効にな り ます。

アク テ ィ ブなバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを休止するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［使用可能なポリ シー］ テーブルで、 ポリ シーを選択し て、 ［休止］ を ク リ ッ ク し ます。 

ポリ シー ・ テーブルで、 ポリ シーの状態が 「［休止中］」 に設定されます。

3 この状態の間に、 NetVault Backup は以下のタ スク を完了し ます。

▪ ポリ シー ・ ジ ョ ブのすべてのスケジュール済みイ ンス タ ンスを削除する。

▪ 進行中のジ ョ ブを完了する。

▪ アク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブのフ ェーズ 2 （た と えばセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブ） を完了する。

4 これらの操作の完了後、 ポリ シーの状態が 「［休止］」 に設定されます。

この状態で、 ポリ シー定義を変更する こ とができます。

5 「休止」 ポリ シーは、 そのポリ シーを再び開いて保存するまで、 その状態のままにな り ます。 ポ リ シーを
保存する と、 すべてのポリ シー ・ ジ ョ ブが再スケジュールされます。

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの削除
バッ クア ッ プ ・ ポリ シーが不要になった場合は、 データベースから削除できます。 

バッ ク ア ッ プ ・ ポ リ シーを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［利用可能なポリ シー］ テーブルで、 削除するポ リ シーを選択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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8

データのリ ス ト ア

• データのリ ス ト アについて

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成

• 既存のリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用するデータのリ ス ト ア

• セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索

• メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対する ソース ・ セ ッ ト の作成

• リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト の作成

• オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理

• スナ ッ プシ ョ ッ ト の管理

データのリ ス ト アについて
リ ス ト ア とは、 システムのすべてまたは一部をバッ クア ッ プから再構築する こ と です。 

以下のよ う な さ まざまな理由で リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行できます。

• 消失し たデータ または削除し たデータ を復旧する

• 破損し たデータベース / フ ァ イルを復旧する

• データ を別のデータベースまたはデ ィ レ ク ト リ にコ ピーまたは移動する

• 何らかの操作 ミ スがあった場合に、 前の時点に復旧する

• 新規システムへのア ッ プグレー ド時にデータ を移行する

• テス ト またはプロダクシ ョ ン ・ サーバーへデータ を コ ピーまたは移動する

• メ デ ィ ア障害、 OS の破損、 または物理システムの損傷から復旧する

NetVault Backup プ ラグイ ンは、 プ ラグイ ン固有の API を統合し て、 バッ クア ッ プからアプ リ ケーシ ョ ン固有の

データ を リ ス ト ア し、 復旧し ます。 これらのプ ラグイ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ タ イプに応じ て、 データ を復旧
するためのさ まざまな手段やオプシ ョ ンを提供し ます。

一般的に、 NetVault Backup には以下のよ う な リ ス ト ア機能が用意されています。

• フル ・ リ ス ト ア と選択的リ ス ト ア

• デ ィ ザス タ ・ リ カバリ

• 他の場所へのリ ス ト ア

• 他のサーバーへのリ ス ト ア

• スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能
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ジ ョ ブを リ ス ト アするためのロールベースのアク
シ ョ ン

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ定義
データ を リ ス ト アするには、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成、 実行し ます。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ定義は、 ［ナビゲーシ ョ
ン］ パネルの ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ リ ン クから作成する こ とができます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ定義は、 以下のコ ンポーネン ト で構成されています。

• 選択リ ス ト

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン

• ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト 名 （他のサーバーを リ ス ト アする場合）

• スケジュール ・ オプシ ョ ン

• ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ン

• 詳細リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

これらのコ ンポーネン ト は、 NetVault Backup セ ッ ト に保管されます。 NetVault Backup セ ッ ト についての詳細

は、 「NetVault Backup セ ッ ト について」 を参照し て く だ さい。

各リ ス ト ア ・ ジ ョ ブにはジ ョ ブ ID 番号と ジ ョ ブ名があり ます。 ジ ョ ブ ID 番号は自動生成された番号です。 ジ ョ

ブ名はユーザー定義の文字列で、 ジ ョ ブの進捗のモニ タ リ ングやジ ョ ブ ・ ログの表示の際に、 簡単にジ ョ ブを特
定する こ とができます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を使って、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成、 実行する こ とができます。 ウ ィ ザー ドは、
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ リ ン クからアクセスする こ とができます。 

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 

表 61. ジ ョ ブを リ ス ト アするためのロールベースのアクシ ョ ン

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ アクシ ョ ン MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成 X X X

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成 - イ ンデ ッ クス

の管理

X X X

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成 - メ デ ィ ア ・ リ

ス ト

X

有効期限の変更 X X X
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図 21. ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページ

このテーブルには、 セーブセ ッ ト のステータ ス、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびカ タ ログ化ステータ スが表示されます。

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日でソー ト されます （新しいものから古いものの順）。 必要に応じ て、 1 つ

または複数の列で リ ス ト を ソー ト できます。 列名の隣り にある矢印はソー ト 順序を表し ています。 詳細
は、 「NetVault Backup WebUI でのレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページは最初に最大 5000 レ コー ドがロー ド されます。

取得されたレ コー ドの合計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。 

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 5000 レ コー ドが取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。 

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページのテーブル ・

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く は、 表 13 を参照し て く だ さい）、 ページ ・ サイズ設定と テーブル

内のソー ト 順の表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右
下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」

を参照し て く だ さい。

［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

選択し たスナ ッ プシ ョ ッ ト を管理するには ［スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能］ を ク リ ッ ク し ます。 スナ ッ プ
シ ョ ッ ト 機能を使用する と、 スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト 、 マウン ト 解除、 有効期限の設定を行う こ と
ができます。 詳細は 「スナ ッ プシ ョ ッ ト の管理」 を参照し て く だ さい。

3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

表 62. セーブセ ッ ト ・ ステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

セーブセ ッ ト がオン ラ イ ンです （すべてのセグ メ ン ト がオン ラ イ ンです）。 

セーブセ ッ ト の一部がオン ラ イ ンです （一部のセグ メ ン ト がオン ラ イ ンです）。 

セーブセ ッ ト がオフ ラ イ ンです （すべてのセグ メ ン ト がオフ ラ イ ンです）。
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セーブセ ッ ト を選択する と、 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、

プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分バッ クア ッ プかど う か、 アーカ イブかど うか、
セーブセ ッ ト のサイズ、 カ タ ログ化ステータ スなどの情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アする項目を選択し ます。 

選択できるデータ ・ アイテムは、 使用し ているプ ラグイ ンによ って異な り ます。 リ ス ト ア用データの選
択についての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 使用するオプシ ョ ンを設定し ます。 

ジ ョ ブに使用できる リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンは、 使用し ているプ ラグイ ンによ り異な り ます。 これらのオ
プシ ョ ンについての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定し ます。 ジ ョ ブの進行状況を監視する際に識別しや
すい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。

7 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 リ ス ト ア ・ ターゲッ ト を選択し ます。 同じ ク ラ イアン ト （デー
タがバッ クア ッ プ されたク ラ イアン ト ） にデータ を リ ス ト アするには、 デフ ォル ト の設定を使用し ます。

データ を別のク ラ イアン ト にリ ス ト アするには、 リ ス ト から ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を選択し ます。
または、 ［選択］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ク ラ イアン ト
を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［スケジュール］ リ ス ト で、 既存のスケジュール ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク
し て、 スケジュール ・ タ イプ と スケジュール方式を設定し ます。 詳細は詳細は、 「スケジュール ・ セ ッ ト
の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「即時」 が選択されています。 ジ ョ ブを即時実行する場合は、 こ
のセ ッ ト を使用し ます。

9 ［ソース ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のソース ・ セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク
し て、 ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対する ソース ・ セ ッ
ト の作成」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「任意のデバイス」 が選択されています。 ジ ョ ブで利用できる任
意のデバイスを選択するには、 このセ ッ ト を使用し ます。

10 ［詳細設定］ リ ス ト で、 既存のリ ス ト ア詳細設定セ ッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ を ク リ ッ ク し
て、 使用するオプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト の作成」 を参照し て く だ さ
い。

デフ ォル ト では事前定義されたセ ッ ト 「選択し たバッ クア ッ プから リ ス ト ア」 が選択されています。

11 ［実行］ を ク リ ッ ク し て、 スケジュール設定のためにジ ョ ブを送信し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示」 および 「ログ ・ メ ッ セージの参照」 を参
照し て く だ さい。

メ モ ： 選択し たセーブセ ッ ト でオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスが利用できない場合、
［ロー ドの確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから イ ンデッ ク
スをロー ド するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 ［イ ンデッ クスのロー ド］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、

NetVault データベース内でイ ンデッ クスを保存する日数を入力または選択し ます。

メ モ ： リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する際には、 セ ッ ト 情報をプレビ ューする こ とによ り セ ッ ト に関し
てよ く 理解する こ とができます。 セ ッ ト ・ サマ リ をプレビ ューするには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］
ページのフ ィ ールド上にポイ ン タ を移動し ます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
データのリ ス ト ア

170



既存のリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト
を使用するデータのリ ス ト ア
以下の手順に従い、 既存のリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用し て、 データ を リ ス ト アできます。 この手順
は、 ユーザー役割にリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成または編集するために必要な、 ［ジ ョ ブ — バッ ク

ア ッ プ / リ ス ト ア セ ッ ト の管理］ 権限を付与されていない場合に便利です。

既存のリ ス ト ア ・ セレ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト を使用し てデータ を リ ス ト アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セ ッ ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セ ッ ト の種類］ リ ス ト で、 ［リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン］ を選択し ます。

3 利用可能なセ ッ ト のリ ス ト で、 使用するセ ッ ト を選択し、 ［編集］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の編集］ ページで、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

または

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の編集］ ページで、 データの選択、 セ ッ ト 名、 またはプ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンを
変更し ます。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［上書きの確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て既存の

セ ッ ト を上書き し ます。

5 セクシ ョ ン 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成」 のステ ッ プ 6 ～ステ ッ プ 11 を実行し ます。

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名または正規表現を使用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができます。 

カ タ ログ検索を設定または有効にするには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］

ボタ ンの近 く にある電球アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト のデータ ・ アイテムを検索するには ：

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで POSIX （Portable Operating System Interface for
Unix） 正規表現を使用するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で使用される正規表現構文に対応し ています。 詳細は、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照

し て く だ さい。

▪ ［従来の検索方法を使用する］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは、 カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ
タ ログ化されていないセーブセ ッ ト との両方が検索に含まれている場合に表示されます。

カ タ ログ化されていないセーブセ ッ ト のみが検索に含まれている場合 （または ［従来の検索方法
を使用する］ オプシ ョ ンが選択されている場合） は、 従来の検索が使用されます。

カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト のみが検索に含まれている場合 （または ［従来の検索方法を使用
する］ オプシ ョ ンが選択されていない場合） は、 カ タ ログ検索が使用されます。

メ モ ： セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト のサマ リ と プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト のサマ リ をプレビ ューす
るには、 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の編集］ ページの情報アイ コ ンの上にマウスのポイ ン タ を移動し
ます。
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3 1 つまたは複数の特定のセーブセ ッ ト 内のデータ ・ アイテムを検索するには、 目的のセーブセ ッ ト を選択

し、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。 セーブセ ッ ト を選択し ない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含ま
れます。 ［検索結果］ ページでは、 指定し たフ ァ イルまたはデータ ・ アイテムを表示する こ とができま
す。 NetVault Backup システムでカ タ ログ検索が設定され有効になっている と、 次の検索結果ページが表

示されます。

図 22. カ タ ログ検索を有効にし た場合の検索結果

検索結果に関する以下の情報が表示されます。

▪ ［フ ィ ルタ］ アイ コ ン ： 検索結果テーブルに表示されているレ コー ド を フ ィ ルタするには、 このア
イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 表 14 を参照し て く だ さい。

▫ ページの右側に、 ［検索フ ィ ルタ］ ド ロワが表示されます。 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを
設定し、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

▫ フ ィ ルタ設定を ク リ アするには、 ［ク リ ア］ を ク リ ッ ク し ます。

▫ 適用されている フ ィ ルタ を編集するには、 フ ィ ルタ設定を ク リ ア し てから、 新しいフ ィ ル
タ設定を適用し ます。 

▫ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを編集または設定せずに ［検索フ ィ ルタ］ ド ロワを閉じ るには、
［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し ます。
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▪ 検索結果の総数とページに表示されたレ コー ド数が同じにならない場合があ り ます。 なぜなら、
検索結果が出現数を示す一方で、 行数は検出された同一でない項目の数を示すからです。 項目の
コ ピーが見つかった場合は、 行に ［コ ピー］ アイ コ ンが表示されます。 フ ァ イルのコ ピーを表示
し て、 リ ス ト ア用に選択するには、 ［コ ピー］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 コ ピーは、 マシン、 パ
ス、 名前、 サイズ、 および変更時刻が同じ である項目と し て定義されます。

▪ ［展開］ アイ コ ン ： すべての結果項目を展開するには、 結果テーブルの上部にある ［展開］ アイ コ
ンを ク リ ッ ク し ます。

▪ ［折り たたみ］ アイ コ ン ： すべての結果項目を折り たたむには、 結果テーブルの上部にある ［折り
たたみ］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

▪ ［設定］ アイ コ ン ： ページあた りの検索結果数を設定するには、 ［設定］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ま
す。 ページの右側に、 ［設定］ ド ロワが表示されます。 値を入力または選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ

ク し ます。 デフ ォル ト では、 1 ページに 25 個のレ コー ドが表示されます。 ［検索結果］ ページに

は、 最小で 10 個、 最大で 100 個のレ コー ド を表示する こ とができます。

▪ ［新規検索］ ボタ ン ： 選択し たセーブセ ッ ト 内のデータ ・ アイテムを検索するには、 ［新規検索］
を ク リ ッ ク し ます。 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の
オプシ ョ ンを設定し て、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

▫ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▫ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで POSIX （Portable Operating System 
Interface for Unix） 正規表現を使用するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ 項目を展開し、 プ ラグイ ン、 ジ ョ ブ名、 ジ ョ ブ ID、 セーブセ ッ ト ID、 バッ クア ッ プ日時などの

フ ァ イルのメ タデータ を表示するには、 対応するプ ラス記号アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

▪ セーブセ ッ ト のメ デ ィ ア情報を表示するには、 対応する コ ンテキス ト ・ メ ニュー ・ アイ コ ンを ク
リ ッ ク し て、 ［セーブセ ッ ト のメ デ ィ ア ・ リ ス ト を表示］ を ク リ ッ ク し ます。 ス ト レージ ・ メ デ ィ
アのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン） と その他の情報がダイアログ ・ ボ ッ クスに表示
されます。 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 対応する結果が複数のセーブセ ッ ト に存在する場合は、 ［コ ピー］ アイ コ ンが表示されます。

▪ フ ァ イル名

▪ フ ァ イルパス

▪ フ ァ イルサイズ

▪ 最終変更日時

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。 1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。 ［選択し た項目

のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

5 セクシ ョ ン 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成」 のステ ッ プ 4 ～ステ ッ プ 11 を実行し ます。

メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［メ デ ィ ア ・ リ ス ト ］ オプシ ョ ンを使用する と、 バッ

クア ッ プの保存に使用する メ デ ィ ア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バッ クア ッ プのデータ ・ セグ メ
ン ト およびイ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト についての詳細を表示できるのは MSP 管理者のみです。 テナン ト 管理者

およびテナン ト ・ ユーザーには、 詳細を表示する権限があ り ません。

セーブセ ッ ト のメ デ ィ アの詳細を表示するには ：

1 ［リ ス ト ア ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 目的のセーブセ ッ ト を選択し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 情報］ で ［メ デ ィ ア一覧］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バッ クア ッ プ ・ サイズ ： セーブセ ッ ト の合計サイズがバイ ト 数で表示されます。

▪ データ ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグ メ ン ト を含む メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト 数、 終了バイ ト 数、 メ デ ィ アの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト を含む メ
デ ィ ア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベルおよび メ デ ィ アの場所を参照
できます。

4 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対する ソース ・ セ ッ
ト の作成

ソース ・ セ ッ ト はソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを指定するために使用されます。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのソース ・
セ ッ ト は、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成する こ とができます。

ソース ・ セ ッ ト を作成するには ：

1 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［ソース ・ ス ト レージ］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を
ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定
を行います。 

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト を保存し ます。

リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト の作成
リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト は、 リ ス ト ア ・ タ イプ、 プレ / ポス ト ・ スク リ プ ト 、 およびその他の詳細オプシ ョ ンを

指定するために使用されます。 リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成する こ とが
できます。 

表 63. リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト の ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

任意のデバイス このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 デバイス ・ タ イプを指
定し ない場合、 NetVault Backup は適切な任意のデバイスをジ ョ ブで使用

し ます。 

デバイス指定 ジ ョ ブに特定のデバイスを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
関連するボ ッ クスで、 使用し ないデバイスのチ ェ ッ ク ・ マーク を解除し ま
す。 ラ イブ ラ リ を削除する と、 関連する ド ラ イブが自動的に削除されます。

ローカル ・ ド ラ イブのみ ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト にローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ ： NetVault SmartDisk は、 ネ ッ ト ワーク接続デバイスまたは非ローカ

ル ・ デバイス とみな されます。
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リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト を作成するには ：

1 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［詳細設定］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し
ます。

2 以下のセクシ ョ ンで説明し ているオプシ ョ ンを構成し ます。

▪ リ ス ト ア ・ タ イプの設定

▪ 詳細設定の指定

▪ リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのプレ / ポス ト ・ スク リ プ ト の設定

▪ リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベン ト の設定

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ます。 

セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。 た

だ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト を保存し ます。

リ ス ト ア ・ タ イプの設定

リ ス ト ア ・ タ イプを指定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ を ク リ ッ ク し て、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ま
す。

これらの 2 つのオプシ ョ ンの違いを以下の例に示し ます。

a test デ ィ レ ク ト リ を作成し、 その test デ ィ レ ク ト リ をバッ クア ッ プするバッ クア ッ プ ・ セレ ク

シ ョ ン ・ セ ッ ト 「SelectionSet-1」 を作成し ます。

b test デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イル 「first.txt」 を作成し ます。

c 「SelectionSet-1」 を使ってフル ・ バッ クア ッ プ （TestBackup1） を実施し ます。

d 「first.txt」 を削除し て、 test デ ィ レ ク ト リ に 「last.txt」 とい う 名前のフ ァ イルを作成し ます。

e 「SelectionSet-1」 を使って 2 番目のフル ・ バッ ク ア ッ プ （TestBackup2） を実施し ます。

f ［選択し たバッ クア ッ プから リ ス ト ア］ オプシ ョ ンを使って、 TestBackup1 を リ ス ト ア し ます。 こ

のジ ョ ブによ り、 「first.txt」 フ ァ イルがリ ス ト ア されます。

g ［最新のバッ クア ッ プから リ ス ト ア］ オプシ ョ ンを使って、 TestBackup1 を リ ス ト ア し ます。 この

ジ ョ ブによ り、 「last.txt」 フ ァ イルがリ ス ト ア されます。

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

表 64. リ ス ト ア ・ タ イプ

オプシ ョ ン 説明

選択し たバッ クア ッ プから
リ ス ト ア

このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 選択し たバッ クア ッ プ
からデータ を リ ス ト アする場合、 このオプシ ョ ンを選択し たままにし ます。

最新のバッ クア ッ プから リ
ス ト ア

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成に使用し たセーブセ ッ ト に関係な く 、 特定のバッ
クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って実行された最新のバッ クア ッ プ
からデータ を リ ス ト アする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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詳細設定の指定

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ用詳細設定を指定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［詳細設定］ を ク リ ッ ク し て以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［ネ ッ ト ワーク圧縮の使用］ ： ネ ッ ト ワーク経由のデータ伝送時にネ ッ ト ワーク圧縮を使用する場
合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 データはまずソース ・ デバイスが接続されている
サーバーまたはク ラ イアン ト 上で圧縮され、 その後ネ ッ ト ワークで転送されます。 ターゲッ ト ・
ク ラ イアン ト 上でデータの圧縮が解除され、 オ リ ジナルの場所または代わりの場所に リ ス ト ア さ
れます。 

ネ ッ ト ワーク圧縮は次のタ イプのジ ョ ブでは機能し ません。

▫ NetVault SmartDisk からのリ ス ト ア

▫ NDMP ベースの NAS フ ァ イ ラーに接続されたデバイスからのリ ス ト ア

▫ Plug-in for NDMP、 Plug-in for NetWare、 および NetVault Bare Metal Recovery 製品を使っ

て実行される リ ス ト ア

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのプレ / ポス ト ・ スク リ プ ト の

設定
プレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト ・ オプシ ョ ンを使って、 ジ ョ ブの開始前またはジ ョ ブの完了後に、 ユー
ザーが定義し たスク リ プ ト を実行する こ とができます。 これらのスク リ プ ト は、 ジ ョ ブ開始前のデータベースの
マウン ト 解除やシャ ッ ト ・ ダウン、 またはジ ョ ブ完了後のデータベースのマウン ト または起動などの、 タ スクの
実行に使用する こ とができます。

プレ ・ スク リ プ ト またはポス ト ・ スク リ プ ト を設定する前に、 以下の情報を確認し て く だ さい。

• スク リ プ ト は、 た と えば Windows の .bat や Linux の .sh など、 任意の実行フ ァ イルである必要があ り ま

す。

• スク リ プ ト ・ フ ァ イルはターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト に存在する必要があ り ます。 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下の、 scripts デ ィ レ ク ト リ内に配置される必要があ り ます。

• プレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト にはラ ン タ イム ・ パラ メ ータ を含める こ とができます。 これら
のパラ メ ータは、 環境変数 NV_USER_ARG に保存されます。 スク リ プ ト では、 他の NetVault Backup 環

境変数も使用する こ とができます。 利用できる環境変数のリ ス ト については、 「NetVault Backup の環境

変数」 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup には、 ポス ト ・ スク リ プ ト と し て使用できる、 2 種類の事前定義スク リ プ ト ・ フ ァ イル

が用意されています。

▪ psmail ： このスク リ プ ト を使用し て、 指定し た メ ール ・ ア ド レスにジ ョ ブ完了ステータ スを送信

し ます。

▪ psmail_logs ： このスク リ プ ト を使用し て、 指定し た メ ール ・ ア ド レスにジ ョ ブ完了ステータ ス と

ジ ョ ブのログを送信し ます。

Linux および UNIX の場合、 事前定義されたスク リ プ ト のフ ァ イル名に拡張子はあ り ません。 Windows の

場合、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名の拡張子は 「.bat」 です。 これらのスク リ プ ト を実行するには、 ［ポス ト

スク リ プ ト ］ ボ ッ クスで以下の設定値を指定し ます。

▪ Linux および UNIX ： psmail または psmail_logs

▪ Windows ： psmail.bat または psmail_logs.bat
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プレ ・ スク リ プ ト およびポス ト ・ スク リ プ ト を指定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［プレ & ポス ト スク リ プ ト ］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

表 66. スク リ プ ト 実行およびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ステータ ス

総合的な実行およびジ ョ ブ ・ ステータ スに対するスク リ プ ト の効果を、 以下の表に示し ます。 

表 65. リ ス ト ア ・ ジ ョ ブでのプレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

プレスク リ プ ト ジ ョ ブの開始前にユーザー定義のスク リ プ ト を実行する こ とができます。
このスク リ プ ト を使って、 データベースのマウン ト 解除やシャ ッ ト ダウン
などの、 リ ス ト アの前処理を実施する こ とができます。

プレ ・ スク リ プ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［プレスク リ プ ト ］ ボ ッ クスに、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名を指定し
ます。

• ［ユーザー ・ パラ メ ータ］ ボッ クスに、 ラ ン タ イム ・ パラ メ ータの
値を指定し ます。 値は有効でなければならず、 スク リ プ ト 内の使用
方法に準拠し ている必要があ り ます。 NetVault Backup は、 この

ユーザー ・ パラ メ ータについて有効性チ ェ ッ ク を行いません。

ポス ト スク リ プ ト ジ ョ ブの完了後にユーザー定義のスク リ プ ト を実行する こ とができます。
このスク リ プ ト を使って、 ジ ョ ブ完了後のデータベースのマウン ト や開始
などの、 リ ス ト アの後処理を実施する こ とができます。 
ポス ト ・ スク リ プ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［ポス ト スク リ プ ト ］ ボッ クスで、 スク リ プ ト ・ フ ァ イル名を指定
し ます。 

• ［ユーザー ・ パラ メ ータ］ ボッ クスに、 ラ ン タ イム ・ パラ メ ータの
値を指定し ます。 値は有効でなければならず、 スク リ プ ト 内の使用
方法に準拠し ている必要があ り ます。 NetVault Backup は、 この

ユーザー ・ パラ メ ータについて有効性チ ェ ッ ク を行いません。

処理 結果

プレスク リ
プ ト

成功 成功 成功 失敗 失敗 失敗

リ ス ト ア ・
ジ ョ ブ

成功 成功 失敗 実行されま
せん

実行されませ
ん

実行されま
せん

ポス ト スク
リ プ ト

成功 失敗 成功 成功 未設定 失敗

総合的な
ジ ョ ブ ・ ス
テータ ス

ジ ョ ブは正常
に終了し ま
す。

ジ ョ ブは終了
し ま し たが、
ポス ト ・ スク
リ プ ト ・ エ
ラーがあ り ま
す。

ジ ョ ブは失敗
し ま し たが、
プレ ・ スク リ
プ ト およびポ
ス ト ・ スク リ
プ ト は実行さ
れます。 エ
ラーが報告さ
れます。

ジ ョ ブは失
敗し、 プ
レ ・ スク リ
プ ト ・ エ
ラーが報告
されま し た
が、 ポス
ト ・ スク リ
プ ト は実行
されま し た。

ジ ョ ブは失敗
し、 プレ ・ ス
ク リ プ ト ・ エ
ラーが報告さ
れま し た。

ジ ョ ブが失
敗し ま し た。
プレ ・ スク
リ プ ト ・ エ
ラーおよび
ポス ト ・ ス
ク リ プ ト ・
エラーが報
告されま し
た。
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リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベン ト
の設定
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する と き、 NetVault Backup では、 ジ ョ ブが正常に完了し た場合、 警告付きで完了し た

場合、 または失敗し た と きに発生するユーザー定義イベン ト を設定できます。 個々のジ ョ ブの完了ステータ スに
ついて通知を受ける と きにこれらのオプシ ョ ンを使用できます。

［リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト ］ では、 ユーザー定義イベン ト を設定できます。 ユーザー定義イベン ト を作成し た後
は、 任意のジ ョ ブまたはバッ クア ッ プ ・ ポリ シーに対し てそのイベン ト を発生させる こ とができます。 NetVault 
Backup によ り、 ユーザー定義のイベン ト は、 Jobs — User defined イベン ト ・ ク ラスに追加されます。 その

後、 イベン ト 発生時に通知を受け取るため、 イベン ト ご とに 1 つまたは複数の通知方法を設定できます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト を発生させるには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［イベン ト ］ を ク リ ッ ク し て、 以下の設定を行います。

2 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イベン ト 発生時に通知を受信するには、 そのイベン ト の通知方法を設定し ます。

オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデ ッ ク
スの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの管理について

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの手動削除

• オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスのロー ド

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの手動圧縮

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの圧縮解除

メ モ ： NetVault Backup には、 システム内の有意な事象に対応し て発生する事前定義のイベン ト がい く つ

か用意されています。 詳細は、 「NetVault Backup のイベン ト について」 および 「イベン ト ・ タ イプ」 を参

照し て く だ さい。

また、 個々のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ、 レポー ト ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッ セージに
対し てユーザー定義のイベン ト を発生させる こ と もできます。 NetVault Backup 内で事前定義またはユー

ザー定義のイベン ト が発生し た と きには、 さ まざまな通知方法を使用し て通知を受け取る こ とができます。

表 67. リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト ・ タ イプ

オプシ ョ ン 説明

ジ ョ ブ成功 ジ ョ ブの正常完了時に発生させる イベン ト を入力または選択し ます。

ジ ョ ブに警告発生 ジ ョ ブが警告付きで完了し た場合に発生させる イベン ト を入力または選択
し ます。

ジ ョ ブ失敗 ジ ョ ブの失敗時に発生させる イベン ト を入力または選択し ます。
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オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの管理について
オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスによ り、 メ デ ィ アをロー ド する こ と な く 迅速にセーブセ ッ ト のコ ンテ
ンツをスキャ ンする こ とができます。 ただ し、 これらのイ ンデッ クスによ り、 NetVault データベース全体のサイ

ズは拡大する こ とがあり ます。 データベース ・ サイズを管理するため、 オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを削除または
圧縮する こ とができます。

次のセクシ ョ ンでは、 オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの削除および圧縮に使用できる方法を簡単に説明し ます。

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの削除

• オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの圧縮

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの削除
以下の方法を使用し て、 バッ クア ッ プのオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを削除できます。

• ［オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クス期間指定］ オプシ ョ ンをバッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で設定する と、 指定期
間後にオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスは自動的に削除されます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ オプ
シ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

• ［イ ンデッ クス ・ オフ ラ イ ン前の非アク テ ィ ブ日数］ 設定を使用し て、 指定し た期間非アク テ ィ ブであっ
た場合にオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを削除するグローバル ・ ポ リ シーを設定できます。 詳細は、 「バッ ク
ア ッ プ ・ イ ンデッ クスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定」 を参照し て く だ さい。

• ［バッ クアッ プ ・ インデッ クスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プのオンラ イン ・ イン

デッ クスを手動で削除できます。 詳細は、 「オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの手動削除」 を参照して く ださい。

セーブセ ッ ト のイ ンデッ クスは、 必要に応じ てバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから ロー ド できます。

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの圧縮
オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスは、 30 日間非アク テ ィ ブ状態になった場合、 自動的に圧縮されます。 このポ リ シー

を カス タ マイズするために、 ［イ ンデッ クス圧縮前の非アク テ ィ ブ日数］ 設定を変更できます。 詳細は、 「バッ ク
ア ッ プ ・ イ ンデッ クスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定」 を参照し て く だ さい。 

また、 ［バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プのオン ラ イ ン ・ イ ン

デッ クスを手動で圧縮できます。 詳細は、 「オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの手動圧縮」 を参照し て く だ さい。

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの手動削除
［バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プのオン ラ イ ン ・ イ ンデッ ク

スを手動で削除できます。 

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ ク スを手動削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［セーブセ ッ ト の選択］ ページ
で ［イ ンデッ クス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの削除は、 バッ クア ッ プのリ タ イア とは同じ ではあ り ません。 
バッ クア ッ プのリ タ イア時には、 NetVault Backup によ り、 そのバッ クア ッ プに関するすべての情報が

NetVault データベースから削除されます。 リ タ イア されたセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスを取得するために

メ デ ィ アをスキャ ンする と、 NetVault データベースに新しいイ ンデッ クス と し てロー ド されます。 オン ラ

イ ン ・ イ ンデッ クスを削除し ても、 NetVault Backup にはセーブセ ッ ト に関する情報の一部が保持されま

す。 この情報によ り、 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アからセーブセ ッ ト ・ イ ンデッ クス

をすばや く 再ロー ド できます。
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2 ［ク ラ イアン ト 選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プを作成し たク ラ イアン ト を選択し ます。 

または

ク ラ イアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ ク
スに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内のデータがフ ィ ルタ されます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 必要に応じ て ［プ ラグイ ンの選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プの作成に使われたプ ラグイ ンを選択
し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 ［表示］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト と プ ラグイ ンのセーブセ ッ ト を表示し ます。

6 デフ ォル ト では、 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト 内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスを削除するには、 除外するセーブセ ッ ト のチ ェ ッ ク ・ マーク を解除
し ます。 または、 ヘ ッ ダー行にあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てすべてのチ ェ ッ ク ・ マーク を解
除し、 個々のセーブセ ッ ト を選択し ます。

7 ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

オフ ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスのロー ド
データ を リ ス ト アする と き、 セーブセ ッ ト のオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスが使用できない場合は、 バッ クア ッ プ ・
メ デ ィ アから ロー ド できます。 また、 ［バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページを使用し て、 バッ クア ッ
プ ・ メ デ ィ アから 1 つまたは複数のバッ クア ッ プのバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスをロー ド できます。 イ ンデッ ク

スは、 指定し た期間データベースに保存されます。

オフ ラ イ ン ・ イ ンデ ッ ク スをロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［セーブセ ッ ト の選択］ ページ
で ［イ ンデッ クス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プを作成し たク ラ イアン ト を選択し ます。 

または

ク ラ イアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ ク
スに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内のデータがフ ィ ルタ されます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 必要に応じ て ［プ ラグイ ンの選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プの作成に使われたプ ラグイ ンを選択
し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 ［表示］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト と プ ラグイ ンのセーブセ ッ ト を一覧表示し ま
す。

6 デフ ォル ト では、 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト 内ですべてのアイテムが選択されています。

特定のセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスをロー ド するには、 除外するセーブセ ッ ト のチ ェ ッ ク ・ マーク を解
除し ます。 または、 ヘ ッ ダー行にあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てすべてのチ ェ ッ ク ・ マーク を
解除し、 個々のセーブセ ッ ト を選択し ます。

7 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し て、 ［イ ンデッ クスのロー ド］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに以下のオプシ ョ ンを設定
し ます。

▪ ［イ ンデッ クス保存日数］ ： NetVault データベース内でイ ンデッ クスを保存する日数を入力または

選択し ます。 デフ ォル ト では、 イ ンデッ クスは 1 日間保持されます。

8 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。
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オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの手動圧縮
オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスは、 30 日間非アク テ ィ ブ状態になった場合、 自動的に圧縮されます。 また、 ［バッ ク

ア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プのオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを手動

で圧縮できます。

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ ク スを手動で圧縮するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［セーブセ ッ ト の選択］ ページ
で ［イ ンデッ クス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プを作成し たク ラ イアン ト を選択し ます。

または

ク ラ イアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ ク
スに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内のデータがフ ィ ルタ されます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 必要に応じ て ［プ ラグイ ンの選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プの作成に使われたプ ラグイ ンを選択
し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 ［表示］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト と プ ラグイ ンのセーブセ ッ ト を一覧表示し ま
す。

6 デフ ォル ト では、 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト 内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスを圧縮するには、 除外するセーブセ ッ ト のチ ェ ッ ク ・ マーク を解除
し ます。 または、 ヘ ッ ダー行にあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てすべてのチ ェ ッ ク ・ マーク を解
除し、 個々のセーブセ ッ ト を選択し ます。

7 ［圧縮］ を ク リ ッ ク し ます。

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスの圧縮解除
圧縮されたイ ンデッ クスを持つセーブセ ッ ト のデータの参照またはリ ス ト アを試みる と、 イ ンデッ クスが自動的
に一時デ ィ レ ク ト リ に圧縮解除されます。 また、 ［バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの管理］ ページを使用し て、 1
つ以上のバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを手動で圧縮解除する こ と もできます。

この一時デ ィ レ ク ト リは、 操作完了後に削除されます。 

オン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ ク スを手動で圧縮解除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［セーブセ ッ ト の選択］ ページ
で ［イ ンデッ クス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プを作成し たク ラ イアン ト を選択し ます。 

または

ク ラ イアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ ク
スに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内のデータがフ ィ ルタ されます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイ

アログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

3 必要に応じ て ［プ ラグイ ンの選択］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プの作成に使われたプ ラグイ ンを選択
し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 ［表示］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たク ラ イアン ト と プ ラグイ ンのセーブセ ッ ト を一覧表示し ま
す。
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ョ ン
5 デフ ォル ト では、 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト 内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスを圧縮解除するには、 除外するセーブセ ッ ト のチ ェ ッ ク ・ マーク を
解除し ます。 または、 ヘ ッ ダー行にあるチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てすべてのチ ェ ッ ク ・ マーク
を解除し、 個々のセーブセ ッ ト を選択し ます。

6 ［圧縮解除］ を ク リ ッ ク し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の管理
スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能では、 既存のスナ ッ プシ ョ ッ ト の表示、 マウン ト 、 マウン ト 解除を行う こ とができます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能は現在、 Dell Storage Manager と Huawei Oceanstor Manager でサポー ト されています。

これらの記憶域マネージャ を追加するには、 「Snapshot Array Manager の管理」 を参照し て く だ さい。 現在、

NetVault Backup Plug-in for FileSystem は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ クア ッ プをサポー ト し ています。

次の操作を実行する こ とができます。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト のリ ス ト ア

• スナ ッ プシ ョ ッ ト の有効期限の設定

• スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト

• スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト 解除

スナ ッ プシ ョ ッ ト のリ ス ト ア
スナ ッ プシ ョ ッ ト からのデータの復元に必要な操作は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リから ターゲッ ト / セカ

ンダ リ ・ システムへのコ ピー操作だけです。 復元の操作によ って、 既存のボ リ ューム構成が上書き されます。 ボ
リ ューム内のデータに加えた変更は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト のコ ピーが作成される とすべて失われます。 

スナ ッ プシ ョ ッ ト を復元するには、 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成」 を参照し て く だ さい。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の有効期限の設定
各スナ ッ プシ ョ ッ ト には有効期限の日付と時刻があり ます。 有効期限が切れないよ う スナ ッ プシ ョ ッ ト を保存す
る こ とができます。 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト の有効期限が切れる と、 スナ ッ プシ ョ ッ ト の有効期限がそれよ
り先であっても、 スナ ッ プシ ョ ッ ト の期限は切れます。 ただ し、 スナ ッ プシ ョ ッ ト がすでにマウン ト されている
場合、 セーブセ ッ ト の有効期限が切れる と そのスナ ッ プシ ョ ッ ト は保留状態に入り ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の有効期限日を設定するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［セーブセ ッ ト 名］ を選択し て ［スナ ッ プ

シ ョ ッ ト 機能］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セーブセ ッ ト 名］ リ ス ト からスナ ッ プシ ョ ッ ト を選択し、 ［有効期限の設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［有効期限日の変更］ を選択し、 オプシ ョ ンを選択し て期限日を設定し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

a オン ： カ レンダーで日付を選択し、 時刻を設定し ます。

b 今すぐ ： スナ ッ プシ ョ ッ ト を直ちに有効期限切れにし ます。

c Never （な し） ： スナ ッ プシ ョ ッ ト は期限切れにな り ません。

［スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能］ ページで、 ［有効期限］ 列の日付と時刻が更新されます。

メ モ ： Huawei OceanStor Device Manager の場合、 スナ ッ プシ ョ ッ ト が直ちに期限切れになるオプシ

のみ設定可能です。
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スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト
スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト し て、 スナ ッ プシ ョ ッ ト 内にあるデータにアクセスする こ とができます。 スナ ッ プ
シ ョ ッ ト は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ボリ ュームと同じオペレーテ ィ ング ・ システムの MediaAgent にマウン ト する

必要があり ます。 現在、 スナ ッ プシ ョ ッ ト がマウン ト できるのは Windows マシンのみです。 スナ ッ プシ ョ ッ ト

は、 特定のド ラ イブや指定し た空のフ ォルダにマウン ト する こ とができます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト し た

ら、 リ ス ト ア操作中に役に立つ各スナ ッ プシ ョ ッ ト の詳細を表示できます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［セーブセ ッ ト 名］ を選択し て ［スナ ッ プ

シ ョ ッ ト 機能］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セーブセ ッ ト 名］ リ ス ト からマウン ト するスナ ッ プシ ョ ッ ト を選択し て、 ［マウン ト ］ を ク リ ッ ク し ま
す

4 選択し たスナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト するマシンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト を複数のク ラ イアン ト ・ マシンにマウン ト する こ とができます。

5 スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト する ド ラ イブまたはフ ォルダのパスを選択し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト を ド ラ イブにマウン ト するには ：

▪ ［ド ラ イブ文字を使用し てマウン ト する］ を選択し、 リ ス ト から ド ラ イブを選択し て ［マウン ト ］
を ク リ ッ ク し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト を フ ォルダ内にマウン ト するには ：

▪ ［フ ォルダ内にマウン ト する］ を選択し て、 マウン ト ・ ポイ ン ト のフ ォルダを参照し、 ［マウン ト ］
を ク リ ッ ク し ます。

選択し たマシンの使用可能な ド ラ イブの空のフ ォルダを選択できます。

▪ スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能ページの ［マウン ト 済み］ 列内のステータ スが ［はい］ に変わり ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト 解除
スナ ッ プシ ョ ッ ト のマウン ト 解除操作によ り、 ド ラ イブやフ ォルダにマウン ト されているスナ ッ プシ ョ ッ ト が取
り除かれます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト 解除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［セーブセ ッ ト 名］ を選択し て ［スナ ッ プ

シ ョ ッ ト 機能］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セーブセ ッ ト 名］ リ ス ト からマウン ト 解除するスナ ッ プシ ョ ッ ト を選択し、 ［アンマウン ト ］ を ク リ ッ
ク し ます。

4 スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト し ている ク ラ イアン ト ・ マシンでマウン ト 解除する対象を選択し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能ページの ［マウン ト 済み］ 列内のステータ スが ［いいえ］ に変わり ます。

メ モ ：  Huawei OceanStor Device Manager の場合、 スナ ッ プシ ョ ッ ト をマウン ト するには、 LUN がマウン

ト されているホス ト と、 スナ ッ プシ ョ ッ ト がマウン ト されるホス ト が同じ ホス ト ・ グループに属し ている
必要があり ます。

メ モ ： ク ラ イアン ト ・ マシンですでに使用されている ド ラ イブ文字は使用できません。

メ モ ： ［マウン ト 済み］ 列でスナ ッ プシ ョ ッ ト のステータ スを確認し ます。
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9

NetVault Backup ダ ッ シュボー ドの管 

理

• NetVault Backup ダ ッ シュボー ド について

• ダ ッ シュボー ドの設定

• NetVault Backup ダ ッ シュボー ドの表示

• NetVault Backup ダ ッ シュボー ド でのウ ィ ジ ェ ッ ト の管理

NetVault Backup ダ ッ シュボー ド につい

て
［ダ ッ シュボー ド］ ページから NetVault Backup システムの全体的な統計情報を表示できます。 

ダ ッ シュボー ドは、 NetVault Backup システムと保護対象のマシンに関連するデータが表示されるグラ フ ィ カ

ル ・ ウ ィ ジ ェ ッ ト のセ ッ ト です。 ウ ィ ジ ェ ッ ト 内のデータは、 デフ ォル ト で事前定義された更新間隔に従って更
新されます。 ただ し、 この更新間隔を手動で入力する こ と もできます。

ダ ッ シュボー ド では、 環境に応じ て独自に構成できるグラ フ ィ カル ・ ビ ューを複数作成する こ とができます。
ダ ッ シュボー ド を構成し、 NetVault Backup WebUI の監視ウ ィ ジ ェ ッ ト のアクセス ・ データにロー ド できます。

デフ ォル ト のダ ッ シュボー ドは、 NetVault Backup によ り作成されロー ド されます。 ダ ッ シュボー ド には、 最大

18 個のウ ィ ジ ェ ッ ト を持たせる こ とができます。 共有、 ク ローン、 削除など、 ダ ッ シュボー ド で さ まざまなア

クシ ョ ンを実行できます。 

NetVault Backup ダ ッ シュボー ドのロールベー

ス ・ アクセス
表 68. NetVault Backup ダ ッ シュボー ドのロールベース ・ アクセス

ダ ッ シュボー ドのウ ィ ジ ェ ッ ト MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ジ ョ ブ ・ ステータ ス X X X

ジ ョ ブ実行時間 X X X

メ デ ィ アの使用容量 X

ク ラ イアン ト ・ ステータ ス X X X

使用できない メ デ ィ ア X

デバイス ・ ステータ ス X

ポリ シー ・ ステータ ス X X X

イベン ト ・ ス ト リーム X X X
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NetVault Backup ダ ッ シュボー ドの表示
NetVault Backup ダ ッ シュボー ド を表示するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し

ます。

ダ ッ シュボー ド には、 以下のウ ィ ジ ェ ッ ト が含まれています。

• ジ ョ ブ ・ ステータ ス ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 NetVault Backup のジ ョ ブ ・ ステータ スが表示され、 ア

イ コ ンで表されます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト の個々のバーは、 成功し たジ ョ ブの数 （緑）、 警告付きで完了し
たジ ョ ブの数 （黄色）、 および失敗し たジ ョ ブの数 （赤） を示し ます。 ジ ョ ブのサマ リ を表示するには、
バーの上にポイ ン タ を移動し ます。 デフ ォル ト で、 グラ フには過去 7 日間のデータが表示されます。 た

だ し、 ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ を設定し て期間を変更できます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページにジ ョ ブ
を表示するには、 対応するバーを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 900 秒

です。

• ジ ョ ブの実行時間 ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 実行時間が長い上位 10 個 （デフ ォル ト で） の NetVault 

Backup ジ ョ ブのジ ョ ブ実行時間 （秒単位） が表示され、 アイ コ ンで表されます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト ・

フ ィ ルタ を設定し てジ ョ ブの数を変更できます。 ジ ョ ブのサマ リ を表示するには、 バーの上にポイ ン タ
を移動し ます。 ［ジ ョ ブ履歴］ ページに任意のジ ョ ブの詳細を表示するには、 対応するバーを ク リ ッ ク し
ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 3600 秒です。

• メ デ ィ アの使用容量 ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 使用されている メ デ ィ アの容量と、 NetVault Backup シス

テムで使用可能な容量が表示され、 アイ コ ンで表されます。 デフ ォル ト では、 40 個のメ デ ィ アが表示

されます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ を設定し てウ ィ ジ ェ ッ ト のメ デ ィ アの数を変更できます。 メ デ ィ ア
のサマ リ を表示するには、 バーの上にポイ ン タ を移動し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムを調査するには、 対
応するバーを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 1800 秒です。

• ク ラ イアン ト ・ ステータ ス ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 既存の NetVault Backup ク ラ イアン ト のオン ラ イ ン

またはオフ ラ イ ンの状態が表示され、 アイ コ ンで表されます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト は円グラ フ と し て表
示されます。 ク ラ イアン ト 詳細のサマ リ を表示するには、 対応するスラ イスの上にポイ ン タ を移動し ま
す。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにク ラ イアン ト の詳細を表示するには、 円グラ フの対応するスラ イスを
ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 900 秒です。

• 使用できない メ デ ィ ア ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 NetVault Backup システムで使用できない メ デ ィ アの詳

細が表示され、 アイ コ ンで表されます。 使用できない メ デ ィ アは、 それぞれ異なる色の丸いバブルの
形を し たアイ コ ンでグラ フ内に表示されます。 色によ って使用できない メ デ ィ アの情報を示し ています。
表 69 を参照し て く ださい。 メ デ ィ アの要約を表示するには、 バブルの上にポイ ン タ を移動し ます。 メ

デ ィ ア ・ アイテムの詳細を表示するには、 そのメ デ ィ アのバブルを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト
のデフ ォル ト の更新間隔は 1800 秒です。

ログ ・ ス ト リーム X X X

実行中のジ ョ ブ X X X

メ モ ： ク ラ イアン ト ・ ステータ スのウ ィ ジ ェ ッ ト で、 テナン ト ・ ユーザーまたはテナン ト 管理者が
NetVault Backup サーバーのセクシ ョ ンを ク リ ッ クする と、 同じ ダ ッ シュボー ド ・ ページに リ ダイ

レ ク ト し ます。 ただ し、 ク ラ イアン ト のセクシ ョ ンがク リ ッ ク される と、 マネージ ド ・ サービス ・
プロバイダ ・ サーバーのク ラ イアン ト ・ ページが表示されます。 

表 68. NetVault Backup ダ ッ シュボー ドのロールベース ・ アクセス

ダ ッ シュボー ドのウ ィ ジ ェ ッ ト MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー
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• デバイス ・ ステータ ス ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 RAS デバイス、 テープ ・ ラ イブラ リ、 およびテープ ・

ド ラ イブのデバイス ・ ステータ スが表示され、 アイ コ ンで表されます。 各デバイスは、 円グラ フの別
個のスラ イス と し て表されます。 デバイスのサマ リ を表示するには、 円グラ フの上にポイ ン タ を移動し
ます。 デバイス ・ ステータ スを調査するには、 円グラ フの対応するスラ イスを ク リ ッ ク し ます。 この
ウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 1800 秒です。

• ポリ シー ・ ステータ ス ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 NetVault Backup システムのバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーの

詳細が表示され、 アイ コ ンで表されます。 各ポリ シーは、 円グラ フの別個のスラ イス と し て表されま
す。 ポリ シーのサマ リ を表示するには、 円グラ フの上にポイ ン タ を移動し ます。 ［ポ リ シー管理］ ページ
でポリ シーのステータ スを調査するには、 円グラ フの対応するスラ イスを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ
ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 900 秒です。

• イベン ト ・ ス ト リーム ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 時間間隔中に NetVault Backup サーバーで発生し たイベ

ン ト が表示され、 アイ コ ンで表されます。 デフ ォル ト では、 直近の 10 分間のエラー ・ イベン ト が表

示されます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ を設定し て、 時間間隔またはイベン ト ・ タ イプ （［エラーのみ］、
［キー ・ イベン ト ］、 ［すべてのイベン ト ］） を変更する こ とができます。 イベン ト のサマ リ を表示するに
は、 バブルの上にポイ ン タ を移動し ます。 イベン ト を調査するには、 グラ フの対応するバブルを ク リ ッ
ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト の更新間隔は 60 秒です。

• ログ ・ ス ト リーム ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 すべての NetVault Backup プロセスのログ ・ ス ト リームが表

示され、 アイ コ ンで表されます。 デフ ォル ト では、 直近の 10 分間のログ ・ ス ト リームが表示されま

す。 ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ を設定し て、 ログの時間間隔、 レベル、 またはク ラスを変更する こ とがで
きます。 ログのサマ リ を表示するには、 バブルの上にポイ ン タ を移動し ます。 ［ログ参照］ ページでログ
を調査するには、 グラ フの対応する対応するバブルを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト のデフ ォル ト
の更新間隔は 60 秒です。

• 実行中のジ ョ ブ ： このウ ィ ジ ェ ッ ト には、 NetVault Backup の実行中ジ ョ ブの状態と ジ ョ ブ履歴が表示さ

れ、 アイ コ ンで表されます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト 内のそれぞれのバーは実行中のジ ョ ブを表し、 現在のジ ョ
ブの最後の 3 つのイ ンス タ ンスに関する情報 （期間、 転送されたバイ ト 数、 終了ステータ スなど） を表

し ています。 この情報は、 マウスのポイ ン タ をバーの上に置 く と表示されます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］
ページのジ ョ ブのジ ョ ブ詳細を表示するには、 そのジ ョ ブのバーを ク リ ッ ク し ます。 このウ ィ ジ ェ ッ ト
のデフ ォル ト の更新間隔は 900 秒です。 また、 ク ラ イアン ト 、 プ ラグイ ン、 ポリ シー、 ジ ョ ブのタ イプ、

レ コー ド制限、 期間など、 異なる フ ィ ルタ を設定する こ と もできます。

表 69. 使用できない メ デ ィ アの色の説明

使用できない メ デ ィ ア 色 
ASF 紫

不良メ デ ィ ア 赤

Foreign メ デ ィ ア 茶色

メ デ ィ アが満杯です 灰色

メ デ ィ アがオフ ラ イ ンです オレンジ色

その他のメ デ ィ ア 青

メ デ ィ アは読み取り専用です 緑

メ デ ィ アは使用できません 黄色

メ モ ： テナン ト ・ ユーザーは、 テナン ト 管理者が作成し たポ リ シーのみ表示できます。 ポ リ シーの
更新はできません。 
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ダ ッ シュボー ドの設定
ダ ッ シュボー ドの設定では、 ロー ド し たダ ッ シュボー ド を編集できます。 ダ ッ シュボー ドは、 ダ ッ シュボー ド管
理パネルから ロー ド できます。

ロー ド し たダ ッ シュボー ド を設定するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ダ ッ シュボー ド ・ ページで、 省略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ダ ッ シュボー ドの設定］ を ク リ ッ
ク し ます。

3 必要なフ ィ ールド を編集し ます。

▪ ダ ッ シュボー ドのタ イ ト ル ： ダ ッ シュボー ドの名前です。

▪ ユーザー ・ グループ とユーザーで共有 ： ダ ッ シュボー ド を共有するユーザーとユーザー ・ グルー
プのリ ス ト を選択し ます。

▪ 並行更新するウ ィ ジ ェ ッ ト ： 同時に更新するウ ィ ジ ェ ッ ト の数を設定し ます。

ダ ッ シュボー ドの管理
ダ ッ シュボー ドの管理は、 ダ ッ シュボー ド管理パネルで行えます。 デフ ォル ト のダ ッ シュボー ド には、 く すんだ
色の星型のアイ コ ンが付いています。 いずれのダ ッ シュボー ド もデフ ォル ト と し て設定する こ とができます。 デ
フ ォル ト のダ ッ シュボー ドは、 ナビゲーシ ョ ン ・ パネルでダ ッ シュボー ド を選択する と ロー ド されます。 ダ ッ
シュボー ド ではさ まざまなアクシ ョ ンを実行できます。

• ダ ッ シュボー ドの追加

• ダ ッ シュボー ドの共有

• ダ ッ シュボー ドのク ローン作成

• ダ ッ シュボー ドの削除

ダ ッ シュボー ドの追加
新しいダ ッ シュボー ド を作成し、 監視するウ ィ ジ ェ ッ ト を選択できます。 これらのウ ィ ジ ェ ッ ト はそのダ ッ シュ
ボー ド にマ ッ ピングされます。 ただ し、 ダ ッ シュボー ド を作成する と きにウ ィ ジ ェ ッ ト を選択し ないと、 空の
ダ ッ シュボー ドが作成されます。 この空のダ ッ シュボー ド を後でウ ィ ジ ェ ッ ト を追加する こ と もできます。

新しいダ ッ シュボー ド を追加するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ダ ッ シュボー ドのページで、 省略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ダ ッ シュボー ドの管理］ を ク リ ッ
ク し ます。

3 ［ダ ッ シュボー ドの管理］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ダ ッ シュボー ドの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ユーザーグループは、 NetVault Backup サーバーが Active Directory に接続されている

場合にのみ表示されます。 詳細については、 「AD グループの管理」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： いずれかのウ ィ ジ ェ ッ ト の更新間隔が所定のタ イム ・ スロ ッ ト に一致する と、 ウ ィ
ジ ェ ッ ト が並行し て更新されます。
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4 ［ダ ッ シュボー ドの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで次の詳細を入力または選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

▪ ダ ッ シュボー ドのタ イ ト ル

▪ ダ ッ シュボー ドのウ ィ ジ ェ ッ ト を選択し ます

▪ ［デフ ォル ト のダ ッ シュボー ド と し て設定］ を選択し て、 このダ ッ シュボー ド をデフ ォル ト のダ ッ
シュボー ド と し て設定し ます。

新し く 作成し たダ ッ シュボー ドがダ ッ シュボー ド管理リ ス ト に表示されます。 新しいダ ッ シュボー ド を作成し た
ら、 次のアクシ ョ ンを実行する こ とができます。

• 他のユーザーとのダ ッ シュボー ドの共有

• ダ ッ シュボー ドのク ローン作成

• ダ ッ シュボー ドの削除

ダ ッ シュボー ドの共有
ダ ッ シュボー ド管理リ ス ト にある自分のダ ッ シュボー ド を他のユーザーやユーザー ・ グループ と共有できます。
ユーザーまたはユーザー ・ グループは、 共有ダ ッ シュボー ドの表示、 ウ ィ ジ ェ ッ ト の更新およびサイズ変更のみ
を行う こ とができます。 ただ し、 ダ ッ シュボー ドの再共有や変更は許可されていません。 ユーザーが行えるの
は、 ウ ィ ジ ェ ッ ト の更新とサイズ変更のみです。 ユーザーは共有ダ ッ シュボー ド のク ローンを作成できます。 こ
のユーザーが作成し たク ローンのダ ッ シュボー ドの所有者にな り ます。

ダ ッ シュボー ド を共有するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ダ ッ シュボー ドのページで、 省略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ダ ッ シュボー ドの管理］ を ク リ ッ
ク し ます。

3 アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ユーザー ・ グループ とユーザーで共有］ の共有ステータ スを選択し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

ダ ッ シュボー ド を共有する と、 アイ コ ンが他のユーザーまたはユーザー ・ グループ との共有を示す に変わり

ます。 アイ コ ンがダ ッ シュボー ド を共有し ているユーザーやユーザー ・ グループに表示されます。

ダ ッ シュボー ドのク ローン作成
ダ ッ シュボー ドのク ローン作成では、 ダ ッ シュボー ド を複製し ます。 ダ ッ シュボー ド にマ ッ ピングされている
ウ ィ ジ ェ ッ ト もすべて複製されます。

ダ ッ シュボー ドのク ローンを作成するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ダ ッ シュボー ドのページで、 省略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ダ ッ シュボー ドのク ローン作成］
を ク リ ッ ク し ます。

または

［ダ ッ シュボー ドの管理］ を ク リ ッ ク し、 目的のダ ッ シュボー ド でク ローン アイ コ ンを ク リ ッ ク し ま
す。
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ダ ッ シュボー ドの削除
ダ ッ シュボー ドの削除では、 ダ ッ シュボー ドの管理リ ス ト からダ ッ シュボー ド を削除し ます。 ダ ッ シュボー ド を
削除する と、 ダ ッ シュボー ド で行ったカス タ マイズと、 ダ ッ シュボー ド に関連付けられているウ ィ ジ ェ ッ ト で
行ったカス タ マイズもすべて削除されます。 多 く のユーザーやユーザー ・ グループ と共有されているダ ッ シュ
ボー ト が所有者によ って削除される と、 そのすべてのユーザーおよびユーザー ・ グループのダ ッ シュボー ド も削
除されます。 ただ し、 ダ ッ シュボー ドの所有者ではないユーザーがダ ッ シュボー ド を削除する と、 そのユーザー
のダ ッ シュボー ドが削除されます。 ダ ッ シュボー ド をすべて削除する こ とはできますが、 使用できるダ ッ シュ
ボー ドがな く なるため、 デフ ォル ト のダ ッ シュボー ドが NetVault Backup によ って作成、 ロー ド されます。

ダ ッ シュボー ド を削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト のダ ッ シュボー ド ・ ページで、 省略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ダ ッ シュボー ドの管
理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 削除するダ ッ シュボー ト の ［削除］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup ダ ッ シュボー ド での

ウ ィ ジ ェ ッ ト の管理
NetVault Backup ダ ッ シュボー ド ・ ページでは、 次の操作を実行し てウ ィ ジ ェ ッ ト を カス タ マイズする こ とがで

きます。

• ウ ィ ジ ェ ッ ト を更新する

• ウ ィ ジ ェ ッ ト のフ ィ ルタ を設定およびク リ アする

• ウ ィ ジ ェ ッ ト を ク ローンする

• ウ ィ ジ ェ ッ ト を設定する

• ウ ィ ジ ェ ッ ト を削除する

• ウ ィ ジ ェ ッ ト のサイズを変更する

ウ ィ ジ ェ ッ ト を管理するには、 ウ ィ ジ ェ ッ ト のタ イ ト ル領域にポイ ン タ を移動し ます。 前回の更新時刻とウ ィ
ジ ェ ッ ト を管理するためのアイ コ ンがウ ィ ジ ェ ッ ト の上部に表示されます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト を管理するには、 対応
するアイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 次の表に記載されている手順を実行し ます。

表 70. ウ ィ ジ ェ ッ ト の管理用のアイ コ ン と説明

アイ コ ン 説明

更新

事前定義された更新間隔の間にウ ィ ジ ェ ッ ト のデータ を強制的に更新するには、 ［更新］
アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 更新間隔は、 すべてのウ ィ ジ ェ ッ ト で 30 ～ 86400 秒の範囲

で指定できます。

フ ィ ルタ

ウ ィ ジ ェ ッ ト のデータ を フ ィ ルタするには、 ［フ ィ ルタ］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。
フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを設定し、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ドの数を設定するには、 ［レ コー ド制限］ に数字を入力し
ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト のフ ィ ルタ を ク リ アするには、 ［ク リ ア］ を ク リ ッ ク し ます。

データ を保存せずにフ ィ ルタ ・ ウ ィ ザー ド を終了するには、 ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し
ます。

各ウ ィ ジ ェ ッ ト のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く は、 「ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・
オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。
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ウ ィ ジ ェ ッ ト の追加
ダ ッ シュボー ド に複数のウ ィ ジ ェ ッ ト を追加する こ とができます。 すべてのウ ィ ジ ェ ッ ト をダ ッ シュボー ド に追
加する と、 それ以上ウ ィ ジ ェ ッ ト を追加する こ とができな く な り ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト を追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト のダ ッ シュボー ド ・ ページで、 略記号の アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 ［ウ ィ ジ ェ ッ ト の追加］
を ク リ ッ ク し ます。

3 ダ ッ シュボー ド に必要なウ ィ ジ ェ ッ ト を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト の配置
ウ ィ ジ ェ ッ ト を ド ラ ッ グ ・ アン ド ・ ド ロ ッ プ し て、 ダ ッ シュボー ド の特定の位置に移動する こ とができます。
ダ ッ シュボー ドの位置を移動し てから複数のユーザーと共有する と、 そのユーザーも再度、 共有ダ ッ シュボー ド
を再配置できます。 共有ユーザーによ って行われた再配置は、 他の共有ユーザーにも表示されます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト を移動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダ ッ シュボー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ダ ッ シュボー ド ・ ページで、 ウ ィ ジ ェ ッ ト 名にカーソルを移動し ます。

3 ウ ィ ジ ェ ッ ト を目的の位置まで ド ラ ッ グし て、 ド ロ ッ プ し ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン
ウ ィ ジ ェ ッ ト の上部にある フ ィ ルタ ・ アイ コ ンを ク リ ッ クする と、 次のウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンが
表示されます。 1 つ以上のフ ィ ルタ を使用し て、 指定し た条件に一致するレ コー ド を表示できます。

ク ローン

ウ ィ ジ ェ ッ ト のク ローンを作成するには、 ［ク ローン］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

設定

ウ ィ ジ ェ ッ ト のタ イ ト ルとウ ィ ジ ェ ッ ト ・ データの更新間隔 （秒） を設定するには、 設
定アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト の設定済みのフ ィ ールド を保存するには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ウ ィ ジ ェ ッ ト の設定済みのフ ィ ールド を ク リ アするには、 ［ク リ ア］ を ク リ ッ ク し ます。

データ を保存せずに設定ウ ィ ザー ド を終了するには、 ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し ます。

削除

ク ローン し たウ ィ ジ ェ ッ ト を削除するには、 ［削除］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 確認ダ
イアログ ・ ボ ッ クスで ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 NetVault Backup ダ ッ シュボー ドから

ウ ィ ジ ェ ッ ト を削除し ます。

メ モ ： 削除できるのは、 NetVault Backup ダ ッ シュボー ドから ク ローン し たウ ィ ジ ェ ッ ト

のみです。

サイズ変更

ウ ィ ジ ェ ッ ト を展開し てデータ をよ り明瞭に表示するには、 ［サイズ変更］ アイ コ ンを ク
リ ッ ク し ます。 ウ ィ ジ ェ ッ ト を折り たたむには、 ［サイズ変更］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ま
す。

表 70. ウ ィ ジ ェ ッ ト の管理用のアイ コ ン と説明

アイ コ ン 説明
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表 71. ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

ウ ィ ジ ェ ッ ト フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン と説明

ジ ョ ブ ・ ステータ ス ク ラ イアン ト ： 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン ： 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ： ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し
てバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 またはレポー ト を選択できます。

グループ化 ： 日、 週、 月、 四半期、 または年でジ ョ ブをグループ化できます。

レ コー ド制限 ： ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ド の数を設定できます。 デフ ォル ト で
は、 7 個のレ コー ドが表示されます。

期間 ： 特定の期間に完了し たジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

▪ 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
開始日を選択し ます。

▪ 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
開始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

▪ 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
終了日を選択し ます。

▪ 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
終了時刻を選択し ます。

ポリ シーの選択 ： ポリ シー名でポ リ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ実行時間 ク ラ イアン ト ： 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン ： 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ポリ シー ： ポリ シー名でポリ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ： ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し
てバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 またはレポー ト を選択できます。 
レ コー ド制限 ： ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ド の数を設定できます。 デフ ォル ト で
は、 10 個のレ コー ド が表示されます。

期間 ： 特定の期間に完了し たジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の開始日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

▪ 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
開始日を選択し ます。

▪ 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
開始時刻を選択し ます。

終了 ： 特定の終了日時を指定し てジ ョ ブを フ ィ ルタするには、 次の手順を実行
し ます。

▪ 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
終了日を選択し ます。

▪ 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、
終了時刻を選択し ます。

メ デ ィ アの使用容量 容量の表示単位 ： メ デ ィ アの使用容量を、 バイ ト 、 KB、 MB、 GB、 TB、 または PB
単位で表示できます。

レ コー ド制限 ： ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ド の数を設定できます。 デフ ォル ト で
は、 40 個のレ コー ド が表示されます。

メ デ ィ ア ・ グループの選択 ： メ デ ィ ア ・ グループに基づいてレ コー ド を フ ィ ルタ でき
ます。 デフ ォル ト では、 すべてのメ デ ィ ア ・ グループが選択されています。
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ク ラ イアン ト ・ ステー
タ ス

ク ラ イアン ト ： 特定のク ラ イアン ト のク ラ イアン ト ・ ステータ スを表示できます。 デ
フ ォル ト では、 すべてのク ラ イアン ト が選択されています。

使用できない メ デ ィ ア 理由の選択 ： ASF、 不良、 外部、 フル、 オフ ラ イ ン、 その他、 読み取り専用、 使用不

可など、 メ デ ィ アを使用できない理由を設定できます。 デフ ォル ト では、 すべての理
由が選択されています。

レ コー ド制限 ： ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ド の数を設定できます。 デフ ォル ト で
は、 100 個のレ コー ドが表示されます。

メ デ ィ ア ・ グループの選択 ： メ デ ィ ア ・ グループに基づいてレ コー ド を フ ィ ルタ でき
ます。 デフ ォル ト では、 すべてのメ デ ィ ア ・ グループが選択されています。

デバイス ・ ステータ ス デバイス ・ タ イプ ： デバイスのタ イプ と し て、 ［RAS デバイス］、 ［テープ ・ ド ラ イ

ブ］、 または ［テープ ・ ラ イブ ラ リ］ を設定し ます。 デフ ォル ト では、 すべてのデバ
イス ・ タ イプが選択されています。

ポリ シー ・ ステータ ス ポリ シー ・ ステータ ス ： 完了、 失敗、 または警告ステータ スでポ リ シーを フ ィ ルタ で
きます。 デフ ォル ト では、 すべてのステータ スが選択されています。

ポリ シーの状態 ： アク テ ィ ブ、 休眠、 休止、 または休止中状態でポ リ シーを フ ィ ルタ
できます。 デフ ォル ト では、 すべての状態が選択されています。

イベン ト ・ ス ト リーム 間隔の選択 ： 5 分、 10 分、 30 分、 1 時間、 8 時間、 12 時間、 または 24 時間の時間間

隔でイベン ト を フ ィ ルタ できます。 デフ ォル ト では、 時間間隔は 10 分に設定されて

います。

イベン ト ・ タ イプの選択 ： ［エラーのみ］、 ［キー ・ イベン ト ］、 または ［すべてのイベ
ン ト ］ のタ イプでイベン ト を フ ィ ルタ できます。 デフ ォル ト では、 ［エラーのみ］ の
イベン ト ・ タ イプが選択されています。

ログ ・ ス ト リーム 間隔の選択 ： 5 分、 10 分、 30 分、 1 時間、 8 時間、 12 時間、 または 24 時間の時間間

隔でログを フ ィ ルタ できます。 デフ ォル ト では、 時間間隔は 10 分に設定されていま

す。

レベルの選択 ： バッ クグラウン ド、 エラー、 情報、 ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ、 サーバー、
または警告のレベルでログを フ ィ ルタ できます。 デフ ォル ト では、 すべてのレベルが
選択されています。

ク ラスの選択 ： データベース、 デバイス、 ジ ョ ブ、 メ デ ィ ア、 プ ラグイ ン、 スケ
ジュール、 システム、 または UI のク ラスでログを フ ィ ルタ できます。 デフ ォル ト で

は、 すべてのク ラスが選択されています。

表 71. ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

ウ ィ ジ ェ ッ ト フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン と説明
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実行中のジ ョ ブ ク ラ イアン ト ： 特定のク ラ イアン ト のジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

プ ラグイ ン ： 特定のプ ラグイ ンを使用し て実行されたジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ポリ シー ： ポリ シー名でポリ シー ・ ジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

ジ ョ ブ ・ タ イプ ： ジ ョ ブ ・ タ イプでジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。 ジ ョ ブ ・ タ イプ と し
てバッ クア ッ プ、 リ ス ト アまたは

レポー ト のジ ョ ブ ・ タ イプを選択できます。

レ コー ド制限 ： ウ ィ ジ ェ ッ ト に表示するレ コー ド の数を設定できます。 これには、

デフ ォル ト で、 10 件のレ コー ド が表示されます。

期間 ： 特定の期間に完了し たジ ョ ブを フ ィ ルタ できます。

開始 ： 特定の日時からジ ョ ブのフ ィ ルタ を開始するには ：

• 開始日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始日を
選択し ます。

• 開始時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 開始時
刻を選択し ます。

次のよ う に変更し て く だ さい。 特定の日時までのジ ョ ブを フ ィ ルタするには ：

• 終了日を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了日を
選択し ます。

• 終了時刻を入力するか、 ボ ッ クスの隣り にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て、 終了時
刻を選択し ます。

メ モ ： 連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の項目を選

択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 グラ フのオプシ ョ ンを非表示にする、 または選択し

たオプシ ョ ンを ク リ アするには、 対応するオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

表 71. ウ ィ ジ ェ ッ ト ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン

ウ ィ ジ ェ ッ ト フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン と説明
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10
ジ ョ ブの管理

• ジ ョ ブの管理について

• ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示

• ジ ョ ブ ・ カ レンダーの表示

• ジ ョ ブの管理

• ジ ョ ブ定義管理

• ジ ョ ブ履歴の表示

ジ ョ ブの管理について
一般的なジ ョ ブ関連アクシ ョ ンを表示し て実行し、 ジ ョ ブの全体的な進捗状況やステータ スを表示する こ とがで
きます。 MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 およびテナン ト ・ ユーザーは、 すべてのジ ョ ブ関連アクシ ョ ンを実行

できます。 MSP 向け NetVault Backup では、 各ユーザーそれぞれのスコープで作業する こ とができます。 これ

らのユーザーはすべて、 所有する タ スクの進捗状況を監視し、 制御できます。 ユーザー同士のジ ョ ブ ・ アク テ ィ
ビテ ィ の表示は制限されています。

ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示
［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページからジ ョ ブの進行状況やステータ スを監視できます。 このページを使用し て、
ジ ョ ブを管理し た り、 さ まざまなジ ョ ブ関連のタ スク を実行し た りする こ と もできます。 

ジ ョ ブ ・ ア ク テ ィ ビテ ィ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。
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図 23. ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

表 72. ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

項目 説明

ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビ
テ ィ ・ チャー ト

この領域には、 現在のジ ョ ブ、 ポリ シー ・ ジ ョ ブ、 ポリ シー ・ ジ ョ ブ、 および定期ジ ョ
ブのサマ リが棒グラ フの形式で表示されます。

• 現在アクテ ィ ビテ ィ ： 棒はそれぞれ、 アク テ ィ ブ、 待機中、 保留中、 およびス
ケジュール済みのジ ョ ブの数を表し ています。

• ポ リ シー ： 棒はそれぞれ、 正常完了し た、 警告付きで完了し た、 および失敗し
たポリ シー ・ ジ ョ ブの数を表し ています。 ポリ シーの ［正常］ カウン ト は、 ポ
リ シー内のすべてのジ ョ ブが正常な場合に、 正常完了し たポリ シー ・ ジ ョ ブの
数を示し ています。 ポリ シー内の 1 つ以上のジ ョ ブで警告またはエラーが発生

し た場合は、 0 カウン ト が表示されます。

• 定期ジ ョ ブ ： 棒はそれぞれ、 正常完了し た、 警告付きで完了し た、 および失敗
し た定期ジ ョ ブの数を表し ています。 

［ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ］ を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブル内の
そのカテゴ リのジ ョ ブ詳細を表示する こ とができます。 た と えば、 ［ジ ョ ブ ・ アク テ ィ
ビテ ィ ］ 領域で ［ポ リ シー］ を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブルのポ
リ シー ・ ジ ョ ブを表示できます。

アクテ ィ ビテ ィ ・ チャー ト 領域内のバーを ク リ ッ ク し て、 アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブル内
のカテゴ リのジ ョ ブ詳細を表示する こ とができます。 た と えば、 ［現在アク テ ィ ビテ ィ ］
領域で ［アクテ ィ ブ］ バーを ク リ ッ クする と進行中のジ ョ ブが表示されます。 
アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブルをデフ ォル ト の表示形式に戻すには、 ［現在のすべてのアク
テ ィ ビテ ィ を表示し ます］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページのジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ 統計情報を非表示にするには、
以下の手順に従います。

• NetVault Backup WebUI の ［ヘ ッ ダー］ パネルで、 ［設定］ アイ コ ンを ク リ ッ ク

し、 ［アプ リ ケーシ ョ ン設定］ を選択し ます。 ページの右側に、 ［アプ リ ケー
シ ョ ン設定］ ド ロワが表示されます。 

• ［ジ ョ ブの統計情報の非表示］ オプシ ョ ンで、 ［ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ 統計情
報を非表示にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

• ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 デフ ォル ト では、 テーブルは開始時刻でソー ト されています （降順）。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについ
て詳し く は、 表 7 を参照し て く ださい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用さ

れている フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブル
の右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビ
テ ィ ・ テーブル

デフ ォル ト では、 テーブルには現在のすべてのジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ （すべてのアク
テ ィ ビテ ィ ・ カテゴ リ） が一覧表示されます。 
［すべてのアクテ ィ ビテ ィ ］ カテゴ リ では、 以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻
（開始日も表示されます）、 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 プラグイ ン、 ク ラ イアン ト 、 タ イプ、
ID/ イ ンス タ ンス / フ ェーズ、 次回実行時間 （次のイ ンス タ ンスの実行がスケジュール

されている日時）、 進行状況 （現在の転送速度または平均転送速度）、 現在のステータ ス
（ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスの現在のステータ ス）、 最後の終了ステータ ス （最後に完了し た
ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスの終了ステータ ス）。

列メ ニューを使用し て、 次の列を追加または削除する こ と もできます。 ポリ シー名、 ID
（ジ ョ ブ ID のみを表示）、 イ ンス タ ンス （ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスのみを表示）、 フ ェーズ

（ジ ョ ブ ・ フ ェーズのみを表示）、 選択セ ッ ト 、 プラグイ ン ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケ
ジュール ・ セ ッ ト 、 ソース ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 詳細オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 、
期間 （バッ クア ッ プ / リ ス ト ア / レポー ト 作成の操作を完了するために、 時 : 分 : 秒で時

間を表示し ます）。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのレ コー ドのソー ト 」 を参照し

て く だ さい。

以下のジ ョ ブ ・ ステータ スのラ イ ト ・ アイ コ ンは、 終了ステータ スに基づいて現在のス
テータ スおよび最後の終了ステータ スの列に表示されます。

• 赤 ： 中断、 異常終了、 失敗、 実行されませんで し た

• 黄 ： 警告、 停止、 および メ デ ィ ア待ち

• 紫 ： 確認済み

以下の行の背景色は、 現在のステータ スに基づいてジ ョ ブに対し て表示されます。

• 緑 ： 実行中

• 青 ： スケジュール済み

表示形式を変更し た り、 テーブル内に表示されるレポー ト を フ ィ ルタ し た りする こ と も
できます。

表示形式を変更するには ： 異なるジ ョ ブ ・ カテゴ リのジ ョ ブの詳細を表示するには、 ア
クテ ィ ビテ ィ ・ チャー ト 領域内で該当するバーを ク リ ッ ク し ます。 た と えば、 警告を
伴って完了し たジ ョ ブを表示するには、 ［定期ジ ョ ブ］ 領域の ［警告］ バーを ク リ ッ ク
し ます。

メ モ ： 確認済みのジ ョ ブは、 通常のソー ト には含まれません。 そのため、 ソー ト 結果には、 通常の
ジ ョ ブが最初に表示され、 その後、 確認済みのジ ョ ブが表示されます。 

表 72. ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

項目 説明
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5 アクシ ョ ン ・ オプシ ョ ンをページの下部にボタ ンで表示するよ う に ［ページ］ オプシ ョ ンが設定されて
いる場合には、 ［オペレーシ ョ ン］ パネルで対応するボタ ンを ク リ ッ ク し てジ ョ ブ関連タ スク を実行でき
ます。 デフ ォル ト では、 このオプシ ョ ンは表示されません。

または

ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ ・ テーブルの ［アクシ ョ ン］ 列を使用し てジ ョ ブ関連のタ スク を実行するには、
ジ ョ ブを選択し、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応する コ ンテキス ト ・ メ ニュー ・ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 適
用するジ ョ ブ関連アクシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

ジ ョ ブ ・ カ レンダーの表示
カ レンダー上でジ ョ ブを月ご と、 週ご と、 日ご とに表示できます。 スケジュールが重複し ないよ う にするため、
ジ ョ ブを カ レンダー形式で表示する と便利です。 ジ ョ ブを作成する前にカ レンダーを確認する こ と をお勧めし ま
す。 ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ ページからジ ョ ブの進行状況やステータ スを監視できます。 このページを使用し て、
ジ ョ ブを管理し た り、 さ まざまなジ ョ ブ関連のタ スク を実行し た りする こ と もできます。 

バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブを カ レンダーに表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ ページでは、 以下の情報を参照できます。
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3 ページの右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用する と、 ジ ョ ブを迅速に見つける こ とができます。 カ レン
ダー上のジ ョ ブは、 ジ ョ ブ名またはジ ョ ブ ID に基づいてフ ィ ルタ されます。 ボ ッ クスに検索テキス ト を

入力する と、 カ レンダー内のデータがフ ィ ルタ されます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー
ド （? または *） を含める こ と もできます。

4 ジ ョ ブ関連のタ スク を実行するには、 ジ ョ ブを ク リ ッ ク し、 次に適用するジ ョ ブ関連のアクシ ョ ンを ク
リ ッ ク し ます。

表 73. ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ ページ

項目 説明

［設定］ アイ コ ン このアイ コ ンを ク リ ッ クする と、 ジ ョ ブ ・ カ レンダーの設定が表示されます。
ページの右側に、 以下のオプシ ョ ンを含む ［カ レンダー設定］ ド ロワが表示され
ます。

• ステータ スでフ ィ ルタ リ ング ： このエ リ アには、 ジ ョ ブ ・ ステータ スに
基づいて以下のフ ィ ルタ リ ング ・ オプシ ョ ンが表示されます。

▪ スケジュール済み ： スケジュール済みのジ ョ ブを表示するには、
このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

▪ アクテ ィ ブ ： 進行中のジ ョ ブを表示するには、 このボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

▪ 成功 ： 正常に完了し たジ ョ ブを表示するには、 このボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

▪ 削除 ： 警告付きで完了し たジ ョ ブを表示するには、 このボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

▪ エラー ： 失敗し たジ ョ ブを表示するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

デフ ォル ト では、 すべてのジ ョ ブが ［ジ ョ ブ ・ カ レンダー］ ページに表
示されます。 ジ ョ ブ ・ ステータ スを非表示にするには、 対応するボタ ン
を ク リ ッ ク し ます。 フ ィ ルタ を 1 つまたは複数選択し、 該当するジ ョ ブ

をジ ョ ブ ・ カ レンダーに表示できます。

• タ イムスロ ッ ト ・ サイズ ： 週次および日次ビ ューでは、 ［タ イムスロ ッ
ト ・ サイズ］ フ ィ ールド を使用し、 カ レンダー上のジ ョ ブの時間の粒度
を設定できます。

時間の粒度を設定するには、 以下のタ イムスロ ッ ト ・ サイズから選択し
ます。 1 分、 5 分、 15 分、 20 分、 30 分、 60 分

デフ ォル ト では、 タ イムスロ ッ ト ・ サイズは 30 分に設定されています。

好みのフ ィ ルタ を選択し、 それをブラウザ ・ セ ッ シ ョ ンでも使用する こ
とができます。

ジ ョ ブ ・ カ レンダー このエ リ アには、 ［ステータ スでフ ィ ルタ リ ング］ 設定および ［タ イムスロ ッ
ト ・ サイズ］ 設定に基づいてカ レンダー上のジ ョ ブが表示されます。

カ レンダー上でジ ョ ブを月ご と、 週ご と、 日ご とに表示できます。 デフ ォル ト で
は、 ジ ョ ブ ・ カ レンダーの週次ビ ューが表示されます。 月次ビ ューを表示するに
は ［月］ を、 日次ビ ューを表示するには ［日］ を ク リ ッ ク し ます。

月次ビ ュー ： その月のジ ョ ブを表示し ます。 このビ ューではジ ョ ブの高さは固定
されています。

週次ビ ュー ： その週のジ ョ ブを表示し ます。 このジ ョ ブの高さはそのジ ョ ブを実
行するために必要な時間に対応し ます。 
日次ビ ュー ： その日のジ ョ ブを表示し ます。 このジ ョ ブの高さはそのジ ョ ブを実
行するために必要な時間に対応し ます。

ジ ョ ブ ・ カ レンダーの赤線は、 現在の時間を示し ています。

ポイ ン タ をジ ョ ブの上に移動する と、 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 開始時間、 終了時間な
どのジ ョ ブ ・ サマ リが表示されます。
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ジ ョ ブの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ジ ョ ブの即時実行

• ジ ョ ブの中止

• ジ ョ ブの停止

• ジ ョ ブの再開

• ジ ョ ブの一時休止

• ジ ョ ブの再開

• ［メ デ ィ ア待ち］ ステータ スの理由の特定

• ジ ョ ブのログ ・ メ ッ セージの表示

• ジ ョ ブの進行状況の監視

• ジ ョ ブ ・ エラーと警告のク リ ア

• ジ ョ ブ ・ スケジュールの削除

ジ ョ ブの即時実行
既存のジ ョ ブを即座に実行するために、 ［今すぐ実行］ を使用する こ とができます。

ジ ョ ブを即時実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ または ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブが正常に開始される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

ジ ョ ブの中止
［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで、 アク テ ィ ブなジ ョ ブをキャ ンセルできます。

ジ ョ ブを中止するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［中止］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブが正常に中止される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

メ モ ： 実行するジ ョ ブを保存し ただけで、 スケジュールの設定を実行し ていない場合は、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ リ ン ク を使用し ます。 

メ モ ： フ ェーズ 2 ジ ョ ブを選択する と、 そのフ ェーズのみが開始され、 フ ェーズ 1 は実行されませ

ん。 
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブにフ ェーズ 2 が含まれている場合にフ ェーズ 1 を選択する と、 フ ェーズ 1 と

フ ェーズ 2 の両方のジ ョ ブが実行されます。 フ ェーズ 1 は直ちに実行され、 正常に完了する と

フ ェーズ 2 のスケジュール設定が行われ、 ジ ョ ブ定義に従って実行されます。
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ジ ョ ブの停止
Plug-in for FileSystem では、 任意の時点でジ ョ ブを停止し、 後でその時点からジ ョ ブを再開できます。 この機能

を使用するには、 ジ ョ ブを再開可能に設定し てお く 必要があ り ます。

再開可能なジ ョ ブについての詳細は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参

照し て く だ さい。

ジ ョ ブを停止する と、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのイ ンデッ クスが生成され、 バッ クア ッ プ ・
メ デ ィ ア と NetVault データベースに書き込まれます。 次にジ ョ ブ ・ ステータ スが ［ジ ョ ブは停止し ま し た］ に

設定されます。 プ ラグイ ンが大きなバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを書き込んでいる場合、 ジ ョ ブ ・ ステータ スは
継続的に 「メ デ ィ アへ書き込み中 ： バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの保存中」 と報告されます。 後でジ ョ ブを再開
する と、 残りのフ ァ イルと フ ォルダに対し て増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブを停止するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［停止］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブの再開
［再開］ によ り、 ジ ョ ブを停止し た時点からバッ クア ッ プを再開する こ とができます。 この機能を使用するには、
ジ ョ ブを再開可能に設定し てお く 必要があり ます。 

次のプ ラグイ ンがこの機能をサポー ト し ています。

• Plug-in for FileSystem: Plug-in for FileSystem では、 任意の時点でジ ョ ブを停止し、 後でその時点から

ジ ョ ブを再開できます。 この機能を使用するには、 そのジ ョ ブでバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ［再開可能
なバッ クア ッ プを有効化］ を設定する必要があり ます。 このオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 ジ ョ ブを停止する

と、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのイ ンデッ クスが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータ スが
［ジ ョ ブが停止し ま し た］ に設定されます。 後でジ ョ ブを再開する と、 残りのフ ァ イルと フ ォルダに対し
て増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行されます。

• Plug-in for VMware ： Plug-in for VMware では、 ジ ョ ブを再開し て、 以前に失敗し た仮想マシンのみを

バッ クア ッ プできます。 この機能を使用するには、 そのジ ョ ブでバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ［再開可能
なバッ クア ッ プを有効化］ を設定する必要があり ます。 このオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Plug-in for VMware ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 失敗し た仮想マシンが

ある状態で、 再開可能なバッ クア ッ プが完了し た場合、 このプ ラグイ ンでは、 完了し た仮想マシンのイ
ンデッ クスが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータ スが ［ジ ョ ブが停止し ま し た］ に設定されます。 ジ ョ ブを再
開する と、 このプ ラグイ ンによ って増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行され、 失敗し た仮想マシンがバッ
クア ッ プ されます。

ジ ョ ブを再開するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト から、 停止し たジ ョ ブを選択し て、 ［再開］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 複数のジ ョ ブを同時に選択する と、 ［停止］ および ［再開］ は動作し ません。

メ モ ： 複数のジ ョ ブを同時に選択する と、 ［再開］ は動作し ません。
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ジ ョ ブの一時休止
スケジュールされたジ ョ ブが実行されないよ う にするため、 ジ ョ ブを一時休止にする こ とができます。 ジ ョ ブを
一時休止にする と、 ジ ョ ブが再開されるまでそのスケジュールは無効にな り ます。

ジ ョ ブを一時休止にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［スケジュールの保留］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

スケジュールを一時停止する と、 ジ ョ ブのステータ スは ［次のラ ン タ イム］ 列に ［保留中］ と し て示さ
れます。 

ジ ョ ブの再開
ジ ョ ブを一時休止にする と、 ジ ョ ブが再開されるまでそのスケジュールは無効にな り ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ
ス］ ページからジ ョ ブのスケジュールを再開できます。

一時休止中のジ ョ ブを再開するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［スケジュールの再開］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

スケジュールが再開される と、 ［次のラ ン タ イム］ 列が更新され、 次のイ ンス タ ンスの実行がスケジュー
ルされている日時が表示されます。

［メ デ ィ ア待ち］ ステータ スの理由の特定
ジ ョ ブが ［メ デ ィ ア待ち］ 状態の場合は、 この状態は、 ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはメ デ ィ ア ・ アイテムが使用
可能でないためにジ ョ ブでデータ転送を開始できないこ と を意味し ます。 ［ジ ョ ブ診断］ では、 この状態の厳密
な理由を特定できます。

以下のよ う な理由で、 ジ ョ ブの状態が ［メ デ ィ ア待ち］ にな り ます。

• ターゲッ ト ・ メ デ ィ アまたはデバイスが別のジ ョ ブによ って使用されている。

• ターゲッ ト ・ デバイスがオフ ラ イ ンである。

• ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムがロー ド されていない。

• ［メ デ ィ ア再利用］ オプシ ョ ンがジ ョ ブに対し て選択されていない。 これによ り、 ジ ョ ブが新しい メ デ ィ
アを待っている。

• ジ ョ ブに対し、 ブ ラ ン ク または再利用可能な メ デ ィ ア ・ アイテムがない。

［メ デ ィ ア待ち］ ステータ スの厳密な理由を特定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［ジ ョ ブ診断］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： NetVault Backup を再起動し た場合、 休止中のジ ョ ブの状態は変わり ませんが、 次のスケジュール

時刻に実行するよ う に再スケジュールされます。 ジ ョ ブが 1 回だけ実行するよ う にスケジュールされてい

て、 その時刻が過ぎて し まったために再スケジュールできない場合、 そのジ ョ ブのステータ スは ［実行さ
れませんで し た］ に設定されます。 この場合は、 NetVault Backup ログで、 ジ ョ ブが実行されなかった理

由を説明し た警告メ ッ セージが生成されます。
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3 ［メ デ ィ ア要求診断］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ メ デ ィ ア要求 ID ： メ デ ィ ア要求 ID。

▪ 要求タ イプ ： バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア。

▪ ［ステータ ス］ ： メ デ ィ ア要求のステータ ス。

▪ 優先度 ： メ デ ィ ア要求の優先度。

▪ ク ラ イアン ト ： ジ ョ ブが実行されている NetVault Backup ク ラ イアン ト 。

▪ ［Media］ ： ターゲッ ト ・ メ デ ィ アおよびグループ ・ ラベル （指定されている場合）。

▪ 再利用 ： ［メ デ ィ ア再利用］ オプシ ョ ンが選択されているかど う か。

▪ 必要な空き容量 ： 現在の要求を完了するために必要な メ デ ィ アの空き容量。

▪ バッ クア ッ プを必ずターゲッ ト ・ メ デ ィ アの先頭に書き込み ： ［必ず先頭にバッ クア ッ プ］ オプ
シ ョ ンが選択されているかど うか。

▪ 自動ラベル ： ［自動的にブ ラ ン ク ・ メ デ ィ アにラベルする］ オプシ ョ ンが選択されているかど う
か。

▪ 読み取り専用マーク期間指定 ： ［読み込み専用メ デ ィ アのマーク付け］ オプシ ョ ンが選択されてい
るかど うか。

▪ メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト ： メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト 。

▪ 完了時にアンロー ド ： ジ ョ ブの完了後に メ デ ィ アがアンロー ド されるかど うか。

▪ ド ラ イブ ： テープが存在する ド ラ イブ。

▪ 強制ローカル ： ［ローカル ・ ド ラ イブのみ］ オプシ ョ ンが選択されているかど うか。

▪ ネ ッ ト ワーク圧縮 ： ［ネ ッ ト ワーク圧縮］ オプシ ョ ンが選択されているかど うか。

［理由］ テーブルには、 ジ ョ ブに対し て指定デバイスまたはメ デ ィ アを使用できない理由が記載されてい
ます。 以下に例を示し ます。

▪ Not enough space. （十分なスペースがない）

▪ Currently unavailable. （現在利用不可）

▪ The 'force local drives' option is set. （［force local drives］ オプシ ョ ンが設定されている） この種類

のデバイスは、 ネ ッ ト ワーク接続とみな されます。

ジ ョ ブのログ ・ メ ッ セージの表示

ジ ョ ブのログ ・ メ ッ セージを表示するには ：

1 最新のイ ンス タ ンスのログ ・ メ ッ セージを表示するには、 以下の操作を実行し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

b ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以前のイ ンス タ ンスのログ ・ メ ッ セージを表示するには、 以下の操作を実行し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ または ［ジ ョ ブ履歴］ を ク リ ッ ク し ます。 

b 利用可能なジ ョ ブ定義のリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［ジ ョ ブ表示］ を ク リ ッ ク し ます。 

c ［ジ ョ ブ定義管理 - ジ ョ ブの表示］ で、 イ ンス タ ンスを選択し、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： このセクシ ョ ンで説明されている手順に従って実行し、 Quest テ クニカル ・ サポー ト が必要なケー

スでロギングする場合は、 ログ ・ ダンプ ・ フ ァ イルの生成をお勧めし ます。
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ジ ョ ブの進行状況の監視
［ジ ョ ブ監視］ ページで、 ジ ョ ブの進行状況を監視できます。 このページには、 ジ ョ ブ ・ ステータ ス、 データ転
送速度、 ログ ・ メ ッ セージ、 およびその他のジ ョ ブの詳細が表示されます。

バッ ク ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブの進行状況を監視するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト から、 ジ ョ ブを選択し て、 ［モニ タ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ監視］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

図 24. ［ジ ョ ブ監視］ ページ

▪ ジ ョ ブ詳細 ： このエ リ アには、 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 ジ ョ ブ ID、 イ ンス タ ンス ID、 フ ェーズ番号、

ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 ステータ ス、 開始時間、 予測完了時間、 経過時間、 移動された
データのサイズおよびデータ転送チャー ト 、 現在の転送率およびデータ転送チャー ト 、 最大転送
速度、 平均転送速度のよ う な詳細が表示されます。 フ ィ ールド ： Plug-in for NDMP を使用し て

ジ ョ ブを実行する と、 デバイス待ち、 経過転送時間、 推定転送残量、 推定残り時間などのフ ィ ー
ルド も表示されます。 フ ィ ールド ： Plug-in for SnapMirror to Tape を使用し てジ ョ ブを実行する

と、 デバイス待ちおよび経過転送時間も表示されます。 ただ し、 Plug-in for NDMP および Plug-in 
for SnapMirror to Tape を使用し てジ ョ ブを実行する と、 ［予測完了時間］ フ ィ ールドは表示されま

せん。

▪ ジ ョ ブのログ ： ジ ョ ブに対し て生成されたログ ・ メ ッ セージが表示されます。 デフ ォル ト では、
テーブルは日時でソー ト されます。 必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト でき

ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の
編集を行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault 
Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ジ ョ ブ定義を表示またはジ ョ ブを中止するには、 ［操作］ パネルの適切なボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 また
は ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。
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ジ ョ ブ ・ エラーと警告のク リ ア

ジ ョ ブ ・ エラーや警告を ク リ アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以下のいずれかを実行し ます。

▪ 現在のすべてのジ ョ ブのエラーと警告を ク リ アするには、 ビ ューを ［すべてのアク テ ィ ビテ ィ ］
に設定し、 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。 

▪ 定期またはポリ シー ・ ジ ョ ブの警告を ク リ アするには、 ［定期ジ ョ ブ］ または ［ポ リ シー］ カテゴ
リの 「警告」 バーを ク リ ッ ク し て、 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 失敗し た定期またはポリ シー ・ ジ ョ ブのエラーを ク リ アするには、 ［定期ジ ョ ブ］ または ［ポ リ
シー］ カテゴ リの 「エラー」 バーを ク リ ッ ク し て、 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 特定ジ ョ ブのエラーまたは警告を ク リ アするには、 テーブルのジ ョ ブを選択し て、 ［確認］ を ク
リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブ ・ スケジュールの削除
ジ ョ ブを実行する必要がな く なった場合は、 ジ ョ ブ ・ スケジュールを削除できます。 ジ ョ ブ ・ スケジュールを削
除し ても、 ジ ョ ブ定義は削除されません。 ジ ョ ブ定義を再送信し て、 再度スケジュールする こ とができます。

ジ ョ ブ ・ スケジュールを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［スケジュールの削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

スケジュールが正常に削除される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

ジ ョ ブ定義管理
MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 およびテナン ト ・ ユーザーは、 それぞれのジ ョ ブを管理する こ とができます。 

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ジ ョ ブ定義の表示

• ジ ョ ブ定義の編集

• ジ ョ ブ定義の削除

• ポリ シーへの非ポリ シー ・ ジ ョ ブの追加

ジ ョ ブ定義の表示
ジ ョ ブ定義は、 Scheduler データベースに保管されます。 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページから、 すべてのスケジュー

ル済み、 保存済み、 完了、 およびアク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブのジ ョ ブ定義を表示する こ とができます。 

ジ ョ ブ定義を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページでは、 NetVault Backup データベース内に存在する使用可能なジ ョ ブ定義を参

照できます。 このページには、 スケジュール済みおよび保存済みのジ ョ ブがすべて含まれています。
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図 25. ［ジ ョ ブ定義管理］ ページ

テーブルには以下の情報が表示されます。

▪ ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ： ジ ョ ブの名前またはタ イ ト ルです。

▪ ジ ョ ブ ID ： ジ ョ ブ ID 番号 （イ ンス タ ンス ID 番号やフ ェーズ ID 番号も表示される）。

▪ ポリ シー名 ： ポリ シーの名前 （ジ ョ ブがバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーに属し ている場合）。

▪ タ イプ ： バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア。

▪ プ ラグイ ン ： ジ ョ ブの実行に使用し ているプ ラグイ ン名。

▪ ク ラ イアン ト ： ジ ョ ブが実行された NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前。

▪ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト ： バッ クア ッ プまたはリ ス ト アのセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 。

▪ 次回実行時間 ： 次のイ ンス タ ンスの実行予定日時。

3 デフ ォル ト では、 テーブルはジ ョ ブ ID 番号でソー ト されています （降順）。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ジ ョ ブ定義管理］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳
し く は、 表 10 を参照し て く だ さい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用され

ている フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの
右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

5 表示するジ ョ ブ定義を選択し て、 ［ジ ョ ブ表示］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［ジ ョ ブ定義管理 － ジ ョ ブの表示］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

▪ ジ ョ ブ ・ サマ リ ： ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・ タ イプ （バッ クア ッ プまたはリ ス ト

ア）、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 ジ ョ ブ作成日、 ジ ョ ブ変更日、 実行数、 平均期間、 平均サ
イズ、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ
ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ソース ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト
ア詳細設定セ ッ ト の情報が表示されます。
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▪ 最新イ ンス タ ンス ： このテーブルには、 ジ ョ ブの最新のイ ンス タ ンスが表示されます。 これには、
以下の情報が表示されます。 これには、 実行時間、 期間、 ジ ョ ブ ・ サイズ、 イ ンス タ ンス ID、

フ ェーズ ID、 ステータ ス （［成功］、 ［失敗］、 ［中断］ など） の情報が表示されます。

7 ジ ョ ブ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。 ただ し、 ポ リ シーに関連付けら
れえたジ ョ ブの ［削除］ ボタ ンは、 無効になっています。 ポ リ シーに関連付けられえたジ ョ ブは、 ［ポ リ
シー管理］ ページからのみ削除できます。 また、 ジ ョ ブがポ リ シーに関連付けられている場合には、
［ジ ョ ブの編集］ ボタ ンを ク リ ッ クする と ［ポリ シー ・ ジ ョ ブの編集］ ページが表示されます。

ジ ョ ブ定義の編集
既存のジ ョ ブ定義の 1 つまたは複数のコ ンポーネン ト （セ ッ ト ） を変更できます。 変更の保存時に、 ジ ョ ブを上

書きするか、 新しいジ ョ ブに変更内容を保存するかを選択できます。

ジ ョ ブ定義を編集するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なジ ョ ブ定義のリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ジ ョ ブのタ イプに応じ て、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのウ ィ ザー ド が開始されます。 

▪ ポリ シー ・ ジ ョ ブの場合、 ［ポリ シー ・ ジ ョ ブのカス タ マイズ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され
ます。 

▫ ジ ョ ブ ・ タ イプを変更せずにポリ シー ・ ジ ョ ブを編集するには、 ［いいえ］ を ク リ ッ ク し ま
す。 ポリ シー ・ ジ ョ ブの編集ウ ィ ザー ドが開始されます。 

▫ ジ ョ ブ ・ タ イプを変更し てポリ シー ・ ジ ョ ブを編集する （た と えば、 通常のバッ クア ッ プ
またはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに変更する） には、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。 バッ クア ッ プまた
はリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのウ ィ ザー ドが開始されます。

4 変更する コ ンポーネン ト の既存のセ ッ ト を選択するか、 新しいセ ッ ト を設定し ます。 詳細は、 「バッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成」、 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの作成」、 または 「ポ リ シーの作成」 を参照し て く だ さい。

5 ジ ョ ブの名前を変更するか、 新しいジ ョ ブに変更内容を保存するには、 ［ジ ョ ブ名］ ボ ッ クスに名前を入
力し ます。 

6 必要に応じ て、 ジ ョ ブを保存またはスケジュールし ます。

▪ ジ ョ ブをスケジュールする ： ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し

ます。 

▪ ジ ョ ブをスケジューリ ングせずに定義を保存 ： スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、
［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 

7 ステ ッ プ 5 で新しい名前を入力し た場合は、 ［ジ ョ ブを保存］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 こ

のダイアログ ・ ボ ッ クスで適用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 指定された名前で新規のジ ョ ブを作成し て、 変更内容を保存 ： 新しいジ ョ ブに変更内容を保存す
るには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ このジ ョ ブの名前を指定された名前に変更し て、 変更内容を保存 ： 既存のジ ョ ブの名前を変更す
るには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

8 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ［ジ ョ ブ ・ サマ リ］ 領域の ［設定］ リ ン ク を使用し てセ ッ ト を変更できますが、 このリ ン ク
を使用し てジ ョ ブの新しいセ ッ ト を指定する こ とはできません。 ジ ョ ブ定義を変更するには、
［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを編集する際には、 セ ッ ト 情報をプレビ ューする こ とによ り セ ッ ト に関し て
よ く 理解する こ とができます。 セ ッ ト ・ サマ リ をプレビ ューするには、 ［ジ ョ ブ定義管理 － ジ ョ ブ

の表示］ ページの ［ジ ョ ブ ・ サマ リ］ エ リ アで ［情報］ アイ コ ンの上にポイ ン タ を移動し ます。
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ジ ョ ブ定義の削除
ジ ョ ブ定義が不要になった場合は、 NetVault データベースから削除できます。 ジ ョ ブがアク テ ィ ブな場合は、

ジ ョ ブをキャ ンセルするまで、 その定義は削除できません。 同様に、 ジ ョ ブが後から実行するよ う にスケジュー
ルされている場合は、 ジ ョ ブ ・ スケジュールをキャ ンセルするまで、 その定義は削除できません。

ジ ョ ブ定義を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なジ ョ ブ定義のリ ス ト で、 削除するジ ョ ブを選択し ます。

連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の項目を選択す

るには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 ただし、 ポ リ シーに関連付けられえたジ ョ ブ定義は、

［ポリ シー管理］ ページからのみ削除できます。

3 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ポリ シーへの非ポリ シー ・ ジ ョ ブの追加
非ポリ シー ・ ジ ョ ブを既存のポリ シーに追加する こ とができます。

非ポ リ シー ・ ジ ョ ブを既存のポ リ シーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なジ ョ ブ定義のリ ス ト で非ポリ シー ・ ジ ョ ブを選択し て、 ［ポリ シーに追加］ を ク リ ッ ク し ま
す。

3 ［ポリ シーの選択］ ダイアログ ・ ボッ クスで、 ポリ シーを選択し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

以下の例では、 選択し たポリ シー （Policy1） に関連付けられていないク ラ イアン ト （Client-D） に設定され

ている、 ジ ョ ブ ID が 69 の非ポ リ シー ・ ジ ョ ブ （BackupJob） を追加し ています。 こ こでは、 3 つのク ラ イ

アン ト （Client-A、 Client-B、 Client-C） に 2 つのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが追加されています。

a 利用可能なジ ョ ブ定義のリ ス ト で非ポリ シー ・ ジ ョ ブ 「BackupJob」 を選択し て、 ［ポ リ シーに追

加］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ポリ シーの選択］ ダイアログ ・ ボッ クスで、 ポリ シー名 「Policy1」 を選択し ます。

c ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

d 以下に示すよ う に、 選択し たポリ シー 「Policy1」 の各ク ラ イアン ト に対し て、 名前が

「BackupJob」 でジ ョ ブ ID が 70、 71、 72 の新しいバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが追加されます。

メ モ ： 選択し たポ リ シーに関連付けられている ク ラ イアン ト に設定されている非ポ リ シー ・ ジ ョ ブを追加
する と、 同じ ジ ョ ブ ID がポリ シーに追加されます。 ただ し、 選択し たポリ シーに関連付けられていないク

ラ イアン ト に設定されている非ポリ シー ・ ジ ョ ブを追加する と、 同じ ジ ョ ブ名、 ジ ョ ブ定義、 および異な
るジ ョ ブ ID を持つ新しいジ ョ ブがポリ シーに追加されます。

ジ ョ ブ名 ジ ョ ブ ID ク ラ イアン ト 名 ポリ シー名

BackupJob 69 Client-D
BackupJob 70 Client-A Policy1
BackupJob 71 Client-B Policy1
BackupJob 72 Client-C Policy1
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ジ ョ ブ履歴の表示
［ジ ョ ブ履歴］ ページで完了し たジ ョ ブを参照できます。 このページには、 そのジ ョ ブ用に実行されたすべての
イ ンス タ ンスが表示されます。 ジ ョ ブ履歴を表示する場合、 1 つ以上のフ ィ ルタ を使用し て、 指定し た条件に一

致するジ ョ ブを表示できます。 各ユーザーは、 作成し たジ ョ ブのジ ョ ブ履歴を表示できます。

ジ ョ ブ履歴を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ履歴］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ履歴］ ページには、 NetVault データベース内に存在する使用可能なジ ョ ブ履歴レ コー ドが表示さ

れます。 

テーブルには以下の既定の情報が表示されます。

▪ ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ： ジ ョ ブの名前またはタ イ ト ルです。

▪ 終了時刻 ： ジ ョ ブの終了時刻。

▪ ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号 （イ ンス タ ンス ID 番号やフ ェーズ ID 番号も表示される）。

▪ ジ ョ ブ ・ タ イプ ： バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア。

▪ プ ラグイ ン ： ジ ョ ブの実行に使用し ているプ ラグイ ン名。

▪ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト ： バッ クア ッ プまたはリ ス ト アのセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 。

▪ ク ラ イアン ト ： ジ ョ ブが実行された NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前。

▪ ［ステータ ス］ ： ステータ ス （［成功］、 ［失敗］、 ［中断］ など）。

列メ ニューを使用し て、 リ ス ト の次の列を追加または削除できます。

▪ 期間 ： 操作 （バッ クア ッ プ、 復元、 およびレポー ト ） を完了する時間 （時 ： 分 ： 秒） を表示し ま
す。

▪ ［ポリ シー名］ ： バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの名前が表示されます。

テーブルの行の背景色は、 実行ステータ スに基づいて表示されます。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビ
テ ィ ・ テーブル」 を参照し て く だ さい。

3 デフ ォル ト では、 テーブルは終了時刻でソー ト されています （降順）。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ジ ョ ブ履歴］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く
は、 表 12 を参照し て く だ さい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用されてい

る フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下
隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

5 ［ジ ョ ブ履歴］ ページでは、 最初に最大 10,000 レ コー ド がロー ド されます。 取得されたレ コー ドの合計

数は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 10,000 レ コー ド が取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。

メ モ ： また、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページから このページにアクセスする こ と もできます。 ［ジ ョ
ブ ・ ステータ ス］ ページでジ ョ ブを選択し、 ［履歴の表示］ を ク リ ッ クする と、 そのジ ョ ブの過去
のイ ンス タ ンスをすべて表示できます。 
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6 ジ ョ ブ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。 ジ ョ ブがポ リ シーに関連付けら
れている場合には、 ［ジ ョ ブの編集］ ボタ ンを ク リ ッ クする と ［ポリ シー ・ ジ ョ ブの編集］ ページが表示
されます。
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11
ログの監視

• NetVault Backup ログについて

• ログ ・ メ ッ セージの参照

• ログのダウンロー ド

• ログのエクスポー ト

• ログ ・ メ ッ セージの手動パージ

• ユーザー定義のログ ・ イベン ト の設定

• ナレ ッ ジ ・ ベースの検索

NetVault Backup ログについて 
すべての NetVault Backup プロセスでログ ・ メ ッ セージが生成されます。 このログ ・ メ ッ セージには、 さ まざま

な操作のステータ スに関する情報が表示され、 エラー状態が報告されます。 これらのメ ッ セージは NetVault
データベースに保管されます。 ログ ・ メ ッ セージは、 ［ログ参照］ ページから参照できます。

NetVault Backup は、 ログ ・ デーモンを使用し て、 ログ ・ メ ッ セージの管理およびデータベースへの書き込みを

行います。 ログ ・ デーモンは、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 

ログ ・ メ ッ セージには、 問題の診断および ト ラブルシューテ ィ ングに使用できる情報が含まれています。 問題を
報告する場合、 Quest テ クニカル ・ サポー ト から ログ ・ ダンプ ・ フ ァ イルの提供を求められる こ とがあ り ます。

［ログ参照］ ページの ［ダウンロー ド］ または ［エクスポー ト ］ を使用し て、 ログ ・ ダンプ ・ フ ァ イルを生成で
きます。 詳細は、 「ログのダウンロー ド」 または 「ログのエクスポー ト 」 を参照し て く だ さい。

30 日よ り前のログ ・ メ ッ セージは自動的にデータベースからパージ されます。 ログ ・ デーモンの設定を使用し

て、 ログ ・ メ ッ セージの最大寿命を変更できます。 また、 ［ログ参照］ ページの ［ログの削除］ を使用し て、 ロ
グ ・ メ ッ セージを手動で削除する こ と もできます。

メ モ ： NetVault Backup には、 エラー状態に関する詳細情報を収集する診断 ト レース機能が用意されてい

ます。 この情報はデバッ グおよび ト ラブルシューテ ィ ング目的で使用されます。 
ログとは異な り、 ト レースはデフ ォル ト では無効化されています。 問題を調査する場合、 Quest テ クニカ

ル ・ サポー ト からサーバーまたはク ラ イアン ト ・ マシンで ト レースを有効にするよ う に求められる こ とが
あり ます。 
診断情報は、 ト レース ・ フ ァ イルに書き込まれます。 プロセスご とに固有の ト レース ・ フ ァ イルが生成さ
れます。 デフ ォル ト では、 ト レース ・ フ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの trace-
container デ ィ レ ク ト リ に保管されます。 詳細は、 「診断 ト レース」 を参照し て く だ さい。
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ログの監視のロールベース ・ アクセス

MSP 管理者、 テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザーは、 それぞれの範囲に応じ て所有するログを管理する

こ とができます。 互いに他のユーザーのジ ョ ブ ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示は制限されています。

ログ ・ メ ッ セージの参照
ログ ・ メ ッ セージは、 ［ログ参照］ ページから参照できます。 このページから、 さ まざまなログ関連のタ スク
（ログ ・ メ ッ セージのダウンロー ド またはエクスポー ト 、 ログ ・ イベン ト の設定、 ログ ・ メ ッ セージのパージな
ど） を実行できます。

MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 およびテナン ト ・ ユーザーは、 許可されている ク ラ イアン ト ・ マシンのジ ョ

ブ ・ メ ッ セージを表示できます。

ログ ・ メ ッ セージを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［ログ参照］ ページで、 各種プロセスによ って生成されたログ ・ メ ッ セージを表示できます。

図 26. ［ログ参照］ ページ

テーブルには以下の情報が表示されます。

▪ 重要度 ： メ ッ セージの重要度レベル。 

ログ ・ メ ッ セージは、 次の各重要度レベルに分類されます。 バッ クグラウン ド ・ メ ッ セージ、 情
報メ ッ セージ、 ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ、 警告メ ッ セージ、 エラー ・ メ ッ セージ、 および重大なエ
ラー ・ メ ッ セージ。

表 74. ログを監視するロールベースのアクセス

ログ ・ アクシ ョ ン MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ログ参照 X X X

ログ参照 - ダウンロー ド X

ログ参照 - エクスポー ト X

ログ参照 - パージ X

ログ参照 - イベン ト 設定 X X X

ログ参照 - 詳細情報 X X X

ログ参照 - KB 検索 X X X
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▪ 日付 ： ログの生成日時。

▪ ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号。 

▪ ク ラス ： ログを生成し た操作のタ イプ。 

ログ ・ ク ラスは、 次のとおり です。 システム、 スケジュール、 ジ ョ ブ、 メ デ ィ ア、 データベース、
プ ラグイ ン、 UI。

▪ ク ラ イアン ト ： ログが生成されたク ラ イアン ト の名前。

▪ ［メ ッ セージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッ セージまたは詳細。

ログ重要度レベルの簡単な説明を以下の表に示し ます。

3 デフ ォル ト では、 テーブルは日付でソー ト されています （最新のものから最古のものへ）。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ログ参照］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く
は、 表 8 を参照し て く ださい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用されている

フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下隅
にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。 検索テキス ト をボ ッ クスに入力し、 チ ェ ッ ク ・ アイ コ ンを ク リ ッ クするか、
Enter キーを押し ます。

表 75. ログ重要度レベル

アイ コ ン 重要度レベル 説明

バッ クグラウン ド 一般ログ ・ メ ッ セージ

情報 メ デ ィ ア、 スケジューラ、 およびシステムのアク テ ィ ビテ ィ に
関連するログ ・ メ ッ セージ。

ジ ョ ブ ・ メ ッ セー
ジ

バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 レポー ト ・ ジ ョ ブに関連するログ ・
メ ッ セージ。

警告 ジ ョ ブの失敗にはつながらない可能性がある問題。

エラー ジ ョ ブの失敗につながる可能性がある問題。

重大なエラー 操作の失敗につながる可能性がある致命的な問題。 

メ モ ： 一部のログ ・ メ ッ セージのアイ コ ンに感嘆符が含まれている場合があ り ます （例 ： 、 な
ど）。 このマークは、 メ ッ セージを開いてログ ・ コ ンテキス ト 情報を表示できる こ と を示し ていま
す。 
コ ンテキス ト 情報を表示するには、 ［重要度］ 列の任意の場所を ク リ ッ ク し ます。 または、 メ ッ
セージを選択し て、 ［詳細情報］ を ク リ ッ ク し ます。 表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスには、 デー
タ転送詳細、 実行スク リ プ ト 、 またはその他の情報が含まれます。 詳細を確認し たら、 ［OK］ を ク

リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

「レベルの表示」 を特定の重要度レベルに設定し て、 選択し た重要度以上のログ ・ メ ッ セージを表
示できます。
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5 ［レベルの表示］ オプシ ョ ンを使用し て、 重要度レベルに基づいて メ ッ セージを フ ィ ルタ できます。 重要
度レベルを指定する と、 そのレベル以上のメ ッ セージのみが ［ログ参照］ ページに表示されます。

デフ ォル ト では、 ［レベルの表示］ が ［ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ］ に設定されています。 この設定では、 ジ ョ
ブ情報、 警告、 エラー、 および重大なエラーをページに表示できます。 表示される メ ッ セージの最低重
要度レベルを指定するには、 ［レベルの表示］ リ ス ト でそのレベルを選択し ます。 

6 ［ログ参照］ ページでは、 最初に最大 10,000 レ コー ド がロー ド されます。 取得されたレ コー ドの合計数

は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 10,000 レ コー ド が取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。

7 ラ イブ ・ ア ッ プデー ト を一時停止または再開するには、 ［ラ イブ ・ ア ッ プデー ト を一時停止または再開し
ます］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

8 ログ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビゲー
シ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

ログのダウンロー ド
発生し た問題を調査する場合、 Quest テ クニカル ・ サポー ト から NetVault Backup サーバーのログ ・ ダンプを提

供するよ う に求められる こ とがあり ます。 ［ログ参照］ ページの ［ダウンロー ド］ または ［エクスポー ト ］ を使
用し て、 ダンプ ・ フ ァ イルを生成できます。

［ダウンロー ド］ では、 WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダンプ ・ フ ァ イルが作成されます。 この方

法は、 リ モー ト ・ マシンからサーバーにアクセスする場合に役立ちます。 ［エクスポー ト ］ では、 NetVault 
Backup サーバーにフ ァ イルが作成されます。 この方法についての詳細は、 「ログのエクスポー ト 」 を参照し て く

だ さい。

サポー ト されているダンプ形式は、 テキス ト 、 バイナリ、 およびデータベース ・ テーブル ・ ダンプです。 デフ ォ
ル ト では、 ダンプ ・ フ ァ イルには現在のすべてのログが含まれます。 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し て、 指定し
た条件に一致するログ ・ エン ト リ をダウンロー ド できます。 た と えば、 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを設定し て、 特定
の期間やジ ョ ブ ID 番号のログ ・ エン ト リ を表示し て、 これらのエン ト リ をダンプ ・ フ ァ イルにダウンロー ド で

きます。

ログをダウンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し て、 ［ダウンロー ド ・ ログの確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ダンプ形式
を選択し ます。

▪ バイナリ ・ ログ ： ログをバイナリ形式のフ ァ イル （.nlg） にエクスポー ト する場合は、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。

▪ テキス ト ・ ログ ： ログをテキス ト 形式のフ ァ イルにエクスポー ト するには、 このオプシ ョ ンを選
択し ます。

▪ データベース ・ テーブル ・ ダンプ ： ログを PostgreSQL ダンプ （pg_dump） フ ァ イルにエクス

ポー ト するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

［フ ァ イルのダウンロー ド］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［保存］ オプシ ョ ンを選択し、 必要に応じ て場所
を指定し ます。 ブ ラウザでフ ァ イルのダウンロー ドが開始されるまでページから移動し ないで く だ さい。 

ブ ラウザでフ ァ イルのダウンロー ドが終了し たら、 ダウンロー ド 先で圧縮フ ァ イルを見つける こ とがで
きます。

メ モ ： ログのダンプ ・ フ ァ イルを Quest テ クニカル ・ サポー ト に提示する場合は、 バイナリ ・ ログ

形式 （.nlg） を使用し て く ださい。
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ログのエクスポー ト
発生し た問題を調査する場合、 Quest テ クニカル ・ サポー ト から NetVault Backup サーバーのログ ・ ダンプを提

供するよ う に求められる こ とがあり ます。 ［ログ参照］ ページの ［ダウンロー ド］ または ［エクスポー ト ］ を使
用し て、 ダンプ ・ フ ァ イルを生成できます。

［ダウンロー ド］ では、 WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダンプ ・ フ ァ イルが作成されます。 この方

法は、 リ モー ト ・ マシンからサーバーにアクセスする場合に役立ちます。 この方法についての詳細は、 「ログの
ダウンロー ド」 を参照し て く だ さい。 ［エクスポー ト ］ では、 NetVault Backup サーバーにフ ァ イルが作成されま

す。

サポー ト されているダンプ形式は、 テキス ト 、 バイナリ、 およびデータベース ・ テーブル ・ ダンプです。 デフ ォ
ル ト では、 ダンプ ・ フ ァ イルには現在のすべてのログが含まれます。 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し て、 指定し
た条件に一致するログ ・ エン ト リ をエクスポー ト できます。 た と えば、 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを設定し て、 特定
の期間やジ ョ ブ ID 番号のログ ・ エン ト リ を表示し て、 これらのエン ト リ をダンプ ・ フ ァ イルにエクスポー ト で

きます。

ログをエ ク スポー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ログ参照］ ページで、 ［エクスポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ログのエクスポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

4 ［エクスポー ト ］ を ク リ ッ ク し て、 ログをエクスポー ト し ます。

ログが正常にエクスポー ト されたら、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

ログ ・ メ ッ セージの手動パージ
30 日よ り前のログ ・ メ ッ セージは自動的にデータベースからパージ されます。 また、 ［ログ参照］ ページの ［ロ

グの削除］ を使用し て、 ログ ・ メ ッ セージを手動で削除する こ と もできます。

表 76. ログのエクスポー ト

オプシ ョ ン 説明

フ ァ イル名 ログ ・ フ ァ イルのフ ァ イル名を入力し ます。 
ダンプ ・ フ ァ イルのリ ス ト から既存のフ ァ イルを選択する こ と もできます。
既存のフ ァ イルを選択または指定する と、 NetVault Backup はそのフ ァ イ

ルに上書き し ます。

選択し たダンプ形式に応じ て、 <NetVault Backup ホーム >\logs\dumps
（Windows の場合） または <NetVault Backup ホーム >/logs/dumps （Linux
の場合） の binary、 text、 または pgdump デ ィ レ ク ト リ にダンプ ・ フ ァ イ

ルが作成されます。

別の場所にダンプ ・ フ ァ イルを作成する場合は、 フル ・ パスを指定し ます。

バイナリ ・ ログ ログをバイナリ形式のフ ァ イル （.nlg） にエクスポー ト する場合は、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。 

テキス ト ・ ログ ログをテキス ト 形式のフ ァ イル （.txt） にエクスポー ト するには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。

データベース ・ テーブル ・
ダンプ

ログを PostgreSQL ダンプ （pg_dump） フ ァ イル （.dmp） にエクスポー ト

するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 
メ モ ： ログ ・ ダンプ ・ フ ァ イルを Quest テ クニカル ・ サポー ト に提供する

場合は、 データベース ・ テーブル ・ ダンプ形式を使用し て く だ さい。 
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ログ ・ メ ッ セージを手動でパージするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ログ参照］ ページで、 ［パージ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［パージ ・ ログ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ 古いログ ・ エン ト リ をパージする前に ： 削除するログ ・ メ ッ セージの作成日時を入力または選択
し ます。 その日時よ り前のすべてのログ ・ メ ッ セージが削除されます。

4 ［パージ］ を ク リ ッ ク し ます。

ログが正常に削除される と、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

ユーザー定義のログ ・ イベン ト の設定
ログ ・ メ ッ セージの生成時に通知を受信するには、 そのメ ッ セージについてのユーザー定義のログ ・ イベン ト を
設定し ます。 ユーザー定義のログ ・ イベン ト は、 ［ログ参照］ ページで設定できます。 ユーザー定義のログ ・ イ
ベン ト は、 Log Daemon イベン ト ・ ク ラスに追加されます。

ログ ・ イベン ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ログ ・ テーブルで適用可能なログ ・ メ ッ セージを選択し て、 ［イベン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ログ ・ イベン ト を設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

4 ［イベン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

イベン ト が正常に追加されたら、 NetVault Backup WebUI の右上に メ ッ セージが表示されます。

5 イベン ト 発生時に通知を受信するには、 そのイベン ト の通知方法を設定し ます。

ユーザー定義のログ ・ イベン ト の削除
ユーザー定義のログ ・ イベン ト が不要になった場合には削除できます。 このタ スクは、 ［ログ参照］ ページから
実行できます。

ログ ・ イベン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ログ ・ テーブルでイベン ト が設定されたログ ・ メ ッ セージを選択し て、 ［イベン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ま
す。

3 ［ログ ・ イベン ト を設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ログ ・ メ ッ セージの最大寿命を変更するには、 「ログ ・ メ ッ セージのパージ ・ ポ リ シーの変更」 を参
照し て く だ さい。

表 77. ログ ・ イベン ト を設定

オプシ ョ ン 説明

イベン ト 名 ログ ・ イベン ト の名前を指定し ます。

イベン ト の説明 イベン ト の詳細な説明を入力し ます。
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ナレ ッ ジ ・ ベースの検索
ジ ョ ブのエラーまたは警告メ ッ セージに関する詳細やその解決策を調べるには、 NetVault Backup ナレ ッ ジ ・

ベース記事を検索できます。

ナレ ッ ジ ・ ベースを検索するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ログ ・ テーブルで、 エラーまたは警告のログ ・ メ ッ セージを選択し、 ［KB 検索］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［KB 検索結果］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ジ ョ ブのエラーまたはメ ッ セージに関連する記事のリ ス ト を

確認し ます。

4 記事の簡単な説明については、 記事の左にある追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。
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12
ス ト レージ ・ デバイスの管理

• デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ の監視

• リ ス ト ・ ビ ューでのデ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスの管理

• ツ リー ・ ビ ューでのデ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスの管理

• Snapshot Array Manager の管理

• リ ス ト ・ ビ ューでのテープ ・ ラ イブ ラ リの管理

• ツ リー ・ ビ ューでのテープ ・ ラ イブ ラ リの管理

• リ ス ト ・ ビ ューでのテープ ・ ド ラ イブの管理

• ツ リー ・ ビ ューでのテープ ・ ド ラ イブの管理

• 共有デバイスの追加

ス ト レージ ・ デバイスを管理するための
ロールベースのアクセス

デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ の監視
［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページを使って、 使用中のデバイスのデータ ・ フ ローとデータ転送レー ト を監視
する こ とができます。 

デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

表 78. ス ト レージ ・ デバイスを管理するためのロールベースのアクセス

ス ト レージ ・ デバイスの管理 MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ X

デバイス管理 - リ ス ト ・ ビ ュー X X

デバイス管理 - ツ リー ・ ビ ュー X

Snapshot Array Manager の管理 X X

テープ ・ ラ イブ ラ リの管理 X

RAS デバイスの管理 X
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図 27. ［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページ

表 79. ［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページ

項目 説明

デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ 左側にはク ラ イアン ト からジ ョ ブへのデータ転送が、 右側にはジ ョ ブから
ス ト レージ ・ デバイスへのデータ転送が表示されます。 灰色の線は、 デー
タ ・ フ ローを表し ています。 線が太いほど、 フ ロー ・ レー ト が高 く な り ま
す。 ボ ッ クスは、 ク ラ イアン ト 、 ジ ョ ブ、 およびデバイスを表し ています。
ボ ッ クスの高さが高いほど、 フ ロー ・ レー ト が高 く な り ます。 
［詳細］ で以下の設定を使って、 データ ・ フ ローのビ ューを変更できます。

• デバイス ： すべてのジ ョ ブからのス ト レージ ・ デバイスへのデータ
転送を表示する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ジ ョ ブ ・ グループ ： ジ ョ ブ ・ グループ （プ ラグイ ンまたはポ リ
シー） からス ト レージ ・ デバイスへのデータ転送を表示する場合
に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ジ ョ ブ ・ グループは、 ［グルー
プ化］ リ ス ト から選択できます。

• ジ ョ ブ ： ク ラ イアン ト からジ ョ ブおよびジ ョ ブからス ト レージ ・ デ
バイスへのデータ転送を表示する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。 

• 焦点、 非焦点 ： これらのボタ ンを使用し て、 特定のデバイスのデー
タ ・ フ ローの詳細の表示 / 非表示を切り替えられます。 デバイス ・

ボッ クスを ク リ ッ ク し て、 ［焦点］ を ク リ ッ ク し ます。 デバイスの
詳細を非表示にするには、 ［非焦点］ を ク リ ッ ク し ます。

• 一時停止、 再生 ： これらのボタ ンを使用し て、 データ ・ フ ローの更
新を一時停止 / 再開できます。 データ ・ フ ローの更新を停止するに

は、 ［一時停止］ を ク リ ッ ク し ます。 更新を再開するには、 ［再生］
を ク リ ッ ク し ます。

古い NetVault Backup ク ラ イアン ト 上で動作するバッ クア ッ プの場合、 転

送レー ト は 「不明」 と表示されます。
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3 ジ ョ ブ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

［デバイス管理］ ページでは、 ス ト レージ ・ デバイスのリ ス ト を ［リ ス ト ・ ビ ュー］ または ［ツ リー ・ ビ ュー］
で表示できます。 選択を保存するには、 ［この選択を記憶する］ を選択し ます。 デフ ォル ト では、 ［リ ス ト ・
ビ ュー］ が選択されています。

リ ス ト ・ ビ ューでのデ ィ スクベースのス
ト レージ ・ デバイスの管理

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• デ ィ スク ・ デバイス詳細の表示

• Quest DR Series システム、 QoreStor または Data Domain システムの管理

• デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスのステータ スの確認

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのステータ スの変更

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのスキャ ン

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからのすべてのセーブセ ッ ト の削除

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスの削除

デ ィ スク ・ デバイス詳細の表示

デ ィ スク ・ デバイス詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup サーバーに追加されたス ト レージ ・ デバイスのリ ス ト が表示されます。 デバイスのス

テータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

サマ リ この領域には、 アク テ ィ ブなデータ転送総数、 アク テ ィ ブなク ラ イアン ト
数、 アク テ ィ ブなデバイス数、 現在の全体のスループ ッ ト 、 最も よ く 使わ
れる転送、 最も よ く 使われる ターゲッ ト が表示されます。

［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ 領域のボ ッ クス （ク ラ イアン ト 、 ジ ョ ブ、 ま
たはス ト レージ ・ デバイスを表す） を ク リ ッ ク し て、 そのコ ンポーネン ト
の情報を表示する こ とができます。

表 80. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

デバイスはオフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault Backup はデバイスを検出できません。

表 79. ［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページ

項目 説明
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2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

［< タ イプ > デバイスの管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ デバイス詳細 ： ［デバイス詳細］ 領域には、 以下の情報が表示されます。

DR Series システムおよび Data Domain システム ：

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコ ンテナ名、 および DNS 名また

は IP ア ド レスに基づいて命名されます。

▫ ステータ ス ： デバイスのステータ ス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバッ クア ッ プお

よびリ ス ト アに使用できる こ と を表し ます。 ［オフ ラ イ ン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに使用できないこ と を表し ます。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保管されているデータ量合計。

▫ 使用済み領域 ： このデバイスが追加されている NetVault Backup サーバーが使用し ている

合計領域。

▫ 利用可能容量 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるデ ィ スク領域の合計。 

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のよ う に計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用し ていたデ ィ スク

DR Series システムについては、 ［重複排除率］ は表示されません。

NetVault SmartDisk デバイス ：

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのホス ト 名と IP ア ド レスに基づいて

命名されます。 

▫ ステータ ス ： デバイスのステータ ス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバッ クア ッ プお

よびリ ス ト アに使用できる こ と を表し ます。 ［オフ ラ イ ン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに使用できないこ と を表し ます。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保管されているデータ量合計。

▫ 使用済み領域 ： このデバイスが追加されている NetVault Backup サーバーが使用し ている

合計領域。

▫ 重複排除化データ ： 重複排除処理を行う ために送信されたデータの合計量です。 

▫ ステージング中のデータ ： ステージング ・ ス ト アに保存されているデータの量です。

▫ 利用可能容量 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるデ ィ スク領域の合計。 

このオプシ ョ ンを選択する と、 deny または favor の設定に関係な く 、 設定されているすべ

てのス ト レージ ・ ボリ ュームで利用できる合計デ ィ スク領域が表示されます。 この値には、
ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンに確保し た空き容量や LRT （Last Resort Threshold） は含まれ

ません。

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のよ う に計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用し ていたデ ィ スク

▫ ステージング ・ ステータ ス ： ステージング ・ ス ト アの現在のステータ ス。 以下のいずれか
を指定できます。

- 空き領域 ： ステージング ・ ス ト アへの書き込みが可能です。

- フル ： ステージング ・ ス ト アがいっぱいで、 これ以上書き込める空き容量があ り ま
せん。

- 利用不可 ： デ ィ スク ・ イ ンデッ クスを使用できません。

- ラ イセンスな し ： NetVault SmartDisk のラ イセンスが、 取得されていない、 期限切

れ、 または制限を超過し ています。

- な し ： ステータ スが不明です。
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▫ ス ト レージ ・ ステータ ス ： ス ト レージ ・ スペースのステータ スです。 以下のいずれかを指
定できます。

- 空き領域 ： 重複排除およびリハイ ド レーシ ョ ンに使用できる空きス ト レージがあ り
ます。

- フル ： ス ト レージがいっぱいで、 これ以上データの重複排除に使用できる容量があ
り ません。

- 利用不可 ： チャ ン ク ・ イ ンデッ クスを使用できません。 データの重複排除またはリ
ハイ ド レーシ ョ ンは使用できません。

- ラ イセンスな し ： NetVault SmartDisk のラ イセンスが、 取得されていない、 期限切

れ、 または制限を超過し ています。

- な し ： ステータ スが不明です。

▫ グループ ： メ デ ィ ア ・ グループ名。 ［な し］ は、 デバイスがいずれのグループにも追加され
ていないこ と を示し ます。 デバイスをス ト レージ ・ グループに追加するには、 ［編集］ アイ
コ ンを ク リ ッ ク し て、 ［メ デ ィ ア ・ グループの編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに メ デ ィ ア ・ グ
ループ名を指定し ます。 詳細を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク
リ ッ ク し ます。

▫ バージ ョ ン ： デバイスのバージ ョ ン番号。

▫ ラ イセンス ・ タ イプ ： 使用されている ラ イセンス ・ タ イプ。

▫ ラ イセンス容量 ： ラ イセンスの容量。

▫ ラ イセンスの有効期限 ： ラ イセンスの有効期限。

▫ 重複排除ラ イセンス済み ： 重複排除オプシ ョ ンがラ イセンス されているかど うか。

▫ ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ン状態 ： ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンの現在のフ ェーズ。 

▫ 重複排除キュー長 ： 重複排除されるのを待機し ている要素または NetVault Backup セグ メ

ン ト の現在の数です。 

▪ アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト ： デバイスがバッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブによ って使用され
ている場合、 アク テ ィ ビテ ィ ・ グラ フが表示されます。 

▪ ジ ョ ブ詳細 ： アク テ ィ ブなジ ョ ブに関し て、 以下の情報が表示されます。

▫ データ転送レー ト 。

▫ ジ ョ ブの名前またはタ イ ト ル、 ジ ョ ブ ID 番号、 イ ンス タ ンス ID 番号、 およびフ ェーズ ID
番号 （1 または 2）。

3 デバイス関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

Quest DR Series システム、 QoreStor または

Data Domain システムの管理
アプ ラ イアンスまたはソ フ ト ウ ェ ア定義のス ト レージ ・ デバイスを管理するには、 次のガイ ド ラ イ ンを使用し ま
す。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup サーバーに追加されたデバイスのリ ス ト が表示されます。 デバイスのステータ スは、 以

下のアイ コ ンを使って示されます。
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2 ［デバイス管理］ ページで、 管理するデバイスの ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

表示されるページの名前は、 選択し たデバイスのタ イプによ って異な り ます。 た と えば、 Quest DR 
Series システムを選択し た場合、 Quest DR デバイスのページが表示されます。 QoreStor を選択し た場

合、 Quest QoreStor デバイスページが表示されます。

以降の ト ピ ッ クでは、 追加情報について説明し ます。

▪ デバイス詳細の表示

▪ ク リーニング統計情報の表示

▪ ク リーニングの開始または停止

▪ デバイス ・ ユーザーの管理

▪ コ ンテナの管理

▪ ス ト レージ ・ グループの管理

▪ Quest DR Series システムの削除

▪ QoreStor の削除

デバイス詳細の表示
［< タ イプ > デバイス］ ページでは、 広げた り折り たたんだ り できる ［Storage Utilization］ セクシ ョ ンで以下の

情報を参照できます。

• デバイス ・ マシン ： デバイスのマシン名。

• デバイス ・ ユーザー ： デバイスのユーザー名。

• デバイス OS バージ ョ ン ： デバイス ・ オペレーシ ョ ン ・ システムのバージ ョ ン番号。

• 合計容量 ： デバイスの合計ス ト レージ容量。

• 使用済み領域 ： ス ト レージ ・ デバイスで使用されているデ ィ スク領域の合計。

• 使用可能領域 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるデ ィ スク領域の合計。

• API バージ ョ ン ： RDA ラ イブ ラ リの API バージ ョ ン番号。

• ク リーニング ・ ステータ ス ： デバイスのク リーニング ・ ステータ スです。 以下のいずれかを指定できま
す。

▪ 終了 ： デバイスのク リーニングが完了し ています。

▪ 保留中 ： デバイスのク リーニングは保留中です。

▪ 実行中 ： デバイスのク リーニングが進行中です。

▪ アイ ドル ： デバイスのク リーニングは開始されていません。

• ク リーニング統計情報 : ク リーニング統計情報を表示するには、 ク リーニング統計情報の表示を ク リ ッ ク

し ます。

表 81. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

デバイスはオン ラ イ ンであり、 管理可能です。

デバイスはメ ンテナンス ・ モー ド であ り、 管理できません。

デバイスはオフ ラ イ ンであり、 管理できません。
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ク リーニング統計情報の表示
1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニング統計情報の表示］ を ク リ ッ ク し ます。

［ク リーニング統計情報］ ページで、 現在と以前の実行統計情報を確認できます。 以下の情報が表示され
ます。 処理されたフ ァ イル、 処理されたバイ ト 数、 再利用されたバイ ト 数、 完了にかかった時間、 開始
時間、 終了時間。

2 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ク リーニングの開始または停止
デバイスのク リーニング ・ ステータ スが ［保留中］ または ［終了］ の場合のみにク リーニング処理を開始でき、
デバイスのク リーニング ・ ステータ スが ［実行中］ の場合にのみク リーニング処理を停止できます。

ク リーニングを開始するには ：

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニングの開始］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク リーニングの開始］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ク リーニングの開始］ を ク リ ッ ク し ます。

ク リーニングを停止するには ：

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニングの停止］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク リーニングの停止］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ク リーニングの停止］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスのク リーニング ・ ステータ スがア ッ プデー ト されます。

デバイス ・ ユーザーの管理
1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［ユーザー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

［< タ イプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページに以下の情報が表示されます。

▪ デバイス名 ： デバイスの名前。

▪ アクシ ョ ン ： ユーザー ・ アカウン ト 関係のタ スクのオプシ ョ ン。

▪ ユーザー名 ： ユーザーのユーザー名。

デフ ォル ト では、 テーブルはユーザー名でソー ト されます （降順）。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 指定し た文字列を含むエン ト リ を見つ
ける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を含める こ と もでき

ます。

2 実行するアクシ ョ ンを選択し ます。

［< タ イプ > デバイス］ ページで各種ユーザーの作成および管理ができます。 また、 以下のセクシ ョ ンで

説明されているオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

▪ デバイス関連のユーザー ・ アカウン ト の作成

▪ ユーザーのパスワー ドの設定または更新

▪ デバイス ・ ベースのユーザー ・ アカウン ト の削除
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デバイス関連のユーザー ・ アカウン ト の作成

1 ［< タ イプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 ［ユーザーの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザーの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

3 詳細を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザーのパスワー ドの設定または更新

1 ［< タ イプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 デバイス ・ ベースのユーザーのリ ス ト 内で該当する

ユーザーを特定し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［パスワー ドの変更］ を選択し ます。

3 ［パスワー ドの変更］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

4 ［パスワー ドの変更］ を ク リ ッ ク し て詳細を保存し、 ［< タ イプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページに戻

り ます。

デバイス ・ ベースのユーザー ・ アカウン ト の削除

1 ［< タ イプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 デバイス ・ ベースのユーザーのリ ス ト 内で該当する

ユーザーを特定し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［削除］ を選択し ます。

3 ［ユーザーの削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

コ ンテナの管理
［<type> デバイス］ ページでは、 デバイスのコ ンテナまたはス ト レージ ・ グループのリ ス ト を表示できます。 選

択を保存するには、 ［この選択を記憶する］ を選択し ます。 デフ ォル ト では、 ［コ ンテナ］ が選択されています。

それぞれのコ ンテナについて、 ［< タ イプ > デバイス］ ページに、 ス ト レージの使用状況情報と以下の情報が表

示されます。

• アクシ ョ ン ： コ ンテナ関係のタ スクのオプシ ョ ン。

• コ ンテナ名 ： コ ンテナの名前。

• ス ト レージ ・ グループ名 ： コ ンテナが割り当てられているマシンの名前。

• NetVault Backup に接続 ： ［はい］ または ［いいえ］ （コンテナを NetVault Backup に接続するかど うか）。

表 82. ユーザーの追加

項目 説明

ユーザー名 ユーザー ・ アカウン ト のユーザー名を入力し ます。 名前は、 アルフ ァベ ッ
ト 文字で始め、 6 ～ 31 文字の間にし て く ださい。

新しいパスワー ド ユーザー ・ アカウン ト の新しいパスワー ド を指定し ます。 
パスワー ド には、 8 ～ 16 文字を使用できます。

パスワー ドの再入力 確認のためパスワー ド を再入力し ます。

表 83. ユーザー ・ パスワー ド

項目 説明

現在のパスワー ド ユーザー ・ アカウン ト の現在のパスワー ド を指定し ます。 

新しいパスワー ド ユーザー ・ アカウン ト の新しいパスワー ド を指定し ます。 
パスワー ド には、 8 ～ 16 文字を使用できます。

パスワー ドの再入力 確認のためパスワー ド を再入力し ます。
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デフ ォル ト では、 テーブルはコ ンテナ名でソー ト されます （降順）。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を行う に
は、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカ

ス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 指定し た文字列を含むエン ト リ をすばや く 見
つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を含める こ と もできます。

［< タ イプ > デバイス］ ページでコ ンテナの作成および管理ができます。 以下のセクシ ョ ンで説明されているオ

プシ ョ ンを設定できます。

• コ ンテナの作成

• コ ンテナの削除

• コ ンテナのメ デ ィ ア と し ての追加

• メ デ ィ アの削除

• コ ンテナ統計情報の表示

• DR Series システムのコ ンテナ設定の変更

• Data Domain システムの設定の変更

コ ンテナの作成

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［コ ンテナ］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し、 ［コ ンテナの

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［コ ンテナの作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ス ト レージ ・ グループを選択し、 コ ンテナの名前を入力し
ます。

コ ンテナ名はアルフ ァベ ッ ト 文字で開始する必要があ り ます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

コ ンテナの削除

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 該当する コ ンテナを検索し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［削除］ を選択し ます。

3 ［コ ンテナの削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

コ ンテナのメ デ ィ ア と し ての追加

［NetVault Backup に接続］ フ ィ ールドが ［いいえ］ の場合にのみ、 コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加できます。

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 該当する コ ンテナを検索し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［メ デ ィ ア と し て追加］ を選択し ます。 

3 ［メ デ ィ ア と し て追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

メ モ ： コ ンテナの削除には時間がかかる こ とがあ り、 削除完了のメ ッ セージが表示された後でも削除処理
が続いている場合があり ます。
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4 ［メ デ ィ ア と し て追加］ を ク リ ッ ク し ます。

メ デ ィ アの削除

［NetVault Backup に接続］ フ ィ ールドが ［はい］ の場合にのみ、 メ デ ィ ア と し てのコ ンテナを削除できます。

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 該当する コ ンテナを検索し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［メ デ ィ アの削除］ を選択し ます。

3 ［デバイスの削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 NetVault Backup がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［強制削除］ チ ェ ッ

ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

コ ンテナ統計情報の表示

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 該当する コ ンテナを検索し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［統計値］ を選択し ます。

［統計値］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を確認できます。 イ ンバウン ド でレプ リ ケーシ ョ ン され
たフ ァ イル数、 イ ンバウン ド で処理されたバイ ト 数、 イ ンバウン ド でレプ リ ケーシ ョ ン されたバイ ト 数、
イ ンバウン ド で転送されたバイ ト 数、 イ ンバウン ドのエ ラー数、 アウ ト バウン ド でレプ リ ケーシ ョ ン さ
れたフ ァ イル数、 アウ ト バウン ド で処理されたバイ ト 数、 アウ ト バウン ド でレプ リ ケーシ ョ ン されたバ
イ ト 数、 アウ ト バウン ド で転送されたバイ ト 数、 アウ ト バウン ド のエラー数、 合成されたバイ ト 数、 取
り込まれたバイ ト 数、 転送されたバイ ト 数、 取り込まれたフ ァ イル数、 中止されたフ ァ イル数、 取り込
みエラー数、 読み取られたフ ァ イル数、 読み取られたバイ ト 数、 読み取り エラー数。

3 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

DR Series システムのコ ンテナ設定の変更

DR Series システムの既存のコ ンテナのユーザー ・ パスワー ド またはス ト リーム制限を変更できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

表 84. コ ンテナを メ デ ィ ア と し て追加する

オプシ ョ ン 説明

ブロ ッ クサイズ デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイズは 512KiB です。 Quest DR Series システム

では、 ブロ ッ ク ・ サイズは変更できません。

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 256 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナ

を追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・

ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができ

ます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault Backup サーバーに同じ名前で追加されて

いる場合は、 ［強制追加］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ
ンは、 障害復旧で NetVault Backup サーバーの再構築を行っている場合に

役立ちます。

メ モ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用し ます。 ただし、 デバイスは
NetVault Backup サーバーと引き続き通信を試行する場合があ り ます。
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2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て DR デバイスを探し、 接続されたコ ンテナを確認

し ます。

3 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

［DR Series デバイス管理］ ページが表示されます。

4 ［更新］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 必要な設定を変更し ます。

表 85. DR Series システムの設定の変更

5 ［更新］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

Data Domain システムの設定の変更

既存の Data Domain システムのユーザー名、 パスワー ド、 ス ト リーム制限、 またはブロ ッ ク ・ サイズを変更で

きます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［更新］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 必要な設定を変更し ます。

表 86. Data Domain システムの設定の変更

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 
DR Series システム上で RDA 権限を持つユーザーは、 ユーザー名と し て使

用できます。

メ モ ： NetVault Backup を通じ た DR Series システムでのユーザー管理操

作は、 backup_user のみが実行可能です。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 256 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナ

を追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・

ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができ

ます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア目的でデバイスにログオンするために使用す
る、 DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 デバイスを NetVault 
Backup サーバーに追加する前に、 Data Domain システム上にユーザー ・

アカウン ト の作成が必要です。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。
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4 ［更新］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

QoreStor システムの設定の変更

既存の QoreStor システムのユーザー名、 パスワー ド、 ス ト リーム制限、 またはブロ ッ ク ・ サイズを変更できま

す。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［更新］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 必要な設定を変更し ます。

表 87. QoreStor システムの設定の変更

4 ［更新］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 32 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナを

追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・ ス

ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定する こ とができ

ます。 
複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

ブロ ッ クサイズ データ転送のブロ ッ ク ・ サイズを入力または選択し ます。 ブロ ッ ク ・ サイ
ズは KiB 単位で指定し ます。 デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイズは 128KiB で

す。

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 
QoreStor システム上で RDA 権限を持つユーザーならいずれのユーザーで

もユーザー名に指定できます。

メ モ ： NetVault Backup で QoreStor システムのユーザー管理操作が行える

のは、 backup_user のみです。

パスワー ド ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

ス ト リーム制限 この設定のデフ ォル ト 値は、 64 ス ト リームです。 この設定は、 コ ンテナを

追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されます。 データ ・ ス

ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場合、 メ
デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定する こ とができ

ます。 

メ モ ： QoreStor のス ト リーム制限値を変更する前に、 ターゲッ ト ・ デバイ

スの処理能力を考慮する必要があ り ます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべての

サーバーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

オプシ ョ ン 説明
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ス ト レージ ・ グループの管理
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［デバイス管理］ ページで、 ス ト レージ ・ グループを管理するデバイスの ［デバイス管理］ アイ コ ン

（ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 ［ス ト レージ ・ グループ］ オプシ ョ ンを選択し ます。

［< タ イプ > デバイス］ ページに以下の情報が表示されます。

▪ アクシ ョ ン ： ス ト レージ ・ グループ関連のタ スクのオプシ ョ ン。

▪ ス ト レージ ・ グループ名 ： グループの名前。

▪ 暗号タ イプ ： 暗号のタ イプ （な し、 静的、 内部）。

▪ 圧縮タ イプ ： 圧縮のタ イプ （高速、 ベス ト ）。

▪ ローテーシ ョ ン期間 ： キーのローテーシ ョ ンの日数。

▪ コ ンテナ数 ： ス ト レージ ・ デバイス内のコ ンテナ数。

▪ 重複排除による節約容量 ： 重複排除によ り節約された容量のス ト レージ ・ グループご との割合。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

4 実行するアクシ ョ ンを選択し ます。

DR Series システムおよび QoreStor ス ト レージ ・ グループの作成と管理は、 ［< タ イプ > デバイスのス ト

レージ ・ グループの管理］ ページで行う こ とができます。 また、 以下のセクシ ョ ンで説明されているオ
プシ ョ ンを設定できます。

▪ ス ト レージ ・ グループの作成

▪ ス ト レージ ・ グループの変更

▪ ス ト レージ ・ グループ統計情報の表示

▪ ス ト レージ ・ グループの削除

ス ト レージ ・ グループの作成

1 ［<type> デバイス］ ページで、 ［ス ト レージ ・ グループ］ オプシ ョ ンが選択されているのを確認し てか

ら、 ［ス ト レージ ・ グループの作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージ ・ グループの作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

ヒ ン ト ： ［<type> デバイス］ ページでは、 デバイスのコ ンテナまたはス ト レージ ・ グループのリ

ス ト を表示できます。 選択を保存するには、 ［この選択を記憶する］ を選択し ます。 デフ ォル ト で
は、 ［コ ンテナ］ が選択されています。
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3 デバイスに新しいス ト レージ ・ グループを追加するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ス ト レージ ・ グループの変更

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページで、 該当するス ト レージ ・ グループを探し、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するア

イ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［編集］ を選択し ます。

2 ［ス ト レージ ・ グループの編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 「ス ト レージ ・ グループの作成」 で説明され
ているオプシ ョ ンを更新し ます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ス ト レージ ・ グループ統計情報の表示

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページのス ト レージ ・ グループのリ ス ト で該当するス ト レージ ・ グループを探し、

［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［統計値］ を選択し ます。

［統計値］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を確認できます。 使用された物理容量、 取り込まれたバ
イ ト 数、 Num フ ァ イル、 重複排除後のバイ ト 数、 圧縮後のバイ ト 数、 暗号化後のバイ ト 数、 アイ ノ ー ド

数、 ク リーニングの状態、 暗号化の状態、 読み取り スループ ッ ト 、 書き込みスループ ッ ト 、 重複排除に
よる節約、 圧縮による節約。

2 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表 88. ス ト レージ ・ グループ追加

項目 説明

ス ト レージ ・ グループ名 ス ト レージ ・ グループの名前を入力し ます。 この名前はアルフ ァベ ッ ト 文
字で開始する必要があ り ます。

圧縮タ イプ ス ト レージ最適化用に、 以下のいずれかの圧縮レベルを選択し ます。

• 高速 ： バッ クア ッ プ時間が短 く 、 ス ト レージ容量の節約量が少ない
圧縮。

• ベス ト ： バッ クア ッ プ時間が長 く 、 ス ト レージ容量の節約量が多い
圧縮。

暗号タ イプ 以下のいずれかの暗号タ イプを選択し ます。

• な し ： デフ ォル ト 値。

• 静的 ： すべてのデータの暗号化にグローバルな固定キーを使用し ま
す。

• 内部 ： コ ンテンツ暗号キーが生成され、 特定の期間でローテーシ ョ
ン されます。

パスフ レーズ このフ ィ ールドは、 ［暗号タ イプ］ フ ィ ールド で ［内部］ と ［静的］ を選択
し た場合にのみ有効にな り ます。

コ ンテンツ暗号キーを暗号化するには、 パスフ レーズを入力し ます。 パス
フ レーズの文字列は最大 255 文字で、 アルフ ァベ ッ ト と特殊文字を使用で

きます。

メ モ ： パスフ レーズは、 暗号を有効にするために必須です。 パスフ レーズ
に問題が生じ た場合やパスフ レーズを紛失し た場合には、 コ ンテンツ暗号
キーが脆弱にならないよ う にするため、 パスフ レーズを変更する必要があ
り ます。

ローテーシ ョ ン期間 このフ ィ ールドは、 ［暗号タ イプ］ フ ィ ールド で ［内部］ を選択し た場合に
のみ有効にな り ます。

キーのローテーシ ョ ンの日数を選択し ます。 デフ ォル ト 値は、 30 日間で

す。 ローテーシ ョ ン期間が過ぎる と新しいキーが生成されます。 
このフ ィ ールドの有効な範囲は、 7 ～ 25550 日間です。
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ス ト レージ ・ グループの削除

1 ［< タ イプ > デバイス］ ページのス ト レージ ・ グループのリ ス ト で該当するス ト レージ ・ グループを探し、

［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し、 ［削除］ を選択し ます。

2 ［ス ト レージ ・ グループの削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

Quest DR Series システムの削除

Quest DR デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 特定の DR デバイスを削除するには、 対応する ［削除］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［Quest DR デバイスの削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

QoreStor の削除

QoreStor の削除については、 『Quest QoreStor イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスのステー
タ スの確認

オフ ラ イ ン ・ デバイスのステータ スを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［確認］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスでも う 一度 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスが動作し ている場合は、 ステータ スが 「使用可能」 に変わり ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのス
テータ スの変更

ステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 デバイスがオフ ラ イ ンの場合、 ［オン ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオン ラ イ ンに戻せます。

4 デバイスがオン ラ イ ンの場合、 ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオフ ラ イ ンにできます。

［オフ ラ イ ン］ 方式を実行する と、 デバイスがオフ ラ イ ン と し てマーク され、 NetVault Backup で利用で

きな く な り ます。 この方式を実行し ても、 システムは物理的にはオフ ラ イ ンにな り ません。

メ モ ： ス ト レージ ・ グループの削除には時間がかかる こ とがあ り、 削除完了のメ ッ セージが表示された後
でも削除処理が続いている場合があり ます。
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デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのス
キャ ン
［スキャ ン］ を使用し て、 デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスに保管されているすべてのバッ クア ッ プを照
会し、 指定された NetVault Backup サーバーのデータベースにイ ンデッ クス されていないバッ クア ッ プを イ ン

ポー ト できます。 

バッ クア ッ プをデータベースにイ ンポー ト するには、 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup マシン名を、

バッ クア ッ プを実行し た元のサーバーと同じにする必要があ り ます。 バッ クア ッ プのスキャ ンに要する時間は、
イ ンポー ト するバッ クア ッ プ数およびバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのサイズによ って異な り ます。

同じ または以前のバージ ョ ンの NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスをスキャ ンできます。 サーバーが同

じ イ ンデッ クス ・ バージ ョ ンを使用し ていない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでよ り新しいバージ ョ ンの
NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスはスキャ ンできません。 イ ンデ ッ クス ・ バージ ョ ンがサポー ト され

ていない場合は、 イ ンデッ クスはイ ンポー ト されず、 メ ッ セージがログに生成されます。

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスをスキャ ンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、

対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 ［デ ィ スク ・ ス ト レージ
の調査］ を ク リ ッ ク し て、 リ ポジ ト リ ・ テーブルからデバイスを選択し ます。 

2 ［RAS デバイス管理］ ページまたは ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク

し ます。

3 ［デバイスのスキャ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ イ ンポー ト されたバッ クア ッ プ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにイ ンポー ト された

バッ クア ッ プ ・ データの保存期間を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で

使用可能でないバッ クア ッ プのみに適用されます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 7 日間です。 デフ ォル ト 値は、 メ デ ィ ア ・ マネージャの設定を

変更する こ と で変更できます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定」 を参照し て く だ さ
い。 

現在のセ ッ シ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択し ます。 保存期
間は日数で指定し ます。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じ て、 イ ンポー ト されたバッ クア ッ プのリ タ イア時間が次の
よ う に変更されます。

▫ 指定された期間の前にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は変更されません。 このよ う なバッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プの保
存期間の設定によ って リ タ イア時間が決ま り ます。 

［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し て、 スキャ ン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

重要 ： デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス （DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 または

Data Domain システムなど） に保管されているバッ クア ッ プがリ タ イア し た場合、 そのバッ クア ッ プはデ

バイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とはで
きません。

メ モ ： DR Series システムに保管されているバッ クア ッ プが標準外のブロ ッ ク ・ サイズを使用し てバッ ク

ア ッ プ されたものである場合、 スキャ ン ・ プロセスは、 デバイスからそのバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを
読み取れません。 このよ う なバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを イ ンポー ト するには、 mediamgr.cfg フ ァ イ

ルに代わりのイ ンデッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズを設定し ます。 詳細は、 「Quest DR Series システム

の代替イ ンデッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズの設定」 を参照し て く だ さい。
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デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからの
すべてのセーブセ ッ ト の削除
［すべて期限切れ］ では、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからすべてのセーブセ ッ ト を削除できます。
デバイスに保管されているバッ クア ッ プが不要になった場合、 NetVault Backup からデバイスを削除する前にこ

の方法を使用できます。 

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスからすべてのセーブセ ッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、

対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 ［デ ィ スク ・ ス ト レージ
の調査］ を ク リ ッ ク し て、 リ ポジ ト リ ・ テーブルからデバイスを選択し ます。 

2 ［RAS デバイス管理］ ページまたは ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 ［すべて期限切れ］ を ク

リ ッ ク し ます。 

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： NetVault Backup サーバーのパスワー ド を入力し ます。 NetVault Backup サーバー

にパスワー ドが設定されていない場合は、 システムの root または管理者パスワー ド を指定し ます。

▪ 「EXPIRE」 と入力し て要求を確認 ： 確認のために、 このボ ッ クスに 「BLANK」 （大文字と小文字

は区別されない） と入力し ます。 

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスの削除
次の手順を使用し て、 不要になったデ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスを削除できます。

デバイスを削除し ても、 デバイスに保管されているバッ クア ッ プは削除されません。 そのデバイスを同じ または
別の NetVault Backup サーバーに追加し て、 そのバッ クア ッ プを使用できます。 デバイスを別のサーバーに追加

する場合、 保管されているバッ クア ッ プを使用するためには、 デバイスをスキャ ンする必要があ り ます。 

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［RAS デバイス管理］ ページで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 再度、 ［削

除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 NetVault Backup がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［強制削除］ チ ェ ッ

ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用し ます。 ただし、 デバイスは
NetVault Backup サーバーと引き続き通信を試行する場合があ り ます。
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ツ リー ・ ビ ューでのデ ィ スク ・ ベースの
ス ト レージ ・ デバイスの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• デ ィ スク ・ デバイス詳細の表示

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのステータ スの確認

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのステータ スの変更

• デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスのス ト レージ ・ プロパテ ィ の設定

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのスキャ ン

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスの削除

デ ィ スク ・ デバイス詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault Backup サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在の

デバイスのステータ スは、 以下のアイ コ ンが表されています。

デ ィ スク ・ デバイス詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 ツ リー ・ ビ ューを選択し ます。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応するデバイスを ク リ ッ ク し、 ［ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ま
す。

3 デバイス ・ ステータ スのダイアログ ・ ボ ッ クスには、 以下の詳細が含まれます。

DR Series システムおよび Data Domain システム ：

▪ ［アク テ ィ ビテ ィ ］

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコ ンテナ名、 および DNS 名また

は IP ア ド レスに基づいて命名されます。

▫ ステータ ス ： デバイスのステータ ス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバッ クア ッ プお

よびリ ス ト アに使用できる こ と を表し ます。 ［オフ ラ イ ン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに使用できないこ と を表し ます。

▫ ス ト リーム ・ カウン ト ： 現在 DR Series システムまたは Data Domain システムに送信され

ている要素または NetVault Backup セグ メ ン ト の数です。

表 89. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

ステータ ス ・ イ
ンジケータ

説明

緑 デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ クア ッ プまた

はリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤 デバイスは現在オフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい

る、 またはその他の理由によ り ます）。 NetVault Backup は、 このデバイスを検出できませ

ん。
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▫ このサーバーからのデバイスに関する要求 ： DR Series システムまたは Data Domain シス

テムを使用する メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ バッ チ ・ タ スク数。 バッ チ ・ タ スクは、 デバイス
に接続されている イ ンデッ クスのバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 スキャ ン、 またはロー ドの各
ス ト リームに関連し ています。 単一のジ ョ ブは、 デバイスに対し て複数の要求を取得でき
ます。 た と えば、 1 つのマルチチャネル ・ データ ・ コ ピーまたは Exchange バッ クア ッ プ

において、 デバイスに対する同時ク レームを実行する こ とができます。

▫ 送信 （MB/ 秒） ： DR Series システムまたは Data Domain システムから NetVault Backup に

送信されているすべてのス ト リーム （つま り、 NetVault Backup リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが実行

中の場合） の 1 秒あた りの合計メ ガバイ ト 数 （Mbps） です。

▫ 受信 （MB/ 秒） ： DR Series システムに送信されているすべてのス ト リーム （つま り、

NetVault Backup バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行された場合） の合計 Mbps です。

▪ ［デバイス］

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコ ンテナ名、 および DNS 名また

は IP ア ド レスに基づいて命名されます。

▫ 詳細 ： DR OS のバージ ョ ン と ク ラ イアン ト RDA API のバージ ョ ン。 

または

Data Domain OS および Client DD Boost API のバージ ョ ン。

NetVault SmartDisk デバイス ：

▪ ［アク テ ィ ビテ ィ ］

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのホス ト 名と IP ア ド レスに基づいて

命名されます。 

▫ ステータ ス ： デバイスのステータ ス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバッ クア ッ プお

よびリ ス ト アに使用できる こ と を表し ます。 ［オフ ラ イ ン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに使用できないこ と を表し ます。

▫ ス ト リーム ・ カウン ト ： 現在 NetVault SmartDisk にス ト リームされているエレ メ ン ト また

は NetVault Backup セグ メ ン ト の数です。

▫ このサーバーからのデバイスに関する要求 ： NetVault SmartDisk デバイスを使用する メ

デ ィ ア ・ マネージャ ・ バッ チ ・ タ スク数。 バッ チ ・ タ スクは、 デバイスに接続されている
イ ンデッ クスのバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 スキャ ン、 またはロー ドの各ス ト リームに関連
し ています。 単一のジ ョ ブは、 デバイスに対し て複数の要求を取得できます。 た と えば、
1 つのマルチチャネル ・ データ ・ コ ピーまたは Exchange バッ クア ッ プにおいて、 デバイ

スに対する同時ク レームを実行する こ とができます。

▫ 送信 （MB/ 秒） ： NetVault SmartDisk デバイスから NetVault Backup に送信されているすべ

てのス ト リーム （つま り、 NetVault Backup リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが実行中の場合） の 1 秒あ

た りの合計メ ガバイ ト 数 （Mbps） です。

▫ 受信 （MB/ 秒） ： NetVault SmartDisk デバイスに送信されているすべてのス ト リーム （つま

り、 NetVault Backup バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行された場合） の合計 Mbps です。

▫ 重複排除中のアイテム ： 現在重複排除されている要素または NetVault Backup セグ メ ン ト

の数です。

▫ 重複排除キュー長 ： 重複排除されるのを待機し ている要素または NetVault Backup セグ メ

ン ト の現在の数です。

▫ ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ン状態 ： ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンの現在のフ ェーズ。 

メ モ ： 複数の NetVault Backup サーバーに DR Series システムを追加し た場合、 ［アク テ ィ

ビテ ィ ］ タ ブにはすべてのサーバーの累積転送統計情報が表示されます。
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▪ ［ス ト レージ］

▫ 保護データ ： 現在 NetVault SmartDisk デバイスによ って保護されているデータの合計量で

す。

▫ 重複排除化データ ： 重複排除処理を行う ために送信されたデータの合計量です。

▫ 重複排除化データのデ ィ スク使用容量 ： 重複排除化データによ って使用されているデ ィ ス
ク容量です。 この値には、 チャ ン ク ・ ス ト ア、 チャ ン ク ・ イ ンデッ クス、 マニフ ェ ス ト に
よ って消費されている容量が含まれます。

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のよ う に計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用し ていたデ ィ スク

▫ ステージング中のデータ ： ステージング ・ ス ト アに保存されているデータの量です。

▫ 利用可能容量 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるデ ィ スク領域の合計。 

このオプシ ョ ンを選択する と、 deny または favor の設定に関係な く 、 設定されているすべ

てのス ト レージ ・ ボリ ュームで利用できる合計デ ィ スク領域が表示されます。 この値には、
ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンに確保し た空き容量や LRT （Last Resort Threshold） は含まれ

ません。

▫ ステージング ・ ステータ ス ： ステージング ・ ス ト アの現在のステータ ス。 以下のいずれか
を指定できます。

- 空き領域 ： ステージング ・ ス ト アへの書き込みが可能です。

- フル ： ステージング ・ ス ト アがいっぱいで、 これ以上書き込める空き容量があ り ま
せん。

- 利用不可 ： デ ィ スク ・ イ ンデッ クスを使用できません。

- ラ イセンスな し ： NetVault SmartDisk のラ イセンスが、 取得されていない、 期限切

れ、 または制限を超過し ています。

- な し ： ステータ スが不明です。

▫ 利用可能なステージング空き容量 ： 構成されているス ト レージ ・ ボ リ ューム全体に対し て
NetVault SmartDisk デバイスが使用でき、 ステージングに対し て deny が設定されていない

合計空き容量です。 この値には、 ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンに確保し た空き容量や LRT は

含まれません。

▫ ス ト レージ ・ ステータ ス ： ス ト レージ ・ スペースのステータ スです。 以下のいずれかを指
定できます。

- 空き領域 ： 重複排除およびリハイ ド レーシ ョ ンに使用できる空きス ト レージがあ り
ます。

- フル ： ス ト レージがいっぱいで、 これ以上データの重複排除に使用できる容量があ
り ません。

- 利用不可 ： チャ ン ク ・ イ ンデッ クスを使用できません。 データの重複排除またはリ
ハイ ド レーシ ョ ンは使用できません。

- ラ イセンスな し ： NetVault SmartDisk のラ イセンスが、 取得されていない、 期限切

れ、 または制限を超過し ています。

- な し ： ステータ スが不明です。

▫ 利用可能なス ト レージ空き容量 ： 構成されているス ト レージ ・ ボ リ ューム全体に対し て
NetVault SmartDisk デバイスが使用でき、 ス ト レージに対し て deny が設定されていない合

計空き容量です。 この値には、 ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ンに確保し た空き容量や LRT は含

まれません。

▫ ラ イセンス ： 現在 NetVault SmartDisk デバイスによ ってラ イセンス されている保護対象の

容量です。
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▪ ［デバイス］

▫ 名前 ： ホス ト 名と IP ア ド レスから自動的に引き継がれる NetVault SmartDisk デバイスの

名前です。

▫ マシン ID ： NetVault SmartDisk の恒久ラ イセンス ・ キーの取得が必要な NetVault 
SmartDisk イ ンス タ ンスのマシン ID です。

▫ バージ ョ ン ： デバイスのバージ ョ ン番号。

▫ ラ イセンス ・ タ イプ ： 使用されている ラ イセンス ・ タ イプ。

▫ ラ イセンスの有効期限 ： ラ イセンスの有効期限。

▫ 重複排除ラ イセンス済み ： 重複排除オプシ ョ ンがラ イセンス されているかど うか。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのス
テータ スの確認

オフ ラ イ ン ・ デバイスのステータ スを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト からデバイスを探し て、 ク リ ッ ク し ます。 

3 ［確認］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスが動作し ている場合は、 ステータ スが 「使用可能」 に変わり ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのス
テータ スの変更

ステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト からデバイスを探し て、 ク リ ッ ク し ます。 

3 デバイスがオフ ラ イ ンの場合、 ［オン ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオン ラ イ ンに戻せます。

4 デバイスがオン ラ イ ンの場合、 ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオフ ラ イ ンにできます。

［オフ ラ イ ン］ 方式を実行する と、 デバイスがオフ ラ イ ン と し てマーク され、 NetVault Backup で利用で

きな く な り ます。 この方式を実行し ても、 システムは物理的にはオフ ラ イ ンにな り ません。

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスのス ト
レージ ・ プロパテ ィ の設定

ス ト レージ ・ プロパテ ィ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト からデバイスを探し て、 ク リ ッ ク し ます。 

3 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。
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4 ［ス ト レージ ・ プロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウに、 グループ ・ ラベルを入力し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスのス
キャ ン
［スキャ ン］ を使用し て、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスに保管されているすべてのバッ クア ッ プを
照会し、 指定された NetVault Backup サーバーのデータベースにイ ンデッ クス されていないバッ クア ッ プを イ ン

ポー ト できます。 

バッ クア ッ プをデータベースにイ ンポー ト するには、 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup マシン名を、

バッ クア ッ プを実行し た元のサーバーと同じにする必要があ り ます。 バッ クア ッ プのスキャ ンに要する時間は、
イ ンポー ト するバッ クア ッ プ数およびバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのサイズによ って異な り ます。

同じ または以前のバージ ョ ンの NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスをスキャ ンできます。 サーバーが同

じ イ ンデッ クス ・ バージ ョ ンを使用し ていない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでよ り新しいバージ ョ ンの
NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスはスキャ ンできません。 イ ンデ ッ クス ・ バージ ョ ンがサポー ト され

ていない場合は、 イ ンデッ クスはイ ンポー ト されず、 メ ッ セージがログに生成されます。

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスをスキャ ンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 デバイスのリ ス ト からデバイスを探
し て、 ク リ ッ ク し ます。 

または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 ［デ ィ スク ・ ス ト レージ
の調査］ を ク リ ッ ク し て、 リ ポジ ト リ ・ テーブルからデバイスを選択し ます。 

2 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスの削除
次の手順を使用し て、 不要になったデ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスを削除できます。

デバイスを削除し ても、 デバイスに保管されているバッ クア ッ プは削除されません。 そのデバイスを同じ または
別の NetVault Backup サーバーに追加し て、 そのバッ クア ッ プを使用できます。 デバイスを別のサーバーに追加

する場合、 保管されているバッ クア ッ プを使用するためには、 デバイスをスキャ ンする必要があ り ます。 

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト からデバイスを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

重要 ： デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス （DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 または

Data Domain システムなど） に保管されているバッ クア ッ プがリ タ イア し た場合、 そのバッ クア ッ プはデ

バイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とはで
きません。

メ モ ： DR Series システムに保管されているバッ クア ッ プが標準外のブロ ッ ク ・ サイズを使用し て

バッ クア ッ プ されたものである場合、 スキャ ン ・ プロセスは、 デバイスからそのバッ クア ッ プのイ
ンデッ クスを読み取れません。 このよ う なバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを イ ンポー ト するには、
mediamgr.cfg フ ァ イルに代わりのイ ンデッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズを設定し ます。 詳細は、

「Quest DR Series システムの代替イ ンデッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズの設定」 を参照し て く だ

さい。
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3 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 NetVault Backup がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログで ［強制削除］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス

を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Snapshot Array Manager の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• Snapshot Array Manager の設定の変更

• Snapshot Array Manager のユーザー認証情報の変更

• Snapshot Array Manager のステータ スの変更

• Snapshot Array Manager の削除

Snapshot Array Manager の設定の変更

Snapshot Array Manager の設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 必要な設定を変更し ます。

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

メ モ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用し ます。 ただし、 デバイスは
NetVault Backup サーバーと引き続き通信を試行する場合があ り ます。

表 90. Snapshot Array Manager の設定の変更

オプシ ョ ン 説明

デバイスの表示名 Enterprise Manager の表示名を指定し ます。

Array Manager のタ イプ Array Manager を追加し た後に Array Manager のタ イプを変更する こ とは

できません。

ネ ッ ト ワーク名 /IP ア ド レ

ス

Enterprise Manager の完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） または IP ア ド レスを

入力し ます。

サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 Enterprise Manager の追加は失

敗し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ ポー ト デフ ォル ト では、 Enterprise Manager は、 ポー ト 番号 3033 を使用し て、

すべてのク ラ イアン ト からの通信を受信し ます。

Enterprise Manager で Web サーバーのポー ト を変更し た場合は、 ポー ト 番

号を指定し ます。

ユーザー名 ユーザー名が表示されます。 ユーザー ・ アカウン ト を変更するには、 ［認証
情報の変更］ ボタ ンを使用し ます。

ステータ ス ステータ ス ・ アイ コ ン とデバイス ・ ステータ ス （オン ラ イ ン、 オフ ラ イ ン、
または使用不可） が表示されます。 ステータ スを変更するには、 ［オン ラ イ
ン と し てマーク］ または ［オフ ラ イ ン と し てマーク］ を ク リ ッ ク し ます。
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Snapshot Array Manager のユーザー認証情報の

変更

Snapshot Array Manager のユーザー認証情報を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 ［認証情報の変更］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Snapshot Array 
Manager の認証情報の変更］ ページで、 以下の詳細を指定し ます。

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し てユーザー認証情報を保存し ます。

Snapshot Array Manager のステータ スの変更

ステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 ［オン ラ イ ン と し てマーク］ または ［オフ ラ イ ン と し て

マーク］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ Snapshot Array Manager がオフ ラ イ ンの場合、 ［オン ラ イ ン と し てマーク］ を ク リ ッ ク し てオン

ラ イ ンに戻せます。

▪ Snapshot Array Manager がオン ラ イ ンの場合、 ［オフ ラ イ ン と し てマーク］ を ク リ ッ ク し てオフ

ラ イ ンにできます。

［オフ ラ イ ン］ 方式を実行する と、 Snapshot Array Manager がオフ ラ イ ン と し てマーク され、

NetVault Backup で利用できな く な り ます。 この方式を実行し ても、 システムは物理的にはオフ ラ

イ ンにな り ません。

Snapshot Array Manager の削除

Snapshot Array Manager を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表 91. Snapshot Array Manager の認証情報の変更

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 Enterprise Manager へのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定

し ます。

新しいパスワー ド ユーザー ・ アカウン ト の新しいパスワー ド を指定し ます。

パスワー ドの確認 確認のためパスワー ド を再入力し ます。
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リ ス ト ・ ビ ューでのテープ ・ ラ イブ ラ リ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• テープ ・ ラ イブ ラ リ詳細の表示

• ラ イブ ラ リ ・ ド アのオープン と ク ローズ

• 入口 / 出口ポー ト の開閉

• テープの入口 / 出口ポー ト からのアンロー ド またはイ ンポー ト

• テープの入口 / 出口ポー ト へのエクスポー ト

• ACSLS ラ イブラ リ または NDMP ラ イブラ リの再起動

• シャ ド ウ ・ テープのイ ンポー ト （NetApp VTL）

• テープ ・ ラ イブ ラ リの削除

テープ ・ ラ イブ ラ リ詳細の表示

テープ ・ ラ イブ ラ リ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

［デバイス管理］ ページでは、 NetVault Backup サーバーに追加されたス ト レージ ・ デバイスのリ ス ト を

参照できます。 デバイスのステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

2 特定のテープ ・ ラ イブ ラ リの詳細を表示するには、 対応する ［ラ イブ ラ リの管理］ アイ コ ン （ ） を ク
リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ラ イブ ラ リ詳細 ： この領域には以下の情報が表示されます。

▫ 名前 ： ラ イブ ラ リ名。

▫ ベンダー ： ベンダー名。

▫ 製品 ： ラ イブ ラ リ ・ タ イプ。

▫ ド ラ イブ ： ド ラ イブ数。

▫ スロ ッ ト ： スロ ッ ト 数。

▫ ク ラ イアン ト ： デバイスが接続されている ク ラ イアン ト 。

▫ ［ステータ ス］ ： デバイスのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）。

▫ アク テ ィ ビテ ィ ： デバイスまたはド アのステータ ス。

▫ ド ア ： ド アのステータ ス （オープンまたはク ローズ）。

表 92. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ
ン

説明

デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

デバイスはオフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ クア ッ プま

たはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault Backup はデバイスを検出できません。
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▪ ［ド ラ イブ］ テーブル ： ［ド ラ イブ］ テーブルには、 ラ イブ ラ リのすべてのテープ ・ ド ラ イブが一
覧表示されます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ ［ステータ ス］ アイ コ ン ： ［ド ラ イブ ・ ステータ ス］ アイ コ ン。

▫ ベイ ： ド ラ イブ ・ ベイ番号。

▫ 名前 ： ド ラ イブ名。

▫ ［ステータ ス］ ： ド ラ イブのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）。

▫ アク テ ィ ビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▫ コ ンテンツ ： ド ラ イブにロー ド されているテープのラベル。 ド ラ イブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロー ド済み］ と表示されます。 

4 ラ イブ ラ リ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナ
ビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

ラ イブ ラ リ ・ ド アのオープン と ク ローズ
ラ イブ ラ リ ・ ド アを開 く 前に、 WebUI から ［ド アを開 く ］ コマン ド を実行する必要があり ます。 NetVault 
Backup によ り ラ イブ ラ リ ・ ド アにソ フ ト ウ ェ ア ・ ロ ッ クがかけられ、 ［ド アを開 く ］ コマン ド を実行し ないと ド

アは開けられな く な り ます。 このコマン ド を実行し ないと、 テープがいつ追加、 削除、 再編成されるかを
NetVault Backup が認識できないため、 存在し ない メ デ ィ アをロー ド し よ う とする こ とがあ り ます。

WebUI から ラ イブ ラ リ ・ ド アを開 く には

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［ド アを開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

ド アを開 く と ラ イブ ラ リはオフ ラ イ ンにな り ます。

4 オン ラ イ ンに戻すには、 ［ド アを閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

入口 / 出口ポー ト の開閉

入口 / 出口ポー ト を開閉するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 ［ポー ト ］ リ ン クまたは対応する
［ポー ト の管理］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブ ラウザを開きます。

3 入口 / 出口ポー ト を開 く には、 ［ポー ト ］ テーブルでポー ト を選択し て、 ［ポー ト を開 く ］ を ク リ ッ ク し ま

す。

［ポー ト を開 く ］ コマン ド を実行する と、 NetVault Backup はラ イブ ラ リ にソ フ ト ウ ェ ア ・ ロ ッ ク をかけ

て、 これからポー ト ・ ド アが開 く こ と を認識し ます。

4 テープを配置後ポー ト を閉めるには、 ［ポー ト を閉じ る］ を選択し ます。 ク リーニング ・ テープをポー ト
に配置し た場合は、 ［ク リーニング ・ メ デ ィ アを使用し てポー ト を閉じ る］ を選択し ます。

Close Port コマン ド を実行する と、 NetVault Backup はポー ト ・ ド アが物理的に閉じ られたこ と を認識し

て、 ラ イブ ラ リ に対するロ ッ ク を解除し ます。
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テープの入口 / 出口ポー ト からのアンロー ド また

はイ ンポー ト

入口 / 出口ポー ト から テープをアンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 ［ポー ト ］ リ ン クまたは対応する
［ポー ト の管理］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブ ラウザを開きます。

3 ［ポー ト ］ テーブルで、 テープがあるスロ ッ ト を選択し て、 ［ポー ト からアンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブまたはスロ ッ ト にテープが移動し ます。

▪ NetVault データベースに メ デ ィ ア ・ バーコー ドが登録されている場合、 テープは空きスロ ッ ト に

ロー ド されます。

▪ テープにバーコー ドがないか、 NetVault データベースにバーコー ド情報が登録されていない場合、

テープはド ラ イブにロー ド され、 ヘ ッ ダーが読み取られます。

テープの入口 / 出口ポー ト へのエ クスポー ト

入口 / 出口ポー ト にテープをエ クスポー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てテープを含むラ イブラ リ を開き、 ［スロ ッ ト ］ リ ン ク
または対応する ［スロ ッ ト の管理］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブ ラウザを開きます。

3 ［スロ ッ ト ］ テーブルから、 適切なスロ ッ ト を選択し て、 ［エクスポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

入口 / 出口ポー ト にテープをエクスポー ト する要求を送信する と、 WebUI で ［ポー ト ・ ブラウザ］ ペー

ジが開きます。 ［ポー ト ］ テーブルで、 エクスポー ト されるテープを確認できます。

4 ［ポー ト ］ テーブルでテープを選択し、 ［ポー ト を開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

［ポー ト を開 く ］ コマン ド を実行する と、 NetVault Backup はラ イブ ラ リ にソ フ ト ウ ェ ア ・ ロ ッ ク をかけ

て、 これからポー ト ・ ド アが開 く こ と を認識し ます。

5 ポー ト ・ ド アを物理的に開き、 入口 / 出口ポー ト から テープを取り出し て、 ポー ト ・ ド アを閉めます。 こ

れらの手順についての詳細は、 デバイスのマニュアルを参照し て く だ さい。

6 ［スロ ッ ト ・ ブ ラウザ］ ページで、 ［ド アを閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。 

Close Door コマン ド を実行する と、 NetVault Backup はポー ト ・ ド アが物理的に閉じ られたこ と を認識

し て、 ラ イブ ラ リ に対するロ ッ ク を解除し ます。

ACSLS ラ イブ ラ リ または NDMP ラ イブ ラ リの再

起動
ACSLS または NDMP ラ イブラ リ でネ ッ ト ワーク上の問題が発生する場合は、 以下の手順に従ってラ イブ ラ リ を

再起動し ます。 ［再起動］ 方式は、 ネ ッ ト ワークおよびソケ ッ ト 接続を削除する こ と で再起動し、 ラ イブ ラ リ を
再度追加し ます。
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ACSLS または NDMP ラ イブ ラ リ を再起動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［再起動］ を ク リ ッ ク し ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

シャ ド ウ ・ テープのイ ンポー ト （NetApp VTL）
NetApp VTL のシャ ド ウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンによ り、 物理テープを取得する こ と な く 、 可能であればいつでも

シャ ド ウ ・ テープ ・ プールから迅速にテープを イ ンポー ト する こ とができます。 

シャ ド ウ ・ テープを使用する場合、 以下の操作を実行する必要があ り ます。

• 仮想テープが含まれる フ ァ イ ラーと ラ イブ ラ リ に ［シャ ド ウ ・ テープの有効化］ オプシ ョ ンを設定し ま
す。 シャ ド ウ ・ テープの有効化についての詳細は、 関連する NetApp VTL のド キュ メ ン ト を参照し て く だ

さい。 

• NetVault Backup で、 仮想テープのデフ ォル ト ・ ラベルと し てバーコー ド を選択し ます。 NetVault Backup
では、 このメ デ ィ アのラベル方法が完全に機能し ている必要があ り ます。 バーコー ド をデフ ォル ト ・ ラ
ベルと し て使用するには、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［バーコー ド を ラベ
ルと し て使用する］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定」 を
参照し て く だ さい。

シャ ド ウ ・ テープが有効化されている と、 仮想テープが物理テープへエクスポー ト される と常に仮想テープは
シャ ド ウ ・ テープ ・ プールに移動し ます。 バッ クア ッ プ ・ アプ リ ケーシ ョ ンからシャ ド ウ ・ テープ ・ プールは見
えず、 仮想ラ イブ ラ リの一部と し ては記載されません。 しかし、 後ほど物理テープがイ ンポー ト される と、 すば
や く アクセス し て利用する こ とができます。 また、 物理テープがオフサイ ト に保管されている、 または利用でき
ない場合も、 読み取り に利用できます。

NetApp VTL は、 シャ ド ウ ・ テープが使用する領域を管理し ます。 また、 新しいバッ クア ッ プ ・ データ用に領域

が必要になった場合は、 シャ ド ウ ・ テープを削除する こ とができます。 管理者は、 シャ ド ウ ・ テープの保持期間
を設定する こ とができます。 まだ保持期間を過ぎていない場合、 NetApp VTL はシャ ド ウ ・ テープを削除する前

に通知を送信し ます。

以下の点に注意し ます。

• シャ ド ウ ・ テープは読み取り専用の仮想テープに変換されるため、 シャ ド ウ ・ テープのメ デ ィ ア要求は
リ ス ト アまたは複製タ スクのみに使用する こ とができます。

• NetVault データベース内にシャ ド ウ ・ テープ ・ メ デ ィ アの永久記録は作成されません。 データベースに

は実際のメ デ ィ アの詳細のみが保管されます。 シャ ド ウ ・ テープ属性は、 シャ ド ウ ・ テープ と し てラ イ
ブ ラ リ にイ ンポー ト される際に、 メ デ ィ アに関連付けられます。 し たがって、 NetVault Backup を停止ま

たは再起動する前に、 すべてのシャ ド ウ ・ メ デ ィ アのエクスポー ト が必要です。 メ デ ィ アをエクスポー
ト し ないと、 メ デ ィ アのシャ ド ウ属性は失われ、 読み取り専用アイテムに変換されます。 同じ理由から、
シャ ド ウ ・ テープのエクスポー ト も ラ イブ ラ リのド アが開 く 前に実行する必要があ り ます。

• シャ ド ウ ・ テープ ・ プールで何も使用できない、 またはシャ ド ウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンがデバイスでサ
ポー ト されていない場合に メ デ ィ アを イ ンポー ト する と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。

仮想テープを イ ンポー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［メ デ ィ アのイ ンポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。
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4 ［メ デ ィ ア ・ バーコー ド］ リ ス ト でイ ンポー ト するテープのバーコー ド を選択または入力し ます。 

5 ［イ ンポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

要求されたテープが、 シャ ド ウ ・ テープ ・ プールまたは物理ラ イブ ラ リから メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャへイ
ンポー ト されます。 シャ ド ウ ・ テープ と物理テープの両方を利用できる場合、 シャ ド ウ ・ テープは読み
取り専用の仮想テープに変換され、 入口 / 出口ポー ト へイ ンポー ト されます。 物理テープのみが使用可能

な場合は、 物理テープから仮想テープが作成され、 入口 / 出口ポー ト へイ ンポー ト されます。

テープ ・ ラ イブ ラ リの削除
次の手順を使用し て、 不要になったテープ ・ ラ イブ ラ リ を削除できます。

テープ ・ ラ イブ ラ リ を削除する場合、 NetVault データベースから メ デ ィ ア情報は削除されません。 メ デ ィ アはそ

のメ デ ィ ア ・ タ イプをサポー ト するその他の任意のラ イブ ラ リ で使用できます。 同じ NetVault Backup ド メ イ ン

内で メ デ ィ アを使用する場合、 スキャ ンは不要です。 別の NetVault Backup ド メ イ ンの場合、 バッ クア ッ プにア

クセスするにはメ デ ィ アのスキャ ンが必要です。

テープ ・ ラ イブ ラ リ を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

ツ リー ・ ビ ューでのテープ ・ ラ イブ ラ リ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• テープ ・ ラ イブ ラ リ詳細の表示

• ラ イブ ラ リの変更

• デバイス表示タ イプの変更

• ラ イブ ラ リ ・ ド アのオープン と ク ローズ

• 入口 / 出口ポー ト の開閉

• テープの入口 / 出口ポー ト からのアンロー ド またはイ ンポー ト

• テープの入口 / 出口ポー ト へのエクスポー ト

• ACSLS ラ イブラ リ または NDMP ラ イブラ リの再起動

• シャ ド ウ ・ テープのイ ンポー ト （NetApp VTL）

• テープ ・ ラ イブ ラ リの削除
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テープ ・ ラ イブ ラ リ詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault Backup サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在の

デバイスのステータ スは、 以下のアイ コ ンが表されています。

デバイスのステータ ス とパフ ォーマンス統計情報を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 ツ リー ・ ビ ューを選択し ます。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し、 ［ステータ ス］ を ク リ ッ ク し
ます。

3 ラ イブ ラ リ ・ ステータ スのダイアログ ・ ボ ッ クスの ［詳細］ タ ブには、 以下の情報が含まれます。

▪ 名前 ： ラ イブ ラ リ名。

▪ マシン ： マシン名。

▪ ステータ ス ： デバイスのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ラ イブ ラ リの変更

ラ イブ ラ リ を変更するには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 ツ リー ・ ビ ューを選択し ます。

2 該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し て、 ［変更］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［デバイスの編集］ ページが表示されます。 このページには、 ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域と ［選択された ド
ラ イブ］ 領域が表示されます。 ［ド ラ イブの表示］ タ ブを ク リ ッ クする と、 ［ド ラ イブ選択］ 領域が表示
されます。

4 ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域で、 該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ クする と、 ［選択された ド ラ イブ］ 領域にラ イ
ブ ラ リの画像、 タ イプ、 および詳細が表示されます。 ［選択された ド ラ イブ］ 領域には、 選択されたベイ
の最初のド ラ イブの詳細が表示されます。

5 ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し て、 次に ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。 以下のタ ブのパラ メ ータ を設定し ます。

表 93. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

ステータ ス ・ イ
ンジケータ

説明

緑 デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ クア ッ プまた

はリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤 デバイスは現在オフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい

る、 またはその他の理由によ り ます）。 NetVault Backup は、 このデバイスを検出できませ

ん。

オプシ ョ ン ・ タ ブ 説明

設定 これらの設定についての詳細は、 「テープ ・ ラ イブ ラ リの一般設定」 を参照
し て く だ さい。

ク リーニング これらの設定についての詳細は、 「ド ラ イブ ・ ク リーニングの設定」 を参照
し て く だ さい。

入口 / 出口ポー ト 入口 / 出口ポー ト の必要なオプシ ョ ンを選択し ます。
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6 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイス表示タ イプの変更
NetVault Backup には 2 つのデバイス表示タ イプが用意されています。

• 物理ビ ュー ： これがデフ ォル ト の表示タ イプです。 このビ ューには、 ラ イブ ラ リの実際の構造が表示さ
れ、 すべてのド ラ イブ、 スロ ッ ト 、 Entry/Exit ポー ト が含まれます。 メ デ ィ アはラ イブラ リの現在の場所

に表示されます。

• 論理ビ ュー ： ラ イブ ラ リ に挿入されている実際のメ デ ィ アを中心と し た表示です。 デバイス ・ ツ リーは、
［ド ラ イブ］ と ［メ デ ィ ア］ の 2 つのフ ォルダで構成されています。 ラ イブラ リ と ド ラ イブはド ラ イブに

従ってグループ化され、 メ デ ィ アはグループ ・ ラベルに従ってグループ化されています。

デバイス表示タ イプを変更するためには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［表示変更］ を ク リ ッ ク し ます。

3 NetVault Backup は、 物理ビ ューから論理ビ ュー、 または論理ビ ューから物理ビ ューに変更され、 メ ッ

セージが表示されます。 

ラ イブ ラ リ ・ ド アのオープン と ク ローズ
ラ イブ ラ リ ・ ド アを開 く 前に、 WebUI から ［ド アを開 く ］ コマン ド を実行する必要があり ます。 NetVault 
Backup によ り ラ イブ ラ リ ・ ド アにソ フ ト ウ ェ ア ・ ロ ッ クがかけられ、 ［ド アを開 く ］ コマン ド を実行し ないと ド

アは開けられな く な り ます。 このコマン ド を実行し ないと、 テープがいつ追加、 削除、 再編成されるかを
NetVault Backup が認識できないため、 存在し ない メ デ ィ アをロー ド し よ う とする こ とがあ り ます。

WebUI から ラ イブ ラ リ ・ ド アを開 く には

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 デバイスのリ ス ト で該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 ［ド アを開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。 

ド アを開 く と ラ イブ ラ リはオフ ラ イ ンにな り ます。

3 オン ラ イ ンに戻すには、 ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し て、 ［ド アを閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

混在メ デ ィ ア これらの設定についての詳細は、 「混在メ デ ィ アの設定」 を参照し て く だ さ
い。

SCSI 設定 さ まざまな タ イプの SCSI コマン ドのデフ ォル ト ・ タ イムアウ ト 値はゼロ

に設定されており、 以下の間隔に対応し ています。

• 高速 SCSI コマン ド  － 300 秒

• 低速 SCSI コマン ド  － 900 秒

• 超低速 SCSI コマン ド  － 3 時間

指定間隔内にコマン ド実行が完了し ない場合は、 エラーがログ記録されま
す。 Quest サポー ト の担当者から指示された場合を除き、 SCSI コマン ドの

デフ ォル ト ・ タ イムアウ ト は変更し ないで く だ さい。

オプシ ョ ン ・ タ ブ 説明
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入口 / 出口ポー ト の開閉

Entry/Exit ポー ト を開 く または閉じ るには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 ［Entry/Exit ポー ト を開 く ］ を ク リ ッ ク し ま

す。

3 メ デ ィ アを配置後、 ポー ト を閉めるには、 ［Entry/Exit ポー ト を閉める］ を選択し ます。 ポー ト にク リー

ニング ・ メ デ ィ アを配置し た場合は、 ［Entry/Exit ポー ト を閉める （ク リーニング･メ デ ィ ア）］ を選択し

て、 メ デ ィ アを ラ イブ ラ リ内のク リーニング ・ スロ ッ ト に移動し ます。

テープの入口 / 出口ポー ト からのアンロー ド また

はイ ンポー ト

入口 / 出口ポー ト から テープをアンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

3 テープを含むポー ト ・ スロ ッ ト を選択し、 ［アンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。 

ド ラ イブまたはスロ ッ ト にテープが移動し ます。

▪ NetVault データベースに メ デ ィ ア ・ バーコー ドが登録されている場合、 テープは空きスロ ッ ト に

ロー ド されます。

▪ テープにバーコー ドがないか、 NetVault データベースにバーコー ド情報が登録されていない場合、

テープはド ラ イブにロー ド され、 ヘ ッ ダーが読み取られます。

テープの入口 / 出口ポー ト へのエ クスポー ト

入口 / 出口ポー ト にテープをエ クスポー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で該当するスロ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 ［エクスポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ACSLS ラ イブ ラ リ または NDMP ラ イブ ラ リの再

起動
ACSLS または NDMP ラ イブラ リ でネ ッ ト ワーク上の問題が発生する場合は、 以下の手順に従ってラ イブ ラ リ を

再起動し ます。 ［再起動］ 方式は、 ネ ッ ト ワークおよびソケ ッ ト 接続を削除する こ と で再起動し、 ラ イブ ラ リ を
再度追加し ます。

ACSLS または NDMP ラ イブ ラ リ を再起動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 ［ラ イブ ラ リの再起動］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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シャ ド ウ ・ テープのイ ンポー ト （NetApp VTL）
NetApp VTL のシャ ド ウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンによ り、 物理テープを取得する こ と な く 、 可能であればいつでも

シャ ド ウ ・ テープ ・ プールから迅速にテープを イ ンポー ト する こ とができます。 

シャ ド ウ ・ テープを使用する場合、 以下の操作を実行する必要があ り ます。

• 仮想テープが含まれる フ ァ イ ラーと ラ イブ ラ リ に ［シャ ド ウ ・ テープの有効化］ オプシ ョ ンを設定し ま
す。 シャ ド ウ ・ テープの有効化についての詳細は、 関連する NetApp VTL のド キュ メ ン ト を参照し て く だ

さい。 

• NetVault Backup で、 仮想テープのデフ ォル ト ・ ラベルと し てバーコー ド を選択し ます。 NetVault Backup
では、 このメ デ ィ アのラベル方法が完全に機能し ている必要があ り ます。 バーコー ド をデフ ォル ト ・ ラ
ベルと し て使用するには、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［バーコー ド を ラベ
ルと し て使用する］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定」 を
参照し て く だ さい。

シャ ド ウ ・ テープが有効化されている と、 仮想テープが物理テープへエクスポー ト される と常に仮想テープは
シャ ド ウ ・ テープ ・ プールに移動し ます。 バッ クア ッ プ ・ アプ リ ケーシ ョ ンからシャ ド ウ ・ テープ ・ プールは見
えず、 仮想ラ イブ ラ リの一部と し ては記載されません。 しかし、 後ほど物理テープがイ ンポー ト される と、 すば
や く アクセス し て利用する こ とができます。 また、 物理テープがオフサイ ト に保管されている、 または利用でき
ない場合も、 読み取り に利用できます。

NetApp VTL は、 シャ ド ウ ・ テープが使用する領域を管理し ます。 また、 新しいバッ クア ッ プ ・ データ用に領域

が必要になった場合は、 シャ ド ウ ・ テープを削除する こ とができます。 管理者は、 シャ ド ウ ・ テープの保持期間
を設定する こ とができます。 まだ保持期間を過ぎていない場合、 NetApp VTL はシャ ド ウ ・ テープを削除する前

に通知を送信し ます。

以下の点に注意し ます。

• シャ ド ウ ・ テープは読み取り専用の仮想テープに変換されるため、 シャ ド ウ ・ テープのメ デ ィ ア要求は
リ ス ト アまたは複製タ スクのみに使用する こ とができます。

• NetVault データベース内にシャ ド ウ ・ テープ ・ メ デ ィ アの永久記録は作成されません。 データベースに

は実際のメ デ ィ アの詳細のみが保管されます。 シャ ド ウ ・ テープ属性は、 シャ ド ウ ・ テープ と し てラ イ
ブ ラ リ にイ ンポー ト される際に、 メ デ ィ アに関連付けられます。 し たがって、 NetVault Backup を停止ま

たは再起動する前に、 すべてのシャ ド ウ ・ メ デ ィ アのエクスポー ト が必要です。 メ デ ィ アをエクスポー
ト し ないと、 メ デ ィ アのシャ ド ウ属性は失われ、 読み取り専用アイテムに変換されます。 同じ理由から、
シャ ド ウ ・ テープのエクスポー ト も ラ イブ ラ リのド アが開 く 前に実行する必要があ り ます。

• シャ ド ウ ・ テープ ・ プールで何も使用できない、 またはシャ ド ウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンがデバイスでサ
ポー ト されていない場合に メ デ ィ アを イ ンポー ト する と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。

仮想テープを イ ンポー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 仮想テープを含むラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［メ デ ィ アのイ ンポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［イ ンポー ト のためにシャ ド ウ ・ テープ ・ メ デ ィ ア ・ バー
コー ド を選択し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 シャ ド ウ ・ テープ ・ プールで使用できるテー
プのメ デ ィ ア ・ バーコー ドのリ ス ト が表示されます。

4 ［メ デ ィ ア ・ バーコー ド］ リ ス ト でイ ンポー ト するテープのバーコー ド を選択または入力し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

要求されたテープが、 シャ ド ウ ・ テープ ・ プールまたは物理ラ イブ ラ リから メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャへイ
ンポー ト されます。 シャ ド ウ ・ テープ と物理テープの両方を利用できる場合、 シャ ド ウ ・ テープは読み
取り専用の仮想テープに変換され、 入口 / 出口ポー ト へイ ンポー ト されます。 物理テープのみが使用可能

な場合は、 物理テープから仮想テープが作成され、 入口 / 出口ポー ト へイ ンポー ト されます。
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テープ ・ ラ イブ ラ リの削除
次の手順を使用し て、 不要になったテープ ・ ラ イブ ラ リ を削除できます。

テープ ・ ラ イブ ラ リ を削除する場合、 NetVault データベースから メ デ ィ ア情報は削除されません。 メ デ ィ アはそ

のメ デ ィ ア ・ タ イプをサポー ト するその他の任意のラ イブ ラ リ で使用できます。 同じ NetVault Backup ド メ イ ン

内で メ デ ィ アを使用する場合、 スキャ ンは不要です。 別の NetVault Backup ド メ イ ンの場合、 バッ クア ッ プにア

クセスするにはメ デ ィ アのスキャ ンが必要です。

テープ ・ ラ イブ ラ リ を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で該当する ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト ・ ビ ューでのテープ ・ ド ラ イブの
管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• テープ ・ ド ラ イブ詳細の表示

• テープ ・ ド ラ イブのパフ ォーマンス ・ オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ラ イブのステータ スの確認

• テープ ・ ド ラ イブのステータ スの変更

• ク リーニング ・ スロ ッ ト の設定

• ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ ンの設定

• ド ラ イブ ・ ク リーニング要求の手動実行

• テープのアンロー ド

• テープのロー ド

• テープ ・ ド ラ イブの削除

テープ ・ ド ラ イブ詳細の表示

テープ ・ ド ラ イブ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

［デバイス管理］ ページでは、 NetVault Backup サーバーに追加されたス ト レージ ・ デバイスのリ ス ト を

参照できます。 

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 利用可能な ド ラ イブ と スロ ッ ト
を一覧表示し ます。 ド ラ イブご とに、 アク テ ィ ビテ ィ と ステータ ス ・ メ ッ セージ （た と えば、 アイ ドル、
書き込み、 メ デ ィ アのロー ド など） がページに表示されます。 

デバイスのステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。
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3 特定のテープ ・ ド ラ イブの詳細を表示するには、 ド ラ イブまたは対応する ［デバイス管理］ アイ コ ン

（ ） を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ド ラ イブ情報 ： ド ラ イブに関する全般情報が表示されます。 

▫ 名前 ： ド ラ イブ名。

▫ ベンダー ： ベンダー名。

▫ 製品 ： 製品名。

▫ ク ラ イアン ト ： デバイスが接続されている ク ラ イアン ト 。

▫ シ リ アル番号 ： ド ラ イブのシ リ アル番号。

▫ ステータ ス ： オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン。

▫ コ ンテンツ ： ド ラ イブにロー ド されているテープのラベル。 ド ラ イブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロー ド済み］ と表示されます。 

▫ オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン ： テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン （指定されている場合）。

▫ ラ イブ ラ リ ： ラ イブ ラ リ名。

▫ ベイ ： ド ラ イブ ・ ベイ番号。

▫ ブロ ッ ク ・ サイズ ： メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ。

▫ バッ フ ァ ・ サイズ ： 転送バッ フ ァ ・ サイズ。

▫ アク テ ィ ビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▪ 統計値 ： ド ラ イブの使用統計が表示されます。

▫ 総データ書き込み量 ： ド ラ イブを使用し て書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ラ イブを使用し て読み込まれたデータの合計量。

▫ 書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数。

▫ 読み込みエラー ： 報告された読み取り エラー数。

▫ 最終書き込み日 ： ド ラ イブの書き込み操作が最後に実行された日付。

▫ 最終読み込み日 ： ド ラ イブの読み込み操作が最後に実行された日付。 

▪ ク リーニング情報 ： ド ラ イブのク リーニング統計が表示されます。

▫ 最終ク リーニング日 ： ド ラ イブのク リーニング操作が最後に実行された日付。

▫ 最終ク リーニング以降の経過時間 ： 最後の自動または手動ク リーニング操作からの経過時
間。

▫ ク リーニング実行回数 ： ド ラ イブがク リーニングされた回数。

▫ 最終ク リーニング以降のデータ転送量 ： 最後のク リーニング操作以後のデータの読み取り
または書き込み量。

表 94. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

デバイスはオフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault Backup はデバイスを検出できません。
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▫ 最終ク リーニング以降のデータ使用量 ： 最後のク リーニング操作以降、 読み取り または書
き込み操作に ド ラ イブが使用し た時間数。

▫ 最終ク リーニング以降のソ フ ト ・ エラー ： 最後のク リーニング操作からの、 報告された読
み取り または書き込みエラー数。

▪ アク テ ィ ビテ ィ ・ チャー ト ： デバイスがバッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブによ って使用され
ている場合、 アク テ ィ ビテ ィ ・ グラ フが表示されます。 

▪ ジ ョ ブ詳細 ： アク テ ィ ブなジ ョ ブに関する以下の情報が表示されます。

▫ 速度 ： データ転送レー ト 。

▫ ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル ： ジ ョ ブの名前。 

▫ ジ ョ ブ ID ： ジ ョ ブ ID 番号。

▫ ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンス ： イ ンス タ ンス ID 番号。

▫ ジ ョ ブ ・ フ ェーズ ： フ ェーズ ID 番号 （1 または 2）。

5 スロ ッ ト の詳細を表示するには、 ［スロ ッ ト ］ リ ン ク または ［スロ ッ ト の管理］ アイ コ ン （ ） を ク
リ ッ ク し ます。 ［スロ ッ ト ・ ブ ラウザ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ［ド ラ イブ］ テーブル ： ［ド ラ イブ］ テーブルには、 ラ イブ ラ リのすべてのテープ ・ ド ラ イブが一
覧表示されます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ ［ステータ ス］ アイ コ ン ： ［ド ラ イブ ・ ステータ ス］ アイ コ ン。

▫ ベイ ： ド ラ イブ ・ ベイ番号。

▫ 名前 ： ド ラ イブ名。

▫ ［ステータ ス］ ： ド ラ イブのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）

▫ アク テ ィ ビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▫ コ ンテンツ ： ド ラ イブにロー ド されているテープのラベル。 ド ラ イブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロー ド済み］ と表示されます。 

▪ ［スロ ッ ト ］ テーブル ： ［スロ ッ ト ］ テーブルには、 ラ イブ ラ リのすべてのスロ ッ ト が一覧表示さ
れます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ スロ ッ ト ： スロ ッ ト 番号

▫ ステータ ス ： テープがロー ド済みかアンロー ド 済みか。

▫ バーコー ド ： スロ ッ ト のテープのバーコー ド。 

▫ メ デ ィ ア ： スロ ッ ト のテープのメ デ ィ ア ・ ラベル。

▫ メ デ ィ ア ・ グループ ： スロ ッ ト のテープのメ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル。

▫ 利用可能容量 ： テープで利用可能な空き容量。

▫ ク リーニング回数のステータ ス ・ アイ コ ン ： スロ ッ ト にク リーニング ・ テープが含まれる
場合は、 ク リーニング回数のアイ コ ンが表示されます。 それぞれク リーニング ・ テープの
使用残回数が、 は 5 以上、 は 1 ～ 4、 および は 0 である こ と を示し ます。

▫ 残っている ク リーニング ・ ラ イブ ： 残っている ク リーニング ・ ラ イブの数を表示し ます。

6 デバイス関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。
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テープ ・ ド ラ イブのパフ ォーマンス ・ オプシ ョ ン
の設定

テープ ・ ド ラ イブのパフ ォーマンス ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで、 ［パフ ォーマンス］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス ・ オプシ ョ ン］ で以下の設定を行います。

表 95. ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ド ラ イブ ・ ブロ ッ ク ・ サイ
ズ

このオプシ ョ ンでは、 メ デ ィ アへのデータの読み取り および書き込みに使
用するブロ ッ ク ・ サイズを指定し ます。 デフ ォル ト 値は 64KiB です。

メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズは 1KiB 単位で増やすこ とができますが、 多

く のデバイスでは、 4KiB または 32KiB の倍数値のみ指定できます。

メ モ ： メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ設定の変更は、 ブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・
アイテムにのみ適用されます。 メ デ ィ ア ・ アイテムを再使用する場合は、
まずブ ラ ン ク処理し て変更を有効にし ます。

ブロ ッ ク ・ サイズを増やすと、 バッ クア ッ プ時にデータの読み取りやメ
デ ィ アへの書き込みに必要な回数を減らすこ とができます。 ただ し、 メ
デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズを大き く すれば常にバッ クア ッ プ時間が短縮さ
れるわけではあり ません。 最大ブロ ッ ク ・ サイズは、 OS、 SCSI アダプ タ、

および ド ラ イブの型式、 モデル、 タ イプなどのさ まざまな要因によ って制
約されています。

Linux および UNIX システムの場合は、 メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズを増や

し てパフ ォーマンスを最適にする こ とができます。 
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Windows では、 レジス ト リ設定 MaximumSGList を、 64KB よ り大きいブ

ロ ッ ク ・ サイズを使用するよ う に変更し なければならない場合があ り ます。
この設定を変更する前に、 テープ ・ デバイスのみが SCSI バスを使用し て

いる こ と を確認し ます。 他のデバイスも SCSI バスを使用し ている場合、

このレジス ト リ を変更する と それらのデバイスが正常に動作し な く なる可
能性があり ます。 これらの変更を HBA の特定チャネルのみに適用する場合

は、 ハー ド ウ ェ ア ・ ベンダーにお問い合わせ く だ さい。

Windows でレジス ト リ設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 レジス ト リ ・ エデ ィ タ を開始し ます。 
2 キー [HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\ 

Services\<HBA Vendor>\Parameters を開きます （<HBA 
Name> は SCSI カー ド に固有の名前です。 た と えば Qlogic 2200
カー ドの場合は QL2200 です）。

3 Parameters キーを作成し ます （存在し ない場合）。

4 Parameters の下で、 Device キーがない場合は、 キーを作成し ま

す。

5 Device キーの下に、 DWORD レジス ト リ値 MaximumSGList が存

在し ない場合は、 値を追加し ます。

6 MaximumSGList の 16 進値を算出し ます。

32 ビ ッ ト ・ システムの場合 ：

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 4KiB) + 1
た と えば、 ブロ ッ ク ・ サイズの設定が 256KiB の場合、 このキーの

値は次の式で計算されます。

(256KiB/4KiB) + 1 = 65
10 進値は 65、 16 進値は 0x41 にな り ます。 
ブロ ッ ク ・ サイズは、 64KiB から 1012KiB の範囲で設定できます。

最大値の 255 は、 1MiB （1024KiB） のブロ ッ ク ・ サイズを作成する

ため、 内部で 257 に変換されます。

64 ビ ッ ト ・ システムの場合 ：

64 ビ ッ ト ・ システムの場合、 OS ページ ・ サイズはデフ ォル ト で

8KiB です。 MaximumSGList の計算式は次のとお り です。

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 8KiB) +1
し たがって、 最大値 255 は最大メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ 2MiB
に対応し ます。

7 システムを再起動し て、 変更を適用し ます。

表 95. ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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ド ラ イブ転送バッ フ ァ ・ サ
イズ

転送バッ フ ァ または共有メ モ リは、 32KiB のブロ ッ ク単位で割り当てられ

ます。 デフ ォル ト 値は 8193KiB です。 
転送バッ フ ァのサイズを大き く する と、 バッ クア ッ プのパフ ォーマンスを
高める こ とができます。 バッ フ ァ ・ サイズを計算するには、 以下の式を使
用し ます。

(< バッ フ ァの合計数 > x 32KiB) + 1 byte
Linux および UNIX システムの場合は、 十分な RAM と大きな共有メ モ リ ・

セグ メ ン ト が必要です。 転送バッ フ ァ ・ サイズを増やす前に、 これらのプ
ラ ッ ト フ ォームの以下の設定を確認し ます。

• 共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最大サイズ （SHMMAX）

• 共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最小サイズ （SHMMIN）

• システム内の共有メ モ リ識別子の最大数 （SHMMNI）
• ユーザー ・ プロセスが接続できる共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最大数

（SHMSEG）

• システム内のセマフ ォ識別子の最大数 （SEMMNI）

• セ ッ ト 内のセマフ ォの最大数 （SEMMSL）

• システム内のセマフ ォの最大数 （SEMMNS）

• semop コール当た りの操作の最大数 （SEMOPM）

• セマフ ォの最大値 （SEMVMX）

使用可能な総共有メ モ リ容量は、 公式 SHMMAX * SHMSEG で求められま

す。 これらの値は ulimit 設定によ って制限される こ とがよ く あり、 これら

のシステム設定を表示するために、 コマン ド ulimit -a を使用する こ と

ができます。

Windows の場合は、 少な く と も 2GB RAM と、 大きな仮想メ モ リが必要で

す。 SCSI カー ドの MaximumSGlist 設定を変更し なければならない場合も

あり ます。

た と えば、 「転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値」 を参照し て く だ さい。

表 95. ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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5 仮想テープ ・ ド ラ イブのソ フ ト ウ ェ ア圧縮を有効にするには、 次のオプシ ョ ンを設定し ます。

6 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値
以下の表は、 一部のド ラ イブ ・ タ イプで利用できる最適な値の例です。

表 96. 仮想テープ ・ ド ラ イブのソ フ ト ウ ェ ア圧縮オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ソ フ ト ウ ェ ア ・ データ圧縮 ソ フ ト ウ ェ ア圧縮を行う場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。
データは、 バッ クア ッ プ時にデバイスに転送される と きに圧縮されます。

圧縮し きい値 このオプシ ョ ンに設定する値によ り、 バッ クア ッ プ中にデータ を圧縮する
際に完了する必要がある最低圧縮レベルが決ま り ます。 た と えば、 値を
80% に設定する と、 以下のいずれかの処理が行われます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・ サイズの 80% 未満になる場合、

そのデータは圧縮形式でバッ クア ッ プ されます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・ サイズの 80% を超える場合、

そのデータは非圧縮形式でバッ クア ッ プ されます。

80% を指定し た場合、 100MB のフ ァ イル ・ サイズは圧縮後には 80MB 以

下になるはずです。 ただ し、 フ ァ イルの圧縮はブロ ッ ク ・ レベルで行われ
るため、 サイズが 80MB を超える場合があ り ます （81MB、 82MB など）。

いずれのブロ ッ クでも指定し た圧縮レベルで圧縮されなかった場合、
NetVault Backup ではそのブロ ッ ク を非圧縮形式でバッ クア ッ プ し ます。

この場合、 一部のブロ ッ クは圧縮されますが、 それ以外のブロ ッ クは圧縮
されずにバッ クア ッ プ される可能性があ り ます。 そのため、 圧縮後のフ ァ
イル ・ サイズが 80% を超える場合があり ます。

データ を圧縮できる度合いは、 データ ・ コ ンテンツによ って異な り ます。
また、 暗号化データは圧縮できません。 フ ァ イルによ っては、 圧縮後の
フ ァ イル ・ サイズが元の圧縮前のフ ァ イルよ り大き く なる場合があ り ます。

圧縮データ ・ ブロ ッ ク 圧縮単位あた りのデータ ・ ブロ ッ ク数を入力または選択し ます。 デフ ォル
ト ・ ブロ ッ ク ・ サイズは 8KiB です。 

表 97. 異なる ド ラ イブ ・ タ イプに最適な転送バッ フ ァ ・ サイズ

ド ラ イブ ・ タ イプ 転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値 （KiB）

新しい高速のテープ ・ ド ラ イブ

例 ： LTO シ リーズ、 SDLT、 および SAIT
65537 （64MiB + 1KiB）

一般レベルのスピー ドのテープ ・ ド ラ イブ

例 ： DLT8000、 DLT7000、 AIT-3
32769 （32MiB + 1KiB）

プロ フ ェ ッ シ ョ ナル向けの古いテープ ・ ド ラ イブ

例 ： DLT2000、 DLT4000、 AIT-2
16385 （16MiB + 1KiB）

古い低容量のローエン ド ・ ド ラ イブ

例 ： EXB-8505、 AIT-1、 DAT
8193 （8MiB + 1KiB）
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テープ ・ ド ラ イブのステータ スの確認

オフ ラ イ ン ・ テープ ・ ド ラ イブのステータ スを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで ［確認］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで再度 ［確
認］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスが動作し ている場合は、 ステータ スが 「使用可能」 に変わり ます。

テープ ・ ド ラ イブのステータ スの変更

ド ラ イブのステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで、 ［オン ラ イ ン］ または ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ デバイスがオフ ラ イ ンの場合、 ［オン ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオン ラ イ ンに戻せます。

▪ デバイスがオン ラ イ ンの場合、 ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオフ ラ イ ンにできます。

この操作はデバイスを物理的にオフ ラ イ ンにするわけではあ り ません。 単に、 NetVault Backup で

デバイスを使用できないよ う にし ているだけです。 

ク リーニング ・ スロ ッ ト の設定
ク リーニング ・ テープをロー ド する前に、 ク リーニング ・ メ デ ィ アを保持できるよ う にスロ ッ ト を設定する必要
があり ます。 ［スロ ッ ト ・ ブ ラウザ］ ページで、 ク リーニング ・ スロ ッ ト を設定できます。

ラ イブ ラ リのク リーニング ・ スロ ッ ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 ［スロ ッ ト ］ リ ン クまたは対応す

る ［スロ ッ ト の管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブラウザを開きます。

3 ［スロ ッ ト ］ テーブルから、 使用するスロ ッ ト を選択し て、 ［スロ ッ ト の設定］ を ク リ ッ ク し ます。 

スロ ッ ト は空である必要があり ます。

4 ［スロ ッ ト 設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ク リーニング ・ スロ ッ ト と し て設定］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス
を選択し、 ク リーニング ・ テープ用のスロ ッ ト を予約し ます。 ［ク リーニング ・ スロ ッ ト ］ リ ス ト で、 ス
ロ ッ ト 番号を入力または選択し ます。 

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ク リーニング ・ スロ ッ ト が定義されていない場合、 ラ イブ ラ リが初期化されるたびにバーコー ドが
ないク リーニング ・ テープがロー ド されます。
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6 ダイアログ ・ ボ ッ クスが閉じ られる と、 メ ッ セージ 「ラ イブ ラ リデバイスは再起動を必要と し ます」 が
表示されます。

［デバイス管理］ ページに移動し て、 ラ イブ ラ リ を再起動し ます。

スロ ッ ト ・ ブ ラウザを再度開 く と、 スロ ッ ト のステータ スは 「ク リーニング ・ スロ ッ ト 」 にな り ます。

ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定
NetVault Backup では、 ド ラ イブ ・ ク リーニング操作にク リーニング ・ テープを使用できる回数を指定できます。

［スロ ッ ト ・ ブ ラウザ］ ページで、 ク リーニング回数プロパテ ィ を設定できます。

テープのク リーニング回数を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 ［スロ ッ ト ］ リ ン クまたは対応す

る ［スロ ッ ト の管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブラウザを開きます。

3 ［スロ ッ ト ］ テーブルで、 ク リーニング ・ テープがあるスロ ッ ト を選択し て、 ［ク リーニングの保存期間
の設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ク リーニングの保存期間の設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［メ デ ィ アラ イブの設定］ ： テープを ド ラ イブのク リーニングに使用できる回数を入力または選択
し ます。 デフ ォル ト 値は、 0 です。

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ
ンの設定
［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページでテープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ ルーチンを設定できます。 NetVault 
Backup では、 日数、 転送されるデータ量、 使用時間、 および読み取り または書き込みエラー数のオプシ ョ ンを

使用し て、 ク リーニング ・ ルーチンを定義できます。

テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで、 ［ド ラ イブ ・ ク リーニングオプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ド ラ イブ ・ ク リーニングオプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

メ モ ： 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 ク リーニング ・ テープを専用のスロ ッ ト に配置
する必要があり ます。

表 98. ド ラ イブ ・ ク リーニングのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

日 x 日ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の ［実行］

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。

データ転送量 xGiB のデータ転送ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の

［実行］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。
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5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブ ・ ク リーニング要求の手動実行
［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで ド ラ イブ ・ ク リーニング要求を手動で実行できます。

ド ラ イブ ・ ク リーニング ・ ジ ョ ブを手動で実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで、 ［ド ラ イブ ・ ク リーニング］ を ク リ ッ ク し ます。

タ スクが完了する と、 メ ッ セージが表示されます。

テープのアンロー ド

テープをアンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 次に ド ラ イブまたは対応する

［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［アンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

アンロー ド要求が正常に送信される と、 メ ッ セージが表示されます。 

ラ イブ ラ リ ではテープが空きスロ ッ ト に移動され、 単体ド ラ イブではテープが取り出されます。

テープのロー ド

テープをロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を開き、 次に ［スロ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し
てスロ ッ ト ・ ブ ラウザを開きます。

3 スロ ッ ト のリ ス ト から、 テープがあるスロ ッ ト を選択し て、 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ロー ド要求が正常に送信される と、 メ ッ セージが表示されます。 

テープが空き ド ラ イブにロー ド されます。

使用時間 x 時間ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の ［実行］

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。

ソ フ ト 読み取り / 書き込み

エラー

x*100 回のソ フ ト 読み取り / 書き込みエラーご とに ド ラ イブのク リーニン

グを実行するには、 左側の ［実行］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を
入力または選択し ます。

表 98. ド ラ イブ ・ ク リーニングのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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テープ ・ ド ラ イブの削除
次の手順を使用し て、 不要になったテープ ・ ド ラ イブを削除できます。

テープ ・ ド ラ イブを削除し ても、 ロー ド されているテープに関する情報は NetVault データベースから削除され

ません。 テープはそのメ デ ィ ア ・ タ イプをサポー ト するその他の任意のド ラ イブで使用できます。 同じ NetVault 
Backup ド メ イ ン内でテープを使用する場合、 スキャ ンは不要です。 別の NetVault Backup ド メ イ ンの場合、

バッ クア ッ プにアクセスするにはテープのスキャ ンが必要です。

テープ ・ ド ラ イブを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト でアイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し て ド ラ イブを含むラ イブラ リ を開き、 ド ラ イブまたは

対応する ［ド ラ イブ管理］ アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を

ク リ ッ ク し ます。

ツ リー ・ ビ ューでのテープ ・ ド ラ イブの
管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• テープ ・ ド ラ イブ詳細の表示

• 物理テープ ・ ド ラ イブの設定

• テープ ・ ド ラ イブのステータ スの確認

• テープ ・ ド ラ イブのステータ スの変更

• ク リーニング ・ スロ ッ ト の設定

• ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ ンの設定

• ド ラ イブ ・ ク リーニング要求の手動実行

• テープのロー ド

• メ デ ィ アへの再利用のマーク付け

• テープ ・ ド ラ イブの削除

テープ ・ ド ラ イブ詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault Backup サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在の

デバイスのステータ スは、 以下のアイ コ ンが表されています。

表 99. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

ステータ ス ・ イ
ンジケータ

説明

緑 デバイスはオン ラ イ ンで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ クア ッ プまたは

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。
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テープ ・ ド ラ イブ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 ツ リー ・ ビ ューを選択し ます。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応するデバイスを ク リ ッ ク し、 ［ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ま
す。

3 デバイス ・ ステータ スのダイアログ ・ ボ ッ クスの以下のタ ブに情報が含まれます。

▪ 詳細 ： ド ラ イブに関する全般情報が表示されます。 

▫ 名前 ： ド ラ イブ名。

▫ マシン ： マシン名。

▫ ド ラ イブのステータ ス ： オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン。

▫ メ デ ィ アのステータ ス ： アンロー ド または空。

▪ ド ラ イブ統計 ： ド ラ イブの使用統計が表示されます。

▫ 総データ書き込み量 ： ド ラ イブを使用し て書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ラ イブを使用し て読み込まれたデータの合計量。

▫ 書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数。

▫ 読み込みエラー ： 報告された読み取り エラー数。

▫ 最終書き込み日 ： ド ラ イブの書き込み操作が最後に実行された日付。

▫ 最終読み込み日 ： ド ラ イブの読み込み操作が最後に実行された日付。

▪ ラ イブ ラ リ情報

▫ 名前 ： ラ イブ ラ リ名。

▫ 物理スロ ッ ト の位置 ： 物理スロ ッ ト 番号。

▫ 論理スロ ッ ト の位置 ： 論理スロ ッ ト 番号。

▪ ク リーニング ： ド ラ イブのク リーニング統計が表示されます。

▫ 最終ク リーニング日 ： ド ラ イブのク リーニング操作が最後に実行された日付。

▫ 最終ク リーニング以降の経過時間 ： 最後の自動または手動ク リーニング操作からの経過時
間。

▫ ク リーニング実行回数 ： ド ラ イブがク リーニングされた回数。

▫ 最終ク リーニング以降のデータ転送量 ： 最後のク リーニング操作以後のデータの読み取り
または書き込み量。

▫ 最終ク リーニング以降の使用時間 ： 最後のク リーニング操作以降、 読み取り または書き込
み操作に ド ラ イブが使用し た時間数。

▫ 最終ク リーニング以降のソ フ ト ・ エラー ： 最後のク リーニング操作からの、 報告された読
み取り または書き込みエラー数。

▪ 統計情報

▫ 総データ書き込み量 ： ド ラ イブを使用し て書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ラ イブを使用し て読み込まれたデータの合計量。

赤 デバイスは現在オフ ラ イ ンです。 NetVault Backup はデバイスを検出できますが、 バッ クア ッ

プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい

る、 またはその他の理由によ り ます）。 NetVault Backup は、 このデバイスを検出できません。

表 99. デバイスのステータ ス ・ アイ コ ン

ステータ ス ・ イ
ンジケータ

説明
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▫ 総書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数の合計。

▫ 総読み込みエラー ： 報告された読み取り エラー数の合計。

▫ 書き込み時間 ： 書き込み操作に要し た時間。

▫ 読み込み時間 ： 読み込み操作に要し た時間。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スロ ッ ト ・ ステータ スのダイアログ ・ ボ ッ クスの以下のタ ブに情報が含まれます。

▪ スロ ッ ト

▫ ラ イブ ラ リ情報

- 名前 ： ラ イブ ラ リ名。

- 物理スロ ッ ト の位置 ： スロ ッ ト の物理位置。

- 論理スロ ッ ト の位置 ： スロ ッ ト の論理位置。

- ロ ッ ク済み ： このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ アがスロ ッ ト 内に存在するか、 スロ ッ ト が
予約されている場合に表示されます。

▪ メ デ ィ ア ： このセクシ ョ ンは、 前出のド ラ イブのメ デ ィ ア ・ セクシ ョ ン と同様です。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

物理テープ ・ ド ラ イブの設定

テープ ・ ド ラ イブのオプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から、 設定する ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ド ラ イブの編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの以下のタ ブで、 設定を行います。

▪ NDMP 設定 ： こ こで、 NDMP パラ メ ータ を使用できます。 Quest サポー ト の担当者から指示され

た場合を除き、 このタ ブのパラ メ ータのデフ ォル ト 設定は変更し ないで く だ さい。 これらの設定
についての詳細は、 「NDMP の設定項目」 を参照し て く だ さい。

▪ 設定 ： こ こで必要なパラ メ ータ を設定し ます。 Quest サポー ト の担当者から指示された場合を除

き、 このタ ブのパラ メ ータのデフ ォル ト 設定は変更し ないで く だ さい。 これらの設定についての
詳細は、 「テープ ・ ド ラ イブの一般設定」 を参照し て く だ さい。

▪ パフ ォーマンス ： これらの設定についての詳細は、 「ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス設定」 を参照し て
く だ さい。

▪ 統計値 ： これらの設定についての詳細は、 「統計情報収集設定」 を参照し て く だ さい。

▪ SCSI 設定 ： さ まざまな タ イプの SCSI コ マン ドのデフ ォル ト ・ タ イムアウ ト 値はゼロに設定され

てお り、 以下の間隔に対応し ています。

▫ 高速 SCSI コマン ド  － 300 秒

▫ 低速 SCSI コマン ド  － 900 秒

▫ 超低速 SCSI コマン ド  － 3 時間

指定間隔内にコマン ド実行が完了し ない場合は、 エラーがログ記録されます。 Quest サポー ト の

担当者から指示された場合を除き、 SCSI コマン ドのデフ ォル ト ・ タ イムアウ ト は変更し ないで く

だ さい。

▪ ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニング ： テープ ・ ド ラ イブのジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニングの設定を行う に
は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定についての詳細は、 「ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニン
グの設定」 を参照し て く だ さい。
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5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値
以下の表は、 一部のド ラ イブ ・ タ イプで利用できる最適な値の例です。

テープ ・ ド ラ イブのステータ スの確認

オフ ラ イ ン ・ テープ ・ ド ラ イブのステータ スを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［確認］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスが動作し ている場合は、 ステータ スが 「使用可能」 に変わり ます。

テープ ・ ド ラ イブのステータ スの変更

ド ラ イブのステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［オン ラ イ ン］ または ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ デバイスがオフ ラ イ ンの場合、 ［オン ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオン ラ イ ンに戻せます。

▪ デバイスがオン ラ イ ンの場合、 ［オフ ラ イ ン］ を ク リ ッ ク し てオフ ラ イ ンにできます。

この操作はデバイスを物理的にオフ ラ イ ンにするわけではあ り ません。 単に、 NetVault Backup で

デバイスを使用できないよ う にし ているだけです。 

ク リーニング ・ スロ ッ ト の設定
ク リーニング ・ テープをロー ド する前に、 ク リーニング ・ メ デ ィ アを保持できるよ う にスロ ッ ト を設定する必要
があり ます。 ［デバイスの編集］ ページで、 ク リーニング ・ スロ ッ ト を設定できます。 詳細は、 「ラ イブ ラ リの変
更」 を参照し て く だ さい。

表 100. 異なる ド ラ イブ ・ タ イプに最適な転送バッ フ ァ ・ サイズ

ド ラ イブ ・ タ イプ 転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値 （KiB）

新しい高速のテープ ・ ド ラ イブ

例 ： LTO シ リーズ、 SDLT、 および SAIT
65537 （64MiB + 1KiB）

一般レベルのスピー ドのテープ ・ ド ラ イブ

例 ： DLT8000、 DLT7000、 AIT-3
32769 （32MiB + 1KiB）

プロ フ ェ ッ シ ョ ナル向けの古いテープ ・ ド ラ イブ

例 ： DLT2000、 DLT4000、 AIT-2
16385 （16MiB + 1KiB）

古い低容量のローエン ド ・ ド ラ イブ

例 ： EXB-8505、 AIT-1、 DAT
8193 （8MiB + 1KiB）
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ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定
NetVault Backup では、 ド ラ イブ ・ ク リーニング操作にク リーニング ・ テープを使用できる回数を指定できます。

［デバイス管理］ ページで、 ク リーニング回数プロパテ ィ を設定できます。

テープのク リーニング回数を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト からスロ ッ ト を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［寿命］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［回数］ ボ ッ クスで、 ド ラ イブのク リーニングにテープを使用できる回数を入力または選択し ます。

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ
ンの設定
［デバイス管理］ ページでテープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ ルーチンを設定できます。 NetVault Backup で

は、 日数、 転送されるデータ量、 使用時間、 および読み取り または書き込みエラー数のオプシ ョ ンを使用し て、
ク リーニング ・ ルーチンを定義できます。

テープ ・ ド ラ イブの自動ク リーニング ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク リーニング ・ プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ク リーニング間隔］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ク リーニング ・ スロ ッ ト が定義されていない場合、 ラ イブ ラ リが初期化されるたびにバーコー ドが
ないク リーニング ・ テープがロー ド されます。

メ モ ： 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 ク リーニング ・ テープを専用のスロ ッ ト に配置
する必要があり ます。

表 101. ド ラ イブ ・ ク リーニングのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

日 x 日ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の ［実行］

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。

データ転送量 xGiB のデータ転送ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の

［実行］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。

使用時間 x 時間ご とに ド ラ イブのク リーニングを実行するには、 左側の ［実行］

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を入力または選択し ます。

ソ フ ト 読み取り / 書き込み

エラー

x*100 回のソ フ ト 読み取り / 書き込みエラーご とに ド ラ イブのク リーニン

グを実行するには、 左側の ［実行］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 値を
入力または選択し ます。
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ド ラ イブ ・ ク リーニング要求の手動実行
［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで ド ラ イブ ・ ク リーニング要求を手動で実行できます。

ド ラ イブ ・ ク リーニング ・ ジ ョ ブを手動で実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク リーニング］ を ク リ ッ ク し ます。

タ スクが完了する と、 メ ッ セージが表示されます。

テープのアンロー ド

テープをアンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ド ラ イブを探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［アンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

アンロー ド要求が正常に送信される と、 メ ッ セージが表示されます。 

ラ イブ ラ リ ではテープが空きスロ ッ ト に移動され、 単体ド ラ イブではテープが取り出されます。

テープのロー ド

テープをロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 スロ ッ ト のリ ス ト から、 テープがあるスロ ッ ト を選択し て、 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ロー ド要求が正常に送信される と、 メ ッ セージが表示されます。 

テープが空き ド ラ イブにロー ド されます。

メ デ ィ アへの再利用のマーク付け

メ デ ィ アに手動で再利用のマーク を付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ド ラ イブ / スロ ッ ト のリ ス ト で、 対象のメ デ ィ アが存在する ド ラ イブ / スロ ッ ト を ク リ ッ ク し、 ［再利用］

を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログが表示されたら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 メ デ ィ アの再利用を手動でマーク設定し た場合、 NetVault Backup はそのメ デ ィ ア ・ ラベルとグループ関

連付けを保持し ます。 そのよ う な メ デ ィ アを再利用するには、 ［ターゲッ ト ］ タ ブの ［メ デ ィ ア再利用］
オプシ ョ ンを、 ［指定な し］ または ［指定し た メ デ ィ ア と同じグループ］ のいずれかに設定する必要があ
り ます。 NetVault Backup は、 これらのメ デ ィ アが再利用される と、 既存のメ デ ィ アのデータに上書き し

ます。

メ モ ： メ デ ィ アの再利用オプシ ョ ンは、 NetVault SmartDisk デバイスについては機能し ません。 NetVault 
SmartDisk デバイスは、 チャ ン ク ・ ス ト アから使用されていないチャ ン ク を検索、 削除し て、 デ ィ スク領

域を回収する、 ガーベ ッ ジ ・ コ レ クシ ョ ン と呼ばれるプロセスを使用し ています。
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テープ ・ ド ラ イブの削除
次の手順を使用し て、 不要になったテープ ・ ド ラ イブを削除できます。

テープ ・ ド ラ イブを削除し ても、 ロー ド されているテープに関する情報は NetVault データベースから削除され

ません。 テープはそのメ デ ィ ア ・ タ イプをサポー ト するその他の任意のド ラ イブで使用できます。 同じ NetVault 
Backup ド メ イ ン内でテープを使用する場合、 スキャ ンは不要です。 別の NetVault Backup ド メ イ ンの場合、

バッ クア ッ プにアクセスするにはテープのスキャ ンが必要です。

テープ ・ ド ラ イブを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から、 ド ラ イブを含むラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［変更］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 削除する ド ラ イブを ク リ ッ ク し ます。

5 ［選択された ド ラ イブ］ 領域で、 ［ド ラ イブの削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

または

該当する ド ラ イブを ク リ ッ ク し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

共有デバイスの追加
共有ド ラ イバの追加は、 ［デバイス管理］ ページのツ リー ・ ビ ューを使用し てのみ実行できます。

ド ラ イブを共有するには、 フ ァ イバ ・ チャネル環境などの複数のマシンがデバイスに直接パスを設定できる イ ン
フ ラス ト ラ クチャが必要です。 そのよ う な環境では、 複数の SmartClient でデバイスを共有し、 直接アクセスす

る こ とによ り リ ソースの活用を改善する こ とができます。 共有ド ラ イブは複数のマシン （NetVault Backup サー

バー、 ク ラ イアン ト 、 フ ァ イ ラーなど） で制御できますが、 ラ イブラ リ ・ アーム ・ チ ェ ンジャは 1 つの NetVault 
Backup ク ラ イアン ト の制御下に置かれたままにな り ます。 複数の NetVault Backup ク ラ イアン ト で共有する各

デバイスでは、 動的共有ド ラ イブ （DSD） ラ イセンスが使用されます。

以下のセクシ ョ ンでは、 NetVault Backup ド メ イ ンに共有デバイスを追加する手順を説明し ます。 手順を進める

前に、 ターゲッ ト の NetVault Backup ク ラ イアン ト がすべて NetVault Backup サーバーに追加されている こ と を

確認する必要があり ます。

重要 ： ド ラ イブを使用中でアク テ ィ ブの場合は変更し ないで く だ さい。 ド ラ イブを使用するジ ョ ブはすべて非ア
ク テ ィ ブにし てから変更する必要があり ます。

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 半自動的な方法を使用し た非共有ラ イブ ラ リへの共有ド ラ イブの追加

• 手動による非共有ラ イブ ラ リへの共有ド ラ イブの追加

• 単体ド ラ イブの共有

半自動的な方法を使用し た非共有ラ イブ ラ リへの
共有ド ラ イブの追加

半自動的な方法で、 非共有ラ イブ ラ リ に共有ド ラ イブを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から該当する ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。
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3 ［変更］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 該当する ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

5 ［共有ド ラ イブの検索］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域に一覧されます。 ラ イブ ラ
リの初期化プロセスが完了する と、 ステータ スがオン ラ イ ンに変わり ます。

手動による非共有ラ イブ ラ リへの共有ド ラ イブの
追加

手動で、 非共有ラ イブ ラ リ に共有 ド ラ イブを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から該当する ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［変更］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 ［ド ラ イブの表示］ を ク リ ッ ク し て、 デバイスを追加する NetVault Backup
サーバーまたは SmartClient ノ ー ド を表示し ます。

5 該当する ド ラ イブ ・ タ イプを ク リ ッ ク し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し て、 使用可能な ド ラ イブを表示し ます。

6 共有する ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［共有追加］ を選択し ます。

または

共有する ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［選択］ を ク リ ッ ク し ます。

または

ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域内の目的のベイまで ド ラ ッ グし ます。 ド ラ イブをベイに
追加するためのダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ を ク リ ッ ク し ます。

または

目的のベイが空の場合は、 ド ラ イブを ク リ ッ ク し て、 ［選択された ド ラ イブ］ 領域へド ラ ッ グし ます。 ド
ラ イブをベイに追加するためのダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ を ク
リ ッ ク し ます。

7 ベイ番号を増加または変更し ます。

8 共有する各ド ラ イブについて、 手順 6 ～ 7 を繰り返し ます。

9 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域に一覧されます。 ラ イブ ラ
リの初期化プロセスが完了する と、 ステータ スがオン ラ イ ンに変わり ます。

メ モ ： この時点で、 NetVault Backup は、 ク ラ イアン ト ・ リ ス ト 内のすべての NetVault Backup ク

ラ イアン ト を調べ、 追加済みのシ リ アル番号と一致するデバイスがないか確認し ます。

メ モ ： 共有する ド ラ イブを選択する際は、 各ド ラ イブが適切なベイ （データ転送エレ メ ン ト のア ド
レス） に割り当てられている こ と を確認するよ う注意し ます。 各ド ラ イブの正しいベイ番号を取得
するには、 関連する ラ イブ ラ リ操作ガイ ド またはユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

メ モ ： ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域で、 すでにベイに存在する ド ラ イブは選択できません。

メ モ ： すでにベイに追加されている ド ラ イブを選択する と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。
異なるベイに追加する前に ド ラ イブを削除し て く だ さい。
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単体ド ラ イブの共有

単体 ド ラ イブを共有 ド ラ イブ と し て追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から該当する ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［変更］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 ［ド ラ イブの表示］ を ク リ ッ ク し て、 デバイスを追加する NetVault Backup
サーバーまたは SmartClient ノ ー ド を表示し ます。

5 該当する ド ラ イブ ・ タ イプを ク リ ッ ク し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し て、 使用可能な ド ラ イブを表示し ます。

6 ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［共有追加］ を ク リ ッ ク し ます。 ［選択された ド ラ イブ］ 領域に、 ド ラ イブの画
像、 タ イプ、 および詳細が表示されます。

または

共有する ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［選択］ を ク リ ッ ク し ます。

または

ド ラ イブを ク リ ッ ク し、 ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域内の目的のベイまで ド ラ ッ グし ます。 ド ラ イブをベイに
追加するためのダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ を ク リ ッ ク し ます。

または

目的のベイが空の場合は、 ド ラ イブを ク リ ッ ク し て、 ［選択された ド ラ イブ］ 領域へド ラ ッ グし ます。 ド
ラ イブをベイに追加するためのダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ を ク
リ ッ ク し ます。

7 利用可能な ド ラ イブ ・ パラ メ ータ を設定し ます。 詳細は、 「物理テープ ・ ド ラ イブの設定」 を参照し て く
だ さい。

8 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域に一覧されます。 ド ラ イブの
初期化プロセスが完了する と、 ステータ スがオン ラ イ ンに変わり ます。 12.2

メ モ ： ［ラ イブ ラ リ設定］ 領域で、 すでにベイに存在する ド ラ イブは選択できません。

メ モ ： すでにベイに追加されている ド ラ イブを選択する と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。
異なるベイに追加する前に ド ラ イブを削除し て く だ さい。
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13
ス ト レージ ・ メ デ ィ アの管理

• ス ト レージ ・ サマ リの表示

• デ ィ スク ・ ス ト レージ詳細の表示

• テープ ・ ス ト レージ詳細の表示

• テープ ・ ス ト レージ ・ メ デ ィ アの管理

• セーブセ ッ ト の管理

ス ト レージ ・ メ デ ィ ア管理のためのロー
ルベースのアクセス

ス ト レージ ・ サマ リの表示
ス ト レージ ・ サマ リ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［ス ト レージの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

表 102. ス ト レージ ・ メ デ ィ ア管理のためのロールベースのアクセス

ス ト レージ ・ メ デ ィ ア管理 MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ス ト レージの調査 X

管理 - テープ ・ メ デ ィ ア X

管理 - RAS デバイス X

管理 - Snapshot Array Manager X X
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図 28. ［ス ト レージの調査］ ページ

表 103. ［ス ト レージの調査］ ページ

項目 説明

セーブセ ッ ト この領域には、 デ ィ スク ・ ベースのデバイスおよびテープ ・ ス ト レージ ・
デバイスに保管されているバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト の合計数が表示さ
れます。

デ ィ スク ・ ス ト レージ この領域には以下の情報が表示されます。

• 総データ保存量 ： デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスに保
存されているデータ総量 （重複排除し ていない合計データ ・ サイ
ズ）。 

• 使用される物理容量 ： デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイス
に保存されているバッ クア ッ プによ って使用されている総物理容量
（重複排除し た合計データ ・ サイズ）。

• 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・ サイズに対する、 重複排除前の
データ ・ サイズの比率。

テープおよび VTL ス ト

レージ

この領域には以下の情報が表示されます。

• 総データ保存量 ： 物理テープ ・ メ デ ィ ア と仮想テープ ・ メ デ ィ アに
保存されているデータの総量。 

• 個別メ デ ィ ア アイテム ： 物理および仮想テープ ・ メ デ ィ アに保存さ

れているバッ クア ッ プによ って使用される メ デ ィ ア ・ アイテムの
数。

• 利用可能なブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテム ： 追加された物理および
仮想テープ ・ デバイスで利用可能なブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテム
の数。

テープ ・ ス ト レージ とデ ィ
スク ・ ス ト レージ （円グラ
フ）

テープ ・ ベース ・ デバイス とデ ィ スク ・ ベース ・ デバイスに保存されてい
るデータの総量が表示されます。

デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスに保存されているデータ
の総量。

物理テープ ・ メ デ ィ ア と仮想テープ ・ メ デ ィ アに保存されているデー
タの総量。
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3 デ ィ スク またはテープのス ト レージ ・ リ ポジ ト リ を調査するには、 ［操作］ パネルで対応するボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

デ ィ スク ・ ス ト レージ詳細の表示
デ ィ スク ・ ス ト レージ詳細を表示するには ：

1 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ ページでは、 リ ポジ ト リのテーブルを参照できます。 

このページには以下の情報が表示されます。

▪ リ ポジ ト リ名 ： デバイスまたはス ト レージ ・ コ ンテナの名前。

▪ タ イプ ： デバイス ・ タ イプ （た と えば、 NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 または

Data Domain システム）。

▪ レ コー ド数 ： デバイスに保存されているデータ ・ レ コー ド の数。

▪ セーブセ ッ ト 数 ： デバイスに保存されているセーブセ ッ ト の数。

▪ 空き容量 ： 使用可能な領域の容量。

▪ 使用済み領域 ： 使用し ている領域の容量。

▪ 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・ サイズに対する、 重複排除前のデータ ・ サイズの比率。

3 デフ ォル ト では、 テーブルはリ ポジ ト リ名でソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。 

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

5 特定のリ ポジ ト リの詳細を表示するには、 リ ポジ ト リ ・ テーブル内でそのアイテムを選択し て、 ［リポジ
ト リ調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

テープ ・ ス ト レージ とデ ィ
スク ・ ス ト レージのサイズ
（円グラ フ）

テープ ・ ベース ・ デバイスに保存されているデータの総量、 デ ィ スク ・
ベース ・ デバイスに保存されているデータの総量、 デ ィ スク ・ ベース ・ デ
バイスに保存されているバッ クア ッ プによ って使用されている物理容量が
表示されます。

デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスに保存されているデータ
総量 （重複排除し ていない合計データ ・ サイズ）。

デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスに保存されているバッ ク
ア ッ プによ って使用されている総物理容量 （重複排除し た合計デー
タ ・ サイズ）。

物理テープ ・ メ デ ィ ア と仮想テープ ・ メ デ ィ アに保存されているデー
タの総量。

表 103. ［ス ト レージの調査］ ページ

項目 説明
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6 ［デ ィ スク リ ポジ ト リの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

▪ リ ポジ ト リ ・ サマ リ ： この領域には以下の情報が表示されます。

▫ リ ポジ ト リ名 ： デバイスまたはス ト レージ ・ コ ンテナの名前。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保存されているデータ総量 （重複排除し ていない合計デー
タ ・ サイズ）。

▫ 使用される物理容量 ： デバイスに保存されているバッ クア ッ プによ って使用されている総
物理容量 （重複排除し た合計データ ・ サイズ）。

▫ 利用可能容量 ： デバイスで利用できる空き容量。

▫ 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・ サイズに対する、 重複排除前のデータ ・ サイズの比率。

▫ ス ト レージ ・ データ ・ タ イプ ： さ まざまなプ ラグイ ンによ って使用されているス ト レージ
の割合を示す円グラ フ。

▪ ［セーブセ ッ ト ］ テーブル ： ［セーブセ ッ ト ］ テーブルには、 リポジ ト リ内に保管されているすべ
てのバッ クア ッ プが表示されます。 セーブセ ッ ト の作成日、 セーブセ ッ ト 名、 セーブセ ッ ト ・ サ
イズ、 ジ ョ ブ ID 番号、 イ ンス タ ンス番号、 およびフ ェーズ番号が表示されます。

デフ ォル ト では、 テーブルはセーブセ ッ ト の日付でソー ト されています。 必要に応じ て、 1 つま

たは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を
フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト リ をすばや く 見つける こ とができます。

セーブセ ッ ト のリ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 ［フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て、
フ ィ ルタ条件を設定し ます。

▫ 特定のク ラ イアン ト に対し て作成されたセーブセ ッ ト を表示するには、 ［ク ラ イアン ト ］ リ
ス ト を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト から ク ラ イアン ト を選択し ます。

特定の期間内に作成されたセーブセ ッ ト を表示するには、 ［セーブセ ッ ト の日付］ リ ス ト を ク リ ッ ク し
て、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。 ［過去 24 時間］、 ［先週］、 ［先月］、 ［過去 6ヶ月］、 ［去年］、

［任意］ です。

［デ ィ スク  ス ト レージ リポジ ト リの調査］ ページでは、 最初に最大 5000 レ コー ドがロー ド されます。 取

得されたレ コー ドの合計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 5000 レ コー ドが取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。

7 ス ト レージ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナ
ビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

テープ ・ ス ト レージ詳細の表示
テープ ・ ス ト レージ詳細を表示するには ：

1 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページでは、 メ デ ィ アのテーブルを参照できます。 

このページには以下の情報が表示されます。

▪ ラベル ： メ デ ィ ア ・ ラベル。

▪ グループ ： メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル。

▪ バーコー ド ： メ デ ィ ア ・ バーコー ド。

▪ ラ イブ ラ リ ： ラ イブ ラ リの名前。

▪ レ コー ド数 ： テープに保存されるデータ ・ レ コー ド の数。

▪ セーブセ ッ ト 数 ： テープに保存されているセーブセ ッ ト の数。
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▪ 空き容量 ： 使用可能な領域の容量。

▪ 使用済み領域 ： 使用し ている領域の容量。

▪ オン ラ イ ン ： テープがオン ラ イ ンであるか （ ） オフ ラ イ ンであるか （ ）。

3 デフ ォル ト では、 テーブルはメ デ ィ ア ・ ラベルでソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

5 特定のテープの詳細を表示するには、 リ ス ト でそのアイテムを選択し て、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク
し ます。 

6 ［テープ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

▪ テープ ・ サマ リ ： この領域には以下の情報が表示されます。 

▫ バーコー ド ： メ デ ィ ア ・ バーコー ド。

▫ ラベル ： メ デ ィ ア ・ ラベル。

▫ グループ ： メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル。

▫ ラ イブ ラ リ ： テープが存在する ラ イブ ラ リの名前。

▫ オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン ： オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン （指定されている場合）。

▫ メ デ ィ ア ・ タ イプ ： デ ィ スク ・ フ ァ イル （仮想テープ） であるか物理テープであるか。

▫ 格納データ ： テープに保存されているデータの総量。

▫ 利用可能容量 ： 使用可能な領域の容量。

▫ 再利用ポリ シー ： テープを再利用できるかど う か。

▫ 最終書き込み日 ： ド ラ イブの書き込み操作が最後に実行された日付。

▫ 最終読み込み日 ： ド ラ イブの読み込み操作が実行された日付。

▫ 再利用回数 ： テープが再使用された回数。

▫ 読み込みエラー ： 読み取り エラー数。

▫ 書き込みエラー ： 書き込みエラー数。

▫ 使用可能 ： テープが使用可能であるかど うか。

▫ 読み取り専用 ： テープが読み取り専用と し てマーク されているかど うか。

▫ メ デ ィ ア ・ オン ラ イ ン ： テープがオン ラ イ ンであるかオフ ラ イ ンであるか。

▫ メ デ ィ ア使用量 ： さ まざまなセーブセ ッ ト によ って使用されているス ト レージの量を示す
円グラ フ。

メ モ ： テープ上に必要な空き容量は、 NetVault Backup では計算されません。 この情報は、

テープ ・ ド ラ イブから取得され、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページに表示されます。

メ モ ： テープ上に必要な空き容量は、 NetVault Backup では計算されません。 この情報は、

テープ ・ ド ラ イブから取得され、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページに表示されます。
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▪ ［セーブセ ッ ト ］ テーブル ： ［セーブセ ッ ト ］ テーブルには、 リポジ ト リ内に保管されているすべ
てのバッ クア ッ プが表示されます。 セーブセ ッ ト の作成日、 セーブセ ッ ト 名、 セーブセ ッ ト ・ サ
イズ、 ジ ョ ブ ID 番号、 イ ンス タ ンス番号、 およびフ ェーズ番号が表示されます。

デフ ォル ト では、 テーブルはセーブセ ッ ト の日付でソー ト されています。 必要に応じ て、 1 つま

たは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を
フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト リ をすばや く 見つける こ とができます。

7 ス ト レージ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナ
ビゲーシ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

テープ ・ ス ト レージ ・ メ デ ィ アの管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• テープ ・ メ デ ィ アのラベリ ング

• テープ ・ メ デ ィ アのブ ラ ン ク処理

• テープ ・ メ デ ィ アのスキャ ン

• テープを使用不可と し てマーク

• テープを読み取り専用と し てマーク

• テープを再利用と し てマーク

• オフ ラ イ ン ・ テープの削除

テープ ・ メ デ ィ アのラベ リ ング
テープ ・ カー ト リ ッ ジまたは VTL 内の仮想テープのどち らかに関係な く 、 個々のメ デ ィ アを識別するためにラ

ベルを使用し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムには、 メ デ ィ ア ・ バーコー ド、 システム生成の文字列、 ユーザー定義の
文字列を使用し てラベルを付ける こ とができます。 ブ ラ ン ク ・ メ デ ィ アのラベルは手動で割り当てる こ と もでき
ますし、 バッ クア ッ プ時に自動的に割り当てる こ と もできます。

デ フ ォル ト で、 NetVault Backup はシステム生成の文字列を ブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ ア イ テムに割 り 当てます。

設定を変更する と、 メ デ ィ ア ・ バー コ ー ド をデ フ ォル ト のラ ベル と し て使用する こ と がで き ます。 詳細は、
「メ デ ィ ア ・ マネージ ャの一般設定」 を参照 し て く だ さ い。

次のセクシ ョ ンでは、 メ デ ィ ア ・ ラベルをブ ラ ン ク ・ テープに割り当てる手順について説明し ます。

• リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープへのラベル付け

• ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープへのラベル付け

• リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープへのラベル付け

• ツ リー ・ ビ ューでの単一テープへのラベル付け

リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープへのラベル付け

ラ イブ ラ リの複数のテープにラベルを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［メ デ ィ ア ・ ラベル］ を ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定
し ます。
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4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

表 104. テープ ・ メ デ ィ アのラベ リ ング

オプシ ョ ン 説明

メ デ ィ ア ・ タ イプ ラベルを設定する メ デ ィ アの種類を選択し ます。 利用可能なオプシ ョ ンを
以下に示し ます。

• ブ ラ ン ク ： NetVault Backup サーバーにアクセス可能なデバイス内

のブ ラ ン クでラベルが付いていない メ デ ィ アにラベルを付けるに
は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

• その他 ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 こ こに挙げられた
カテゴ リ に属さ ない メ デ ィ ア ・ タ イプにラベルが付けられます。

• NetVault 5 ： NetVault Backup 5.x でデータ をバッ クア ッ プするため

に使用された メ デ ィ アにラベルを設定するには、 このチ ェ ッ ク ・
ボッ クスを選択し ます。

• 再利用可能 ： 再利用可能メ デ ィ ア ・ アイテムにラベルを付ける場
合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

ラベル ・ タ イプ メ デ ィ ア ・ ラベルのタ イプを選択し ます。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に
示し ます。

• バーコー ド ： メ デ ィ ア ・ バーコー ド を メ デ ィ ア ・ ラベルと し て使用
する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• マシン と日付 ： システムが生成し た文字列を メ デ ィ ア ・ ラベルと し
て使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 この文字列は
NetVault Backup サーバー名、 現在の日付、 およびシー ド番号で構

成されます。

• ユーザー定義 ： ユーザー定義ラベルを割り当てる場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択し て、 以下の詳細を入力し ます。

– ラベル ： メ デ ィ ア ・ ラベルと し て使用する文字列を指定し ます。

ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン
語系の文字を含める こ とはできません。 NetVault Backup では、 文

字列内の文字 「%」 の使用はサポー ト されていません。

メ デ ィ ア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はあ り ま
せん。 ただ し、 メ デ ィ ア ・ ラベル、 バーコー ド、 およびグループ ・
ラベルを組み合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メ デ ィ

ア ・ ラベルとグループ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。

– シー ド ： 個別のメ デ ィ ア ・ アイテムを識別するために、 ユーザー

定義文字列に連番が追加されます。 このオプシ ョ ンは、 シーケンス
の初期値を定義し ます。 この値は、 アイテムご とに 1 つずつ増分さ

れます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は、 1 です。

グループ ・ ラベル メ デ ィ ア ・ アイテムをグループに追加するには、 リ ス ト からグループ ・ ラ
ベルを選択し ます。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入力し
ます。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含める こ とはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 

リ ス ト 中のメ デ ィ アすべて 選択し たラ イブ ラ リ内のすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムにラベルを設定する
には、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

ラベル対象メ デ ィ ア 特定のメ デ ィ ア ・ アイテムにラベルを設定するには、 このリ ス ト から個別
のメ デ ィ ア ・ アイテムを選択し ます。 
連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連

続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ま

す。
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ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープへのラベル付け

メ デ ィ ア ・ アイテムまたはメ デ ィ ア ・ グループをバルク ・ ラベ リ ングするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 デバイスのリ ス ト から ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［バルク ・ ラベル］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［メ デ ィ アのバルク ・ ラベ リ ング］ ウ ィ ン ド ウで、 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

▪ ラベル対象メ デ ィ アのタ イプ ： ラベル設定する メ デ ィ アのタ イプを選択し ます。

▫ ブ ラ ン ク ： 現在 NetVault Backup サーバーにアクセス可能なデバイス内のブラ ン クでラベ

ルが付いていない メ デ ィ アにラベルを付けるには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▫ その他 ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 こ こに一覧されたカテゴ リ に属さ ないラ
ベル ・ メ デ ィ ア ・ タ イプに一括でラベルが付けられます。

▫ NetVault 5 ： NetVault Backup 5.x でデータ をバッ クア ッ プするために使用された メ デ ィ ア

にラベルを設定するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▫ 再利用可能 ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 マーク された メ デ ィ ア部分が再利用
可能と し てラベル付けされます。

▪ ラベル ・ タ イプ ： メ デ ィ ア ・ ラベルのタ イプを選択し ます。

▫ バーコー ド ： メ デ ィ ア ・ バーコー ド を メ デ ィ ア ・ ラベルと し て使用する場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。

▫ マシン と日付 ： NetVault Backup サーバー名、 現在の日付、 およびシー ド番号を使って文

字列を生成する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ユーザー ： ユーザー定義ラベルを割り当てるには、 ［ユーザー］ を選択し て、 以下の詳細を
入力し ます。

- ラベル ： メ デ ィ ア ・ ラベルと し て使用する文字列を入力し ます。 NetVault Backup
では、 文字列内の文字 「%」 の使用はサポー ト されていません。 メ デ ィ ア ・ ラベル

には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とは
できません。

- シー ド ： 個々のメ デ ィ ア ・ アイテムを識別するために、 NetVault Backup はユー

ザー定義文字列に連番を追加し ます。 ［シー ド］ パラ メ ータは、 シーケンスの初期
値を提供し ています。 この値は、 各メ デ ィ ア項目に対し て 1 つずつ増加し ていきま

す。 シー ドのデフ ォル ト 値は、 1 です。

▪ グループ ・ ラベル ： メ デ ィ ア ・ アイテムをグループに追加するには、 リ ス ト からグループ ・ ラベ
ルを選択し ます。 新しいグループ ・ ラベルを作成する場合に、 文字列を入力し ます。 グループ ・
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできま
せん。

グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が区別されません。 NetVault Backup は、 メ デ ィ ア ・ グルー

プの作成および使用時に、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベルの大文字と小文字を区別し ません。

メ モ ： メ デ ィ アのバルク ・ ラベ リ ングとグループ化機能は、 NetVault SmartDisk デバイスには適用

されません。

メ モ ： メ デ ィ ア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 メ
デ ィ ア ・ ラベル、 バーコー ド、 およびグループ ・ ラベルを組み合わせた表示範囲は 100 文

字です。 そのため、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグループ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にする こ と

をお勧めし ます。
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▪ メ デ ィ ア ・ アイテムの選択 ： 利用可能な方法を選択し ます。

▫ 個別メ デ ィ ア アイテムの選択 ： メ デ ィ ア ・ リ ス ト から、 ラベルを付ける個々のメ デ ィ ア ・

アイテムを選択し ます。 連続し たアイテムを選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ

ク し ます。 連続し ない複数のアイテムを選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。

▫ すべてのメ デ ィ ア ・ アイテムの選択 ： リ ス ト 内のすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムにラベルを
付けるには、 ［リ ス ト 内のすべてのメ デ ィ ア］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ 「LABEL」 を入力し て要求を確認し ます ： バルク ・ ラベ リ ングを確認するため、 ボ ッ クスに

「LABEL」 と入力し ます。 この文字列は、 大文字と小文字が区別されません。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープへのラベル付け

単一のテープにラベルを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し、 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ンを ク リ ッ
ク し てテープを含むラ イブ ラ リ を開きます。

2 ド ラ イブにテープがロー ド されている場合は、 ド ラ イブまたは対応する ［ド ラ イブの管理］ アイ コ ン  
を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブにテープがロー ド されていない場合は、 ［スロ ッ ト ］ リ ン ク または対応する ［スロ ッ ト の管理］

アイ コ ン  を ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブラウザを開きます。 スロ ッ ト のリ ス ト から、 テープがロー ド

されているスロ ッ ト を選択し ます。

3 ［ラベル］ を ク リ ッ ク し て、 ［メ デ ィ ア ・ ラベル］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで以下のオプシ ョ ンを設定し ま
す。

4 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表 105. 単一テープへのラベル付け （リ ス ト ・ ビ ュー）

オプシ ョ ン 説明

ラベル テープのラベルを指定し ます。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含める こ とはできません。 NetVault Backup では、 文字列内の文字

「%」 の使用はサポー ト されていません。

メ デ ィ ア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はあ り ません。
ただ し、 メ デ ィ ア ・ ラベル、 バーコー ド、 およびグループ ・ ラベルを組み
合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグルー

プ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

グループ ・ ラベル テープをグループに追加するには、 リ ス ト からグループ ・ ラベルを選択し
ます。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入力し ます。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含める こ とはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 

オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ンを指定し ます。
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ツ リー ・ ビ ューでの単一テープへのラベル付け

単一テープにラベル付けするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し、 デバイスのリ ス ト で、 テープを含むラ イブ
ラ リ を開きます。

2 スロ ッ ト のリ ス ト から、 テープがあるスロ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［メ デ ィ ア ラベル］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

4 要件に応じ て、 ［読み取り専用］ または ［使用不可］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

5 設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ メ デ ィ アのブ ラ ン ク処理
テープをブ ラ ン ク処理する と、 そのテープ上に存在するバッ クア ッ プ ・ データは削除または消去されます。 テー
プから NetVault Backup ヘ ッ ダーが削除され、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグループ関連付けも削除されます。 テープを

ブ ラ ン ク処理する と、 選択し たテープ上に保管されているバッ クア ッ プのイ ンデッ クスが NetVault データベー

スから削除されます。

ブ ラ ン ク処理されたテープは、 NetVault Backup が以降のバッ クア ッ プを格納するために使用できるよ う にな り

ます。 し たがって、 メ デ ィ アのブ ラ ン ク処理前に、 テナン ト のセーブセ ッ ト がそのメ デ ィ アに存在し ていないこ
と を確認し て く だ さい。

テープに格納されているデータ を意図的に破棄する場合は、 NetVault Backup でそのテープをブ ラ ン ク処理し て

から、 専用のツールを使用し てデータ を確実に削除し ます。

次のセクシ ョ ンでは、 テープ ・ メ デ ィ アをブ ラ ン ク処理する手順について説明し ます。

• リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープのブ ラ ン ク処理

• ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープのブ ラ ン ク処理

• リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープのブ ラ ン ク処理

• ツ リー ・ ビ ューでの単一テープのブ ラ ン ク処理

表 106. 単一テープへのラベル付け （ツ リー ・ ビ ュー）

オプシ ョ ン 説明

メ デ ィ ア ・ ラベル テープのラベルを指定し ます。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含める こ とはできません。 NetVault Backup では、 文字列内の文字

「%」 の使用はサポー ト されていません。

メ デ ィ ア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はあ り ません。
ただ し、 メ デ ィ ア ・ ラベル、 バーコー ド、 およびグループ ・ ラベルを組み
合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグルー

プ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

グループ ・ ラベル テープをグループに追加するには、 リ ス ト からグループ ・ ラベルを選択し
ます。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入力し ます。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含める こ とはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 

オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ンを指定し ます。

テープ ・ フ ォーマ ッ ト Windows の場合は ［MTF］、 Linux/UNIX の場合は ［CPIO］ を選択し ます。
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リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープのブ ラ ン ク処理

ラ イブ ラ リの複数のテープをブ ラ ン ク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［バルク ・ ブ ラ ン ク］ を ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定
し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの複数テープのブ ラ ン ク処理

ラ イブ ラ リの複数のテープをブ ラ ン ク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 デバイスのリ ス ト から、 メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。

3 ［バルク ・ ブ ラ ン ク］ を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［メ デ ィ アのバルク ・ ブ ラ ン ク］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

▪ メ デ ィ ア ・ アイテムの選択

▫ 個別メ デ ィ ア アイテムの選択 ： メ デ ィ ア ・ リ ス ト から、 ブラ ン ク処理する個々のメ デ ィ

ア ・ アイテムを選択し ます。 連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ

ク し ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

▫ すべてのメ デ ィ ア ・ アイテムの選択 ： リ ス ト 内のすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムをブ ラ ン ク
処理するには、 ［リ ス ト 内のすべてのメ デ ィ ア］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： NetVault Backup サーバーのパスワー ド を入力し ます。

▪ 「BLANK」 を入力し て要求を確認 ： バルク ・ ブ ラ ンキングを確認するため、 ボ ッ クスに

「BLANK」 と入力し ます。 この文字列では、 大文字と小文字は区別されません。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表 107. バルク ・ ブラ ン ク

オプシ ョ ン 説明

リ ス ト 中のメ デ ィ アすべて ［ブ ラ ン クにできる メ デ ィ ア］ リ ス ト 内のすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムをブ
ラ ン ク処理するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

ブ ラ ン クにできる メ デ ィ ア 特定のメ デ ィ ア ・ アイテムをブ ラ ン ク処理するには、 このリ ス ト からアイ
テムを選択し ます。

連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連

続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ま

す。

パスワー ド NetVault Backup サーバーのパスワー ド を入力し ます。 
NetVault Backup サーバーにパスワー ドが設定されていない場合は、 シス

テムの root または管理者パスワー ド を指定し ます。

'BLANK' を入力し て要求

を確認し ます

確認のために、 このボ ッ クスに 「BLANK」 （大文字と小文字は区別されな

い） と入力し ます。

メ モ ： この手順は、 NetVault SmartDisk デバイスをブラ ン ク処理する目的では使用できません。
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リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープのブ ラ ン ク処理

単一テープをブ ラ ン ク処理するには ：

1 ［デバイス管理］ ページから テープをブ ラ ン ク処理するには、 次のよ う に操作し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し、 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン  
を ク リ ッ ク し てテープを含むラ イブ ラ リ を開きます。

b ド ラ イブにテープがロー ド されている場合は、 ド ラ イブまたは対応する ［ド ラ イブの管理］ アイ

コ ン  を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブにテープがロー ド されていない場合は、 ［スロ ッ ト ］ リ ン ク または対応する ［スロ ッ ト の

管理］ アイ コ ン  を ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブラウザを開きます。 スロ ッ ト のリ ス ト から、

テープがロー ド されているスロ ッ ト を選択し ます。

2 ［ス ト レージの調査］ ページから テープをブ ラ ン ク処理するには、 次のよ う に操作し ます。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

b ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択
し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ブ ラ ン ク］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ツ リー ・ ビ ューでの単一テープのブ ラ ン ク処理

単一テープをブ ラ ン ク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 テープを含むスロ ッ ト を ク リ ッ ク し ま
す。

2 ［ブ ラ ン ク］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ メ デ ィ アのスキャ ン
［スキャ ン］ を使用する と、 テープに保存されているすべてのバッ クア ッ プを照会し て、 特定の NetVault Backup
サーバーのデータベースでイ ンデッ クス付けされていないバッ クア ッ プを イ ンポー ト できます。 ［スキャ ン］ を
使用し て、 「Foreign」 テープを NetVault データベースにイ ンポー ト する こ と もできます。

バッ クア ッ プをデータベースにイ ンポー ト するには、 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup マシン名を、

バッ クア ッ プを実行し た元のサーバーと同じにする必要があ り ます。 テープのスキャ ンに要する時間は、 イ ン
ポー ト するバッ クア ッ プ数およびバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのサイズによ って異な り ます。 スキャ ン ・ プロセ
スでは、 テープのデータは読み取られず、 バッ クア ッ プの先頭と末尾の間がスキッ プ されて、 バッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト ご とにイ ンデッ クスが読み取られます。

同じ または以前のバージ ョ ンの NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスをスキャ ンできます。 サーバーが同

じ イ ンデッ クス ・ バージ ョ ンを使用し ていない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでよ り新しいバージ ョ ンの
NetVault Backup で生成されたイ ンデッ クスはスキャ ンできません。 イ ンデ ッ クス ・ バージ ョ ンがサポー ト され

ていない場合は、 イ ンデッ クスはイ ンポー ト されず、 メ ッ セージがログに生成されます。

ラ イブ ラ リ間でテープをスワ ッ プ し た り、 NetVault Backup サーバーから削除し た り、 別の NetVault Backup
サーバーによ って制御されているデバイスにロー ド し た りする と、 NetVault Backup サーバーは NetVault データ

ベース内でそのテープに関する情報を見つける こ とができません。 この場合、 最初のスキャ ンではテープから
ヘ ッ ダー情報を取得し、 この情報を NetVault データベースに追加し てから、 テープに 「外部」 と マーク し ます。

NetVault Backup は、 テープを再度スキャ ンするまで、 「外部」 テープに保存されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト す

る こ とはできません。

次のセクシ ョ ンでは、 テープ ・ メ デ ィ アをスキャ ンする手順について説明し ます。

• リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの全テープのスキャ ン
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• ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの全テープのスキャ ン

• リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープのスキャ ン

• ツ リー ・ ビ ューでの単一テープのスキャ ン

リ ス ト ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの全テープのスキャ ン

ラ イブ ラ リ内のすべてのテープをスキャ ンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し てラ イブラ リ を探し、 対応する ［ラ イブラ リの管理］

アイ コ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［テープ ・ ラ イブ ラ リ管理］ ページで、 ［すべてスキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます （NetVault Backup がプロセ

スの開始に失敗する場合は、 ［強制スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます）。 

4 ［デバイスのスキャ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ イ ンポー ト されたバッ クア ッ プ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにイ ンポー ト された

バッ クア ッ プ ・ データの保存期間を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で

使用可能でないバッ クア ッ プのみに適用されます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 7 日間です。 デフ ォル ト 値は、 メ デ ィ ア ・ マネージャの設定を

変更する こ と で変更できます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定」 を参照し て く だ さ
い。 

現在のセ ッ シ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択し ます。 保存期
間は日数で指定し ます。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じ て、 イ ンポー ト されたバッ クア ッ プのリ タ イア時間が次の
よ う に変更されます。

▫ バッ クア ッ プがすでにリ タ イア されている場合、 そのリ タ イア時間は指定された保存期間
に設定されます。 ゼロに指定する と、 リ タ イア されたセーブセ ッ ト のリ タ イア時間は 1 時

間に設定されます。

▫ 指定された期間の前にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は変更されません。 このよ う なバッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プの保
存期間の設定によ って リ タ イア時間が決ま り ます。 

［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し て、 スキャ ン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ツ リー ・ ビ ューでのラ イブ ラ リの全テープのスキャ ン

ラ イブ ラ リ内のすべてのテープをスキャ ンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から ラ イブ ラ リ を探し て、 ク リ ッ ク し ます。 

3 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます。 （NetVault Backup がプロセスの開始に失敗する場合は、 ［強制スキャ ン］

を ク リ ッ ク し ます）。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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リ ス ト ・ ビ ューでの単一テープのスキャ ン

単一テープをスキャ ンするには ：

1 次のいずれかの方法でスキャ ンするテープを選択し ます。

▪ ［デバイス管理］ ページから テープを選択するには、 次の手順に従います。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し、 デバイスのリ ス ト で、 アイ コ

ン  を ク リ ッ ク し てテープを含むラ イブラ リ を開きます。

b ド ラ イブにテープがロー ド されている場合は、 ド ラ イブまたは対応する ［ド ラ イブの管理］

アイ コ ン  を ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イブにテープがロー ド されていない場合は、 ［スロ ッ ト ］ リ ン ク または対応する ［ス

ロ ッ ト の管理］ アイ コ ン  を ク リ ッ ク し てスロ ッ ト ・ ブラウザを開きます。 スロ ッ ト の

リ ス ト から、 テープがロー ド されているスロ ッ ト を選択し ます。

▪ ［ス ト レージの調査］ ページから テープを選択するには、 次の手順に従います。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

b ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープ
を選択し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［デバイスのスキャ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ イ ンポー ト されたバッ クア ッ プ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにイ ンポー ト された

バッ クア ッ プ ・ データの保存期間を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で

使用可能でないバッ クア ッ プのみに適用されます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 7 日間です。 デフ ォル ト 値は、 メ デ ィ ア ・ マネージャの設定を

変更する こ と で変更できます。 詳細は、 「メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定」 を参照し て く だ さ
い。 

現在のセ ッ シ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択し ます。 保存期
間は日数で指定し ます。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じ て、 イ ンポー ト されたバッ クア ッ プのリ タ イア時間が次の
よ う に変更されます。

▫ バッ クア ッ プがすでにリ タ イア されている場合、 そのリ タ イア時間は指定された保存期間
に設定されます。 ゼロに指定する と、 リ タ イア されたセーブセ ッ ト のリ タ イア時間は 1 時

間に設定されます。

▫ 指定された期間の前にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされている場合、
そのリ タ イア時間は変更されません。 このよ う なバッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プの保
存期間の設定によ って リ タ イア時間が決ま り ます。 

［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し て、 スキャ ン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ツ リー ・ ビ ューでの単一テープのスキャ ン

単一テープをスキャ ンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デバイスのリ ス ト から、 テープを含むスロ ッ ト を探し て、 ク リ ッ ク し ます。 

3 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます。 （NetVault Backup がプロセスの開始に失敗する場合は、 ［強制スキャ ン］

を ク リ ッ ク し ます）。
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テープを使用不可と し てマーク
メ デ ィ アが損傷し ている、 または使用に適さ ない場合、 それを 「使用不可」 と し てマーク し て、 ジ ョ ブがそれを
選択し ないよ う にする こ とができます。 このプロパテ ィ は、 ［テープ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムの調査］ ページで設
定できます。 メ デ ィ アを使用不可に設定する と、 別のメ デ ィ アをテナン ト のユーザー ・ グループに割り当てる必
要があり ます。

テープを使用不可と し てマークするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択し、
［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 テープを使用不可と し てマークするには、 ［使用不可をマーク］ を ク リ ッ ク し ます。

4 このプロパテ ィ を変更するには、 テープを選択し て ［使用可能をマーク］ を ク リ ッ ク し ます。

テープを読み取り専用と し てマーク
テープを 「読み取り専用」 と し てマーク し て、 それ以上書き込まれないよ う に保護する こ とができます。 ただ
し、 一旦、 メ デ ィ アを ［読み取り専用］ と し てマークする と、 バッ クア ッ プを保存する新しい メ デ ィ アをテナン
ト に割り当てる必要があり ます。

テープのこのプロパテ ィ を有効にする方法は 2 つあ り ます。

• ターゲッ ト ・ セ ッ ト に ［メ デ ィ アをバッ クア ッ プ以降の書き込みから保護］ オプシ ョ ンを設定し て、
バッ クア ッ プ完了後のテープの書き込み保護を有効にする こ とができます。 詳細は、 「メ デ ィ ア共有オプ
シ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

• または、 ［テープ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムの調査］ ページから読み取り専用プロパテ ィ を設定する こ と もで
きます。 手順はこのセクシ ョ ンで説明されています。

テープを読み取り専用と し てマークするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択し、
［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 テープを読み取り専用と し てマークするには、 ［読み取り専用をマーク］ を ク リ ッ ク し ます。

4 このプロパテ ィ を変更するには、 テープを選択し て ［書き込み可能をマーク］ を ク リ ッ ク し ます。

テープを再利用と し てマーク
メ デ ィ アに保管されている最後のセーブセ ッ ト がリ タ イア された場合、 メ デ ィ アは自動的に再利用のマークが付
けられます。 このプロパテ ィ は、 ［テープ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムの調査］ ページから手動で設定する こ と もでき
ます。 NetVault Backup は、 テープが再利用される と、 既存のデータ をそのテープに上書き し ます。 し たがって、

再利用と し てマークする前に、 テナン ト のセーブセ ッ ト がそのメ デ ィ アにないこ と を確認し ます。

メ デ ィ アの再利用を手動でマーク設定し た場合、 NetVault Backup はそのメ デ ィ ア ・ ラベルとグループ関連付け

を保持し ます。 そのよ う な メ デ ィ アを再利用するには、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 内の ［メ デ ィ ア再利用］ オプシ ョ ン
に、 以下のいずれかを設定し ます。 ［任意］ または ［ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア と同じグループ ・ ラベルを使用］。 

テープに手動で再利用のマーク を付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

重要 ： 書き込み操作時に SCSI エラーが発生し た場合、 それ以上の書き込みを防止するために、 メ デ ィ ア

に ［読み取り専用］ のマークが設定される こ とがあ り ます。 このエラーが発生し た場合は、 ハー ド ウ ェ ア
にエラーがないかど うかチ ェ ッ ク し て く だ さい。 テープまたはメ デ ィ アにエラーが見つからなかった場合
は、 テープを 「書き込み可能」 に設定し ます。
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2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択し、
［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［再利用］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オフ ラ イ ン ・ テープの削除
次の手順を使用し て、 オフ ラ イ ン ・ テープを削除できます。

オフ ラ イ ン ・ テープを削除する と、 そのテープに関する情報は NetVault データベースから削除されますが、

テープに保存されているバッ クア ッ プは削除されません。 テープに保存されているバッ クア ッ プを使用するに
は、 テープをスキャ ン し て メ デ ィ ア情報を NetVault データベースにイ ンポー ト する必要があ り ます。 

オフ ラ イ ン ・ テープを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から、 削除するテープを
選択し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

オフ ラ イ ン ・ テープのみを NetVault Backup から削除できます。

3 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• セーブセ ッ ト 詳細の表示

• セーブセ ッ ト 有効期限のオプシ ョ ン設定

• デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスからのセーブセ ッ ト の削除

• テープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからのセーブセ ッ ト の削除

セーブセ ッ ト 詳細の表示

セーブセ ッ ト の詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスにセーブセ ッ ト が保管されている場合は、 ［デ ィ スク ・ ス ト
レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 リ ポジ ト リのテーブルからデバイスを選択し て、 ［リポジ ト リ調査］
を ク リ ッ ク し ます。

3 物理または仮想テープにセーブセ ッ ト が保管されている場合は、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ
ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

4 セーブセ ッ ト のリ ス ト から、 対象セーブセ ッ ト を選択し て、 ［セーブセ ッ ト 検査］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［セーブセ ッ ト 情報］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ジ ョ ブ ： ジ ョ ブ ID 番号およびイ ンス タ ンス ID 番号

▪ タ イ ト ル ： ジ ョ ブ名

▪ タグ ： セーブセ ッ ト に割り当てられている タグ 

▪ ［Server］ ： NetVault Backup サーバーの名前

▪ ク ラ イアン ト ： セーブセ ッ ト が生成される NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前。
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▪ プ ラグイ ン ： セーブセ ッ ト の作成に使用されたプ ラグイ ンの名前。

▪ ［日付］ ： セーブセ ッ ト 作成日付。

▪ 有効期限 ： セーブセ ッ ト 有効期限の日時。

▪ 増分 ： 増分バッ クア ッ プであるかど うか。

▪ アーカ イブ ： アーカ イブ ・ オプシ ョ ンが選択されたかど う か。

▪ サイズ ： セーブセ ッ ト ・ サイズ。

6 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト を表示するには、 ［メ デ ィ ア ・ リ ス ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 

表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バッ クア ッ プ ・ サイズ ： セーブセ ッ ト の合計サイズがバイ ト 数で表示されます。

▪ データ ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグ メ ン ト を含む メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト 数、 終了バイ ト 数、 メ デ ィ アの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト を含む メ
デ ィ ア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベルおよび メ デ ィ アの場所を参照
できます。

［閉じ る］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

セーブセ ッ ト 有効期限のオプシ ョ ン設定
NetVault Backup は、 バッ クア ッ プに対し て世代ベースおよび時間ベースのリ タ イア方式をサポー ト し ています。

これらのオプシ ョ ンは、 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で指定し ます。 ［有効期限の変更］ を使用し て、 有効期限
や世代数を後で設定または変更する こ と もできます。

このセクシ ョ ンでは、 ［有効期限の変更］ を使用し て リ タ イア期間または最大世代数を設定する方法について説
明し ます。 ［バッ クア ッ プ寿命］ オプシ ョ ンについての詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ オプシ ョ ンの設定」
を参照し て く だ さい。

バッ クア ッ プに従属バッ クア ッ プが含まれる場合は、 以下を実行するよ う に選択できます。

• すべての従属バッ クア ッ プを リ タ イアする準備が整う まで、 セーブセ ッ ト の削除を延期する

• スケジュールに従ってセーブセ ッ ト を強制削除する

バッ クア ッ プ ・ リ タ イア方式の詳細については、 「バッ クア ッ プのリ タ イア」 を参照し て く だ さい。

セーブセ ッ ト 有効期限のオプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスにセーブセ ッ ト が保管されている場合は、 ［デ ィ スク ・ ス ト
レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 リ ポジ ト リのテーブルからデバイスを選択し て、 ［リポジ ト リ調査］
を ク リ ッ ク し ます。

3 物理または仮想テープにセーブセ ッ ト が保管されている場合は、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ
ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト から テープを選択し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

4 セーブセ ッ ト のリ ス ト から、 対象セーブセ ッ ト を選択し て、 ［セーブセ ッ ト 検査］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［有効期限の変更］ を ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。
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6 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

表 108. セーブセ ッ ト 有効期限の変更

オプシ ョ ン 説明

有効期限の変更 時間ベースのリ タ イアを設定するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し
て、 以下のいずれかの作業を行います。

• ［オン］ オプシ ョ ンを選択し て、 それぞれのボ ッ クスに日時を入力
するか、 または選択し ます。

• または、 ［無期限］ オプシ ョ ンを選択し て、 バッ クア ッ プを無期限
に保持し ます。

メ モ ： 時間ベースのリ タ イアでは、 時間コ ンポーネン ト （HH:MM） は実際

のリ タ イア時間を表し てはいません。 バッ クア ッ プのリ タ イア期限を表し
ています。 実際のリ タ イア時間は、 メ デ ィ ア ・ マネージャがメ デ ィ ア ・
データベースをスキャ ン し て、 リ タ イアする必要があるバッ クア ッ プを特
定するまでの間隔によ り決ま り ます。 デフ ォル ト のスキャ ン間隔は 60 分

です。 そのため、 リ タ イア時間が 10:20 に設定されている場合、 実際のリ

タ イア時間は 11:00 と な り ます。 デフ ォル ト 設定は、 mediamgr.cfg フ ァ

イルで変更できます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデ
フ ォル ト 間隔の設定」 を参照し て く だ さい。

生成サイ クルの変更 世代ベースのリ タ イアを設定するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し
て、 以下のいずれかの作業を行います。

• ［次の期間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを選択し て、 関連する
ボ ッ クスにフル ・ バッ クア ッ プ回数を入力または選択し ます。

• または、 ［破棄し ない］ オプシ ョ ンを選択し て、 バッ クア ッ プを無
期限に保持し ます。

強制終了 デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プに依存関係のあるバッ クア ッ プが含まれる
場合、 そのリ タ イアはすべての依存関係のあるバッ クア ッ プがリ タ イアす
る準備が整う まで延期されます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 そのリ タ イア ・ スケジュールに
従ってバッ クア ッ プを リ タ イアする こ とができます。 この動作を強制する
と、 依存関係のある増分および差分バッ クア ッ プが早期に リ タ イアする場
合があり ます。

このルールをすべてのバッ クア ッ プにグローバルに適用するために、 メ
デ ィ ア ・ マネージャの設定を変更できます。 詳細は、 「依存関係にあるバッ
クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定」 を参照し て く だ さい。 メ デ ィ ア ・ マ
ネージャの ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に

設定されている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの状態に関係な く 、 ［強制
終了］ オプシ ョ ンが使用されます。 

重要 ： 
• ［有効期限日付の変更］ オプシ ョ ン と ［生成サイ クルの変更］ オプシ ョ ンを両方と も フル ・ バッ ク

ア ッ プに設定する と、 バッ クア ッ プは、 両方の条件が満た された と きのみリ タ イア されます。 た と
えば、 ［フル ・ バッ クア ッ プ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ンを フル ・ バッ クア ッ プ 4 回に、 ［次の

期間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを 30 日に設定する と、 フル ・ バッ クア ッ プが 4 回行われて、

なおかつ 30 日が経過し てからバッ クア ッ プはリ タ イア されます。

• デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス （Quest DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 また

は Data Domain システムなど） に保管されているバッ クア ッ プがリ タ イア し た場合、 そのバッ ク

ア ッ プはデバイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ン
ポー ト する こ とはできません。
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［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページでセーブセ ッ ト の有効期限オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページのセーブセ ッ ト ・ テーブルには、 利用可能な

セーブセ ッ ト が一覧表示されています。

2 有効期限の日付と時刻を変更するセーブセ ッ ト を選択し ます。

3 ［有効期限］ フ ィ ールド で有効期限の日付と時刻を設定し ます。

4 ［メ デ ィ ア管理 - セーブセ ッ ト の有効期限日の変更］ ページでオプシ ョ ンを設定し ます。 「表 108」 を参照

し て く だ さい。

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスからの
セーブセ ッ ト の削除
セーブセ ッ ト をデ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスから削除する と、 セーブセ ッ ト のイ ンデッ クスが
NetVault データベースから削除され、 デバイスからセーブセ ッ ト のバッ クア ッ プが削除されます。 デバイスをス

キャ ン し て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とはできません。

バッ クア ッ プに従属バッ クア ッ プが含まれる場合は、 以下を実行するよ う に選択できます。

• すべての従属バッ クア ッ プを リ タ イアする準備が整う まで、 セーブセ ッ ト の削除を延期する

• セーブセ ッ ト を即座に強制削除する

デ ィ スクベースのス ト レージ ・ デバイスからセーブセ ッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［デ ィ スク ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 リポジ ト リのテー
ブルからデバイスを選択し て、 ［リ ポジ ト リ調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 複数のセーブセ ッ ト を削除するには、 次のよ う に操作し ます。

a セーブセ ッ ト のリ ス ト で、 削除するセーブセ ッ ト を選択し ます。 

連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の項目を

選択するには、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

b ［セーブセ ッ ト 削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

c ［セーブセ ッ ト 削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 選択し たセーブセ ッ ト の重複も削除する場合は、
［選択し たセーブセ ッ ト に関連付けられたすべてのコ ピーを削除し ます］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択し ます。 

d ［削除タ イ ミ ングのオプシ ョ ンを選択し ます］ で、 セーブセ ッ ト をすぐに削除するか、 すべての従
属セーブセ ッ ト がリ タ イア日に達するまで削除を遅らせるかを指定し ます。 

▫ 削除するにはマーク を付けます ： 選択し たセーブセ ッ ト を削除対象と し てマークするには、
このオプシ ョ ンを使用し ます。 依存関係にある増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プ
がセーブセ ッ ト に存在し ない場合、 セーブセ ッ ト はすぐに削除されます。 依存関係にある
増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プがバッ クア ッ プに存在する場合、 セーブセ ッ ト
は、 依存関係にあるすべてのバッ クア ッ プがリ タ イア日に達し た後で削除されます。

▫ すぐに強制削除 ： 選択し たセーブセ ッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。 選択し たセーブセ ッ ト に存在する、 依存関係にある増分バッ クア ッ プ と差分バッ ク
ア ッ プ も、 リ タ イア日に達し ていな く てもすぐに削除されます。

e ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： メ デ ィ ア ・ マネージャの ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に設定されて

いる場合は、 こ こでの選択に関係な く 、 セーブセ ッ ト は即座に削除されます。 このグローバル設定の詳細
については、 「依存関係にあるバッ クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定」 を参照し て く だ さい。
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4 セーブセ ッ ト を検討し てから削除するには、 次のよ う に操作し ます。

a セーブセ ッ ト のリ ス ト で、 削除するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［セーブセ ッ ト 検査］ を ク リ ッ ク し
ます。

b ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

c ［セーブセ ッ ト 削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 選択し たセーブセ ッ ト の重複も削除する場合は、
［このセーブセ ッ ト に関連付けられたすべてのコ ピーを削除し ます］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し
ます。 

d ［削除タ イ ミ ングのオプシ ョ ンを選択し ます］ で、 セーブセ ッ ト をすぐに削除するか、 すべての従
属セーブセ ッ ト がリ タ イア日に達するまで削除を遅らせるかを指定し ます。 

▫ 削除するにはマーク を付けます ： 選択し たセーブセ ッ ト を削除対象と し てマークするには、
このオプシ ョ ンを使用し ます。 依存関係にある増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プ
がセーブセ ッ ト に存在し ない場合、 セーブセ ッ ト はすぐに削除されます。 依存関係にある
増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プがバッ クア ッ プに存在する場合、 セーブセ ッ ト
は、 依存関係にあるすべてのバッ クア ッ プがリ タ イア日に達し た後で削除されます。

▫ すぐに強制削除 ： 選択し たセーブセ ッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。 選択し たセーブセ ッ ト に存在する、 依存関係にある増分バッ クア ッ プ と差分バッ ク
ア ッ プ も、 リ タ イア日に達し ていな く てもすぐに削除されます。

e ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからの
セーブセ ッ ト の削除
テープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからセーブセ ッ ト を削除する と、 基本的に、 セーブセ ッ ト のイ ンデッ ク
スが NetVault データベースから削除されます。 その後も メ デ ィ アをスキャ ン し て、 NetVault データベースに

バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを イ ンポー ト し、 バッ クア ッ プを使用できます。

バッ クア ッ プに従属バッ クア ッ プが含まれる場合は、 以下を実行するよ う に選択できます。

• すべての従属バッ クア ッ プを リ タ イアする準備が整う まで、 セーブセ ッ ト の削除を延期する

• セーブセ ッ ト を即座に強制削除する

テープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスからセーブセ ッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ を ク リ ッ ク し ます。 メ デ ィ ア ・ アイテム
のリ ス ト から テープを選択し、 ［メ デ ィ アの調査］ を ク リ ッ ク し ます。

3 セーブセ ッ ト のリ ス ト で、 削除するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［セーブセ ッ ト 検査］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［セーブセ ッ ト 削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 選択し たセーブセ ッ ト の重複も削除する場合は、 ［この
セーブセ ッ ト に関連付けられたすべてのコ ピーを削除し ます］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 

重要 ： メ デ ィ ア ・ マネージャの ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に設定されて

いる場合は、 こ こでの選択に関係な く 、 セーブセ ッ ト は即座に削除されます。 このグローバル設定の詳細
については、 「依存関係にあるバッ クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定」 を参照し て く だ さい。
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6 ［削除タ イ ミ ングのオプシ ョ ンを選択し ます］ で、 セーブセ ッ ト をすぐに削除するか、 すべての従属セー
ブセ ッ ト がリ タ イア日に達するまで削除を遅らせるかを指定し ます。 

▪ 削除するにはマーク を付けます ： 選択し たセーブセ ッ ト を削除対象と し てマークするには、 この
オプシ ョ ンを使用し ます。 依存関係にある増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プがセーブ
セ ッ ト に存在し ない場合、 セーブセ ッ ト はすぐに削除されます。 依存関係にある増分バッ クア ッ
プまたは差分バッ クア ッ プがバッ クア ッ プに存在する場合、 セーブセ ッ ト は、 依存関係にあるす
べてのバッ クア ッ プがリ タ イア日に達し た後で削除されます。

▪ すぐに強制削除 ： 選択し たセーブセ ッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し ます。
選択し たセーブセ ッ ト に存在する、 依存関係にある増分バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ も、 リ
タ イア日に達し ていな く てもすぐに削除されます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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14
ユーザー ・ アカウン ト とグループ ・ ア
カウン ト の管理

• ユーザー ・ アカウン ト について

• ユーザーとグループの権限およびプ リ セ ッ ト について

• ユーザー ・ ポリ シーの設定

• セキュア ・ モー ドの使用

• プ リ セ ッ ト の使用

• ユーザー権限

• 事前定義されたプ リ セ ッ ト

• Active Directory と NetVault Backup の統合

ユーザー ・ アカウン ト について
NetVault BackupMSP 管理者がユーザー ・ グループに権限を付与する と、 グループに関連付けられているユー

ザーがその権限を得る こ とにな り ます。 また、 テナン ト ・ ユーザーが実行する必要がある機能に応じ て、 適切な
権限、 グループ ・ メ ンバーシ ッ プ、 および割当量をテナン ト ・ アカウン ト に割り当てるのも MSP 管理者にな り

ます。 AD （Active Directory） 環境も必要にな り ます。 AD ユーザーを作成し、 NetVault Backup サーバーと統合

し てユーザー ・ グループの管理を行う必要があり ます。 詳細については、 「Active Directory と NetVault Backup
の統合」 を参照し て く だ さい。

た と えば、 MSP 管理者の場合、 AD 管理者が AD 内に固有のグループを個別に作成し ます。 MSP 管理者は、 こ

のグループを追加しグループのユーザーに MSP 管理の役割を実行するための権限を付与し ます。 必ずセキュ

ア ・ モー ド を有効にし て、 許可のないユーザーは NetVault Backup サーバーにアクセスできないよ う にし て く だ

さい。 「セキュア ・ モー ドの使用」 を参照し て く だ さい。

MSP 向け NetVault Backup には、 次の 3 種類のユーザー ・ アカウン ト があり ます。

• MSP 管理者 ： MSP 向け NetVault Backup の管理者アカウン ト です。

• テナン ト 管理者 ： 組織のテナン ト 管理者アカウン ト です。

• テナン ト ・ ユーザー ： NetVault Backup を使用し て許可されたク ラ イアン ト を保護する組織のテナン ト ・

ユーザーです。

重要 ： NetVault Backup サーバーへの許可のないユーザー ・ アクセスを避けるため、 NetVault のローカル

管理者ユーザーには秘密のパスワー ド を提供する必要があ り ます。 NetVault のローカル管理ユーザーを無

効にする こ と もできます。
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ユーザーとグループの権限およびプ リ
セ ッ ト について
権限とは、 NetVault Backup で特定のタ スク を実行するためのパー ミ ッ シ ョ ンです。 

NetVault Backup で タ スク を実行するには、 MSP 管理者が適切な権限をテナン ト 管理者グループおよびテナン

ト ・ ユーザー ・ グループに割り当てる必要があり ます。 ユーザー ・ グループに権限がない場合、 リ クエス ト は拒
否されます。 NetVault Backup では、 ユーザーまたはユーザー ・ グループに付与されている権限に応じ て、 オー

デ ィ タ ・ デーモン （nvavp） によ りユーザーのリ ク エス ト が承認されます。 NetVault Backup のユーザーおよび

ユーザー ・ グループ権限のタ イプについては、 「ユーザー権限」 を参照し て く だ さい。

プ リ セ ッ ト とはユーザーの権限セ ッ ト です。 プ リ セ ッ ト によ ってユーザー権限を割り当てる タ スクが容易にな り
ます。 管理者は、 各ユーザー ・ アカウン ト に個々の権限を割り当てる代わり に、 プ リ セ ッ ト を割り当てる こ とが
できます。 プ リ セ ッ ト をユーザーに割り当てる と、 ユーザーはそのプ リ セ ッ ト に含まれるすべての権限を取得し
ます。 

NetVault Backup には、 事前に定義されたプ リ セ ッ ト がい く つか用意されています。 プ リ セ ッ ト には特定のユー

ザー役割およびユーザー ・ グループに必要な権限がすべて含まれています。 事前定義されたプ リ セ ッ ト には、 以
下のものが含まれます、 MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 およびテナン ト ・ ユーザーです。 これらのセ ッ ト に含

まれる権限の詳細については、 「事前定義プ リ セ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。 

MSP 管理者は、 バッ クア ッ プ環境で必要と される追加のユーザー役割用にユーザー定義のプ リ セ ッ ト を作成す

る こ と もできます。 詳細は、 「プ リ セ ッ ト の使用」 を参照し て く だ さい。

ロールベースのユーザーおよびグループの権限
表 109. ロールベースのユーザーおよびグループの権限

ユーザーとグループ MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ユーザーの追加 / グループの追加 X

ク ラ イアン ト と メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ
ンバーシ ッ プ

X X

権限と割当量 X

通知プロ フ ァ イル X
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ユーザー詳細の設定

ユーザー名、 連絡先情報、 およびその他の情報を設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［詳細の変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

3 ［適用］ を ク リ ッ ク し てユーザーの詳細を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管
理］ ページに戻り ます。

表 110. ユーザーの詳細

項目 説明

識別情報 ［識別情報］ で、 以下の情報を指定し ます。

• ［ユーザー名］ ： ［ユーザー名］ に、 ユーザーの一意の名前を入力し
ます。 ユーザー ・ グループ、 ロール、 または本名に基づいて名前を
割り当てる こ とができます。 
ユーザー名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラ
テン語系の文字を含める こ とはできません。 長さ制限はあ り ません
が、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで 20 文字以内に収める こ と をお勧

めし ます。 ユーザー名に次の文字は使用できません ：

" / \ : ; | * ? < >^
メ モ ： ［ユーザー名］ フ ィ ールド には @ 記号を使用し ないで く ださい。

• ［本名］ ： ［本名］ に、 実際のユーザー名を指定し ます。

連絡先情報 ［連絡先情報］ で、 以下の情報を指定し ます。

• ［電子メ ール 1］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト のプ ラ

イマ リ ・ メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。 
• ［電子メ ール 2］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト の追加

メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。

• ［電子メ ール 3］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト の追加

メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。

• ［電話］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト の電話番号を指
定し ます。

• ［携帯電話］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト の携帯電話
の番号を指定し ます。

• ［ポケ ッ ト ベル］ ： このボ ッ クスでは、 ユーザー ・ アカウン ト のポ
ケ ッ ト ベルの番号を指定し ます。

メ モ ： ユーザー ・ アカウン ト の通知プロ フ ァ イルを設定し た場合、 ［電子
メ ール 1］ ボッ クスに設定し た メ ール ID が、 メ ール通知に使用されます。

詳細は、 「通知プロ フ ァ イルの設定」 を参照し て く だ さい。

その他の詳細 ［その他の詳細］ で、 以下の情報を指定し ます。

• ［使用マシン］ ： このボ ッ クスでは、 使用するマシンの名前を指定し
ます。

• ［詳細］ ： このボ ッ クスでは、 使用するマシンの説明を指定し ます。

• ［場所］ ： このボ ッ クスでは、 使用するマシンの場所を指定し ます。

• ［パスワー ド期限を設定し ない］ ： デフ ォル ト では、 このオプシ ョ ン
は選択されていません。 ユーザー ・ アカウン ト にパスワー ド ・ ポ リ
シー設定を適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択解除し ます。

メ モ ： 選択し たユーザーのパスワー ド期限を設定する必要がない場合は、
そのユーザー ・ アカウン ト に ［パスワー ド期限を設定し ない］ オプシ ョ ン
を使用できます。
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ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ン
バーシ ッ プの設定

ユーザー ・ グループのク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ンバーシ ッ プを設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グ
ループ ・ メ ンバーシ ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。

グループの場合は ［グループ］ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザーのグループ ・ メ ンバーシ ッ プの編集］ ページでク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループの追加
または削除を行います。

3 グループ ・ メ ンバーシ ッ プ情報を保存し、 ユーザー設定ページに戻るには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

への権限と割当量の設定

のユーザー権限およびジ ョ ブ と メ デ ィ ア割当量を設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ を ク リ ッ ク し ます。

グループの場合は ［グループ］ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2 適切なユーザー権限およびジ ョ ブ と メ デ ィ ア割当量を設定し ます。

表 111. ユーザー ・ ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ メ ンバーシ ッ プ

項目 説明

ク ラ イアン ト ・ グループ ・
メ ンバーシ ッ プ

ク ラ イアン ト ・ グループを追加または削除するには、 MSP と テナン ト 管理

者が次の作業を実行する必要があ り ます。

• ク ラ イアン ト ・ グループへのアクセスを許可する ： 特定のク ラ イア
ン ト ・ グループへのアクセスを許可するには、 ［非メ ンバー ： ］ リ
ス ト からグループを選択し て、 ［参加］ を ク リ ッ ク し ます。 選択し
たク ラ イアン ト ・ グループが、 ［メ ンバー ： ］ リ ス ト に移動されま
す。

（連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し なが

ら ク リ ッ ク し ます）。

特定のク ラ イアン ト ・ グループを メ ンバーから外すには、 ［メ ン
バー ： ］ リ ス ト で目的のグループを選択し、 ［退出］ を ク リ ッ ク し
ます。

メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ン
バーシ ッ プ

メ デ ィ ア ・ グループを追加または削除するには、 MSP 管理者が次の作業を

実行する必要があり ます。

• メ デ ィ ア ・ グループへのアクセスを許可する特定のメ デ ィ ア ・ グ
ループへのアクセスを許可するには、 ［非メ ンバー ： ］ リ ス ト から
メ デ ィ ア ・ グループを選択し て、 ［参加］ を ク リ ッ ク し ます。 選択
し た メ デ ィ ア ・ グループが、 ［メ ンバー ： ］ リ ス ト に移動されます。

（連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し なが

ら ク リ ッ ク し ます）。

特定のメ デ ィ ア ・ グループを メ ンバーから外すには、 ［メ ンバー ： ］
リ ス ト で目的のグループを選択し、 ［退出］ を ク リ ッ ク し ます。

• すべてのメ デ ィ ア ・ グループへのアクセスを許可する ： NetVault 
Backup サーバーの全メ デ ィ ア ・ グループへのユーザー ・ アクセス

を許可するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。
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3 ［適用］ を ク リ ッ ク し てグループ ・ メ ンバーシ ッ プ情報を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユー
ザー ・ グループ管理］ ページに戻り ます。

通知プロ フ ァ イルの設定

ユーザー ・ アカウン ト の通知プロ フ ァ イルを設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで ［通知プロ フ ァ イル］ を ク リ ッ ク し ま
す。

グループの場合は ［グループ］ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2 イベン ト ・ テーブルで、 イベン ト ・ ク ラス と イベン ト ・ タ イプを開いて、 使用する通知方式を選択し ま
す。

表 112. ユーザー権限と割当量

項目 説明

ユーザー権限 ユーザー権限を付与または削除するには、 以下の操作を実行し ます。

• すべての権限を許可する ： ユーザー ・ アカウン ト にすべての権限を
割り当てるには、 ［ユーザーはすべての権限を許可される］ チ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

• 特定の権限を許可する ： 特定の権限を割り当てるには、 ［拒否］ リ
ス ト で権限を選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。 選択し た権限
が、 ［許可］ リ ス ト に移動されます。

（連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し なが

ら ク リ ッ ク し ます）。

権限を削除するには、 ［許可］ リ ス ト で権限を選択し て、 ［削除］ を
ク リ ッ ク し ます。

• プ リ セ ッ ト を割り当てる ： 事前定義またはユーザー定義のプ リ セ ッ
ト を割り当てるには、 ［権限プ リ セ ッ ト ］ リ ス ト でプ リ セ ッ ト を選
択し て、 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。 事前定義されたプ リ セ ッ ト

は、 名前に後続の  記号によ って識別できます。

プ リ セ ッ ト をユーザーに割り当てる と、 ユーザーにはそのプ リ セ ッ
ト に含まれるすべての権限が許可されます。 選択し た権限が、 ［許
可］ リ ス ト に移動されます。 
1 つのプ リ セ ッ ト のみを割り当てる こ とができます。 新しいプ リ

セ ッ ト をロー ド する と、 ［許可］ リ ス ト が新しい権限セ ッ ト で上書
き されます。 
プ リ セ ッ ト を作成、 変更、 および削除する方法の詳細については、
「プ リ セ ッ ト の使用」 を参照し て く だ さい。 

メ デ ィ ア割当 メ デ ィ ア割当量は、 バッ クア ッ プ操作を実行するためにテナン ト に割り当
てられるス ト レージ制限です。 MSP がテナン ト を登録する と、 特定のテナ

ン ト のメ デ ィ ア割当量はメ デ ィ ア割当量 （TB） を使用し て設定され、 バッ

クア ッ プ ・ ジ ョ ブが作成されます。 そのため、 infinite オプシ ョ ン と Up to
オプシ ョ ンは無効になっています。 メ デ ィ ア割当量を設定するには、 表
116 を参照し て く ださい。

ジ ョ ブ割当 ジ ョ ブ割当は、 ユーザーが実行または作成できる最大ジ ョ ブ数です。 MSP
がテナン ト を登録する と、 特定のテナン ト のジ ョ ブ割当はジ ョ ブ割当を使
用し て設定され、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが作成されます。 そのため、
infinite オプシ ョ ン と Up to オプシ ョ ンは無効になっています。 ジ ョ ブ割当

を設定するには、 表 116 を参照し て く だ さい。
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3 ［適用］ を ク リ ッ ク し てユーザーの詳細を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管
理］ ページに戻り ます。

ユーザー ・ ポリ シーの設定
ユーザー ・ ポリ シーは、 ユーザー ・ パスワー ドの最大寿命を定義し てお り、 すべてのローカル ・ NetVault 
Backup ユーザーにグローバルに適用されます。 また、 ド メ イ ン ・ ユーザーに対し てセキュア ・ モー ド を有効に

する場合にも役立ちます。

ユーザー ・ ポ リ シーを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザー ・ ポ リ シーの設定］ を ク
リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ ポリ シーの設定］ ページで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［セキュア ・ モー ド］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンまたはオフにし てセキュア ・ モー ド を有効または
無効にし ます。 詳細については、 「セキュア ・ モー ド の使用」 を参照し て く だ さい。

▪ ［パスワー ド有効期限］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し て、 ユーザーがパスワー ド を変更する必要が
生じ るまでの、 パスワー ドの最大利用可能日数を入力または選択し ます。

▪ ［有効期限通知］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 何日前からユーザーにパスワー ド を変更するよ う
通知するかを指定し ます。 メ ッ セージは、 ユーザーが NetVault Backup にログオンする と毎回表

示されます。

4 ［適用］ を ク リ ッ ク し てユーザー ・ ポリ シーを保存し ます。

セキュア ・ モー ドの使用
セキュア ・ モー ド を使用する と、 ログイ ンや NetVault Backup サーバーへの追加を、 関連付けられているグルー

プが NetVault Backup サーバーに既に追加されている ド メ イ ン ・ ユーザーに限定する こ とができるよ う にな り ま

す。 特権およびその他のアクセスはグループ自体で管理され、 セキュア ・ モー ド が有効になっている場合はド メ
イ ン ・ ユーザーに権限を直接割り当てる こ とはできません。 これによ り、 セキュア ・ モー ド ではド メ イ ン ・ ユー
ザーに制限が課されます。 ユーザーがログイ ンを行った り、 ユーザーを NetVault Backup に追加し た りするに

は、 まず関連付けられているグループを NetVault Backup サーバーに追加する必要があり ます。 特権およびその

他のアクセスは、 ド メ イ ン ・ ユーザーがログイ ンするたび、 NetVault Backup サーバーにある関連グループに

よ って更新されます。

表 113. ユーザー通知プロ フ ァ イル

項目 説明

電子メ ール イベン ト 発生時にユーザーに メ ール通知を送信する方法を選択し ます。
ユーザー通知は、 ［ユーザーの詳細］ ページの ［電子メ ール 1］ ボッ クスに

設定された メ ール ID に配信されます。

Windows ポ ッ プア ッ プ ・

メ ッ セージ

イベン ト 発生時に、 ユーザーにポ ッ プア ッ プ ・ メ ッ セージを表示する場合
に選択し ます。 この方法がサポー ト されているのは Windows ベースのク ラ

イアン ト だけです。 フ ァ イアウォールまたは他のツールによ り、 そのよ う
な メ ッ セージをブロ ッ クするよ う に設定されている場合、 ポ ッ プア ッ プ ・
メ ッ セージは表示されません。 また最新バージ ョ ンの Windows では、 ポ ッ

プア ッ プ ・ メ ッ セージの方法は使用不可能と なっています。
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セキュア ・ モー ド 機能を使用するには ：

1 ド メ イ ン ・ ユーザーは、 NetVault Backup サーバーにログイ ンする際に ド メ イ ン認証情報を使用する必要

があり ます。

2 NetVault 管理者はド メ イ ン ・ ユーザーに必要な権限を付与する必要があり ます。 ド メ イ ン ・ ユーザーは

ド メ イ ン ・ グループを NetVault Backup サーバーに追加し ます。

3 ユーザー － ユーザー ・ アカウン ト の管理権限を有し ているユーザーであれば、 セキュア ・ モー ド を有効

または無効にする こ とができます。

セキュア ・ モー ド を有効または無効にする

セキュア ・ モー ド を有効または無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザー ・ ポ リ シーの設定］ を ク
リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ ポリ シーの設定］ ページで、 ［セキュア ・ モー ド］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンまたはオフに
し てセキュア ・ モー ド を有効または無効にし ます。

4 ［適用］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

プ リ セ ッ ト の使用
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• プ リ セ ッ ト の作成

• プ リ セ ッ ト の変更

• プ リ セ ッ ト の削除

プ リ セ ッ ト の作成
ユーザーの役割に必要な権限を選択し て、 セ ッ ト に一意の名前を指定する こ と で、 ユーザー定義のプ リ セ ッ ト を
作成できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト 管理］ ページで、 ［権限と割当量］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［拒否］ リ ス ト で、 含める権限を選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［権限プ リ セ ッ ト ］ の下の ［名前を付けて保存］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［権限プ リ セ ッ ト の保存］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 プ リ セ ッ ト に一意の名前を指定し て、 ［保存］ を ク
リ ッ ク し ます。 

プ リ セ ッ ト が ［権限プ リ セ ッ ト ］ リ ス ト に追加されます。 このプ リ セ ッ ト は、 他の任意のユーザーに割
り当てる こ とができます。
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プ リ セ ッ ト の変更
ユーザー権限を追加または削除し て、 プ リ セ ッ ト を変更できます。 プ リ セ ッ ト に加えられた変更は、 既存のユー
ザーに許可された権限には影響し ません。

プ リ セ ッ ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［権限プ リ セ ッ ト ］ リ ス ト で、 変更するプ リ セ ッ ト を選択し て、 ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

選択し た権限が、 ［許可］ リ ス ト に移動されます。

4 ［権限プ リ セ ッ ト ］ の下の ［名前を付けて保存］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［権限プ リ セ ッ ト の保存］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 プ リ セ ッ ト の名前を選択し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し
てセ ッ ト を上書き し ます。

プ リ セ ッ ト の削除
プ リ セ ッ ト が不要になった場合は削除できます。

プ リ セ ッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［権限プ リ セ ッ ト ］ リ ス ト で、 削除するプ リ セ ッ ト を選択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 事前定義されたプ リ セ ッ ト は削除できますが、 NetVault Backup サーバーを再起動する と そのセ ッ

ト は再作成されます。 これらのセ ッ ト がサーバーの再起動時に再作成された場合、 事前定義されたプ リ
セ ッ ト のデフ ォル ト 設定が復元されます。
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ユーザー権限
NetVault Backup のユーザー権限のタ イプについて簡単な説明を以下の表に示し ます。

表 114. NetVault Backup のユーザー権限

権限 説明

ク ラ イアン ト  — ク ラ イアン ト の追加 / 削

除 
NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加および削除する権限。

ク ラ イアン ト  — 仮想 / ク ラス タ化ク ラ イ

アン ト の追加 / 削除

仮想ク ラ イアン ト の追加、 削除用権限。

ク ラ イアン ト  — 管理者ク ラ イアン ト ・ グ

ループ 
ク ラ イアン ト ・ グループの作成、 変更、 および削除権限。

ク ラ イアン ト  — ク ラ イアン ト の設定 ク ラ イアン ト を設定するための権限。

ク ラ イアン ト  — ク ラ イアン ト ・ プロパ

テ ィ の取得

ク ラ イアン ト ・ プロパテ ィ を表示するための権限。

ク ラ イアン ト  — フ ァ イアウォールとの関

係設定

NetVault Backup サーバーと ク ラ イアン ト 間のフ ァ イアウォール関

係を設定するための権限。

デバイス — スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ アレ イの

追加または更新

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ アレ イ を追加または変更する権限。

デバイス - Snapshot Array の管理 スナ ッ プシ ョ ッ ト 機能を使用し てスナ ッ プシ ョ ッ ト を管理する権限

デバイス – ラ イブラ リの追加 テープ ・ ラ イブ ラ リ を NetVault Backup サーバーに追加する権限。

デバイス — ラ ンダム ・ アクセス ・ ス ト ア

の追加

デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスを追加するための権
限。

デバイス — シンプル ・ ド ラ イブの追加 単体ド ラ イブを NetVault Backup サーバーに追加するための権限。

デバイス — ド ラ イブのク リーニング ド ラ イブに対し て ［ク リーニング］ コマン ド を実行する権限。

デバイス — デバイスの管理 デバイス管理タ スク を実行する権限。

デバイス — 入口 / 出口ポー ト のオープン

と ク ローズ

Entry/Exit ポー ト を開閉する コマン ド を発行する権限。

デバイス — ラ イブ ラ リ ・ ド アのオープン

と ク ローズ

ラ イブ ラ リ ・ ド アを開閉する コマン ド を発行する権限。

デバイス — デバイス ・ チ ェ ッ クの実行 オフ ラ イ ン ・ デバイス ・ チ ェ ッ ク を実行する権限。

デバイス — デバイスの再設定 追加し たデバイスの再設定を行う 権限。

デバイス — デバイスの削除 デバイスを NetVault Backup サーバーから削除する権限。

デバイス — ド ラ イブ ・ ク リーニング ・ プ

ロパテ ィ の設定

ド ラ イブ ・ ク リーニング ・ オプシ ョ ンを設定する権限。 

デバイス — ラ ンダム ・ アクセス ・ ス ト ア

の更新

デ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プ ・ デバイスを変更するための権
限。

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの中断 アク テ ィ ブなジ ョ ブを中断する権限。

ジ ョ ブ — ポリ シー ・ エラーの確認 ポリ シー ・ エラーを確認し て、 エラー ・ フ ラグを削除する権限。

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ セ ッ

ト の管理

NetVault Backup セ ッ ト を作成、 変更、 および削除する権限。

ジ ョ ブ — ポリ シーの管理 ポリ シーを作成および管理する権限。

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの削除 NetVault Backup ジ ョ ブを削除する権限。

ジ ョ ブ — スケジュール済みフ ェーズの削

除

スケジュール済みジ ョ ブを削除する権限。

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの一時停止 ジ ョ ブを一時停止する権限。
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ジ ョ ブ — このユーザーが所有するジ ョ ブ

の実行許可

NetVault Backup ジ ョ ブを実行する権限。 
メ モ ： このユーザー権限では、 ジ ョ ブを実行する こ とができます
が、 ジ ョ ブを作成または変更する こ とはできません。 バッ クア ッ プ
またはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成するには、 次のユーザー権限が必要
です。

• ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行 / 更新

• ジ ョ ブ — リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの実行 / 更新

ジ ョ ブ — ポリ シーの休止 バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを休止状態にする権限。 

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの再起動 Plug-in for FileSystem バッ クア ッ プを再起動する権限。

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの再開 一時停止中のジ ョ ブを再開する権限。

ジ ョ ブ — 定義済みジ ョ ブをすぐに実行 ［今すぐ実行］ コマン ド を実行する権限。

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの停止 アク テ ィ ブな Plug-in for FileSystem バッ クア ッ プを停止する権限。

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行 /
更新 

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成および変更する権限。

メ モ ： このユーザー権限では、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成および
変更する こ とができますが、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行する こ と
はできません。 ジ ョ ブを実行するには、 ユーザー権限 ［ジ ョ ブ — 
このユーザーが所有するジ ョ ブの実行許可］ が必要です。

ジ ョ ブ — リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの実行 / 更新 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成および変更する権限。

メ モ ： このユーザー権限では、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成および変更
する こ とができますが、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行する こ とはできま
せん。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行するには、 ユーザー権限 ［ジ ョ ブ — 
このユーザーが所有するジ ョ ブの実行許可］ が必要です。

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの表示 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの定義を表示する権限。

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ セ ッ

ト の表示

セ ッ ト の定義を表示する権限。

ジ ョ ブ — ポリ シーの表示 ポリ シーの定義を表示する権限。

ジ ョ ブ — リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの表示 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの定義を表示する権限。

メ デ ィ ア — ANSI メ デ ィ アのブ ラ ン ク ANSI メ デ ィ アをブ ラ ン ク処理する権限。

メ デ ィ ア — 不良メ デ ィ アのブ ラ ン ク  不良メ デ ィ ア ・ アイテムをブ ラ ン ク処理する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのブ ラ ン ク  メ デ ィ アをブ ラ ン ク処理する権限。

メ デ ィ ア — 非 NetVault メ デ ィ アのブラ

ン ク

非 NetVault Backup メ デ ィ アをブラ ン ク処理する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのエクスポー ト Entry/Exit ポー ト に メ デ ィ アをエクスポー ト する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アまたはデバイス ・ ア

イテム ・ ステータ ス取得

デバイスおよび メ デ ィ ア ・ ステータ スを表示する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのイ ンポー ト NetApp VTL のシャ ド ウ ・ テープを イ ンポー ト する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのリ ス ト メ デ ィ ア･リ ス ト を表示する権限。

メ デ ィ ア — ド ラ イブから メ デ ィ アをロー

ド / アンロー ド

ド ラ イブから メ デ ィ アをロー ド、 アンロー ド する権限。 

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア要求の管理 メ デ ィ ア要求の優先度を変更、 および メ デ ィ ア要求を一時停止する
権限。 

メ デ ィ ア — メ デ ィ アを再利用と し てマー

ク

メ デ ィ アを再利用のために手動でマークする権限。

メ デ ィ ア — バッ クア ッ プ有効期限データ

の変更 
バッ クア ッ プのリ タ イア期間を変更する権限。

表 114. NetVault Backup のユーザー権限

権限 説明
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事前定義されたプ リ セ ッ ト
NetVault Backup には、 ユーザー固有の役割に応じ て定義された 3 種類のプ リ セ ッ ト が用意されています。 

事前定義されたプ リ セ ッ ト には、 以下のものが含まれます。

• 管理者 ： 管理者の役割では、 MSP 管理者はテナン ト の管理、 および NetVault Backup でのすべての管理

機能を実施する こ とができます。

• テナン ト 管理者 ： テナン ト 管理者の役割では、 組織の全テナン ト ・ ユーザーおよびテナン ト ・ ク ラ イア
ン ト を管理できます。

メ デ ィ ア — メ デ ィ アの削除 NetVault データベースから メ デ ィ ア情報を削除する権限。

メ デ ィ ア — foreign メ デ ィ アのスキャ ン foreign メ デ ィ アをスキャ ン し て、 それに保管されているバッ クア ッ

プを イ ンポー ト する権限。 

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア要求の表示と診断 メ デ ィ ア要求を表示および診断する権限。

メ デ ィ ア — バッ クア ッ プ有効期限データ

の表示

バッ クア ッ プのリ タ イア期間を表示する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア ・ プロパテ ィ の表示 メ デ ィ ア･プロパテ ィ を表示する権限。

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア ・ ラベルの書き込み 個別およびバルクのメ デ ィ ア ・ ラベ リ ング操作を実行する権限。

レポー ト  — レポー ト ・ ジ ョ ブ と コ ンポー

ネン ト の変更 /
編集

ユーザー定義のレポー ト と レポー ト ・ コ ンポーネン ト を作成および
変更する権限。

レポー ト  — レポー ト の表示と実行 レポー ト を生成および表示する権限。

システム — 一般通知通知プロ フ ァ イルの

変更

NetVault Backup 用一般通知プロ フ ァ イルを設定する権限。

システム — ログ ・ エン ト リのダンプ テキス ト 、 バイナ リ、 データベース ・ テーブルのダンプ形式でロ
グ ・ ダンプを生成する権限。

システム — ソ フ ト ウ ェ ア ・ パッ ケージの

イ ンス ト ール /
アン イ ンス ト ール

NetVault Backup プ ラグイ ンを イ ンス ト ールおよび削除する権限。

システム — イ ンス ト ール ・ ラ イセンス ・

キー

製品ラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールする権限。 

システム — ダ ッ シュボー ドの管理 NetVault Backup ダ ッ シュボー ド を管理する権限。

システム — CLI ツールの使用許可済み CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用する権限。 

システム — ログ ・ エン ト リのパージ NetVault データベースから ログ ・ メ ッ セージを削除する権限。

システム — ダ ッ シュボー ドの表示 NetVault Backup ダ ッ シュボー ド を表示する権限。

ユーザー － ユーザー ・ アカウン ト の管理 ユーザー ・ アカウン ト を作成、 変更、 または削除する権限。

ユーザー — ユーザーのパスワー ドのリ

セ ッ ト

ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を リ セ ッ ト する権限。

サーバー - サーバー設定の管理 サーバー設定を管理する権限。

サーバー - イベン ト の表示 イベン ト を表示する権限。

サーバー - ログの表示 ログを表示する権限。

サービス - 管理と再起動 NetVault Backup サービスの管理と再起動を行う権限。

表 114. NetVault Backup のユーザー権限

権限 説明
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• テナン ト ・ ユーザー ： テナン ト ・ ユーザーの役割では、 NetVault Backup を使用し て許可されている ク ラ

イアン ト ・ システムを保護する こ とができます。

次の表では、 事前定義されたプ リ セ ッ ト に含まれる権限を示し ます。

表 115. 事前定義されたプ リ セ ッ ト

権限 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

ク ラ イアン ト  - ク ラ イアン ト の追加

/ 削除

X X

ク ラ イアン ト  — 仮想またはク ラス

タ化ク ラ イアン ト の追加 / 削除

X X

ク ラ イアン ト  — 管理者ク ラ イアン

ト ・ グループ 
X X X

ク ラ イアン ト  — ク ラ イアン ト の設

定

X X

ク ラ イアン ト  - ク ラ イアン ト ・ プロ

パテ ィ の取得

X X X

ク ラ イアン ト  — フ ァ イアウォール

との関係設定

X X X

デバイス — スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ア

レ イの追加または更新

X X

デバイス — ラ イブ ラ リの追加 X

デバイス — ラ ンダム ・ アクセス ・

ス ト アの追加

X

デバイス — シンプル ・ ド ラ イブの

追加

X

デバイス — ド ラ イブのク リーニン

グ

X

デバイス — デバイスの管理 X

デバイス - アレ イ ・ スナ ッ プシ ョ ッ

ト の管理

X X X

デバイス — 入口 / 出口ポー ト の

オープン と ク ローズ

X

デバイス — ラ イブ ラ リ ・ ド アの

オープン と ク ローズ

X

デバイス — デバイス ・ チ ェ ッ クの

実行

X

デバイス — デバイスの再設定 X

デバイス — デバイスの削除 X

デバイス — ド ラ イブ ・ ク リーニン

グ ・ プロパテ ィ の設定

X

デバイス — ラ ンダム ・ アクセス ・

ス ト アの更新

X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの中断 X X X

ジ ョ ブ — ポリ シー ・ エラーの確認 X X X

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・

セ ッ ト の管理

X X X

ジ ョ ブ — ポリ シーの管理 X X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの削除 X X X
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ジ ョ ブ — スケジュール済みフ ェー

ズの削除

X X X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの一時停止 X X X

ジ ョ ブ — このユーザーが所有する

ジ ョ ブの実行許可

X X X

ジ ョ ブ — ポリ シーの休止 X X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの再起動 X X X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの再開 X X X

ジ ョ ブ — 定義済みジ ョ ブをすぐに

実行

X X X

ジ ョ ブ — ジ ョ ブの停止 X X X

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの

実行 / 更新 
X X X

ジ ョ ブ — リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの実行 /
更新

X X X

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの

表示

X X X

ジ ョ ブ — バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・

セ ッ ト の表示

X X X

ジ ョ ブ — ポリ シーの表示 X X X

ジ ョ ブ — リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの表示 X X X

メ デ ィ ア — ANSI メ デ ィ アのブ ラ

ン ク

X X

メ デ ィ ア — 不良メ デ ィ アのブ ラ ン

ク

X X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのブ ラ ン ク  X

メ デ ィ ア — 非 NetVault メ デ ィ アの

ブ ラ ン ク

X X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのエクスポー

ト

X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アまたはデバイ

ス ・ アイテム ・ ステータ ス取得

X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのイ ンポー ト X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アのリ ス ト X X X

メ デ ィ ア — ド ラ イブから メ デ ィ ア

をロー ド / アンロー ド

X

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア要求の管理 X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アを再利用と し

てマーク

X X

メ デ ィ ア — バッ クア ッ プ有効期限

データの変更 
X X X

メ デ ィ ア — メ デ ィ アの削除 X

メ デ ィ ア — foreign メ デ ィ アのス

キャ ン

X

表 115. 事前定義されたプ リ セ ッ ト

権限 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー
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メ デ ィ ア — メ デ ィ ア要求の表示と

診断

X

メ デ ィ ア — バッ クア ッ プ有効期限

データの表示

X X X

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア ・ プロパテ ィ

の表示 
X

メ デ ィ ア — メ デ ィ ア ・ ラベルの書

き込み 
X

レポー ト  — レポー ト ・ ジ ョ ブ と コ

ンポーネン ト の変更 / 編集

X X X

レポー ト  — レポー ト の表示と実行 X X X

システム — 一般通知プロ フ ァ イル

の変更

X

システム — ログ ・ エン ト リのダン

プ 
X X X

システム — ソ フ ト ウ ェ ア ・ パッ

ケージのイ ンス ト ール / 削除

X X

システム — イ ンス ト ール ・ ラ イセ

ンス ・ キー

X

システム — ダ ッ シュボー ドの管理 X X X

システム — CLI ツールの使用許可

済み

X

システム — ログ ・ エン ト リのパー

ジ

X

システム — ダ ッ シュボー ドの表示 X X X

ユーザー － ユーザー ・ アカウン ト

の管理

X

ユーザー — ユーザーのパスワー ド

のリ セ ッ ト

X

サーバー - イベン ト の表示 X X X

サーバー - ログの表示 X X X

システム – オペレータ ・ メ ッ セー

ジの管理

X X X

NetVault アプ ラ イアンス - ス ト レー

ジ ・ コ ンテナの作成

X

NetVault アプ ラ イアンス - ス ト レー

ジ ・ コ ンテナの削除

X

NetVault アプ ラ イアンス - システム

設定の調整

X

サービス - 管理および再起動 X

サーバー - サーバー設定値の管理 X

表 115. 事前定義されたプ リ セ ッ ト

権限 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー
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Active Directory と NetVault Backupの統

合
AD と NetVault Backup を統合する と、 NetVault Backup でロールベースのアクセス制御を行う こ とができます。

これによ り、 NetVault Backup ユーザーが AD 認証情報を使用し てログイ ンできるよ う にな り ます。 さ らに、 AD
ユーザーが NetVault Backup ユーザーを管理する こ と もできます。

AD グループを NetVault Backup に追加し て、 グループの特権、 アクセス ・ レベル、 および通知を指定する こ と

で、 初めてログオン し た と きから対応するアクセス権がグループのメ ンバーに付与されます。

• AD ユーザーの管理

• AD グループの管理

AD ユーザーの管理
さ まざまなユーザーが Active Directory （AD） に関し て NetVault Backup 内で実行できる操作と実行できない操

作を以下に示し ます。

• AD ユーザーが AD ログイ ン （た と えば、 ド メ イ ン名に続 く ユーザー名、 または @ 記号を含む名前） を

使用し てログイ ンする と、 NetVault Backup はそのログイ ンを Active Directory に対し て認証し ます。 こ

の動作によ り、 AD ユーザーは、 ローカル NetVault Backup アカウン ト がな く ても NetVault Backup にロ

グイ ンできます。

▪ 認証が成功し、 これがこのユーザーによる初めてのログイ ンの場合、 NetVault Backup は次のいず

れかのアクシ ョ ンを実行し ます。

▫ 対応する AD グループが NetVault Backup に存在する場合、 NetVault Backup は、 ユーザー

を追加し、 そのユーザーに対し て、 対応する AD グループに定義されている権限、 アクセ

ス ・ レベル、 および通知設定を割り当てます。

▫ ユーザーが NetVault Backup アカウン ト を持っていない場合、 NetVault Backup は、 権限、

アクセス ・ レベル、 および通知設定をすべて除外し て、 ユーザーを追加し ます。 ローカル
NetVault Backup 管理者がログイ ン し た と き、 管理者は、 AD ユーザー ・ エン ト リ を表示し

て、 適切な権限を割り当てる こ とができます。

▫ NetVault Backup は、 それぞれのユーザー詳細を ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラから自動的に取

得し、 NetVault Backup データベースにローカルに保存し ます。 セキュア ・ モー ドの場合、

詳細はド メ イ ン ・ コ ン ト ローラから取得され、 ログイ ンが成功するたびに NetVault 
Backup データベースで上書き されます。

▪ 認証に失敗し た場合、 NetVault Backup はエラー ・ メ ッ セージを表示し て、 ユーザーがログイ ンで

きないよ う にし ます。

• NetVault Backup の MSP 管理者はすべて、 ローカルおよび AD の全 NetVault Backup ユーザーを表示で

きます。

• 管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 認証された AD ユーザーを追加できます。 ローカル

NetVault Backup 管理者は、 この操作を行う こ とができません。

• 管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 既存の NetVault Backup ユーザーの名前を認証され

た AD NetVault Backup ユーザーに変更できます。 ローカル NetVault Backup 管理者は、 この操作を行う

こ とができません。 ユーザーの AD パスワー ド の整合性を維持するために、 パスワー ド ・ フ ィ ールドが空

になっている こ と を確認する必要があり ます。

重要 ： Active Directory と NetVault Backup を統合する際は、 Active Directory サービスを常に利用できるよ

う にし ておいて く だ さい。 また、 NetVault Backup サーバーを ド メ イ ンのメ ンバーにし て く だ さい。
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• AD ユーザーが NetVault Backup に追加された後は、 他のユーザー名に名前を変更する こ とはできませ

ん。

• AD ユーザーのパスワー ド を変更する こ とや、 ［パスワー ド期限を設定し ない］ オプシ ョ ンを使用するパ

スワー ド を設定する こ とはできません。

• ローカル NetVault Backup 管理者または管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 ［詳細の変

更］ オプシ ョ ンを使用し てアクセス されるユーザー ・ ベースの情報を変更する こ とができます。 それは、
この情報が NetVault データベースに保存されているためです。 ただし、 セキュア ・ モー ドが有効な場合、

NetVault Backup 管理者および他のユーザーは、 ADNetVault Backup ユーザーの電子メ ール 2 および電子

メ ール 3 だけを編集または変更できます。

管理者は、 NetVault Backup で次のタ スク を実行する こ とができます。

• AD ユーザーの追加

• AD ユーザーの削除

AD ユーザーの追加

AD ユーザーを追加する場合、 該当するユーザーがログイ ンする こ とによ って NetVault Backup で認証プロセス

を完了する こ と をお勧めし ます。

AD ユーザーを NetVault Backup サーバーに追加する と、 NetVault Backup は各ユーザー情報を AD から自動的に

取得し て NetVault Backup のユーザー詳細に追加し ます。

AD ユーザーの削除

ローカル NetVault Backup 管理者または管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 NetVault Backup か

ら AD ユーザーを削除できます。 この操作を行っても、 Active Directory 内のユーザーのアカウン ト には影響し ま

せん。 ユーザーが NetVault データベースから削除されるのみです。 一方、 MSP 管理者によるテナン ト ・ ユー

ザーの削除は許可されていません。 テナン ト ・ ユーザーを削除できるのはテナン ト 管理者のみです。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 削除するユーザー ・ アカウン ト を選
択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

AD グループの管理
さ まざまなユーザーが AD ユーザー ・ グループに関し て NetVault Backup 内で実行できる操作と実行できない操

作を以下に示し ます。

• MSPNetVault Backup 管理者は、 既存の NetVault BackupAD グループの検索、 一覧表示、 更新、 および

削除を行う こ とができます。 ただ し、 この管理者は、 Active Directory から追加されていない AD グルー

プを一覧表示する こ とはできません。

メ モ ： Windows ベースの NetVault Backup サーバーでは、 ワークステーシ ョ ンの属性が AD データベース

内のユーザーに設定されている場合、 NetVault Backup によ り その情報が取得され、 ユーザー詳細のワー

クステーシ ョ ンに格納されます。 ユーザーが複数のワークステーシ ョ ンを持っている場合は、 カ ンマで区
切って表示されます。 AD 内でワークステーシ ョ ン属性が設定された AD ユーザーが NetVault Backup サー

バーへのログイ ンを行う場合は、 AD ワークステーシ ョ ン ・ リ ス ト で NetVault Backup サーバーを指定する

必要があり ます。 
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• 管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 既存の NetVault Backup AD グループを検索、 一覧

表示、 更新、 および削除する こ とができます。 さ らに、 この管理者は、 Active Directory から まだ追加さ

れていない AD グループを一覧表示し、 AD グループを NetVault Backup に追加する こ とができます。

• 管理者権限を持たない NetVault Backup ユーザーは、 NetVault Backup の AD グループに関連する タ スク

は実行できません。

• NetVault Backup ユーザー名を AD ユーザーに変更する際、 NetVault Backup ユーザーのすべての権限は

NetVaultAD グループの権限と共に新しい AD ユーザーに割り当てられます。

• 前述し たよ う に、 新しい AD ユーザーは NetVault Backup にログイ ンできます。 このと き、 NetVault 
Backup によ ってログイ ンが自動的に認証されます。 認証が成功し た場合、 NetVault Backup は、 対応す

る AD グループに定義されている権限をユーザーに割り当てます。

• AD ユーザーが既存のローカル NetVault Backup アカウン ト を持つ場合、 アカウン ト が AD ユーザー ・ ア

カウン ト と し て再定義された と きにそのアカウン ト のすべての権限がユーザーに割り当てられます。 対
応する AD グループに定義されている権限は、 再定義されたアカウン ト にも割り当てられます。

管理者は、 NetVault Backup で次のタ スク を実行する こ とができます。

• NetVault Backup サーバーへの AD グループの追加

• NetVault Backup に存在する AD グループのリ ス ト の表示

• NetVault Backup で追加された AD グループの説明の変更

• NetVault Backup に追加された AD グループの削除

NetVault Backup サーバーへの AD グループの追加

管理者権限を持つ AD NetVault Backup ユーザーは、 AD グループを NetVault Backup サーバーに追加する必要が

あり ます。 これによ り、 ローカル NetVault Backup 管理者が AD グループを表示、 更新、 または削除できるよ う

にな り ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タ ブを選択し ます。
NetVault Backup サーバーに追加された既存グループのリ ス ト が表示されます。

3 AD グループを NetVault データベースに追加するには、 AD ユーザーにユーザー － ユーザー ・ アカウン

ト の管理権限が必要です。 [ グループの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ すべてのグループ ] を選択する と、 NetVault Backup サーバーに追加できるすべての使用可能な AD グ

ループのリ ス ト が表示されます。

[ グループ名入力 ] 検索フ ィ ールド に、 部分的または完全にグループ名を入力する と、 一致するグループ

のみが検索結果に表示されます。 [ グループ名で検索 ] オプシ ョ ンは、 グループを NetVault Backup に追

加するためのデフ ォル ト の選択肢です。

4 該当するグループを選択し、 テキス ト ・ ボ ッ クスにオプシ ョ ンの説明を入力し て、 ［グループの保存］ を
ク リ ッ ク し ます。

グループを NetVault データベースに追加する と、 NetVault Backup 内のグループの権限、 アクセス ・ レベ

ル、 および通知を定義できます。

5 メ ンバーシ ッ プ情報を更新するには、 ［ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ンバーシ ッ プ］ を ク
リ ッ ク し ます。

［ユーザー ・ グループのメ ンバーシ ッ プの編集］ ページで、 適切な情報を更新し ます。

詳細は、 「ク ラ イアン ト および メ デ ィ ア ・ グループ ・ メ ンバーシ ッ プの設定」 を参照し て く だ さい。

重要 ： 自動認証プロセスを使用する代わり に AD ユーザーを手動で追加し た場合、 ユーザーの AD
グループに定義されている対応する権限が自動的に割り当てられます。
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6 権限および割当量ベースの情報を更新するには、 ［権限と割当量］ を ク リ ッ ク し ます。

［ユーザー ・ グループの権限と割当量の設定の編集］ ページで、 該当する情報を更新し ます。

詳細は、 「への権限と割当量の設定」 を参照し て く だ さい。

7 通知情報を更新するには、 ［通知プロ フ ァ イル］ を ク リ ッ ク し ます。

［ユーザー ・ グループの通知プロ フ ァ イルの編集］ ページで、 該当する情報を更新し ます。

詳細は、 「通知プロ フ ァ イルの設定」 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup に存在する AD グループのリ ス ト の表示

すべての NetVault Backup 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループを一覧表示できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タ ブを選択し ます。
NetVault Backup サーバーに追加し たすべてのグループのリ ス ト が表示されます。

NetVault Backup で追加された AD グループの説明の変更

すべての NetVault Backup 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループの説明を変更または編集で

きます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページで [ グループ ] タ ブを選択し、 説明を変

更または編集するグループを選択し て、 [ 詳細の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

3 必要に応じ て AD グループの説明を変更し、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し て説明を保存し ます。

NetVault Backup に追加された AD グループの削除

すべての NetVault Backup 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループを削除できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー ・ アカウン ト およびユーザー ・ グループ管理］ ページの ［グループ］ タ ブで削除するグループ
を選択し、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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15
テナン ト の管理

• テナン ト 管理について

• テナン ト の追加

• テナン ト 詳細の設定

• テナン ト ・ アカウン ト の変更

• テナン ト の削除

• テナン ト を無効にする

テナン ト 管理について
MSP 管理者は、 関連するすべての情報を使用し てテナン ト の登録を行います。 

複数のテナン ト 展開の場合、 テナン ト が参照できるのは自社のデータのみです。 NetVault Backup の複数テナン

ト 環境には、 マネージ ド ・ サービス ・ プロバイダ管理者、 複数のテナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザーが存
在し ます。 各テナン ト ・ ユーザーの役割には、 明確な役割分担と関連するアク テ ィ ビテ ィ があ り ます。 各テナン
ト には、 独自のテナン ト ・ ユーザー ・ グループ、 役割、 および権限があ り ます。 テナン ト 管理者は、 自社のテナ
ン ト ・ アカウン ト の境界内にあるデータにのみアクセスできます。 他社テナン ト のデータは互いに孤立し ていま
す。

すべてのテナン ト ・ ユーザーを AD に追加し、 AD ユーザー ・ グループのメ ンバーにし て く だ さい。 MSP 管理者

は、 関連するすべての情報を使用し てテナン ト ・ グループの登録を行い、 このグループに権限を割り当てます。
テナン ト ・ グループのテナン ト ・ ユーザーが NetVault Backup に初めてログイ ンする と、 テナン ト 名がテナン

ト ・ ユーザー ・ リ ス ト に反映されます。 各テナン ト には、 テナン ト 管理者用のグループ と テナン ト ・ ユーザー用
のグループの 2 種類の固有な AD ユーザー ・ グループが必要にな り ます。 テナン ト の管理者グループの全ユー

ザーは、 NetVault Backup サーバーでテナン ト 管理者のタ スク を実行する必要があ り ます。 テナン ト 管理者は、

テナン ト に割り当てられたユーザー ・ グループ、 ポリ シー、 およびク ラ イアン ト ・ グループの変更を行う こ とが
できます。 

テナン ト の追加
テナン ト ・ アカウン ト は、 ［テナン ト 管理］ ページで作成できます。 NetVault Backup でテナン ト ・ アカウン ト

を作成、 管理できるのは MSP 管理者のみです。 

テナン ト ・ アカウン ト を追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［テナン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［テナン ト 管理］ ページの ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

3 テナン ト の詳細を設定し ます。 詳し く は、 テナン ト 詳細の設定を参照し て く だ さい。

4 ［終了］ を ク リ ッ ク し て、 テナン ト 情報を保存し ます。

NetVault Backup によ り テナン ト ・ アカウン ト が作成されます。 デフ ォル ト では、 テーブルはテナン ト 名

でソー ト されています。 
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必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

いずれかの列に特定のフ ィ ールド値またはテキス ト を含むレ コー ド を迅速に見つけるために、 テーブル
の右上隅の ［検索］ ボ ッ クスを使用できます。 ボ ッ クスに検索テキス ト を入力する と、 テーブル内の
データがフ ィ ルタにかけられます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を含め

る こ と もできます。
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テナン ト 詳細の設定

テナン ト の詳細を設定するには ：

1 ［テナン ト ・ アカウン ト 管理］ ページでテナン ト を選択し、 ［詳細の追加 / 編集］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

表 116. テナン ト 詳細

項目 説明

識別情報 ［識別情報］ で、 以下の情報を指定し ます。

• テナン ト 名 ： テナン ト ・ アカウン ト に固有の名前を入力し ます。
ユーザー ・ グループ、 ロール、 または本名に基づいて名前を割り当
てる こ とができます。 
テナン ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテ
ン文字以外は使用できません。 長さに制限はあ り ませんが、 いずれ
のプ ラ ッ ト フ ォームでも 20 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。 

• テナン ト はユーザー ・ グループのメ ンバーではあ り ません ： ユー
ザー ・ グループ名は、 そのグループを NetVault に追加する と きにの

み表示されます。

特定のユーザー ・ グループにアクセスを許可するには、 ［テナン ト
はユーザー ・ グループのメ ンバーではあ り ません］ のリ ス ト からグ
ループを選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。 選択し たユーザー ・
グループが ［テナン ト はユーザー ・ グループのメ ンバーです］ のリ
ス ト に移動し ます。 ユーザー ・ グループを メ ンバーから外すには、
［テナン ト はユーザー ・ グループのメ ンバーです］ のリ ス ト で目的
のグループを選択し、 ［退出］ を ク リ ッ ク し ます。

（連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し なが

ら ク リ ッ ク し ます）。

• テナン ト ・ ユーザーは管理者の役割ではあ り ません ： テナン ト の
ユーザー名は、 テナン ト ・ ユーザーが NetVault アプ リ ケーシ ョ ンに

初めてログイ ン し た と きに リ ス ト に表示されます。 初めてログイ ン
し た場合、 テナン ト 管理者はテナン ト 管理の権限を持っていませ
ん。

テナン ト 管理のアクセスを特定のテナン ト ・ ユーザーに許可するに
は、 ［テナン ト ・ ユーザーは管理者の役割ではあ り ません］ でテナ
ン ト ・ ユーザーを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。 選択し たテ
ナン ト ・ ユーザーが ［テナン ト ・ ユーザーは管理者の役割です］ の
リ ス ト に移動し ます。 テナン ト ・ ユーザーを管理者の役割から外す
には、 ［テナン ト ・ ユーザーは管理者の役割です］ のリ ス ト でテナ
ン ト ・ ユーザーを選択し ［退出］ を ク リ ッ ク し ます。

（連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押し なが

ら ク リ ッ ク し ます）。

• テナン ト ・ グループ ： テナン ト ・ グループ名は、 ［テナン ト はユー
ザー ・ グループのメ ンバーです］ のテナン ト ・ ユーザー ・ グループ
の最初の名前に応じ て自動的に選択されます。 ド ロ ッ プ ・ ダウン ・
リ ス ト で別の名前を選択し て変更する こ とができます。

メ モ ： プラ イマ リ ・ グループのテナン ト 管理者のグループ名を選択し ます。 
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3 ［保存］ を ク リ ッ ク し てテナン ト の詳細を保存し、 ［テナン ト 管理］ ページに戻り ます。

テナン ト ・ アカウン ト の変更
テナン ト ・ アカウン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［テナン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テナン ト 管理］ ページでテナン ト を選択し て、 ［編集］ を ク リ ッ ク し ます。

連絡先情報 ［連絡先情報］ で、 以下の情報を指定し ます。

• ［電子メ ール 1］ ： このボ ッ クスでは、 テナン ト ・ アカウン ト のプ ラ

イマ リ ・ メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。 
• ［電子メ ール 2］ ： このボ ッ クスでは、 テナン ト ・ アカウン ト の追加

メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。

• ［電話］ ： このボ ッ クスでは、 テナン ト ・ アカウン ト の電話番号を指
定し ます。

• ［携帯電話］ ： このボ ッ クスでは、 テナン ト ・ アカウン ト の携帯電話
の番号を指定し ます。

メ モ ： ユーザー ・ アカウン ト の通知プロ フ ァ イルを設定し た場合、 ［電子
メ ール 1］ ボッ クスに設定し た メ ール ID が、 メ ール通知に使用されます。

詳細は、 「通知プロ フ ァ イルの設定」 を参照し て く だ さい。

その他の詳細 ［その他の詳細］ で、 以下の情報を指定し ます。

• ［詳細］ ： このボ ッ クスでは、 使用するマシンの説明を指定し ます。

• メ デ ィ ア割当量 （テ ラバイ ト ） ： メ デ ィ ア割当量は、 バッ クア ッ プ
操作を実行するためにテナン ト に割り当てられるス ト レージ制限で
す。 1 TB は、 テナン ト に割り当てられる最小メ デ ィ ア割当量です。

通知は、 テナン ト （テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザー） が
割り当てられたス ト レージ制限またはメ デ ィ ア割当量の 80% を使

い切った場合に送信され、 テナン ト （テナン ト 管理者およびテナン
ト ・ ユーザー） が割り当てられたすべてのメ デ ィ ア割当量を使い果
たすと、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗し ます。

メ モ ： テナン ト は、 MSP 管理者に連絡し て メ デ ィ ア割当量を増やす必要が

あり ます。

• ジ ョ ブ割当 ： この設定のデフ ォル ト 値は、 100 ジ ョ ブです。 ジ ョ ブ

割当は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するために特定のテナン ト
（テナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザー） に割り当てられる
ジ ョ ブの最大数です。 ジ ョ ブ割当の制限に達する と、 テナン ト （テ
ナン ト 管理者およびテナン ト ・ ユーザー） はそれ以上のジ ョ ブを実
行できな く な り ます。 

MSP 管理者は、 ジ ョ ブ割当制限に 0 ～ 2147483648 の任意の値を

設定する こ とができます。

メ モ ： 無効な文字、 0 （ゼロ）、 または負の値を指定し た場合でも、 デフ ォ

ル ト 値が選択されます。

• ［テナン ト ・ ア ド レス］ ： テナン ト の詳細な所在地です。

• ［テナン ト を無効にする］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを使用し てテナ
ン ト を無効にし ます。 テナン ト の NetVault Backup サーバーへのロ

グイ ンがブロ ッ ク されます。

表 116. テナン ト 詳細

項目 説明
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3 必要に応じ て、 テナン ト の詳細を編集し ます。 詳細は、 「テナン ト 詳細の設定」 を参照し て く だ さい。

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し てテナン ト 情報を保存し ます。

テナン ト の削除
テナン ト ・ アカウン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［テナン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テナン ト 管理］ ページでテナン ト を選択し て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 NetVault Backup サーバーから テナン ト ・ アカウ

ン ト を削除し ます。

テナン ト を無効にする
テナン ト ・ アカウン ト を無効にする と、 テナン ト は NetVault Backup にログイ ンできな く な り ます。

テナン ト ・ アカウン ト を無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［テナン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［テナン ト 管理］ ページでテナン ト を選択し て、 ［無効にする］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［テナン ト を無効にする］ を ク リ ッ ク し て、 テナン ト ・ アカウン ト の
NetVault Backup サーバーへのログイ ンを制限し ます。
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16
イベン ト と設定通知の監視

• NetVault Backup のイベン ト について

• 通知方法について

• イベン ト ・ ク ラス

• イベン ト ・ タ イプ

• イベン ト を表示するロールベースのアクセス

NetVault Backup のイベン ト について
イベン ト とは、 NetVault Backup システム内で発生するすべての有意な事象と し て定義できます。 イベン ト は、

対処が必要な問題や知ってお く 必要がある状態を示し ている場合があ り ます。 イベン ト は事前定義またはユー
ザー定義されています。 MSP 管理者、 テナン ト 管理者、 テナン ト ・ ユーザーは、 それぞれの範囲に応じ て所有

する イベン ト を監視できます。 互いに他のユーザーのイベン ト ・ アク テ ィ ビテ ィ の表示や監視については制限さ
れています。

イベン ト はイベン ト ・ ログに記録されます。 イベン ト ・ ログのメ ッ セージは、 ［イベン ト 表示］ ページで表示で
きます。 イベン ト ・ ログを使って、 アク テ ィ ビテ ィ の追跡、 システムが報告し た問題やエラーへの応答などを行
えます。 

事前定義されたイベン ト

NetVault Backup には、 一連の事前定義されたイベン ト が組み込まれてお り、 それぞれのイベン ト がシステム内

で発生するジ ョ ブ関連と ジ ョ ブ関連以外のさ まざまな事象に関連付けられています。 事前定義されたイベン ト
は、 異なる カテゴ リ またはク ラスに編成管理されています。 各カテゴ リ またはク ラスには、 1 つまたは複数のイ

ベン ト ・ タ イプが含まれています。 事前定義のイベン ト ・ ク ラスおよびイベン ト ・ タ イプの詳細については、
「イベン ト ・ ク ラス」 および 「イベン ト ・ タ イプ」 を参照し て く だ さい。 

通知方法について
NetVault Backup でイベン ト が発生し た場合、 ユーザー通知プロ フ ァ イルを使用し て通知を送信する こ とができ

ます。

ユーザー通知プロ フ ァ イル

MSP 管理者は、 イベン ト 発生時の各テナン ト ・ ユーザー AD グループへの通知の割り当てによ り、 テナン ト ・

ユーザーの通知プロ フ ァ イルを設定できます。 詳し く は、 通知プロ フ ァ イルの設定を参照し て く だ さい。

通知を設定するロールベースのアクセス
NetVault Backup の MSP ユーザー権限のタ イプについて簡単な説明を以下の表に示し ます。
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イベン ト ・ ク ラス
NetVault Backup で事前定義されたイベン ト は、 各種のカテゴ リ またはク ラスに編成管理されています。

イベン ト ・ タ イプ
各種イベン ト ・ ク ラスで利用できる事前定義イベン ト ・ タ イプの簡単な説明を以下の表に示し ます。

表 117. 通知を設定するロールベースのアクセス

権限 MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

通知プロ フ ァ イル X

イベン ト ・ ク ラス X

イベン ト ・ タ イプ X

• Audit • Log Daemon • Policy

• DR Appliance • Machines • Scheduler Database

• ［デバイス］ • メ デ ィ ア • Stats Collection

• Job • Media Database

• Licensing • NetVault Time

表 118.  イベン ト ・ タ イプ 

イベン ト ・ クラス イベン ト ・ タ イプ 説明

Audit Failed to Update Audit File NetVault Backup で監査ログを更新できない場合に発生し ま

す。

Update Session Map Failed NetVault Backup は、 セ ッ シ ョ ン所有者マ ッ ピング ・ フ ァ イル

を更新できません。

DR Appliance Container Created Quest DR Series システムでコ ンテナが作成されたと きに発生

し ます。

Container Deleted Quest DR Series システムから コ ンテナが削除されたと きに発

生し ます。

［デバイス］ Check デバイス確認要求を受信し た場合に発生し ます。

Check Serial Number of 
Drive

ド ラ イブのシ リ アル番号の確認要求を受信し た場合に発生し
ます。

Check Serial Number of All
Drives

すべてのド ラ イブのシ リ アル番号確認要求を受信し た場合に
発生し ます。

Close Door ラ イブ ラ リ ・ ド アを閉じ る要求を受信し た場合に発生し ます。

Close EEPort 入口 / 出口ポー ト を閉じ る要求を受信し た場合に発生し ます。

Close EEPort Clean ク リーニング ・ メ デ ィ アがある入口 / 出口ポー ト を閉じ る要求

を受信し た場合に発生し ます。

Device Forced Offline デバイスに対し てオフ ラ イ ン ・ コマン ドが選択された場合に
発生し ます。

DR Devices Marked Orphan DR デバイスが孤立デバイス と し てマーク された場合に発生し

ます。

Device Gone Offline デバイスがオフ ラ イ ンになった場合に発生し ます。
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Drive Unavailable ド ラ イブがオフ ラ イ ンになった場合に発生し ます。

Library Gone Offline ラ イブ ラ リがオフ ラ イ ンになった場合に発生し ます。

Library Scan Completed メ デ ィ ア ・ スキャ ン要求が完了し た場合に発生し ます。

Map ACSLS ド ラ イブがマ ッ プ された場合に発生し ます。

No Suitable Drive バッ クア ッ プあるいはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブの実行に適し た ド ラ
イブを NetVault Backup が見つけられない場合に発生し ます。

Open Door ラ イブ ラ リ ・ ド アを開 く 要求を受信し た場合に発生し ます。

Open EEPort 入口 / 出口ポー ト を開 く 要求を受信し た場合に発生し ます。

Reconfigure Device デバイスが変更された場合に発生し ます。

Remove デバイスが削除された場合に発生し ます。

Restart Library ラ イブ ラ リが再起動された場合に発生し ます。

Synchronize Silo Media サイ ロ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが同期された場合に発生し ます。

Unmap ACSLS ド ラ イブのマ ッ プが解除された場合に発生し ます。

Update Serial Number of 
Drive

ド ラ イブのシ リ アル番号の更新要求を受信し た場合に発生し
ます。

Update Serial Number of all 
Drives

すべてのド ラ イブのシ リ アル番号の更新要求を受信し た場合
に発生し ます。

Job All Job Retries Failed ジ ョ ブのすべての再試行が失敗し た場合に発生し ます。

Job Abort Requested ジ ョ ブの中断要求を受信し た場合に発生し ます。

Job Aborted （ジ ョ ブが中断

されま し た）

ジ ョ ブ中断時に発生し ます。

Job Completed Successfully ジ ョ ブ正常完了時に発生し ます。

Job Completed with 
Warnings （警告付きでジ ョ

ブが完了し ま し た）

警告付きでジ ョ ブが完了し た場合に発生し ます。

Job Created ジ ョ ブの作成時に発生し ます。

Job Deleted ジ ョ ブの削除時に発生し ます。

Job Died （ジ ョ ブが異常終

了し ま し た）

ジ ョ ブが予期せずに終了し た場合に発生し ます。

Job Failed （ジ ョ ブが失敗し

ま し た）

ジ ョ ブが失敗し た場合に発生し ます。

Job Finished ジ ョ ブの完了時に発生し ます。

Job Hold ジ ョ ブが保留状態になった場合に発生し ます。

Job Modified ジ ョ ブの変更時に発生し ます。

Job Phase Starting ジ ョ ブのフ ェーズ 1 またはフ ェーズ 2 を開始し た場合に発生

し ます。

Job Resume 保留中のジ ョ ブが再開された場合に発生し ます。

Job Retry Scheduled ジ ョ ブ試行失敗後、 ジ ョ ブが再スケジュールされた場合に発
生し ます。

Job Run Now ジ ョ ブの即時実行が行われた場合に発生し ます。

Job Scheduled ジ ョ ブの実行時に発生し ます。

Job Stop Requested ジ ョ ブの停止要求を受信し た場合に発生し ます。

Job Stopped （ジ ョ ブが停止

し ま し た）

ジ ョ ブの停止時に発生し ます。
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Media Quota Exhausted テナン ト が割り当てられたス ト レージ制限をすべて使い果た
し た と きに発生し ます。 

Media Quota Low テナン ト が割り当てられたス ト レージ制限の 80% を消費する

と発生し ます。

Scheduled Phase Deleted ジ ョ ブのスケジュール済みフ ェーズが削除された場合に発生
し ます。

Set Created セ ッ ト の作成時に発生し ます。

Set Deleted セ ッ ト の削除時に発生し ます。

Set Modified セ ッ ト の変更時に発生し ます。

Licensing License Exceeded 使用可能なラ イセンス数を超過し た場合に発生し ます。

License Expiring 認証ラ イセンスが有効期限間近か期限を過ぎた場合に発生し
ます。 認証ラ イセンスの有効期限が 7 日以内になる と、 この

イベン ト が発生し ます。

Log Daemon Home Drive Becoming Full デ ィ スク領域の使用率が警告あるいは重大し きい値に達し た
場合に発生し ます。

Machines Client Added NetVault Backup ク ラ イアン ト がド メ イ ンに追加された場合に

発生し ます。

Client Down NetVault Backup ク ラ イアン ト がオフ ラ イ ンになった場合に発

生し ます。

Client Group Created ク ラ イアン ト ・ グループの作成時に発生し ます。

Client Group Deleted ク ラ イアン ト ・ グループの削除時に発生し ます。

Client Group Modified ク ラ イアン ト ・ グループの変更時に発生し ます。

Client Group Renamed ク ラ イアン ト ・ グループの名前変更時に発生し ます。

Client Removed ク ラ イアン ト が削除された場合に発生し ます。

Virtual Client Added サーバー上にク ラス タ対応プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされた
場合に発生し ます。 仮想ク ラ イアン ト およびク ラス タ対応プ
ラグイ ンについての詳細は、 「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使
用」 を参照し て く だ さい。

Virtual Client Removed 仮想ク ラ イアン ト が削除された場合に発生し ます。 仮想ク ラ
イアン ト およびク ラス タ対応プ ラグイ ンについての詳細は、
「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用」 を参照し て く だ さい。

Media Blank メ デ ィ ア ・ アイテムのブ ラ ン ク処理要求を受信し た場合に発
生し ます。

Delete Group メ デ ィ ア ・ グループの削除時に発生し ます。

Delete Job Instance ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスの削除時に発生し ます。

Export 出口 / 入口ポー ト に メ デ ィ アがエクスポー ト された場合に発生

し ます。

Import メ デ ィ アのイ ンポー ト 要求を受信し た場合に発生し ます。

Import Clean ク リーニング ・ テープのイ ンポー ト 要求を受信し た場合に発
生し ます。

ラベル メ デ ィ アにラベルを割り当てた場合に発生し ます。

Load メ デ ィ アがド ラ イブにロー ド された場合に発生し ます。

Media Blanked メ デ ィ アがブ ラ ン ク処理された場合に発生し ます。

Media Deleted メ デ ィ アが NetVault データベースから削除された場合に発生

し ます。

Media Full メ デ ィ アがブ ラ ン クいっぱいになった場合に発生し ます。
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Media Labeled メ デ ィ ア ・ ラベル要求が完了し た場合に発生し ます。

Media Loaded メ デ ィ ア ・ ロー ド 要求が完了し た場合に発生し ます。

Media Marked Bad メ デ ィ アが不良と し てマーク された場合に発生し ます。

Media Request Change 
Priority

メ デ ィ ア要求の優先度が変更された場合に発生し ます

Media Request Timeout 
Expired

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求がタ イムアウ ト し た場
合に発生し ます。 このイベン ト は、 NetVault Backup が指定さ

れた タ イムアウ ト 間隔内に適切な メ デ ィ アを見つけられない
場合に発生し ます。

Media Suspect メ デ ィ アが不審と し てマーク された場合に発生し ます。

Media Unexpectedly BLANK 使用するためのメ デ ィ ア選択時に、 そのメ デ ィ アが予期せず
ブ ラ ン ク状態だった場合に発生し ます。

Media Unloaded メ デ ィ アがアンロー ド された場合に発生し ます。

Media Unusable ド ラ イブがメ デ ィ アを拒否する場合に発生し ます。

No Suitable Media NetVault Backup がバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行に適し た メ

デ ィ アを見つけられない場合に発生し ます。

Request Off Hold メ デ ィ ア要求が再開された場合に発生し ます。

Request On Hold メ デ ィ ア要求が保留された場合に発生し ます。

Reuse メ デ ィ アが再利用のためにマーク された場合に発生し ます。

Scan Request Foreign メ デ ィ アのスキャ ン要求を受信し た場合に発生し ま

す。

Unload メ デ ィ アがアンロー ド された場合に発生し ます。

Update Properties メ デ ィ ア ・ プロパテ ィ が変更された場合に発生し ます。

Media Database Backup Added バッ クア ッ プ ・ レ コー ド が Media データベースに追加された

場合に発生し ます。

Backup Deleted バッ クア ッ プ ・ レ コー ド が Media データベースから削除され

た場合に発生し ます。

Backup Modified 新しいバッ クア ッ プ ・ レ コー ド が変更された場合に発生し ま
す。

Backup Retired セーブセ ッ ト がリ タ イア され、 その情報が NetVault データ

ベースから削除された場合に発生し ます。

Index Compressed バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスが圧縮された場合に発生し ます。

Index Compression Failure デ ィ スク空き容量不足のため、 NetVault Backup がバッ クア ッ

プ ・ イ ンデッ クスの圧縮解除に失敗し た場合に発生し ます。

Index Loaded オフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスが一時的にロー ド された場合に発
生し ます。

Index Offlined NetVault データベースから、 セーブセ ッ ト のバッ クア ッ プ ・

イ ンデッ クスが削除された場合に発生し ます。

Index Offlining Failure NetVault Backup が、 データベースからのセーブセ ッ ト のバッ

クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの削除に失敗し た場合に発生し ます。

Index Read Failure NetVault Backup がセーブセ ッ ト のイ ンデッ クスの読み取り に

失敗し た場合に発生し ます。

Index Uncompressed バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスが圧縮解除された場合に発生し
ます。

Media Database Check 
Failed

Media データベースの整合性または参照確認に失敗し た場合

に発生し ます。
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Media Database Check 
Passed

Media データベースの確認が正常に完了し た場合に発生し ま

す。

Media Database Check 
Passed with Warnings

Media データベースの確認で警告が生成された場合に発生し

ます。

Modify Backup Expiry セーブセ ッ ト のリ タ イア期限が変更された場合に発生し ます。

NetVault Time No Time Source ド メ イ ンの NetVault Time サーバーが設定されていない場合に

発生し ます。

Server Time Inconsistency 2 つ以上の管理用サーバーの NetVault Time が一致し ない場合

に発生し ます。 （このイベン ト は、 1 つのク ラ イアン ト が 2 つ

以上の NetVault Backup サーバーに追加される場合に発生する

こ とがあ り ます）。 
Server Time Unknown タ イム ・ サーバーがソースから NetVault Time を取得できない

場合に発生し ます。

Time Server Changed NetVault Backup ド メ イ ンのタ イム ・ サーバーが変更された場

合に発生し ます。

Time Server Not 
Responding

タ イム ・ サーバーが時間要求に応答し ていない場合に発生し
ます。

Time Server Removed NetVault Backup ド メ イ ンから タ イム ・ サーバーが削除された

場合に発生し ます。

Policy Policy Branch Errors 
Acknowledged

ポリ シー ・ ブ ラ ンチ ・ エラーまたは警告が確認された場合に
発生し ます。

Policy Created ポリ シーの作成時に発生し ます。

Policy Deleted ポリ シーの削除時に発生し ます。

Policy Errors Acknowledged ポリ シー ・ エラーまたは警告が確認された場合に発生し ます。

Policy Modified ポリ シーの変更時に発生し ます。

Policy Quiesce ポリ シーの休止要求を受信し た場合に発生し ます。

Policy Quiesced ポリ シーが休止状態になった場合に発生し ます。

Scheduler 
Database

Scheduler Database Check 
Failed

Scheduler データベースの整合性または参照確認に失敗し た場

合に発生し ます。

Scheduler Database Check 
Passed

Scheduler データベースの確認が正常に完了し た場合に発生し

ます。

Scheduler Database Check 
Passed with Warnings

Scheduler データベースの確認で警告が生成された場合に発生

し ます。

Stats Collection Cache Too Small 統計マネージャのキャ ッ シュ ・ メ モ リが足り な く なってきて
いる場合に発生し ます。 その結果、 プロセスの動作速度が遅
く な り ます。

Cannot Accept Records 統計マネージャが、 他のプロセスからのデータの受け取り を
拒否し た場合に発生し ます。

Lost Server ポーリ ングのタ イムアウ ト によ りサーバー用に収集された I/O
データが統計マネージャによ り破棄された場合に発生し ます。

Stats Manager Ready NetVault Backup が統計マネージャ を開始し た場合に発生し ま

す。

表 118.  イベン ト ・ タ イプ （続 く ）

イベン ト ・ クラス イベン ト ・ タ イプ 説明
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
イベン ト と設定通知の監視

318



イベン ト を表示するロールベースのアクセス

イベン ト ・ ログの表示
イベン ト ・ ログのメ ッ セージは、 ［イベン ト 表示］ ページで表示できます。

イベン ト ・ ログを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［イベン ト 表示］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［イベン ト 表示］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ［日付］ ： イベン ト の発生日時。

▪ ［ク ラス］ ： イベン ト ・ ク ラス

▪ ［イベン ト ］ ： イベン ト ・ タ イプ

▪ ［メ ッ セージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッ セージまたは説明

3 デフ ォル ト では、 テーブルは日付でソー ト されています （最新のものから最古のものへ）。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［イベン ト 表示］ ページのテーブル ・ フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し
く は、 表 9 を参照し て く ださい）、 ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用されてい

る フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエクスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下
隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。 検索テキス ト をボ ッ クスに入力し、 チ ェ ッ ク ・ アイ コ ンを ク リ ッ クするか、
Enter キーを押し ます。

表 119. イベン ト を表示するロールベースのアクセス

イベン ト ・ ク ラス MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

Audit X X X

DR アプラ イアンス X

デバイス X

ジ ョ ブ X X X

ラ イセンス X

ログ ・ デーモン X X X

マシン X X X

メ デ ィ ア X

メ デ ィ ア ・ データベース X

NetVault 時刻 X X X

ポリ シー X X X

スケジューラ ・ データベース X X X

統計情報収集 X X X
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5 ［イベン ト 表示］ ページでは、 最初に最大 10,000 レ コー ドがロー ド されます。 取得されたレ コー ドの合

計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。 ［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次
のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 10,000 レ コー ドが取得されま

す。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合は、 このボタ ンは無効にな り ます。

6 ラ イブ ・ ア ッ プデー ト を一時停止または再開するには、 ［ラ イブ ・ ア ッ プデー ト を一時停止または再開し
ます］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

7 ログ関連のタ スク を実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または ［ナビゲー
シ ョ ン］ パネルのリ ン ク を ク リ ッ ク し て、 別のページを開きます。

メ モ ： NetVault Backup サーバーでカス タム通知を作成できるのは MSP 管理者のみです。
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17
NetVault Backup でのレポーテ ィ ング 

• レポーテ ィ ング ・ システムの概要

• レポー ト の使用

• 利用可能なレポー ト

レポーテ ィ ング ・ システムの概要
NetVault Backup レポーテ ィ ング ・ システムは、 バッ クア ッ プ ・ システムに関する情報にすばや く アクセスでき

る、 複数の通常レポー ト または事前定義されたレポー ト を提供し ます。 必要に応じ てレポー ト を表示する こ と
も、 メ ールでレポー ト を受信する こ と もできます。 また、 レポーテ ィ ング ・ システムでは PDF フ ァ イルにレ

ポー ト をエクスポー ト する こ と もできます。

レポーテ ィ ング ・ システムは以下の方法で使用できます。

• 必要に応じ てレポー ト を生成および表示する ： ［レポー ト 表示］ ページから レポー ト を実行し て表示でき
ます。 レポー ト は HTML 形式で生成され、 通常、 情報はテーブルで表示されます。

• レポー ト 表示のカス タ マイズ ： レポー ト が生成された後、 テーブル表示を変更し て、 列の包含または除
外、 列の順序の変更、 および列の合計と その他の合計値の加算ができます。 レポー ト を実行する と きに
毎回カス タム ・ フ ォーマ ッ ト が使用されるよ う に、 これらの設定をジ ョ ブ定義に保存できます。

• レポー ト でグラ フ を使用する ： レポー ト にグラ フ を追加し て、 ビジュアル形式で情報を提示できます。
棒グラ フ または円グラ フ を選択できます。

• 通知イベン ト を使用し て電子メ ールでレポー ト を送信する ： ユーザー定義のイベン ト を設定し て電子
メ ールの通知方法を設定するか、 ユーザー通知プロ フ ァ イルを作成し て電子メ ールでレポー ト を配信で
きます。 レポー ト は電子メ ールの添付フ ァ イルと し て、 PDF または HTML 形式で配信できます。 デフ ォ

ル ト の形式は PDF です。

• レポー ト をスケジュールする ： レポー ト ・ スケジュールを作成し、 レポー ト を一度または定期的に生成
できます。 NetVault Backup では、 生成し たレポー ト を電子メ ールで配信し た り、 通知システムによ って

レポー ト を印刷し た りする こ とができます。

メ モ ： レポーテ ィ ング ・ システムを使用するには、 次の権限が必要です。

• レポー ト の実行と表示 ： レポー ト  — レポー ト の表示と実行

• レポー ト 表示のカス タ マイズ ： レポー ト  - レポー ト ・ ジ ョ ブ と コ ンポーネン ト の変更 / 編集
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ロールベースで利用可能なレポー ト  
図 29. NetVault Backup でのレポー ト アクセス

レポー ト の使用
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• レポー ト 作成

• お気に入りのレポー ト の設定

• レポー ト 用のフ ィ ルタの設定

• レポー ト ・ ジ ョ ブ定義の編集

• 通知方法の使用による、 電子メ ールでのレポー ト 送信またはレポー ト の

• レポー ト のテーブル表示のカス タ マイズ

• レポー ト へのグラ フの追加

• レポー ト の PDF フ ァ イルへのエクスポー ト

レポー ト 作成
レポー ト には、 ［レポー ト 表示］ ページからアクセスする こ とができます。 必要に応じ てレポー ト を実行および
表示し た り、 レポー ト ・ スケジュールを作成し て指定の時刻にレポー ト を生成し た りする こ とができます。 ま
た、 NetVault Backup では、 イベン ト と通知を使用し て、 電子メ ールでレポー ト を送信し た り、 レポー ト を印刷

し た りする こ と もできます。

レポー ト を生成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポー ト 参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［レポー ト 表示］ ページで、 生成するレポー ト を選択し ます。 利用可能な事前定義されたレポー ト につい
ての詳細は、 「利用可能なレポー ト 」 を参照し て く だ さい。

レポー ト MSP 管理者 テナン ト 管理者 テナン ト ・ ユーザー

Data Stored By Client X X X
Historic Jobs - by date X X X
Index Media X
Media - General X
Offline Devices X
Policies Summary X X
Server Daily Summary X
Server License - Capabilities and 
Usage

X

Single Job Summary X X X
Tenant Media Quotas And Usage X
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図 30. MSP 用のレポー ト 表示ページ 

3 すぐにレポー ト を実行し て表示するには、 ［実行 & 参照］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

関連する イベン ト の発生と通知の受信を実行する場合は、 ［実行 & 通知］ を ク リ ッ ク し ます。

ページ ・ サイズ設定、 列のソー ト 順、 およびテーブルに適用されている フ ィ ルタの表示、 レ コー ドのエ
クスポー ト 、 またはテーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ま
す。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI でのテーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。 また、 検索フ ィ ルタ文字列にはワイルド カー ド （? または *） を

含める こ と もできます。

4 レポー ト に何らかのフ ィ ルタ条件 （た と えば、 開始日、 ジ ョ ブ ID 番号、 ク ラ イアン ト 名など） が含まれ

ている場合は、 ［レポー ト 用のフ ィ ルタ設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 

使用する フ ィ ルタ を設定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 「レ

ポー ト 用のフ ィ ルタの設定」 を参照し て く だ さい。

5 レポー ト が新しいブ ラウザ ・ ウ ィ ン ド ウに表示されます。

テーブル表示を カス タ マイズし てレポー ト にグラ フ を追加できます。 詳細は、 以下の ト ピ ッ ク を参照し
て く だ さい。

▪ レポー ト のテーブル表示のカス タ マイズ

▪ レポー ト へのグラ フの追加

また、 レポー ト を PDF フ ァ イルにエクスポー ト できます。 詳細は、 「レポー ト の PDF フ ァ イルへのエク

スポー ト 」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： レポー ト ・ スケジュールの作成と、 レポー ト ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト の設定につい
ての詳細は、 「レポー ト ・ ジ ョ ブ定義の編集」 を参照し て く だ さい。 レポー ト ・ イベン ト の通知方
法についての詳細は、 「通知方法の使用による、 電子メ ールでのレポー ト 送信またはレポー ト の」
を参照し て く だ さい。
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お気に入りのレポー ト の設定
［レポー ト 表示］ ページでは、 任意のレポー ト を選択し てお気に入りのレポー ト と し てマークする こ とによ り、
事前定義されたレポー ト のリ ス ト から簡単にアクセスできます。

お気に入りのレポー ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポー ト 参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［レポー ト 表示］ ページで、 お気に入り にするレポー ト の先頭列にある白抜きの星印を ク リ ッ ク し ます。

お気に入りのレポー ト は、 リ ス ト の先頭にアルフ ァベ ッ ト 順で表示され、 その後に残りのレポー ト が続きます。

レポー ト のリ ス ト からお気に入り を削除するには、 レポー ト の横にある塗りつぶされた星印を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト 用のフ ィ ルタの設定
何らかのフ ィ ルタ条件が含まれている通常レポー ト を実行する と、 ［レポー ト 用のフ ィ ルタ設定］ ダイアログ ・
ボ ッ クスが表示されます。 1 つ以上の条件を設定でき、 それに基づいてレポー ト ・ システムが出力を生成し ま

す。 使用する フ ィ ルタ ・ フ ィ ールド ご とに、 フ ィ ルタ演算子を選択し、 比較値を指定する必要があ り ます。 た と
えば、 レポー ト 「Data Stored By Client」 の場合は次の ［レポー ト 用のフ ィ ルタの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

が表示されます。

図 31. ［レポー ト 用のフ ィ ルタの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

レポー ト ・ フ ィ ルタ を設定するには ：

1 フ ィ ルタ ・ フ ィ ールド に対応する演算子リ ス ト で、 比較演算子を選択し ます。 比較演算子と し ては、 =、

!=、 >、 <、 >=、 または <= を使用できます。

2 関連付けられたボ ッ クスに、 比較値を入力し ます。 値はフ ィ ールド のデータ ・ タ イプ と一致する必要が
あり ます。 

使用できる フ ィ ールドのタ イプは、 日付、 整数、 文字列、 または時刻です。

日付値を指定するには、 以下のフ ォーマ ッ ト を使用できます。

▪ YYYY/MM/DD

▪ YYYYMMDD

▪ 相対日付 ： TODAY-n[time variable]
以下の時間変数を使用できます。 YE = Year （年）、 MO = Month （月）、 WE = Week （週）、 DA = 
Date （日）、 HO = Hour （時） , MI = Minute （分）、 SE = Second （秒）

例 ： TODAY-7DA
時刻値を指定するには、 以下のフ ォーマ ッ ト を使用できます。

▫ HH:MM:SS

▫ HHMMSS

▫ 相対時刻 ： NOW-n[timevaribale] or TODAY-n[time variable]
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup でのレポーテ ィ ング 

324



以下の時間変数を使用できます。 YE = Year （年）、 MO = Month （月）、 WE = Week （週）、 DA = 
Date （日）、 HO =

Hour （時）、 MI = Minute （分）、 SE = Second （秒）

例 ： NOW-12HO
3 一部のレポー ト には、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ン も含まれています。

▪ ［状態］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 フ ィ ールド の状態を フ ィ ールド に格納されてい
る値と比較する こ とができます。 フ ィ ールド状態の比較オプシ ョ ンは、 NetVault Backup レポー

テ ィ ング ・ システムに精通し た上級ユーザーが利用する こ と を想定し ています。 

フ ィ ールドの状態には、 次のいずれかの値を設定できます。

▫ Normal

▫ N/A

▫ Unknown

▫ Never

▫ Unlimited

た と えばテーブルの 1 つに存在し ないレ コー ド を検索し た り除外し た りするには、 Unknown の

状態を指定できます。 

▪ ［正規表現］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 定数値ではな く 正規表現と照合する こ とが
できます。 正規表現には、 テキス ト 文字とワイルド カー ド 文字を含める こ とができます。 

▪ ［上と同じ］ ： ［上と同じ］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは、 複数のレポー ト ・ コ ンポーネン ト に同じ フ ィ ル
タ ・ フ ィ ールドが適用される場合に表示されます。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 前の
フ ィ ールド で設定された値と同じ比較値を使用する こ とができます。

4 フ ィ ルタ を設定し たら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

レポー ト ・ ジ ョ ブ定義の編集
レポー ト ・ ジ ョ ブ定義を編集し てレポー ト ・ スケジュールの変更や、 レポー ト のユーザー定義イベン ト の設定を
行う こ とができます。 NetVault Backup では、 生成し たレポー ト を電子メ ールで配信し た り、 通知システムに

よ ってレポー ト を印刷し た りする こ とができます。 

レポー ト ・ ジ ョ ブを編集するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポー ト 参照］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［レポー ト 表示］ ページで、 編集するレポー ト を選択し て、 ［レポー ト 編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［レポー ト ・ ジ ョ ブ定義の編集］ ページで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

重要 ： テナン ト 管理者またはテナン ト ・ ユーザーが必要なレポー ト を変更し てユーザー定義イベン ト を設
定する と、 テナン ト の各ユーザー ・ グループに対し てこのイベン ト の通知プロ フ ァ イルを設定するために
MSP 管理者に通知する必要があ り ます。

表 120. レポー ト ・ ジ ョ ブ定義の編集

オプシ ョ ン 説明

スケジュール このオプシ ョ ンは、 レポー ト をすぐに実行するために使用されます。 
スケジュール済みイベン ト では、 ［レポー ト 完了時イベン ト ］ と ［レポー ト
失敗時イベン ト ］ フ ィ ールド でユーザー定義イベン ト を指定し ます。

レポー ト 完了時イベン ト ジ ョ ブが正常に完了し た場合に発生させる イベン ト を指定し ます。

レポー ト 失敗時イベン ト ジ ョ ブが失敗し た場合に発生させる イベン ト を指定し ます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup でのレポーテ ィ ング 

325



4 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［レポー ト ・ ジ ョ ブの保存］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ま

す。 

ジ ョ ブを保存する と、 設定済みイベン ト が Report Job イベン ト ・ ク ラスに追加されます。 MSP 管理者

は、 レポー ト の生成時にテナン ト （テナン ト 管理者またはテナン ト ・ ユーザー） がイベン ト 通知を受信
できるよ う に、 テナン ト の各ユーザー ・ グループにイベン ト の通知プロ フ ァ イルを設定する必要があ り
ます。 詳細は、 「通知方法の使用による、 電子メ ールでのレポー ト 送信またはレポー ト の」 を参照し て く
だ さい。

通知方法の使用による、 電子メ ールでのレポー ト
送信またはレポー ト の
レポー ト ・ ジ ョ ブのユーザー定義のイベン ト を設定し、 ジ ョ ブが正常に完了し た場合や失敗し た場合に通知を受
け取る こ とができます。 NetVault Backup は、 これらのイベン ト を Report Job イベン ト ・ ク ラスに追加し ます。

この機能を利用し て、 電子メ ールでレポー ト を送信するか、。

電子メ ールでレポー ト を配信するか、 レポー ト をかに応じ て、 次の手順を実行し ます。

• レポー ト を他のユーザーに送信するには、 ユーザーの通知プロ フ ァ イルを設定し ます。 詳細は、 「通知プ
ロ フ ァ イルの設定」 を参照し て く だ さい。 デフ ォル ト では、 レポー ト は PDF フ ァ イル形式で生成され、

電子メ ールの添付フ ァ イルと し て配信されます。

レポー ト のテーブル表示のカス タ マイズ
レポー ト が生成された後、 テーブル表示を変更し て、 列の包含または除外、 列の順序の変更、 および列の合計と
その他の合計値の加算ができます。 コ ンポーネン ト の複数のテーブル表示を加算できます。 レポーテ ィ ング ・ シ
ステムを使用する と、 レポー ト を実行する と きに毎回カス タム ・ フ ォーマ ッ ト が使用されるよ う に、 これらの設
定をジ ョ ブ定義に保存できます。

レポー ト のテーブル表示を カス タ マイズするには ：

1 カス タ マイズするレポー ト にアクセス し ます。 レポー ト の生成方法についての詳細は、 「レポー ト 作成」
を参照し て く だ さい。

2 ［レポー ト ］ ウ ィ ン ド ウで、 テーブルの右上にある ［設定］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 レポー ト に複数の
コ ンポーネン ト が含まれている場合は、 変更するテーブルと関連付けられている リ ン ク を ク リ ッ ク し ま
す。

3 ［テーブルの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 利用可能な列が一覧表示されます。 テーブル表示には、 対
応する ［表示］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されている列が含まれます。 た と えば、 レポー ト 「Data 
Stored By Client」 の場合は次の ［テーブルの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。

メ モ ： レポー ト ・ イベン ト は、 レポー ト ・ スケジュールを指定し た場合または ［実行 & 通知］ を使

用する場合にのみ発生し ます。
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図 32. ［テーブルの設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス

以下の変更が可能です。

▪ 列の非表示 ： 1 つまたは複数の列を非表示にするには、 列のチ ェ ッ ク ・ マーク を選択解除し ます。 

▪ 列の表示 ： 非表示の列を表示するには、 対応する ［表示］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。

▪ 合計値の表示 ： 列の合計、 最小、 最大、 およびその他の合計値を表示する フ ィ ールド を加算する
には、 ［合計］ リ ス ト でフ ィ ールド ・ タ イプを選択し ます。 このリ ス ト は、 数値を含む列のみで表
示されます。 

利用できるオプシ ョ ンには、 以下のものが含まれます。

▫ ［合計］ ： 列にあるすべての値の合計を表示し ます。

▫ ［平均］ ： 列にあるすべての値の平均値を表示し ます。

▫ ［最小］ ： 列にあるすべての値の最小値を表示し ます。

▫ ［最大］ ： 列にあるすべての値の最大値を表示し ます。

▫ ［カウン ト ］ ： レ コー ド数を表示し ます。

▫ ［な し］ ： 集計フ ィ ールド を削除し ます。

テーブル ・ ビ ューに設定を適用し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

4 列の順序を変更するには、 列の見出し を新しい場所に ド ラ ッ グし ます。

5 列の幅を変更するには、 列が適当な幅になるまで区切り を ド ラ ッ グし ます。

6 テーブルを追加するには、 コ ンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［別のビ ューの追加］ リ ン ク を ク
リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト がテーブル表示のみをサポー ト する場合、 新しいテーブルが自動的に追加されます。 別
のビ ュー ・ タ イプがサポー ト されている場合は、 ［ビ ューの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されま
す。 テーブルを追加するには、 ［ビ ューのタ イプ］ リ ス ト で ［テーブル］ を選択し ます。

新しいテーブルには、 すべての列が含まれています。 テーブルを カス タ マイズする方法については、 「ス
テ ッ プ 2」 および 「ステ ッ プ 3」 を参照し て く だ さい。

7 ビ ューを削除するには、 コ ンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［このビ ューを削除］ リ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。

8 カス タム設定を保存するには、 レポー ト の左上にある ［レポー ト フ ォーマ ッ ト の保存］ リ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。 

カス タム設定がレポー ト ・ ジ ョ ブ定義に保存され、 メ ッ セージが表示されます。
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レポー ト へのグラ フの追加
レポーテ ィ ング ・ システムのグラ フ機能を使用し て、 棒グラ フおよび円グラ フの形で出力を表示できます。 複数
のグラ フ表示を使用し て、 さ まざまなデータ ・ セ ッ ト を比較できます。 レポーテ ィ ング ・ システムを使用する
と、 レポー ト を実行する と きに毎回カス タム ・ フ ォーマ ッ ト が使用されるよ う に、 これらの設定をジ ョ ブ定義に
保存できます。

レポー ト にグラ フ を追加するには ：

1 カス タ マイズするレポー ト にアクセス し ます。 レポー ト の生成方法についての詳細は、 「レポー ト 作成」
を参照し て く だ さい。

2 ［レポー ト ］ ウ ィ ン ド ウで、 テーブルの左下にある ［別のビ ューの追加］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 レ
ポー ト に複数のコ ンポーネン ト が含まれている場合は、 グラ フ を追加する コ ンポーネン ト と関連付けら
れている リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト がグラ フ ィ カル ・ ビ ューをサポー ト し ている場合は、 ［ビ ューの追加］ ダイアログ ・ ボ ッ
クスが表示されます。

3 グラ フのタ イプを選択し、 適切なオプシ ョ ンを設定し ます。 棒グラ フおよび円グラ フ を追加できます。

4 ビ ューを削除するには、 コ ンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［このビ ューを削除］ リ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。

メ モ ： グラ フは、 数値を含むレポー ト ・ コ ンポーネン ト でのみ使用できます。

表 121. レポー ト へのグラ フの追加

グラ フのタ イプ オプシ ョ ン

棒グラ フ 棒グラ フ を使用し て、 データ値を視覚的に比較できます。

棒グラ フ を追加するには、 次の手順を実行し ます。

• ［ビ ューのタ イプ］ リ ス ト で、 ［棒グラ フ］ を選択し ます。

• ［カテゴ リ］ リ ス ト で、 縦軸を表す列を選択し ます。 カテゴ リ列に
ある各レ コー ドのグラ フの棒が生成されます。 列の値はラベルと し
て使用されます。

• ［値］ リ ス ト で、 横軸を表す列を選択し ます。 データ値によ って、
棒の長さが決ま り ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

図 33 は、 棒グラ フ ・ ビ ューを示し ています。

メ モ ： グラ フには、 最初の 「20」 レ コー ド に対応する棒がそれぞれ表示さ

れています。 残りのレ コー ド は、 ［その他］ と し てグラ フにグループ化され
ています。 

円グラ フ 円グラ フ を使用し て、 合計に対する異なる カテゴ リの相対的な比率を表示
できます。

円グラ フ を追加するには、 次の手順を実行し ます。

• ［ビ ューのタ イプ］ リ ス ト で、 ［円グラ フ］ を選択し ます。

• ［カテゴ リ］ リ ス ト で、 カテゴ リ または円グラ フの扇形を表す列を
選択し ます。 カテゴ リ列にあるレ コー ド の数によ って、 グラ フがい
く つの扇形に分けられるかが決ま り ます。 列の値は凡例と し て使用
されます。

• ［値］ リ ス ト で、 円グラ フのデータ を含む列を選択し ます。 データ
値によ って、 扇形のサイズが決ま り ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

図 34 は、 円グラ フ ・ ビ ューを示し てます。

メ モ ： グラ フには、 最初の 「20」 レ コー ド に対応する扇形がそれぞれ表示

されています。 残りのレ コー ド は、 ［その他］ と し てグラ フにグループ化さ
れています。 
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5 カス タム設定を保存するには、 レポー ト の左上にある ［レポー ト フ ォーマ ッ ト の保存］ リ ン ク を ク リ ッ
ク し ます。 

カス タム設定がレポー ト ・ ジ ョ ブ定義に保存され、 メ ッ セージが表示されます。

グラ フ ・ ビ ューの例
このセクシ ョ ンには、 レポーテ ィ ング ・ システムを使用し て生成されたグラ フの例が含まれています。

棒グラ フ ・ ビ ュー

次の図は、 サンプル ・ データ ・ セ ッ ト に対応する棒グラ フ ・ ビ ューを示し ています。

図 33. 棒グラ フ ・ ビ ュー

円グラ フ ・ ビ ュー

次の図は、 サンプル ・ データ ・ セ ッ ト に対応する円グラ フ ・ ビ ューを示し ています。

図 34. 円グラ フ ・ ビ ュー

レポー ト の PDF フ ァ イルへのエ クスポー ト
レポー ト を生成し た後、 レポー ト の PDF フ ァ イルへのエクスポー ト を選択できます。 フ ァ イルがブラウザ ・

ウ ィ ン ド ウに表示されます。 必要に応じ て、 フ ァ イルをダウンロー ド、 保存、 またはできます。
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レポー ト を PDF フ ァ イルにエ ク スポー ト するには ：

1 エクスポー ト するレポー ト にアクセス し ます。 レポー ト の生成方法についての詳細は、 「レポー ト 作成」
を参照し て く だ さい。

2 ［レポー ト ］ ウ ィ ン ド ウで、 レポー ト の左上にある ［PDF と し てエクスポー ト ］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ま

す。

3 レポー ト が PDF フ ァ イルに変換され、 ブラウザ ・ ウ ィ ン ド ウに表示されます。 該当するブラウザ ・ オプ

シ ョ ンを使用し て、 フ ァ イルをダウンロー ド、 保存、 またはし ます。 

利用可能なレポー ト
NetVault Backup は、 ［レポー ト 表示］ ページに次のタ イプの事前定義されたレポー ト をアルフ ァベ ッ ト 順に表示

し ます。

表 122. 事前定義されたレポー ト

レポー ト ・ タ イ ト ル 説明

Data Stored by Client このレポー ト を使用し て、 指定期間内に既存の NetVault Backup ク ラ イアン

ト に保存されたデータ量を確認できます。

デフ ォル ト では、 レポー ト には過去 7 日間のデータが表示されます。 レポー

ト ・ フ ィ ルタ を設定し て期間を変更できます。 また、 ク ラ イアン ト 名フ ィ ル
タ を設定し て、 特定のク ラ イアン ト の詳細情報を表示できます。 
テーブルには以下の詳細が含まれています。 開始時刻、 開始日、 実行時間、
終了日、 終了時刻、 ジ ョ ブ ID、 ク ラ イアン ト 名、 転送サイズ、 プラグイ ン、

およびセ ッ ト 名 （セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 選択オプシ ョ ン、 スケジュール ・
セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細オプシ ョ ン ・ セ ッ
ト ）。

Historic Jobs — by date このレポー ト を使用し て、 指定期間に実行されたすべてのバッ クア ッ プおよ
びリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに関する情報を表示できます。 レ コー ドは開始日でソー
ト されます （新しいものから古いものの順）。

このレポー ト にはデフ ォル ト で、 過去 7 日間に実行されたジ ョ ブが含まれて

います。 レポー ト ・ フ ィ ルタ を設定し て期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョ ブ ・ タ
イ ト ル、 ジ ョ ブ ID 番号、 イ ンス タ ンス、 ク ラ イアン ト 名、 バッ クア ッ プ ・

セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名、 データ転送サイズ、 およびジ ョ ブ ・ ステータ ス。

Index Media このレポー ト は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのイ ンデッ クス ・ メ デ ィ アを表示し
ます。

次の詳細を参照できます。 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・ イ ンス タ

ンス、 ジ ョ ブ ・ フ ェーズ、 ク ラ イアン ト 名、 サーバー名、 プ ラグイ ン名、
バッ クア ッ プ時刻、 バッ クア ッ プ日、 メ デ ィ ア ・ ラベル、 オフサイ ト ・ ロ
ケーシ ョ ン、 および メ デ ィ ア ・ オン ラ イ ン。

Media General このレポー ト は利用可能なテープ ・ メ デ ィ ア ・ アイテムについての情報を提
供し ます。 テーブルはメ デ ィ ア ・ ラベルでソー ト されます。 
以下の詳細情報を参照できます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 バーコー ド、 メ デ ィ
ア ・ タ イプ、 フ ォーマ ッ ト 、 マシン名、 メ デ ィ ア有効期限日付、 オフサイ
ト ・ ロケーシ ョ ン、 使用済み領域、 残スペース、 使用可能かど うか、 および
読み取り専用かど うか。
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Tenant Media Quotas and Usage このレポー ト には、 既存の NetVault Backup テナン ト に関する メ デ ィ ア割当

量および メ デ ィ ア使用量の情報が表示されます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 アカウン ト 名、 メ デ ィ ア割当
量 （TB 単位）、 および メ デ ィ ア使用量。 ［メ デ ィ ア割当］ には、 特定のテナ

ン ト （アカウン ト ） に割り当てられた総割り当てが表示され、 ［使用済みメ
デ ィ ア］ には、 そのテナン ト （アカウン ト ） に割り当てられた メ デ ィ ア割当
の使用済みスペースが表示されます。

Offline Devices このレポー ト には、 現在オフ ラ イ ンになっているス ト レージ ・ デバイスが表
示されます。 
このレポー ト には以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Offline Devices］ ： このセクシ ョ ンにはオフ ラ イ ンになっている

テープ ・ ベースのデバイスについての情報が含まれます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 デバイス名、 ホス
ト 名、 ベンダー、 ラ イブ ラ リ名、 およびステータ ス。

• ［Offline RAS Devices］ ： このセクシ ョ ンには、 オフ ラ イ ンになって

いるデ ィ スク ・ ベースのデバイスについての情報が含まれます。 
このテーブルには、 デバイス名、 デバイス ・ マシン （address:port）、

およびデバイス ・ ステータ スが表示されます。

Policies Summary このレポー ト は指定された期間中に実行されたポ リ シー ・ ベースのバッ ク
ア ッ プについての情報を提供し ます。

このレポー ト にはデフ ォル ト で、 過去 7 日間に実行されたポ リ シーが含まれ

ています。 レポー ト ・ フ ィ ルタ を設定し て期間を変更できます。

このレポー ト には以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Total Policy Summary details］ ： このセクシ ョ ンは、 ポリ シーおよ

びポリ シー ・ ジ ョ ブの合計数を表示し ます。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ポ リ シーの合計数、 正常に
終了し たポリ シー数、 警告で終了し たポ リ シー数、 失敗し たポ リ シー
数、 ポリ シー ・ ジ ョ ブの合計数、 正常に終了し たポ リ シー ・ ジ ョ ブ
数、 警告で終了し たポ リ シー ・ ジ ョ ブ数、 失敗し たポ リ シー ・ ジ ョ ブ
数。

• ［Policy Basics］ ： このセクシ ョ ンは指定期間に実行されたすべての

ポリ シー ・ ベースのバッ クア ッ プを表示し ます。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ポ リ シー名、
ク ラ イアン ト 数、 ジ ョ ブ数、 成功ジ ョ ブ数、 警告ジ ョ ブ数、 失敗ジ ョ
ブ数、 ステータ ス、 ク ラ イアン ト 一覧、 合計転送サイズ、 失敗イベン
ト 、 および警告イベン ト 。

Server Daily Summary このレポー ト を使用し て、 サーバーの日次バッ クア ッ プのサマ リ を表示でき
ます。 このレポー ト には、 既存のラ イブ ラ リ に存在し ている メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報も含まれています。

このレポー ト には、 以下のコ ンポーネン ト が含まれています。

• ［Media］ ： このレポー ト は指定されたラ イブラ リ に存在するテープに

ついての情報も提供し ます。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 バーコー ド、 メ
デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 メ デ ィ ア有効期限日付、 有効期限時刻、
メ デ ィ ア ・ ラベル、 スロ ッ ト の位置、 再利用可能かど うか、 残スペー
ス、 および使用済み領域。

表 122. 事前定義されたレポー ト

レポー ト ・ タ イ ト ル 説明
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Server License — Capabilities 
and Usage

このレポー ト は、 ク ラ イアン ト 、 SmartClient、 および各種デバイスについて

ラ イセンス機能および使用状況の詳細を表示し ます。 このレポー ト にはさ ま
ざまなコ ンポーネン ト のラ イセンスのフ ラグ情報も含まれています。

Single Job Summary このレポー ト は、 単一ジ ョ ブについての情報を提供し ます。 レポー ト には、
ジ ョ ブ情報、 ド ラ イブ ・ イベン ト 、 データ転送データ、 および メ デ ィ ア使用
量の情報が表示されます。 
レポー ト ・ フ ィ ルタ を設定し て、 指定されたジ ョ ブの 1 つまたは複数のイ ン

ス タ ンスに関連する情報を表示できます。

このレポー ト には以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Single Job Main Summary］ ： このセクシ ョ ンは指定し たジ ョ ブの

ジ ョ ブ詳細を表示し ます。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番号、

ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 ジ ョ ブ ・ タ イプ、 プ ラグイ ン名、 イ ンス タ ンス
ID、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終了時刻、 ジ ョ ブ ・ ステータ ス、 転

送サイズ、 および転送レー ト 。

表 122. 事前定義されたレポー ト

レポー ト ・ タ イ ト ル 説明
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18
ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用

• ク ラ イアン ト ・ ク ラス タ ・ サポー ト について

• ク ラス タ環境でのデバイス設定

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンの設定

• 仮想ク ラ イアン ト の管理

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンを使用し たバッ クア ッ プ

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンを使用し た リ ス ト ア

ク ラ イアン ト ・ ク ラス タ ・ サポー ト につ
いて
NetVault Backup では、 分散データのデータ保護を有効にする各種プ ラグイ ンのク ラス タ対応版を用意し ていま

す。 これらのプ ラグイ ンには、 ク ラス タ ・ サポー ト ・ ラ イセンス ・ キーが必要です。 

ク ラス タ ・ ノ ー ド群は、 1 つの仮想ク ラ イアン ト と し てグループ化され、 その仮想ク ラ イアン ト にク ラス タ対応

プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされます。 ク ラス タ ・ ノ ー ドのバッ クア ッ プ と リ ス ト アは、 仮想ク ラ イアン ト を介し
て行います。

ク ラス タ設定で使用できる NetVault Backup プラグイ ンを以下の表に示し ます。
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仮想ク ラ イアン ト
仮想ク ラ イアン ト はク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ール時に作成されます。 ク ラス タ内のすべてのノ ー ドが
グループ化されて、 仮想ク ラ イアン ト を形成し ます。 

表 123. ク ラス タ対応プラグイ ン

プ ラグイ ン 説明

Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem このプ ラグイ ンは NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アに同梱されて

お り、 以下のプ ラ ッ ト フ ォームでの共有フ ァ イル ・ システム ・
データのバッ クア ッ プに使用できます。

• Windows Server ク ラス タ （MSCS）

• Linux ク ラス タ

• Sun ク ラス タ （Solaris SPARC）

サポー ト されている ク ラス タ ・ ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンにつ
いての詳細は、 『Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照

し て く だ さい。 このガイ ドは、 https://support.quest.com/ja-
jp/technical-documents からダウンロー ド できます。

デフ ォル ト ・ イ ンス ト ールされた NetVault Backup では、 ネイ

テ ィ ブの Plug-in for FileSystem のラ イセンスは不要です。 ただ

し ク ラス タ ・ セ ッ ト ア ッ プでの同プ ラグイ ンの使用について
は、 System Cluster Support のラ イセンス ・ キーが必要と な り

ます。

Quest NetVault Backup Plug-in for Exchange このプ ラグイ ンは、 Exchange Server Single Copy Cluster
（SCC） /Failover Cluster または Cluster Continuous Replication
（CCR） セ ッ ト ア ッ プにおける分散 Exchange Server データの

バッ クア ッ プに使用する こ とができます。 詳し く は、 『Quest 
NetVault Backup Plug-in for Exchange ユーザーズ･ガイ ド』 を

参照し て く だ さい。

Quest NetVault Backup Plug-in for Hyper-V このプ ラグイ ンを Hyper-V フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ設定に

展開すれば、 仮想ク ラ イアン ト 経由でク ラス タ ・ データ をバッ
クア ッ プできます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup Plug-in 
for Hyper-V ユーザーズ･ガイ ド』 を参照し て く ださい。

Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle このプ ラグイ ンは、 Oracle の Real Application Clusters （RAC）

セ ッ ト ア ッ プ内で、 分散 Oracle データベースのバッ クア ッ プ

に利用できます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup Plug-in 
for Oracle ユーザーズ･ガイ ド』 を参照し て く ださい。

Quest NetVault Backup Plug-in for SQL 
Server

このプ ラグイ ンは、 SQL Server Failover Cluster セ ッ ト ア ッ プ

における分散 SQL Server データベースのバッ クア ッ プに使用

する こ とができます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup Plug-
in for SQL Server ユーザーズ･ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL このプ ラグイ ンは、 Linux プラ ッ ト フ ォームの MySQL Server 
Failover Cluster セ ッ ト ア ッ プにおける分散 MySQL Server デー

タベースのバッ クア ッ プに使用する こ とができます。 詳し く
は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL ユーザーズ･ガ

イ ド』 を参照し て く だ さい。
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仮想ク ラ イアン ト は、 他の NetVault Backup ク ラ イアン ト と同じ よ う に管理されます。 仮想ク ラ イアン ト の参

照、 ク ラ イアン ト ・ グループおよびポリ シーへの追加、 ユーザー ・ アクセスの許可を行った り、 仮想ク ラ イアン
ト をレポー ト に含めた りする こ とができます。 NetVault Backup サーバーは、 仮想ク ラ イアン ト の作成と設定を

管理し ます。 ク ラス タ対応版のプ ラグイ ンは、 ク ラス タ ・ ノ ー ド 上でローカルに実行され、 データはローカルで
処理されます。 SmartClient と し て設定されたク ラス タ ・ ノ ー ドは、 ローカル接続されたス ト レージ ・ デバイス

に直接データ を送信し ます。 

ク ラス タ環境でのデバイス設定
ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ時に行うバッ クア ッ プ ・ デバイス接続には、 複数の方法が存在し ます。 こ こでは、 各種
のデバイス構成方法が持つ長所と短所について説明し ます。

• デバイスの NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト への接続 ： この構成方法では、 ロボ ッ ト ・

アームの制御が可能と な り ます。 ただ しバッ クア ッ プおよびリ ス ト アの過程では、 ネ ッ ト ワーク を介し
たデータ転送が発生し ます。

• ド ラ イブの共有 ： 前の方法から派生し た方法であ り、 物理ラ イブ ラ リ を NetVault Backup サーバーに接続

する こ と で、 ロボ ッ ト ・ アームの制御およびク ラス タ ・ ノ ー ド 群とのド ラ イブ共有が可能と な り ます。
これによ り、 ロボ ッ ト ・ アームを制御し、 同時にローカル ・ データ転送を有効にする こ とができます。

この方法では、 ド ラ イブの可用性が向上し ます。 ド ラ イブの制御がすべてのク ラス タ ・ ノ ー ド で共有さ
れるため、 このド ラ イブは常に使用可能な状態に置かれます。 ただ し、 ド ラ イブを現在制御する ク ラス
タ ・ ノ ー ドは、 ク ラス タ を現在制御中のノ ー ド である必要はあ り ません。

• デバイスのク ラス タ ・ ノ ー ドへの接続 ： この構成では、 ローカルに接続されたデバイスにデータが直接
転送されるため、 最大の転送速度が得られます。

ただ し短所と し て、 ク ラス タ内のマシンはロボ ッ ト ・ アームの制御を行う こ とができないため、 この方
法で使用可能なデバイスのタ イプは単体ド ラ イブのみと なる こ とが挙げられます。 さ らにク ラス タ ・
ノ ー ドがダウンする と、 このド ラ イブは使用不能にな り ます。

ク ラス タ対応プラグイ ンのイ ンス ト ール
およびア ッ プグレー ド
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 前提条件

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンのア ッ プグレー ド

前提条件
ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し て く
だ さい。

• NetVault Backup サーバーのイ ンス ト ール ： 指定し たマシンに NetVault Backup サーバー ・ ソ フ ト ウ ェ ア

を イ ンス ト ールし ます。 NetVault Backup サーバーは、 ク ラス タ ・ セ ッ ト ア ッ プに含まれない独立し たマ

シンである必要があり ます。 サーバー ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールについての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール ： NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウェ アを各ク ラ

ス タ ・ ノ ー ド にイ ンス ト ールし ます。 ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールについての詳細は、
『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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• NetVault Backup ク ラ イアン ト の追加 ： ク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加し ます。 ク ラ イ

アン ト の追加についての詳細は、 「ク ラ イアン ト の追加 （Windows のみ）」 を参照し て く だ さい。

• イ ンス ト ール ・ フ ァ イルのコ ピー ： ク ラス タ対応プ ラグイ ンの 「.npk」 イ ンス ト ール用フ ァ イルを

NetVault Backup サーバーにコ ピーし ます。 

フ ァ イルのコ ピー ・ パスは、 Windows の場合は <NetVault Backup ホーム >\packages\standard、 および

Linux の場合は <NetVault Backup ホーム >/packages/standard です。 イ ンス ト ール ・ フ ァ イルは、

standard デ ィ レ ク ト リ内のサブデ ィ レ ク ト リ にコ ピーする こ と もできます。

Plug-in for FileSystem （サーバーのオペレーテ ィ ング ・ システム用） のイ ンス ト ール ・ フ ァ イルは、

standard デ ィ レ ク ト リ ですでに使用可能と なっています。

ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ール
ク ラス タ設定では、 NetVault Backup サーバー上に仮想ク ラ イアン ト を作成する こ と で、 プ ラグイ ンがイ ンス

ト ールされます。 ク ラス タ内のすべてのノ ー ドがグループ化されて、 仮想ク ラ イアン ト を形成し ます。 プロセス
中に、 プ ラグイ ンは指定し たク ラス タ ・ ノ ー ド にイ ンス ト ールされます。

ク ラス タ対応プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 ［仮想ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページで、 以下の情報を指定し ます。

▪ ［仮想ク ラ イアン ト 名］ に、 仮想ク ラ イアン ト の名前を入力し ます。 名前は一意にする必要があ り
ます。 スペースは、 仮想ク ラ イアン ト では認識されないため、 アンダースコア記号 （_） に置き換

えられます。 いったん仮想ク ラ イアン ト 名を設定し たら、 変更する こ とはできません。 

▪ ［仮想ク ラ イアン ト ・ ア ド レス］ にク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの IP ア ド レスを入力し ます。

▪ パッ ケージ ・ リ ス ト から、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ール ・ フ ァ イルを選択し ます。 このリ ス ト には、
packages デ ィ レ ク ト リ と そのサブデ ィ レ ク ト リ にコ ピーされる ク ラス タ対応 「.npk」 フ ァ イルが

すべて含まれています。 以下の表に、 イ ンス ト ール ・ フ ァ イルのフ ァ イル名を示し ます。 こ こで、
x-x- x-x は、 バージ ョ ン番号、 ビルド番号、 およびプ ラ ッ ト フ ォーム番号を表し ます。

▪ 仮想ク ラ イアン ト にク ラス タ ・ ノ ー ド を追加するには、 ［利用可能なク ラ イアン ト ］ テーブルでク
ラ イアン ト ・ ノ ー ド を選択し て、 アイテムの左にある ［追加］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 選択し
たク ラ イアン ト が、 ［選択済みク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

▪ 仮想ク ラ イアン ト から ク ラス タ ・ ノ ー ド を削除するには、 ［選択済みク ラ イアン ト ］ テーブルでク
ラ イアン ト ・ ノ ー ド を選択し て、 アイテムの左にある ［削除］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 選択し
たク ラ イアン ト が、 ［利用可能なク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

表 124. ク ラス タ対応プラグイ ンのイ ンス ト ール ・ フ ァ イル

オプシ ョ ン 説明

Plug-in for FileSystem （Windows 用） win-x-x-x-x.npk

Plug-in for FileSystem （Linux 用） nvf-x-x-x-x.npk

Plug-in for FileSystem （Solaris （SPARC） 用） nvf-x-x-x-x.npk

Plug-in for Exchange exs-x-x-x-x.npk
Plug-in for Hyper-V hv-x-x-x-x.npk
Plug-in for Oracle ora-x-x-x-x.npk
Plug-in for SQL Server sql-x-x-x-x.npk
Plug-in for MySQL mys-x-x-x-x.npk
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4 ［仮想ク ラ イアン ト の作成］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup サーバーで、 選択し たク ラス タ ・ ノ ー ド へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールが開始されま

す。 このプロセスでは、 ク ラス タ ・ ノ ー ド にイ ンス ト ールされている同じ プ ラグイ ンの通常バージ ョ ン
を上書き し ます。 ただ し、 ローカル / 非共有データのバッ クア ッ プは、 ク ラス タ対応バージ ョ ンで実行す

る こ とができます。 イ ンス ト ールが完了する と、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページの ［NetVault Backup ク ラ

イアン ト ］ テーブルに、 仮想ク ラ イアン ト が追加されます。

ク ラス タ対応プ ラグイ ンのア ッ プグレー ド
ク ラス タ対応のプ ラグイ ンをア ッ プグレー ド するため、 既存の仮想ク ラ イアン ト が削除され、 最新バージ ョ ンの
プ ラグイ ンを使用し て新しい仮想ク ラ イアン ト が作成されます。

ク ラス タ対応プ ラグイ ンをア ッ プグレー ド するには ：

1 前のバージ ョ ンのプ ラグイ ンで作成された仮想ク ラ イアン ト を削除し ます。 仮想ク ラ イアン ト の削除に
ついて詳し く は、 「仮想ク ラ イアン ト の削除」 を参照し て く だ さい。

2 ア ッ プグレー ド版のク ラス タ対応プ ラグイ ンを使って、 新しい仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。 プ ラグ
イ ンのイ ンス ト ールについて詳し く は、 「ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー
ド」 を参照し て く だ さい。

新しい仮想ク ラ イアン ト には、 以前の仮想ク ラ イアン ト の名前を割り当てる必要があ り ます。 新しい仮
想ク ラ イアン ト の名前を変更する と、 古い仮想ク ラ イアン ト に対し て定義されたジ ョ ブを実行する こ と
はできません。

ク ラス タ対応プラグイ ンの設定
ク ラス タ対応プ ラグイ ンのイ ンス ト ール手順には、 以下のセクシ ョ ンに記載されているステ ッ プが含まれます。

• ク ラス タ ・ ノ ー ド用の優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスの設定

• ク ラス タ対応プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定の構成

ク ラス タ ・ ノ ー ド用の優先し て使用するネ ッ ト
ワーク ・ ア ド レスの設定
ク ラス タ ・ ノ ー ド には最低 2 つのネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスがあ り ます。

• パブ リ ッ ク IP ア ド レス ： ク ラス タ外のマシンがク ラス タ ・ ノ ー ド と通信するために使用するア ド レスで

す。

• プ ラ イベー ト IP ア ド レス ： ク ラス タ ・ ノ ー ドが、 ク ラス タ内の他のマシン と通信するために使用するア

ド レスです。

各ク ラス タ ・ ノ ー ド に対し て、 マシンのパブ リ ッ ク IP ア ド レスを ノ ー ドの 「優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・

ア ド レス」 と し て設定する必要があり ます。 

ク ラス タ ・ ノ ー ド で優先し て使用するア ド レスを設定するには ：

1 ク ラス タ ・ ノ ー ドの IP ア ド レスを取得し ます。 

Linux および UNIX の場合は ifconfig ユーテ ィ リ テ ィ を、 Windows の場合は ipconfig ユーテ ィ リ テ ィ を

使って、 この作業を完了する こ とができます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ テーブル

から、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［サービス］ の ［ク ラ イアン ト 設定］ ページで、 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ク ラス タ ・ ノ ー ド に対し て優先し て使用する
ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを指定し ます。

6 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

7 各ク ラス タ ・ ノ ー ド に対し てステ ッ プ 1 ～ステ ッ プ 6 を繰り返し ます。

ク ラス タ対応プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定の構成

ク ラス タ対応プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に選択リ ス ト の隣り に
ある ［新規作成］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 仮想ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し ます。 プラ

グイ ンのリ ス ト から、 ク ラス タ対応プ ラグイ ンを選択し、 ［アクシ ョ ン］ リ ス ト で ［設定］ を ク リ ッ ク し
ます。

3 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 必要なオプシ ョ ンを設定し ます。 ク ラス タ対応版の設定オプシ ョ ン
は、 標準版のプ ラグイ ン と同じ です。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 関連するプ ラグイ ンの
ユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。 

これらの設定は、 仮想ク ラ イアン ト に固有な設定フ ァ イルと し て NetVault Backup サーバーに格納され、

仮想ク ラ イアン ト 経由で実行される共有データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア時に適用されます。

仮想ク ラ イアン ト の管理
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 仮想ク ラ イアン ト の変更

• 仮想ク ラ イアン ト に対するアクセスの確認

• 現在の実際のク ラ イアン ト の判別

• 仮想ク ラ イアン ト の削除

仮想ク ラ イアン ト の変更
仮想ク ラ イアン ト を作成し たら、 ク ラス タ ・ ノ ー ドの追加と削除、 またはク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの IP ア

ド レスの変更を行えます。

仮想ク ラ イアン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト の仮想ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

メ モ ： ク ラス タ対応プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定は、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページか

らのみ設定できます。 ク ラス タ対応プ ラグイ ンの場合、 ［設定変更］ ページからのこれらのオプ
シ ョ ンの設定はサポー ト されていません。
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3 ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページで、 必要な設定を変更し ます。

▪ ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの IP ア ド レスを変更するには、 ［仮想ク ラ イアン ト ・ ア ド レス］ に

新しいア ド レスを入力し ます。

▪ 仮想ク ラ イアン ト にク ラス タ ・ ノ ー ド を追加するには、 ［利用可能なク ラ イアン ト ］ テーブルでそ
れを選択し て、 項目の左にある ［追加］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 選択し たク ラ イアン ト が、 ［選
択済みク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

▪ 仮想ク ラ イアン ト から ク ラス タ ・ ノ ー ド を削除するには、 ［選択済みク ラ イアン ト ］ テーブルでそ
れを選択し て、 アイテムの左側にある ［削除］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 選択し たク ラ イアン ト
が、 ［利用可能なク ラ イアン ト ］ テーブルに移動し ます。

4 変更し た設定を保存するには、 ［仮想ク ラ イアン ト の保存］ を ク リ ッ ク し ます。

仮想ク ラ イアン ト に対するアクセスの確認
仮想ク ラ イアン ト に対するバッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを正常に完了するには、 少な く と も 1 つのメ ン

バー ・ ク ラ イアン ト がオン ラ イ ンなおかつアク テ ィ ブでなければな り ません。 ［アクセス確認］ オプシ ョ ンを使
用し て、 メ ンバー ・ ク ラ イアン ト のアクセス性のステータ スを判別できます。 

仮想ク ラ イアン ト のステータ スを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト の仮想ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページで、 ［アクセス確認］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup は仮想ク ラ イアン ト の各メ ンバーへの接続を試み、 メ ンバー ・ ク ラ イアン ト の現在のア

クセス可能性ステータ スを示す メ ッ セージを返し ます。 

［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

現在の実際のク ラ イアン ト の判別
［現在の実際のク ラ イアン ト ］ オプシ ョ ンを使用し て、 どのマシンがク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの制御下にあ
るかを判別できます。 

現在ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを制御し ているマシンを特定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト の仮想ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページで、 ［現在の実際のク ラ イアン ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ダイアログに、 制御ノ ー ドの NetVault Backup 名が表示されます。 

［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

仮想ク ラ イアン ト の削除
ク ラス タ ・ セ ッ ト ア ッ プ内でプ ラグイ ンを使用し ない場合は、 仮想ク ラ イアン ト を削除する こ とができます。 仮
想ク ラ イアン ト を削除し た場合、 NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て追加されたク ラス タ ・ ノ ー ドはサーバー

から削除されません。 ただ し、 プ ラグイ ンによる ク ラス タ ・ データのバッ クア ッ プ機能は削除されます。 
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仮想ク ラ イアン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト から、 ターゲッ ト の仮想ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［仮想ク ラ イアン ト ］ ページで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラス タ対応プラグイ ンを使用し たバッ
クア ッ プ
Plug-in for FileSystem を使用し たバッ ク ア ッ プの実行手順は、 通常および仮想ク ラ イアン ト とほぼ同じ です。 ク

ラス タ対応バージ ョ ンのプ ラグイ ンでは、 標準バージ ョ ン と同じ よ う に使って、 データ ・ アイテムを選択する こ
とができます。 ただ し、 ［NetVault Backup セレ ク シ ョ ン］ ページで仮想ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開 く と、 ノ ー

ド下にはク ラス タ対応プ ラグイ ンのみが表示されます。 プ ラグイ ンのセレ クシ ョ ン ・ ツ リーに、 共有ド ラ イブ と
ローカル ・ ド ラ イブ、 およびマウン ト ・ ポイ ン ト が表示されます。 ユーザーは共有リ ソースに使われる ド ラ イブ
文字と マウン ト ・ ポイ ン ト を控えておき、 それに応じ てデータ を選択する必要があ り ます。 標準バージ ョ ンで設
定できるバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 ク ラス タ対応バージ ョ ンでも利用できます。

Exchange Server ク ラス タ環境、 Oracle RAC セ ッ ト ア ッ プ、 SQL Server Failover Cluster、 MySQL Server 
Failover Cluster 内でのデータのバッ クア ッ プについての詳細は、 対応するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を

参照し て く だ さい。

以下の点に注意し ます。

• 仮想ク ラ イアン ト をバッ クア ッ プする際、 データのバッ クア ッ プは単一のク ラ イアン ト から実行され、
そのク ラ イアン ト へのアクセスは制御ノ ー ドから実行されます。

• 仮想ク ラ イアン ト を使ってク ラス タ ・ データ をバッ クア ッ プする場合、 アク テ ィ ブ ・ ノ ー ドが保有し て
いる LUN のみがバッ クア ッ プ されます。 パッ シブ ・ ノ ー ドが保有し ている LUN はバッ クア ッ プ されま

せん。

• アク テ ィ ブ / アクテ ィ ブ ・ ク ラス タ設定では、 NetVault Backup サーバーは、 バッ クア ッ プで ［プ ラ イマ

リのみ］ オプシ ョ ンが選択されている場合でも、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド 上でバッ クア ッ プを開始する こ と
があり ます。 その場合、 バッ クア ッ プはプ ラ イマ リ ・ ノ ー ド に リ ダイ レ ク ト されますが、 サーバーは自
身がバッ クア ッ プ開始メ ッ セージを送信し たセカ ンダ リ ・ ノ ー ド とのみ通信し ます。 バッ クア ッ プ処理
中、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ドが使用できな く なる と、 サーバーは、 そのク ラ イアン ト 上で動作し ている親プ
ロセス との通信を失います。 この親プロセスは、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド が即座に使用可能になった と し て
も再起動されません。 その結果、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブは応答し な く な り ます。 

バッ クア ッ プ時のク ラス タ ・ フ ェ イルオーバー
バッ クア ッ プ時にフ ェ イルオーバーが発生する と、 ジ ョ ブは中断され、 「ジ ョ ブの失敗」 ステータ スが返されま
す。 ［ジ ョ ブ ・ リ ト ラ イ］ スケジュール設定オプシ ョ ンを使う と、 フ ェ イルオーバーの終了後にジ ョ ブを再実行
させる こ とが可能です。 

Plug-in for FileSystem を使用する と、 Windows でフ ェ イルオーバーが発生し た場合は、 フ ェ イルオーバーが発

生し た原因と失敗し たジ ョ ブのステータ スが直接関連付けられます。 原因に応じ て、 ジ ョ ブは以下の終了ステー
タ スを返し ます。

• ク ラス タ ・ リ ソースを制御中のマシンがオフ ラ イ ンになった場合、 ジ ョ ブの処理は中断され、 ［ジ ョ ブの
失敗］ ステータ スが返されます。 この場合のバッ クア ッ プについては、 ジ ョ ブ ・ リ ト ラ イ機能を使用し
て再実行する こ とができます。

メ モ ： ク ラス タのバッ クア ッ プ と リ ス ト アでは、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページに仮想ク ラ イアン ト 名が表
示され、 実際のク ラ イアン ト 名は ［ログ参照］ ページに表示されます。
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• ク ラス タ ・ リ ソースを制御中のマシンはオン ラ イ ンのままで、 バッ クア ッ プ中のク ラス タ ・ リ ソースに
障害が発生し た場合、 ジ ョ ブの処理は中断され、 ステータ ス 「バッ クア ッ プは警告で完了し ま し た」 が
返されます。 このよ う なジ ョ ブについては、 ジ ョ ブ ・ リ ト ラ イのスケジューリ ングは機能し ません。 こ
の場合、 ジ ョ ブ ・ ログを調べて失われたデータ を特定するか、 ジ ョ ブを再実行し てデータに対するバッ
クア ッ プを行います。 

ク ラス タ対応プラグイ ンを使用し た リ ス
ト ア

Plug-in for FileSystem を使用し た リ ス ト アの実行手順は、 通常および仮想ク ラ イアン ト とほぼ同じ です。 バッ ク

ア ッ プは、 実際のク ラ イアン ト ・ ノ ー ド ではな く 仮想ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド から リ ス ト ア されます。 リ ス ト ア ・
ジ ョ ブを実行する と、 プ ラグイ ンはク ラス タ ・ サービス とやり取り を し て制御ノ ー ド を判断し、 このマシンを リ
ス ト アのターゲッ ト と し ます。

Exchange Server ク ラス タ環境、 Oracle RAC セ ッ ト ア ッ プ、 SQL Server Failover Cluster、 MySQL Server 
Failover Cluster 内でのデータのリ ス ト アについての詳細は、 対応するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照

し て く だ さい。

メ モ ： ク ラス タのバッ クア ッ プ と リ ス ト アでは、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページに仮想ク ラ イアン ト 名が表
示され、 実際のク ラ イアン ト 名は ［ログ参照］ ページに表示されます。
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19
NetVault Backup のデフ ォル ト の設定 

• デフ ォル ト の設定について

• 暗号化の設定

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定

• ポス ト ・ スク リ プ ト のデフ ォル ト の設定

• 検証プ ラグイ ンのデフ ォル ト の設定

• 展開マネージャの設定

• ジ ョ ブ ・ マネージャの設定

• ログ ・ デーモンの設定

• メ デ ィ ア ・ マネージャの設定

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャの設定

• プロセス ・ マネージャの設定

• RAS デバイスの設定

• スケジュール ・ マネージャの設定

• Web サービスの設定

• オーデ ィ タ ・ デーモンの設定

• フ ァ イアウォールの設定

• 一般設定

• セキュ リ テ ィ の設定

• NetVault Time の同期

• レポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ の設定

• レポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ の設定

• NetVault Backup WebUI のデフ ォル ト 設定の構成

• 固有の VSS プロバイダを使用する NetVault Backup 設定

• Txtconfig を使用するデフ ォル ト の設定

デフ ォル ト の設定について
NetVault Backup のい く つかの設定はデフ ォル ト で動作し ますが、 ご利用の環境に合わせてカス タ マイズする こ

とができます。 これらの設定は、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［設定変更］ リ ン クから表示および変更できます。
以下のサービスおよびコ ンポーネン ト については、 デフ ォル ト 設定を利用できます。

メ モ ： NetVault Backup サーバーおよび許可されたク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定が更新できるのは、

MSP 管理者のみです。 一方、 テナン ト 管理者は、 許可されている ク ラ イアン ト ・ マシンの設定を更新する

こ とができます。
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図 35. ［サーバー設定］ ページ

表 125. ク ラ イアン ト とサーバー設定

グループ 設定

プ ラグイ ン • 暗号化

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン

• スク リ プ ト

• 検証

サービス • 展開マネージャ

• ジ ョ ブ ・ マネージャ

• ログ ・ デーモン

• メ デ ィ ア ・ マネージャ

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ

• プロセス ・ マネージャ

• RAS デバイス

• スケジュール ・ マネージャ

• Web サービス

システムおよびセキュ リ テ ィ • 監査

• 診断 ト レース

• フ ァ イアウォール

• 一般設定

• セキュ リ テ ィ

• 時刻同期

ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス • 通知

• レポー ト

• WebUI のデフ ォル ト

メ モ ： NetVault Backup の設定は、 ［ク ラ イアン ト 管理］ リ ン クから も表示および変更できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 
2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。 
3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。
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その他の設定ユーテ ィ リ テ ィ
Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てサーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンのデフ ォル ト 設定を カス タ マイズす

る こ と もできます。 

Txtconfig

Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンのさ まざまな設定を カス タ マイズするため

のテキス ト ・ ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ はサポー ト されているす
べてのオペレーテ ィ ング ・ システム上で使用できます。 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの bin デ ィ レ ク ト リ に保存されています。 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、

Windows では管理者権限を持つユーザーと し て、 Linux および UNIX では root ユーザーと し てログイ ンする必要

があり ます。 詳細は、 「Txtconfig を使用するデフ ォル ト の設定」 を参照し て く ださい。

暗号化の設定
Plug-in for Standard Encryption または Plug-in for Advanced Encryption の使用を開始する前に、 暗号化設定を設

定する必要があり ます。 この設定では、 使用する暗号化アルゴ リズムと暗号化キーを指定し ます。 これらの設定
を行う には、 ［設定変更］ リ ン ク を使用し ます。

暗号化プ ラグイ ンは、 規制当局のバッ クア ッ プ ・ セキュ リ テ ィ 要件を満たすために、 CAST-128、 AES-256、 お

よび CAST-256 アルゴ リズムをサポー ト し ています。 これらのプ ラグイ ンを NetVault Backup サーバーまたはク

ラ イアン ト にイ ンス ト ールし て、 そのマシンの暗号化されたバッ クア ッ プを実行する こ とができます。 これらの
プ ラグイ ンについての詳細は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for Standard Encryption ユーザーズ ・ ガイ ド』 ま

たは 『Quest NetVault Backup Plug-in for Advanecd Encryption ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

暗号化プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［プ ラグイ ン］ で ［暗号化］ を ク リ ッ ク し て、 以下の項目を設定し ます。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

プラグイ ン ・ オプシ ョ ンの設定
各種ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン と ラ イセンス ・ プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ または ［バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページから行う こ とができます。 プ ラグイ ン設定手順については各ユーザー ・ ガイ ド で説明し
ます。 

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ンのデフ ォル ト の設定

• nvjobstart のデフ ォル ト の設定

デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ンのデフ ォル ト の
設定
デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ンを使用し て仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） を作成し ます。 このプ ラグイ ンの

デフ ォル ト 設定を行う には、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

表 126. 暗号化プラグイ ンのデフ ォル ト 設定

設定 説明

Encrypt ALL Backups 
on this Client

ク ラ イアン ト に Plug-in for Standard Encryption または Plug-in for Advanced 
Encryption を イ ンス ト ールする と、 以下のよ う な作業を行えます。

• そのク ラ イアン ト で実施されるすべてのバッ クア ッ プを暗号化する

• そのク ラ イアン ト で実施される特定のバッ クア ッ プを暗号化する

すべてのバッ クア ッ プの暗号化を有効にするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
選択し ます。 すべてのバッ クア ッ プの暗号化を有効にする と、 ジ ョ ブ単位の設
定を変更する こ とはできません。

ジ ョ ブ ・ レベルの暗号化の実行についての詳細は、 「詳細設定の指定」 を参照
し て く だ さい。

メ モ ： NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト を元とするバッ クア ッ プ

に対し てジ ョ ブレベルの暗号化を実行するには、 すべてのバッ クア ッ プを暗号
化するよ う にプ ラグイ ンを設定し ないで く だ さい。

Encryption Key String NetVault Backup マシンの暗号キーと し て使用する文字列を入力し ます。

プ ラ ッ ト フ ォームに応じ て、 使用できる文字やパスワー ド長が異な り ます。 32
文字以下のパスワー ド を使用する こ と をお勧めし ます。 「A ～ Z」、 「a ～ z」 「0
～ 9」、 および 「_」 の文字セ ッ ト を使用できます。 プ ラ ッ ト フ ォームによ って

は、 これらの基準に従わないキー文字列を使用できる こ とはあ り ますが、 他の
環境では使用できないこ と もあ り ます。

Available Encryption 
Algorithms

バッ クア ッ プおよびリ ス ト アに対し て使用する、 暗号アルゴ リズムを選択し ま
す。 イ ンス ト ールし た製品によ り、 リ ス ト には CAST-128、 CAST-256、 また

は AES-256 のいずれかのオプシ ョ ンが表示されます。

メ モ ： 暗号化バッ クア ッ プは、 元のク ラ イアン ト または別のク ラ イアン ト に リ ス ト アできます。 どち らの
場合でも、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト 上にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り、 またバッ クア ッ プ
実行時と同じ よ う に設定する必要があり ます （同じ暗号鍵文字列と暗号アルゴ リズムを使用）。
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2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［プ ラグイ ン］ で ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。 ［プ ラグイ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［デ ィ スク ・ デバイス ・ プ ラグイ ン］ で、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

nvjobstart のデフ ォル ト の設定
デフ ォル ト で nvjobstart コ マン ドは 「0」 または 「1」 を返し ます。 0 は成功を示し、 1 は失敗を示し ます。 ジ ョ

ブの失敗を示す拡張ジ ョ ブ完了ステータ ス ・ コー ド と メ ッ セージを返すよ う にユーテ ィ リ テ ィ を設定できます。

nvjobstart ユーテ ィ リ テ ィ のデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

表 127. デ ィ スク ・ デバイス ・ プラグイ ンのデフ ォル ト 設定

設定 説明

デ ィ スク ・ ラ イブ ラ リが
Entry/Exit ポー ト を持つこ

と を許可する

仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ には、 デフ ォル ト で入口 / 出口ポー ト はあり ませ

ん。

入口 / 出口ポー ト （EE ポー ト ） を備えた仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ を作成す

るには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

デ ィ スク ・ ラ イブ ラ リ を作
成する前に、 デ ィ スクの空
き容量を確認し て く だ さい 

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されています。 
NetVault Backup では VTL を作成する前に、 デ ィ スク空き容量をチ ェ ッ ク

し て ターゲッ ト ・ デ ィ スクに新規 VTL 用の十分な空き容量がある こ と を確

認し ます。 通常のフ ァ イル ・ システムでは、 この機能を使用し て VTL 作成

中のエラーを回避する こ とができます。 
サー ドパーテ ィ の重複排除アプ ラ イアンスまたは圧縮フ ァ イル ・ システム
に VTL を作成する場合は、 この機能を無効化する必要があり ます。 VTL の

デ ィ スク空き容量チ ェ ッ ク を無効にするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの
選択を解除し ます。

デ ィ スク空き容量の計算用
マージン

デ ィ スク容量チ ェ ッ ク中は、 以下のよ う にし てデ ィ スクに必要な空き容量
が計算されます。

スロ ッ ト 数 × メ デ ィ ア容量＋ <x>
<x> は、 以下の要件を考慮し た追加のデ ィ スク空き容量です。

• VTL のデ ィ レ ク ト リ構造の作成に必要なデ ィ スク空き容量。 この要

件は、 フ ァ イル ・ システムによ って異な り ます。

• システム上で実行中のその他のアプ リ ケーシ ョ ンに必要なデ ィ スク
空き容量。

デフ ォル ト 値は、 20MB です。 この要件を変更するには、 新たな値を入力

または選択し ます。

デ ィ スク空き容量マージン
に使用する単位

デ ィ スク空き容量のマージンの指定に使用する単位を入力または選択し ま
す。 単位は MB または GB です。 デフ ォル ト 値は MB です。
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3 ［プ ラグイ ン］ で ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ ダイアロ
グ ・ ボ ッ クスの CLI で、 以下の設定を行います。

▪ ［nvjobstart Enhanced Job Completion Status］ ： nvjobstart ユーテ ィ リ テ ィ では、 デフ ォル ト

で、 ジ ョ ブ終了コー ド に応じ て以下のメ ッ セージを返し ます。

［nvjobstart Enhanced Job Completion Status］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し た場合、 ユーテ ィ リ テ ィ

は以下のコー ド と メ ッ セージを返し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ポス ト ・ スク リ プ ト のデフ ォル ト の設定
デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブまたはリ ス ト ア･ジ ョ ブの中断時にポス ト ・ スク リ プ ト の実行は停止さ
れます。 ポス ト ・ スク リ プ ト の設定を変更し てこの動作を変更できます。

ポス ト ・ スク リ プ ト のデフ ォル ト 設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

表 128. デフ ォル ト のジ ョ ブ終了コー ド と ステータ ス ・ メ ッ セージ

終了コー ド ステータ ス ・ メ ッ セージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了し ま し た）

1 Job Failed with error （ジ ョ ブがエラーで終了し ま し た） Job Failed （ジ ョ ブが失敗し ま

し た）

このメ ッ セージは、 以下のジ ョ ブ終了状態の場合に返されます。

• Job failed （ジ ョ ブが失敗し ま し た）

• Job completed with warnings （警告付きでジ ョ ブが完了し ま し た）

• Job aborted （ジ ョ ブが中断されま し た）

• Job stopped （ジ ョ ブが停止し ま し た）

• Job died （ジ ョ ブが異常終了し ま し た）

表 129. 拡張ジ ョ ブ終了コー ド と ステータ ス ・ メ ッ セージ

終了コー ド ステータ ス ・ メ ッ セージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了し ま し た）

1 Job Failed （ジ ョ ブが失敗し ま し た）

2 Job Completed with Warnings （警告付きでジ ョ ブが完了し ま し た）

3 Job Aborted （ジ ョ ブが中断されま し た）

4 Job Stopped （ジ ョ ブが停止し ま し た）

5 Job Died （ジ ョ ブが異常終了し ま し た）

-1 Job Failed with Undefined Error （ジ ョ ブが未定義のエラーで終了し ま し た）

メ モ ： このオプシ ョ ンは、 nvjobstart ユーテ ィ リ テ ィ を実行する NetVault Backup マシンで設定する必要

があり ます。
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3 ［プ ラグイ ン］ で ［スク リ プ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［スク リ プ ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設
定を行います。

▪ ［ジ ョ ブ中断スク リ プ ト 実行を強制終了］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されてい
ます。 関連するジ ョ ブの中断時にもスク リ プ ト の実行を継続する場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク
スの選択を解除し ます。

この設定は、 指定し た NetVault Backup ク ラ イアン ト 上で実行されるバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、

およびレポー ト ・ ジ ョ ブに対し て定義されている、 すべてのポス ト ・ スク リ プ ト に適用されます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

検証プラグイ ンのデフ ォル ト の設定
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで検証フ ェーズを実施し て、 データ転送の終了時のバッ クア ッ プの正確性と完全性を
チ ェ ッ クする こ とができます。 NetVault Backup はビル ト イ ン検証プ ラグイ ンを使用し て、 検証フ ェーズを実行

し ます。 検証プ ラグイ ンは、 メ デ ィ アに書き込まれたス ト リーム長を検証し、 バッ クア ッ プ中にどのブロ ッ ク も
ド ロ ッ プ されなかったこ と を確認し ます。 フ ェーズ 1 と し て実際のバッ クア ッ プを実行し て、 バッ ク ア ッ プ ・

ジ ョ ブのフ ェーズ 2 と し てバッ クア ッ プ検証が実行されます。

デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プ検証ジ ョ ブは NetVault Backup サーバーで実行されます。 プラグイ ンの設定を変

更し て、 他のク ラ イアン ト で、 または指定されたク ラ イアン ト でローカルに検証を実行できます。 

検証プ ラグイ ンのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［プ ラグイ ン］ で ［検証］ を ク リ ッ ク し ます。 ［検証］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 130. 検証プラグイ ンのデフ ォル ト 設定

設定 説明

常にローカルでベ リ フ ァ イ
を行う  

デフ ォル ト の設定では、 検証フ ェーズは NetVault Backup サーバーで実行

されます。 
ネ ッ ト ワーク上でのデータ転送を回避するために、 バッ クア ッ プに使用す
るデバイスが接続されたク ラ イアン ト 上で検証をローカルで実行するよ う
選択する こ とができます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのク ラ イアン ト にグ
ローバルに適用されます。 このオプシ ョ ンは、 バッ クア ッ プ ・ デバイスが
ローカルに接続されていないク ラ イアン ト では無効です。 

検証をローカルで行う ク ラ
イアン ト （カ ンマ区切り で
複数指定可能）

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが複数のク ラ イアン ト 接続デバイスに分散されてい
る場合は、 この設定を使用し て、 検証フ ェーズをローカルに実行できる ク
ラ イアン ト のカ ンマ区切り リ ス ト を指定し ます。

検証を実行するデフ ォル ト
のク ラ イアン ト

すべての検証ジ ョ ブを実行する代替ク ラ イアン ト を設定する場合に、 ク ラ
イアン ト 名を指定し ます。 
この設定は、 ク ラ イアン ト に接続されたデバイスをバッ クア ッ プで使用す
る場合に役立ちます。 同じ ク ラ イアン ト を選択し てバッ クア ッ プ検証ジ ョ
ブを実行する こ とができます。

メ モ ： これらの設定は、 NetVault Backup サーバーで行う必要があ り ます。
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展開マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 展開マネージャについて

• 展開マネージャのデフ ォル ト の設定

展開マネージャについて
展開マネージャのプロセス （nvdeploymentmgr） は、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 このプロ

セスではプ ッ シュ ・ イ ンス ト ール ・ タ スクが管理されます。 

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手法を使用する と、 次のタ スク を実行できます。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを同時に複数のマシンにイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー

ド する

• NetVault Backup プ ラグイ ンを同時に複数のマシンにイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド する

• 新しいク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加する

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式についての詳細は、 「WebUI からのソ フ ト ウェ アのイ ンス ト ール （プ ッ シュ ・ イ ン

ス ト ール）」 を参照し て く だ さい。 

展開マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

展開マネージャのデフ ォル ト の設定

展開マネージャのデフ ォル ト 設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［展開マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［展開マネージャ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以
下の設定を行います。

4 新しい設定を適用し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 131. 展開マネージャの設定

設定 説明

サーバー上で同時にアク
テ ィ ブになる展開プロセス
の最大数

デフ ォル ト の設定では、 50 個の展開プロセスをサーバーで並行実行できま

す。 
いつでも並行実行できる展開の数を変更するには、 新たな値を入力または
選択し ます。

ク ラ イアン ト の処理時に展
開タ スクが待つ必要がある
最長時間

この設定は、 ク ラ イアン ト 追加フ ェーズの間に展開マネージャがリ モー
ト ・ ク ラ イアン ト からの応答を待つ時間を決定し ます。 
デフ ォル ト 値は、 300 秒間です。 タ イムアウ ト 間隔は、 30 ～ 900 秒を指定

できます。
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ジ ョ ブ ・ マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ジ ョ ブ ・ マネージャについて

• ジ ョ ブ ・ マネージャのデフ ォル ト の設定

ジ ョ ブ ・ マネージャについて
ジ ョ ブ ・ マネージャ ・ プロセス （nvjobmgr） は、 NetVault Backup サーバーで実行され、 ジ ョ ブの実行を管理し

ます。

スケジュール ・ マネージャによ って、 ジ ョ ブ ・ マネージャが起動されます。 ジ ョ ブが完了するまで、 ジ ョ ブご と
にジ ョ ブ ・ マネージャの単一イ ンス タ ンスが実行されます。 ジ ョ ブ ・ マネージャは、 ジ ョ ブの実行ステータ スお
よび終了ステータ スの変更をレポー ト し ます。 このプロセスはデータ ・ プ ラグイ ン と連携し、 NetVault Backup
サーバーから必要な情報を取得し ます。 また、 メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ プロセスに ド ラ イブおよび メ デ ィ ア要求
を送信し ます。 

ジ ョ ブ ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

ジ ョ ブ ・ マネージャのデフ ォル ト の設定

ジ ョ ブ ・ マネージ ャのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボ ッ ク
スで、 以下の設定を行います。

表 132. ジ ョ ブ ・ マネージャの設定

設定 説明

ジ ョ ブのキープ ・ アラ イ
ブ ・ レー ト

キープ ・ アラ イブ ・ メ ッ セージは、 2 台の NetVault Backup マシン間の

ネ ッ ト ワーク接続を確認し、 その接続を維持するために使用されます。
キープ ・ アラ イブ ・ レー ト 設定は、 サーバーで動作するジ ョ ブ ・ マネー
ジャ と ク ラ イアン ト で動作するデータ ・ プ ラグイ ンの間で送信されるキー
プ ・ アラ イブ ・ メ ッ セージの頻度を制御し ます。 
デフ ォル ト 値は、 5 分間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力また

は選択し ます。 キープ ・ アラ イブ ・ レー ト は分単位で指定し ます。

CLI ユーテ ィ リ テ ィ

「nvjobcreate」 は終了ス

テータ スを返す

デフ ォル ト で nvjobcreate ユーテ ィ リ テ ィ は、 成功時にはジ ョ ブ ID を、

失敗時には 「0」 を返し ます。 
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 nvjobcreate ユーテ ィ リ テ ィ は成

功時には終了コー ド 「0」 を、 失敗時には 「1」 を返し ます。 
nvjobcreate ユーテ ィ リ テ ィ が終了ステータ スを返すよ う に設定されてい

る と きにジ ョ ブ ID 番号を特定するには、 -jobidfile オプシ ョ ンを使用でき

ます。 ジ ョ ブ ID 番号は指定し たフ ァ イルに書き込まれます。 このオプシ ョ

ンについての詳細は、 『Quest NetVault Backup CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド』

を参照し て く だ さい。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ログ ・ デーモンの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ログ ・ デーモンについて

• デ ィ スク領域の警告し きい値の設定

• ログ ・ メ ッ セージのパージ ・ ポリ シーの変更

• ログ ・ デーモンの追加設定

ログ ・ デーモンについて
ログ ・ デーモン （nvlogdaemon） は、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 このプロセスは、 NetVault 
Backup サービス と一緒に開始されます。 

ログ ・ デーモンは、 さ まざまな NetVault Backup プロセスが生成し たログ ・ メ ッ セージを管理し、 これらのメ ッ

セージを NetVault データベースに書き込みます。 ログ ・ メ ッ セージには、 問題の診断および ト ラ ブルシュー

テ ィ ングに使用できる情報が含まれています。 また、 ログ ・ デーモンは定期的にデ ィ スク領域の確認を実行し、
使用量が 「警告」 または 「重大」 のし きい値に到達し た場合にアラー ト ・ メ ッ セージを出し ます。 これらの
チ ェ ッ クは、 NetVault Backup ホーム、 Database、 Logs、 および Reports デ ィ レ ク ト リ に適用されます。

ログ ・ デーモンの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

デ ィ スク領域の警告し きい値の設定
ログ ・ デーモンは定期的にデ ィ スク領域の確認を実行し、 使用量が 「警告」 または 「重大」 のし きい値に到達し
た場合にアラー ト ・ メ ッ セージを出し ます。 これらのチ ェ ッ クは、 NetVault Backup ホーム、 Database、 Logs、

および Reports デ ィ レ ク ト リ に実行されます。 警告し きい値と重大し きい値は、 それぞれ合計デ ィ スク領域の

85 パーセン ト と 95 パーセン ト に設定されています。 デ ィ スク領域確認イベン ト のデフ ォル ト の周期は 「1」 時

間です。

ログ ・ デーモンの設定を使用し て、 デ ィ スク空き容量チ ェ ッ クのアラー ト し きい値およびデフ ォル ト 間隔を変更
できます。

VMware プラグイ ン ・ ジ ョ

ブを他の VMware バッ ク

ア ッ プ ・ プロキシに配布す
る

Plug-in for VMware で実行されているバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを他の

VMware バッ クア ッ プ ・ プロキシに配布するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク

スを選択し ます。

デフ ォル ト では、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択解除されています。

VMware バッ ク ア ッ プ ・ プ

ロキシのジ ョ ブ し きい値

し きい値をデフ ォル ト の 2 から変更する場合は、 VMware バッ クア ッ プ ・

プロキシ設定のジ ョ ブ し きい値に適用可能な数値を入力し ます。

この値は、 負荷分散に応じ て次のジ ョ ブが同じ プロキシまたは別のプロキ
シに配布される前に同じ VMware プロキシで実行可能な VMware プロキ

シ ・ ジ ョ ブの数を示し ます。

メ モ ： 警告し きい値と重大し きい値に対する変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動す

る必要があり ます。

表 132. ジ ョ ブ ・ マネージャの設定

設定 説明
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デフ ォル ト のアラー ト し きい値設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ログ ・ デーモン］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ログ ・ デーモン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以
下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ログ ・ メ ッ セージのパージ ・ ポリ シーの変更
30 日よ り前のログ ・ メ ッ セージは自動的にデータベースからパージ されます。 ログ ・ デーモンの設定を使用し

て、 ログ ・ メ ッ セージの最大寿命を変更できます。 

ログのパージ ・ ポ リ シーを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

表 133. デ ィ スク領域のアラー ト し きい値設定

設定 説明

デ ィ スク ・ スペース警告開
始点

警告のし きい値を入力または選択し ます。 デフ ォル ト 値は、 合計デ ィ ス
ク ・ スペースの 85 パーセン ト です。

デ ィ スク領域使用率が警告し きい値に到達または超過する と、 次のイベン
ト が発生し ます。

• ログ ・ デーモンがエラーを報告し ます。 
• オーデ ィ タ ・ デーモンが、 メ ッ セージをログに記録し ます。

NetVault Backup は、 Home Drive Becoming Full （ホーム ・ ド ラ イ

ブが満杯間近） イベン ト を生成し ます。

デ ィ スク領域の重大し きい
値

重大のし きい値を入力または選択し ます。 デフ ォル ト 値は、 合計デ ィ ス
ク ・ スペースの 95 パーセン ト です。

デ ィ スク領域使用率が重大し きい値に到達または超過する と、 次のイベン
ト が発生し ます。

• NetVault Backup から、 Windows のイベン ト ・ ビ ューアおよび

Linux/UNIX の syslog に、 エラー ・ メ ッ セージが送信されます。

• ログ ・ デーモンがエラーを報告し ます。

メ モ ： NetVault Backup サービス開始時に使用可能なデ ィ スク空き容量が

極めて少ない場合、 エラーはイベン ト ・ ビ ューアまたは syslog ユーテ ィ リ

テ ィ のみによ って記録されます。 
• NetVault Backup サービスが自動的にシャ ッ ト ダウン し、 サービス ・

ステータ スは ［デ ィ スクの空き容量不足によ り停止］ に設定されま
す。

サービスは、 デ ィ スク使用量パーセン ト が設定されている重大し き
い値レベルを下回る場合にのみ再開できます。

デ ィ スク使用済み領域の確
認周期

各デ ィ スク領域確認イベン ト 間の間隔を入力または選択し ます。 時間数で
指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 1 時間です。 
デ ィ スク領域の確認を無効にするには、 この値を 0 に設定し ます。

メ モ ： ログ ・ デーモンは、 NetVault Backup サービスが再起動される と、

この設定に関係な く デ ィ スク領域の確認を実行し ます。

メ モ ： また、 ［ログ参照］ ページの ［ログの削除］ を使用し て、 ログ ・ メ ッ セージを手動で削除する こ と も
できます。 詳細は、 「ログ ・ メ ッ セージの手動パージ」 を参照し て く だ さい。
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3 ［サービス］ で、 ［ログ ・ デーモン］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ログ ・ デーモン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以
下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ログ ・ デーモンの追加設定

ログ ・ デーモンの追加設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ログ ・ デーモン］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ログ ・ デーモン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以
下の設定を行います。

表 134. ログの自動パージ設定

設定 説明

自動パージ方法 デフ ォル ト で ［自動パージ方法］ は、 ［ログ経過時間の超過］ に設定されて
います。 この設定を使用し て、 指定し た日数が経過し たログを削除し ます。

ログ ・ フ ァ イルの自動パージを無効にするには、 ［自動パージ方法］ を ［な
し］ に設定し ます。

メ モ ： ログ ・ メ ッ セージは、 デ ィ スク領域のかな りの容量を消費する可能
性があり ます。 そのため、 ログ ・ メ ッ セージを定期的に削除する こ とが必
要不可欠です。 自動パージが無効な場合は、 ［ログ参照］ ページで利用でき
る ［パージ］ 方法を使用し て、 定期的に手動でログ ・ メ ッ セージを削除し
ます。

自動パージ対象と なるログ
出力経過日数 

［自動パージ方法］ を ［ログ経過時間の超過］ に設定し た場合は、 この設定
を使ってログの最大寿命を設定し ます。 ログ保存期間は、 日単位で入力し
ます。 デフ ォル ト 値は、 30 日間です。

自動パージ実行間隔 デフ ォル ト の自動パージ ・ イベン ト の間隔は 3 時間です。 間隔を変更する

には、 新たな値を入力または選択し ます。 パージ間隔は時間数で指定し ま
す。

表 135. ログ ・ デーモンの追加設定

設定 説明

メ ッ セージ返答間隔 この設定によ って、 ログ ・ デーモンがすべてのログ ・ メ ッ セージを送信し
て進行状況ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されるまでの NetVault Backup 
WebUI の待ち時間が決ま り ます。 このダイアログ ・ ボ ッ クスには、 ログの

総数と読み取り済みログの数が表示されます。 返答が遅れている場合は、
進行状況ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し て処理を
キャ ンセルする こ とができます。

ログ ・ デーモンのデフ ォル ト の応答時間は 256 ミ リ秒です。 デフ ォル ト の

設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 最小値は 100 ミ

リ秒です。

指定し た間隔内に NetVault Backup WebUI がすべてのログを受信し た場

合、 進行状況ダイアログ ・ ボ ッ クスは表示されません （た と えば、 ログ ・
メ ッ セージが数件しかない場合、 ダイアログ ・ ボ ッ クスは表示されませ
ん）。

送出メ ッ セージバン ドルサ
イズ

パフ ォーマンスを向上させるため、 ログ･デーモンはメ ッ セージをバン ドル
で送信し ます。 デフ ォル ト 設定では 「64」 メ ッ セージご とに 1 つのバン ド

ルにされます。 各バン ドルを構成する メ ッ セージ数を変更するには、 ［送出
メ ッ セージバン ドルサイズ］ で変更後のバン ド ル ・ サイズを入力または選
択し ます。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

メ デ ィ ア ・ マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• メ デ ィ ア ・ マネージャについて

• メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

• 依存関係にあるバッ クア ッ プのリ タ イア ・ ルールの設定

• テープ ・ デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

• バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

• RAS デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

• Foreign RAS デバイスの転送更新の設定

• NetVault SmartDisk 用のデータ転送のス ト ール ・ タ イムアウ ト 期間の設定

• メ デ ィ ア要求の重み付けの設定

• バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデフ ォル ト 間隔の設定

• Quest DR Series システムの代替イ ンデッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズの設定

進捗情報更新の最短間隔 デフ ォル ト で、 進行状況ダイアログ ・ ボ ッ クスは、 「256」 ミ リ秒間隔で更

新されます。 更新間隔を変更するには、 その間隔を入力または選択し ます。

システム ・ ログに送る最低
警告レベル

NetVault Backup は、 デフ ォル ト で、 警告コー ド 64 以上のログ ・ メ ッ セー

ジを OS に送信し ます。 これらのメ ッ セージは、 イベン ト ・ ビ ューア

（Windows） または syslog （Linux および UNIX） で確認できます。 
NetVault Backup が OS に送信する メ ッ セージの重要度レベルを変更するに

は、 ［システム ・ ログに送る最低警告レベル］ ボッ クスで警告レベル ・ コー
ド を指定し ます。 次に、 メ ッ セージの警告コー ド と それに対応する重大度
レベルの一覧を示し ます。

• 112 ： 重大なエラー

• 96 ： 深刻なエラーと エラー

• 80 ： 深刻なエラー、 エラー、 および警告

• 64 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 およびス ター ト ア ッ プ ・ メ ッ

セージ

• 48 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 ス ター ト ア ッ プ ・ メ ッ セージ、

およびジ ョ ブ情報

• 32 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 ス ター ト ア ッ プ ・ メ ッ セージ、

ジ ョ ブ情報、 および情報メ ッ セージ

• 16 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 ス ター ト ア ッ プ ・ メ ッ セージ、

ジ ョ ブ情報、 情報メ ッ セージ、 およびバッ クグラウン ド ・ メ ッ セー
ジ

• 0 ： すべてのメ ッ セージ

表 135. ログ ・ デーモンの追加設定

設定 説明
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メ デ ィ ア ・ マネージャについて
メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ プロセス （nvmedmgr） は、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 

このプロセスは、 メ デ ィ アの内容やオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト についての情報を含む Media
データベースを管理し ます。 また、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 デバイス設定の詳細情報を格納、 管理し ます。
バッ クア ッ プ ・ デバイスの管理は、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセスを介し て行われます。 メ デ ィ ア ・ マネー
ジャは、 メ デ ィ アをロー ド およびアンロー ド するよ う上位レベルの命令を出し、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセ
スがそれらの命令を実行し ます。 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ マネージャによ って開始された メ デ ィ ア要
求に基づいて、 ジ ョ ブで使用するデバイス と メ デ ィ アの選択を制御し ます。

メ デ ィ ア ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

メ モ ： メ デ ィ ア ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する必要

があり ます。

表 136. メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

設定 説明

イ ンポー ト されたバッ ク
ア ッ プ ・ データの保存期間

この設定は、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アをスキャ ン し て、 NetVault Database
にイ ンポー ト されるバッ クア ッ プの保存期間を指定し ます。 この設定は、
NetVault Database で利用できないバッ クア ッ プにのみ適用されます。

バッ クア ッ プを イ ンポー ト する と、 そのデータは一時的に 7 日間 NetVault 
Database に保管されます。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を

入力または選択し ます。 保存期間は日数で指定し ます。 
スキャ ンの時点でイ ンポー ト されたバッ クア ッ プの保存期間を設定し てグ
ローバル設定を上書きできます。 詳細は、 「デ ィ スク ・ ベースのス ト レー
ジ ・ デバイスのスキャ ン」 および 「テープ ・ メ デ ィ アのスキャ ン」 を参照
し て く だ さい。

この設定は、 リ タ イア期間または世代数に達し ていないバッ クア ッ プには
影響し ません。 このよ う なバッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プの保存期間
の設定によ って リ タ イア時間が決ま り ます。

バーコー ド を ラベルと し て
使用する

ターゲッ ト ・ セ ッ ト で ［自動的にブ ラ ン ク ・ メ デ ィ アにラベルする］ オプ
シ ョ ンを設定する こ とによ り、 NetVault Backup を設定し てバッ クア ッ プ

中に自動的にブ ラ ン ク ・ メ デ ィ アにラベルする こ とができます。

デフ ォル ト で、 NetVault Backup はシステムが生成し た文字列を、 ブ ラ ン

ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテムに メ デ ィ ア ・ ラベルと し て割り当てます。 この文
字列は NetVault Backup サーバー名、 現在の日付、 およびシー ド番号で構

成されます。 メ デ ィ ア ・ バーコー ド をバッ クア ッ プ時にブ ラ ン ク ・ メ デ ィ
アのデフ ォル ト ・ ラベルと し て割り当てる場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク
スを選択し ます。
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継続リ ス ト ア要求優先度 継続リ ス ト ア要求は、 アク テ ィ ブな リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了するために追
加のメ デ ィ アが必要な場合に発生し ます。 
デフ ォル ト では、 この要求には優先度レベル 5 が割り当てられ、 現在の

ジ ョ ブが他のメ デ ィ ア要求によ って中断される こ と な く 完了できるよ う に
し ています。 デフ ォル ト 設定を変更するには、 1 ～ 100 の値を入力または

選択し ます。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表し ています。

優先度レベル 0 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・ タ スク と し て実行されま

す。

継続バッ クア ッ プ要求優先
度

継続バッ クア ッ プ要求は、 アク テ ィ ブなバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが完了する
ために追加のメ デ ィ アが必要な場合に発生し ます。 
デフ ォル ト では、 この要求には優先度レベル 5 が割り当てられ、 現在の

ジ ョ ブが他のメ デ ィ ア要求によ って中断される こ と な く 完了できるよ う に
し ています。 デフ ォル ト 設定を変更するには、 1 ～ 100 の値を入力または

選択し ます。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表し ています。

優先度レベル 0 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・ タ スク と し て実行されま

す。

ラベル要求優先度 NetVault Backup は、 バルク ・ メ デ ィ ア ・ ラベ リ ング要求に、 優先度レベ

ル 「10」 を割り当てます。 デフ ォル ト の優先度設定を変更するには、 1 ～

100 の値を入力または選択し ます。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優

先度を表し ています。 優先度レベル 「0」 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・

タ スク と し て実行されます。

ブ ラ ン ク要求優先度 NetVault Backup は、 バルク ・ メ デ ィ ア ・ ブ ラ ン ク処理要求に、 優先度レ

ベル 「10」 を割り当てます。 デフ ォル ト 設定を変更するには、 1 ～ 100 の

値を入力または選択し ます。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を

表し ています。 優先度レベル 0 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・ タ スク と

し て実行されます。

一括ラベル設定コールバッ
ク ・ タ イムアウ ト

バルク ・ メ デ ィ ア ・ ラベ リ ングのコールバッ ク ・ タ イムアウ ト によ り、 こ
れらの要求を終了するまでに NetVault Backup がユーザー入力を待つ時間

を制御し ます。 
デフ ォル ト では、 NetVault Backup はユーザー確認を 120 秒間待機し ます。

指定間隔内に確認を受信し なかった場合、 要求は処理されません。 デフ ォ
ル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 このタ イ
ムアウ ト 値は、 秒単位で指定し ます。 

一括ブ ラ ンキング ・ コール
バッ ク ・ タ イムアウ ト

バルク ・ メ デ ィ ア ・ ブ ラ ンキングのコールバッ ク ・ タ イムアウ ト によ り、
これらの要求を終了するまでに NetVault Backup がユーザー入力を待つ時

間を制御し ます。 
デフ ォル ト では、 NetVault Backup はユーザー確認を 120 秒間待機し ます。

指定間隔内に確認を受信し なかった場合、 要求は処理されません。 デフ ォ
ル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 このタ イ
ムアウ ト 値は、 秒単位で指定し ます。

オン ラ イ ン容量の最小レ
ポー ト 間隔

この設定は、 NetVault Backup WebUI 上でオン ラ イ ン ・ メ デ ィ アのステー

タ スを更新する頻度を決定し ます。 デフ ォル ト 値は 10 分です。 
デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 更
新間隔は分単位で設定し ます。

表 136. メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

設定 説明
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有効期限切れの書き込み禁
止メ デ ィ アを書き込み可能
にする

このオプシ ョ ンによ り、 リ タ イア し た読み取り専用メ デ ィ アが自動的に再
使用されないよ う にし ます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 メ デ ィ ア ・ アイテムの読み取り専
用タグは、 そのメ デ ィ ア ・ アイテムに保存されている最後のセーブセ ッ ト
が期限切れになった時点で自動的に削除され、 そのメ デ ィ ア ・ アイテムを
再使用できるよ う にな り ます。 
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する前に存在し ていた読み取り専用の期限
切れ （すべてのセーブセ ッ ト の期限が切れた） メ デ ィ アは、 このチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスの選択後には、 NetVault Backup で次のセーブセ ッ ト の期限

が切れる と、 書き込み可能にな り ます。

メ デ ィ ア要求診断の最大文
字数

［ジ ョ ブに対する メ デ ィ ア要求を診断］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに表示される
文字数は、 NetVault Backup ではデフ ォル ト で最大 64,000 文字がサポー ト

されます。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。
最大文字数は 「1,000」 文字単位で指定し ます。

表示文字数が少ないほど、 出力は高速にな り ます。 ただ し出力を短 く する
と、 読み取れる情報に欠落が生じ る危険性がある点に注意する必要があ り
ます。 そのため、 このオプシ ョ ンについては、 デフ ォル ト 値を変更し ない
よ う に注意する必要があ り ます。

ソース ・ メ デ ィ ア要求に
ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア要求
のタ イムアウ ト を使用する

このオプシ ョ ンは、 ソース ・ メ デ ィ ア要求のタ イムアウ ト 間隔を設定する
ために使用し ます。 これは、 Plug-in for Consolidation、 Plug-in for Data 
Copy、 およびセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブに適用されます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し た場合、 ソース ・ メ デ ィ アのタ イムアウ
ト 設定は、 ジ ョ ブに定義されている ターゲッ ト ・ セ ッ ト から自動的に取得
されます。 指定し た間隔内に必要な メ デ ィ アを使用できないと、 そのジ ョ
ブは中止されます。

メ デ ィ ア要求のキュー ・ ス
ロ ッ ト リ ング強制処理 

この設定によ り、 NetVault Backup は、 非常に処理負荷が高いシステムで

メ デ ィ ア要求キューの連続処理に割り込むこ とができ、 他の処理も可能に
な り ます。 このオプシ ョ ンは、 2 つのメ デ ィ ア要求間の最低応答時間を決

定し ます。 デフ ォル ト 値は、 5 秒間です。 この値は、 秒数で指定する必要

があり ます。

メ モ ： この設定を変更する場合は、 必ず Quest テ クニカル ・ サポー ト の指

示に基づいて行う必要があ り ます。

重複セグ メ ン ト 検出のため
のテーブル ・ スキャ ン結果
表示間隔

メ デ ィ ア要求に対するサービス提供時に毎回テーブルをスキャ ン し ないで
済むよ う に、 メ デ ィ ア ・ マネージャはフ ェーズ 2 データ ・ コ ピーおよび複

製ジ ョ ブの実行時に、 セグ メ ン ト ・ テーブル ・ スキャ ンの結果を保存し ま
す。 この設定は、 NetVault Backup がキャ ッ シュ されている結果を保持す

る時間を示し ます。 
デフ ォル ト 値は、 10 秒間です。 10 ～ 1800 秒の任意の値に変更できます。 

同時にリ タ イアする最大
セ ッ シ ョ ン数

デフ ォル ト では、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 250 個

のセ ッ シ ョ ンを削除し ます。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値
を入力または選択し ます。

表 136. メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

設定 説明
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

依存関係にあるバッ クア ッ プのリ タ イア ・ ルール
の設定
デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プ ・ シ リーズからのバッ クア ッ プのリ タ イアはすべての依存関係にあるバッ クア ッ
プがリ タ イアする準備が整う まで延期されます。 バッ クア ッ プは、 依存関係にある最後のバッ クア ッ プがリ タ イ
ア された と きのみリ タ イア されます。 ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ 設定を使用し てこの動作を変更し、 リ タ イ
ア ・ スケジュールに従って、 バッ クア ッ プを強制削除できます。 

依存関係にあるバッ ク ア ッ プのリ タ イア ・ ルールを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［破棄のタ イ ミ ングの管理］ ： 以下のルールを使用し て、 依存関係にあるバッ クア ッ プを リ タ イア
できます。

▫ ［Force Always］ ： このルールを適用し た と き、 リ タ イア時間に達する とバッ クア ッ プが削

除されます。 その結果、 最初のバッ クア ッ プがリ タ イア される と、 増分バッ クア ッ プ ・ シ
リーズまたは差分バッ クア ッ プ ・ シ リーズのすべてのバッ クア ッ プが、 リ タ イア されます。
この動作を強制する と、 依存関係のある増分および差分バッ クア ッ プが早期に リ タ イアす
る場合があり ます。

▫ ［Keep Duplicates with Dependents］ ： このルールは、 複製バッ クア ッ プのリ タ イア動作

を指定し ます。 このルールを適用する と、 依存のある重複は、 依存関係にあるすべての
バッ クア ッ プがリ タ イア日に達し た後にのみリ タ イア されます。 複製バッ クア ッ プは、 リ
タ イア ・ スケジュールに従って削除のマークが付けられますが、 依存関係にあるすべての
バッ クア ッ プを リ タ イアする準備が整う まで削除は延期されます。

未使用メ デ ィ ア ・ グループ
の削除

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されています。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ンを設定する と、
メ デ ィ ア ・ グループ ・ リ ス ト にはメ デ ィ ア ・ アイテムを含むグループのみ
が表示されます。 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 未使用のメ デ ィ ア ・ グループ
を自動的に削除し ます。

未使用のグループを メ デ ィ ア ・ グループ ・ リ ス ト から削除し た く ない場合
は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ます。

メ デ ィ ア ・ オン ラ イ ン し き
い値 （秒）

NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャがデータベース内のデバイス ・ ス

テータ スを更新する時間間隔 （秒単位） を選択できます。

値を入力または選択し ます。 デフ ォル ト 値は 0 秒です。 この設定の範囲は

0 ～ 600 秒です。

この設定の値を低 く し た場合、 デバイス ・ ステータ スは頻繁に更新され、
メ デ ィ ア ・ マネージャのオーバーヘ ッ ド が発生し ます。 接続されている メ
デ ィ ア ・ デバイスの数が少ない場合は、 小さい値を設定する こ と をお勧め
し ます。

ただ し、 よ り多 く のメ デ ィ ア ・ デバイスを追加する場合は、 このパラ メ ー
タに大きい値を入力し ます。 

メ モ ： この値を増やすとデバイスのオン ラ イ ン ・ ステータ スの更新に遅延
が発生し ますが、 パフ ォーマンスには影響し ません。

表 136. メ デ ィ ア ・ マネージャの一般設定

設定 説明
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▫ ［Allow Duplicates with Dependents to Retire］ ： このルールは、 複製バッ クア ッ プのリ タ

イア動作を指定し ます。 このルールを適用する と、 依存のある重複は、 元のバッ クア ッ プ
またはその他のコ ピーがこれらのバッ クア ッ プで利用可能な場合のみ、 リ タ イア日に達し
た と きに削除されます。 元のバッ クア ッ プまたはその他のコ ピーがない場合には、 複製
バッ クア ッ プは削除対象と し てマーク され、 依存関係にある最後のバッ クア ッ プがリ タ イ
ア された と きに削除されます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

テープ ・ デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージ ャ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

表 137. メ デ ィ ア ・ マネージャが管理するデバイス設定

設定 説明

デバイス ・ ウ ィ ン ド ウでデ
バイス ・ アク テ ィ ビテ ィ を
記述し ない

［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページのステータ スの更新を中止する場合、
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 こ う し た設定は、 複数のバッ ク
ア ッ プ ・ デバイスを NetVault Backup サーバーに追加し ている場合の負荷

軽減に役立ちます。

存在するが非アク テ ィ ブな
ド ラ イブは表示し ない

［デバイス ・ アク テ ィ ビテ ィ ］ ページでオフ ラ イ ン ・ デバイスを非表示にす
る場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

メ デ ィ ア要求処理時に使用
できる ド ラ イブおよび メ
デ ィ アのみ確認する

メ デ ィ ア要求の受信時に、 使用可能な ド ラ イブ と メ デ ィ アのみをチ ェ ッ ク
する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 こ う し た設定は、 大規
模なネ ッ ト ワーク環境にて自動チ ェ ッ クで生成されるネ ッ ト ワーク ・ ト ラ
フ ィ ッ ク を軽減するのに役立ちます。 ただ し、 同時に複数のジ ョ ブの実行
が試みられる場合は、 ジ ョ ブの開始に遅延が生じ る可能性もあ り ます。

メ デ ィ ア要求処理時に使用
できる ド ラ イブのみ確認す
る

メ デ ィ ア要求の受信時に、 使用可能な ド ラ イブのみをチ ェ ッ クする場合、
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

メ デ ィ ア要求処理時に使用
できる メ デ ィ アのみ確認す
る

メ デ ィ ア要求の受信時に、 使用可能な メ デ ィ アのみをチ ェ ッ クする場合、
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 

［Prevent/Allow Media 
Remove］ コマン ド を ド ラ

イブに発行し ない

メ デ ィ ア ・ マネージャは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アが行われる際に ド
ラ イブでのテープ交換に関する PREVENT/ALLOW MEDIUM REMOVAL 
SCSI コマン ド を発行し ます。 使用する ラ イブ ラ リ ・ ソ フ ト ウ ェ アが、

テープの取り出しや排出を ラ イブ ラ リ自身が処理を行い、 ド ラ イブへの明
示的なコマン ド送信を必要と し ない場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択する こ とができます。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されている場合、
メ デ ィ ア ・ マネージャは、 デバイス操作時における PREVENT/ALLOW 
MEDIUM REMOVAL SCSI コマン ドの送信をスキッ プするよ う にな り ます。 

シ リ アル番号が変更された
場合、 デバイスを開かない

NetVault Backup 用に最後に設定されてからシ リ アル番号が変更されたデ

バイスにコマン ド を発行し ないよ う にするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス
を選択し ます。

使用できないデバイス再試
行間隔

NetVault Backup が使用できないデバイスの検出を試みる間隔を入力また

は選択し ます。 この再試行間隔は、 分単位で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、
30 分間です。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ イ ンデ ッ クスのメ デ ィ ア ・ マネー
ジャの設定

バッ ク ア ッ プ ・ イ ンデ ッ クスのメ デ ィ ア ・ マネージ ャ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

ジ ョ ブの実行中にラ イブ ラ
リの変更を許可する

使用中のラ イブ ラ リ設定の変更をユーザーに許可する場合は、 このチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

Unknown メ デ ィ アをス

キャ ン し ない

ラ イブ ラ リ にテープを追加し て、 ド アを閉じ る と （またはラ イブ ラ リ を再
起動する と）、 NetVault Backup はメ デ ィ アのバーコー ド を読み込んでイ ン

ベン ト リ情報を取得し ます。 NetVault Backup がメ デ ィ アのバーコー ド を

見つけられない場合、 そのテープは ［UNKNOWN］ と マーク されます。

NetVault Backup は、 不明なテープをそれぞれ、 バッ クア ッ プ と オンテー

プ ・ イ ンデッ クスをスキャ ンするために ド ラ イブの 1 つにロー ド し ます。

大規模なシステムでは、 これによ り ド ラ イブ ・ リ ソースに対する負荷が増
大する可能性があり ます。 不明なテープをスキャ ンせずに 「UNKNOWN」

のまま放置する場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

この設定は、 NetVault Backup サーバーに新たに追加されたすべてのラ イ

ブ ラ リ に適用されます。 既存のラ イブ ラ リの設定は変更されません。 この
設定を既存のラ イブ ラ リ に適用するには、 いったんラ イブ ラ リ を削除し た
後に、 再度追加する必要があ り ます。 

表 138. イ ンデッ クス関連の設定

設定 説明

イ ンデッ クス圧縮前の非ア
ク テ ィ ブ日数

オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスは、 30 日間非アク テ ィ ブ状態になった場合、 自

動的に圧縮されます。 イ ンデッ クス圧縮までのデフ ォル ト の非アク テ ィ ブ
期間を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 
オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの自動圧縮を無効にするには、 このオプシ ョ ン
に 「0」 を設定し ます。 

圧縮対象イ ンデッ クスのス
キャ ン間隔時間

この設定には、 メ デ ィ ア ・ マネージャが圧縮できるバッ クア ッ プ ・ イ ン
デッ クスを識別するために、 メ デ ィ ア ・ データベースをスキャ ンする間隔
を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 12 時間です。 デフ ォル ト の間隔を変更す

るには、 新たな値を入力または選択し ます。 
イ ンデッ クス圧縮のためのメ デ ィ ア ・ マネージャのスキャ ンを無効にする
には、 このオプシ ョ ンに 「0」 を設定し ます。

一括圧縮 / 圧縮解除 / オフ

ラ イ ン化する最大イ ンデッ
クス数

この設定によ り、 同時に圧縮、 解凍、 またはオフ ラ イ ンにする こ とができ
るバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの最大数を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、
200 イ ンデッ クスです。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を入

力または選択し ます。

表 137. メ デ ィ ア ・ マネージャが管理するデバイス設定

設定 説明
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

RAS デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

RAS デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

圧縮イ ンデッ クス解凍に必
要な最小スペース

圧縮されたバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスは、 対応するセーブセ ッ ト の参照
またはリ ス ト ア時に自動的に解凍されます。 デフ ォル ト で、 イ ンデッ クス
解凍用の最小スペースは、 「500」 MB に設定されています。 このスペース

は、 NetVault データベースが存在するパーテ ィ シ ョ ンまたはド ラ イブで予

約されています。 イ ンデッ クス解凍の最小スペースを変更するには、 新た
な値を入力または選択し ます。 このサイズ要件は、 メ ガバイ ト 単位で指定
し ます。

次の場合、 解凍要求は失敗し ます。

• ターゲッ ト ・ ド ラ イブあるいはパーテ ィ シ ョ ンにて使用可能な領域
が、 必要な最低サイズよ り小さい場合。

• イ ンデッ クス解凍後に指定サイズの領域が、 ターゲ ッ ト ・ ド ラ イブ
あるいはパーテ ィ シ ョ ンに残されていない場合。 
NetVault データベースは解凍要求を受け取る と、 イ ンデッ クス ・

ヘ ッ ダーを読み取る こ と で解凍後のフ ァ イル ・ サイズを特定し ま
す。 解凍後にターゲッ ト ・ ド ラ イブの空きデ ィ スク容量が指定され
ている量よ り も小さい場合、 要求は完了し ません。 

回答要求が失敗する と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。 要求が手動
で発行された場合、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページに メ ッ セージが表示さ
れます。 イ ンデッ クス解凍が自動的に行われる場合、 このメ ッ セージは
［ログ参照］ ページに表示されます。

イ ンデッ クス ・ オフ ラ イ ン
前の非アク テ ィ ブ日数

指定し た非アク テ ィ ブ期間の経過後にオン ラ イ ン ・ イ ンデ ッ クスを自動削
除するには、 値を入力または選択し ます。 非アク テ ィ ブ期間は日数で指定
し ます。 デフ ォル ト 値は 0 で、 オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスは自動的に削除

されません。

オフ ラ イ ン対象イ ンデッ ク
スのスキャ ン間隔時間

この設定には、 メ デ ィ ア ・ マネージャがオフ ラ イ ンにできるバッ クア ッ
プ ・ イ ンデッ クスを識別するために、 メ デ ィ ア ・ データベースをスキャ ン
する間隔を指定し ます。 デフ ォル ト の間隔は 「24」 時間です。 デフ ォル ト

の間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 
オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クス削除のためのメ デ ィ ア ・ マネージャのスキャ ン
を無効にするには、 このオプシ ョ ンに 「0」 を設定し ます。

オフ ラ イ ンから ロー ド し た
場合のイ ンデッ クスの寿命

nvrestore CLI ユーテ ィ リ テ ィ は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに必要な場合、 自動

的にオフ ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを イ ンポー ト し ます。 
この設定によ り、 NetVault データベース内に nvrestore ユーテ ィ リ テ ィ が

イ ンポー ト し たイ ンデッ クスを保持する時間を指定し ます。 デフ ォル ト 値
は、 1 日間です。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 イ ンデッ クスを保持

する日数を入力または選択し ます。 この値は、 日数で指定する必要があ り
ます。

表 138. イ ンデッ クス関連の設定

設定 説明
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 139. RAS デバイスのメ デ ィ ア ・ マネージャの設定

設定 説明

タ イムアウ ト 期間経過後の
オフ ラ イ ン RAS デバイス

RAS デバイスが応答し ていないと判断する と きのタ イムアウ ト 値。 デフ ォ

ル ト 値は、 7200 秒間です。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を

入力または選択し ます。 タ イムアウ ト 期間が経過する と、 NetVault Backup
はデバイス ・ ステータ スをオフ ラ イ ンに設定し ます。

RAS デバイスをオン ラ イ

ンにする場合の試行 （再試
行） 回数

NetVault Backup が、 オン ラ イ ンに戻そ う と し てオフ ラ イ ンの RAS デバイ

スへの接続を試みる と きの回数。 デフ ォル ト 値は、 3 です。 この値を 0 に

設定する と、 デバイスをオン ラ イ ンに戻す試みは行われません。

タ イムアウ ト 期間経過後の
オン ラ イ ン RAS デバイ

ス ・ バッ チのキャ ンセル

NetVault Backup が、 RAS デバイスをオン ラ イ ンに戻すためのメ デ ィ ア ・

マネージャのバッ チ処理をキャ ンセルするまでに、 その RAS デバイスから

の応答を待つ時間。 デフ ォル ト 値は、 300 秒間です。

RAS デバイスの転送開始

バッ チのタ イムアウ ト 時間

RAS デバイスがデータ転送を開始するまでの NetVault Backup 側の待ち時

間。 デフ ォル ト 値は、 30 秒間です。 10 ～ 300 秒の任意の値に変更できま

す。

RAS セグ メ ン ト の削除

バッ チのタ イムアウ ト 時間

この設定によ り、 デ ィ スク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイスからバッ ク
ア ッ プのセグ メ ン ト およびイ ンデッ クスを削除するバッ チ要求について タ
イムアウ ト 間隔を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 300 秒間です。 この間隔

内にタ スク完了の応答を受信し なかった場合、 メ デ ィ ア ・ マネージャは現
在の要求をキャ ンセルし、 新しい要求を送信し ます。

大きなセーブセ ッ ト を削除する と、 タ イムアウ ト 期間が経過する前に要求
を完了できるよ う に、 タ イムアウ ト 間隔を長 く する こ とができます。 タ イ
ムアウ ト 間隔は、 300 ～ 3600 秒を指定できます。

1 回のバッ チで削除できる

最大 RAS セグ メ ン ト 数 
デフ ォル ト では、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 500 個

の RAS セグ メ ン ト を削除し ます。 この設定の値は、 100 ～ 100000 を指定

できます。 

1 回のバッ チで削除できる

最大 RAS イ ンデ ッ クス数 
デフ ォル ト では、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 500 個

の RAS セグ メ ン ト を削除し ます。 この設定の値は、 100 ～ 100000 を指定

できます。
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Foreign RAS デバイスの転送更新の設定
NetVault Backup では、 stats.stnz フ ァ イルに Data Domain システムのデータ転送統計情報を出力し ます。 この

フ ァ イルは nvstatsmngr プロセスによ って使用されるため、 定期的に更新されるよ う にし てお く 必要があり ま

す。 ただ し、 あま り頻繁に更新する と、 システムのパフ ォーマンスが大幅に低下する可能性があ り ます。 

デフ ォル ト では、 NetVault Backup は 5 秒ご と、 または 10 ブロ ッ クのデータが転送されるたびに stats.stnz
フ ァ イルを更新し ます。 このデフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページで変更できます。 

Data Domain システムの転送更新を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［Foreign RAS デバイス設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［転送更新頻度 （ブロ ッ ク）］ ： デフ ォル ト では、 NetVault Backup は 10 ブロ ッ クのデータが転送さ

れるたびに stats.stnz フ ァ イルを更新し ます。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力

または選択し ます。

▪ ［転送更新頻度 （秒）］ ： デフ ォル ト では、 NetVault Backup は 5 秒ご とに stats.stnz フ ァ イルを更

新し ます。 デフ ォル ト の間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 この間隔は、
秒数で指定し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault SmartDisk 用のデータ転送のス ト ール ・

タ イムアウ ト 期間の設定

NetVault SmartDisk 用のデータ転送のス ト ール ・ タ イムアウ ト 期間を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［DAV RAS デバイス設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［データ転送のス ト ール ・ タ イムアウ ト ］ ： この設定によ り、 NetVault Backup が NetVault Backup 
SmartDisk から 「stream end」 応答を受け取るまでに待機する時間を指定し ます。 この時間が経

過し ても応答を受け取らない場合は、 ス ト ールが報告されます。 デフ ォル ト 値は、 1800 秒間で

す。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 ス ト ールのタ イムア
ウ ト 間隔は、 秒単位で指定し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

メ デ ィ ア要求の重み付けの設定
メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ プロセスは、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求割り当て時に、 メ
デ ィ ア要求の重み付けを使用し ます。

重要 ： これらの設定を変更する場合は、 必ず Quest テ クニカル ・ サポー ト の指示に基づいて行う必要があ

り ます。
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バッ ク ア ッ プ ・ デバイスの相対優先度を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボッ クスの ［メ デ ィ ア要求の重み付け］ で、 以下の設定を行います。

デフ ォル ト で、 メ デ ィ ア ・ マネージャはローカル ・ デバイスを優先し ます。 ジ ョ ブで他のいずれかの適
切なデバイスを使用するには、 そのデバイスのメ デ ィ ア要求に高い値の重み付けを設定する こ とができ
ます。 た と えば、 ジ ョ ブの検証フ ェーズでバッ クア ッ プに使用されたのと同じ NDMP デバイスを使用す

るよ う にするために、 ［ロー ド済みメ デ ィ アの重み付け］ オプシ ョ ンによ り大きな値を設定する こ とがで
きます。 デフ ォル ト のメ デ ィ ア要求重み付けを使用する と、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 必要な メ デ ィ ア
が NDMP デバイスにロー ド される場合でも、 ローカル ・ デバイスを優先し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデフ ォル ト
間隔の設定
時間ベースのリ タ イアでは、 時間コ ンポーネン ト （HH:MM） は実際のリ タ イア時間を表し てはいません。 この

コ ンポーネン ト は、 バッ クア ッ プのリ タ イア期限のみを表し ています。 実際のリ タ イア時間は、 メ デ ィ ア ・ マ
ネージャがメ デ ィ ア ・ データベースをスキャ ン し て、 リ タ イアする必要があるバッ クア ッ プを特定するまでの間
隔によ り決ま り ます。 デフ ォル ト のスキャ ン間隔は 60 分です。 そのため、 リ タ イア時間が 10:20 に設定されて

いる場合、 実際のリ タ イア時間は 11:00 と な り ます。 

バッ クア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデフ ォル ト 間隔は、 mediamgr.cfg フ ァ イルで変更できます。

バッ ク ア ッ プ ・ リ タ イア ・ スキャ ンのデフ ォル ト 間隔を設定するには ：

1 mediamgr.cfg フ ァ イルをテキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 

表 140. メ デ ィ ア要求重み付けの設定

設定 説明

ローカル ・ デバイスの重み
付け

デフ ォル ト で、 ローカル ・ デバイスのメ デ ィ ア要求重み付けは 「32」 に設

定されています。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し
ます。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定する こ とができます。

RAS デバイスの重み付け デフ ォル ト で、 RAS デバイスのメ デ ィ ア要求重み付けは 「16」 に設定され

ています。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 
2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定する こ とができます。

非 NDMP デバイスの重み

付け

デフ ォル ト で、 非 NDMP デバイスのメ デ ィ ア要求重み付けは 「8」 に設定

されています。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値を入力または
選択し ます。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定する こ とができます。

ロー ド済みメ デ ィ アの重み
付け

デフ ォル ト で、 メ デ ィ アがロー ド されたデバイスのメ デ ィ ア要求重み付け
は 「4」 に設定されています。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな値

を入力または選択し ます。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定する こ とができ

ます。

ロー ド済み空メ デ ィ アの重
み付け

デフ ォル ト で、 空メ デ ィ アがロー ド されたデバイスのメ デ ィ ア要求重み付
けは 「2」 に設定されています。 デフ ォル ト の設定を変更するには、 新たな

値を入力または選択し ます。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定する こ とがで

きます。
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2 以下の行を追加し ます。

[Defaults:Retirement Check Granularity in Mins]
Value = <Minutes>
デフ ォル ト では、 mediamgr.cfg フ ァ イルに [Defaults:Retirement Check Granularity in 
Mins] セクシ ョ ンは含まれていません。 デフ ォル ト の間隔を変更するには、 このセクシ ョ ンを追加し て

間隔を指定する必要があり ます。 セクシ ョ ンを追加し ない場合は、 デフ ォル ト の間隔 （60 分） が使用さ

れます。

た と えば、 スキャ ン間隔を 30 分に設定するには、 以下の行を追加し ます。

[Defaults:Retirement Check Granularity in Mins]
Value = 30

3 フ ァ イルを保存し ます。

Quest DR Series システムの代替イ ンデ ッ クス読

み取り ブロ ッ ク ・ サイズの設定
Quest DR Series システムに保管されているバッ クア ッ プが標準外のブロ ッ ク ・ サイズを使用し てバッ クア ッ プ

されたものである場合、 スキャ ン ・ プロセスは、 デバイスからそのバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを読み取れませ
ん。 このよ う なバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを イ ンポー ト するには、 mediamgr.cfg フ ァ イルに代わりのイ ン

デッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズを設定し ます。 

代替ブロ ッ ク ・ サイズは、 現在のブロ ッ ク ・ サイズを使用し たイ ンデッ クス ・ スキャ ンに失敗し た場合にのみ使
用されます。 代替ブロ ッ ク ・ サイズが使用される と、 次のメ ッ セージが NetVault Backup ログに追加されます。

「Scanned index for job '<job name>' found using alternate block size <xx>, after a failed scan using original 
request block size <yy>.」

Quest DR Series システムの代替イ ンデ ッ クス読み取り ブロ ッ ク ・ サイズを設定するには ：

1 テキス ト ・ エデ ィ タ で mediamgr.cfg フ ァ イルを開きます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

2 このフ ァ イルに以下の行を追加し ます。

[Defaults:Alternate Index Read Block Size]
Type = Range
Range = 500,2147483647
Value = <Original non-standard block size>

3 フ ァ イルを保存し ます。

メ モ ： この値を 0 に設定する と、 セーブセ ッ ト は、 詳細設定セ ッ ト または ［有効期限の変更］ ダイ

アログ ・ ボ ッ クスで指定し た時間に基づいて リ タ イア されます。
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ネ ッ ト ワーク ・ マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャについて

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのタ イムアウ ト 設定

• 使用可否確認ブロー ド キャス ト の有効化または無効化

• 複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用するマシンのネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス設定

• 起動遅延の低減方法

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのデフ ォル ト ・ ポー ト の設定

• コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフ ォル ト ・ ポー ト の設定

ネ ッ ト ワーク ・ マネージャについて
ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ （nvnmgr） およびコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャ （nvcmgr） は、 プロセス間

メ ッ セージング ・ システムをサポー ト し ています。 どち ら も、 Linux および UNIX システムではプロセス と し て

動作し ますが、 Windows では nvpmgr プロセス内部のスレ ッ ド と し て動作し ます。 

これらのプロセスは、 次の機能を実行し ます。

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ と コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは相互に協力し て、 リ モー ト ・ ク ラ イア
ン ト に対するプロセス間メ ッ セージの転送を行います。 このう ち コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは
ローカル ・ マシン上の NetVault Backup プロセス間の通信を処理し、 ネ ッ ト ワーク ・ マネージャはリ モー

ト ・ ク ラ イアン ト に向けたプロセス間メ ッ セージの転送を処理し ます。

• ネ ッ ト ワーク ・ マネージャは、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のステータ ス確認の一環と し て、 使用可否

確認メ ッ セージのブロー ド キャス ト を行います。

ネ ッ ト ワーク ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのタ イムアウ ト 設定

ネ ッ ト ワーク ・ マネージ ャのタ イムアウ ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスの ［タ イムアウ ト ］ で、 以下の設定を行います。

メ モ ： ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する

必要があり ます。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 141. ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのタ イムアウ ト 設定

設定 説明

リ モー ト 接続完了時間 NetVault Backup サーバーがリ モー ト ・ ク ラ イアン ト との接続を試みる時

間を指定し ます。 
デフ ォル ト 設定は 「300」 秒間です。 タ イムアウ ト 間隔を変更するには、

新たな値を入力または選択し ます。 このタ イムアウ ト 間隔は、 秒数で指定
し ます。

非アク テ ィ ブ ・ コネクシ ョ
ン切断待ち時間

NetVault Backup サーバーが非アク テ ィ ブな接続を終了するまでに待機す

る時間を指定し ます。 アイ ド ル状態の接続に消費される リ ソースを少な く
するのに役立ちます。 
デフ ォル ト 設定は 「600」 秒間です。 タ イムアウ ト 間隔を変更するには、

新たな値を入力または選択し ます。 このタ イムアウ ト 間隔は、 秒数で指定
し ます。 

キープ ・ アラ イブ ・ レー ト キープ ・ アラ イブ ・ メ ッ セージは、 2 つの NetVault Backup マシン間の接

続が維持されている こ と を確認するために使用されます。 キープ ・ アラ イ
ブ ・ レー ト は、 サーバーから送信されるキープ ・ アラ イブ ・ メ ッ セージの
頻度を制御する値です。 
デフ ォル ト 設定は 「7」 秒間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力ま

たは選択し ます。 キープ ・ アラ イブ ・ レー ト は秒単位で指定し ます。 

使用可否確認ブロー ド キャ
ス ト 間隔

NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 各自のステータ スおよびネ ッ ト ワーク

上での位置確認のために、 使用可否確認メ ッ セージを定期的にブロー ド
キャス ト し ます。 これらのブロー ド キャス ト は、 新しいク ラ イアン ト の検
出と NetVault Backup WebUI 上のク ラ イアン ト ・ ステータ スの更新に用い

られます。 
デフ ォル ト 設定における使用可否確認ブロー ド キャス ト の送信間隔は
「600」 秒間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択し ま

す。 このブロー ド キャス ト 間隔は秒単位で設定し ます。 
メ モ ： 間隔に非常に小さ な値を設定する と、 ネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク
が増加する可能性があ り ます。 また、 非常に大きな間隔を設定する と、 ク
ラ イアン ト の検出や NetVault Backup WebUI 上のク ラ イアン ト ・ ステータ

スの更新に遅れが出る可能性があ り ます。 

セキュ リ テ ィ ・ ブロー ド
キャス ト 間隔 

セキュ リ テ ィ ・ ブロー ド キャス ト は、 ク ラ イアン ト のパスワー ド保護ス
テータ スを確認し、 ク ラ イアン ト でパスワー ド が有効にされているか無効
にされているかを通知し ます。 NetVault Backup WebUI のク ラ イアン ト ・

ステータ スのアイ コ ンは、 このブロー ド キャス ト を基に更新されます。 
セキュ リ テ ィ ・ ブロー ド キャス ト 間隔のデフ ォル ト 値は、 600 秒間に設定

されています。 間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。
このブロー ド キャス ト 間隔は秒単位で設定し ます。 

有効性の確認周期 NetVault Backup サーバーは、 ネ ッ ト ワーク設定の変更をスキャ ンするた

め、 有効性の確認を定期的に実行し ています。 変更が検出される と、 新規
設定を反映する一時ブロー ド キャス ト がサーバーによ り送信されます。 こ
れによ り ブロー ド キャス ト ・ システムがネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク を軽
減し ながら、 規則的に設定を リ セ ッ ト し ます。 
有効性の確認周期のデフ ォル ト 値は、 10 秒間に設定されています。 間隔を

変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 
確認の間隔を短 く する こ と で、 変更の速やかな検出と通達ができます。 変
更をすぐに適用し ない場合は、 デフ ォル ト 値のままにし てお く か、 ［使用可
否確認ブロー ド キャス ト 間隔］ と同じ値に設定し ます。
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使用可否確認ブロー ド キャス ト の有効化または無
効化
使用可否確認ブロー ド キャス ト は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト の検出と NetVault Backup WebUI 上のク ラ イ

アン ト ・ ステータ スの更新に用いられます。 使用可否確認ブロー ド キャス ト を有効化または無効化するには、
［設定変更］ ページを使用し ます。 

使用可否確認ブロー ド キャス ト を有効化または無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［ローカル ・ ネ ッ ト ワーク上のマシンに詳細情報をブロー ド キャス ト する］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスはデフ ォル ト で選択されています。 このオプシ ョ ンは無効化する こ とができますが、 お勧め
し ません。 

使用可否確認ブロー ド キャス ト は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト の検出と NetVault Backup 
WebUI 上のク ラ イアン ト ・ ステータ スの更新に用いられます。 これらのブロー ド キャス ト を使用

し ない場合は、 ク ラ イアン ト の FQDN または IP ア ド レスを使用し てク ラ イアン ト の追加のみが

できます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用するマシン
のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス設定
複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用するマシンについては、 優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス、
フ ォールバッ ク ・ ア ド レス、 および除外するア ド レスを ［設定変更］ ページで指定できます。 

接続が初期化された場合、 ア ド レスは以下の順序で試行されます。

• 優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス 

• フ ォールバッ ク ・ ア ド レス

• ホス ト ・ マシンのバイ ン ド順に定義されたその他すべてのア ド レス

複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用するマシンのネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

メ モ ： 使用可否確認ブロー ド キャス ト は無効化する こ とができますが、 お勧めし ません。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

重要

［優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド レス］ が使用不可能で、 NetVault Backup サーバーがフ ォールバッ ク ・ ア

ド レスの使用を開始し た場合、 該当のア ド レスが使用可能になっても自動的に ［優先し て使用するネ ッ ト ワー
ク ・ ア ド レス］ に戻る こ とはあり ません。 

優先するア ド レスの使用を NetVault Backup サーバーに強制させるには、 次のいずれかを実行し ます。

• ク ラ イアン ト を削除し てから再度追加し ます。

ク ラ イアン ト を削除する と、 メ ッ セージ 「“Machine <NetVault Backup Machine Name> Has Gone Down” 
(Warning Level: Background)」 （マシン <NetVault Backup マシン名 > が停止し ま し た （警告レベル ： バッ

クグラウン ド）） が ［ログ参照］ ページに表示されます。 リ モー ト 接続が失効し て タ イムアウ ト になるま
で待機し ます。 タ イムアウ ト 間隔は、 ［リ モー ト 接続完了時間］ に設定されています。 デフ ォル ト は
「60」 秒です。 

ク ラ イアン ト が起動され、 ネ ッ ト ワーク上で検出される と、 メ ッ セージ 「“Machine <NetVault Backup 
Machine Name> Has Come Up” (Warning Level: Background)」 （マシン <NetVault Backup マシン名 > が

起動し ま し た （警告レベル ： バッ クグラウン ド）） が ［ログ参照］ ページに表示されます。 ク ラ イアン ト
を追加するには、 ［マシン検索］ コマン ド を使用し て、 ボッ クスに優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド
レスを指定し ます。

• または、 リ モー ト 接続のタ イムアウ ト が失効するまで、 現在使用中のネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イス
を無効化あるいは切断し ます。 ネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イスの無効化または切断に必要な時間は、
［リ モー ト 接続完了時間］ で設定された値と な り ます。 ク ラ イアン ト が使用不可である と レポー ト された
ら、 NetVault Backup サービスを再起動し ます。 ク ラ イアン ト でサービスを再起動し た後に試みられる接

続で、 NetVault Backup サーバーは、 優先するア ド レスを使用するよ う にな り ます。

起動遅延の低減方法
NetVault Backup サービスの開始時には、 machines.dat フ ァ イルに指定されている、 すべてのク ラ イアン ト の

IP ア ド レスの解決が試みられます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある

etc デ ィ レ ク ト リ にあり ます。 すべてのク ラ イアン ト ・ ア ド レスを解決する と、 サービスの起動に大幅な遅延が

生じ、 この時間中はマシンが応答し ていないよ う に見える場合があ り ます。 起動時には解決し ないこ とにするア
ド レスを指定する こ とによ り、 起動遅延を低減または回避する こ とができます。

表 142. 複数のネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを使用するマシンのネ ッ ト ワーク設定

設定 説明

優先し て使用するネ ッ ト
ワーク ・ ア ド レス

ネ ッ ト ワーク接続のプ ラ イマ リ IP ア ド レスを指定し ます。 IP ア ド レスは 1
つしか指定できません。

除外するネ ッ ト ワーク ・ ア
ド レス （カ ンマ区切り で複
数指定可能）

NetVault Backup 接続で使用し ない、 除外または禁止ア ド レスを指定し ま

す。 カ ンマを区切り記号とする こ と で、 複数のア ド レスを指定する こ とが
できます。

メ モ ： 禁止ア ド レス設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サー

ビスを再起動する必要があ り ます。

フ ォールバッ ク ・ ア ド レス
（カ ンマ区切り で複数指定
可能）

優先し て使用するネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスが利用できない場合に使用する、
フ ォールバッ ク ・ ア ド レスを指定し ます。 カ ンマを区切り記号とする こ と
で、 複数のア ド レスを指定する こ とができます。

重要 ： これらの設定は、 複数のネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イス ・ カー ド または仮想 IP ア ド レス

を使用し て、 複数のネ ッ ト ワークに接続されているマシンの場合にのみ使用する必要があ り ます。

ネ ッ ト ワーク ・ ア ド レスを設定する場合、 優先、 除外、 フ ォールバッ クするネ ッ ト ワーク ・ ア ド レ
スについては、 これらの間に重複がないかを注意する必要があ り ます
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解決し ないア ド レスを指定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［解決し ないネ ッ ト ワークおよびア ド レスのカ ンマ区切り リ ス ト ］ ： 起動遅延を低減または回避す
るには、 起動時には解決し ないこ とにするア ド レスを指定し ます。

192.168.1.2 や 192.168.x.x などのよ う に、 単一ア ド レスの指定または範囲の指定を行えます。 複

数のア ド レスまたはネ ッ ト ワーク を指定する場合は、 区切り記号と し てカ ンマを使用し ます。

machines.dat フ ァ イルからネ ッ ト ワークのリ ス ト を取得するには、 Windows で次のコマン ド を

発行し ます。

findstr Network <NetVault Backup ホーム >\etc\machines.dat
以下に出力例を示し ます。

C:\NetVault Backup\etc>findstr Network machines.dat
Networks=192.168.203.1,192.168.65.1,172.16.245.1
Networks=10.1.40.81,172.16.211.1,172.16.62.1
Networks=10.1.2.37,172.16.22.1,172.16.128.1
Networks=10.1.240.222,172.16.4.1
Networks=192.168.122.1,10.1.240.52
Networks=10.1.80.83,10.1.2.68,172.16.116.1
Networks=192.168.172.1,10.1.40.98,192.168.147.1
Networks=192.168.174.1,10.1.8.71,192.168.120.1
Networks=192.168.122.1,10.1.8.79
Networks=10.1.8.132,192.168.91.1,192.168.106.1
Networks=10.1.8.163,192.168.233.1,192.168.207.1
Networks=10.1.8.16,200.0.0.1
...

この出力に基づき、 ［解決し ないネ ッ ト ワークおよびア ド レスのカ ンマ区切り リ ス ト ］ ボ ッ クスの
値を次のよ う に設定する こ とができます ：

10.0.0.0, 172.0.0.0, 192.0.0.0, 200.0.0.0
ネ ッ ト ワークによ っては、 IP ア ド レスではな く 名前が使用されています。 このよ う なク ラ イアン

ト の IP ア ド レスを特定するために、 nslookup ツールを使用する こ とができます。

以下の点に注意し ます。

▫ NetVault Backup サービスがすべてのネ ッ ト ワーク を解決し ないよ う にするには、 ネ ッ ト

ワーク ・ ア ド レスの最初のオク テ ッ ト （192.0.0.0, 10.0.0.0） を指定し ます。

▫ 0.0.0.0 を使用し ても、 サービスがネ ッ ト ワーク を解決し ないよ う にする こ とはできませ

ん。

▫ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページの一覧に含まれているオフ ラ イ ンのク ラ イアン ト によ っても、
起動遅延が発生する可能性があり ます。 処理速度を向上させるために、 オフ ラ イ ンのク ラ
イアン ト や使用し ないク ラ イアン ト を削除する こ とができます。
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▫ Windows ベースの NetVault Backup サーバーで管理し ている ド メ イ ンでは、 サービスが

NBNS （NetBIOS Name Service） プロ ト コルを使用し てすべてのク ラ イアン ト IP ア ド レ

スの解決を試行するため、 長時間の遅延が発生する場合があ り ます。 このよ う な環境では、
［解決し ないネ ッ ト ワークおよびア ド レスのカ ンマ区切り リ ス ト ］ 設定を使用し て、 起動遅
延を低減する こ とができます。 

また、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プでこの設定を使用し、

サービスがプ ラ イベー ト ・ ク ラス タ IP ア ド レスを解決し ないよ う にする こ とができます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのデフ ォル ト ・ ポー ト
の設定
ネ ッ ト ワーク ・ マネージャは、 ク ラ イアン ト の TCP と UDP ソケ ッ ト のオープンにポー ト 番号 20031 を使用す

るよ う設定されています。 他のアプ リ ケーシ ョ ンがこのポー ト を使用中の場合、 NetVault Backup サービスは起

動後すぐに失敗し ます。 このエラーが発生し た場合は、 ネ ッ ト ワーク ・ マネージャのデフ ォル ト ・ ポー ト を変更
する必要があり ます。

以下の手順を使用し て、 NetVault Backup サーバーおよびすべてのク ラ イアン ト のデフ ォル ト ・ ポー ト を変更し

ます。

ネ ッ ト ワーク ・ マネージ ャのデフ ォル ト ・ ポー ト を変更するには ：

1 テキス ト ・ エデ ィ タ で nvnmgr.cfg フ ァ イルを開きます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス ト ー

ル ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

2 このフ ァ イルに以下の行を追加し ます。

[network]
UdpPort=< ポー ト 番号 >
TcpPort=< ポー ト 番号 >
他のアプ リ ケーシ ョ ンがポー ト を使用し ていないこ と を確認し ます。 フ ァ イアウォールで保護された環
境の場合は、 ポー ト が開かれており、 ク ラ イアン ト のフ ァ イアウォールの設定に指定されている こ と を
確認し ます。

3 フ ァ イルを保存し ます。

4 NetVault Backup サービスを再起動し て、 新しい設定を適用し ます。

コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフ ォル ト ・
ポー ト の設定
コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは、 ク ラ イアン ト での TCP ソケ ッ ト のオープンにポー ト 20032 を使用するよ

う設定されています。 他のアプ リ ケーシ ョ ンがこのポー ト を使用中の場合、 NetVault Backup サービスは起動後

すぐに失敗し ます。 このエラーが発生し た場合は、 コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフ ォル ト ・ ポー ト を変
更する必要があり ます。

以下の手順を使用し て、 NetVault Backup サーバーおよびすべてのク ラ イアン ト のデフ ォル ト ・ ポー ト を変更し

ます。

コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージ ャのデフ ォル ト ・ ポー ト を変更するには ：

1 テキス ト ・ エデ ィ タ で configure.cfg フ ァ イルを開きます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。
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2 [machine] セクシ ョ ンで、 以下の行を追加し ます。

[machine]
Comms TcpPort=< ポー ト 番号 >
他のアプ リ ケーシ ョ ンがポー ト を使用し ていないこ と を確認し ます。 フ ァ イアウォールで保護された環
境の場合は、 ポー ト が開かれており、 ク ラ イアン ト のフ ァ イアウォールの設定に指定されている こ と を
確認し ます。

3 フ ァ イルを保存し ます。

4 NetVault Backup サービスを再起動し て、 新しい設定を適用し ます。

プロセス ・ マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• プロセス ・ マネージャについて

• 共有メ モ リの設定

プロセス ・ マネージャについて
プロセス ・ マネージャ （nvpmgr） はすべての NetVault Backup マシン上で実行されます。 

このプロセスはその他のすべての NetVault Backup プロセスの管理を行い、 一時的に起動される NetVault 
Backup プロセスの生成、 削除を行います。 プロセス ・ マネージャでは、 プロセス ・ テーブルおよび ト レース ・

バッ フ ァの共有メ モ リ領域の割当も管理されます。 

プロセス ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

共有メ モ リの設定

プロセス ・ マネージャの共有メ モ リ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［プロセス ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［プロセス ・ マネージャ］ ダイアログ ・
ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

メ モ ： プロセス ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する必要

があり ます。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

RAS デバイスの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• NetVault SmartDisk の接続設定

NetVault SmartDisk の接続設定
接続設定によ り、 NetVault Backup が再試行を行って NetVault SmartDisk への TCP 接続を確立する期間と、 再

試行を行う間隔を指定できます。

デフ ォル ト では、 接続再試行メ カニズムは無効にされています。 ほとんどの場合、 NetVault SmartDisk の接続を

設定する必要はあり ません。 バッ クア ッ プ中に 「ポー ト のバイ ン ド に失敗し た」 とい う エラーが報告された場合
に、 これらの設定を行って接続再試行メ カニズムを有効にし ます。 

表 143. プロセス ・ マネージャの共有メ モ リ設定

設定 説明

各プロセスの ト レース ・
バッ フ ァ に割り当てられた
共有メ モ リ

各 NetVault Backup プロセスの個別の ト レース ・ バッ フ ァ に割り当てる、

共有メ モ リの量を指定し ます。 
• デフ ォル ト 値は、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで 31KB です。 
• 最小値は、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで 1KB です。

• 最大値は、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで 32KB です。

個別の ト レース ・ バッ フ ァの共有メ モ リ を増やすには、 新しい値を入力ま
たは選択し ます。 共有メ モ リは KB 単位で割り当てます。

メ モ ： この設定の値を増やすと、 NetVault Backup のパフ ォーマンス と ス

ケーラ ビ リ テ ィ に影響する可能性があ り ます。 た と えば、 最大同時データ
転送数が減少する可能性があ り ます。

プロセス ・ テーブルに使用
される共有メ モ リ

現在のすべての NetVault Backup プロセスの詳細を管理する、 プロセス ・

テーブルに割り当てる共有メ モ リの量を指定し ます。 
• サーバーおよびク ラ イアン ト のデフ ォル ト 値は、 すべてのプ ラ ッ ト

フ ォームでそれぞれ 16384KB と 3864KB にな り ます。 
• 最小値は、 Windows の場合は 2000KB、 Linux および UNIX の場合

は 500KB です。

• 最大値は、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで 128000KB です。

多 く のプロセスを実行する NetVault Backup マシンでは、 プロセス ・ テー

ブルの共有メ モ リ量を増やし てパフ ォーマンスを最適化する こ とができま
す。 共有メ モ リ を増やすには、 新しい値を入力または選択し ます。 共有メ
モ リは KB 単位で割り当てます。

Windows の場合、 共有メ モ リは動的に割り当てられます。 
Linux および UNIX の場合、 プロセス ・ テーブルの共有メ モ リは共有メ モ

リ ・ プールから割り当てられます。 プロセス ・ テーブルの共有メ モ リ を増
やすには、 まず共有メ モ リ ・ プールを増やす必要があ り ます。 共有メ モ リ
は、 システム設定フ ァ イルで shmmax 変数を設定する こ とによ って増やす

こ とができます。 共有メ モ リ ・ プール増設についての詳細は、 OS の関連

文書を参照し て く だ さい。
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NetVault SmartDisk デバイスの接続を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ［サービス］ で、 ［RAS デバイス］ を ク リ ッ ク し ます。 ［RAS デバイス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下

の設定を行います。

▪ ［SmartDisk 接続の再試行時間制限］ ： この設定は、 初回の試行が失敗し た後、 NetVault Backup
サーバーが NetVault SmartDisk デバイスへの接続を確立し よ う とする時間を指定し ます。

この設定のデフ ォル ト 値は、 0 です。 ゼロ （0） に設定する と、 NetVault Backup は再試行を行い

ません。 ポー ト が不十分なために NetVault Backup が接続を確立できない場合は、 この設定を行

い、 オペレーテ ィ ング ・ システムが使用する ソケ ッ ト を リサイ クルできる指定期間中、 接続を再
試行できます。 再試行時間には、 0 ～ 300 秒の任意の値を設定する こ とができます。

▪ ［SmartDisk 接続の再試行間隔 （秒）］ ： この設定は、 再試行を行う間隔を指定し ます。 再試行間隔

には、 0 ～ 60 秒の任意の値を設定できます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

スケジュール ・ マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• スケジュール ・ マネージャについて

• スケジュール ・ マネージャのデフ ォル ト の設定

• デフ ォル ト のジ ョ ブ優先順位の設定

スケジュール ・ マネージャについて
スケジュール ・ マネージャ （nvsched） は、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 ジ ョ ブ ・ スケジュー

ルとキューを管理し ます。 Scheduler データベースの管理も行います。 

スケジュール ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスを開始するためにジ ョ ブ ・ マネージャ を開始し、 繰り返し
ジ ョ ブの次のイ ンス タ ンスをスケジュールし ます。 ジ ョ ブ ・ マネージャはそのジ ョ ブを実行し ます。 このプロセ
スは ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを更新し、 レポー ト ・ ユーテ ィ リ テ ィ にジ ョ ブ ・ スケジュール ・ データ を提
供する こ と も行います。 

スケジュール ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

スケジュール ・ マネージャのデフ ォル ト の設定

スケジュール ・ マネージ ャのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［スケジュール ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［スケジュール ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 144. スケジュール ・ マネージャの設定

設定 説明

ジ ョ ブ状態保持日数 この設定は、 ジ ョ ブ ・ ステータ ス ・ レ コー ド の表示期間を決定し ます。 
デフ ォル ト 設定は 7 日間です。 表示期間を変更するには、 新たな値を入力

または選択し ます。 表示期間は日数で指定し ます。

メ モ ： この設定では、 NetVault Backup WebUI のジ ョ ブ ・ ステータ ス ・ レ

コー ドが非表示にされるだけです。 レ コー ド はスケジューラ ・ データベー
スから削除されません。

レポー ト ・ ジ ョ ブ履歴を
データベースに保持する日
数

この設定は、 レポー ト ・ ジ ョ ブ履歴の保持期間を決定し ます。 
デフ ォル ト 設定は 90 日間です。 保持期間を変更するには、 新たな値を入

力または選択し ます。 保持期間は日数で指定し ます。 保持期間が切れた後、
これらのレ コー ドは Scheduler Database から削除されます。

その他のジ ョ ブ履歴をデー
タベースに保持する日数

この設定は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ履歴の保持期間を決定
し ます。 
デフ ォル ト 設定は 90 日間です。 保持期間を変更するには、 新たな値を入

力または選択し ます。 保持期間は日数で指定し ます。 保持期間が切れた後、
これらのレ コー ドは Scheduler Database から削除されます。

スケジュールされていない
ジ ョ ブをデータベースに保
持する日数 

この設定は、 繰り返さ ないジ ョ ブの保持期間を決定し ます。 
この設定のデフ ォル ト 値は、 0 （ゼロ） です。 デフ ォル ト 設定では、 繰り返

さ ないジ ョ ブのジ ョ ブ定義は無期限に保持されます。 指定し た期間の経過
後にこれらのジ ョ ブを削除するには、 新しい値を入力または選択し ます。
保持期間は日数で指定し ます。 
メ モ ： 「 ト リ ガ」 スケジュール ・ タ イプを使用し ているジ ョ ブには物理的
にスケジュール時間が設定されていないため、 指定時間が経過する と、 「 ト
リ ガ」 スケジュール ・ タ イプを使用するジ ョ ブ も削除されます。 ご使用の
NetVault Backup 環境で ト リ ガ ・ ジ ョ ブを使用し ている場合は、 この設定

を使用し ないで く だ さい。

メ モ ： この設定は、 繰り返さ ないスケジュール ・ タ イプを使用するレポー
ト ・ ジ ョ ブにも適用されます。 そのため、 この設定のデフ ォル ト 値は変更
し ないこ と をお勧めし ます。 デフ ォル ト 値が変更された場合、 非繰り返し
スケジュール ・ タ イプを使用し て 1 回実行された通常レポー ト は、 指定時

間後に ［レポー ト 表示］ ページから削除されます。

同時にアク テ ィ ブになる
ジ ョ ブの最大数

この設定は、 NetVault Backup で同時に実行できるジ ョ ブの最大数を決定

し ます。

スケジュール ・ マネージャは、 デフ ォル ト で、 バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、
およびレポー ト ・ ジ ョ ブを含む最大で 「200」 件の同時実行ジ ョ ブをサ

ポー ト し ます。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ま
す。

メ モ ： 各アク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブには共有メ モ リが必要です。 アク テ ィ ブ ・
ジ ョ ブ数が増える と、 NetVault Backup の全体的なパフ ォーマンスに影響

する こ とがあり ます。 
ジ ョ ブ管理表示から レポー
ト ・ ジ ョ ブを除外する

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページにレポー ト ・ ジ ョ ブを表示するには、 この
チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。 
デフ ォル ト では、 これらのジ ョ ブは除外されています。

ポリ シー管理表示から レ
ポー ト ・ ジ ョ ブを除外する

［ポリ シー管理］ ページにレポー ト ・ ジ ョ ブを表示するには、 このチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。 
デフ ォル ト では、 これらのジ ョ ブは除外されています。

ポリ シー管理表示から リ ス
ト ア ・ ジ ョ ブを除外する 

［ポリ シー管理］ ページに リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを表示するには、 このチ ェ ッ
ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。 
デフ ォル ト では、 これらのジ ョ ブは除外されています。
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デフ ォル ト のジ ョ ブ優先順位の設定
スケジュール ・ マネージャがデフ ォル ト の優先順位を各ジ ョ ブ ・ タ イプ （バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 およびレ
ポー ト ） に割り当てます。 これらのデフ ォル ト 設定は、 バッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 およびレポー ト のすべての
ジ ョ ブにグローバルに適用されます。 この優先順位設定は、 2 つ以上のジ ョ ブが同時に実行するよ う にスケ

ジュールされている と きの、 リ ソース割当の優先順位付けに用いられます。 デフ ォル ト のジ ョ ブ優先順位設定を
変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

デフ ォル ト では、 スケジュール ・ マネージャによ って次の優先度レベルが割り当てられます。 

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ： 30

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ： 20

• レポー ト ・ ジ ョ ブ ： 50

すべてのジ ョ ブの優先順位設定をグローバルに変更するには、 次の手順を実行し ます。 個別のジ ョ ブの優先順位
設定に優先する設定を行う には、 スケジュール ・ セ ッ ト 内に ［ジ ョ ブ優先順位］ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細
は、 「スケジュール ・ セ ッ ト の作成、 表 40」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト のジ ョ ブ優先順位を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［スケジュール ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［スケジュール ・ マネージャ］ ダイア
ログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

▪ デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ優先度

▪ デフ ォル ト のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ優先度

▪ デフ ォル ト のレポー ト ・ ジ ョ ブ優先度

1 ～ 100 の値を入力または選択し ます。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表し ています。 優

先度レベル 0 のジ ョ ブは、 バッ クグラウン ド ・ タ スク と し て実行されます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

Web サービスの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 暗号を無効にする Web サービスの設定

• プロ ト コルを無効にする Web サービスの設定

• Web サービス監査の有効化

• ク ラ イアン ト 操作のタ イムアウ ト 期間の設定

• セーブセ ッ ト 削除要求のタ イムアウ ト 期間の設定

暗号を無効にする Web サービスの設定
Web サービス設定を変更し て受信用 Web サービス接続設定の暗号を無効にし、 1 つまたは複数の暗号を許可さ

れないよ う にする こ とができます。 この設定を行う には、 ［設定変更］ ページを使用し ます。
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暗号を無効にするよ う に Web サービスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［Web サービス］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Web サービス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下

の設定を行います。

▪ ［受信 Web サービス接続で無効にする暗号］ ： 着信 Web サービス接続の暗号を無効にするには、

リ ン ク https://www.openssl.org/docs/man1.0.2/apps/ciphers.html に記載されているよ う に、 表の

2 番目の列で指定された値を入力し ます。 ただ し、 入力し た暗号が受信 Web サービス接続の暗号

と一致し ない場合、 無効になる暗号はあり ません。 複数の暗号を無効にするには、 値を カ ンマ区
切り で入力し ます。 デフ ォル ト では、 このフ ィ ールド は空白で、 あらゆる暗号が許可されていま
す。

• 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

プロ ト コルを無効にする Web サービスの設定
Web サービス設定を変更し て受信用 Web サービス接続設定のプロ ト コルを無効にし、 1 つまたは複数のプロ ト

コルを許可されないよ う にする こ とができます。 この設定を行う には、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

プロ ト コルを無効にするよ う に Web サービスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［Web サービス］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Web サービス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下

の設定を行います。

▪ ［受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト コル］ ： 受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト

コルを入力し ます。 ただ し、 入力し たプロ ト コルが受信 Web サービス接続のプロ ト コルと一致し

ない場合、 無効になるプロ ト コルはあり ません。 複数のプロ ト コルを無効にするには、 値を カ ン
マ区切り で入力し ます。 デフ ォル ト では、 このフ ィ ールド は空白で、 あらゆるプロ ト コルが許可
されています。

• 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

Web サービス監査の有効化
Web サービス監査はデフ ォル ト で無効になっています。 Web サービス監査を有効化するには、 ［設定変更］ ペー

ジを使用し ます。

Web サービス監査を有効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［Web サービス］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Web サービス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下

の設定を行います。

▪ ［Web サービス監査の有効化］ ： Web サービス要求を追跡するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選

択し ます。 Web サービス監査を有効にする と、 NetVault Backup によ り、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ に監査ログ ・ フ ァ イル 「webservice-audit.txt」 が作成され、 Web サービ

ス要求が記録されます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。
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ク ラ イアン ト 操作のタ イムアウ ト 期間の設定
ク ラ イアン ト 操作 （セレ クシ ョ ン ・ ツ リー ・ ノ ー ドの参照やオープンなど） のと きに発生する タ イムアウ ト ・ エ
ラーを解決するよ う に、 Web サービスの設定を変更できます。 これらは、 ［NetVault サーバー設定］ ページから

設定する こ とができます。

ク ラ イアン ト 操作のタ イムアウ ト 期間を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サービス］ で、 ［Web サービス］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Web サービス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下

の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト 削除要求のタ イムアウ ト 期間の設定
セーブセ ッ ト 削除要求のタ イムアウ ト 期間は、 デフ ォル ト で 600 秒に設定されています。 Web サービス ・ ワー

カー ・ プロセス （nvwsworker） は、 メデ ィ ア ・ マネージャに削除要求を送信する場合、 送信してから 600 秒待ち

ます。 メデ ィ ア ・ マネージャがこの期間内に要求を完了するこ とができない場合、 この Web サービス ・ ワーカー ・

プロセスはタ イムアウ ト し、 エラー （「メデ ィ ア ・ マネージャから応答があり ませんでした」） を報告し ます。 この
エラーが返された場合は、 webservice.cfg フ ァ イルで SavesetRemoveTimeout 設定を変更して く ださい。

セーブセ ッ ト 削除要求のタ イムアウ ト 期間を設定するには ：

1 テキス ト ・ エデ ィ タ で webservice.cfg フ ァ イルを開きます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

2 [WebService] セクシ ョ ンで、 SavesetRemoveTimeout 設定の値を設定し ます。

[WebService]
SavesetRemoveTimeout=<Value>
この設定のデフ ォル ト 値は、 600 秒間です。

3 フ ァ イルを保存し ます。

表 145. ク ラ イアン ト 操作の Web サービス ・ タ イムアウ ト 設定

設定 説明

物理ク ラ イアン ト のシ ョ ー
ト ・ タ イムアウ ト

ク ラ イアン ト のプ ラグイ ン ・ リ ス ト の要求など、 短期間の操作を Web サー

ビスが待つ時間。 
デフ ォル ト のタ イムアウ ト 期間は 「30」 秒です。 10 ～ 120 秒の任意の値

に変更できます。

物理ク ラ イアン ト の ミ デ ィ
アム ・ タ イムアウ ト

サーバー （た と えば、 データベース ・ サーバー） の削除など、 中期間の操
作を Web サービスが待つ時間。 
デフ ォル ト のタ イムアウ ト 期間は 「60」 秒です。 60 ～ 120 秒の任意の値

に変更できます。

物理ク ラ イアン ト のロン
グ ・ タ イムアウ ト

セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのデータ追加など、 長期間の操作を Web サービスが

待つ時間。 
デフ ォル ト のタ イムアウ ト 期間は 「300」 秒です。 120 ～ 600 秒の任意の

値に変更できます。

メ モ ： これらの設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する必要があ り

ます。
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オーデ ィ タ ・ デーモンの設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• オーデ ィ タ ・ デーモンについて

• 失敗し たユーザー要求のみをログに記録するオーデ ィ タ ・ デーモンの設定

• 監査ログのパージ ・ ポリ シーの変更

オーデ ィ タ ・ デーモンについて
オーデ ィ タ ・ デーモン （nvavp） は、 NetVault Backup のすべてのユーザー活動の追跡および制御を行います。

このプロセスは、 NetVault Backup サーバー上で実行されます。 オーデ ィ タ ・ デーモンは各ユーザー要求を検証

し、 割り当てられた権限に応じ て要求を許可または拒否し ます。 監査ログ ・ メ ッ セージは NetVault データベー

スに保管されます。

デフ ォル ト では、 オーデ ィ タ ・ デーモンは、 ユーザーの要求が許可されるか拒否されるかにかかわらず、 すべて
のユーザー ・ アク テ ィ ビテ ィ を記録し ます。 31 日間を過ぎたログ ・ メ ッ セージは自動的に削除されます。 オー

デ ィ タ ・ デーモンを設定し て、 失敗し たユーザー要求のみをログに記録できます。 また、 デフ ォル ト 設定を変更
し てログ ・ メ ッ セージの最大寿命を変更できます。 

オーデ ィ タ ・ デーモンの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用し ます。

失敗し たユーザー要求のみをログに記録するオー
デ ィ タ ・ デーモンの設定
デフ ォル ト では、 オーデ ィ タ ・ デーモンは、 ユーザーの要求が許可されるか拒否されるかにかかわらず、 すべて
のユーザー要求を記録し ます。 オーデ ィ タ ・ デーモンを設定し て、 失敗し たユーザー要求のみをログに記録でき
ます。

失敗し たユーザー要求のみをログに記録するよ う にオーデ ィ タ ・ デーモンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［監査］ を ク リ ッ ク し ます。 ［監査］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下
の設定を行います。

▪ ［監査情報で失敗し た要求のみ記録する］ ： 失敗し たユーザー要求のみをログに記録するには、 こ
のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

監査ログのパージ ・ ポリ シーの変更
31 日よ り前の監査ログ ・ メ ッ セージは自動的にデータベースからパージ されます。 ログ ・ デーモンの設定を使

用し て、 ログ ・ メ ッ セージの最大寿命を変更できます。

監査ログのパージ ・ ポ リ シーを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： この設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する必要があ り ます。
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3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［監査］ を ク リ ッ ク し ます。 ［監査］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下
の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イアウォールの設定
フ ァ イアウォールの外側にある NetVault Backup ク ラ イアン ト と通信するには、 フ ァ イアウォールの設定が必要

です。 フ ァ イアウォールの設定では、 フ ァ イアウォールを経由するデータ転送チャネル、 メ ッ セージ ・ チャネ
ル、 およびブロー ド キャス ト ・ チャネルの確立に使用する TCP/IP ポー ト を指定できます。

ク ラ イアン ト 追加時にフ ァ イアウォールの設定を行った り、 これらの設定を ［設定変更］ ページで更新し た り で
きます。 また、 NetVault Backup WebUI や Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいク ラ イアン ト や既存の

ク ラ イアン ト のフ ァ イアウォールの設定もできます。

フ ァ イアウォールを設定するには ：

1 以下のいずれかの方法を使用し て、 フ ァ イアウォールの設定にアクセス し ます。

▪ NetVault Backup WebUI ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。 

b NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ま

す。 

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク

リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次

へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［フ ァ イアウォール］ を ク
リ ッ ク し ます。

▪ Txtconfig ：

a ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウまたはコマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで、 「txtconfig」 と

入力し、 Enter または Return キーを押し ます。 

b ［マシン］ ページで、 p を入力し て メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［フ ァ イアウォール］ ペー

ジのオプシ ョ ン番号を押し ます。

表 146. 監査ログの自動パージ設定

設定 説明

エン ト リ を年代ご とにパー
ジ

ログ ・ メ ッ セージの最大寿命セ ッ ト よ り も古いログ ・ エン ト リ をパージす
るには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 最大ログ寿命は、 ［エン ト
リがこの日数よ り も古 く なった場合パージ］ ボ ッ クスに指定されています。 
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除する と、 ログ ・ メ ッ セージの自動
パージは無効にな り ます。

メ モ ： 監査ログは、 デ ィ スク ・ スペースのかな りの容量を消費する可能性
があり ます。 し たがって、 ログ ・ メ ッ セージを定期的にパージする必要が
あり ます。 監査ログを手動でパージする こ とはできないため、 この機能は
無効化し ないこ と をお勧めし ます。

エン ト リがこの日数よ り も
古 く なった場合パージ

ログ ・ メ ッ セージの最大寿命を入力または選択し ます。 ログ保存期間は、
日単位で入力し ます。 デフ ォル ト 値は、 31 日間です。

パージ実行周期 監査ログの 2 つのパージ ・ イベン ト 間の間隔を入力または選択し ます。 こ

の間隔は、 時間 （60 分） 単位で入力し ます。 デフ ォル ト の間隔は 「24」 時

間です。
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2 以下の設定を行います。

▪ デバイス待ち受けポー ト

▪ デバイスの接続ポー ト

▪ NetVault Backup メ ッ セージ ・ チャネルの待ち受けポー ト

▪ NetVault Backup メ ッ セージ ・ チャネルの接続ポー ト

▪ NDMP コ ン ト ロール ・ チャネルの接続ポー ト

▪ NDMP データ ・ チャネルの待ち受けポー ト

▪ マシン間の通信接続ポー ト 設定

詳細は、 「フ ァ イアウォール設定」 を参照し て く だ さい。

3 設定を保存するか、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て設定手順を完了し ます。

一般設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• デフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リのリ ロケー ト

• NetVault Database デ ィ レ ク ト リの移動

• TCP/IP バッ フ ァ ・ サイズの設定

• 言語と ロケール設定の変更

• イ ンス ト ール前パッ ケージ互換性チ ェ ッ クの無効化

• ラ イセンス有効期限切れの警告期間の設定

デフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リのリ ロケー ト
デ ィ スクの空き領域不足が生じ た場合は、 データベース、 ト レース、 ログ、 レポー ト 、 統計、 および一時デ ィ レ
ク ト リ を別のド ラ イブやボリ ュームに再配置し て問題を軽減できます。

デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、
以下の設定を行います。

メ モ ： これらの設定への変更を適用するには、 NetVault Backup サービスを再起動する必要があ り ます。
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表 147. デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ ・ パス

設定 説明

データベース ・ デ ィ レ ク ト
リ

このデ ィ レ ク ト リは、 モジュール ・ リ ス ト 、 ラ イセンス ・ キー、 および
NetVault データベースを保管し ます。 
データベース ・ デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では

<NetVault Backup ホーム >\db、 Linux では <NetVault Backup ホーム >/db
です。

データベース ・ デ ィ レ ク ト リ を移動する方法については、 「NetVault 
Database デ ィ レ ク ト リの移動」 を参照し て く だ さい。

ト レース ・ デ ィ レ ク ト リ このデ ィ レ ク ト リ には、 NetVault Backup ト レース ・ ログが保管されます。 
ト レース ・ デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では <NetVault 
Backup ホーム >\trace、 Linux では <NetVault Backup ホーム >/trace です。

デ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには、 パスを入力し ます。 指定し たパスは、
ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはボ リ ューム上に存在し ている必要があ り ます。
NetVault Backup サーバーがパスを見つけられない場合、 デ ィ レ ク ト リの

リ ロケー ト は失敗し ます。 
メ モ ： ト レース ・ ログには大量のデータが含まれています。 そのため、 こ
のデ ィ レ ク ト リ をネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アにはリ ロケー ト し ないよ う にする
必要があり ます。

ログ ・ デ ィ レ ク ト リ このデ ィ レ ク ト リ には、 NetVault Backup ログ ・ フ ァ イルが保管されます。 
ログ ・ デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では <NetVault 
Backup ホーム >\logs、 Linux では <NetVault Backup ホーム >/logs です。

デ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには、 パスを入力し ます。 指定し たパスは、
ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはボ リ ューム上に存在し ている必要があ り ます。
NetVault Backup サーバーがパスを見つけられない場合、 デ ィ レ ク ト リの

リ ロケー ト は失敗し ます。

テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ このデ ィ レ ク ト リ には、 各種 NetVault Backup 操作時に生成された一時

フ ァ イルが保管されます。 
テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では

<NetVault Backup ホーム >\tmp、 Linux では <NetVault Backup ホーム

>/tmp です。 デ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには、 パスを入力し ます。 指

定し たパスは、 ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはボ リ ューム上に存在し ている
必要があり ます。 NetVault Backup サーバーがパスを見つけられない場合、

デ ィ レ ク ト リのリ ロケー ト は失敗し ます。 
メ モ ： テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ には、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト のイ
ンデッ クスが格納されます。 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アが正常に処理さ
れるには、 このデ ィ レ ク ト リの消費するデ ィ スク領域と し て、 イ ンデッ ク
ス ・ フ ァ イルの最低 3 倍のサイズが必要です。 たと えばバッ ク ア ッ プ ・ イ

ンデッ クスのフ ァ イル ・ サイズが 3GiB であれば、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク

ト リ用のデ ィ スク領域と し ては 9GiB が必要と な り ます。 一時デ ィ レ ク ト

リ に十分な領域がない場合、 警告と ログが生成されます。 
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup のデフ ォル ト の設定 

382



4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Database デ ィ レ ク ト リの移動
NetVault Database デ ィ レ ク ト リ を移動するには、 以下のセクシ ョ ンで説明する手順を使用し ます。

• Linux ベース ・ マシンでの NetVault Database デ ィ レ ク ト リの変更

• Windows ベース ・ マシンでの NetVault Database デ ィ レ ク ト リの変更

Linux ベース ・ マシンでの NetVault Database デ ィ レ ク ト リの

変更

Linux ベースの NetVault Backup サーバーの Database デ ィ レ ク ト リ を変更するには ：

1 NetVault Backup サービスを停止し ます。

▪ システムで systemd がサポー ト されている場合 ：

systemctl stop netvault コマン ド を実行し ます。

▪ システムで systemd がサポー ト されていない場合 ：

a ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウで 「txtconfig」 と入力し、 Enter キーか Return キーを押し ま

す。

b ［マシン］ ページで、 p を押し て、 メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［サービス］ ページのオプ

シ ョ ン番号を押し ます。

c サービスが実行されている場合は、 オプシ ョ ン番号を押し てサービスを停止し ます。 

2 netvault-pgsql サービスを停止し ます。 

▪ システムで systemd がサポー ト されている場合 ：

systemctl stop netvault-pgsql コマン ド を実行し ます。

レポー ト ・ デ ィ レ ク ト リ このデ ィ レ ク ト リ には、 レポー ト ・ テンプレー ト が保管されます。 
レポー ト ・ デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では <NetVault 
Backup ホーム >\reports、 Linux では <NetVault Backup ホーム >/reports で

す。 デ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには、 パスを入力し ます。 
新しいパスを設定する前に、 デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツをその新しいパス
にコ ピーする必要があ り ます。 デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツを再配置せずに
新しいパスを設定する と、 エラー ・ メ ッ セージ （「プロバイダ
'NVBUPhysicalClient' が失敗し ま し た」） が表示され、 NetVault Backup
サービスの再起動に失敗し ます。

統計情報デ ィ レ ク ト リ このデ ィ レ ク ト リ には、 nvstatsmngr プロセスが収集し たデータが保管さ

れます。 
統計情報デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ パスは、 Windows では <NetVault 
Backup ホーム >\stats、 Linux では <NetVault Backup ホーム >/stats です。

デ ィ レ ク ト リ を リ ロケー ト するには、 パスを入力し ます。 指定し たパスは、
ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはボ リ ューム上に存在し ている必要があ り ます。
NetVault Backup サーバーがパスを見つけられない場合、 デ ィ レ ク ト リの

リ ロケー ト は失敗し ます。 

表 147. デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ ・ パス

設定 説明
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▪ システムで systemd がサポー ト されていない場合 ： 

/etc/init.d/netvault-pgsql stop コマン ド を実行し ます。

3 db デ ィ レ ク ト リ を手動で新しい場所に移動し ます。

4 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ 、 データベース ・ デ ィ レ ク ト リ ・ パスを変更し ます。

a ［マシン］ ページで p キーを押し て メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［一般設定］ ページのオプシ ョ ン

番号を押し ます。

b ［データベース ・ デ ィ レ ク ト リ］ 設定のオプシ ョ ン番号を押し て、 フル ・ パスを入力し ます。 

指定し たパスは、 ターゲッ ト ・ ド ラ イブまたはボ リ ューム上に存在し ている必要があ り ます。
NetVault Backup サーバーがパスを見つけられない場合、 デ ィ レ ク ト リのリ ロケー ト は失敗し ま

す。 

c s キーを押し て設定を保存し てから q キーを押し て Txtconfig を終了し ます。

5 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ で、 config デ ィ レ ク ト リ を開き、 pgdb.cfg 設定フ ァ イル

をテキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。

［InstallInfo］ セクシ ョ ンで、 datadir を変更し て pgsql. の新しいパスを指定するよ う にし ます。

Datadir=< 新しい DB パス >/pgsql

6 サービス ・ スク リ プ ト からデータベース ・ パスを変更し ます。

▪ /etc/init.d/netvault-pgsql フ ァ イル。

▪ /usr/lib/systemd/system/netvault-pgsql.service フ ァ イル。

7 新しいパスから、 pgsql デ ィ レ ク ト リの所有者およびグループのフ ァ イル権限を変更し ます。

chmod 700 < 新しい DB パス >/pgsql
chown netvault-pgsql:netvault-pgsql < 新しい DB パス >/pgsql

8 netvault-pgsql サービスを開始し ます。

▪ システムで systemd がサポー ト されている場合 ：

systemctl start netvault-pgsql コマン ド を実行し ます。

▪ システムで systemd がサポー ト されていない場合 ：

/etc/init.d/netvault-pgsql start コマン ド を実行し ます。

9 NetVault Backup サービスを開始し ます。

Windows ベース ・ マシンでの NetVault Database デ ィ レ ク ト

リの変更

Windows ベースの NetVault Backup サーバーの Database デ ィ レ ク ト リ を変更するには ：

1 Windows サービス管理コ ン ソールで、 netvault-pgsql サービスおよび NetVault プロセス ・ マネージャ ・

サービスを停止し ます。

2 db デ ィ レ ク ト リ を手動で新しい場所に移動し ます。 netvault-pgsql サービスを実行するユーザーに新し

いデータベース ・ デ ィ レ ク ト リの所有権がある こ と を確認し ます。

3 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ で、 config デ ィ レ ク ト リ を開き、 次に configure.cfg
フ ァ イルをテキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。 

[Directories:Database] セクシ ョ ンで、 Value を フルパスに変更し ます。

Value=<full path> 
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4 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ で、 config デ ィ レ ク ト リ を開き、 pgdb.cfg フ ァ イルをテ

キス ト ・ エデ ィ タ で開きます。

［InstallInfo］ セクシ ョ ンで、 datadir を変更し て pgsql. の新しいパスを指定するよ う にし ます。

datadir=< 新しい DB パス >/pgsql

5 Registry Editor を開きます。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\
netvault-pgsql キーを展開し、 データベース ・ デ ィ レ ク ト リの新しいパスを反映するため、

ImagePath プロパテ ィ の値を変更し ます。

7 Windows サービス管理コ ン ソールで、 netvault-pgsql サービスを右ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ を選択

し ます。 ［全般］ タ ブで、 実行可能パラ メ ータへのパスで新しいデータベース ・ パスが表示される こ と を
確認し ます。

8 netvault-pgsql および NetVault プロセス ・ マネージャ ・ サービスを開始し ます。

TCP/IP バッ フ ァ ・ サイズの設定
通常、 TCP/IP ソケ ッ ト のバッ フ ァ ・ サイズはデフ ォル ト 設定のままで問題ないため、 変更し ないよ う注意し て

く だ さい。 どのよ う なバッ フ ァ ・ サイズが最適であるかについては、 使用する OS の解説書を参照し て く だ さ

い。

TCP/IP ソケ ッ ト のバッ フ ァ ・ サイズを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、
以下の設定を行います。

表 148. TCP/IP 送信および受信バッ フ ァ ・ サイズ

設定 説明

最小ネ ッ ト ワーク送信バッ
フ ァサイズ

TCP/IP ソケ ッ ト の送信バッ フ ァの最小サイズを決定し ます。

デフ ォル ト 値は、 1KB です。 バッ フ ァ ・ サイズを調整するには、 新たな値

を入力または選択し ます。 バッ フ ァ ・ サイズはキロバイ ト 単位で設定する
必要があり ます。

最大ネ ッ ト ワーク送信バッ
フ ァサイズ

TCP/IP ソケ ッ ト の送信バッ フ ァの最大サイズを決定し ます。 
デフ ォル ト 値は、 16384KB です。 バッ フ ァ ・ サイズを調整するには、 新た

な値を入力または選択し ます。 バッ フ ァ ・ サイズはキロバイ ト 単位で設定
する必要があり ます。

最小ネ ッ ト ワーク受信バッ
フ ァサイズ

TCP/IP ソケ ッ ト の受信バッ フ ァの最小サイズを決定し ます。 
デフ ォル ト 値は、 1KB です。 バッ フ ァ ・ サイズを調整するには、 新たな値

を入力または選択し ます。 バッ フ ァ ・ サイズはキロバイ ト 単位で設定する
必要があり ます。

最大ネ ッ ト ワーク受信バッ
フ ァサイズ

TCP/IP ソケ ッ ト の受信バッ フ ァの最大サイズを決定し ます。 
このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は、 16384KB です。 バッ フ ァ ・ サイズを調

整するには、 新たな値を入力または選択し ます。 バッ フ ァ ・ サイズはキロ
バイ ト 単位で設定する必要があ り ます。
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4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

言語と ロケール設定の変更

NetVault Backup の言語と ロケールを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。 ［全般］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［言
語選択］ の設定を行います。

NetVault Backup で使用する言語を選択し ます。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に示し ます。

▪ 簡体字中国語

▪ 英語

▪ フ ラ ンス語

▪ ド イ ツ語

▪ 日本語

▪ 韓国語

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

5 NetVault Backup WebUI を閉じ、 ブ ラウザの新しいタ ブまたはウ ィ ン ド ウで開きます。

NetVault Backup WebUI の言語設定の変更

NetVault Backup WebUI の表示と入力の言語を変更するには ：

• ［ヘ ッ ダー］ パネルで ［言語］ を ク リ ッ ク し、 使用可能な言語の一覧から、 NetVault Backup WebUI の表

示と入力の言語を選択し ます。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に示し ます。

▪ 中国語 （zh）

▪ 英語 （en）

▪ フ ラ ンス語 （fr）

▪ ド イ ツ語 （de）

▪ 日本語 （ja）

▪ 韓国語 （ko）

メ モ ： Windows で TCP/IP バッ フ ァ ・ サイズを増やすには、 レジス ト リ設定を変更する必要があ り ます。

これらの設定についての詳細は、 Microsoft サポー ト 技術情報の https://support.microsoft.com/en-
us/kb/823764 を参照し て く だ さい。
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イ ンス ト ール前パッ ケージ互換性チ ェ ッ クの無効
化
プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする前に、 NetVault Backup はイ ンス ト ール ・ パッ ケージがク ラ イアン ト の OS タ イ

プおよびビ ッ ト と互換性がある こ と を確認し ます。 必要に応じ て、 イ ンス ト ール前の互換性チ ェ ッ ク を無効にす
る こ とができます。

パッ ケージに対する イ ンス ト ール前の互換性チ ェ ッ ク を無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。 ［全般］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下
の設定を行います。

▪ ［パッ ケージ ・ イ ンス ト ール前のシステム ・ チ ェ ッ ク］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で
選択されています。 プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする前に、 NetVault Backup はイ ンス ト ール ・ パッ

ケージがク ラ イアン ト の OS およびビ ッ ト ・ タ イプ と互換性がある こ と を確認し ます。 互換性が

ないパッ ケージの場合、 エラーが報告されます。

パッ ケージに対する イ ンス ト ール前の互換性チ ェ ッ ク を無効化する場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスを選択解除し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ラ イセンス有効期限切れの警告期間の設定
NetVault Backup WebUI には、 デフ ォル ト で、 有効期限日の 7 日前から ラ イセンス期限切れメ ッ セージが表示さ

れます。 NetVault Backup WebUI にログオンする と きに、 ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。

ラ イセンス有効期限切れの警告期間を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。 ［全般］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下
の設定を行います。

▪ ［ラ イセンス有効期限切れ警告のし きい値］ ： NetVault Backup で、 ラ イセンスの有効期限について

何日前から通知するかを指定し ます。 メ ッ セージは、 WebUI にログイ ンする と毎回表示されま

す。 デフ ォル ト の期間は 「7」 日です。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： パッ ケージ ・ チ ェ ッ ク を無効にする と、 互換性のないパッ ケージを イ ンス ト ールし て し ま う
リ スクが発生し ます。
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セキュ リ テ ィ の設定
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• ク ラ イアン ト のパスワー ド保護の無効化

• NetVault Backup パスワー ドの変更

ク ラ イアン ト のパスワー ド保護の無効化

NetVault Backup ク ラ イアン ト のパスワー ド保護を無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選

択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［セキュ リ テ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［セキュ リ テ ィ ］ ダイアログ ・
ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

▪ ［セキュ リ テ ィ を無効にする］ ： NetVault Backup パスワー ド を使わずにク ラ イアン ト を追加、 また

はク ラ イアン ト にアクセスするには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup パスワー ドの変更

NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト のパスワー ド を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［セキュ リ テ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［セキュ リ テ ィ ］ ダイアログ ・
ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 149. NetVault Backup パスワー ド の変更

設定 説明

マス ター ・ パスワー ド NetVault Backup マシンのパスワー ド を指定し ます。 
パスワー ド には、 最大 100 文字を使用する こ とができます。 以下の文字を

使用する こ とはできません。

\ およびスペース

NetVault Backup パスワー ド は、 ク ラ イアン ト の追加やク ラ イアン ト への

アクセスに使用されます。 NetVault Backup パスワー ド についての詳細は、

『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さ

い。

パスワー ドの確認 確認のために NetVault Backup のパスワー ド を再入力し ます。
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NetVault Time の同期
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• NetVault Timen について

• 代替 NetVault Time サーバーの設定

NetVault Timen について
NetVault Backup では、 NetVault Backup ド メ イ ン内のサーバーとすべてのク ラ イアン ト ・ マシンの時間を同期

させるため、 NetVault Time サーバーとい う タ イム ・ サーバーが指定されます。 通常、 NetVault Backup サーバー

は NetVault Time サーバーと し て機能し、 このマシン上のシステム時間が NetVault Time にな り ます。 ただ し、

他の任意の NetVault Backup マシンを NetVault Time サーバーと し て指定する こ とができます。 NetVault Backup
では、 ク ラ イアン ト 上のローカル時間は無視され、 ジ ョ ブのスケジュール、 レポー ト 、 ト レースなどのすべての
時間に制約される動作には NetVault Time が使用されます。

代替 NetVault Time サーバーの設定

代替 NetVault Backup マシンを NetVault Time サーバーと し て設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［時間同期］ を ク リ ッ ク し ます。 ［時間同期］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 150. 時間同期設定

設定 説明

このマシンを NetVault 
Time サーバーにする

NetVault Backup サーバーで、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト で選

択されています。

代替タ イム ・ サーバーを設定するには、 NetVault Backup サーバーでこの

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。

NetVault Time をシステム

と同期

代替タ イム ・ サーバーの NetVault Backup 名を入力し ます。 

時差を決定するためのポー
リ ング数

ポーリ ング中に交換する時間パケ ッ ト 数を入力または選択し ます。 デフ ォ
ル ト 値は、 5 です。

時刻同期更新の間隔 （時
間）

NetVault Backup サーバーが、 タ イム ・ サーバーと同期されているかど う

かを確認する頻度を指定し ます。 
デフ ォル ト のポーリ ング間隔は 「24」 時間です。

2 サーバー間に許容する時

差 （ ミ リ秒）

許容する時間差を入力または選択し ます。 
デフ ォル ト では、 NetVault Backup は、 NetVault Backup サーバーと

NetVault Time サーバーの間で 1000 ミ リ秒の差異を許容し ます。
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レポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ の設定
このセクシ ョ ンには、 以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• レポー ト ・ ユーテ ィ リ テ ィ について

• HTML レポー ト ・ テンプレー ト のカス タ マイズ

• プレーン ・ テキス ト ・ レポー ト ・ テンプレー ト のカス タ マイズ

• CSV レポー ト ・ テンプレー ト のカス タ マイズ

• レポー ト 生成のタ イムアウ ト の設定

• レポー ト のデフ ォル ト ・ メ ール形式の設定

• 統計マネージャのデフ ォル ト の設定

• レポー ト ・ データベースのグローバル ・ パージ ・ ポ リ シーの作成

• テーブル固有のパージ ・ ポリ シーの作成

レポー ト ・ ユーテ ィ リ テ ィ について
NetVault Backup レポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ は、 HTML、 テキス ト 、 およびカ ンマ区切り （CSV） 形式で

生成、 表示できる、 各種通常レポー ト を提供し ています。 レポー ト についての詳細は、 「NetVault Backup でのレ

ポーテ ィ ング」 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup では、 統計マネージャ （nvstatsmngr） プロセス と レポー ト ・ データベース ・ マネージャ

（nvrepdbmngr） プロセスを使用し て、 通常レポー ト のデータ を収集および送信し ます。 

• 統計マネージャ ： このプロセスは、 NetVault Backup サーバー ・ マシン と ク ラ イアン ト ・ マシン上で動作

し ます。 統計マネージャは、 ド ラ イブ統計、 イベン ト 履歴、 メ デ ィ ア要求、 サーバー容量、 転送情報な
どのデータ を収集し ます。

• レポー ト ・ データベース ・ マネージャ ： このプロセスは、 NetVault Backup サーバー上でのみ動作し ま

す。 レポー ト ・ データベース ・ マネージャは定期的に統計マネージャ をポーリ ングし、 収集データ を取
得し てレポー ト ・ データベースにデータ を書き込みます。 レポー ト ・ データベースの情報をレポーテ ィ
ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ に提供し、 レポー ト ・ データベースの定期削除を実行し ます。 

NetVault Backup WebUI から、 レポー ト ・ テンプレー ト を カス タ マイズし て、 統計マネージャおよびレポー ト ・

データベース ・ マネージャのデフ ォル ト 設定を変更する こ とができます。

HTML レポー ト ・ テンプレー ト のカス タ マイズ
NetVault Backup では、 HTML レポー ト の出力のフ ォーマ ッ ト には組み込みテンプレー ト が使用されます。 これ

らのテンプレー ト を カス タ マイズし て、 さ まざまな書式ス タ イルを適用する こ とができます。 書式ス タ イルはす
べての HTML レポー ト ・ テンプレー ト に、 グローバルに適用されます。 HTML に精通し ているユーザーのみが、

これらの設定を行う必要があり ます。 設定が不適切の場合には、 NetVault Backup が誤った出力を生成する こ と

があり ます。 

HTML レポー ト の出力形式を カス タ マイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［HTML テキス ト 出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ プレーン ・ テキス ト の HTML 出力開始テキス ト  
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▪ プレーン ・ テキス ト の HTML 出力終了テキス ト  

▪ HTML カ ラム ・ ヘ ッ ダー開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML カ ラム ・ ヘ ッ ダー終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML ヘ ッ ダー ・ フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML ヘ ッ ダー ・ フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ レ コー ド な しの場合の HTML レポー ト 出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 合計行の開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 合計行の終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 合計フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 合計フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 平均行の開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 平均行の終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 平均フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 平均フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 形式開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 形式終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 形式フ ィ ールド開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ HTML 形式フ ィ ールド終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

開始テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 書式ス タ イル （フ ォ ン ト ・ タ イプやフ ォ ン ト ・ サイズなど） また
はヘ ッ ダー用テキス ト 、 合計または平均値を示す行、 または本文セル用の開始 HTML タグを指定し ます。

終了テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 カス タム書式ス タ イル用の終了 HTML タグを指定し ます。

デフ ォル ト のテキス ト 「表示対象が存在し ません」 を他のカス タム ・ テキス ト に変更する場合は、 ［レ
コー ド な しの場合の HTML レポー ト 出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値］ フ ィ ールド を使用し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

プレーン ・ テキス ト ・ レポー ト ・ テンプレー ト の
カス タ マイズ
NetVault Backup では、 プレーン ・ テキス ト ・ レポー ト のフ ォーマ ッ ト には組み込みテンプレー ト が使用されま

す。 これらのテンプレー ト を カス タ マイズし て、 改行、 タ ブ、 区切り文字などを追加する こ とができます。 書式
ス タ イルはすべてのプレーン ・ テキス ト ・ レポー ト ・ テンプレー ト に、 グローバルに適用されます。 これらの設
定は、 テキス ト 出力での制御文字およびエスケープ文字列の使用に精通し たユーザーのみが行う必要があ り ま
す。 設定が不適切の場合には、 NetVault Backup が誤った出力を生成する こ とがあ り ます。 

プレーン ・ テキス ト ・ レポー ト の出力形式を カス タ マイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［プレーン ・ テキス ト 出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ プレーン ・ テキス ト のカ ラム ・ ヘ ッ ダー開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト のカ ラム ・ ヘ ッ ダー終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 
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▪ レ コー ド な しの場合のプレーン ・ テキス ト ・ レポー ト の出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 合計行の開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 合計行の終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 合計フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 合計フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 平均行の開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 平均行の終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 平均フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 平均フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 形式開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト 形式終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト ・ フ ィ ールドの開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ プレーン ・ テキス ト ・ フ ィ ールドの終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

開始テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 書式ス タ イル （改行や区切り文字など） またはヘ ッ ダー用テキス
ト 、 合計または平均値を示す行、 または本文セルを指定し ます。

終了テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 書式ス タ イル （改行や区切り文字など） を指定し ます。

デフ ォル ト のテキス ト 「表示対象が存在し ません」 を他のカス タム ・ テキス ト に変更する場合は、 ［レ
コー ド な しの場合のプレーン ・ テキス ト ・ レポー ト の出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値］ フ ィ ールド を使用
し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

CSV レポー ト ・ テンプレー ト のカス タ マイズ
NetVault Backup では、 CSV レポー ト の出力のフ ォーマ ッ ト には組み込みテンプレー ト が使用されます。 これら

のテンプレー ト を カス タ マイズし て、 カス タム区切り文字の定義や、 改行、 タ ブ、 区切り文字などの追加ができ
ます。 書式ス タ イルはすべての CSV レポー ト ・ テンプレー ト に、 グローバルに適用されます。 これらの設定は、

CSV 出力での制御文字およびエスケープ文字列の使用に精通し たユーザーのみが行う必要があ り ます。 設定が

不適切の場合には、 NetVault Backup が誤った出力を生成する こ とがあ り ます。

CSV レポー ト の出力形式を カス タ マイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［CSV 出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ CSV のカ ラム ・ ヘ ッ ダー開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV のカ ラム ・ ヘ ッ ダー終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV ヘ ッ ダー ・ フ ィ ールド開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV ヘ ッ ダー ・ フ ィ ールド終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ レ コー ド な しの場合の CSV レポー ト の出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV 形式開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV 形式終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 
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▪ CSV 形式フ ィ ールド開始テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

▪ CSV 形式フ ィ ールド終了テキス ト ・ デフ ォル ト 値 

開始テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 書式ス タ イル （改行や区切り文字など） またはヘ ッ ダー用テキス
ト 、 合計または平均値を示す行、 または本文セルを指定し ます。

終了テキス ト ・ フ ィ ールド を使って、 書式ス タ イル （改行や区切り文字など） と カス タム区切り文字を
指定し ます。

デフ ォル ト のテキス ト 「表示対象が存在し ません」 を他のカス タム ・ テキス ト に変更する場合は、 ［レ
コー ド な しの場合の CSV レポー ト の出力テキス ト ・ デフ ォル ト 値］ フ ィ ールド を使用し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト 生成のタ イムアウ ト の設定

レポー ト 生成のタ イムアウ ト の設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［その他］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［レポー ト 生成タ イムアウ ト ］ ： デフ ォル ト で、 タ イムアウ ト 期間は 120 秒に設定されています。

この期間内にレポー ト 生成が完了し ないと、 そのジ ョ ブは失敗し ます。 タ イムアウ ト 期間を変更
するには、 新しい値を入力または選択し ます。 有効な タ イムアウ ト 範囲は、 60 ～ 600 秒です。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト のデフ ォル ト ・ メ ール形式の設定 
レポー ト のデフ ォル ト ・ メ ール形式を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［その他］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［デフ ォル ト 電子メ ール形式］ ： デフ ォル ト では、 レポー ト のメ ール形式は PDF に設定されていま

す。 デフ ォル ト 形式を変更するには、 ［HTML］ を選択し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

統計マネージャのデフ ォル ト の設定

統計マネージャのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーのデフ ォル ト 設定を行う には、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

NetVault Backup ク ラ イアン ト のデフ ォル ト 設定を行う には、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［統計情報収集］ で、 以下の設定を行います。

4 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［統計情報のプロビジ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

5 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 151. 統計情報収集設定

設定 説明

統計情報収集開始時間

統計情報収集終了時間

デフ ォル ト では、 統計マネージャでは 00:00:00 から開始し て 23:59:59 ま

で 24 時間統計情報が収集されます。 
統計情報の収集を一定の時間に制限するには、 開始時刻と終了時刻を これ
らのボ ッ クスに指定し ます。 時刻を HH:MM:SS 形式で指定し ます。 
セ ッ シ ョ ンの最長時間は 24 時間です。 1 日間または翌日にまたがって継続

する こ とができます。 た と えば、 開始時間を 10:00:00 に、 終了時間を

7:00:00 に設定する と、 セ ッ シ ョ ンは当日の 10:00 A.M. に開始され、 翌日

の 7:00 A.M. まで継続し ます。

周期 統計マネージャのデフ ォル ト のポーリ ング間隔は 10 秒です。

この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し ます。 ポーリ ング
期間は秒数で指定し ます。

蓄積フ ァ イルご とのレ コー
ド数

フ ァ イルあた りの最大レ コー ド 数を入力または選択し ます。 この限度に達
する と、 統計マネージャは現在のフ ァ イルを閉じ、 新規フ ァ イルを開きま
す。 この設定のデフ ォル ト 値は、 1000 秒間です。

表 152. 統計情報のプロビジ ョ ン設定

設定 説明

このマシン上で統計情報の
収集を有効にする 

統計情報収集は、 デフ ォル ト ですべての NetVault Backup マシンで有効に

されています。 
ク ラ イアン ト でこのアク テ ィ ビテ ィ を無効にする場合は、 チ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスの選択を解除し ます。

統計情報収集を無効にする と、 統計マネージャによ って収集された ド ラ イ
ブ ・ パフ ォーマンス、 イベン ト 履歴、 メ デ ィ ア要求、 およびその他のデー
タに関連し たレポー ト の情報が不正確になる可能性があ り ます。

サーバー接続不可許容時間 統計マネージャが、 レポー ト ・ データベース ・ マネージャ用に収集データ
を保持する時間を入力または選択し ます。 し きい値は時間数で指定し ます。
デフ ォル ト 値は、 72 時間です。 レポー ト ・ データベース ・ マネージャがこ

の時間内にデータ をポーリ ングし ない場合、 警告がログ記録され、 以下の
イベン ト が発生し ます。

• 統計マネージャではレポー ト ・ データベースに転送されていないす
べてのフ ァ イルが無視されます。

• レポー ト ・ データベース ・ マネージャ と接続されるまで、 統計マ
ネージャにフ ァ イルは保存されません。

転送ブロ ッ ク ・ サイズ 統計マネージャによ って収集される転送データのブロ ッ ク ・ サイズを入力
または選択し ます。 ブロ ッ ク ・ サイズは KB 単位で指定し ます。 デフ ォル

ト 値は、 10KB です。

統計マネージャの最小
キャ ッ シュ

統計マネージャの最小キャ ッ シュ を入力または選択し ます。 レ コー ド数で
指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 30 レ コー ド です。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup のデフ ォル ト の設定 

394



レポー ト ・ データベースのグローバル ・ パージ ・
ポリ シーの作成
デフ ォル ト で、 レポー ト ・ データベース ・ マネージャでは 31 日を超えたすべてのレ コー ドが削除されます。 レ

ポー ト ・ データベースのカス タム寿命またはサイズに基づ く パージ ・ ポ リ シーを使って、 この動作を上書きでき
ます。

レポー ト ・ データベースのグローバル ・ パージ ・ ポ リ シーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［テーブル］ で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

テーブル固有のパージ ・ ポリ シーの作成
デフ ォル ト で、 レポー ト ・ データベース ・ マネージャでは 31 日を超えたすべてのレ コー ドが削除されます。 個

別のレポー ト ・ テープルのカス タム寿命またはサイズに基づ く パージ ・ ポ リ シーを使って、 この動作を上書きで
きます。

NetVault Backup は、 レポー ト ・ テーブルの driveevents、 events、 mediacapacities、 mediarequests、

mediatransfers、 driveperformance、 および jobfiletallies をサポー ト し ています。 これらのテーブルは、 バッ ク

ア ッ プ、 メ デ ィ ア使用量、 ド ラ イブ ・ アク テ ィ ビテ ィ によ って生成された統計データ を保存するために使用され
ます。

表 153. レポー ト ・ データベースのグローバル ・ パージ設定

設定 説明

グローバル ・ パージ ・ グ
ループの一部をテーブルの
デフ ォル ト にし ます

デフ ォル ト では、 グローバル ・ パージ ・ ポ リ シーはレポー ト ・ データベー
ス内のすべてのテーブルに適用されます。 各テーブルのこの動作はテーブ
ル固有のパージ ・ ポ リ シーで上書きする こ とができます。 テーブル固有の
ポリ シーは、 データベース ・ レベルでグローバル ・ ポ リ シーを無効にする
場合のみ適用されます。

すべてのレポー ト ・ テーブルにグローバル ・ パージ ・ ポ リ シーを適用する
には、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

パージ ・ チ ェ ッ ク周期 デフ ォル ト で、 レポー ト ・ データベース ・ マネージャでは、 24 時間ご とに

パージ ・ チ ェ ッ クが行われ、 パージ条件に一致するすべてのレ コー ドが削
除されます。 
パージ ・ チ ェ ッ クの周期を変更するには、 パージ ・ イベン ト 間の時間間隔
を入力または選択し ます。 パージ周期は時間数で指定し ます。

グローバル ・ パージ方法 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

• ［日付別］ ： 指定し た時間制限よ り も古いレ コー ド を削除する場合に
選択し ます。 

• ［使用領域別］ ： 領域の使用状況が指定し たサイズ制限を超えた と き
にレ コー ド を削除する場合に選択し ます。 

総合パージ適用容量 レポー ト ・ テーブルの最大フ ァ イル ・ サイズを入力または選択し ます。
フ ァ イル ・ サイズは MB 単位で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 50MB です。

総合パージ適用期間 レポー ト ・ データベースに保管されているレ コー ドの最大寿命を入力また
は選択し ます。 レ コー ド保存期間は日数で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、
31 日間です。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup のデフ ォル ト の設定 

395



個別のレポー ト ・ テープルのパージ ・ ポリ シーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で ［レポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［レポー ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クス
の ［テーブル］ で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup WebUI のデフ ォル ト 設

定の構成
NetVault Backup WebUI の ［デフ ォル ト のテーブル ・ ページサイズ］ （グローバルのデフ ォル ト 値は自動）、 ［ナ

ビゲーシ ョ ン］ パネル （グローバルのデフ ォル ト 値は自動非表示）、 ［ページ / テーブル ・ アクシ ョ ン］ （グロー

バルのデフ ォル ト 値はボタ ン）、 ［時間形式］ （グローバルの時間形式は 24 時間）、 ［UI テーマ］ （グローバルのデ

フ ォル ト 値はラ イ ト ） のデフ ォル ト 設定を構成する こ とができます。

NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で、 ［WebUI のデフ ォル ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［WebUI のデフ ォル ト ］

ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［ナビゲーシ ョ ン ・ バー］ で、 以下の設定を行います。

▪ 自動非表示 ： デフ ォル ト では、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルは自動非表示に設定されています。
NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの自動非表示設定を削除するには、 この

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

表 154. テーブル固有のパージ ・ ポリ シー

設定 説明

グローバル ・ パージ ・ グ
ループの一部をテーブルの
デフ ォル ト にし ます

デフ ォル ト では、 グローバル ・ パージ ・ ポ リ シーはレポー ト ・ データベー
ス内のすべてのテーブルに適用されます。 テーブル固有のポ リ シーは、
データベース ・ レベルでグローバル ・ ポ リ シーを無効にする場合のみ適用
されます。

データベース ・ レベルでグローバル ・ パージ ・ ポ リ シーを無効にするには、
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。

テーブル < テーブル名 >
パージ方法

以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

• ［使用領域別］ ： 領域の使用状況が指定し たサイズ制限を超えた と き
にレ コー ド を削除する場合に選択し ます。 

• ［日付別］ ： 指定し た時間制限よ り も古いレ コー ド を削除する場合に
選択し ます。

• ［グローバル ・ ポリ シーを使用］ ： テーブルにグローバル ・ パージ ・
ポリ シーを適用する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル < テーブル名 >
パージ適用容量

レポー ト ・ テーブルの最大フ ァ イル ・ サイズを入力または選択し ます。
フ ァ イル ・ サイズは MB 単位で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 10MB です。

テーブル < テーブル名 >
パージ適用期間

レポー ト ・ データベースに保管されているレ コー ドの最大寿命を入力また
は選択し ます。 レ コー ド保存期間は日数で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、
31 日間です。
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NetVault Backup WebUI のページまたはテーブルのア ク シ ョ ンのデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で、 ［WebUI のデフ ォル ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［WebUI のデフ ォル ト ］

ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［ページ / テーブル ・ アクシ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

▪ アクシ ョ ンの表示方法 ： デフ ォル ト では、 アクシ ョ ンのオプシ ョ ンは、 NetVault Backup WebUI
ページの下部にボタ ン と し て表示されます。 アクシ ョ ンのオプシ ョ ンをページ ・ レベルおよび
テーブル ・ レベルのコ ンテキス ト ・ メ ニューと し て表示するには、 ［コ ンテキス ト ・ メ ニュー］ を
選択し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup WebUI の UI テーマのデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で、 ［WebUI のデフ ォル ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［WebUI のデフ ォル ト ］

ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［UI テーマ］ で、 以下の設定を行います。

▪ デフ ォル ト ・ テーマ ： デフ ォル ト で、 NetVault Backup WebUI のカ ラー ・ テーマは ［ラ イ ト ］ に

設定されています。 デフ ォル ト のカ ラー ・ テーマを変更するには、 ［ダーク］ を選択し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup WebUI のデフ ォル ト 時間のデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で、 ［WebUI のデフ ォル ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［WebUI のデフ ォル ト ］

ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［デフ ォル ト 時間］ で、 以下の設定を行います。

▪ 時間形式 ： デフ ォル ト で、 NetVault Backup WebUI には 24 時間形式が設定されています。 デフ ォ

ル ト の時間を変更するには、 ［12 時間 （AM/PM）］ を選択し ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup WebUI のテーブル ・ ページサイズのデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス］ で、 ［WebUI のデフ ォル ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［WebUI のデフ ォル ト ］

ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［デフ ォル ト のテーブル ・ ページサイズ］ で、 以下の設定を行います。

▪ テーブル ・ ページサイズ ： デフ ォル ト では、 テーブルのページ ・ サイズは、 ［自動］ に設定されて
います。 アプ リ ケーシ ョ ン設定のページ ・ サイズは、 次のオプシ ョ ンに変更する こ とができます。
また、 ページ ・ サイズ数を手動で入力する こ と もできます。

▫ 25 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 25 に設定し ます。

▫ 50 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 50 に設定し ます。

▫ 100 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 100 に設定し ます。

▫ 500 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 500 に設定し ます。

▫ 1000 ： テーブルに表示するレ コー ド数を 1000 に設定し ます。

▪ 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。
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固有の VSS プロバイダを使用する

NetVault Backup 設定
VSS ベースのバッ クア ッ プを実行する場合、 NetVault Backup は VSS で指定し たデフ ォル ト VSS プロバイダを

使用し ます。 固有の VSS プロバイダを使用するために、 vss.cfg フ ァ イルでプロバイダ ID を設定できます。

固有の VSS プロバイダを使用するよ う に NetVault Backup を設定するには ：

1 VSS ベースのバッ クア ッ プを実行する NetVault Backup ク ラ イアン ト で、 vss.cfg フ ァ イルを開きます。

このフ ァ イルは、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの下にある config サブデ ィ レ ク ト リ に

あり ます。

vss.cfg フ ァ イルがサーバーまたはク ラ イアン ト ・ マシン上に存在し ない場合、 そのフ ァ イルを config
デ ィ レ ク ト リ に手動で作成し ます。

2 以下のセクシ ョ ンを追加し ます。

[Provider]
name = <VSS provider name>
type = <Provider type>
ID = {<Provider ID/GUID}
Version = <Provider version>
例 ：

[Provider]
name = Microsoft Software Shadow Copy provider 1.0
type = System
ID = {b5946137-7b9f-4925-af80-51abd60b20d5}
Version = 1.0.0.7

3 フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

Txtconfig を使用するデフ ォル ト の設定
Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンのさ まざまな設定を カス タ マイズするため

のテキス ト ・ ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ はサポー ト されているす
べてのオペレーテ ィ ング ・ システム上で使用できます。 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup イ ンス

ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの bin デ ィ レ ク ト リ に保存されています。

重要 ： 
• プロバイダ ID （GUID） を指定する と、 NetVault Backup は、 プロバイダが登録またはイ ンス ト ール

されているか、 あるいはプロバイダにボリ ュームのスナ ッ プシ ョ ッ ト を実行する機能があるかにつ
いて識別するチ ェ ッ ク を行いません。 

• NetVault Backup がプロバイダ ID の正しい読み取りや解析をできない場合、 VSS バッ クア ッ プは、

VSS で通常は指定し たデフ ォル ト ・ プロバイダの使用を続行し ます。 

メ モ ：  このユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 Windows では管理者権限を持つユーザーと し て、 Linux およ

び UNIX では root ユーザーと し てログイ ンする必要があり ます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup のデフ ォル ト の設定 

398



フ ラ ンス語またはド イ ツ語バージ ョ ンの NetVault Backup を実行し ている Windows ベースのマシンで Txtconfig
を開始する前に、 コマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウでフ ォ ン ト ・ タ イプ と コー ド ・ ページを設定する必要があ
り ます。

• フ ォ ン ト ・ タ イプを Lucida Console に設定 ： コマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウを開きます。 左上部の

［コ ン ト ロール ・ メ ニュー］ アイ コ ンを ク リ ッ クするかまたはタ イ ト ル ・ バーを右ク リ ッ ク し て、 ［プロ
パテ ィ ］ を選択し ます。 ［プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［フ ォ ン ト ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［フ ォ
ン ト ］ リ ス ト で ［Lucida Console］ を選択し ます。

• コー ド ・ ページを 1252 に設定 ： Txtconfig を実行する コマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウに次のコマン

ド を入力し ます。

chcp 1252
これらの設定は、 コマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウにテキス ト を正確に表示する必要があ り ます。

Txtconfig を使用するデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 Windows では管理者権限を持つユーザーと し て、 Linux および UNIX では root ユーザーと し てログイ ン

し ます。

2 ター ミ ナルまたはコマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで以下を入力し ます。

txtconfig
Enter または Return キーを押し ます

3 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ を起動する と、 ［マシン］ ページが表示されます。 このページでは、 以下の詳細

を表示できます。 マシン名、 マシン ID、 ネ ッ ト ワーク名、 IP ア ド レス、 NetVault Backup のバージ ョ ン、

OS のバージ ョ ン、 および OS プラ ッ ト フ ォーム。

4 メ イ ン ・ メ ニューを表示するには、 p を押し ます。 メ イ ン ・ メ ニュー ・ ページでは、 以下のメ ニュー項目

を使用できます。

5 設定ページを開 く には、 そのページのオプシ ョ ン番号を押し ます。

6 設定を構成するには、 以下の手順に従います。

▪ 値を ［ON］ または ［OFF］ に変更するには、 その設定のオプシ ョ ン番号を押し ます。 

▪ リ ス ト から値を選択するには、 リ ス ト ・ アイテムのオプシ ョ ン番号を押し、 Enter または Return
キーを押し ます。

▪ 数字、 文字列、 または日付の値を指定するには、 値を入力し、 Enter または Return キーを押し ま

す。

7 変更を保存するには、 s を入力し ます。

8 Txtconfig を終了するには、 q を入力し ます。

• マシン • フ ァ イアウォール • プロセス ・ マネージャ

• ラ イセンス • GUI • レポー ト

• サービス • ジ ョ ブ ・ マネージャ • スケジュール ・ マネー
ジャ

• プ ラグイ ン • 言語 • スク リ プ ト

• 監査 • ログ ・ デーモン • セキュ リ テ ィ

• プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン • 通知 • 時刻同期

• 一般設定 • メ デ ィ ア ・ マネージャ • 診断 ト レース

• RAS デバイス ・ オプシ ョ

ン

• デバイス ・ スキャ ン • 検証

• 暗号化 • ネ ッ ト ワーク ・ マネー
ジャ

• Web サービス
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20
診断 ト レース

• 診断 ト レースについて

• ト レース ・ フ ィ ルタの管理

• ト レースの有効化

• ト レース ・ フ ァ イルのダウンロー ド

• ト レース ・ デ ィ レ ク ト リの場所の変更

• Txtconfig を使用し た ト レースの有効化

• ト レースの無効化

• ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リの削除

診断 ト レースについて
診断 ト レースは、 エラー状態に関する詳細情報を取得するために使用されます。 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担

当者は、 この情報をデバッ グおよび ト ラブルシューテ ィ ング目的で使用し ます。 

ト レースは、 デフ ォル ト では無効化されています。 診断情報を取得するには、 関連する NetVault Backup マシン

で ト レースを有効にする必要があり ます。 NetVault Backup を設定し て、 ト レースをすぐに開始し た り、 サービ

スの再起動時に開始し た り できます。 また、 期間を指定し て ト レースを自動的に開始し て指定の時間で終了する
こ と もできます。

診断情報は、 ト レース ・ フ ァ イルに書き込まれます。 すべてのプロセスまたはプロセスのサブセ ッ ト の ト レー
ス ・ フ ァ イルを生成できます。 これらのフ ァ イルは、 選択し たプロセスが実行されているマシンで生成されま
す。 NetVault Backup では、 ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リ を使用し て、 各種セ ッ シ ョ ン中に生成されたす

べての ト レース ・ フ ァ イルが保管されます。 デフ ォル ト では、 ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リは、 NetVault 
Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ に作成されます。 デフ ォル ト 設定を変更し て、 コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リの

新しい場所を指定できます。 ト レースが有効になっている場合、 セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リがコ ンテナ ・ デ ィ レ
ク ト リ に作成されます。 セ ッ シ ョ ン中に生成されたすべての ト レース ・ フ ァ イルはこのデ ィ レ ク ト リ に存在し ま
す。 WebUI を使用し て、 各種マシンの ト レース ・ フ ァ イルを WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダウ

ンロー ド できます。

MSP 管理者は、 NetVault Backup サーバーと そのク ラ イアン ト ・ マシン上で、 ト レースおよび ト レース ・ フ ィ ル

タ を有効にし た り無効にし た りする こ とができます。 一方、 テナン ト 管理者は、 ク ラ イアン ト ・ マシンに対し て
のみ、 ト レース ・ フ ィ ルタ を有効にし た り無効にし た りする こ とができます。

ト レースに NetVault Backup サーバーと テナン ト ・ ク ラ イアン ト のマシンの診断情報が必要な場合、 特定の動作

の ト レースを指定時間内に有効、 無効にするため、 MSP 管理者およびテナン ト 管理者は互いに同期する必要が

あり ます。

ト レースの生成およびダウンロー ドが完了し たら、 テナン ト 管理者は ト レースを MSP 管理者に提供し、 MSP 管

理者はさ らに詳細な分析や調査を行う ため ト レースを送信し ます。

重要 ： 診断 ト レースの設定は、 必ず Quest テ クニカル ・ サポー ト の指示に基づいて行う必要があり ます。
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ト レース ・ フ ィ ルタの管理
NetVault Backup 11.2 以降では、 NetVault Backup WebUI から、 NetVault Backup プロセス （コアおよびプ ラグ

イ ン） に対する ト レース ・ フ ィ ルタ を管理できます。 ［ ト レース ・ フ ィ ルタの管理］ オプシ ョ ンを使用し て、 こ
れらのプロセスの ト レース設定を変更し た り、 割り当てた りする こ とができます。

ト レース ・ フ ィ ルタ を管理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ト レース ・ フ ィ ルタ を管理するには ：

a NetVault Backup サーバーの場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

b NetVault Backup ク ラ イアン ト の場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イア

ン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセ
キュ リ テ ィ ］ で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・
ト レース設定］ を ク リ ッ ク し、 ク ラ イアン ト を選択し ます。 このページから複数のク ラ イ
アン ト を選択できます。 ［使用可能な ト レースの参照］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト レース ・ フ ィ ルタの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

4 NetVault Backup （コ アおよびプラグイ ン） プロセスのリ ス ト で、 編集するプロセスを選択し ます。 ［編

集］ を ク リ ッ ク し ます。
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5 ［ ト レースフ ィ ルタ マ ッ ピングの編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

6 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［更新］ を ク リ ッ ク し ます。

ト レースの有効化
診断 ト レースは、 デフ ォル ト では無効化されています。 問題を調査する場合、 Quest テ クニカル ・ サポー ト か

ら、 エラー状態に関する診断情報を取得できるよ う に関連する NetVault Backup マシンで ト レースを有効にする

よ う に求められる こ とがあり ます。 この情報は、 エラー状態の原因を特定するのに役立ちます。 サーバーに対し
て ト レースが有効になる と、 NetVault Backup の ［ヘ ッ ダー］ パネルに警告が診断と し て表示されます。

診断 ト レースを有効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

または

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

表 155. ［ ト レースフ ィ ルタ マ ッ ピングの編集］

設定 説明

選択し たプロセス 選択し た NetVault Backup プロセス （コ アおよびプラグイ ン） が表示され

ます。

フ ィ ルタ 下矢印を ク リ ッ ク し て、 以下のいずれかのフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを選択し
ます。

• KillAll ： このフ ィ ルタがプロセスに割り当てられる と、 プロセスは

ト レースを生成し ません。

• MessageOnly ： このフ ィ ルタがプロセスに割り当てられる と、 プ

ロセスは MESSAGE モジュールからの ト レース ・ メ ッ セージのみ

を生成し ます。 他のすべての ト レース ・ メ ッ セージは除外されま
す。

選択し たプロセスに以下の ト レース ・ フ ィ ルタ ・ マ ッ ピング ・ オプシ ョ ン
を指定し ます。

• フ ィ ルタの有効化 ： 選択し たプロセスに対し て選択し たフ ィ ルタ ・
オプシ ョ ンを有効にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 強制デ ィ スク ・ ト レース ： 選択し たプロセスにデ ィ スクの ト レース
を許可する （デ ィ スク ・ ト レースが無効な場合であっても） には、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 循環 ： 循環 ト レースを有効にするには、 このオプシ ョ ンを選択し、
以下のフ ィ ールド で値を入力または選択し ます。

▪ ト レースフ ァ イルあた りの行数 ： 循環が有効な場合の ト レー
ス ・ フ ァ イルあた りの行数。 ト レース ・ フ ァ イル内の行数が
このし きい値を超える と、 ト レースは次の ト レース ・ フ ァ イ
ルに書き込まれます。

▪ 保持する ト レース ・ フ ァ イル数 ： 循環が有効な場合に、 保持
する ト レース ・ フ ァ イル数。 ト レース ・ フ ァ イル数がこのし
きい値を超える と、 最も古い ト レース ・ フ ァ イルが上書き さ
れます。

重要 ： ト レースを有効にする と、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマンスが低下し た り、 サーバーおよびク ラ
イアン ト ・ マシンに大量のデータが生成された りする可能性があ り ます。 ト レースは、 Quest テ クニカ

ル ・ サポー ト から要求があった場合にのみ有効にし、 問題が解決し たら このオプシ ョ ンを無効にする必要
があり ます。 
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
診断 ト レース

402



2 診断 ト レースを有効にするには ：

a ［設定変更］ からの NetVault Backup サーバーの場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト レースの有効
化］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［設定の変更］ からの NetVault Backup ク ラ イアン ト の場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イア

ン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセ
キュ リ テ ィ ］ で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト
レースの有効化］ を ク リ ッ ク し ます。

または

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・
ト レース設定］ を ク リ ッ ク し、 ク ラ イアン ト を選択し ます。 このページから複数のク ラ イ
アン ト を選択できます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト レースの有効化］ を ク リ ッ ク
し ます。

または

c ［ク ラ イアン ト 管理］ からの NetVault Backup ク ラ イアン ト の場合 ：

▫ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 ［ ト レース ・ ステータ ス］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにす
るか、 ［ ト レースの有効化］ を ク リ ッ ク し ます。

または

▫ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 ク ラ イアン ト を選択し て ［ ト レースの有効化］ を ク リ ッ ク
し ます。

3 ［ ト レースの有効化オプシ ョ ン］ ド ロワで、 以下の設定を行います。
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図 36. ［ ト レースの有効化オプシ ョ ン］ ド ロワ

重要 ： 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 ［ ト レースの有効化オプシ ョ ン］ ド ロワにプロセス名
のリ ス ト は表示されません。 ［すべてのプロセス （現在のプロセス と将来起動されるプロセス）］ オ
プシ ョ ンを使用するか、 関連するボ ッ クスでプロセス ID のリ ス ト を指定できます。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
診断 ト レース

404



ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

4 設定を適用し て ド ロワを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

ト レース ・ フ ァ イルのダウンロー ド
ト レース ・ フ ァ イルは、 選択し たプロセスが実行されているマシンで生成されます。 WebUI を使用し て、 各種

マシンの ト レース ・ フ ァ イルを WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダウンロー ド できます。

表 156. ト レースの有効化オプシ ョ ン

設定 説明

ト レースの有効化 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

• ［即時］ ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 ト レー
スをすぐに開始するには、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

• ［サービス起動時］ ： サービス起動時に ト レースを有効にするには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ ： ［診断 ト レース設定］ ページの ［ ト レースの設定］ を ク リ ッ ク し て、
［ ト レース設定オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［サービスの起動時に
ト レースを有効化］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 サービス起動時に ト
レースを有効にする こ と もできます。 

このオプシ ョ ンを選択する と、 すべてのプロセスで ト レースが有効
にな り ます。

• ［指定の時刻］ ： 指定の時刻で自動的に ト レースを開始し て停止する
には、 このオプシ ョ ンを選択し、 期間を指定し ます。 
- ［開始］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 マシンで ト レースを

開始する日時を入力するか選択し ます。

- ［停止］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 マシンで ト レースを

停止する日時を入力するか選択し ます。

ト レースの作成 ト レース ・ フ ァ イルが必要なプロセスを指定し ます。

• ［すべてのプロセス （現在のプロセス と将来起動されるプロセス）］ ：
このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。 すべての現在の
プロセスおよび新しいプロセスの ト レース ・ フ ァ イルを生成するに
は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

• ［特定のプロセス］ ： 特定のプロセスの ト レース ・ フ ァ イルを生成す
るには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

プロセス名のリ ス ト で、 プロセスを選択し、 ［追加］ ボタ ン （ ）
を ク リ ッ ク し ます。 連続し た項目を選択するには、 Shift キーを押し

ながら ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の項目を選択するには、
Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 
以前に含まれていたプロセスを削除するには、 リ ス ト でプロセス名

を選択し、 ［削除］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。 
または、 関連するボ ッ クスでプロセス ID リ ス ト を編集し、 プロセ

ス ID 番号を追加または削除し ます。

重要 ： ［サービス起動時］ または ［サービスの起動時に ト レースを有効化］ オプシ ョ ンを選択し て
いない場合、 NetVault Backup サービスを再起動する と、 ト レース設定は無効にな り ます。 これら

のオプシ ョ ンが選択されている場合、 すべてのプロセスで ト レースが有効にな り ます。
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ト レース ・ フ ァ イルをダウンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ト レース ・ フ ァ イルをダウンロー ド するには ：

a NetVault Backup サーバーから ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

b NetVault Backup ク ラ イアン ト から ：

▪ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の

表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、
［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

▪ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［診
断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・ ト レース設定］
を ク リ ッ ク し ます。 ク ラ イアン ト を選択し て、 ［使用可能な ト レースの参照］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ト レース ・ セ ッ シ ョ ンのリ ス ト で、 ダウンロー ド するセ ッ シ ョ ンを選択し ます。

4 ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

［フ ァ イルのダウンロー ド］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［保存］ オプシ ョ ンを選択し、 必要に応じ て場所
を指定し ます。 ブ ラウザでフ ァ イルのダウンロー ドが開始されるまでページから移動し ないで く だ さい。

ト レース ・ デ ィ レ ク ト リの場所の変更
デフ ォル ト では、 ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リは、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ に作成

されます。 デフ ォル ト 設定を変更し て、 コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リの新しい場所を指定できます。 ト レースが有効
になっている場合、 セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リがコ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リ に作成されます。 セ ッ シ ョ ン中に生成
されたすべての ト レース ・ フ ァ イルはこのデ ィ レ ク ト リ に存在し ます。

ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リ を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ト レース ・ デ ィ レ ク ト リ を変更するには ：

a NetVault Backup サーバーの場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

b NetVault Backup ク ラ イアン ト の場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イア

ン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセ
キュ リ テ ィ ］ で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・
ト レース設定］ を ク リ ッ ク し、 ク ラ イアン ト を選択し ます。 ク ラ イアン ト を選択し て、 ［使
用可能な ト レースの参照］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： Quest テ クニカル ・ サポー ト に ト レース ・ フ ァ イルを送信する際は、 関連するすべての NetVault 
Backup マシンのフ ァ イルを含めるよ う にし て く だ さい。

メ モ ： ト レースが有効になっている場合、 ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リ を変更できません。 
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3 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト レースの設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ ト レース設定オプシ ョ ン］ ダイ
アログ ・ ボ ッ クスで、 以下の設定を行います。

▪ ［ ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： ト レース ・ コ ンテナ ・ デ ィ レ ク ト リの新しい場所を指定
し ます。 完全なフ ァ イルパスを指定する必要があ り ます。

4 新しい設定を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

Txtconfig を使用し た ト レースの有効化
Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 サービス起動時に ト レースを有効にできます。 サービス起動時にすべて

のプロセスで ト レースが有効にな り ます。 Txtconfig ユーテ ィ リ テ ィ には、 すぐに ト レースを開始するオプシ ョ

ン、 指定の時刻で開始し て終了するオプシ ョ ン、 または特定のプロセスの ト レースを有効にするオプシ ョ ンはあ
り ません。

Txtconfig を使用し て診断 ト レースを有効にするには ：

1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウまたはコマン ド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで、 「txtconfig」 と入力し、 Enter
または Return キーを押し ます。 

2 ［マシン］ ページで、 p を押し て、 メ イ ン ・ メ ニューを表示し、 ［診断 ト レース］ ページのオプシ ョ ン番号

を押し ます。

3 ［サービスの起動時に ト レースを有効化］ 設定のオプシ ョ ン番号を押し、 値を ［オン］ に変更し ます。 

4 設定を保存し て Txtconfig を終了するには、 s を押し て、 q を押し ます。

ト レースの無効化
ト レースを有効にする と、 パフ ォーマンスが低下し た り、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンに大量のデータ
が生成された りする可能性があり ます。 問題が解決し たら、 関連するすべての NetVault Backup マシンで ト レー

スを無効にし て く だ さい。

診断 ト レースを無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

または

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

または

NetVault Backup WebUI の ［ヘ ッ ダー］ パネルで、 ［診断］ 警告を ク リ ッ クする と、 ［ク ラ イアン ト 管理］

ページが表示されます。

2 ［変更設定］ から診断 ト レースを無効にするには ：

a NetVault Backup サーバーの場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［設定の変更］ からの NetVault Backup ク ラ イアン ト の場合 ：

▫ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イア

ン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセ
キュ リ テ ィ ］ で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： ト レースは、 次のサービス起動時まで有効にな り ません。 NetVault Backup サービスの再起動につ

いての詳細は、 「NetVault Backup サービスの開始 / 停止」 を参照し て く だ さい。
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
診断 ト レース

407



– または –

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・
ト レース設定］ を ク リ ッ ク し、 ク ラ イアン ト を選択し ます。 このページから複数のク ラ イ
アン ト を選択できます。

c ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ ト レースの無効化］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト の管理］ ページから NetVault Backup ク ラ イアン ト の診断 ト レースを無効にするには ：

▫ 選択し たク ラ イアン ト の ［ ト レース ・ ステータ ス］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオフにし ます。
［ ト レース無効化の確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

または

▫ ク ラ イアン ト を選択し て、 ［ ト レースの無効化］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ ト レース無効化の確
認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リの
削除
ト レース ・ フ ァ イルが必要な く なった場合、 セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ を削除し て、 選択し たセ ッ シ ョ ンで生成
されたすべての ト レース ・ フ ァ イルを削除できます。 

ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ を削除するには ：

a NetVault Backup サーバーから ：

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

b NetVault Backup ク ラ イアン ト から ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ を削除するには、 次の操

作を実行し ます。

▫ ［設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault Backup ク ラ イア

ン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセ
キュ リ テ ィ ］ で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。

– または –

▫ ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］
で、 ［診断 ト レース］ を ク リ ッ ク し ます。 ［診断 ト レース設定］ ページで、 ［ク ラ イアン ト ・
ト レース設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ク ラ イアン ト を選択し て、 ［使用可能な ト レースの参
照］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 ト レース ・ セ ッ シ ョ ンのリ ス ト で、 削除するセ ッ シ ョ ンを選択し ます。 複数の ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・
デ ィ レ ク ト リ を選択できます。

4 ［削除］ を ク リ ッ ク し て、 確認のダイアログ ・ ボ ッ クスで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

メ モ ： アク テ ィ ブな ト レース ・ セ ッ シ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ を削除する こ とはできません。
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21
診断データの管理

• サポー ト 診断について

• 診断データのダウンロー ド

• 診断データのア ッ プロー ド

サポー ト 診断について
サポー ト 診断は、 NetVault Backup ド メ イ ンの選択し たマシンに関する詳細情報をユーザーが収集できる機能を

提供し ます。 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担当者は、 この情報をデバッ グおよび ト ラブルシューテ ィ ング目的で

使用し ます。 この情報は圧縮フ ァ イルで収集され、 ローカル ・ マシンにダウンロー ド するか、 対応するサービ
ス ・ リ クエス ト （SR） に対し てク ラウ ドの場所にア ッ プロー ド する こ とができます。

選択し たマシンについて以下の情報が収集されます。

• 選択し たマシンのオペレーテ ィ ング ・ システムのバージ ョ ン

• NetVault Backup のバージ ョ ン

• NetVault Backup マシン ID

• ラ イセンスの詳細

• イ ンス ト ールされているすべての npk のリ ス ト

• netvault/config デ ィ レ ク ト リの内容

• netvault/dump デ ィ レ ク ト リの内容

• netvault/etc デ ィ レ ク ト リの内容

• netvault/bin デ ィ レ ク ト リの内容

• マシンのデ ィ スク使用容量

診断データのダウンロー ド
NetVault Backup WebUI を使用し て、 各種マシンの診断データ を WebUI が実行されているローカル ・ マシンに

ダウンロー ド できます。

診断データ をダウンロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［サポー ト 診断］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［サポー ト 診断］ ページで、 有効なサービス ・ リ クエス ト 番号を ［SR 番号］ フ ィ ールド に入力し ます。

SR 番号は 7 桁の番号です。 このフ ィ ールドはオプシ ョ ンです。

3 ［ク ラ イアン ト ・ リ ス ト ］ テーブルでは、 サーバーに追加されているすべての NetVault Backup ク ラ イア

ン ト を参照できます。 テーブルには、 仮想ク ラ イアン ト も表示されます。

テーブルにはマシンに関する以下の情報が表示されます。
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▪ ［ステータ ス］ ： ク ラ イアン ト のタ イプ と ク ラ イアン ト が現在オン ラ イ ンかオフ ラ イ ンかを示すス
テータ ス ・ アイ コ ンが表示されます。 

▪ ク ラ イアン ト ： ク ラ イアン ト に割り当てられている NetVault Backup 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： ク ラ イアン ト の詳細が表示されます。

ク ラ イアン ト ・ アイ コ ンの簡単な説明を以下の表に示し ます。

4 デフ ォル ト では、 テーブルはク ラ イアン ト 名でソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

5 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。

6 ［ク ラ イアン ト ・ リ ス ト ］ テーブルで、 診断データ を収集する ク ラ イアン ト を選択し、 ［ダウンロー ド ］
を ク リ ッ ク し ます。 最大で 5 つの NetVault Backup ク ラ イアン ト を選択できます。

7 確認ダイアログにアクセス可能なク ラ イアン ト の情報が表示されます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ブ ラウザでフ ァ イルのダウンロー ドが開始されるまでページから移動し ないで く だ さい。

診断データのア ッ プロー ド
SR 番号に対応する診断データは、 詳細な分析のため、 NetVault Backup WebUI を使用し て Quest テ クニカル ・

サポー ト へ直接ア ッ プロー ド し て提供できます。

診断データ をア ッ プロー ド するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［サポー ト 診断］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［サポー ト 診断］ ページで、 有効なサービス ・ リ クエス ト 番号を ［SR 番号］ フ ィ ールド に入力し ます。

SR 番号は 7 桁の番号です。 このフ ィ ールドは必須です。

3 ［ク ラ イアン ト ・ リ ス ト ］ テーブルでは、 サーバーに追加されているすべての NetVault Backup ク ラ イア

ン ト を参照できます。 テーブルには、 仮想ク ラ イアン ト も表示されます。

表 157. ク ラ イアン ト ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

ク ラ イアン ト が起動し ていて、 動作し ています。

ク ラ イアン ト はオン ラ イ ンです。 このク ラ イアン ト は追加処理中か、 追加後にそのク
ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ドが変更されている こ と を表し ます。

ク ラ イアン ト は使用できません。 システムがオフ ラ イ ンか、 または NetVault Backup
サービスが実行されていません。

ク ラ イアン ト のク ラス タ を構成する仮想ク ラ イアン ト を表し ます。 仮想ク ラ イアン ト
についての詳細は、 「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： ［SR 番号］ フ ィ ールドがブラ ン クであるか有効な 7 桁の番号が入力されている場合のみ、

［ダウンロー ド］ ボタ ンが有効にな り ます。
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テーブルにはマシンに関する以下の情報が表示されます。

▪ ［ステータ ス］ ： ク ラ イアン ト のタ イプ と ク ラ イアン ト が現在オン ラ イ ンかオフ ラ イ ンかを示すス
テータ ス ・ アイ コ ンが表示されます。 

▪ ク ラ イアン ト ： ク ラ イアン ト に割り当てられている NetVault Backup 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： ク ラ イアン ト の詳細が表示されます。

ク ラ イアン ト ・ アイ コ ンの簡単な説明を以下の表に示し ます。

4 デフ ォル ト では、 テーブルはク ラ イアン ト 名でソー ト されています。 

必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブルを ソー ト できます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI で

のレ コー ドのソー ト 」 を参照し て く だ さい。 

ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ド のエクスポー ト 、 テーブル設定の編集を
行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

5 ［検索］ オプシ ョ ンを使用し て、 テーブル ・ データ を フ ィ ルタ し、 列の値に指定し た文字列を含むエン ト
リ をすばや く 見つける こ とができます。

6 ［ク ラ イアン ト ・ リ ス ト ］ テーブルで、 診断データ を収集する ク ラ イアン ト を選択し、 ［ア ッ プロー ド ］
を ク リ ッ ク し ます。 最大で 5 つの NetVault Backup ク ラ イアン ト を選択できます。

7 確認ダイアログにアクセス可能なク ラ イアン ト の情報が表示されます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プロー ド処理が完了するまでページから移動し ないで く だ さい。

表 158. ク ラ イアン ト ・ アイ コ ン

アイ コ ン 説明

ク ラ イアン ト が起動し ていて、 動作し ています。

ク ラ イアン ト はオン ラ イ ンです。 このク ラ イアン ト は追加処理中か、 追加後にそのク
ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ドが変更されている こ と を表し ます。

ク ラ イアン ト は使用できません。 システムがオフ ラ イ ンか、 または NetVault Backup
サービスが実行されていません。

ク ラ イアン ト のク ラス タ を構成する仮想ク ラ イアン ト を表し ます。 仮想ク ラ イアン ト
についての詳細は、 「ク ラ イアン ト ・ ク ラス タの使用」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： ［SR 番号］ フ ィ ールド に有効な 7 桁の番号が入力されている場合のみ、 ［ア ッ プロー ド］ ボ

タ ンが有効にな り ます。
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deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ の使用

• deviceconfig について

• テープ ・ ラ イブ ラ リのデフ ォル ト 設定

• テープ ・ ド ラ イブのデフ ォル ト 設定

deviceconfig について
deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 すべての種類のテープ ・ ラ イブ ラ リ および ド ラ イブの詳細なデバイス設定に

使用できる コ ン ソール ・ アプ リ ケーシ ョ ンです。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup サーバーおよびク ラ

イアン ト ・ マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。

deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの 「bin」 デ ィ レ ク ト リ にあ り

ます。 

このユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 Windows マシンでは MSP 管理者権限を持つユーザーと し て、 ログイ ンす

る必要があり ます。

テープ ・ ラ イブラ リのデフ ォル ト 設定
テープ ・ ラ イブ ラ リのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンまたはコマン ド ・ ウ ィ ン ド ウを開始し、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ

ク ト リの 「bin」 デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2 以下のコマン ド を入力し ます。

deviceconfig [-servername <FQDN> (-httpport <HTTP port> | 
-httpsport <HTTPS port>)] -username <NetVault Backup user> 
-password <user password> 
-librarymachine <library machine name> -libraryname <library name>
これらのオプシ ョ ンの説明を以下のテーブルに示し ます。

表 159. deviceconfig を使用し てテープ ・ ラ イブ ラ リ設定を変更する場合のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-servername NetVault Backup サーバーの FQDN または IP ア ド レスを指定し ます。 
このオプシ ョ ンでは、 リ モー ト Web サービスへの接続に使用する HTTP
ポー ト または HTTPS ポー ト のどち らかを指定する必要があ り ます。

このオプシ ョ ンを省略する と、 ローカル ・ サーバーが使用されます。
deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 ローカル Web サービスに接続し てロー

カル Web サービスの設定を自動的に検出し ます。

-httpport Web サービスの HTTP ポー ト を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 サーバー

名が指定されている場合にのみ必要にな り ます。
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Enter キーを押し ます。

3 deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ で ［チ ェ ンジャ設定］ 画面が表示されます。 該当するオプシ ョ ン番号を押

すと、 設定にアクセスできます。 利用できる設定のタ イプは以下のとお り です。 

▪ 設定 ： テープ ・ ラ イブ ラ リの一般設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定
についての詳細は、 「テープ ・ ラ イブ ラ リの一般設定」 を参照し て く だ さい。

▪ ク リーニング ： テープ ・ ラ イブ ラ リのド ラ イブ ・ ク リーニングの設定を行う には、 このオプシ ョ
ンを選択し ます。 これらの設定についての詳細は、 「ド ラ イブ ・ ク リーニングの設定」 を参照し て
く だ さい。 

▪ 混在メ デ ィ ア ： 混在メ デ ィ アの設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定に
ついての詳細は、 「混在メ デ ィ アの設定」 を参照し て く だ さい。

4 変更を保存し て終了するには、 s を押し ます。

（変更を保存せずに終了するには、 q を押し ます。）

例
• deviceconfig -username default -librarymachine Server-A 

-libraryname MyCustomName
• deviceconfig -username admin -password mypassword -librarymachine Server-A 

-libraryname “Server-A: 2-0.4.0 (SONY LIB-304)”
• deviceconfig -servername 10.11.25.125 -httpsport 8443 -username admin 

-password mypassword -librarymachine Client-A -libraryname MyCustomName-2

テープ ・ ラ イブ ラ リの一般設定
［設定］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

-httpsport Web サービスの HTTPS ポー ト を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 サー

バー名が指定されている場合にのみ必要にな り ます。

-username 有効な NetVault Backup ユーザーの名前を指定し ます。

-password ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

-librarymachine ラ イブ ラ リの接続先である NetVault Backup マシンの名前を指定し ます。

-libraryname ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

表 160. テープ ・ ラ イブラ リの一般設定

設定 説明

入口 / 出口ポー ト を開 く ための

コ マン ドが必要

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

アンロー ド ・ コ マン ド を ド ラ イ
ブに対し て発行し ない

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

必ず ド ラ イブからアンロー ド し
て ド アを開 く

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

アームと ド ラ イブに対し てコマ
ン ド を重複させない

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

表 159. deviceconfig を使用し てテープ ・ ラ イブ ラ リ設定を変更する場合のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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非アク テ ィ ブ ・ メ デ ィ アをス
ロ ッ ト 遅延に戻す

メ デ ィ アが非アク テ ィ ブのと きのタ イムアウ ト 期間を入力し ます。 タ イムア
ウ ト 期間は秒数で指定し ます。 NetVault Backup は、 指定し た期間内にアク

テ ィ ビテ ィ が何も起こ らなかった場合、 スロ ッ ト に メ デ ィ アを戻し ます。 こ
のオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 30 秒間に設定されています。 
ド ラ イブで メ デ ィ アを無期限に保持する場合は、 このオプシ ョ ンを 0 に設定

し ます。

ACSLS ラ イブラ リのデバイス設定のデフ ォル ト 値は 120 秒です。

不明な メ デ ィ アを 「ブ ラ ン ク」
と マークする

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

［オン］ に設定する と、 NetVault Backup は、 不明なテープを ［BLANK］ と し

てマーク し、 テープ ・ ヘ ッ ダーを読み取り ません。 この場合でも、 ［ブ ラ ン
ク］ コマン ド を実行し て実際にデータ を削除し、 そのメデ ィ アをバッ クア ッ
プに使用する必要があ り ます。

Unknown メ デ ィ アをスキャ ン

し ない

ラ イブ ラ リ にテープを追加し て ド アを閉じ る （またはラ イブ ラ リ を再起動す
る） と、 NetVault Backup は、 メ デ ィ アのバーコー ド を読み取ってイ ンベン

ト リ情報を取得し ます。 NetVault Backup は、 Media データベースで メ デ ィ

アのバーコー ド を見つけられない場合、 そのテープを ［UNKNOWN］ と し て

マーク し ます。 そのよ う なテープは、 ［不明な メ デ ィ アを ［BLANK］ と マー

クする］ オプシ ョ ンを使用し て、 ［BLANK］ と し てマークする こ とができま

す。

不明なテープを ［BLANK］ と し てマーク し ない場合は、 NetVault Backup は、

いずれかのド ラ イブへの不明な各テープのロー ド を開始し て、 バッ クア ッ プ
と テープ上のイ ンデッ クスをスキャ ン し ます。 大規模なシステムでは、 これ
によ り ド ラ イブ ・ リ ソースに対する負荷が増大する可能性があ り ます。

不明なテープを自動的にスキャ ン し ないよ う にする場合は、 設定を ［オン］
に変更し ます。 ［オン］ に設定する と、 不明なテープは ［UNKNOWN］ と し

てマーク されます。 

オフ ラ イ ン ・ メ デ ィ アが使用可
能かを確認

時間を入力するか選択し ます。

NetVault Backup は、 オフ ラ イ ン ・ メ デ ィ アがオン ラ イ ンになるのを待機し

ます。 指定された時間内に メ デ ィ アが使用可能にならないと、 リ クエス ト は
タ イムアウ ト し ます。 オフ ラ イ ン ・ メ デ ィ アを待つ時間は分単位で指定し ま
す。 このパラ メ ータのデフ ォル ト 値は 「10」 分です。

入口 / 出口ポー ト でアームを

ロ ッ クする

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

表 160. テープ ・ ラ イブラ リの一般設定

設定 説明
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ド ラ イブ ・ ク リーニングの設定
［ク リーニング］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

混在メ デ ィ アの設定
［混在メ デ ィ ア］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

表 161. ド ラ イブ ・ ク リーニングの設定

設定 説明

サポー ト される自動ク リーニン
グ

自動ク リーニングをサポー ト する ラ イブ ラ リのデフ ォル ト 設定は、 ［オン］
です。

ク リーニング ・ メ デ ィ アのバー
コー ド ・ プ リ フ ィ ッ クス

ク リーニング ・ メ デ ィ アのバーコー ド ・ プ リ フ ィ ッ クスを指定し ます。 複数
のク リーニング ・ テープを設定するには、 バーコー ド を カ ンマで区切り ま
す。 テープ ・ メ デ ィ アのバーコー ド ・ ラベルを使用し ない場合は、 このオプ
シ ョ ンを省略する こ とができます。

メ モ ： バーコー ド ・ プレ フ ィ ッ クス （利用可能な場合） およびスロ ッ ト 番号
は、 ク リーニング ・ メ デ ィ アを識別し、 予約スロ ッ ト に配置するために用い
られます。 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 ク リーニング ・
メ デ ィ アを専用のスロ ッ ト に配置する必要があ り ます。

ク リーニング ・ スロ ッ ト ク リーニング ・ メ デ ィ アを保持できるスロ ッ ト 番号を指定し ます。 複数のス
ロ ッ ト を設定するには、 カ ンマを使用し ます。

表 162. 混在メ デ ィ アの設定

設定 説明

スロ ッ ト ・ タ イプ このオプシ ョ ンでは、 各メ デ ィ ア ・ タ イプのスロ ッ ト 範囲を指定し ます。 初
期セ ッ ト ア ッ プ時のラ イブ ラ リのメ デ ィ ア編成によ って、 この設定の構成方
法が決ま り ます。 このリ ス ト を作成するには、 各メ デ ィ ア ・ タ イプに一意の
スロ ッ ト ・ タ イプ ID を割り当て、 それに対応するスロ ッ ト 範囲を指定し ま

す。 作成時の形式は以下のとお り です。

<SlotTypeIdentifier>=<SlotRange>
メ デ ィ ア ・ タ イプに対し て複数のスロ ッ ト 範囲を指定する場合は、 個別のリ
ス ト 項目を作成し ます。 カ ンマ区切り値はサポー ト されていません。 追加の
スロ ッ ト またはスロ ッ ト 範囲を設定する場合は、 同じ スロ ッ ト ・ タ イプ ID
を使用し ます。 スロ ッ ト ・ タ イプ ID を割り当てる際には、 スロ ッ ト 内のメ

デ ィ ア ・ タ イプを簡単に識別できる ID を使用し ます。 値にスペースを含め

る こ とはできません。

例 ：

SDLTMedia=1-10
STKRMedia=11-30
LTO1Media=31-60
LTO1Media=101
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テープ ・ ド ラ イブのデフ ォル ト 設定
テープ ・ ド ラ イブのデフ ォル ト 設定を行う には ：

1 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンまたはコマン ド ・ ウ ィ ン ド ウを開始し、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ

ク ト リの 「bin」 デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2 以下のコマン ド を入力し ます。

deviceconfig [-servername <FQDN> (-httpport <HTTP port> | 
-httpsport <HTTPS port>)] -username <NetVault Backup user> 
-password <user password> 
-drivemachine <drive machine name> -drivepath <path to drive>
これらのオプシ ョ ンの説明を以下のテーブルに示し ます。

ド ラ イブ ・ タ イプ このオプシ ョ ンでは、 ラ イブ ラ リ で使用可能な ド ラ イブのタ イプを指定し ま
す。 このリ ス ト を作成するには、 各メ デ ィ ア ・ タ イプに一意のド ラ イブ ・ タ
イプ ID を割り当て、 それに対応する ド ラ イブ番号を指定し ます。 このリ ス

ト の作成時の形式は、 以下のとお り です。

<DriveTypeIdentifier>=<DriveNumber>
タ イプが同じ ド ラ イブが複数ある場合は、 各ド ラ イブを別のリ ス ト ・ アイテ
ムと し て設定し ます。 カ ンマ区切り値はサポー ト されていません。 タ イプが
同じ複数のド ラ イブを設定する場合は、 同じ ド ラ イブ ・ タ イプ ID を使用し

ます。 ド ラ イブ ・ タ イプ ID を割り当てる際は、 ド ラ イブ ・ タ イプを簡単に

識別できる こ と を確認し ます。 値にスペースを含める こ とはできません。 
例 ：

SDLT=1
STKR=2
STKR=3
LTO1=4

ド ラ イブ ・ タ イプ / メ デ ィ ア ・

タ イプの互換性

このオプシ ョ ンでは、 ド ラ イブ ・ タ イプご とにサポー ト される メ デ ィ ア ・ タ
イプを指定し ます。 このリ ス ト の作成時の形式は、 以下のとお り です。

<DriveTypeIdentifier>=<SlotTypeIdentifier>
例 ：

SDLT=SDLTMedia
STKR=STKRMedia
LTO1=LTO1Media
この設定によ り、 特定のド ラ イブ ・ タ イプにアクセスする際に対応するス
ロ ッ ト のみから メ デ ィ アが取得されるよ う にな り ます。

表 162. 混在メ デ ィ アの設定

設定 説明
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3 deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ で ［ド ラ イブ設定］ 画面が表示されます。 該当するオプシ ョ ン番号を押す

と、 設定にアクセスできます。 利用できる設定のタ イプは以下のとお り です。 

▪ NDMP 設定 ： NDMP の設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定についての

詳細は、 「NDMP の設定項目」 を参照し て く ださい。

▪ 設定 ： テープ ・ ド ラ イブの一般設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定に
ついての詳細は、 「テープ ・ ド ラ イブの一般設定」 を参照し て く だ さい。

▪ ソ フ ト ウ ェ ア圧縮 ： ソ フ ト ウ ェ ア圧縮の設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これら
の設定についての詳細は、 「ソ フ ト ウ ェ ア圧縮設定」 を参照し て く だ さい。

▪ パフ ォーマンス ： ド ラ イブ ・ パフ ォーマンスの設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
これらの設定についての詳細は、 「ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス設定」 を参照し て く だ さい。

▪ 統計値 ： 統計情報収集の設定を行う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定について
の詳細は、 「統計情報収集設定」 を参照し て く だ さい。

▪ ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニング ： テープ ・ ド ラ イブのジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニングの設定を行う に
は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 これらの設定についての詳細は、 「ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニン
グの設定」 を参照し て く だ さい。

4 変更を保存し て終了するには、 s を押し ます。

（変更を保存せずに終了するには、 q を押し ます。）

例
• deviceconfig -username default -drivemachine Server-A 

-drivepath “Tape fas3020:nrst2a(QUANTUM SDLT320)”
• deviceconfig -username admin -password mypassword -drivemachine Server-A 

-drivepath “2-0.2.0 (SONY SDX-500C)”
• deviceconfig -servername 10.11.25.125 -httpsport 8443 -username admin 

-password mypassword -drivemachine Client-A 
-drivepath “2-0.2.0 (SONY SDX-500C)”

表 163. テープ ・ ド ラ イブ設定を変更する deviceconfig オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-servername NetVault Backup サーバーの FQDN または IP ア ド レスを指定し ます。 
このオプシ ョ ンでは、 リ モー ト Web サービスへの接続に使用する HTTP
ポー ト または HTTPS ポー ト のどち らかを指定する必要があ り ます。

このオプシ ョ ンを省略する と、 ローカル ・ サーバーが使用されます。
deviceconfig ユーテ ィ リ テ ィ は、 ローカル Web サービスに接続し てロー

カル Web サービスの設定を自動的に検出し ます。

-httpport Web サービスの HTTP ポー ト を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 サーバー

名が指定されている場合にのみ必要にな り ます。

-httpsport Web サービスの HTTPS ポー ト を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 サー

バー名が指定されている場合にのみ必要にな り ます。

-username 有効な NetVault Backup ユーザーの名前を指定し ます。

-password ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

-drivemachine ド ラ イブの接続先の NetVault Backup マシンの名前を指定し ます。

-drivepath ド ラ イブの名前またはパスを指定し ます。
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NDMP の設定項目
［NDMP 設定］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

テープ ・ ド ラ イブの一般設定
［設定］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

表 164. NDMP の設定項目

設定 説明

可能ならムーバーにローカル ・
データ転送を許可する

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

可能ならムーバーに IPC データ

転送を許可する

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

可能ならムーバーに TCP データ

転送を許可する

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

可能ならムーバーにダイ レ ク
ト ・ バッ クア ッ プを許可する

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

可能ならムーバーにダイ レ ク
ト ・ リ ス ト アを許可する

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

NDMP デバイスをエ ミ ュ レー ト

する

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

表 165. テープ ・ ド ラ イブの一般設定

設定 説明

デバイスのシ リ アル番号 ド ラ イブのシ リ アル番号が表示されます。

 メ デ ィ ア終端警告 この設定によ り、 テープ終端で 「メ デ ィ ア終端」 警告が発行される区間と し
て予約する メ デ ィ ア量を指定し ます。 この値は 「MB」 単位にな り ます。 デ

フ ォル ト 値は、 0MB です。

空ド ラ イブのポーリ ング間隔 このオプシ ョ ンでは、 NetVault Backup が、 単体ド ラ イブをポーリ ングし て

デバイス内のテープを検出する間隔を指定し ます。 この値は、 分単位で指定
し ます。 デフ ォル ト 値は 1 です。 
ポーリ ングをオフにするには、 このオプシ ョ ンを 0 に設定し ます。
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メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ
（KiB）

このオプシ ョ ンでは、 メ デ ィ アへのデータの読み取り および書き込みに使用
するブロ ッ ク ・ サイズを指定し ます。 デフ ォル ト 値は 64KiB です。

メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズは 1KiB 単位で増やすこ とができますが、 多 く

のデバイスでは、 4KiB または 32KiB の倍数値のみ指定できます。

メ モ ： メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ設定の変更は、 ブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ ア
イテムにのみ適用されます。 メ デ ィ ア ・ アイテムを再使用する場合は、 まず
ブ ラ ン ク処理し て変更を有効にし ます。

ブロ ッ ク ・ サイズを増やすと、 バッ クア ッ プ時にデータの読み取りやメデ ィ ア
への書き込みに必要な回数を減らすこ とができます。 ただし、 メデ ィ ア ・ ブ
ロ ッ ク ・ サイズを大き く すれば常にバッ クア ッ プ時間が短縮されるわけではあ
り ません。 最大ブロ ッ ク ・ サイズは、 OS、 SCSI アダプ タ、 およびド ラ イブの

型式、 モデル、 タ イプなどのさ まざまな要因によ って制約されています。

Linux および UNIX システムの場合は、 メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズを増や

し てパフ ォーマンスを最適にする こ とができます。 
Windows では、 レジス ト リ設定 MaximumSGList を、 64KB よ り大きいブ

ロ ッ ク ・ サイズを使用するよ う に変更し なければならない場合があ り ます。
この設定を変更する前に、 テープ ・ デバイスのみが SCSI バスを使用し てい

る こ と を確認し ます。 他のデバイスも SCSI バスを使用し ている場合、 この

レジス ト リ を変更する と それらのデバイスが正常に動作し な く なる可能性が
あり ます。 これらの変更を HBA の特定チャネルのみに適用する場合は、

ハー ド ウ ェ ア ・ ベンダーにお問い合わせ く だ さい。

Windows でレジス ト リ設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 レジス ト リ ・ エデ ィ タ を開始し ます。 
2 キー [HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\ 

Services\<HBA Vendor>\Parameters を開きます （<HBA 
Name> は SCSI カー ド に固有の名前です。 た と えば Qlogic 2200 カー

ドの場合は QL2200 です）。

3 Parameters キーがない場合は、 キーを作成し ます。

4 Parameters の下で、 Device キーがない場合は、 キーを作成し ます。

5 Device キーの下に、 DWORD レジス ト リ値 MaximumSGList が存在

し ない場合は、 値を追加し ます。

6 MaximumSGList の 16 進値を算出し ます。

32 ビ ッ ト ・ システムの場合 ：

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 4KiB) + 1
た と えば、 ブロ ッ ク ・ サイズの設定が 256KiB の場合、 このキーの値

は次の式で計算されます。

(256KiB/4KiB) + 1 = 65
10 進値は 65、 16 進値は 0x41 にな り ます。 
ブロ ッ ク ・ サイズは、 64KiB から 1012KiB の範囲で設定できます。

最大値の 255 は、 1MiB （1024KiB） のブロ ッ ク ・ サイズを作成する

ため、 内部で 257 に変換されます。

64 ビ ッ ト ・ システムの場合 ：

64 ビ ッ ト ・ システムの場合、 OS ページ ・ サイズはデフ ォル ト で

8KiB です。 MaximumSGList の計算式は次のとお り です。

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 8KiB) +1
し たがって、 最大値 255 は最大メ デ ィ ア ・ ブロ ッ ク ・ サイズ 2MiB に

対応し ます。

7 システムを再起動し て、 変更を適用し ます。

表 165. テープ ・ ド ラ イブの一般設定

設定 説明
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ソ フ ト ウ ェ ア圧縮設定
［ソ フ ト ウ ェ ア圧縮］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。 ソ フ ト ウ ェ ア圧縮設定は、 仮想テープ ・ ド ラ
イブのみに適用されます。 

プ ラグイ ンが接続されるまでの
待ち時間

このオプシ ョ ンでは、 プ ラグイ ンが NetVault Backup に接続する場合のタ イ

ムアウ ト 期間を指定し ます。 指定し た間隔内に接続を確立できないと、 その
ジ ョ ブは中止されます。 この値は、 秒数で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 0
です。 デフ ォル ト 設定を使用する場合、 ジ ョ ブはタ イムアウ ト し ません。

Short Reads のサポー ト デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押し ま
す。

サポー ト する ク リーニング ・
テープ

このオプシ ョ ンでは、 ラ イブ ラ リ でク リーニング ・ テープをサポー ト するか
ど うかを指定し ます。 一般的に、 特定のラ イブ ラ リ ・ モデルの設定が異なっ
ていない場合はデフ ォル ト 値が正しい値です。

圧縮 このオプシ ョ ンで、 テープ ・ ド ラ イブの内蔵圧縮機能を使用する こ とができ
ます。 すべてのテープ ・ ド ラ イブがハー ド ウ ェ ア ・ ベースのデータ圧縮をサ
ポー ト し ているわけではあ り ません。 圧縮率は、 データのタ イプ と、 ド ラ イ
ブが使用する圧縮アルゴ リズムによ って異な り ます。 ド ラ イブの圧縮率を判
別するには、 ハー ド ウ ェ アのマニュアルを参照し て く だ さい。 

表 166. ソ フ ト ウ ェ ア圧縮設定

設定 説明

ソ フ ト ウ ェ ア ・ データ圧縮を実
行する

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 ソ フ ト ウ ェ ア圧縮を実行するには、 この設
定を ［オン］ に変更し ます。 データは、 バッ クア ッ プ時にデバイスに転送さ
れる と きに圧縮されます。

圧縮判定スイ ッ チ このオプシ ョ ンに設定する値によ り、 バッ クア ッ プ中にデータ を圧縮する際
に完了する必要がある最低圧縮レベルが決ま り ます。 た と えば、 値を 80%
に設定する と、 以下のいずれかの処理が行われます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・ サイズの 80% 未満になる場合、

そのデータは圧縮形式でバッ クア ッ プ されます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・ サイズの 80% を超える場合、 そ

のデータは非圧縮形式でバッ クア ッ プ されます。

80% を指定し た場合、 100MB のフ ァ イル ・ サイズは圧縮後には 80MB 以下

になるはずです。 ただ し、 フ ァ イルの圧縮はブロ ッ ク ・ レベルで行われるた
め、 サイズが 80MB を超える場合があ り ます （81MB、 82MB など）。

いずれのブロ ッ クでも指定し た圧縮レベルで圧縮されなかった場合、
NetVault Backup ではそのブロ ッ ク を非圧縮形式でバッ クア ッ プ し ます。 こ

の場合、 一部のブロ ッ クは圧縮されますが、 それ以外のブロ ッ クは圧縮され
ずにバッ クア ッ プ される可能性があ り ます。 そのため、 圧縮後のフ ァ イル ・
サイズが 80% を超える場合があり ます。

データ を圧縮できる度合いは、 データ ・ コ ンテンツによ って異な り ます。 ま
た、 暗号化データは圧縮できません。 フ ァ イルによ っては、 圧縮後のフ ァ イ
ル ・ サイズが元の圧縮前のフ ァ イルよ り大き く なる場合があ り ます。

圧縮単位あた りのデータ ・ ブ
ロ ッ ク数 

圧縮単位あた りのデータ ・ ブロ ッ クの数を入力し ます。 デフ ォル ト ・ ブロ ッ
ク ・ サイズは 8KiB です。 

表 165. テープ ・ ド ラ イブの一般設定

設定 説明
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ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス設定
［パフ ォーマンス］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

表 167. ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス設定

設定 説明

UNIX で同期 IO のデ ィ スク ・ メ

デ ィ アを開 く

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 RAID システムが同期 IO 書き込みに即時に

応答できる場合は、 この設定を ［オン］ に変更し ます。 ［オン］ に設定する
と、 複数のス ト リームが同じ速度で出力を生成できるため、 同じ ジ ョ ブは同
時に終了し ます （ただ し、 全体的なスループ ッ ト は低下し ます）。 
ほとんどの場合、 全体的に最良のパフ ォーマンスを達成するため、 このオプ
シ ョ ンはデフ ォル ト の ［オフ］ 状態のままにし てお く こ と をお勧めし ます。

転送バッ フ ァ に割り当てる メ モ
リ容量 

転送バッ フ ァ または共有メ モ リは、 32KiB のブロ ッ ク単位で割り当てられま

す。 デフ ォル ト 値は 8193KiB です。 
転送バッ フ ァのサイズを大き く する と、 バッ クア ッ プのパフ ォーマンスを高
める こ とができます。 バッ フ ァ ・ サイズを計算するには、 以下の式を使用し
ます。

(< バッ フ ァの合計数 > x 32KiB) + 1 byte
Linux および UNIX システムの場合は、 十分な RAM と大きな共有メ モ リ ・ セ

グ メ ン ト が必要です。 転送バッ フ ァ ・ サイズを増やす前に、 これらのプ ラ ッ
ト フ ォームの以下の設定を確認し ます。

• 共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最大サイズ （SHMMAX）

• 共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最小サイズ （SHMMIN）

• システム内の共有メ モ リ識別子の最大数 （SHMMNI）
• ユーザー ・ プロセスが接続できる共有メ モ リ ・ セグ メ ン ト の最大数

（SHMSEG）

• システム内のセマフ ォ識別子の最大数 （SEMMNI）
• セ ッ ト 内のセマフ ォの最大数 （SEMMSL）

• システム内のセマフ ォの最大数 （SEMMNS）

• semop コール当た りの操作の最大数 （SEMOPM）

• セマフ ォの最大値 （SEMVMX）

使用可能な総共有メ モ リ容量は、 公式 SHMMAX * SHMSEG で求められます。

これらの値は ulimit 設定によ って制限される こ とがよ く あ り、 これらのシス

テム設定を表示するために、 コマン ド ulimit -a を使用する こ とができま

す。

Windows の場合は、 少な く と も 2GB RAM と、 大きな仮想メ モ リが必要で

す。 SCSI カー ドの MaximumSGlist 設定を変更し なければならない場合も

あり ます。

た と えば、 「転送バッ フ ァ ・ サイズの最適値」 を参照し て く だ さい。

一度に書き込むメ デ ィ ア ・ ブ
ロ ッ クの数

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト の設定は変更し ないこ と をお勧めし ます。 
この値は、 ド ラ イブを再イ ンス ト ールし た場合に再適用する必要があるた
め、 変更する場合は元の値を記録し てお く よ う にし ます。 リ ス ト アでは、
バッ クア ッ プ時に設定し た同じ値が必要と され、 設定値が一致し ないと失敗
し ます。
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統計情報収集設定
［統計値］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニングの設定
［ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニング］ 画面では、 次の設定を行う こ とができます。

一度に読み取る メ デ ィ ア ・ ブ
ロ ッ クの数

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト の設定は変更し ないこ と をお勧めし ます。 
この値は、 ド ラ イブを再イ ンス ト ールし た場合に再適用する必要があるた
め、 変更する場合は元の値を記録し てお く よ う にし ます。 リ ス ト アでは、
バッ クア ッ プ時に設定し た同じ値が必要と され、 設定値が一致し ないと失敗
し ます。

メ モ リ内の転送バッ フ ァ を固定
する

このオプシ ョ ンを使用し て、 割り当てられている転送バッ フ ァ ・ ポジシ ョ ン
を メ モ リ内に固定し て潜在的なパフ ォーマンスを高め、 NetVault Backup を

実行中に別のプロセスがそのバッ フ ァ ・ ポジシ ョ ンを使用するのを禁止し ま
す。 
デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 Quest テ クニカル ・ サポー ト の指示がない

限り、 デフ ォル ト 設定を変更し ないよ う 注意する必要があ り ます。

表 168. 統計情報収集設定

設定 説明

デバイス ・ パフ ォーマンスの統
計情報を収集する

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 ド ラ イブ ・ パフ ォーマンスの統計情報をロ
グに記録するには、 設定を ［オン］ に変更し ます。 この情報は、 ト ラブル
シューテ ィ ングに役立ちます。 ただ し、 NetVault データベースのサイズも増

大し ます。 

データ ・ チャネル ・ パフ ォーマ
ンスの統計情報を収集する

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 データ ・ チャネルの統計情報をログに記録
するには、 設定を ［オン］ に変更し ます。 この情報は、 ト ラブルシューテ ィ
ングに役立ちます。 ただ し、 NetVault データベースのサイズも増大し ます。

ド ラ イブ ・ パフ ォーマンスを記
録する

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 ド ラ イブ ・ パフ ォーマンスの詳細を、 その
ド ラ イブを使用するジ ョ ブご とに記録するには、 デフ ォル ト 設定を使用し ま
す。

ド ラ イブ転送レー ト のサンプ リ
ング間隔

NetVault Backup で ド ラ イブ転送レー ト を記録する と きの間隔を指定し ます。

この値は、 秒単位で指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 60 秒間です。

メ モ ： これらの設定に対する変更を適用するには、 以下の操作を実行し ます。

• NetVault Backup WebUI （［テープ ド ラ イブ管理］ ページ） で、 デバイスをオフ ラ イ ンにする こ と で

デバイスに関連付けられたデバイス ・ マネージャ ・ プロセス （nvdevmgr） を再起動し てから、 再

度オン ラ イ ンに戻し ます。 このプロセスについての詳細は、 「テープ ・ ド ラ イブのステータ スの変
更」 を参照し て く だ さい。

– または –
• 該当するマシンで NetVault Backup サービスを再起動し ます。

表 167. ド ラ イブ ・ パフ ォーマンス設定

設定 説明
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表 169. ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニングの設定

設定 説明

ク リーニング ・ サイ クルの長さ ク リーニング ・ サイ クルの長さ を指定し ます。 この値は、 秒単位で指定し ま
す。 デフ ォル ト 値は 350 秒です。

load コマン ド を発行し てク リー

ニング ・ サイ クルを開始

デフ ォル ト 設定は ［オン］ です。 ド ラ イブのク リーニング ・ サイ クルを開始
するために load コマン ドが必要な場合、 デフ ォル ト の設定を使用し ます。

ク リーニングの完了を示す
ASC/ASQ コー ド を リ ス ト 表示

必要に応じ て、 ク リーニングの ASC/ASCQ SCSI コー ド を指定し ます。

ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニングの
使用

デフ ォル ト 設定は ［オフ］ です。 ジ ェ ネ リ ッ ク ・ ク リーニング ・ プロパテ ィ
を使用するには、 この設定を ［オン］ に変更し ます。
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NetVault Backup プロセス 

• NetVault Backup プロセスについて

• プロセスの説明

NetVault Backup プロセスについて
NetVault Backup には、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で実行される複数の静的および動的プロセスが

組み込まれています。

NetVault Backup サービスの動作中、 静的プロセスはアク テ ィ ブのまま維持されます。 これらのプロセスには、

固定された一桁のプロセス ID 番号が割り当てられ、 一般的にその活動中は同じ量のシステム ・ リ ソースが割り

当てられます。

動的プロセスは、 NetVault Backup での現在のアク テ ィ ビテ ィ に基づいて開始および破棄されます。 これらのプ

ロセスには、 不定なプロセス ID 番号が割り当てられ、 その活動中に使用するシステム ・ リ ソースの量も異な り

ます。

Windows ベースのマシンでは、 タ スク ・ マネージャから NetVault Backup プロセスを参照できます。 Linux およ

び UNIX ベースのプ ラ ッ ト フ ォームでは、 以下のコマン ド を使ってこれらのプロセスを表示できます。

ps -ef | grep nv

プロセスの説明
このセクシ ョ ンでは、 サーバー ・ マシン と ク ラ イアン ト ・ マシンで実行される、 さ まざまな NetVault Backup プ

ロセスの機能を簡単に説明し ます。 NetVault Backup には、 以下のプロセスが含まれます。

• nvpmgr （プロセス ・ マネージャ）

• nvcmgr （プロセス間コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャ）

• nvnmgr （ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ）

• nvmedmgr （メ デ ィ ア ・ マネージャ）

• nvsched （スケジュール ・ マネージャ）

• nvlogdaemon （ログ ・ デーモン）

• nvavp （監査検証マネージャまたはオーデ ィ タ）

• nvstatsmngr （統計マネージャ）

• nvrepdbmngr （レポー ト ・ マネージャ）

• nvwsrequesthandler （Web サービス ・ リ クエス ト ・ ハン ド ラ）

• nvconsolesvc （コ ン ソール ・ サービス）

• nvdeploymentmgr （展開マネージャ）
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• nvdevmgr （デバイス ・ マネージャ）

• nvndmpdevmgr （NDMP デバイス ・ マネージャ）

• nvchgmgr （チ ェ ンジャ ・ マネージャ）

• nvndmpchgmgr （NDMP チ ェ ンジャ ・ マネージャ）

• nvrascontroller （RAS デバイス ・ コ ン ト ローラ）

• nvjobmgr （ジ ョ ブ ・ マネージャ）

• nvduplicate （複製プロセス）

• nvverify （検証プロセス）

• nvplgscript （プ ラグイ ン ・ スク リ プ ト ・ プロセス）

• nvwsworker （Web サービス ・ ワーカー ・ プロセス）

nvpmgr （プロセス ・ マネージャ）

nvpmgr は、 すべての NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で動作し ます。 このプロセスは

その他のすべての NetVault Backup プロセスの管理を行い、 nvpmgr では、 一時的に起動されるプロセスの生

成、 削除が行われます。 プロセス ・ マネージャでは、 プロセス ・ テーブルと ト レース ・ バッ フ ァの共有メ モ リ領
域の割り当ても管理されます。 プロセス ・ マネージャには、 静的プロセス ID が割り当てられますが、 このプロ

セスは、 さ まざまなレベルのシステム ・ リ ソースを必要とするため、 動的プロセス とみな されます。

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： 1

nvcmgr （プロセス間コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャ）

nvcmgr は、 プロセス間メ ッ セージング ・ システムをサポー ト し ます。 このプロセスは、 すべての NetVault 
Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で動作し ます。 UNIX および Linux OS において、 コ ミ ュニケー

シ ョ ン ・ マネージャはプロセス と し て動作し ます。 Windows でのこのプロセスは、 nvpmgr プロセス内のス

レ ッ ド と し て動作し ます。 nvcmgr では、 ローカル ・ マシン上の各種 NetVault Backup プロセス間の通信が処理

されます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 2

nvnmgr （ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ）

nvnmgr は、 プロセス間メ ッ セージング ・ システムをサポー ト し ます。 このプロセスは、 すべての NetVault 
Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で動作し ます。 UNIX および Linux OS において、 ネ ッ ト ワー

ク ・ マネージャはプロセス と し て動作し ます。 Windows でのこのプロセスは、 nvpmgr プロセス内のスレ ッ ド

と し て動作し ます。 nvnmgr では、 プロセス間メ ッ セージがリ モー ト ・ ク ラ イアン ト に転送されます。 またネ ッ

ト ワーク ・ マネージャは、 ク ラ イアン ト のステータ スの判別に役立つ使用可否確認メ ッ セージのブロー ド キャス
ト も行います。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 3
Quest NetVault Backup 12.2 ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド  for Managed Service Providers        
NetVault Backup プロセス 

425



nvmedmgr （メ デ ィ ア ・ マネージャ）

nvmedmgr は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 

このプロセスは、 メ デ ィ アの内容やオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト についての情報を含む Media
データベースを管理し ます。 また、 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 デバイス設定の詳細情報を格納、 管理し ます。
バッ クア ッ プ ・ デバイスの管理は、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセスを介し て行われます。 メ デ ィ ア ・ マネー
ジャは、 メ デ ィ アをロー ド およびアンロー ド するよ う上位レベルの命令を出し、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセ
スがそれらの命令を実行し ます。 メ デ ィ ア ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ マネージャによ って開始された メ デ ィ ア要
求に基づいて、 ジ ョ ブで使用するデバイス と メ デ ィ アの選択を制御し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 4

nvsched （スケジュール ・ マネージャ）

nvsched は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 ジ ョ ブ ・ スケジュールとキューを管理し ます。

Scheduler データベースの管理も行います。 スケジュール ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスを開始するた

めにジ ョ ブ ・ マネージャ を開始し、 繰り返し ジ ョ ブの次のイ ンス タ ンスをスケジュールし ます。 ジ ョ ブ ・ マネー
ジャはそのジ ョ ブを実行し ます。 このプロセスは ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを更新し、 レポー ト ・ ユーテ ィ
リ テ ィ にジ ョ ブ ・ スケジュール ・ データ を提供する こ と も行います。 

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 5

nvlogdaemon （ログ ・ デーモン）

nvlogdaemon は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスは、 NetVault Backup サービス と一

緒に開始されます。

ログ ・ デーモンは、 さ まざまな NetVault Backup プロセスが生成し たログ ・ メ ッ セージを管理し、 これらのメ ッ

セージを NetVault データベースに書き込みます。 ログ ・ メ ッ セージには、 問題の診断および ト ラ ブルシュー

テ ィ ングに使用できる情報が含まれています。 また、 ログ ・ デーモンは定期的にデ ィ スク領域の確認を実行し、
使用量が 「警告」 または 「重大」 のし きい値に到達し た場合にアラー ト ・ メ ッ セージを出し ます。 これらの
チ ェ ッ クは、 NetVault Backup ホーム、 Database、 Logs、 および Reports デ ィ レ ク ト リ に適用されます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 7

nvavp （監査検証マネージ ャ またはオーデ ィ タ）

nvavp は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスの役割は、 ユーザー活動の追跡および制御

を行う こ と です。 nvavp では、 ユーザーの要求が検証され、 その許可および拒否が当該ユーザーに割り当てられ

た権限に応じ て判断されます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 8

nvstatsmngr （統計マネージャ）

nvstatsmngr は、 すべての NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で動作し ます。 ド ラ イブ統

計、 イベン ト 履歴、 メデ ィ ア要求、 レポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ のサーバー容量と転送情報を収集し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 9
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nvrepdbmngr （レポー ト ・ マネージャ）

nvrepdbmngr は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスによ り、 レポー ト ・ データベース

を管理し ます。 

レポー ト ・ データベース ・ マネージャは、 定期的に統計マネージャ をポーリ ングし、 収集データ を取得し、 デー
タ をレポー ト ・ データベースに書き込みます。 nvrepdbmng では、 レポー ト ・ データベースの情報が NVBU レ

ポーテ ィ ング ・ ユーテ ィ リ テ ィ に伝送され、 レポー ト ・ データベースの定期削除も実行されます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 10

nvwsrequesthandler （Web サービス ・ リ クエス ト ・ ハン ド ラ）

nvwsrequesthandler は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスは、 WebUI が使用する Web
サービスを実行し ます。 

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 14

nvconsolesvc （コ ン ソール ・ サービス）

nvconsolesvc は、 すべての NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシン上で動作し ます。 NetVault 
Backup は、 このプロセスを使用し て、 リ モー ト ・ ク ラ イアン ト ・ マシンの設定プロパテ ィ を取得または設定し

ます。 

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 15

nvdeploymentmgr （展開マネージャ）

nvdeploymentmgr は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスではプ ッ シュ ・ イ ンス ト ー

ル ・ タ スクが管理されます。 

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手法を使用する と、 次のタ スク を実行できます。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを同時に複数のマシンにイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー

ド する

• NetVault Backup プ ラグイ ンを同時に複数のマシンにイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド する

• 新しいク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加する

このプロセスでは、 すべての展開関連の情報が netvault_machines データベースに保存されます。 展開マネー

ジャでは、 1 つまたは複数の展開ワーカー ・ プロセス （nvdeploymentwkr） が作成されて、 リ モー ト ・ マシン

のイ ンス ト ール ・ プロセスが管理されます。 

プロセス ・ タ イプ ： 静的

プロセス ID ： 17
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nvdevmgr （デバイス ・ マネージャ）

nvdevmgr は、 ローカルに接続されたデバイスが存在する NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト 上で動

作し ます。 このプロセスでは、 メ デ ィ アの読み出しや書き込みが実行されて、 メ デ ィ アのロー ド およびアンロー
ドが処理されます。 NetVault Backup は、 設定された ド ラ イブご とにデバイス ・ マネージャ ・ プロセスのイ ンス

タ ンスを作成し ます。 SAN 環境では、 デバイスを共有する NetVault Backup ク ラ イアン ト ご とにイ ンス タ ンスが

実行されます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的 （デバイスが使用可能である と きに実行）

プロセス ID ： 変動

nvndmpdevmgr （NDMP デバイス ・ マネージャ）

nvndmpdevmgr は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスでは、 NDMP フ ァ イ ラー接続デ

バイスのメ デ ィ アの読み出しや書き込みが実行され、 メ デ ィ アのロー ド およびアンロー ドが行われます。
NetVault Backup は、 設定された ド ラ イブご とに NDMP デバイス ・ マネージャ ・ プロセスのイ ンス タ ンスを作成

し ます。 

プロセス ・ タ イプ ： 静的 （デバイスが使用可能である と きに実行）

プロセス ID ： 変動

nvchgmgr （チ ェ ンジャ ・ マネージャ）

nvchgmgr は、 ロボ ッ ト ・ アーム ・ チ ェ ンジャ を制御し ます。 このプロセスは、 ロボ ッ ト ・ アーム ・ チ ェ ンジャ

が接続されている NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト で実行されます。 NetVault Backup は、 アー

ム ・ チ ェ ンジャご とに 1 つのイ ンス タ ンスを作成し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的 （デバイスが使用可能である と きに実行）

プロセス ID ： 変動

nvndmpchgmgr （NDMP チ ェ ンジャ ・ マネージャ）

nvchgmgr は、 NetVault Backup サーバーで実行されます。 このプロセスでは、 NDMP ベースのフ ァ イ ラーに接

続されているデバイスの、 ロボ ッ ト ・ アーム ・ チ ェ ンジャが制御されます。 NetVault Backup は、 アーム ・ チ ェ

ンジャご とに 1 つのイ ンス タ ンスを作成し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的 （デバイスが使用可能である と きに実行）

プロセス ID ： 変動

nvrascontroller （RAS デバイス ・ コ ン ト ローラ）

nvrascontroller では、 デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスが管理されます。 このプロセスは、 NetVault 
Backup サーバー上で実行されます。 NetVault Backup は、 設定されたデバイスご とに RAS デバイス ・ コ ン ト

ローラ ・ プロセスのイ ンス タ ンスを作成し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 静的 （デバイスが使用可能である と きに実行）

プロセス ID ： 変動
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nvjobmgr （ジ ョ ブ ・ マネージ ャ）

nvjobmgr は NetVault Backup サーバーで実行され、 ジ ョ ブの実行を管理し ます。

スケジュール ・ マネージャによ って、 ジ ョ ブ ・ マネージャが起動されます。 ジ ョ ブが完了するまで、 ジ ョ ブご と
にジ ョ ブ ・ マネージャの単一イ ンス タ ンスが実行されます。 ジ ョ ブ ・ マネージャは、 ジ ョ ブの実行ステータ スお
よび終了ステータ スの変更をレポー ト し ます。 このプロセスはデータ ・ プ ラグイ ン と連携し、 NetVault Backup
サーバーから必要な情報を取得し ます。 また、 メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ プロセスに ド ラ イブおよび メ デ ィ ア要求
を送信し ます。 

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： 変動

nvduplicate （複製プロセス）

nvduplicate はバッ クア ッ プの複製を実行し ます。 このプロセスは、 複製フ ェーズを実行し た NetVault Backup
マシン上で動作し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： な し

nvverify （検証プロセス）

nvverify はバッ クア ッ プ検証を実行し ます。 このプロセスは、 メ デ ィ アに書き込まれたス ト リーム長を検証し、

バッ クア ッ プ中にどのブロ ッ ク も ド ロ ッ プ されなかったこ と を確認し ます。 nvverify は、 検証フ ェーズを実行し

た NetVault Backup マシン上で動作し ます。

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： な し

nvplgscript （プ ラグイ ン ・ スク リ プ ト ・ プロセス）

nvplgscript は、 ジ ョ ブのプレ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト を実行し ます。 このプロセスは、 ジ ョ ブのプ

レ ・ スク リ プ ト とポス ト ・ スク リ プ ト の実行オプシ ョ ンを選択し た と きのターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト で実行され
ます。

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： な し

nvwsworker （Web サービス ・ ワーカー ・ プロセス）

nvwsworker は、 Web サービス ・ ワーカー ・ プロセスです。 nvwsrequesthandler プロセスが、 このワーカー ・

プロセスを開始し ます。 これらのプロセス ・ チームは、 パフ ォーマンスの向上に用いられます。 WebUI に大量

のコ ンテンツ ・ サービスが提供される場合は、 NetVault Backup サーバーで 10 以上のプロセスを実行できます。

これらのプロセスは、 コ ンテンツの提供後も短時間動作を継続し ます。 

プロセス ・ タ イプ ： 動的

プロセス ID ： な し
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C

環境変数

• NetVault Backup の環境変数

NetVault Backup の環境変数
ユーザー定義スク リ プ ト で使用できる、 NetVault Backup の環境変数の一覧を以下に示し ます。 MSP 管理者は、

これらの環境変数をそのサーバーに使用できます。

表 170. 環境変数

変数 説明

NETVAULTCLIACCOUNT NetVault Backup ユーザー名を指定し ます。 指定し たアカウン ト に CLI ユー

テ ィ リ テ ィ を使用する権限が必要です。

NETVAULTCLIACCOUNT=< ユーザー ・ アカウン ト 名 >
CLI ユーテ ィ リ テ ィ にアクセスするために、 この変数はスク リ プ ト に含める必

要があ り ます。

NETVAULTCLIPASSWORD NetVault Backup ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

NETVAULTCLIPASSWORD=< パスワー ド >
ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定するには、 スク リ プ ト にこの変数を
指定する必要があ り ます。

NV_HOME NetVault Backup のイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ を返し ます。

NV_JOBCLIENT ジ ョ ブのターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を指定し ます。

NV_JOBCLIENT=<NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前 >
NV_JOBID ジ ョ ブ ID 番号を指定し ます。

NV_JOBID=< ジ ョ ブ ID>
NV_JOBTITLE ジ ョ ブの名前を指定し ます。

NV_JOBTITLE=< ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル >
NV_JOB_WARNINGS ジ ョ ブが警告と と もに完了し た場合は TRUE を返し、 それ以外の場合は

FALSE を返し ます。 
• バッ クア ッ プが警告を表示し て終了し た場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=TRUE
• バッ クア ッ プが正常に完了し た場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=FALSE
この変数は、 ポス ト ・ スク リ プ ト でのみ使用できます。 この変数は、 現在メ ー
ル ・ スク リ プ ト が使用し ていますが、 汎用的に使用できます。

バッ クア ッ プが警告を表示し て終了し た場合、 NV_STATUS 変数は

SUCCEEDED を返し、 NV_JOB_WARNINGS 変数は TRUE を返し ます。

このスク リ プ ト の戻り値がローカ ラ イズされる こ とはあ り ません。 戻り値は英
語で TRUE または FALSE です。

NV_OUTPUT_FILE レポー ト 用にユーザー定義出力フ ァ イルを返し ます。
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NV_SERVERNAME NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

NV_SERVERNAME=<NetVault Backup サーバーの名前 >
NV_SESSIONID ジ ョ ブのセ ッ シ ョ ン ID を指定し ます。

NV_SESSIONID=< セ ッ シ ョ ン ID>
NV_STATUS ジ ョ ブの終了ステータ スを返し ます。 SUCCEEDED または FAILED のいずれ

かを返し ます。 
• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが正常に完了し た場合、 または警告を表示し て

終了し た場合 ：

NV_STATUS=SUCCEEDED
• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗し た場合 ：

NV_STATUS=FAILED
この変数は、 ポス ト ・ スク リ プ ト でのみ使用できます。 戻り値がローカ ラ イズ
される こ とはあ り ません。 値は英語で SUCCEEDED または FAILED です。

NV_USER_ARG プレスク リ プ ト またはポス ト スク リ プ ト で渡されるユーザー定義引数を指定し
ます。

表 170. 環境変数

変数 説明
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D

NetVault Backup が使用するネ ッ ト 

ワーク ・ ポー ト

• 使用ポー ト または必須ポー ト

使用ポー ト または必須ポー ト
NetVault Backup が使用するネ ッ ト ワーク ・ ポー ト の一覧を以下の表に示し ます。

表 171. NetVault Backup が使用するポー ト

Port プロ ト コル 使用方法 コ メ ン ト

80 TCP Web サービス接続を受信するための

HTTP の待ち受けポー ト 。

135 TCP ク ラ イアン ト ・ プ ッ シュ ・ イ ンス
ト ール ・ プロセス中に使用される
RPC ポー ト 。

3306 TCP MySQL サーバーへの TCP/IP 接続

で使用されるポー ト 。

Plug-in for MySQL がイ ンス ト ールさ

れている NetVault Backup ク ラ イア

ン ト で設定し ます。 
デフ ォル ト のポー ト 番号は 3306 で

す。 MySQL サーバーでク ラ イアン

ト 接続用にデフ ォル ト 以外のポー ト
が設定されている場合は、 NetVault 
Backup ク ラ イアン ト で同じポー ト

が設定されている こ と を確認し て く
だ さい。

同じ マシンで MySQL の複数のイ ン

ス タ ンスを実行するには、 イ ンス タ
ンスご とに異なるポー ト を設定し ま
す。 

5432 TCP PostgreSQL データベース用の待ち

受けポー ト 。

Plug-in for PostgreSQL がイ ンス ト ー

ルされている NetVault Backup ク ラ

イアン ト で設定し ます。

デフ ォル ト のポー ト 番号は 5432 で

す。 PostgreSQL データベースがデ

フ ォル ト 以外のポー ト で待ち受ける
よ う に設定されている場合は、
NetVault Backup ク ラ イアン ト で同

じポー ト が設定されている こ と を確
認し て く だ さい。 

8443 TCP Web サービス接続を受信するための

HTTPS の待ち受けポー ト 。
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10000 TCP NDMP メ ッ セージ送信用ポー ト

（NDMP コ ン ト ロール ・ チャネル）。

Plug-in for NDMP がイ ンス ト ールさ

れている NetVault Backup サーバー

で設定し ます。 
デフ ォル ト のポー ト 番号は 10000 で

す。 この値は必要に応じ て変更でき
ます。

20031 UDP UDP メ ッ セージング。 サーバーおよびク ラ イアン ト で必要
です。

20031 TCP ネ ッ ト ワーク ・ マネージャ
（nvnmgt） が使用するポー ト 。

デバイスのユー
ザー定義待ち受け
ポー ト

TCP デバイス要求を待ち受けるための
ポー ト 。

NetVault Backup サーバーおよび

SmartClient で設定し ます。

要件 ： ド ラ イブあた り 2 ポー ト 。

デバイスのユー
ザー定義接続ポー
ト

TCP リ モー ト ・ ス ト レージ ・ デバイスに
接続するためのポー ト 。

リ モー ト ・ ス ト レージ ・ デバイスに
接続する ク ラ イアン ト で設定し ます。

要件 ： ド ラ イブあた り 2 ポー ト

メ ッ セージ ・ チャ
ネルのユーザー定
義待ち受けポー ト

TCP データ転送時に メ ッ セージを受信す
るポー ト 。

NetVault Backup サーバーおよびク

ラ イアン ト で設定し ます。

要件 ： ク ラ イアン ト あた り 3 ポー

ト 。 
1 台のク ラ イアン ト 上で 2 つ以上の

プ ラグイ ンを同時に実行する場合、
NetVault Backup には、 プ ラグイ ン

あた り 2 つのポー ト 、 およびク ラ イ

アン ト あた り 1 つのポー ト が余分に

必要です。 た と えば、 同時に 2 つの

プ ラグイ ンを実行する場合、
NetVault Backup には、 1 台のク ラ イ

アン ト で 5 ポー ト （2×2 ＋ 1 ＝ 5）

が必要です。

メ ッ セージ ・ チャ
ネルのユーザー定
義接続ポー ト

TCP データ転送時に メ ッ セージを送信す
るためのポー ト 。

NetVault Backup サーバーおよびク

ラ イアン ト で設定し ます。

要件 ： ク ラ イアン ト あた り 3 ポー

ト 。 
1 台のク ラ イアン ト 上で 2 つ以上の

プ ラグイ ンを同時に実行する場合、
NetVault Backup には、 プ ラグイ ン

あた り 2 つのポー ト 、 およびク ラ イ

アン ト あた り 1 つのポー ト が余分に

必要です。 た と えば、 同時に 2 つの

プ ラグイ ンを実行する場合、
NetVault Backup には、 1 台のク ラ イ

アン ト で 5 ポー ト （2×2 ＋ 1 ＝ 5）

が必要です。

マシン間設定の
ユーザー定義接続
ポー ト

TCP NetVault Backup ク ラ イアン ト を追

加する と き、 および追加後のク ラ イ
アン ト の可用性を確認する と き、 初
期通信 （ブロー ド キャス ト ・ チャネ
ル） の確立に使用するポー ト 。

要件 ： ク ラ イアン ト あた り 2 ポー

ト 。

表 171. NetVault Backup が使用するポー ト

Port プロ ト コル 使用方法 コ メ ン ト
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NDMP データ ・

チャネルのユー
ザー定義待ち受け
ポー ト

TCP NDMP ムーバと し て動作する

NetVault Backup デバイスの待ち受

け用ポー ト 。

これらのポー ト は、 NDMP フ ァ イ

ラーと ス ト レージ ・ デバイスの間の
データ転送で使用されます。 これら
のポー ト は、 デバイスが接続されて
いる NetVault Backup サーバーまた

はク ラ イアン ト 上で必要にな り ます。

49152 から 65535 TCP ク ラ イアン ト ・ プ ッ シュ ・ イ ンス
ト ール ・ プロセス中に使用される動
的ポー ト 。

表 171. NetVault Backup が使用するポー ト

Port プロ ト コル 使用方法 コ メ ン ト
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E

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 一般的なエラー

• NetVault Backup のセーフ ・ モー ド

一般的なエラー
このセクシ ョ ンでは一般的なエラーと その解決方法について記述し ます。 ト ピ ッ クは以下のとお り です。

• NetVault Backup サービスで Windows の開始が失敗する

• マシンの再起動後に NetVault Backup サービスの開始が失敗する

• サーバーの IP ア ド レスの変更後にログイ ンできない

• NetVault Backup WebUI の予期し ない動作

• WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作し ない

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール中に NetVault Backup イ ンス ト ーラが失敗する

• VSS ベースのバッ クア ッ プが失敗する

• Windows での TCP/IP ソケ ッ ト ・ バッ フ ァ ・ サイズの変更

• NetVault Backup 10.0.1 が実行されている ク ラ イアン ト でデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト を使用し た リ ス

ト アが失敗する

• イ ンデ ッ クスが 2GB よ り大きい場合、 Itanium プラ ッ ト フ ォームで リ ス ト アが失敗する

• ア ッ プグレー ド し た後、 WebUI ページにコ ン ソール ・ エラーが表示される

• ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メ イ ン ・ ユーザーが NetVault Backup サーバーにログ

イ ンできない

• ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メ イ ン ・ ユーザーが NetVault Backup サーバーにログ

イ ンできない

• ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メ イ ン ・ ユーザーが NetVault Backup サーバーにログ

イ ンできない

• ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メ イ ン ・ ユーザーが NetVault Backup サーバーにログ

イ ンできない

• ド メ イ ン ・ ユーザーが Debian 9 で NetVault Backup サーバーにログイ ンできない

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールが正常に完了し た後、 ターゲッ ト ・ マシンを ク ラ イアン ト と し て追加する と失
敗する

• NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ホス ト を手動でアン イ ンス ト ールし た後、 カ タ ログ検索ページを イ ンス

ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または移動できない

• NetVault Backup サーバーの移行を同じ または異なるサーバー名で実行し た後、 カ タ ログ検索を イ ンス ト

― ルまたはアン イ ンス ト ールできない
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NetVault Backup サービスで Windows の開始が失敗する

説明

Windows ベースの NetVault Backup サーバーで、 NetVault Backup サービスの開始が失敗する。

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアに以下のメ ッ セージが表示されているかど うかを確認し ます。

PDT FATAL: lock file “postmaster.pid” already exists

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault Backup は起動で

きません。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所にある 「postmaster.pid」 を削除し て、

NetVault Backup サーバーを再起動し ます。

マシンの再起動後に NetVault Backup サービスの開始が失敗

する

説明

マシンの再起動後、 Windows ベースの NetVault Backup サーバーで、 NetVault Backup サービスの開始に失敗す

る こ とがある。 

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアに以下のメ ッ セージが表示されているかど うかを確認し ます。

FATAL: could not create any TCP/IP sockets " for a PostgreSQL source

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault Backup は起動で

きません。 この問題に対処するには、 タ スク ・ マネージャ を開始し て、 ［全ユーザーのプロセスを表示する］ を
ク リ ッ ク し ます。 システム上で postgres32.exe の複数のイ ンス タ ンスが動作し ている こ と を確認できます。

postgres32.exe プロセスのいずれか 1 つのイ ンス タ ンスを選択し、 ［プロセスの終了］ を ク リ ッ ク し て、 このプ

ロセスのすべてのイ ンス タ ンスを削除し ます。 その後で NetVault Backup サービスを開始し ます。

サーバーの IP ア ド レスの変更後にログイ ンできない

説明

NetVault Backup サーバーの IP ア ド レスを変更し た後で、 WebUI から ログイ ンできない。

症状

ログイ ン し よ う とする と、 サーバーにアクセスできないとい う メ ッ セージが NetVault Backup WebUI に表示され

ます。

解決方法

NetVault Backup サーバーの IP ア ド レスが変更された場合 （再起動時の DHCP による再割り当てによる変更な

ど）、 NetVault Backup WebUI にログイ ンする前に、 ブ ラウザ ・ キャ ッ シュ を ク リ アする必要があり ます。 IP ア

ド レスが変更されていない場合、 サーバーにアクセスできないとい う メ ッ セージが表示され、 ログイ ンが失敗す
る可能性があり ます。 または、 NetVault Backup サーバーに静的 IP ア ド レスを割り当てる こ とができます。
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NetVault Backup WebUI の予期し ない動作

説明

NetVault Backup WebUI に不適切な文字列や名前、 およびその他のオブジ ェ ク ト 関連の問題が表示される。

症状

NetVault Backup WebUI に、 予期し ない各種の不適切な名前や文字列、 正し く ないボタ ン ・ ラベルなどが表示さ

れます。

解決方法

この問題を解決するには、 ブ ラウザのキャ ッ シュおよび履歴を ク リ ア し てから、 NetVault Backup WebUI にログ

イ ン し なおし ます。 このアク テ ィ ビテ ィ は、 NetVault Backup システムのア ッ プグレー ド後に実行し て く ださい。

WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作し ない

説明

NetVault Backup WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作し ない。

症状

Internet Explorer でサイ ト の互換表示が有効である場合、 NetVault Backup にアクセス し よ う とする と、 「互換表

示はサポー ト されていません。 別のブ ラウザを使用するか、 互換表示を使用し ている Web サイ ト のリ ス ト から

このサイ ト を削除し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを適切に表示し て く だ さい。」 とい う エラー ・ メ ッ セージが表示され
ます。

解決方法

互換表示を使用し ている Web サイ ト のリ ス ト から このサイ ト を削除するか、 別のブラウザを使用し ます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール中に NetVault Backup イ ンス ト ーラ

が失敗する

説明

ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト でプ ッ シュ ・ イ ンス ト ールが失敗する。

症状

タ スク ・ ログに次のエラー ・ メ ッ セージが表示されます。 

コア ・ パッ ケージの NetVault Backup イ ンス ト ーラが、 エラー 1 で失敗し ま し た。

解決方法

イ ンス ト ールが失敗するにはい く つかの理由があり ます。 イ ンス ト ール ・ ログ ・ フ ァ イルの情報は、 問題の診断
と ト ラブルシューテ ィ ングに役立ちます。 ログ ・ フ ァ イルはシステムの一時デ ィ レ ク ト リ にあ り ます （システ
ム ・ アカウン ト の TEMP 環境変数によ って、 このデ ィ レ ク ト リの場所が決ま り ます。 このパスは通常、

%windir%\Temp に設定されています）。 

イ ンス ト ール ・ プロセスが失敗する段階に応じ て、 イ ンス ト ーラは、 netvault_{GUID}_install.log また

は bitrock_installer.log （または bitrock_installer_nnn.log） とい う名前のフ ァ イルを作成する可

能性があり ます。

まだ問題を解決できない場合は、 Quest テ クニカル ・ サポー ト までお問い合わせ く ださい。
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VSS ベースのバッ クア ッ プが失敗する

説明

VSS ベースのバッ クア ッ プを実行する場合、 VSS Writer がスナ ッ プシ ョ ッ ト の生成に失敗する と、 ジ ョ ブが失

敗する。

症状

ログ ・ メ ッ セージには以下のエラーが表示されます。

• セレ クシ ョ ン ・ ツ リーへ予備アイテムを追加できませんで し た。 

• セレ クシ ョ ン ・ ツ リーとバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを準備できませんで し た。

解決方法

これらのメ ッ セージは、 VSS サブシステムに問題がある こ と を示し ています。 VSS サブシステムが正し く 機能

し ていない場合、 NetVault Backup はバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを完了できません。 ジ ョ ブを再実行する前に、 以下

の手順を実行する こ と をお勧めし ます。

• 既存のシャ ド ウ ・ コ ピーを削除し ます （Vssadmin ユーテ ィ リ テ ィ または DiskShadow ユーテ ィ リ テ ィ

を使用し てシャ ド ウ ・ コ ピーを削除できます）。

• 目的の VSS Writer サービスを再起動し ます。

Windows での TCP/IP ソケ ッ ト ・ バッ フ ァ ・ サイズの変更

説明

Windows で TCP/IP ソケ ッ ト ・ バッ フ ァ ・ サイズを変更できない。

症状

データ を LAN で転送する と、 Windows でパフ ォーマンスが低下し ます。 IPerf などのネ ッ ト ワーク ・ ツールを使

用し てウ ィ ン ド ウのサイズを変更し ても、 バッ フ ァ ・ サイズは変更されません。

解決方法

Windows で TCP/IP バッ フ ァ ・ サイズを増やすには、 レジス ト リ設定を変更する必要があり ます。 これらの設定

についての詳細は、 Microsoft サポー ト 技術情報の https://support.microsoft.com/en-us/kb/823764 を参照し て く

だ さい。

NetVault Backup 10.0.1 が実行されている ク ラ イアン ト でデー

タ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト を使用し た リ ス ト アが失敗する

説明

NetVault Backup 10.0.1 以前のバージ ョ ンを実行し ている ク ラ イアン ト でデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト を リ ス

ト アする と、 ジ ョ ブが失敗し ます。

症状

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブで次のよ う な意味のエラーが報告されます。

イ ンデ ッ クスを取得できませんで し た。

ト レース ・ ログに次のよ う な意味のメ ッ セージが記録されます。

新しいス タ イル ・ イ ンデッ クスです。

イ ンデッ クス ・ フ ァ イルが破損し ているか、 バージ ョ ン番号が無効です。
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解決方法

NetVault Backup Server 10.0.5 以降では、 Plug-in for Data Copy でイ ンデッ クス ・ バージ ョ ン 4 を作成し ます。

これは、 以前の NetVault Backup と互換性があ り ません。 NetVault Backup 10.0.1 以前のバージ ョ ンを実行する

ク ラ イアン ト は、 このイ ンデッ クス ・ フ ァ イルを読み込めず、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する原因にな り ます。

NetVault Backup Server 10.0.5 以降で生成されたデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト を リ ス ト アするには、 ク ラ イア

ン ト をア ッ プグレー ド する必要があり ます。

イ ンデ ッ クスが 2GB よ り大きい場合、 Itanium プ ラ ッ ト

フ ォームで リ ス ト アが失敗する

説明

Itanium プラ ッ ト フ ォームで、 イ ンデッ クスのサイズが 2GB よ り大きいバッ クア ッ プのリ ス ト アが失敗する。

症状

Itanium プラ ッ ト フ ォームで、 イ ンデッ クスのサイズが 2GB よ り大きいバッ クア ッ プを リ ス ト ア し よ う とする

と、 ジ ョ ブは失敗し、 「リ ス ト アするアイテムのソー ト に失敗し ま し た」 とい う エラー ・ メ ッ セージが表示され
ます。

解決方法

この問題を修正するには、 次のよ う にス タ ッ ク ・ サイズを拡大し ます。

• 標準 UNIX プ ラ ッ ト フ ォームで、 CLI で ulimit 設定を編集し て、 ス タ ッ ク ・ サイズを増やし ます。 

利用可能なオプシ ョ ンを以下に示し ます。

▪ ulimit -a 
環境のすべての設定を表示し ます。

▪ ulimit -s 
現在のス タ ッ ク ・ サイズ設定を表示し ます。

▪ ulimit -s unlimited 
無制限のス タ ッ ク ・ サイズを設定し ます。

▪ ulimit -s <n> 

ス タ ッ ク ・ サイズを指定値に設定し ます。

▪ man ulimit 

ulimit コマン ドの情報を表示し ます。

値の変更後に、 ulimit -a コマン ド を実行し て、 設定が変更されたこ と を確認し ます。

• HP-UX Itanium プ ラ ッ ト フ ォームでは、 bash コマン ド kmtune または kctune （オペレーテ ィ ング ・ シス

テムによる） を使用し て、 カーネル ・ ス タ ッ ク ・ サイズ情報にアクセス し ます。 ス タ ッ ク変数は、 32
ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンでは maxssiz、 64 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンでは maxssiz_64bit です。 

利用可能なオプシ ョ ンを以下に示し ます。

▪ kmtune -l -q maxssiz 
32 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンの設定情報を表示し ます。

▪ kmtune -l -q maxssiz_64bit 
64 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンの設定情報を表示し ます。
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▪ kmtune -u -s maxssiz=<n>
32 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンの新しいス タ ッ ク ・ サイズを指定値に設定し ます。

▪ kmtune -u -s maxssiz_64bit =<n>
64 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンの新しいス タ ッ ク ・ サイズを指定値に設定し ます。

▪ kmtune -u -s maxssiz+<n>
32 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのス タ ッ ク ・ サイズを指定値だけ増やし ます。

▪ kmtune -u -s maxssiz_64bit +<n>
64 ビ ッ ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのス タ ッ ク ・ サイズを指定値だけ増やし ます。

ア ッ プグレー ド し た後、 WebUI ページにコ ン ソール ・ エ ラー

が表示される

説明

NetVault Backup を 12.2 バージ ョ ンにア ッ プグレー ド する と、 各種の WebUI ページでコ ン ソール ・ エラーが表

示されます。

症状

NetVault Backup を 12.2 バージ ョ ンにア ッ プグレー ド する と、 「localStorage」 関数および 「sessionStorage」 関

数の変更が原因で各種の WebUI ページでコ ン ソール ・ エラーが表示されます。

解決方法

この問題を修正するには、 NetVault Backup をバージ ョ ン 12.0 以降にア ッ プグレー ド し た後、 ブラウザのキャ ッ

シュ を ク リ ア し てから、 WebUI ページを再ロー ド し ます。

ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メ イ ン ・
ユーザーが NetVault Backup サーバーにログイ ンできない

説明

ド メ イ ン ・ ユーザーが正しい認証情報で NetVault Backup サーバーにログイ ンできません。

症状

Windows ベースの NetVault Backup サーバーに、 それぞれ次のログ ・ メ ッ セージが表示されます。

• 認証エラー ： ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラから情報を取得できないため、 NetVault データベースで ド メ イ ン ・

ユーザー ・ レ コー ド を追加または更新できませんで し た。

• 認証エラー ： ド メ イ ン ・ ユーザーに対し て入力されたユーザー名またはパスワー ド が正し く あ り ません。 詳
細については、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ を確認し て く だ さい。

解決方法

ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラで、 ド メ イ ン ・ ユーザーのワークステーシ ョ ン属性を確認し ます。
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ド メ イ ン ・ ユーザーが Debian 9 で NetVault Backup サーバー

にログイ ンできない

説明

ド メ イ ン ・ ユーザーが Debian 9 で NetVault Backup サーバーにログイ ンできません。

症状

NetVault Backup サーバーによ り、 次のエラーが nvavp-*.log ログ ・ フ ァ イルに表示されます。

アクセス制限のため、 ド メ イ ン ・ ユーザーの検証に失敗し ま し た

解決方法

認証に成功し た後でも、 グループ ・ ポリ シー ・ オブジ ェ ク ト の設定によ り権限が拒否されます。

/etc/sssd/sssd.conf 設定フ ァ イルでこの問題を解決するには、 次のパラ メ ータ を設定し ます。

access_provider = ad
auth_provider = ad
ad_gpo_access_control = permissive.

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールが正常に完了し た後、 ターゲ ッ ト ・ マ
シンを ク ラ イアン ト と し て追加する と失敗する

説明

ターゲッ ト ・ マシンでのプ ッ シュ ・ イ ンス ト ールは成功し ますが、 このマシンのク ラ イアン ト と し ての追加が失
敗し、 警告が表示されます。

リ モー ト ・ ク ラ イアン ト ・ ターゲッ ト ・ マシンのプ ッ シュ ・ イ ンス ト ールが成功する と、 ターゲ ッ ト ・ マシンへ
の新しいク ラ イアン ト の追加が失敗し、 警告メ ッ セージが表示されます。

症状

ターゲッ ト ・ マシンにク ラ イアン ト と し てマシンを追加する と、 タ スク ・ ログに次の警告が表示されます。 

• < ターゲッ ト ・ マシン > の NetVault Backup 名を取得できませんで し た

• マシンを ク ラ イアン ト と し て追加できません

解決方法

フ ァ イアウォールの設定が原因で、 NetVault Backup サーバーがターゲッ ト ・ マシンの NetVault Backup ク ラ イ

アン ト に接続できません。 マシンを ク ラ イアン ト と し て追加するよ う に、 ターゲッ ト ・ マシンのフ ァ イアウォー
ルを設定し ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ホス ト を手動でアン イ ンス

ト ールし た後、 カ タ ログ検索ページを イ ンス ト ール、 アン イ ン
ス ト ール、 または移動できない

説明

NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ホス ト にカ タ ログ検索がイ ンス ト ールされていて、 このク ラ イアン ト ・ ホス ト

が手動でアン イ ンス ト ールされているかアクセスできない場合、 カ タ ログ検索ページのイ ンス ト ール、 アン イ ン
ス ト ール、 または移動ができません。 
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症状

カ タ ログ検索ページを移動できないか、 ク ラ イアン ト ・ ホス ト にカ タ ログ検索がイ ンス ト ールされているよ う に
表示されます。

解決方法

ク ラ イアン ト ・ ホス ト でカ タ ログ検索が使用できないかど うかを確認し ます。 カ タ ログ検索が使用できない場合
は、 catalog.cfg 設定フ ァ イルでパラ メ ータ と その値を変更し ます。 選択し た NetVault Backup ク ラ イアン ト ・

ホス ト にカ タ ログ検索を再イ ンス ト ールできるよ う にな り ます。 詳細は、 「カ タ ログ検索の管理」 を参照し て く
だ さい。

catalog.cfg フ ァ イルのパラ メ ータ と その値を変更するには

1 config デ ィ レ ク ト リ内にある catalog.cfg フ ァ イルを開いて編集し ます。

▪ [Catalog] セクシ ョ ンで、 以下の行を追加し ます。

Enabled=false
▪ [Catalog:Worker Pool Size] セクシ ョ ンで、 以下の変更を行います。

Type= Range
Value= 5
Width= 4
Range= 1 20
Label= 同時にアク テ ィ ブになる カ タ ログ ・ ワーカーの最大数

Label Id= 14744
▪ [Timeouts:Catalog Index Saveset] セクシ ョ ンで、 以下の変更を行います。

Type= Range
Range= 5, 600
Width= 4
Label= カ タ ログへのバッ クア ッ プをチ ェ ッ クするポーリ ング間隔 （秒単位）

Label Id= 14745
Value= 10

▪ [CatalogVersion] セクシ ョ ンで、 以下の変更を行います。

NVVersion=
NVBuildLevel=

2 保存し て catalog.cfg フ ァ イルを閉じ ます。

NetVault Backup サーバーの移行を同じ または異なるサーバー

名で実行し た後、 カ タ ログ検索を イ ンス ト ― ルまたはアン イ

ンス ト ールできない

説明

NetVault Backup の移行が正常に完了し た後、 選択し たク ラ イアン ト にカ タ ログ検索を イ ンス ト ールできません。

カ タ ログ検索を正常にイ ンス ト ールし た後も、 カ タ ログ検索がアン イ ンス ト ール済みと し て表示されるか、 「カ
タ ログ検索は他の NetVault Backup サーバーによ ってイ ンス ト ールされています」 とい う エラーが表示されま

す。
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症状

NetVault Backup の移行が正常に完了した後、 選択したク ラ イアン ト にカ タ ログ検索をインス ト ールできません。

カ タ ログ検索を正常にインス ト ールした後も、 カ タ ログ検索がアンイ ンス ト ール済みと し て表示されるか、 「カ タ
ログ検索は他の NetVault Backup サーバーによ ってインス ト ールされています」 とい う エラーが表示されます。

解決方法

<NVBU Backup Server Installation\Quest\NetVault Backup\catalog> フ ォルダでカ タ ログ検索のイ ンス ト ール

を手動で確認し ます。 カ タ ログ検索がイ ンス ト ールされている場合は、 次の NetVault Backup イ ンス ト ール ・

デ ィ レ ク ト リから カ タ ログ検索をアン イ ンス ト ールする必要があ り ます。

NetVault Backup のセーフ ・ モー ド
NetVault Backup がセーフ ・ モー ド で動作する と、 次のエラーが発生し ます。 「NetVault Backup サーバーはセー

フ ・ モー ド です。 サービスプロバイダにお問い合わせ く だ さい。」

このエラーが発生し た場合、 テナン ト は MSP 管理者に連絡する必要があり ます。

次のエラー条件のため、 NetVault Backup がセーフ ・ モー ド で動作する こ とがあ り ます。

• メ デ ィ ア ・ マネージャやスケジュール ・ マネージャなどの主要プロセスを開始できない。

• PostgreSQL データベースが使用できないか、 NetVault Backup が 1 つ以上のデータベースに接続できな

い。

• NetVault Backup サーバーでデ ィ スク容量が低下し ている。

セーフ ・ モー ド では、 MSP 管理者は NetVault Backup サーバーにログイ ン後、 <Installation 
location>\config\safemode.cfg> のメ ッ セージを確認する必要があり ます。

このフ ァ イルには、 NetVault Backup サーバーがセーフ ・ モー ド で実行する原因が保持されています。

次の表では、 safemode.cfg で識別される問題のエラーの種類と考えられる解決オプシ ョ ンを説明し ています。 

• NetVault Backup を通常モー ド で再起動する ： NetVault Backup は、 セーフ ・ モー ド に入る と、 問題が解

決し たかど うかに関係な く セーフ ・ モー ド に留ま り ます。 セーフ ・ モー ド を終了するには、 NetVault 
Backup を通常モー ド で再起動し ます。

NetVault Backup プロセス ・ マネージャおよび NetVault Backup PostgreSQL データベース ・ サーバーの

サービスを停止し ます。 safemode.cfg フ ァ イルを次の場所、 <Installation location>\Config\safemode.cfg 
> から削除し、 NetVault Backup PostgreSQL データベース ・ サーバーと NetVault プロセス ・ マネージャ

のサービスを再起動し ます。

• 診断 ト レースを有効にし て NetVault Backup を再起動する ： 診断と レースについては、 Quest テ クニカ

ル ・ サポー ト にお問い合わせ く だ さい。

• Quest テ クニカル ・ サポー ト に問い合わせる ： 問題を解決できない場合は、 このリ ン ク を ク リ ッ ク し て

問題を報告し て く だ さい。 

エラー ・ タ イプ 使用可能なオプシ ョ ン

主要プロセスのエラー このエラーによ り NetVault Backup がセーフ ・ モー ド に入った場合、 問題

解決のために使用できるオプシ ョ ンはあ り ません。

データベース接続エラー PostgreSQL のサービス ・ ログを検証し、 問題を解決し て く だ さい。 これ

でサービスを再起動できます。 問題が解決し ない場合は、 NetVault サポー

ト に連絡し て く だ さい。

デ ィ スク領域不足の問題 NetVault Backup のイ ンス ト ール場所の領域を再利用し、 NetVault Backup
を通常モー ド で再起動し ます。

•
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社に対するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保護、 ID およ

びアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ューシ ョ ンのポー ト

フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革新に費やす

時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 www.quest.com

テ クニカル ・ サポー ト 用リ ソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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